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アカデミックプログラム(AP)

A6 会場
14 号館 1442 教室

材料化学

3月26日午前

無機材料・低次元材料

座長 米澤 徹（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1A6-01, 1A6-02, 1A6-03, 1A6-04,

1A6-05, 1A6-06）
1A6-01 湿式混合による Eu2O3添加ポルサイト蛍光体の合成と評価（防

衛大機能材料）○濵田 翔・岸村浩明・渡辺貫太・有賀 敦・松本
仁

1A6-02 ポリオール還元法を用いた高収率銀ナノワイヤの合成と極性・
無極性溶媒分散インクの作製（滋賀県大工）○内藤拓也・Cuya

Jhon・宮村 弘・Balachandran Jeyadevan

1A6-03 水溶液プロセスによる希土類複合酸化物アップコンバージョン
蛍光体の合成と特性評価（東海大理）○小川哲志・田村紗也佳・冨田
恒之・片桐清文・垣花眞人

1A6-04 ブロックコポリマーを鋳型にした FePt/Feナノコンポジット磁
石（豊田中研）○米倉弘高・若山博昭

1A6-05 間接電解を用いた酸化チタン膜の作製（阪市工研）○千金正
也・品川 勉

1A6-06 液晶性フタロシアニンを内包させた酸化チタンナノ粒子の調製
（産総研ユビキタスエネルギー・高知工科大環境理工）○清水 洋・
川野倖暉・樋口由美・高橋己之一・大谷政孝・小廣和哉

低次元材料

座長 柳下 崇（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1A6-08, 1A6-09, 1A6-10, 1A6-12）
1A6-08 酸化チタン薄膜上に析出した銀ナノ粒子の非対称な散乱および
反射特性（東大生研）○奥村有紗・斎藤滉一郎・立間 徹

1A6-09 金属チタン基板上へのチタニア薄膜の作製（信州大工）○錦織
広昌・川本一輝・日角太亮

1A6-10* デンドリマーを用いた Euドープ酸化チタンにおける原子制御
ドープ（物材機構環境エネルギー・東工大資源研）○佐藤宗英・中島
聡夫・山元公寿

1A6-12* 酸化チタンナノ粒子の液中プラズマによる酸素欠損形成（北大
院工）○米澤 徹・元兼康智・徳永智春・石田洋平

座長 立間 徹（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1A6-15, 1A6-16, 1A6-17, 1A6-19）
1A6-15 ポーラスアルミナを用いた紡糸プロセスによる有機無機複合ナ
ノファイバーの形成（首都大都市環境・三菱レイヨン）○高井秀彰・
柳下 崇・魚津吉弘・益田秀樹

1A6-16 マトリクススパッタリング法によって合成した蛍光性銀ナノ粒
子（北大院工）○中林良太・石田洋平・米澤 徹

1A6-17* イオン液体-金属スパッタリング法により作製した金属ナノ粒

子単層膜の電極触媒活性（名大院工）○杉岡大輔・亀山達矢・桑畑
進・鳥本 司

1A6-19* Synthesis and Characterization of Sustainable Nanostructured Chal-

copyrite Thermoelectric Material（Sch. Mat. Sci., JAIST）○SINGH,

Maninder; AHUJA, Dipali; NISHINO, Shunsuke; MASANOBU, Miyata;

MOTT, Derrick; KOYANO, Mikio; MAENOSONO, Shinya

3月26日午後

座長 山元 公寿（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1A6-28, 1A6-29, 1A6-30, 1A6-31,

1A6-32）
1A6-28 アザビスモシン骨格を有する金ナノ粒子の作製（東京高専）

○小野壮哉・島田 茂・町田 茂
1A6-29 プラズモニック硫化銅ナノ粒子の合成と光機能（東大生研）

○浅見啓輔・西 弘泰・立間 徹
1A6-30 サイズ制御した AgInTe2量子ドットの作製と近赤外発光特性

（名大院工）○石神裕二郎・亀山達矢・鳥本 司
1A6-31 フォトニック結晶/多孔性有機金属錯体複合薄膜の作製（甲南
大 FIRST）○松山哲大・熊野未里・柴森琢也・鶴岡孝章・髙嶋洋平・
赤松謙祐

1A6-32* 金属イオンドープ高分子フィルム上での選択的多孔性有機金属
錯体成長（甲南大 FIRST）○鶴岡孝章・熊野未里・萬谷浩司・髙嶋洋
平・赤松謙祐

座長 鶴岡 孝章（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1A6-35, 1A6-36, 1A6-37, 1A6-39,

1A6-40）
1A6-35 金属錯体を導入したブロックコポリマーへの磁場印加による新
奇規則構造の形成（豊田中研）○若山博昭・米倉弘高・原田雅史

1A6-36 フェニルアゾメチンデンドリマーを鋳型に用いた酸化バナジウ
ム(V2O5)ナノ粒子の創製（東工大資源研）○五関高寛・アルブレヒト
建・成毛治朗・山元公寿

1A6-37* 導電性高分子ナノシートの構築とフレキシブル皮膚電極への応
用（早大院先進理工）○藤枝俊宣・山岸健人・岡本麻鈴・武岡真司

1A6-39 グラフェンエッチング反応の結晶成長論的解析（山形大工）
○渡辺優人・佐野正人

1A6-40 電気化学的手法によるグラファイト層間化合物の剥離（山形大
工）○丹野泰長・沖本治哉・佐野正人

低次元材料・炭素材料

座長 佐野 正人（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1A6-42, 1A6-43, 1A6-44, 1A6-46）
1A6-42 2層カーボンナノチューブの純度分析と高純度化（東レ化成品

研）○西野秀和・佐藤謙一・本田史郎
1A6-43 ピラー化炭素へのアミンの挿入による細孔評価（兵庫県大院

工）○福田拓也・松尾吉晃
1A6-44* Mass exfoliation of graphite into "single-layer" graphene（Grad. Sch.

Eng., The Univ. of Tokyo）○MATSUMOTO, Michio; SAITO, Yusuke;

AIDA, Takuzo

1A6-46* 水素結合ポリマーによる半導体性カーボンナノチューブの選択
的かつ可逆的抽出（九大院工）○利光史行・中嶋直敏
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低次元材料・炭素材料

座長 中嶋 直敏（17：00～18：10）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1A6-49, 1A6-50, 1A6-52, 1A6-53,

1A6-54, 1A6-55）
1A6-49 金属錯体を吸着した活性炭の電極特性（日大生物資源科学部）

○江頭 港
1A6-50* 2ゾーン CVD法による新規極細グラフェンナノリボンの構造
制御合成（京大エネ研）○中江隆博・射鹿 拓・藤田翔一郎・宋 小
堂・坂口浩司

1A6-52 ドライプロセスによるカーボン膜のフッ素官能基光化学修飾
（産総研先進製造プロセス）○中村挙子・土屋哲男・大花継頼

1A6-53 タンニン酸と鉄イオンから成る無機-有機構造体被覆酸化グラ
フェンの構築（中央大理工）○小澤寛晃・芳賀正明

1A6-54 Pt4核錯体-ポリピロール-カーボンナノチューブ複合系を経由
したカーボンナノチューブ固定化 Ptナノクラスターの調製と物性（名

大院理・名大物質国際研/名大物国センター/名大物質国際セ）○宮本翔
太・Kim Chang Kyu・邨次 智・唯 美津木

1A6-55 高温熱処理炭素に吸蔵されたナトリウムの固体 NMRによる状
態分析（岡山大院自然・京大 ESICB・東理大理・物材機構強磁場ス
テーション）○森田凌平・後藤和馬・久保田 圭・福西美香・駒場慎
一・出口健三・大木 忍・清水 禎・石田祐之

3月27日午前

低次元材料・炭素材料

座長 小柳津 研一（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2A6-01, 2A6-03, 2A6-04, 2A6-05,

2A6-06）
2A6-01* 配位多孔性高分子（PCP）を前駆体に用いた多孔性炭素材料の
細孔径制御（ライオン株式会社研究開発本部 機能科学研究所）○藤
原優一・堀毛悟史・Kanokwan Kongpatpanich・椙山 崇・戸堀悦雄・
北川 進

2A6-03 超音波スプレーでのミスト化を経た有機色素ナノ粒子作製法の
開発（長岡技科大工）○若井良太・高橋由紀子

2A6-04 階層構造的な TiO2薄膜とポリオール還元による白金ナノ粒子
を組合わせた色素増感太陽電池（城西大院理・城西大理）○見附孝一
郎・齊藤亜加音・浅野奈美・田中伸英・秋田素子

2A6-05 インクジェット印刷による高分子ナノシート上への金属配線の
形成（早大先進理工）○岡本麻鈴・黒飛みずほ・山岸健人・村田
篤・藤枝俊宣・岩瀬英治・岩田浩康・武岡真司

2A6-06 単分散コロイド状メソポーラスシリカ粒子の細孔径制御および
コロイド結晶の作製（早大先進理工）山本瑛祐○森 聖矢・氏家裕
人・山田紘理・下嶋 敦・黒田一幸

有機材料

座長 柘植 顕彦（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2A6-08, 2A6-09, 2A6-13）
2A6-08 有機半導体液晶分子を側鎖に導入した両親媒性ブロック共重合

体のミクロ相分離構造（京工繊大院工芸）○辻村彩希・大隣雅俊・田
中友絵・浅岡定幸

2A6-09 化学技術賞受賞講演 半導体製造用ネガ型有機溶剤現像リソ
グラフィープロセスの開発（富士フイルム株式会社 R&D統括本部 エ
レクトロニクスマテリアルズ研究所）○後藤孝浩・西山文之・漢那慎
一・椿 英明・白川三千紘

2A6-13 ビスメトキシフェニルニトロキシドとそのホール輸送特性（早
大先進理工）○渡邉振一郎・高村真輝・丸尾浩史・小柳津研一・西出
宏之

座長 内田 さやか（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2A6-15, 2A6-16, 2A6-17, 2A6-18,

2A6-19, 2A6-20）
2A6-15 TEMPOカチオンによる Spiro-OMeTADのドープとホール輸送

特性（早大先進理工）福島直之・高村真輝○丸尾浩史・小柳津研一・
西出宏之

2A6-16 シアノエチレン系 n型有機半導体化合物の合成とその安定性評
価（九工大院工）○木登直弥・森口哲次・柘植顕彦

2A6-17 耐熱性のある金色光沢有機結晶の作製（東理大工）○今津裕
貴・高橋 裕・近藤行成

2A6-18 キラル常磁性液晶材料の合成と相転移挙動（阪大院基礎工）
○秋田拓也・内田幸明・西山憲和

2A6-19 側鎖の分子デザインによる強誘電性カラムナー液晶の物性向上
（東理大理工）○小俣有輝・宮島大吾・荒岡史人・相田卓三

2A6-20 絹布の表面特性に及ぼす洗濯の影響 第 3報（文化学園大テキ
スタイル研究室）○柚本 玲・アタウイリアサクル パトラー・米山
雄二

3月27日午後

座長 藤ヶ谷 剛彦（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2A6-28, 2A6-30, 2A6-32）
2A6-28* A Triangular Topology of Covalent Organic Frameworks（IMS

Materials Molecular Science）○DALAPATI, Sasanka; JIANG, Donglin

2A6-30* Wood-inspired film with a micro-structured surface（Grad. Sch. Eng.,

Tottori Univ.）○IZAWA, Hironori; OKUDA, Noriko; IFUKU, Shinsuke;

MORIMOTO, Minoru; SAIMOTO, Hiroyuki

2A6-32* Development of A Novel Photoresponsive Film Actuator with Carbon

Nitride Polymers（RIKEN CEMS）○MIYAJIMA, Daigo; ARAZOE,

Hiroki; AIDA, Takuzo

座長 小門 憲太（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （2A6-49, 2A6-51, 2A6-53）
2A6-49* Light Harvesting with π-Electronic Covalent Organic Frameworks

（Sch. Physical Sci., SOKENDAI; IMS）○WU, Yang; JIANG, Donglin

2A6-51* Band-Gap Engineering of Conjugated Covalent Organic Frameworks

（IMS）○HUANG, Ning; JIANG, Donglin

2A6-53* Porous Organic Polymer Films for High-Perfromance Optoelectronics

（IMS Molecular Function）○GU, Cheng; JIANG, Donglin

3月28日午前

有機材料

座長 浅岡 定幸（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3A6-01, 3A6-02, 3A6-03, 3A6-04,

3A6-05, 3A6-06）
3A6-01 機械的刺激や溶媒添加により三つの発光色が切り替わるビア
リール金(I)イソシアニド錯体（北大院総合化学）○陳 旻究・関 朋
宏・伊藤 肇

3A6-02 赤外発光を示すアントラセン金(I)イソシアニド錯体の光学特性
と結晶構造（北大工）○戸子台遥光・関 朋宏・大曲 駿・中西貴
之・長谷川靖哉・伊藤 肇

3A6-03 蛍光増感型のレクチン検出薬を指向した新規シロール-糖鎖複
合材料の合成（埼大院理工）○古川 剛・村松洋亮・松村 俊・小山
哲夫・松岡浩司・幡野 健

3A6-04 超音波ミスト内での重合反応と高分子液滴ミストの静電霧化に
関する検討（阪府大院理）○下垣朋彦・佐藤正明

3A6-05 トリアジンチオール末端ポリ（2-メチル-2-オキサゾリン）によ
る銅表面の親水化（八戸高専物質工学科・岩手大院工・岩手大研究推

進機構）○佐藤久美子・會澤純雄・桑 静・平原英俊・小川 薫
3A6-06 バイオミメティックプロセスによる有機結晶の形態および配向

性の制御（慶大理工）○岡庭 護・緒明佑哉・今井宏明

有機材料・複合材料

座長 関 朋宏（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3A6-08, 3A6-09, 3A6-11, 3A6-12,

3A6-13）
3A6-08 芳香族テトラカルボン酸ビスイミダゾールを構成単位とする三
次元πネットワークの構築（京工繊大工芸）○武内あづ彩・森 亮
博・東浦弘宜・浅岡定幸

3A6-09* Graphene Oxide-Li+@C60 Donor-Acceptor Composite for Photo-

energy Conversion（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.; ALCA, JST）○SUPUR,

Mustafa; KAWASHIMA, Yuki; OHKUBO, Kei; HASOBE, Taku;

FUKUZUMI, Shunichi

3A6-11 不完全かご型シルセスキオキサンを主骨格とする両親媒性分子
の合成（京工繊大）○中尾優花・井本裕顕・中 建介・藤井秀司・中
村吉伸

3A6-12 アリールホスホン酸基を有するポリシルセスキオキサンの合成
と性質（東理大理工）○藤井信太郎・塚田 学・阿部芳首・郡司天博

3A6-13 かご型オクタシリケート重合体の合成（東理大理工）○五十嵐
隆浩・塚田 学・阿部芳首・郡司天博

複合材料

座長 中 建介（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3A6-15, 3A6-16, 3A6-17, 3A6-18,

3A6-19, 3A6-20）
3A6-15 オリゴシロキサンとその誘導体の合成（東理大理工）○安部偉

織・塚田 学・阿部芳首・郡司天博
3A6-16 二種類の官能基を有するかご型シロキサンの合成と反応性（早
大院先進理工）○齋藤祥平・山末奈央・和田宏明・黒田一幸・下嶋
敦

3A6-17 単一構造の環状テトラシロキサンの選択的合成と 2次元層状集
合体の形成（鹿児島大院理工）○金子芳郎・木之下翔太・渡瀬星児・
松川公洋

3A6-18 環状シロキサン構造を有するイオン液体の合成（鹿児島大院理

工）○久保拓也・金子芳郎
3A6-19 酸化グラフェン官能基変換と化学修飾法の開発（岡山大

RCIS）○岡田祐樹・仁科勇太
3A6-20 酸化グラフェン/シリコーン樹脂複合体の調製と熱伝導シート
への応用（岡山大 RCIS）○高橋英史・堂浦 剛・林 靖彦・仁科勇太

3月28日午後

座長 金子 芳郎（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3A6-28, 3A6-29, 3A6-30, 3A6-31,
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3A6-32）
3A6-28 トリフェニルイミダゾール骨格を有するポリアミドとアルコキ
シシランから得られる有機-無機ポリマーハイブリッドの合成（都市大
院工）○高崎雅登・岩村 武

3A6-29 Prediction of tensile strength of unidirectional CFRP composites

（Toray Industries, Inc.）○WATANABE, Jun; OKUDA, Haruki;

TANAKA, Fumihiko; OKABE, Tomonaga

3A6-30 化学析出法により作製したエオシン Y 吸着酸化亜鉛粒子の結
晶構造と光電気化学特性（長野県工技セ精・信州大院総合工）○永谷
聡・錦織広昌

3A6-31 カルシウムシリサイドのスクロース/塩酸処理による層状シリ
コン炭素複合体の合成（豊田中研）○大橋雅卓・中野秀之

3A6-32* 親水性高分子をマトリクスとするポリヨウ素イオン In
- と金属

イオンとの塩形成 [VII]; 金属皮膜形成への応用（京大原子炉）○川口昭
夫

座長 藤川 茂紀（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3A6-35, 3A6-36, 3A6-38, 3A6-40）
3A6-35 Tailored hierarchical architectures using POSS-crystallization kinetics

driven self-assembly of nanoparticles（IMRAM, Tohoku Univ.）○CAI,

Jinguang; WATANABE, Akira

3A6-36* 刺激応答性高分子の表面修飾によるMetal-Organic Framework

を用いたゲスト放出制御（北大院総合化学）○永田俊次郎・小門憲
太・佐田和己

3A6-38* カーボンナノチューブ架橋高分子被覆とその生体応用を目指し
た高機能化（九大院工）○堤 優介・藤ヶ谷剛彦・中嶋直敏

3A6-40 カーボンナイトライド薄膜の開発と応用（東理大理工）○坂本
滋・荒添弘樹・宮島大吾・相田卓三

イオン液体・共融混合物液体・複合材料

座長 渡邉 正義（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （3A6-42, 3A6-43, 3A6-44, 3A6-45,

3A6-46, 3A6-47）
3A6-42 ストロボを用いた還元型酸化グラフェン/鉄酸化物複合体の合

成とリチウムイオン二次電池への応用（岡山大 RCIS）○辻 広美・仁
科勇太

3A6-43 酸化グラフェン合成時に副生するマンガンを利用したマンガ
ン -酸化グラフェン複合体の合成と臭素化触媒への応用（岡山大
RCIS）○鈴木秀幸・仁科勇太

3A6-44 Synthesis and Characterization of Conductive Cocoon using Polyani-

line（Grad. Sch. Pure Appl. Sci., Univ. of Tsukuba）○KAITSUKA, Yuki;

GOTO, Hiromasa

3A6-45 ATPを溶解できるイオン液体の設計（東農工大院工）○岡藤亮
佳・一川尚広・大野弘幸

3A6-46 アニオン混合系柔粘性イオン結晶の構造と性質（京大院エネル
ギー）○野中良順・田中 涼・松本一彦・萩原理加

3A6-47 導電性ブリッジランダムアクセスメモリ用イオン液体の開発

（鳥取大工）○山岡弘貴・原田晃典・緒方涼介・渡邉浩平・木下健太
郎・岸田 悟・伊藤敏幸

A7 会場
14 号館 1443 教室

材料の機能

3月26日午前

座長 舟橋 正浩（9：00 ～9：50 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1A7-01, 1A7-03, 1A7-05）
1A7-01* 高分子アクチュエータのパルス幅変調(PWM)制御による運動性
の制御（福井大院工）○庄司英一・菰田佳道

1A7-03* イオンビーム照射による高分子電解質膜の改質と高分子アク
チュエータ創製への応用（公益財団法人 若狭湾エネルギー研究セン
ター・福井大院工）○畑下昌範・庄司英一

1A7-05 液晶性ジアルキルチエニルナフタレンアルキル同族体の 2成分
系における混和性とキャリヤ移動特性（産総研ユビキタスエネル
ギー・龍谷大理工）○川野倖暉・松本宏紀・縄本眞三・西川浩矢・物
部浩達・清水 洋

座長 庄司 英一（10：00～11：00）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （1A7-07, 1A7-09, 1A7-10, 1A7-11,

1A7-12）
1A7-07* フェニルターチオフェン骨格を有する強誘電性液晶の異常光起

電力効果（香川大工）○舟橋正浩・船津佑介
1A7-09 アルキル側鎖末端に環状シロキサンを持つペリレン誘導体の薄

膜化と重合（香川大院工）○竹並かえで・舟橋正浩
1A7-10 側鎖末端にオリゴシロキサン部位を有する液晶性フタロシアニ
ンの合成と物性評価（香川大院工）○山岡龍太郎・舟橋正浩

1A7-11 ナフタレンテトラカルボン酸ジイミド誘導体のニオイ物質によ
る色彩変化（産技研）○山下怜子・喜多幸司

1A7-12 多分岐フェニルエチニルベンゼンの二光子吸収特性：ドナー性
スチリル基によるπ共役の拡張（産総研ユビキタスエネルギー・関西
学院大理工・静岡大理）並河知孝○鎌田賢司・喜多佑斗・藤原 寛・
小林健二

座長 鎌田 賢司（11：10～11：50）
※ PC接続時間 11：00～11：10 （1A7-14, 1A7-16, 1A7-17）
1A7-14* 光アンテナ効果による表面増強テラヘルツ分光計測系の構築

（北大電子研）○上野貢生・野澤 翔・三澤弘明
1A7-16 局在表面プラズモン共鳴による円偏光蛍光増強発光メカニズム

解明（大分大院工）○原田拓典・梶山直樹・梅村和夫・豊福玲於奈・
和泉勝樹・三島健司・今井喜胤・谷口直哉

1A7-17 Design of the red luminescent organic semiconductor for OLET by

modulating the crystal structure（Grad. Sch. Sci., Tohoku Univ.）○MU,

Shuai; TAKAISHI, Shinya; YAMASHITA, Masahiro

3月26日午後

座長 毛利 恵美子（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （1A7-25, 1A7-26, 1A7-27, 1A7-28,

1A7-29, 1A7-30）
1A7-25 高周波・高電界を用いた電気・光機能性 DNAナノワイヤーの
伸長固定（千葉大工）○國京大貴・高橋亮大・中村一希・小林範久

1A7-26 発光性 Eu(III)錯体/疎水化 DNA複合膜における赤色発光の増強
（千葉大工）○板本なつみ・渡邊 航・中村一希・小林範久

1A7-27 光ナノシートスライドを示す層状複合体のナノ構造解析（首都
大院都市環境）○鍋谷 悠・堀口治男・HASSAN Syed Zahid・
RAMAKRISHNAN Vivek・立花 宏・井上晴夫

1A7-28 Photochemical studies on polyfluorinated cationic surfactants contain-

ing azobenzene moiety incorporated in nanolayered niobate（Urban

Environmental Sci., Tokyo Metropolitan Univ.）○HASSAN, Syed Zahid;

RAMAKRISHNAN, Vivek; HORIGUCHI, Haruo; YAMAMOTO, Daisuke;

NABETANI, Yu; TACHIBANA, Hiroshi; INOUE, Haruo

1A7-29 カチオン性ニッケル錯体を用いた溶媒検知材料の開発（神戸大
院理）○細川 仁・持田智行

1A7-30 ヘクトライト-シリカコアシェル粒子の HPLCカラム充填剤へ
の応用（信州大工）○岡田友彦・熊崎愛作・清水 慶・中山駿佑・北
澤孝史・佐藤久子・山岸晧彦

座長 小林 範久（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （1A7-32, 1A7-33, 1A7-34, 1A7-35,

1A7-36, 1A7-37）
1A7-32 半導体ナノシート液晶の一方向組織体の形成（九工大院工）

○毛利恵美子・南野佳宏・中戸晃之
1A7-33 オリゴシロキサン鎖をスペーサとするレムケ色素 2量体の合成
と物性評価（香川大院工）○清家周作・舟橋正浩

1A7-34 ジアセチレン誘導体の粘土層間での二光子吸収挙動（山口大院
医）○鈴木康孝・持田修平・里見浩一郎・杉原寛之・富永 亮・川俣
純

1A7-35 水の加除により蛍光色が制御できる粘土鉱物-有機化合物-ポリ
マー三元系ハイブリッド膜（山口大理）○富永 亮・鬼木悠大・鈴木
康孝・川俣 純

1A7-36 DNAによる粘土鉱物ナノシートコロイドの液晶性制御（福岡
工大院工）○山口直哉・宮元展義

1A7-37 無機ナノシートをホスト材料とした 3成分色素間エネルギー移
動の解析（首都大院都市環境・北大院工）○川口進太郎・大谷優太・
石田洋平・嶋田哲也・高木慎介

座長 鈴木 康孝（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （1A7-39, 1A7-41, 1A7-42, 1A7-43）
1A7-39* 層厚みの制御された層状ペロブスカイトナノシートコロイドの

液晶性と構造色（福岡工大）○山本伸也・宮元展義・海老名保男・
佐々木高義

1A7-41 電場誘起の巨視的配向を有する無機ナノシート液晶/有機色素/

ポリ(N-イソプロピルアクリルアミド）複合ゲルにおける光誘起異常変
形（福岡工大院工）○稲富 巧・宮元展義

1A7-42 粘土上における 1価カチオン性ポルフィリンの光化学的挙動の
評価（首都大院都市環境）○和歌山彰太・塚本孝政・大谷優太・嶋田
哲也・高木慎介

1A7-43* 可視光で可逆的なフォトクロミズムを示すジアリールエテンの
ための分子設計指針（北大電子研・京大院工・立教大理）○深港
豪・廣瀬崇至・松田建児・入江正浩

座長 江口 美陽（16：30～17：30）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （1A7-46, 1A7-47, 1A7-48, 1A7-49,

1A7-50, 1A7-51）
1A7-46 低分子ゲル化剤の自己組織化による高次オルガノゲル構造形成
と光学物性（島根大教育・信州大繊維・福岡大理・佐賀大院工・東農
工大院工・分子研・福岡工大工学部）勝部翔太郎・天野賢史・佐藤高
彰・勝本之晶・梅木辰也・高椋利幸・嘉治寿彦・平本昌宏・宮元展
義○西山 桂

1A7-47 キラルな高速フォトクロミック PABI誘導体の合成（青山学院
大院理工）○新井宏樹・山下裕明・小林洋一・阿部二朗

1A7-48 フォトクロミックジフェニルアラニンの自己組織化ナノファイ
バーの創出と光学特性（青山学院大理工）○藤田悠暉・新井克敏・武
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藤克也・山下裕明・小林洋一・阿部二朗
1A7-49 チオフェン骨格を有する高速フォトクロミックフェノキシル-

イミダゾリルラジカル共役体の創製と基板表面制御（青山学院大理

工）○生澤孝裕・武藤克也・山下裕明・小林洋一・阿部二朗
1A7-50 ジアリールエテン超分子構造体を用いた物体の光移動（京大院

工・JSTさきがけ）○阪口 彬・東口顕士・松田建児
1A7-51 両親媒性ジアリールエテンの会合様式と置換基効果（京大院

工・JSTさきがけ）○四辻 肇・東口顕士・松田建児

座長 東口 顕士（17：40～18：30）
※ PC接続時間 17：30～17：40 （1A7-53, 1A7-54, 1A7-56）
1A7-53 高速熱消色型ナフトピランの開発とフォトクロミズム（青山学
院大理工）○新井克敏・小林洋一・阿部二朗

1A7-54* PMMA-b-PBAブロック共重合体にドープした高速フォトクロ
ミック分子のフォトクロミック特性（青山学院大理工）○武藤克也・
新井克敏・小林洋一・阿部二朗

1A7-56* 炭素材料による臭化物イオンの分離能（岡山大院自然科学）
○西 政康・大久保貴広・黒田泰重

3月27日午前

座長 阿部 二朗（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2A7-01, 2A7-02, 2A7-03, 2A7-05）
2A7-01 ジイソプロピルベンゾフェノン系結晶のフォトクロミズムと光
屈曲（早大先進理工）○萩原裕樹・北島麻衣・小島秀子・朝日 透

2A7-02 フォトクロミックジアリールエテンの光誘起細胞毒性（龍谷大
理工・産総研幹細胞工学研究セ・東大院理・東薬大薬・理研 RINC）
○奥田淳也・児玉隆平・須丸公雄・金森敏幸・森下加奈・山添誠司・
兵藤憲吾・山崎翔平・宮武智弘・横島 智・中村振一郎・内田欣吾

2A7-03* Synthesis of photochromic terarylenes having benzophosphole oxide

（Grad. Sch. Mat. Sci., NAIST）○IIJIMA, Shunsuke; NAKASHIMA,

Takuya; KAWAI, Tsuyoshi

2A7-05* ジアリールエテン結晶の光誘起屈曲挙動における紫外光照射波
長依存性（阪市大院工）○北川大地・小畠誠也

座長 河合 壯（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2A7-08, 2A7-10, 2A7-11, 2A7-12）
2A7-08* 高速フォトクロミック分子フェノシキル－イミダゾリルラジカ
ル共役体（PIC）の設計と開発（青山学院大理工）○山下裕明・小林洋
一・阿部二朗

2A7-10 二つの過渡種を介した段階的フォトクロミズムを示す Tail 型
フェノキシル-イミダゾリルラジカル共役体（青山学院大理工）○島
健太郎・山下裕明・小林洋一・阿部二朗

2A7-11 フェノキシル-イミダゾリルラジカル共役体誘導体の光応答性
（青山学院大理工）○山根拓也・武藤克也・山下裕明・小林洋一・阿
部二朗

2A7-12* 時間分解赤外吸収分光を用いた高速フォトクロミック化合物の
解析（青山学院大理工）○小林洋一・山下裕明・阿部二朗

座長 小畠 誠也（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2A7-15, 2A7-17, 2A7-19, 2A7-20）
2A7-15* 逆フォトクロミズムを示すビアリール架橋型イミダゾール二量
体の熱異性化および光応答挙動（青山学院大理工）○長瀬裕太・小林
洋一・阿部二朗

2A7-17* ビアリール架橋型イミダゾール二量体の熱異性化速度の制御
（青山学院大院理工）○山口哲生・小林洋一・阿部二朗

2A7-19 Photochromism of naphthopyrans possessing a spirophenanthrene

unit（Tokuyama Corporation Fine Chemical Sales Dept.）○MOMODA,

Junji; IZUMI, Shinobu; YOKOYAMA, Yasushi

2A7-20 環化炭素上に種々の置換基を有するジアリールエテンのフォト
クロミズム（横国大院工）○海地英生・新井真人・中川哲也・横山
泰

3月27日午後

座長 中野 英之（13：30～14：40）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2A7-28, 2A7-29, 2A7-30, 2A7-31,

2A7-32, 2A7-33, 2A7-34）
2A7-28 ヒト血清アルブミンをテンプレートとするビスチエニルエテン

類のエナンチオ選択的 光環化と円二色性（横国大院工）○渡部裕太・
大澤 健・深川真衣・中川哲也・横山 泰

2A7-29 可視光に応答する蛍光性フォトクロミックジアリールエテンの
合成（立教大理学部化学科）○須見貴樹・蕪木智弘・森本正和・入江
正浩

2A7-30 ベンゾホスホール基を有するジアリールエテンの合成とフォト
クロミック特性（立教大院理）○市川智浩・森本正和・入江正浩

2A7-31 ターチアゾールダイマーの合成と酸化的異性化反応（奈良先端
大物質）○堀 慧地・中嶋琢也・河合 壯

2A7-32 フォトクロミックテトラアリーレンによるペリレンビスイミド
のキラル配置と光制御（奈良先端大物質）○橋元祐一郎・中嶋琢也・
河合 壯

2A7-33 スピロベンゾピランとオリゴエチレングリコールで化学修飾さ
れたシリカナノ粒子の光異性化挙動（和歌山大システム工）○城谷直

也・中原佳夫・木村恵一
2A7-34 Reversible Photocontrol over Axial Coordination of Diarylethene-

Based Pyridine Ligands to Zinc-Porphyrin Using Substituents Effect（Grad.

Sch. Eng., Kyoto Univ.）○LU, Cheng; HIROSE, Takashi; MATSUDA,

Kenji

座長 小島 秀子（16：50～17：40）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （2A7-48, 2A7-49, 2A7-50, 2A7-51,

2A7-52）
2A7-48 寒天ゲル中におけるアゾベンゼン系フォトクロミックアモル
ファス分子材料のフォトメカニカル挙動（室蘭工大大学院工学研究
科）○市川亮太・中野英之

2A7-49 アゾベンゼン系フォトクロミックアモルファス分子材料-ポリ
酢酸ビニル複合膜の可逆的相分離とドメイン構造の光変形（室蘭工大
大学院工学研究科）○市川涼児・中野英之

2A7-50 金ナノプリズム上でのジアリールエテンのフォトクロミズム
（京大院工・科学技術振興機構さきがけ）○中崎瑞穂・東口顕士・松
田建児

2A7-51 ポリイミド配向基板上におけるトリフェニレン-アゾベンゼン
誘導体の光誘起相転移挙動（龍谷大院理工・産総研ユビキタスエネル
ギー）○美濃部亮太・近森和樹・田中大介・清水 洋・内田欣吾

2A7-52 ジアリールエテン単結晶の光誘起複屈折変化（阪市大院工）
○辻岡 創・小畠誠也

座長 中川 哲也（17：50～18：40）
※ PC接続時間 17：40～17：50 （2A7-54, 2A7-55, 2A7-57, 2A7-58）
2A7-54 Photomechanical bending of chiral crystals of azobenzene derivatives

（Grad. Sch. Advanced Sci. Eng., Waseda Univ.）○TANIGUCHI, Takuya;

FUJISAWA, Juri; KOSHIMA, Hideko; ASAHI, Toru

2A7-55* Photoelectrochemical characterization of titanium oxide-manganese

oxide nano-film fabricated by organic-inorganic hybrid LB method（Fac.

Textile Sci. Technol., Shinshu Univ.）○USAMI, Hisanao; NISHIZAWA,

Ryo; KONISHI, Suguru

2A7-57 コバルト酸ナノシート積層体中でのポルフィリンの光化学機能
（島根大院総理工・信州大繊維）○笹井 亮・加藤 雪・宇佐美久尚

2A7-58 Rhドープチタン酸ナノシートと陽イオン性ポルフィリンとか
らなる多層膜の光化学反応（島根大総理工・信州大繊維）
○Soontornchaiyakul Wasusate・笹井 亮・宇佐美久尚

3月28日午前

座長 齊藤 尚平（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3A7-01, 3A7-02, 3A7-04, 3A7-05）
3A7-01 棒状金錯体の相転移に伴う発光特性変化（立命館大生命科学）

○川野 亮・山田重之・堤 治
3A7-02* Luminescence of Polymer Liquid Crystals Containing Mesogenic Au

Complexes（Grad. Sch. Life Sci., Ritsumeikan Univ.）○YOUNIS, Osama;

YAMADA, Shigeyuki; TSUTSUMI, Osamu

3A7-04 空間規制された三核金錯体の発光挙動（立命館大生命科学）
○中村恭輔・山田重之・堤 治

3A7-05* 分子内や分子間の水素結合制御による固体蛍光クロミズム（千
歳科技大総合光・東北大多元研）○坂井賢一・土屋早紀・徳光聖茄・
菊地毅光・芥川智行

座長 堤 治（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3A7-08, 3A7-09, 3A7-10, 3A7-11）
3A7-08 動く発光添加剤を用いたエポキシ樹脂の硬化過程の可視化（名

大院理・名大 WPI-ITbM・JST さきがけ）○森 千草・齊藤尚平・
YUAN Chunxue・山口茂弘

3A7-09 アゾベンゼン誘導体-p-トルエンスルホン酸複合膜の可逆的色彩
変化（室蘭工大大学院工学研究科）○市川涼児・永田英介・中野英之

3A7-10 蛍光色素をドープしたポリ酢酸ビニル ー 四級塩複合膜の熱可
逆的相分離に伴う発光強度変調（室蘭工大大学院工学研究科）○小椋
硬介・星 善造・永田英介・市川涼児・中西貴之・長谷川靖哉・中野
英之

3A7-11 進歩賞受賞講演 柔軟な発光分子の動きを活かした可視化技
術の開拓（名大物質国際研/名大物国センター/名大物質国際セ）○齊藤
尚平

座長 平田 修造（11：20～12：00）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3A7-15, 3A7-16, 3A7-17, 3A7-18）
3A7-15 UV-B 吸収剤エチルヘキシルトリアゾンおよびジエチルヘキシ
ルブタミドトリアゾンの光励起状態（横国大院工）○土谷卓史・菊地
あづさ・小口 希・宮沢和之・八木幹雄

3A7-16 エネルギードナーりん光消光による紫外線吸収剤間三重項-三
重項エネルギー移動（横国大院工）○半井優也・菊地あづさ・八木幹
雄

3A7-17 種々の金属酸化物ナノシートを用いたヘテロ積層構造体の層間

距離精密制御（東工大院理工）○阿野大史・岸本史直・望月 大・寺
内孝幸・米谷真人・鈴木榮一・和田雄二

3A7-18 金属酸化物ナノシートのヘテロ積層構造中での光電荷分離能の
制御（東工大院理工）○岸本史直・望月 大・阿野大史・寺内孝幸・
米谷真人・鈴木榮一・和田雄二
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3月28日午後

座長 伊藤 肇（13：10～14：10）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （3A7-26, 3A7-29, 3A7-31）
3A7-26 若い世代の特別講演会 室温長寿命励起子を用いた光機能性
材料の開発（東工大院理工）○平田修造

3A7-29* 含フッ素棒状金錯体の合成と発光挙動（立命館大生命科学）
○山田重之・山口 峻・堤 治

3A7-31 発光性金錯体の導電特性（立命館大生命科学）○中里仁哉・島
井信吾・山田重之・堤 治

座長 浅岡 定幸（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （3A7-33, 3A7-35, 3A7-36, 3A7-37,

3A7-38）
3A7-33* 金イソシアニド錯体のマルチカラーメカノクロミズム（北大院

工）○関 朋宏・尾崎太一・大倉拓真・佐近 彩・植草秀裕・伊藤
肇

3A7-35 1-カルバモイルピレン誘導体のメカノフルオロミック挙動（室
蘭工大大学院工学研究科）○荒 拓哉・永田英介・中野英之

3A7-36 セルロース紙に担持させた 1-アセチルアミノピレンのメカノフ
ルオロクロミック挙動（室蘭工大大学院工学研究科）○永田英介・中
野英之

3A7-37 ビオロゲン誘導体のエレクトロクロミズムに基づくユウロピウ
ム(III)錯体の赤色発光制御機構（千葉大工・千葉大工）○小宮友太・
金澤賢司・中村一希・小林範久

3A7-38 希土類元素を構造中に含む層状複水酸化物の合成と評価（米子
高専物質工学専攻）○小原大輝・伊達勇介・笹井 亮・日野英壱・藤
井貴敏・青木 薫・小田耕平

座長 木村 睦（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （3A7-40, 3A7-41, 3A7-42, 3A7-44,

3A7-45）
3A7-40 硝酸イオン型 Mg-Al 系 LDHを用いた蛍光薄膜材料の作製（米
子高専物質工学科）○伊達勇介・加川庸一・笹井 亮・日野英壱・藤
井貴敏・青木 薫・小田耕平

3A7-41 高配向ミクロ相分離界面に位置選択的に集積化したポルフィリ
ンのエネルギー移動特性の評価（京工繊大工芸・京工繊大工芸）○小
林明莉・土久岡高志・高橋満春・青谷正嗣・浅岡定幸

3A7-42* Elucidation of relationship between regioisomers of [70]fullerene

monoadducts and photovoltaic performances of polymer solar cells（Grad.

Sch. Eng., Kyoto Univ.）○UMEYAMA, Tomokazu; MIYATA, Tetsushi;

KUROTOBI, Kei; HIGASHINO, Tomohiro; IMAHORI, Hiroshi

3A7-44 酸化チタン膜中への還元された酸化グラフェンの系統的導入に
よるペロブスカイト型太陽電池の性能向上（京大工学研究科）○俣野
大智・梅山有和・VAIDYANATHAN(RAVI) Subramanian・今堀 博

3A7-45 ポリマー添加により構造制御したメソ孔質酸化チタンのペロブ
スカイト型太陽電池への応用（京大工学研究科）○小原雄貴・梅山有
和・樂 優鳳・SIVANIAH Easan・今堀 博

座長 梅山 有和（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （3A7-47, 3A7-49, 3A7-50, 3A7-51,

3A7-52）
3A7-47* 機能性置換基を持つ円盤状分子を用いた有機薄膜太陽電池（信

州大繊維）○竹本圭佑・木村 睦
3A7-49 トリフェニルアミン側鎖を持つルテニウム錯体を用いた色素増

感太陽電池（信州大繊維）○田村 礼・河野隆弘・森 正悟・木村
睦

3A7-50 電解重合で作製した PEDOT 膜の熱電変換材料への応用（広島
大工）○後藤竜成・張 露・今栄一郎・播磨 裕

3A7-51 n 型熱電特性を示すカーボンナノチューブ・高分子複合材料の
開発（山口東理大工）○大島啓佑・佐倉奈保子・白石幸英・戸嶋直樹

3A7-52 カーボンナノチューブ複合材料の熱電への展開（九大院工）
藤ヶ谷剛彦○福丸貴弘・黄 ブンシン・中嶋直敏

3月29日午前

座長 武岡 真司（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4A7-01, 4A7-02, 4A7-03, 4A7-04,

4A7-05）
4A7-01 トランス脂肪酸選択的認識能を示すα-CD誘導体の開発（阪大

工）○三橋由季・木田敏之・明石 満
4A7-02 担持金ナノ粒子による清酒の老香成分の選択的吸着（九大理学
府）○山本裕典・長谷川貴之・石田玉青・濱崎昭行・徳永 信・磯谷
敦子・藤井 力

4A7-03 マグネシウム-アルミニウム酸化物によるアルキル硫酸イオン
の吸着に関する反応解析（東北大院環境）○梅津まみ・亀田知人・吉

岡敏明
4A7-04 フッ素処理における酸化マグネシウムの適用可能性評価（東北
大院環境）○山本裕介・亀田知人・吉岡敏明

4A7-05* 両親媒性ポリ（γ-グルタミン酸）ナノ粒子アジュバントの疎
水性の違いによる免疫応答制御（阪大院工）○島 史明・赤木隆美・
明石 満

座長 木田 敏之（10：10～11：20）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4A7-08, 4A7-10, 4A7-11, 4A7-12,

4A7-13, 4A7-14）
4A7-08* コレステロール基を導入した SN-38のナノ粒子化と薬効評価

（東北大多元研）○小関良卓・幾田良和・村上達也・権田幸祐・叢
莉蔓・多田 寛・大内憲明・小野寺恒信・及川英俊・笠井 均

4A7-10 高分子ブレンドを利用したナノシートからの薬物徐放制御（早
大先進理工）○西脇圭亮・藤枝俊宣・藤井麻央・武岡真司

4A7-11 エラスチン-ラミニン模倣人工細胞外マトリクス混合ポリ乳酸
ファイバーよりなる神経再生用スキャホールドの開発（国循生体医
工）○柿木佐知朗・中山みどり・森反俊幸・山岡哲二

4A7-12 表面化学的特性の異なる多孔質体への軟組織浸潤挙動（国循生
体医工）○安田裕貴・柿木佐知朗・神戸裕介・岩﨑泰彦・山岡哲二

4A7-13 (ヘモグロビン-アルブミン)クラスターの酸素親和性と安全性
（中央大理工・慶大医）○岩崎 瞳・篠原隆一・春木理沙・神山育
男・河野光智・小松晃之

4A7-14 単層カーボンナノチューブの光線力学効果のカイラリティ濃縮
による増強（京大工）○福田亮介・中辻博貴・梅山有和・今堀 博・
村上達也

座長 笠井 均（11：30～12：20）
※ PC接続時間 11：20～11：30 （4A7-16, 4A7-17, 4A7-18, 4A7-19）
4A7-16 銅イオンを含むポリアクリル酸ゲル上へのカーボンフィルム電

極の転写印刷による電気化学アクチュエータの作製と評価（東理大理

工）○浅野亮磨・四反田 功・星 芳直・高田主岳・板垣昌幸
4A7-17 三重項-三重項消滅による可視光から紫外光へのフォトン・
アップコンバージョン（九大院工・九大 CMS・JSTさきがけ）○梢
真梨子・楊井伸浩・君塚信夫

4A7-18 近赤外光から可視光へのフォトン・アップコンバージョンを可
能にする分子系の探索（九大院工・九大 CMS・JSTさきがけ）○雨森
翔悟・楊井伸浩・君塚信夫

4A7-19* 空気中で機能するフォトン・アップコンバージョン超分子ゲル
システムの開発（九大院工・九大 CMS・JSTさきがけ）○楊井伸浩・
段 鵬飛・君塚信夫

A8 会場
14 号館 1444 教室

材料の応用

3月26日午前

ナノコンポジット

座長 原 光生（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1A8-01, 1A8-02, 1A8-03, 1A8-04,

1A8-05, 1A8-06）
1A8-01 含フッ素アルコール／ホウ酸／水酸基含有ポリマーナノコンポ
ジット類の調製と応用（弘前大院理工・ユニマテック）○神 奈津
希・齋藤禎也・佐藤勝之・沢田英夫

1A8-02 種々の条件下で調製されたポリ（テトラフルオロエチレン）／
シリカ／アナターゼ酸化チタンナノコンポジット類の 1000℃焼成前後
における光触媒活性（弘前大院理工）○竹ヶ原祐太郎・及川祐梨・沢
田英夫

1A8-03 種々のヒドロキシル基含有有機化合物存在下におけるジオール
セグメントを含むフルオロアルキル基含有コオリゴマーナノ粒子の下
限臨界溶液温度特性（弘前大院理工）○西浦雄仁・沢田英夫

1A8-04 反応性有機官能基を有するアルコキシシランを使用したゾルゲ
ル透明膜の作製（パナソニック生産技術研究所）○豊田 慶・及川一
摩

1A8-05 フルオロアルキル基含有オリゴマー／酸化マグネシウムナノコ
ンポジット類の調製と熱安定性（弘前大理工・弘前大院理工）○葛西
史洸・及川祐梨・沢田英夫

1A8-06 フルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシシランオリゴマー
／N－（3－トリエトキシシリルプロピル）グルコンアミドナノコンポ
ジットの調製と応用（弘前大理工・弘前大院理工）○藤井將吾・齋藤
禎也・沢田英夫

座長 永野 修作（10：10～11：00）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1A8-08, 1A8-09, 1A8-11）
1A8-08 ゲル化能を有するフルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシ
シランオリゴマー／メチルトリメトキシシランナノコンポジットの調
製とその応用（弘前大理工・弘前大院理工）○笹原松平・青海雄太・
木島哲史・沢田英夫

1A8-09* 含フッ素オリゴマーナノコンポジット類を用いたイオン液体の
ゲル化とその応用（弘前大院理工・東北化学薬品）○續石大気・須藤
良隆・沢田英夫

1A8-11* 酸化セリウム酸素センサへの干渉ガスの影響（産総研先進製造
プロセス・大陽日酸株式会社分析技術センター）○伊藤敏雄・伊豆典
哉・赤松貴文・申 ウソク・三木雄輔・廣瀬泰夫
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座長 伊藤 敏雄（11：10～11：50）
※ PC接続時間 11：00～11：10 （1A8-14, 1A8-16, 1A8-17）
1A8-14* 含フッ素酸フルオリド／炭酸カルシウムナノコンポジット類に
よる超両疎媒性および超親水・超撥油性を示す改質ガラス表面の作製
（弘前大院理工・三菱マテリアル電子化成）○齋藤禎也・本田常俊・
神谷武志・藤田将人・沢田英夫

1A8-16 フルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシシランオリゴマー
／タルクナノコンポジットコア内への架橋ポリスチレン微粒子のカプ
セル化と水／油分離膜への応用（弘前大院理工）○及川祐梨・齋藤禎
也・沢田英夫

1A8-17 種々の低分子化合物がカプセル化されたフルオロアルキル基含

有ビニルトリメトキシシランオリゴマー／ホウ酸ナノコンポジット類
の調製と耐熱性（弘前大院理工・産総研中部センター）○青海雄太・
西田雅一・田中智子・沢田英夫

3月26日午後

機能性色素

座長 船曳 一正（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （1A8-25, 1A8-27, 1A8-28, 1A8-29,

1A8-30）
1A8-25* Hydrochromic Peylene Bisimides（Universitaet Wuerzburg・阪府大
院工）○MAEDA Takeshi・STOLTE Matthias・WUERTHNER

Frank

1A8-27 極性官能基を有する U字型スクアリリウム色素の合成と色素
増感太 陽電池への展開（阪府大院工）○佐野陽平・本山智博・前田壮
志・八木繁幸・中澄博行

1A8-28 有機太陽電池のための近赤外吸収スクアリリウム色素（阪府大
院工）○前田壮志・北川翔一・八木繁幸・中澄博行

1A8-29 フェノチアジン系及びナフタルイミド系水溶性カラーフォー
マーを用いた目視による放射線検出（埼大工・東京都立産業技術研究
センター開発本部）○岸 利駿・関口正之・中川清子・太刀川達也

1A8-30 目視で放射線を検出するためのスピロピラン類を用いた化学セ
ンサー（埼大工・東京都立産業技術研究センター開発本部）○花村
亮・関口正之・中川清子・太刀川達也

座長 前田 壮志（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （1A8-32, 1A8-34, 1A8-36, 1A8-37）
1A8-32* ベンゾジチオフェン縮環フタロシアニン位置異性体の合成と自

己組織特性（信州大院総合工）○鈴木拓之・小野健太・太田和親・木
村 睦

1A8-34* Novel Environment-friendly Red Pigments Based on Bi4V2O11（-
Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）○WEN, Dusu; TAKEUCHI, Naoki;

MASUI, Toshiyuki; IMANAKA, Nobuhito

1A8-36 含フッ素アニオンを有する近赤外吸収有機色素の耐熱性評価
（岐阜大工）船曳一正○八木一高・窪田裕大・松居正樹

1A8-37 スクアリリウム-ホウ素錯体の合成と吸収・蛍光特性（岐阜大
工）窪田裕大○立川元貴・塚本将弘・大西克洋・船曳一正・松居正樹

座長 木村 睦（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （1A8-39, 1A8-40, 1A8-41, 1A8-42,

1A8-43, 1A8-44）
1A8-39 目視による放射線検出のためのカラーフォーマーオルガノゲル

（埼大工・東京都立産業技術研究センター開発本部）○太刀川達也・
新井葉月・関口正之

1A8-40 目視による放射線検出のための水溶性フェナジン系カラー
ファーマー（埼大工・東京都立産業技術研究センター開発本部）○上
杉 渉・小鍛治拓実・関口正之・中川清子・太刀川達也

1A8-41 五価リンを中心元素とする水溶性フタロシアニン錯体の合成と
性質（物材機構環境再生材料ユニット）○砂金宏明・藤田晴美

1A8-42 末端にジプロピル及びジブチルアミノ基を持つアルコキシ置換

ビスアゾメチン色素の真空蒸着膜における光学特性（横国大）○上原
拓也・劉 炯昱・松本真哉

1A8-43 感熱記録用顕色剤 2,2’-ジアリル-4,4’-スルホニルジフェノー
ルの結晶構造（横国大理工学部・日本化薬株式会社研究開発本部）
○大橋竜也・権谷佐織・宮永恭平・倉田高明・赤谷宜樹・松本真哉

1A8-44 新規なα-アリール置換金属ナフタロシアニンの合成と光学特
性（阪府大院工・山本化成株式会社研究開発部）○中野裕太・高田智
成・青柳辰哉・八木繁幸・前田壮志・中澄博行・江副正之・佐々木浩
之・熊谷洋二郎

座長 松本 真哉（16：30～17：10）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （1A8-46, 1A8-47, 1A8-48, 1A8-49）
1A8-46 アミノアントラキノン-ホウ素錯体の合成と性質（岐阜大工）

○赤田宙生・窪田裕大・船曳一正・松居正樹

1A8-47 Synthesis and Photoluminescent Properties of Dibenzo[a,c]phenazine

Derivatives Bearing π-Extended Side-arms（Grad. Sch. Eng., Osaka Pref.

Univ.）○HE, Yanjun; YAGI, Shigeyuki; MAEDA, Takeshi; NAKAZUMI,

Hiroyuki

1A8-48 Synthesis and Luminescent Properties of Novel Red Phosphorescent

Organoiridium Complexes Bearing Dibenzothiophene-Based Cyclometalated

Ligands（Grad. Sch. Eng., Osaka Pref. Univ.; TANAKA HOLDINGS Co.,

Ltd.）○SUN, Liwen; OKAMURA, Naoki; YAGI, Shigeyuki; MAEDA,

Takeshi; NAKAZUMI, Hiroyuki; MASAHIRO, Yasushi

1A8-49 芳香族系補助配位子を有する新規有機イリジウム錯体の配位子
間電荷移動型遷移に基づく発光挙動（阪府大院工・TANAKAホール
ディングス株式会社）○北出大和・岡村奈生己・八木繁幸・前田壮
志・中澄博行・政広 泰

3月27日午前

発光材料

座長 近藤 瑞穂（9：00 ～9：50 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2A8-01, 2A8-02, 2A8-03, 2A8-05）
2A8-01 2-フェニル-1H-イミダゾール系配位子を有する新規有機イリジ
ウム錯体の合成と発光特性（阪府大院工）○石黒和弥・岡村奈生己・
八木繁幸・前田壮志・中澄博行

2A8-02 3,5-ジ(カルバゾール-9-イル)フェニル基を付与したデンドリ
マー型青色りん光性有機イリジウム錯体の合成と発光特性（阪府大院
工）○岡村奈生己・八木繁幸・前田壮志・中澄博行

2A8-03* 近赤外固体蛍光蛍光材料を指向した二核ホウ素錯体の開発（岐
阜大工）○窪田裕大・笠谷幸平・船曳一正・松居正樹

2A8-05 光誘起電子移動に基づいた蛍光性水センサーの微量水分検出に
及ぼすボロン酸エステルの影響（広島大工）○青山 聡・古江健祐・
大山陽介・大下浄治

色素増感・色素

座長 八木 繁幸（10：00～10：50）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （2A8-07, 2A8-08, 2A8-09, 2A8-10,

2A8-11）
2A8-07 Type-II 色素増感太陽電池特性に及ぼすカテコール系色素の置

換基効果（広島大院工）○神田正大・上中康史・大山陽介・大下浄治
2A8-08 非共有結合による磨砕応答性色素の発光波長制御（兵庫県大院

工）○近藤瑞穂・奥本健太郎・三浦成矢・川月喜弘
2A8-09 一重項酸素を発生する複素多環系色素の探索（広島大院工）

○榎 俊昭・大山陽介・駒口健治・大下浄治
2A8-10 サブフタロシアニンおよび 3：1 型非対称フタロシアニンの合

成と電子移動特性（日大生産工）○久保仁美・菅谷和弘・吉野 悟・
小森谷友絵・坂本恵一

2A8-11 インドリン部位を含むスクアリリウム増感色素（岐阜大工）
○西脇大智・窪田裕大・船曳一正・萬関一広・松居正樹

座長 大山 陽介（11：00～11：50）
※ PC接続時間 10：50～11：00 （2A8-13, 2A8-14, 2A8-16）
2A8-13 液体シアニン色素（岐阜大工）○山本貴也・松居正樹

電子機能材料

2A8-14* Regulation of Properties of Conjugated Polymers Based on POSS

Fillers（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）○UEDA, Kazunari; TANAKA,

Kazuo; CHUJO, Yoshiki

2A8-16* O-アセチル化糖置換フラーレンの開発と塗布型有機電界効果ト
ランジスタへの応用（崇城大工・くまもと有機薄膜技術高度化支援

セ・産総研太陽光発電工学研究センター）○植村 由・吉武将良・矢
上晃史・水城圭司・西原佳彦・近松真之・八田泰三

液晶・ソフトマテリアル

座長 田中 一生（12：00～12：50）
※ PC接続時間 11：50～12：00 （2A8-19, 2A8-21, 2A8-22, 2A8-23）
2A8-19* シアノビフェニルポリマーの液晶配向性と表面からの配向制御

（名大院工）○田中大介・永島悠樹・原 光生・永野修作・関 隆広
2A8-21 液晶性アゾベンゼンポリマーによる表面リンクルの光形状変化

（名大院工）○武島隆宏・原 光生・永野修作・関 隆広
2A8-22 湾曲シリコーンエラストマーフィルムの外面および内面におけ
る歪み計測（東工大資源研）○小池泰徳・赤松範久・藤川茂紀・宍戸
厚

2A8-23 磁性エラストマーの可変弾性と可変抵抗（新潟大工）金内駿
太・川合巳佳○三俣 哲

デバイス

座長 三俣 哲（13：00～13：40）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （2A8-25, 2A8-26, 2A8-27, 2A8-28）
2A8-25 シリカ微粒子およびゲル微粒子への高分子電解質添加による構
造色発色性材料の作製（名大院工）○鈴木元紀・岩田政典・手島
翠・竹岡敬和・関 隆広

2A8-26 アミン化合物を添加したポリフルオレン系発光電気化学セルの
素子構造とエキサイプレックス形成の相関（早大先進理工）○須賀甲
太郎・竹内宏典・西出宏之・錦谷禎範・内田聡一・西村 涼

2A8-27 銀析出型 EC素子の消色特性に溶媒種が与える影響（千葉大
工）○洪 ジニ・木村遼太郎・坪井彩子・中村一希・小林範久

2A8-28 回転リング・ディスク電極法を用いた有機エレクトロクロミッ
ク材料の発色種安定性の解析（千葉大工）○行川真広・浦 直樹・中
村一希・小林範久
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3月28日午前

二次電池材料

座長 津村 朋樹（9：20 ～10：10）
※ PC接続時間 9：10～9：20 （3A8-03, 3A8-04, 3A8-05, 3A8-06）
3A8-03 重水素標識化合物を電解液とするリチウムイオン電池（産総研
コンパクト化学・大陽日酸化学合成技術部・村田製作所 LIB 推進事業
部・本田技研 4輪 R&Dセンター第 0技術開発室第 4ブロック・産総研
ナノシステム）○宮沢 哲・川西祐司・杉山陽子・徳岡慎也・佐藤正
春・丸山則彦・鋤柄 宜・目代英久・下平晴記

3A8-04 重水素標識化合物を正極活物質とする有機二次電池（大陽日酸
株式会社化学合成技術部・産総研コンパクト化学・株式会社村田製作
所 LIB事業推進部・株式会社本田技術研究所 4 輪 R&Dセンター第 0

技術開発室第 4ブロック・産総研ナノシステム）○杉山陽子・下平晴
記・徳岡慎也・宮沢 哲・川西祐司・佐藤正春・丸山則彦・鋤柄
宜・目代英久

3A8-05 有機イオン性柔粘性結晶に対するマグネシウム塩の基質として
の添加とイオン伝導性の評価（静岡大理・静岡大院理）○大洞貴仁・
守谷 誠

3A8-06* Na イオン電池の負極材料における Na の状態解析（東レリ
サーチセンター・産業総合研究所）○三好理子・崎山庸子・青木靖
仁・中川武志・倉谷健太郎・片岡理樹・田渕光春

座長 守谷 誠（10：20～11：10）
※ PC接続時間 10：10～10：20 （3A8-09, 3A8-10, 3A8-11, 3A8-12,

3A8-13）
3A8-09 クエン酸鉄を用いた高結晶性多孔質炭素の合成と電気化学的リ
チウムインターカレーション反応（大分大院工）○大串光太郎・衣本
太郎・津村朋樹・豊田昌宏

3A8-10 ブロックコポリマーを鋳型にして作製したナノ複合体（Li-

CoO2/Li7La3Zr2O12）の全固体 Li2次電池正極への応用（豊田中研）
○若山博昭・米倉弘高・河合泰明

燃料電池材料

3A8-11 アルキルスルホン化ポリイミドにおけるライオトロピック液晶
性により誘起された規則構造とプロトン伝導性の相関関係（名大工）
○後藤崚介・原 光生・長尾祐樹・永野修作

3A8-12 バイメタリッククラスターを用いた燃料電池アノード触媒（東
工大資源研）○鈴木大亮・今岡享稔・田 旺帝・山元公寿

3A8-13 アニオン型燃料電池電極触媒のアイオノマー修飾（九大院工）
○藤ヶ谷剛彦・齊藤千織・中嶋直敏

座長 永野 修作（11：20～12：10）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3A8-15, 3A8-16, 3A8-18, 3A8-19）
3A8-15 コアシェルナノ粒子の高分子被覆カーボン表面でのワンポット

合成と燃料電池電極触媒への応用（九大院工）藤ヶ谷剛彦○キム
チェリン・中嶋直敏

3A8-16* 白金担持共有結合性有機構造体のメタノール耐性酸素還元触媒

能（東大院工・JSTさきがけ）○神谷和秀・釜井 亮・橋本和仁・中
西周次

3A8-18 グルコースオキシダーゼを修飾した印刷型多孔質炭素電極の作
製と紙を基板とした尿糖バイオ燃料電池への応用（東理大理工）○野
原早貴・加藤誠也・星 芳直・四反田 功・板垣昌幸

3A8-19 紙を流路としたフロー型電気化学センサの作製と複数成分分離
検出の試み（東理大理工）○木城香菜子・星 芳直・四反田 功・板
垣昌幸

B1 会場
14 号館 1451 教室

高分子

3月26日午前

座長 植村 卓史（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1B1-01, 1B1-02, 1B1-03, 1B1-05,

1B1-06）
1B1-01 乳酸由来ジオキソラノンのラジカル重合による立体規則性ポリ
マーおよびブロック共重合体の合成と特性（徳島大ソシオテクノサイ
エンス）○田中 均・木林達也・樫原翔一・丹羽実輝

1B1-02 アゾ開始剤の分解速度および反応生成物に及ぼす置換基の立体
効果（徳島大ソシオテクノサイエンス）○丹羽実輝・田中 均・嶋村
信孝

1B1-03* 連鎖移動型のリビングラジカル重合法を用いるポリフマル酸エ
ステルの精密構造制御（阪府大院工・阪市大院工）○松本章一・前尾
直城・佐藤絵理子

1B1-05 光ラジカル付加反応を利用したジヨードペルフルオロアルカン
とジアリルエーテルの交互型共重合体の合成（お茶大院人間文化）

○笹原佳奈・矢島知子
1B1-06 ニトロキシド媒介環拡大重合による環状高分子の合成（名大

理）○牧野貴明・松下未知雄・阿波賀邦夫

座長 高坂 泰弘（10：10～11：00）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1B1-08, 1B1-09, 1B1-10, 1B1-11）
1B1-08 多孔性金属錯体を鋳型に用いたラジカル共重合制御（京大院

工）○望月秀人・植村卓史・北川 進
1B1-09 熱可逆性結合によるサステイナブル高分子の設計（東レ化成品

研）○山本大介・山内幸二・小林和彦
1B1-10 放射線リビンググラフト重合による固相中での精密高分子合成

（原子力機構量子ビーム）○濱田 崇・澤田真一・長谷川 伸・前川
康成

1B1-11* 加圧下での瞬間加熱を利用した高速ラジカル重合（海洋機構）
○木下圭剛・出口 茂

座長 打田 聖（11：10～12：00）
※ PC接続時間 11：00～11：10 （1B1-14, 1B1-16, 1B1-18）
1B1-14* アトロポス重合：停止反応のプログラム化による高分子構造の

自動制御（阪大院基礎工）○高坂泰弘・石原翔哉・北山辰樹

1B1-16* アニオン重合を利用したニトロキシドラジカル骨格を有するポ
リマーの立体規則性制御と特性解析（九大先導研）○大石智之・平井
智康・松野亮介・高原 淳

1B1-18 亜鉛アート錯体によるN-イソプロピルアクリルアミドの重合の
開始反応に関する研究（徳島大大学院先端技術科学教育部）○寺守拓
也・押村美幸・平野朋広・右手浩一

3月26日午後

座長 塩野 毅（13：20～14：20）
※ PC接続時間 13：10～13：20 （1B1-27, 1B1-30, 1B1-31, 1B1-32）
1B1-27 若い世代の特別講演会 革新的逆合成に基づく高分子合成

（東大院工）○伊藤慎庫
1B1-30 アライン等価体とエチレンの共重合反応（東大院工）○王 文

瀚・伊藤慎庫・野崎京子
1B1-31 Rare-Earth-Catalyzed Alternating Copolymerization of 1,4-Di-

methoxybenzene and Unconjugated Dienes via C-H Bond Activation

（RIKEN CSRS）○SHI, Xiaochao; NISHIURA, Masayoshi; HOU,

Zhaomin

1B1-32 包摂分子の光応答性放出を目指した poly(m-phenylenevinylene)誘
導体の合成と光応答性構造変化（奈良先端大物質）○大村 聡・寺田
佳世・安藤 剛・小林未明・谷原正夫

座長 伊藤 慎庫（14：30～15：30）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （1B1-34, 1B1-36, 1B1-37, 1B1-38）
1B1-34* Effect of magnesium/aluminum cocatalysts in the polymerization of

isoprene using neodymium catalyst（Fac. Eng., Hiroshima Univ.）
○TANAKA, Ryo; YUUYA, Kaede; SATO, Hiroki; EBERHARDT, Peter;

NAKAYAMA, Yuushou; SHIONO, Takeshi

1B1-36 システインから合成されるβ-チオラクトンの開環重合（名工
大院工）○牧村和真・松岡真一・鈴木将人

1B1-37 シクロデキストリン触媒によるラクトン開環重合開始反応の反
応物複合体構造：分子動力学的アプローチ（名大院情報・ J ST

CREST）○伊藤祥子・高柳昌芳・長岡正隆
1B1-38* Effect of Component Mobility of Macromolecular [2]Rotaxanes on

the Crystallization（Grad. Sch. Sci., Eng., Tokyo Tech）○CHEN, Zhen;

AOKI, Daisuke; UCHIDA, Satoshi; TAKATA, Toshikazu

座長 冨田 育義（15：40～16：40）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （1B1-41, 1B1-42, 1B1-44, 1B1-46）
1B1-41 高分子[2]ロタキサン架橋剤を用いたロタキサン架橋高分子の物

性とそのチューニング（東工大院理工）○澤田 隼・青木大輔・高田
十志和

1B1-42* Polymerization of Heterofluorene Containing Four-coordinated Gal-

lium Atoms（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）○MATSUMOTO, Takuya;

TANAKA, Kazuo; CHUJO, Yoshiki

1B1-44* Synthesis and Characterization of Boron Dipyrromethenes Bearing

Aryl Substituents at the Boron Center（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）
○YAMANE, Honami; TANAKA, Kazuo; CHUJO, Yoshiki

1B1-46 電子求引・供与性芳香環をホウ素上に有する BODIPY誘導体
の合成と共役系高分子化（京大院工）○伊藤峻一郎・山根穂奈美・田
中一生・中條善樹

座長 田中 一生（16：50～17：40）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （1B1-48, 1B1-50, 1B1-51）
1B1-48* π-アリルニッケル触媒を用いたアレン類のリビング配位分散

重合による精密な高分子微粒子担持触媒の開発と応用（東工大院総理

工）○山内 晃・大口善之・脇屋武司・山内博史・西山寛樹・稲木信
介・冨田育義

1B1-50 π-アリルニッケル触媒を用いたアレン類のリビング配位分散
共重合による発光性高分子微粒子の合成（東工大院総理工）○臺谷美
里・大口善之・脇屋武司・山内博史・西山寛樹・稲木信介・冨田育義

1B1-51* ポリビニルエーテル側鎖の精密合成に基づくグラフト化パイ共
役ポリマーの分子デザイン（京工繊大院工芸）○本柳 仁・石川岳
人・河村真矢・箕田雅彦
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座長 本柳 仁（17：50～18：40）
※ PC接続時間 17：40～17：50 （1B1-54, 1B1-56, 1B1-58）
1B1-54* Synthesis and structure control of polyphenylacetylene possessing a

thermo-responsive rotaxane switch in the side chain（Grad. Sch. Sci., Eng.,

Tokyo Tech）○ZHU, Nan; NAKAZONO, Kazuko; TAKATA, Toshikazu

1B1-56* Synthesis and property of block copolymers linked by rotaxane

structure（Grad. Sch. Sci., Eng., Tokyo Tech）○AOKI, Daisuke; UCHIDA,

Satoshi; TAKATA, Toshikazu

1B1-58 腕鎖本数可変型スターポリマーの合成と特性評価（東工大院理

工）○廣瀬拓真・青木大輔・高田十志和

Asian International Symposium -Polymer-

3月27日午後

Chair: Yokozawa, Tsutomu（13：10～14：00）
2B1-26 Keynote Lecture Polymer Topology Control via Manipulations

of Atom Transfer Radical Reactions (ATRRs)（National Chung Hsing

Univ.）Huang, Chih-Feng（13:10～13:40）
2B1-29 Invited Lecture Synthesis of Well-defined Poly(substituted

methylene)s by Pd-mediated Controlled Polymerization of Diazoacetates

（Ehime Univ.）Shimomoto, Hiroaki（13:40～14:00）

Chair: Ihara, Eiji（14：00～14：40）
2B1-31 Invited Lecture Poly(quinoxaline-2,3-diyl)s as an Efficient Am-

plifier of Solvent Effect Leading to Switch of Main Chain Helical Chirality

（Kyoto Univ.）Nagata, Yuuya（14:00～14:20）
2B1-33 Invited Lecture Hierarchical chiral information transfer in

helical peptide molecules（Nagoya Univ.）Ousaka, Naoki（14:20～14:40）

Chair: Sanda, Fumio（14：40～15：20）
2B1-35 Invited Lecture Stretched and Contracted Helix of Substituted

Polyacetylenes Prepared with a Rh Complex Catalyst（Muroran Institute of

Technology）Mawatari, Yasuteru（14:40～15:00）
2B1-37 Invited Lecture Structural Control and Application of C2-Chiral

Spirobifluorene-derived Exact Helices（Tokyo Institute of Technology）
Sogawa, Hiromitsu（15:00～15:20）

Chair: Hayakawa, Teruaki（15：30～16：20）
2B1-40 Keynote Lecture Growth of Organic Semiconductors by Eu-

tectic Reactions（Hanyang Univ.）Kang, Youngjong（15:30～16:00）
2B1-43 Invited Lecture Nanoarchitectures of mesoporous metal oxides

using a block-copolymer template for efficient solar driven and electrocatalytic

water splitting（Niigata Univ.）Chandra, Debraj（16:00～16:20）

Chair: Kamigaito, Masami（16：20～16：50）
2B1-45 Keynote Lecture Synthesis and Characterization of Structure

Controlled Polysilsesquioxanes（Korea Institute of Science and Technology）
Baek, Kyung-Youl（16:20～16:50）

Chair: Miyata, Takashi（16：50～17：30）
2B1-48 Invited Lecture ANovel Design of Polymers for Bioapplications

Based on Combination of Precision Synthesis with Segmental Dynamics

（Kyushu Univ.）Oda, Yukari（16:50～17:10）
2B1-50 Invited Lecture Smart Polymer Technologies for Cancer Ther-

apy（NIMS）Ebara, Mitsuhiro（17:10～17:30）

高分子

3月28日午前

座長 生越 友樹（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3B1-01, 3B1-03, 3B1-04, 3B1-05,

3B1-06）
3B1-01* Synthesis and Topology Transformation of Macromolecular [1]

Rotaxane（Grad. Sch. Sci., Eng., Tokyo Tech）○OGAWA, Takahiro;

NAKAZONO, Kazuko; TAKATA, Toshikazu

3B1-03 Linear-cyclic topology change of block copolymers utilizing the

dynamic nature of poly[1]rotaxane（Grad. Sch. Sci., Eng., Tokyo Tech）
○STEPHANIE, Valentina; OGAWA, Takahiro; NAKAZONO, Kazuko;

TAKATA, Toshikazu

3B1-04 高分子ニトリルオキシドを用いた効率的無触媒高分子連結法
（東工大院理工）○筒場豊和・曽川洋光・高田十志和

3B1-05 多官能性ニトリルオキシドを用いる無触媒クリックポリマー合

成（東工大院理工・ダイキン工業）○文字山峻輔・曽川洋光・中薗和

子・高田十志和・神原 將・野口 剛
3B1-06 アレン類のリビング配位分散重合による精密高分子微粒子の合

成とこれを用いる無機中空微粒子の構築に関する研究（東工大院総理

工）○古瀬優也・山内 晃・大口善之・山内博史・脇屋武司・西山寛
樹・稲木信介・冨田育義

座長 稲木 信介（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3B1-08, 3B1-09, 3B1-10, 3B1-11,

3B1-12, 3B1-13）
3B1-08 ポリ（γ-グルタミン酸-graft-ε-カプロラクトン）を用いたつ

る巻き重合による超分子ゲルの創製（鹿児島大院理工）○門川淳一・
畑中大輔・山元和哉

3B1-09 つる巻き重合によるアミロース‐ポリ（D-アラニン）包接錯体

の創製（鹿児島大院理工）○五反田龍矢・山元和哉・門川淳一
3B1-10 Pillar[5]areneを主鎖に有するチューブ状π共役ポリマーの合成

（金沢大院自然・JSTさきがけ）○島田康生・生越友樹・山岸忠明
3B1-11 分子カプセルの分子認識を利用した超分子グラフト共重合体の

合成（広島大院理）○角田優太・灰野岳晴
3B1-12 ジスルフィドの酸化重合による高純度ポリ(フェニレンスル
フィド)の生成機構（早大先進理工）○青木 港・四宮圭亮・清川大
地・小柳津研一・西出宏之

3B1-13 モノマー溶融下の酸化重合による芳香族ポリチオエーテルの合

成と性質（早大先進理工）○高須直人・谷 翔太・永松健太郎・小柳
津研一・西出宏之

座長 小柳津 研一（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3B1-15, 3B1-17, 3B1-18, 3B1-20）
3B1-15* 塩化物イオンによって促進される直接的アリール化重縮合（防

衛大応化）○林 正太郎・小泉俊雄
3B1-17 5,6-ジフルオロベンゾカルコゲンジアゾールの直接的アリール
化（防衛大応化）○林 正太郎・外川 雪・小泉俊雄

3B1-18* ロジウム触媒による C-H結合切断を伴うフェニレンビスアセ
トアミドと内部アルキンのクロスカップリング反応を利用した共役系
高分子の合成（中央大院理工）○所 雄一郎・佐藤 滉・福澤信一

3B1-20 無極性溶媒下における直接的アリール化重縮合による含フッ素
π共役系高分子の合成（防衛大応化）○外川 雪・小島督央・林 正
太郎・小泉俊雄

3月28日午後

座長 小泉 俊雄（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3B1-28, 3B1-29, 3B1-30, 3B1-31,

3B1-32, 3B1-33）
3B1-28 デカメチレン鎖あるいはトリエチレングリコール鎖を有する有

機元素ブロックを用いた高分子の合成（都市大院工）○元木駿作・岩
村 武

3B1-29 主鎖にパラダサイクル部位を有する新規有機金属ポリマーの合

成と応用（東工大院総理工）○杉原真人・西山寛樹・稲木信介・冨田
育義

3B1-30 側鎖にジチオレン配位子を有する高分子金属錯体の合成（東理

大理工）○佐藤広伸・塚田 学・阿部芳首・郡司天博
3B1-31 酸化重合法による 3-アルキルチオフェンと芳香族化合物誘導体
との共重合体の合成（高知工科大環境理工）○大島和将・杉本隆一

3B1-32 3-アルキルチオフェンとトリフェニルアミン誘導体の直接共重
合（高知工科大院工）○中下拓也・杉本隆一

3B1-33 ニトロアルカン前駆体からの高分子ニトリルオキシドの新合成
法（東工大院理工）○筒場豊和・曽川洋光・チャウチャン スミト
ラ・高田十志和

座長 大山 俊幸（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3B1-35, 3B1-37, 3B1-39, 3B1-40）
3B1-35* アラインの重合によるポリオルトアリーレン類の直接的合成法
の開発（東大院薬・理研内山元素化学研究室）○巳上幸一郎・水越祥
英・内山真伸

3B1-37* Emission properties of single component free-standing transparent

films based on carbazole-terminated polyhedral octasilicate-core dendrimers.

（KIT）○IRIE, Yasuyuki; NAKA, Kensuke

3B1-39 ポリアリルウレタンの触媒的分子内ヒドロアミノ化反応におけ
る高分子上の配位点の効果（東工大院理工）○水野舜也・小川真広・
青木大輔・曽川洋光・高田十志和

3B1-40 ポリアリルウレタンの分子内ヒドロアミノ化とそれに伴う構
造・物性変化（東工大院理工）○岩崎 耀・長嶋将毅・小川真広・青
木大輔・曽川洋光・高田十志和

座長 郡司 天博（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （3B1-42, 3B1-43, 3B1-44, 3B1-45,

3B1-47）
3B1-42 マクロサイクル触媒によるポリアリルウレタンのヒドロアミノ
化反応における触媒の一方向移動（東工大院理工）○長嶋将毅・青木
大輔・曽川洋光・高田十志和

3B1-43 側鎖にチオエステル結合を有する水溶性ポリペプチドの合成と
動的側鎖組換え反応（横国大院工）○浦井聡史・大山俊幸

3B1-44 Synthesis and oxidative degradation of polystyrene-poly(diacylhydra-

zine) block copolymers（Grad. Sch. Fac. Sci., Kanagawa Univ.）○PARVEZ,

Md. Masud; KIHARA, Nobuhiro

3B1-45* ガンマ線照射したポリテトラフルオロエチレンの熱化学発光機
構の解明(2)速度論的解析と過酸化フッ素の結合解離エネルギー（東農
工大大学院 BASE・ダイキン工業・日本アプライドテクノロジ・コー
ガアイソトープ）山田恵美・野口 剛・赤井伸行・石井 浩・佐藤親
弘・廣庭隆行○中田宗隆

3B1-47 主鎖にペルフルオロアリーレン部位を有するπ共役高分子の高
分子反応（東工大院総理工）○石原卓弥・西山寛樹・冨田育義・稲木
信介
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座長 木原 伸浩（17：00～17：50）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （3B1-49, 3B1-51, 3B1-53）
3B1-49* 主鎖にチオフェン-1-オキシド骨格を有するポリマーを経由する
多彩なπ共役高分子の合成（東工大院総理工）○西山寛樹・稲木信
介・冨田育義

3B1-51* 主鎖にチタナシクロペンタジエン骨格を有する有機金属ポリ
マーの環状オリゴアルシンを用いた高分子反応によるアルソール骨格
を有するπ共役ポリマーの合成（京工繊大院工芸・東工大院総理工）
○松村吉将・石徹白 真・入江康行・井本裕顕・中 建介・稲木信
介・冨田育義

3B1-53 含テルロフェン高分子のテルル-リチウム交換反応を経由した
新規元素ブロックπ共役系高分子の合成と物性評価（東工大院総理

工）○小松崎佑介・西山寛樹・稲木信介・穐田宗隆・冨田育義

座長 早川 晃鏡（18：00～18：40）
※ PC接続時間 17：50～18：00 （3B1-55, 3B1-57）
3B1-55* ブロック共重合体/ホモポリマーブレンドが作る球状ミクロ相

分離構造の格子に関する研究（高エネ研）○高木秀彰・山本勝宏
3B1-57* “ナノアロイ”技術による熱硬化性樹脂の高性能化と相分離過

程の解析（東レ化成品研）○野村圭一郎・小林定之

3月29日午前

座長 神戸 徹也（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4B1-01, 4B1-03, 4B1-04, 4B1-06）
4B1-01* 凍結乾燥法を利用したナノ/マイクロ構造体の創製（福岡工技
セ）○木村太郎・内山直行・齋田真吾

4B1-03 屈曲型架橋分子を用いた新規金属集積超分子の合成（東工大資
源研）○妻鳥 慎・アルブレヒト 建・平林勇輝・山元公寿

4B1-04* 鎖長制御されたオリゴフルオレンのベータ相形成に基づく光学
特性変化とカーボンナノチューブの選択的可溶化機能（九大院工）
○白木智丈・新留頌一郎・利光史行・藤ヶ谷剛彦・中嶋直敏

4B1-06 トリブロック共重合体系アイオノマーにおけるイオン凝集体と
水の関係（日大院理工）○山下 博・平松達朗・渡邉保奈美・佐々木
大輔・星 徹・萩原俊紀・澤口孝志

座長 木村 太郎（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4B1-08, 4B1-09, 4B1-10, 4B1-11,

4B1-12, 4B1-13）
4B1-08 ナノカーボン均一分散型・結晶性高分子透明ナノ複合体の構造
と機能（埼大工・東工大院理工・埼大院理工）○笠原裕佑・
Muhammad Abdullah Al Mamun・赤坂修一・藤森厚裕

4B1-09 フェニルアゾメチンデンドリマーを用いた精密金属集積能を持

つ二次元シートの創製（東工大資源研）○中出一樹・アルブレヒト
建・平林勇輝・山元公寿

4B1-10 ライオトロピック液晶中でのピロールの重合（筑波大理工）
○江口直人・後藤博正

4B1-11 ポテンシャル勾配型樹状高分子への典型金属種の精密集積（東
工大資源研）○神戸徹也・今岡享稔・山元公寿

4B1-12 両親媒性液晶ブロック共重合体のミクロ相分離薄膜における相

構造の制御（京工繊大工芸）○小泉拓也・浅岡定幸・青木千晶・野口
三紀子・前田治彦

4B1-13 多孔性金属錯体を鋳型とした非相溶性高分子の相溶化（京大
工）○笹木陽太郎・綛田哲也・植村卓史・北川 進

座長 白木 智丈（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4B1-15, 4B1-17, 4B1-18, 4B1-19,

4B1-20）
4B1-15* 分子動力学計算による樹脂-樹脂界面の接着に関する研究（九
大先導研）○瀬本貴之・山内 毅・吉澤一成

4B1-17 液晶電解重合法を用いたキラルポリマーブレンド（筑波大院数
理物質）○城 智晃・後藤博正

4B1-18 プラズマ前処理と光グラフト重合によるポリテトラフルオロエ
チレン板の親水性と接着性の向上（日大生産工）○城 真里枝・木村
悠二・山田和典

4B1-19 異なる基板上に成膜した Nafion 薄膜の界面構造とプロトン輸
送特性の評価（北陸先端大マテリアル）○小野祐太朗・長尾祐樹

4B1-20 組織構造を有するスルホン化ポリイミドのプロトン輸送特性
（北陸先端大マテリアル）○大野一樹・後藤崚介・原 光生・永野修
作・長尾祐樹

B2 会場
14 号館 1452 教室

高分子

3月26日午前

座長 長田 裕也（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1B2-01, 1B2-03, 1B2-04, 1B2-05,

1B2-06）

1B2-01* ポリ（α, ω-ヒドロキアルカノエート）の合成と生分解性評価
（群馬大院理工）○橘 熊野・稲垣佳那・岡庭就祐・新井花奈・粕谷
健一

1B2-03 α,ω-ジカルボン酸類と 1,4-ブタンジオールを構成成分とする
脂肪族ポリエステルの合成と生分解性評価（群馬大院理工）○須田将
太・馬場琢朗・橘 熊野・粕谷健一

1B2-04 Organic Vapor Sensing with a Redox Active Polymer Containing a

Riboflavin-Dimer Unit as the Main-Chain（Grad. Sch. Eng., Nagoya Univ.）
○NAKAJIMA, Yoshimi; IWAHANA, Soichiro; IIDA, Hiroki; YASHIMA,

Eiji

1B2-05 Synthetic study of the polymer as multivalent bioprobe (III) ～
Biological evaluations of the polymeric bioprobes～（Grad. Sch. Sci., Eng.,

Saitama Univ.）○HAYAMA, Riho; KOYAMA, Tetsuo; HATANO, Ken;

MATSUOKA, Koji

1B2-06 Synthesis of the water soluble glyco-conjugate porphyrin polymer (III)

～Biological evaluations of the porphyrin polymer～（Grad. Sch. Sci., Eng.,

Saitama Univ.）○ANDO, Mamoru; KOYAMA, Tetsuo; SUZUKI, Miho;

ISHIMARU, Yoshihiro; HATANO, Ken; MATSUOKA, Koji

座長 青木 健一（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1B2-08, 1B2-09, 1B2-10, 1B2-12,

1B2-13）
1B2-08 Chirality-swithcable Circularly Polarized Luminescent Material Based

on the Solvent-dependent Helix Inversion of Poly(quinoxaline-2,3-diyl)s

（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）NAGTA, Yuuya; ○NISHIKAWA,

Tsuyoshi; SUGINOME, Michinori

1B2-09 Thin Films of Polyquinoxaline Blends Exhibiting Selective Reflection

in the Visible Light Region: Chirality and On-Off Switches of Selective

Reflection（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）NAGATA, Yuuya; ○UNO,

Makoto; SUGINOME, Michinori

1B2-10* 相互侵入構造形成による架橋アゾベンゼン液晶高分子の光運動
特性制御（中央大研究開発機構・中央大院理工）○宇部 達・高堂聖
英・池田富樹

1B2-12 ビススピロ環誘導体部位を有するπ共役クロミックポリマーの
合成と特性（東電大院工）○吉田迪史・宮坂 誠

1B2-13 ゲルマニウム-アセチレンからなる鎖状・環状高分子の光化学
的性質（奈良先端大物質）○藤原太郎・長尾友彦・谷本裕樹・角田貴
洋・田中一生・中條善樹・垣内喜代三

座長 宮坂 誠（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1B2-15, 1B2-16, 1B2-17, 1B2-18,

1B2-19, 1B2-20）
1B2-15 極低温における架橋アゾベンゼン液晶高分子フィルムの光応答

性（中央大理工・中央大院理工・中央大研究開発機構・分子研協奏分
子研）○橋本 岳・高堂聖英・宇部 達・須田理行・山本浩史・池田
富樹

1B2-16 動的共有結合を有するフェニルベンゾエート系架橋液晶高分子
の開発（中央大院理工・中央大研究開発機構）○川崎恭平・宇部
達・池田富樹

1B2-17 メタロ超分子ポリマーを用いた電圧印加による可逆的フォトル
ミネッセンススイッチング（慶大院理工・物材機構）○鈴木貴弘・佐
藤 敬・張 健・樋口昌芳・牧 英之

1B2-18 芳香環末端型ジアセチレンゲル化剤のアルキレン鎖長が光重合

速度に及ぼす新規な偶奇効果の発現（東理大院総合化学）○楢崎健
太・山本 毅・堀次恒介・玉置信之・青木健一

1B2-19 アミノ酸系ジアセチレンゲル化剤の化学構造変化によるゲル化
および光重合特性の向上（東理大院総合化学）○小林佑子・堀次恒
介・玉置信之・青木健一

1B2-20 ポリノルボルネンデンドリマーを用いたエン・チオールフォト
ポリマーの特異的な紫外線硬化挙動（東理大院総合化学）○今西亮
太・山田正嗣・市村國宏・青木健一

3月26日午後

座長 田中 一生（13：30～14：20）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1B2-28, 1B2-31, 1B2-32）
1B2-28 若い世代の特別講演会 ポリ（キノキサリン-2,3-ジイル）の
溶媒依存性不斉らせん反転に基づくキラリティスイッチング型機能性
材料の開発（京大院工）○長田裕也

1B2-31 液晶性オリゴチオフェンを有するブロックコポリマーを用いた
有機半導体薄膜のナノ構造制御（中央大研究開発機構）○宇部 達・
金子真大・高柳奈々・芳賀正明・池田富樹

1B2-32 光架橋能を有するポリチオフェンの合成と機能評価（中央大院
理工・中央大研究開発機構）○小坂崇人・岡崎寛人・宇部 達・芳賀
正明・池田富樹

座長 長田 裕也（14：30～15：30）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （1B2-34, 1B2-36, 1B2-38, 1B2-39）
1B2-34* Formation and Characterization of Optically-Functionalized POSS

Network Polymers Using Conjugated Units（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）
○KAKUTA, Takahiro; TANAKA, Kazuo; CHUJO, Yoshiki

1B2-36* Development of aggregation-induced emission-active conjugated

polymers based on boron ketoiminate（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）
○TANAKA, Kazuo; YOSHII, Ryousuke; HIROSE, Amane; SUENAGA,

Kazumasa; CHUJO, Yoshiki
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1B2-38 張力のリアルタイム可視化を実現する発光性エラストマーフィ
ルムの開発（1）（名大院理・JSTさきがけ・名大WPI-ITbM・東北大
多元研）○齊藤尚平・信末俊平・山口茂弘・藪 浩・齊藤祐太

1B2-39 張力のリアルタイム可視化を実現する発光性エラストマーフィ
ルムの開発（2）（東北大多元研・JST さきがけ・名大院理・名大
WPI-ITbM）○藪 浩・齊藤祐太・齊藤尚平・信末俊平・山口茂弘

座長 網代 広治（15：40～16：40）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （1B2-41, 1B2-43, 1B2-45, 1B2-46）
1B2-41* PEG-b-Poly(pyridine) の構造依存的な酸化還元活性（東理大理）

○松隈大輔・高木あかね・前島雪絵・大塚英典
1B2-43* 4-アミノ桂皮酸を用いた再生可能な高性能バイオベースポリア
ミド（北陸先端大マテリアル）○立山誠治・桝尾俊介・高谷直樹・金
子達雄

1B2-45 高耐熱エポキシ樹脂の開発（日立製作所日立研・東工大院理

工）○棚瀬智和・新井 唯・石井利昭・早川晃鏡

1B2-46 4-アミノケイ皮酸光二量体を用いた耐熱無色透明バイオポリ尿
素フィルムの作成（北陸先端大マテリアル）○伊吹友佑・立山誠治・
桝尾俊介・高谷直樹・金子達雄

座長 早川 晃鏡（16：50～17：40）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （1B2-48, 1B2-49, 1B2-51, 1B2-52）
1B2-48 β-トルキシン酸誘導体を用いた高溶解性高耐熱バイオアラミ
ドの合成（北陸先端大マテリアル）○前谷枝保・立山誠治・桝尾俊
介・高谷直樹・金子達雄

1B2-49* Impedance analysis of LCST behavior for ionic liquid/NIPAM

copolymers（Sch. Mat. Sci., JAIST）○JAIN, Kamiya; VEDARAJAN,

Raman; MATSUMI, Noriyoshi; WATANABE, Masaki; ISHIKIRIYAMA,

Mamoru

1B2-51 光学活性部位を側鎖に有する熱応答性高分子の合成とそのエナ
ンチオ選択的有機物捕集（近畿大院総理工）○西川俊輝・石船 学

1B2-52 ルイス酸部位を有するトリブロック型熱応答性高分子の凝集形
態の観察（近畿大院総理工）○森田智也・石船 学

座長 石船 学（17：50～18：40）
※ PC接続時間 17：40～17：50 （1B2-54, 1B2-55, 1B2-57, 1B2-58）
1B2-54 側鎖にオリゴエチレングリコール鎖を有するポリカーボネート
誘導体の感熱応答性（阪大MEIセンター・JSTさきがけ・阪大院工）
○網代広治・高濱 瞬・高橋良和・明石 満

1B2-55* 精密網目構造を有する高分子ゲルの破壊特性（東大院薬）○赤

木友紀・グン チェンピン・鄭 雄一・酒井崇匡
1B2-57 2級水酸基を有するエステル系ポリオールを基材としたセグメ
ント化ポリウレタンの凝集構造と物性の関係（九大院工）○野崎修
平・本九町 卓・吉永耕二・平井智康・檜垣勇次・小椎尾 謙・高原
淳

1B2-58 剛直セグメントと屈曲セグメントの繰り返し構造を有するマル
チブロック共重合体を基材としたエラストマーの開発（九大先導研）
○小椎尾 謙・石井裕子・本九町 卓・吉永耕二・高原 淳・後関頼
太・早川晃鏡

3月27日午後

座長 木村 睦（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （2B2-25, 2B2-29）
2B2-25 CSJ Award for Technical Development Development and

Industrialization of Innovative Reverse Osmosis Membrane Based on New

Molecular and Structural Design（Toray Industries, Inc.）○KIMURA,

Masahiro; SASAKI, Takao; NAKATSUJI, Koji; INOUE, Takeharu;

KAWAKAMI, Tomonori

2B2-29* RAFT 重合による Poly(N-isopropylacrylamide)を用いた温度応答
性クロマトグラフィーにおける高分子鎖長および末端置換基効果（慶
大薬）○蛭田勇樹・南雲悠平・金澤秀子

座長 蛭田 勇樹（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （2B2-32, 2B2-33, 2B2-34, 2B2-35,

2B2-36, 2B2-37）
2B2-32 アセトキシ基を側鎖に有する架橋型シルセスキオキサン膜の気
体・水分離特性（広島大院工）○山本一樹・大下浄治・都留稔了

2B2-33 芳香族系高分子/無機ナノ粒子複合膜からなるグラフト型電解
質膜の合成と特性評価（群馬大院理工・原子力機構量子ビーム）○深
澤秀行・長谷川 伸・前川康成

2B2-34 表面重合によるナノ多孔性薄膜形成と分離機能（信州大院工）
○羽鳥 勝・木村 睦

2B2-35 グリシジル置換ブロック共重合体の精密ラジカル重合とポスト
機能化、光硬化膜への応用（早大先進理工）○片山 香・南林健太・
須賀健雄・西出宏之

2B2-36 高分子コバルトポルフィリン錯体膜の作製とその酸素透過性
（早大先進理工）○辻村織恵・西上由紀・小柳津研一・西出宏之

2B2-37 高分子固相における鉄サレン錯体の触媒特性（早大先進理工）
○将田元春・久間綾子・西上由紀・小柳津研一・西出宏之

座長 明石 満（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （2B2-39, 2B2-42, 2B2-43）
2B2-39 女性化学者奨励賞受賞講演 機能性デンドリマーの作製とナ
ノメディシンへの応用（阪府大工学研究科）○児島千恵

2B2-42 Anticancer Activity of Helical Metallo-Supramolecular Polymers

（NIMS）○RANA, Utpal; HIGUCHI, Masayoshi

2B2-43* リポソーム表層のグリセロールデンドロン修飾の効果（神戸大
工学研究科応用化学専攻）○大谷 亨・川島裕司

座長 橋詰 峰雄（16：30～17：30）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （2B2-46, 2B2-47, 2B2-48, 2B2-49,

2B2-50, 2B2-51）
2B2-46 自己分解性高分子を用いた刺激応答性ナノキャリアの開発（阪
大院工・阪大フロンティア研）○上川裕子・阪下雄紀・菊地和也

2B2-47 カテキンを末端にもつ光学活性ポリ乳酸の合成とステレオコン
プレックス形成（阪大工）○伊藤清悟・網代広治・明石 満

2B2-48 酵素触媒重合によるキトサン立体異性体多糖の合成（鹿児島大
院理工）○山下健人・下吹越理子・山元和哉・門川淳一

2B2-49 グルクロン酸／グルコサミンユニットから構成される両性ブ
ロック多糖の合成（鹿児島大院理工）○高田祐成・山元和哉・門川淳
一

2B2-50 自己組織化キチンナノファイバーからのメタクリル酸ブチルの
表面開始 ATRP（鹿児島大院理工）○遠藤 瞭・山元和哉・門川淳一

2B2-51 アミジニウムキチン／キサンタンガム複合ナノ材料の創製（鹿
児島大院理工）○門川淳一・田中康平・山元和哉

座長 門川 淳一（17：40～18：30）
※ PC接続時間 17：30～17：40 （2B2-53, 2B2-54, 2B2-55, 2B2-56,

2B2-57）
2B2-53 熱プレス法により作製したアルギン酸／キトサン複合フィルム
の特性評価（東理大工）○二階堂裕一・飯島一智・橋詰峰雄

2B2-54 生体高分子足場として活用した新規超分子不斉光反応系の構
築-8 - PEG修飾条件の超分子不斉光反応への影響-（東北大多元研・
阪大産連本部・筑波大院数理物質・阪大院工）○奥木 暢・西嶋政
樹・佐々木晴彦・荒木保幸・坂本清志・池田 豊・長崎幸夫・井上佳
久・和田健彦

2B2-55 マイクロ流体技術を用いた多糖複合体からなる中空ファイバー
の作製（東理大院総合化学）○大山 峻・飯島一智・湯山和也・橋詰
峰雄

2B2-56 ポリメラーゼによる DNAブラシの作製と外部環境に応じた構
造変化（北大院総合化学）○中村 聡・三友秀之・鈴木重明・松尾保
孝・新倉謙一・居城邦治

2B2-57 微小管の力学的性質（旭医化学教室・北大院理）○眞山博幸・
カビル アリフ・井上大介・濱野芳美・佐田和己・角五 彰

3月28日午前

座長 小柳津 研一（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3B2-01, 3B2-02, 3B2-04, 3B2-05）
3B2-01 ミクロ相分離構造のドメイン選択透過性に基づく酸素センサー

塗料の開発（京工繊大工芸）○武久純也・浅岡定幸
3B2-02* 紫外線照射による表面濡れ性の制御が可能なポリイミド（久留

米高専生物応用化学科）○津田祐輔
3B2-04 結晶架橋ゲルへの蛍光分子の内包と光捕集機能（北大理）○大

浦 剛・望月裕美・石渡拓己・小門憲太・佐田和己
3B2-05* イミン配位子を有する新規メタロ超分子ポリマー（物材機構）

○金尾美樹・樋口昌芳

座長 小門 憲太（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3B2-08, 3B2-10, 3B2-12, 3B2-13）
3B2-08* Humidity-responsive ionic conductivity of linear and 3-dimensional

metallo-supramolecular polymers（NIMS）○PANDEY, Rakesh;

HOSSAIN, Md. Delwar; SATO, Takashi; MORIYAMA, Satoshi;

HIGUCHI, Masayoshi

3B2-10* Novel Fe/Pt-Based Heterometallo-Supramolecular Polymers

（NIMS）○CHAKRABORTY, Chanchal; MORIYAMA, Satoshi;

HIGUCHI, Masayoshi

3B2-12 メタロ超分子ポリマーの赤外エレクトロクロミズム（物材機
構）佐藤 敬○樋口昌芳

3B2-13 テトラエチレンオキシド鎖を含むビオロゲンポリマーを用いた
エレクトロクロミック素子の滲み抑制（早大先進理工）○水間貴大・
山崎宇彬・佐藤 歓・小柳津研一・西出宏之

座長 樋口 昌芳（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3B2-15, 3B2-16, 3B2-17, 3B2-18,

3B2-19, 3B2-20）
3B2-15 トリフルオロスルホニルイミド基を置換したポリスチレンの合

成と電解質膜としての特性（早大先進理工）○辻 智康・我妻はる
か・徳江 洋・小柳津研一・西出宏之

3B2-16 ポリ-p-フェニレン系炭化水素系高分子電解質の合成（上智大理

工・産総研固体高分子形燃料電池先端基盤研究センター）○小具健
一・大島龍也・大平昭博・陸川政弘

3B2-17 ポリ(キナルジン置換アクリルアミド)の合成と電極触媒による
水素付加（早大先進理工）○大谷貴洋・嶋崎由真・加藤 遼・小柳津
研一・西出宏之

3B2-18 ポリ(フルオレノン置換アクリルアミド)の合成と水添・脱水素
反応（早大先進理工）○岩脇彩香・吉政慶介・加藤 遼・小柳津研
一・西出宏之

3B2-19 チオール-エン反応によるラジカル置換ポリノルボルネンのポ
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スト機能化とメモリ素子への応用（早大先進理工）○高田 悠・須賀
健雄・西出宏之

3B2-20 ドナー・アクセプター基を末端に有するかご型オクタシリケー
ト核デンドリマーの合成（京工繊大工芸）○山中貴大・入江康行・井
本裕顕・中 建介

3月28日午後

座長 鈴木 隆之（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3B2-28, 3B2-29, 3B2-30, 3B2-31,

3B2-32, 3B2-33）
3B2-28 TEMPO置換アクリルアミド-アクリル酸共重合体微粒子の合成
とフロー下でのレドックス挙動（早大先進理工）○渡辺理仁・坂崎亮
介・徳江 洋・小柳津研一・西出宏之

3B2-29 ポリフルオフラビン誘導体の合成と有機電極活物質への応用
（早大先進理工）○岸田泰輔・中尾 智・川井拓真・小柳津研一・西
出宏之

3B2-30 ヘテロ環含有キノン類の高分子拡張と有機電極活物質への応用
（早大先進理工）○神戸祐哉・片桐 龍・中尾 智・小柳津研一・西
出宏之

3B2-31 単層カーボンナノチューブ複合体を用いた薄膜トランジスタ
（東レ電子情報材料研）○清水浩二・田中丈士・片浦弘道・磯貝和

生・村瀬清一郎
3B2-32 poly(3-alkoxythiophene)を用いた電界効果トランジスタの作製と
評価（北大院総合化学）○鹿島沙恵・小泉 均

3B2-33 ポリピロールの電気伝導度の雰囲気依存性（北大院総合化学）
○村上直之・小泉 均

座長 早川 晃鏡（14：40～15：30）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3B2-35, 3B2-36, 3B2-37, 3B2-38,

3B2-39）
3B2-35 両性イオン含有光硬化膜の作成と表面物性（早大先進理工）

○小林松太郎・南林健太・須賀健雄・西出宏之
3B2-36 ラジカル高分子を対極とした色素増感太陽電池（早大先進理

工）○中嶋里沙乃・上野真寛・小柳津研一・西出宏之
3B2-37 各種溶媒における高分子スピロピランの構造の DOSYによる
評価（東電大工）○樅山高志・秋元孝啓・岩﨑直也・鈴木隆之

3B2-38 シッフ塩基を基盤とする[2+2]キラル環状体の合成とその特性
（東電大院工）○松本和愛・宮坂 誠

3B2-39 キラル[5]ヘリセン誘導体を基盤とするπ拡張体の合成と特性
（東電大院工）○吉田 優・宮坂 誠

座長 宮坂 誠（15：40～16：30）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （3B2-41, 3B2-42, 3B2-43, 3B2-45）
3B2-41 反応性セルロースナノシートの酵素合成とクリック反応による

機能化（東工大院理工）○家高佑輔・澤田敏樹・芹澤 武
3B2-42 酵素合成法により調製したセルロースナノシートが示す加水分

解活性の向上（東工大院理工）○加藤麻里・澤田敏樹・芹澤 武
3B2-43* Majority-Rule-Type Helical Poly(quinoxaline-2,3-diyl)s Leading to

Asymmetric Catalysis with Efficient Chiral Amplification（Grad. Sch. Eng.,

Kyoto Univ.）○KE, Yuanzhen; NAGATA, Yuuya; SUGINOME, Michinori

3B2-45 Solvent effect on the Pressure-dependent Helix Inversion of Poly

(quinoxaline-2,3-diyl)s（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）NAGATA, Yuuya;

○TAKEDA, Ryohei; SUGINOME, Michinori

座長 澤田 敏樹（16：40～17：20）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （3B2-47, 3B2-48, 3B2-49, 3B2-50）
3B2-47 Water-soluble Poly(quinoxaline-2,3-diyl)s Having Side Chains De-

rived from Chiral Lactic Acid: Control of Helical Chirality by Salt Effect

（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）NAGATA, Yuuya;○KURODA, Takuma;

SUGINOME, Michinori

3B2-48 多糖誘導体上でのキラル反応（兵庫県大院物質理・ダイセル）
○近井香子・柴田 徹・御前智則・杉村高志

3B2-49 ボロン酸ペンダントを有するポリ(キノキサリン-2,3‐ジイル)

のキラルゲストによるらせん不斉制御（京大院工・京大院工）○小松
聡子・村上 遼・山本武司・杉野目道紀

3B2-50 原子数規定パラジウムナノ粒子の合成及び機能（東工大資源
研）○幸福 卓・北澤啓和・アルブレヒト 建・田 旺帝・今岡享
稔・山元公寿

3月29日午前

座長 小門 憲太（9：00 ～9：50 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4B2-01, 4B2-02, 4B2-04, 4B2-05）
4B2-01 凝集誘起型発光特性を有する機能性ゲルの作製と光学特性評価

（京大院工）○末永和真・吉井良介・田中一生・中條善樹

4B2-02* 凝集誘起発光部位を有するポリアクリル酸およびそのゲルによ
る選択的カルシウムセンシング（1）（東工大資源研）○石割文崇・長

谷部花子・染谷隆夫・福島孝典
4B2-04 凝集誘起発光部位を有するポリアクリル酸およびそのゲルによ
る選択的カルシウムセンシング（2）（東工大資源研）○長谷部花子・
石割文崇・染谷隆夫・福島孝典

4B2-05 理想網目構造を有する Poly(N-isopropylacrylamide)ゲルのワン
ポット合成（名大工）○城地悠仁・竹岡敬和・関 隆広・佐藤浩太
郎・上垣外正己

座長 福島 孝典（10：00～10：50）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （4B2-07, 4B2-09, 4B2-11）
4B2-07* Preparation of Ordered Network Polymers via Crystal Cross-linking

Method（Fac. Sci., Hokkaido Univ.）○KOKADO, Kenta; ISHIWATA,

Takumi; SADA, Kazuki

4B2-09* Structure of supramolecular cross-linker consisting of cyclodextrin /

macromonomer and properties of network polymers obtained from it（Grad.

Sch. Sci., Eng., Tokyo Tech）○IIJIMA, Keisuke; AOKI, Daisuke; UCHIDA,

Satoshi; TAKATA, Toshikazu

4B2-11 塩基性ポリマーとカルボキシル基を有する低分子ゲル化剤との
相互作用（信州大繊維）○石川康伸・鈴木正浩・英 謙二

座長 竹岡 敬和（11：00～11：40）
※ PC接続時間 10：50～11：00 （4B2-13, 4B2-15, 4B2-16）
4B2-13* [c2]Daisy Chainの摂動を駆動力とする超分子ゲルアクチュエー
タの作製と機能評価（阪大院理）○岩曽一恭・高島義徳・原田 明

4B2-15 分岐 PEG-DNA 複合体を活用した K+イオン応答性ヒドロゲル
の開発（関西大化学生命工）○若林建汰・田中静磨・福島和季・葛谷
明紀・大矢裕一

4B2-16 4分岐ポリマーを用いた超分子材料の作製とその自己修復性
（阪大院理）○佐野孝明・高島義徳・原田 明

B3 会場
14 号館 1453 教室

化学教育・化学史

3月27日午後

座長 高木 由美子（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （2B3-25, 2B3-27, 2B3-29, 2B3-30）
2B3-25* 化学を専門としない学生を対象にした 1,2年次の化学教育（金
沢工大数理基礎教育課程）○大藪又茂

2B3-27* 新入生学力多様化度調査から見える高校化学の知識の定着
度Ⅱ（岡山理大理）○高原周一

2B3-29 web上の基礎化学学修支援システム（常葉大教育）○中川邦明
2B3-30 大学生の有機化学への取り組みー米国大学生との比較（沼津高
専物質工学科）○青山陽子

座長 青山 陽子（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （2B3-32, 2B3-33, 2B3-34, 2B3-35,

2B3-37）
2B3-32 地域貢献における化学教育ーイオン液体を活用した教材開発

（香川大教育）○駒田雄也・福井信夫・高木由美子
2B3-33 地域貢献における化学教育ーサイエンス展の企画と地域への発

信（香川大教育）○西田理紗・安井雅紀・高木由美子
2B3-34 化学変化に関する教材研究支援ー炭酸水素アンモニウムの熱分

解を例に（琉球大教育）○吉田安規良・福元美咲・比嘉 俊

2B3-35* 理科に高い意欲才能を持つ生徒への科学教育とその評価（愛媛

大教育）○大橋淳史・隅田 学・林 秀則・縄村俊邦・和田敬行
2B3-37 夏休み地域講座を利用した小学生と保護者向けの化学導入教育

（サレジオ高専一般教育科）○長尾明美・和田初枝・横山松生・大杉
功

座長 井上 正之（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （2B3-39, 2B3-40, 2B3-42, 2B3-44）
2B3-39 構造-活性相関を中心とした創薬化学の導入による効果的な高
校化学学習教材の開発（北海道立理科教育センター）○伊藤崇由

2B3-40* ペンタドロンと相転移モデル（東理大総研機構）○秋山 仁・
佐藤郁郎

2B3-42* 高次元結晶を構成する（東理大総研機構）○佐藤郁郎・秋山
仁

2B3-44 単結晶 X線構造解析の原理の理解のための安価な教材の開発

（愛媛大教育）○和田敬行・大橋淳史

座長 高橋 三男（16：30～17：20）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （2B3-46, 2B3-47, 2B3-48, 2B3-49,

2B3-50）
2B3-46 ブドウの果皮に含まれるアントシアニンを利用した小学校理科
のマイクロスケール実験の実践（神戸女学院大学）○中川徹夫

2B3-47 高等学校で利用可能な Y字型流路マイクロ流体デバイスの作
成（神戸女学院中学部・高等学部）○池田育浩

2B3-48 持続可能な発展のための教育とマイクロスケールケミストリー
（東北大）○荻野和子

2B3-49 化学工学分野におけるスモールスケール実験教材の開発（中央
大院理工）○大木翔太郎・紺野悠樹・桑原彰太・片山建二

2B3-50 Proposal of Susainabilty Olinpiad as a Result of United Nations

Decade of Education for Sustainable Development.（home）○AMAYA,

Kazuo
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座長 中川 徹夫（17：30～18：30）
※ PC接続時間 17：20～17：30 （2B3-52, 2B3-54, 2B3-55, 2B3-56）
2B3-52* 空気電池を使った酸素センサの圧力と高度に関する探究研究

（東京高専物質工学科）○高橋三男・薗部幸枝・川島徳道・羽田宜
弘・飯田寛志・岩城圭一・後藤顕一・野 内頼 一・松原静郎

2B3-54 パズルアサイメント法を用いた NMRスペクトルの解析方法
（香川高専）○橋本典史

2B3-55 飲料中の糖の簡易分析教材の開発 -グルコース、フルクトー
ス、スクロースの定量-（高崎健康福祉大学）○片山 豪・田中 進

2B3-56* 新構造式における電子軌道の(+),(-)符号の表現（地球エネル
ギーシステム研究所所長）○佐野 寛

3月28日午前

座長 後飯塚 由香里（9：00 ～9：30 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3B3-01, 3B3-02, 3B3-03）
3B3-01 機能性化学繊維アラミドの実験教材化に向けた検討 1-耐熱性・

耐薬品性などの各種性質を検証できる実験教材の検討-（弘前大大学院
教育学研究科）○新屋亮太・長南幸安

3B3-02 ヒドロキサム酸法を用いたポリエステルプラスチックと繊維の
検出（東理大院科学教育）○廣瀬彰訓・井上正之

3B3-03 北海道北見市の薄荷を題材とした化学実験授業の多彩な発展可
能性（東海大札幌教養教育センター）○和泉光則

座長 村田 滋（9：40 ～10：40）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （3B3-05, 3B3-08）
3B3-05 化学教育有功賞受賞講演 食品を素材とした化学実験教材の

開発および化学教育への貢献（帝塚山中学校・高等学校）○槌間 聡
3B3-08 化学教育有功賞受賞講演 化学的現象を視覚化する実験教材
の開発（東京都立駒場高等学校）○後飯塚由香里

座長 下井 守（10：50～11：50）
※ PC接続時間 10：40～10：50 （3B3-12）
3B3-12 化学教育賞受賞講演 高校化学グランドコンテストを通した
化学の普及ならびに国際化への貢献（阪市大院理）○中沢 浩

3月29日午前

座長 網本 貴一（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4B3-01, 4B3-04）
4B3-01 化学教育有功賞受賞講演 実験と教材開発における化学教育
への貢献（和洋九段女子高校）○中込 真

4B3-04 化学教育有功賞受賞講演 九州地区における化学教育への貢
献と高等学校化学教育の新領域開発（福岡県立修猷館高校）○高橋義
人

座長 内山 一美（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4B3-08）
4B3-08 化学教育賞受賞講演 化学の普及に資する仕組みの構築と国
際化学オリンピックへの貢献（早大先進理工・早大材研）○菅原義之

座長 長南 幸安（11：20～12：10）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4B3-15, 4B3-17, 4B3-18, 4B3-19）
4B3-15* 高校生のための分子構造とその性質の理解（兵庫県立神戸甲北

高等学校）○小西彬仁
4B3-17 ギ酸を用いたニトロベンゼンの還元反応の教材化（広島大院教

育）○長谷清史・網本貴一
4B3-18 水銀触媒を用いないアルキンの水和（東理大院科学教育）○上
原 智・井上正之

4B3-19 固体酸を用いた脱離反応によるブタノール構造異性体の識別

（東理大院科学教育）○浦 公佑・井上正之

B4 会場
14 号館 1454 教室

分析化学

3月26日午前

材料分析

座長 塚越 一彦（9：30 ～10：30）
※ PC接続時間 9：20～9：30 （1B4-04, 1B4-05, 1B4-06, 1B4-08）
1B4-04 金(III)イオンの炭酸ニッケルへの吸着（九大院理）○安東宏
晃・川本大祐・大橋弘範・陰地 宏・本間徹生・石田玉青・岡上吉

広・徳永 信・横山拓史
1B4-05 酸化アンチモン担持金触媒の調製とキャラクタリゼーション

（九大基幹教育院）○大橋弘範・岡上吉広・横山拓史
1B4-06* 空間分解 XAFS及び TEM/STEM-EDS 同視野測定を用いた固体

高分子形燃料電池の膜/電極接合体中の白金化学種分布に関する研究
（電通大燃料電池イノベーション研究セ）○鷹尾 忍・関澤央輝・
SAMJESKE Gabor・永松伸一・金子拓真・山本 孝・東 晃太朗・長

澤兼作・宇留賀朋哉・岩澤康裕
1B4-08* 減衰全反射遠紫外分光法を用いたポリスチレンナノ粒子表面の
電子状態分析（近畿大理工・関西学院大理工）○森澤勇介・越智高
志・領木貴之・田中嘉人・田邉一郎・尾崎幸洋

座長 横山 拓史（10：40～11：40）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （1B4-11, 1B4-13, 1B4-15, 1B4-16）
1B4-11* ナノ電気化学セル顕微鏡を用いたリチウムイオン二次電池材料
の局所充放電特性マッピング（東北大 WPI-AIMR・東北大院環境・
JSTさきがけ）○高橋康史・熊谷明哉・猪又宏貴・棟方裕一・伊野浩
介・珠玖 仁・金村聖志・末永智一

1B4-13* セラミックス基複合材料における新規界面層の特性評価（茨城
県工技セ）○加藤 健・安藤 亮・長谷川良雄・永山紗智子

1B4-15 自己駆動型クーロメトリーを用いた発酵食品中のピルビン酸定
量（奈良高専物質工）○三木功次郎・川嶋浩平・緒方七海・北村 誠

1B4-16 一重項酸素化学発光の可視および近赤外領域測定と抗酸化剤の
影響（同志社大理工）○兼松宏至・鈴木直道・橋本雅彦・塚越一彦

3月26日午後

マイクロ分析

座長 田中 陽（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （1B4-33, 1B4-34, 1B4-35, 1B4-37）
1B4-33 水 -親水性 /疎水性有機溶媒二相系を用いたマイクロチップ

TRDC の開発（同志社大院理工）○波多野正梧・鈴木直道・藤永
慧・橋本雅彦・塚越一彦

1B4-34 TRDP創出におけるマイクロ空間内径の影響について（同志社
大理工）○中山裕加里・澤田昌平・波多野正梧・藤永 慧・橋本雅
彦・塚越一彦

1B4-35* 流体力学数値計算に基づく TRDP相形成に関する一考察（同志
社大院理工）○藤永 慧・橋本雅彦・塚越一彦・水島二郎

1B4-37* 自然乳化を利用したマイクロ液滴内水溶性分子の分離（東工大
院理工）○福山真央・火原彰秀
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座長 火原 彰秀（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （1B4-40, 1B4-41, 1B4-42, 1B4-43,

1B4-44, 1B4-45）
1B4-40 二層構造からなるシンプルなマイクロバルブチップの開発（理

研 QBiC）森口裕之○川井隆之・田中 陽
1B4-41 フロー系誘電泳動システムの構築による高分子メディアからの

生物粒子単離法と菌の疑似固定染色による定量と計数（福島大共生シ
ステム理工・福島大環境放射能研）○岡本香奈・高貝慶隆

1B4-42 マイクロウェルを用いた単一細胞解析法の開発（名大院工）小
山 諒○加地範匡・安井隆雄・馬場嘉信

1B4-43 シリコン製ナノバイオデバイスの絶縁特性評価（名大院工）
○佐野麻美子・安井隆雄・加地範匡・谷口正輝・川合知二・馬場嘉信

1B4-44 導電／絶縁性プラスチックを用いた微細構造の形成（阪府大院
工）○寺部政大・高井善朗・西野智昭・椎木 弘・長岡 勉

1B4-45 分離支持体応用に向けた 3次元フラクタル構造体の開発 (4)

（京大院工）○中村 誠・内藤豊裕・久保拓也・大塚浩二

座長 川井 隆之（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （1B4-47, 1B4-48, 1B4-49, 1B4-50,

1B4-51）
1B4-47 血管・間質マイクロデバイスによる血管透過性評価法の開発

（日女大）○熊田 愛・佐藤香枝
1B4-48 マイクロ流体デバイスにおける ES細胞から血液細胞への分化
誘導（日女大）○石井沙弥香・三輪涼子・北島健二・原 孝彦・佐藤
香枝

1B4-49 細胞外膜小胞体の高効率回収にむけたナノワイヤ構造体の開発

（名大院工）○田渕景子・安井隆雄・He Yong・柳田 剛・SAKON

Rahong・金井真樹・長島一樹・加地範匡・川合知二・馬場嘉信
1B4-50 埋め込み型ナノワイヤ構造体による細胞外小胞体の高速分離

（名大院工）○竹下大貴・安井隆雄・He Yong・柳田 剛・加地範
匡・SAKON Rahong・金井真樹・長島一樹・川合知二・馬場嘉信

1B4-51* ナノワイヤを用いた細胞外小胞体の解析（名大院工）○安井隆
雄・小中出侑樹・伊藤 聡・柳田 剛・加地範匡・金井真樹・長島一
樹・川合知二・馬場嘉信

3月27日午前

バイオ分析

座長 小澤 岳昌（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2B4-01, 2B4-02, 2B4-03, 2B4-04,

2B4-05, 2B4-06）
2B4-01 PDMSマイクロ流体チップを用いた単分散油中水滴のハンズフ
リー調製とドロップレットデジタル PCRへの応用（同志社大理工）
○中小司裕太・田中洋成・山本駿介・塚越一彦・橋本雅彦

2B4-02 DNA/RNA キメラプローブのアレル特異的開裂を利用した
DNA点突然変異検出 -キメラプローブ開裂断片の質量分析 -（同志社
大院理工）○大倉直朗・塚越一彦・橋本雅彦

2B4-03 一塩基伸長反応に基づく DNA 点突然変異検出アッセイの簡便
化 - 磁気ビーズを利用したアプローチと FRETを利用したアプローチ
-（同志社大院理工）○中嶋千浪・塚越一彦・橋本雅彦

2B4-04 Signal Amplification in Gene Analysis Based on Graphene Oxide and

DNA Circuit（Grad. Sch. Sci. Technol., Kumamoto Univ.; CREST, JST）
○MIYAHATA, Takaaki; MATSUO, Tomoya; KITAMURA, Yusuke;

IHARA, Toshihiro

2B4-05 On-chip FRET Graphene Oxide Aptasensor: Quantitative Evaluation

of Enhanced Sensitivity by Aptamer With a Double-stranded DNA Spacer

（NTT BRL）○UENO, Yuko; TIN, Andrew; FURUKAWA, Kazuaki;

HIBINO, Hiroki

2B4-06 マイクロチップ細胞内遺伝子解析法の組織切片への応用（日女

大）○石垣有理・西原広史・佐藤香枝

座長 佐藤 香枝（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2B4-08, 2B4-09, 2B4-10, 2B4-12,

2B4-13）
2B4-08 単一細胞ゲノム解析に向けた Droplet-based multiple displacement

amplification法の開発（早大院先進理工）○西川洋平・細川正人・竹山
春子

2B4-09 四置換フェロセン化ナフタレンジイミドを用いた電気化学的テ
ロメラーゼ検出（九工大工）○梶間篤人・佐藤しのぶ・竹中繁織

2B4-10* 三重鎖形成に基づく RNA 二重鎖配列選択的蛍光検出を目指し
たペプチド核酸プローブの開発（東北大院理）○佐藤貴哉・佐藤雄
介・西澤精一

2B4-12 一分子 DNAのメチル化部位解析法の開発（名大院工）○服部
篤紀・安井隆雄・加地範匡・馬場嘉信

2B4-13 マイクロ流路を用いた多項目同時計測系の開発（名大院工）
○矢崎啓寿・安井隆雄・柳田 剛・加地範匡・金井真樹・SAKON

Rahong・長島一樹・川合知二・馬場嘉信

座長 西澤 精一（11：20～12：30）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2B4-15, 2B4-16, 2B4-17, 2B4-18,

2B4-20）
2B4-15 カチオン性イリジウム錯体のりん光寿命測定による細胞内酸素
レベル計測（群馬大院理工）○吉原利忠・増田 剛・森 勝伸・板橋
英之・飛田成史

2B4-16 Quantification of the activity of the photoreceptor proteins, opsins,

with luminescence probe（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）
○NISHIGUCHI, Tomoki; OZAWA, Takeaki

2B4-17 Imaging Temporal Variation of Protein Association Using Split Timer

Fluorescent Protein（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○TAKAMURA,

Ayari; HATTORI, Mitsuru; YOSHIMURA, Hideaki; OZAWA, Takeaki

2B4-18* 超低毒性量子ドットを用いた単一幹細胞ラベリングと 3Din

vivoイメージング（名大院工）○荻原裕佑・湯川 博・小野島大介・
亀山達矢・林 由美・鳥本 司・石川哲也・馬場嘉信

2B4-20* ナノファイバー基質表面でのピット形成を利用した酵素活性の
超高感度アッセイ（海洋機構）○津留美紀子・出口 茂

3月27日午後

座長 井原 敏博（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （2B4-29, 2B4-30, 2B4-32, 2B4-33,

2B4-34）
2B4-29 Membrane-based microwave mediated electrochemical ELISA

(MMeELSA)によるサイトカインの検出（九工大院工）○竹中文紀・
ジャーラ イルミナ・守下昌輝・臼井道彦・中島啓介・西原達次・佐
藤しのぶ・竹中繁織

2B4-30* アミノ酸・ペプチド識別にむけたトンネル電流単分子電流計測
法の開発（阪大）○大城敬人・筒井真楠・横田一道・谷口正輝

2B4-32 タンパク質認識能を有する PEG 系ヒドロゲルの開発（京大院
工）○有村俊亮・内藤豊裕・久保拓也・大塚浩二

2B4-33 磁性ナノワイヤによる細胞破砕および核酸抽出（名大院工）
○大川智生・安井隆雄・加地範匡・He Yong・柳田 剛・金井真樹・
長島一樹・川合知二・馬場嘉信

2B4-34 金属ナノ粒子によるバクテリアへの光アンテナ形成（阪府大院
工）○石木健吾・西野智昭・椎木 弘・長岡 勉

センサー

座長 末吉 健志（14：50～15：50）
※ PC接続時間 14：40～14：50 （2B4-36, 2B4-37, 2B4-38, 2B4-40）
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2B4-36 尿素部位を含む低分子ゲル化剤を用いたイオンセンサーの性能
とゲル化膜の分光学的検討（和歌山大システム工）○板垣友祐・矢嶋
摂子・木村恵一

2B4-37 炭酸イオン選択性分子ピンセット型トリフルオロアセトフェノ
ン誘導体を用いるイオノフォア化学結合型ゾルーゲル感応膜のイオン
センサー性能（和歌山大システム工）○石垣裕真・矢嶋摂子・木村恵
一

2B4-38* セレノキシド/セレニドの酸化還元系に基づく可逆的な Turn-on

型硫化水素蛍光プローブの開発（埼大院理工）○安中辰朗・中田憲
男・石井昭彦

2B4-40* Fluorescence Turn -On Nanobiosensor Quantum Switch for the

Sensitive Detection of Matrix Metalloproteinase（Grad. Sch. Eng., Nagoya

Univ.）○PILLAI, Sreenadh Sasidharan; YUKAWA, Hiroshi; ONOSHIMA,

Daisuke; BIJU, Vasudevanpillai; BABA, Yoshinobu

座長 中原 佳夫（16：00～17：00）
※ PC接続時間 15：50～16：00 （2B4-43, 2B4-45, 2B4-47, 2B4-48）
2B4-43* Fabrication of an Extended-Gate Type Organic Transistor Sensor

Functionalized by Phenylboronic Acid（Grad. Sch. Sci., Eng., Yamagata

Univ.）○MINAMI, Tsuyoshi; MINAMIKI, Tsukuru; FUKUDA, Kenjiro;

KUMAKI, Daisuke; TOKITO, Shizuo

2B4-45* 電位走査型 LSPRセンサによる屈折率変化の単一波長計測（東
大生研）○西 弘泰・廣谷沙耶香・立間 徹

2B4-47 シリカをコアとする金属ナノシェル粒子の LSPRセンサへの応
用（東大生研）○新荘直明・川脇徳久・立間 徹

2B4-48 液相析出型 TiO2製フォトニック結晶を用いたバイオセンサー
の開発（阪府大工）○青野圭剛・安藝翔馬・遠藤達郎・末吉健志・久
本秀明

3月28日午前

環境分析・質量分析

座長 大塚 浩二（9：40 ～10：30）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （3B4-05, 3B4-06, 3B4-07, 3B4-08）
3B4-05 バイオマス炭化物の VOC 吸脱着特性（神奈川大理）○猪股尚
也・白石拓人・岡部敏弘・津越敬寿・西本右子

3B4-06 カスケード型誘導結合プラズマ質量分析計の機能化による淡水
試料中の放射性ストロンチウム分析（福島大共生システム理工）○松
枝 誠・古川 真・亀尾 裕・鈴木勝彦・高貝慶隆

3B4-07 糖アルコールを利用したMALDI-MSによる CsIクラスターイ
オン測定（東北大工）○望月俊介

3B4-08* 配位化合物のソフトイオン化質量分析と組成式解析の有用性
（徳島文理大香川薬）○小原一朗・山口健太郎

電気泳動

座長 岡田 哲男（10：40～11：40）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （3B4-11, 3B4-13, 3B4-14, 3B4-15,

3B4-16）
3B4-11* 積層型ヒドロゲルを用いたタンパク質の二次元デジタル電気泳
動分析（阪府大院工）○末吉健志・金岡忠政・松田景太・遠藤達郎・
久本秀明

3B4-13 超分子ヒドロゲルを用いた塩基性未変性タンパク質の電気泳動
（静岡大院理）○長谷貴行・山中正道

3B4-14 超分子ヒドロゲルを支持体とした DNA電気泳動法の開発（静
岡大院理）○田澤翔平・大吉崇文・山中正道

3B4-15 ナノチャネルによる単一 DNA分子のメチル化定量法の開発

（名大院工）○孫 暁寅・安井隆雄・Rahong Sakon・柳田 剛・加地
範匡・金井真樹・長島一樹・川合知二・馬場嘉信

3B4-16 キャピラリー電気泳動装置を用いた ELISAによる iPS細胞関連
タンパク質の全自動定量分析（阪府大院工）○加藤智子・泉本賢太
郎・末吉健志・遠藤達郎・久本秀明

3月28日午後

抽出・超分子センサー

座長 渋川 雅美（13：10～14：10）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （3B4-26, 3B4-28, 3B4-29, 3B4-30,

3B4-31）
3B4-26* 8-キノリノール結合クラウンエーテル：協同イオン液体抽出系
と発光特性（原子力機構原子力基礎工）○下条晃司郎・岡村浩之・井
村久則・長縄弘親

3B4-28 フッ素原子を導入した糖認識蛍光プローブの開発とその機能評
価（上智大理工）○杉田 巧・土戸優志・橋本 剛・早下隆士

3B4-29 ボロン酸型蛍光プローブ/シクロデキストリン複合体ゲルを用
いた糖識別材料の開発（上智大理工）○鈴木崇人・山田泰士・橋本
剛・早下隆士

3B4-30 ミセル水性二相系を用いた TRDP の創出と分離技術へ応用
（同志社大院理工）○真井隼紀・畦崎克也・橋本雅彦・塚越一彦

3B4-31 細菌検出能を有するフェニルボロン酸/デンドリマー複合体の
開発（上智大理工）○堀内良介・土戸優志・小林広幸・橋本 剛・早
下隆士

座長 壹岐 伸彦（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （3B4-33, 3B4-34, 3B4-35, 3B4-36,

3B4-37, 3B4-38）
3B4-33 細菌識別能を有するジピコリルアミン/デンドリマー複合体の

開発（上智大理工）○笠井祐那・小林広幸・土戸優志・橋本 剛・早
下隆士

3B4-34 フルオロ/ハイドロカーボン有機溶媒二相系を用いた TRDP創
出と分離技術への応用（同志社大院理工）○佐武孝昭・塚越一彦・橋
本雅彦

3B4-35 ジピコリルアミン型比色プローブ/シクロデキストリン複合体

センサーのリン酸類認識における置換基効果（上智大理工）○皆川晶
平・越野杏奈・上村拓也・橋本 剛・早下隆士

3B4-36 選択的イオン認識機能を有するジピコリルアミン型蛍光プロー
ブの開発（上智大理工）○鳥居靖子・澤田真希・藤原章司・橋本
剛・早下隆士

3B4-37 ジピコリルアミン修飾シクロデキストリン複合体の設計と機能
評価（上智大理工）○山田 樹・藤原章司・小林広幸・橋本 剛・早
下隆士

3B4-38 イオン液体水性二相系を用いた TRDP創出と分離技術への応
用（同志社大院理工）○永谷光佑・塚越一彦・橋本雅彦

座長 橋本 雅彦（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （3B4-40, 3B4-42, 3B4-44, 3B4-45）
3B4-40* 生体試料中シアル酸の多変量判別分析用ボロン酸修飾型スカリ
リウム色素の開発（埼大院理工）○大内和希・齋藤伸吾・前田壮志・
中澄博行・COLYER Christa L.・渋川雅美

3B4-42* フェニルボロン酸/デンドリマー複合体による糖認識（上智大
理工）○土戸優志・酒井ゆうき・相武慶介・橋本 剛・早下隆士

3B4-44 2-テノイルトリフルオロアセトン誘導体化学結合型シリカゲル
を用いる希土類金属回収の検討（和歌山大システム工）○岩橋香純・
矢嶋摂子・木村恵一

3B4-45 1つのベンゾフラザン部位と 3つのエチルエステル部位を有す
るカリックス[4]アレーン誘導体の蛍光特性（和歌山大システム工）
○古野雄太・中原佳夫・岩本仁志・木村恵一

クロマトグラフィー・分析試薬・分析材料

座長 早下 隆士（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （3B4-47, 3B4-48, 3B4-49, 3B4-50,

3B4-51, 3B4-52）
3B4-47 PTFEキャピラリーチューブを用いた TRDCの開発と添加剤の
分離へ影響（同志社大院理工）○韓 氷・小林智也・橋本雅彦・塚越

一彦
3B4-48 マイクロ空間内のスラグ流れを利用したキャピラリークロマト
グラフィーの開発（同志社大院理工）○村上峻平・橋本雅彦・塚越一
彦

3B4-49 水-アセトニトリル-酢酸エチル二相系を用いた TRDCにおける
添加剤の影響（同志社大院理工）○川上拓也・島田陽太・真井隼紀・
橋本雅彦・塚越一彦

3B4-50 メトトレキサートに対する選択的吸脱着能を持つ温度応答性分
子インプリントポリマーの開発 (3)（京大院工）○小寺澤功明・内藤豊
裕・久保拓也・大塚浩二

3B4-51 三脚型シッフ塩基で架橋される希土類配位高分子の発光スイッ
チング（東北大院環境）○松原 望・唐島田龍之介・升谷敦子・星野
仁・壹岐伸彦

3B4-52 クラウンエーテル樹脂へのカルシウムの吸着と同位体効果（東
工大原子炉研）○奥村 森・藤井靖彦・小澤正基・梅原さおり

B5 会場
14 号館 1455 教室

資源利用化学

3月27日午前

座長 中田 一弥（9：00 ～9：50 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2B5-01, 2B5-02, 2B5-04）
2B5-01 アルキル化石炭ピッチの溶液および固体物性のアルキル鎖依存

性（中央大院理工・中央大理工）○藤本 翔・福田武司・山形憲一・
山下 誠

2B5-02* 石炭ガス化ガスのガス精製システム検討（大崎クールジェン株
式会社機械グループ）○鹿毛 晋

2B5-04* 酸化鉛触媒を用いる脂肪酸メチルエステルの加圧マイクロ波合

成（崇城大工）○池永和敏・井上貴博・濱田彩加

座長 緒方 啓典（10：00～11：00）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （2B5-07, 2B5-08, 2B5-09, 2B5-11,

2B5-12）
2B5-07 TiO2光触媒を用いたセロビオース分解による 有用物質の生成

（東理大理工）○山本泰広・中田一弥・吉見陽二・寺島千晶・阿部正
彦・坂口謙吾・池北雅彦・藤嶋 昭
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2B5-08 タルク構造をもつシリカ-マグネシアを触媒とするエタノール
から 1, 3-ブタジエンへの一段転換反応（東工大院総理工）○関口泰
正・小山 徹・宮地輝光・本倉 健・馬場俊秀

2B5-09* Glucose transformation reaction to 5-hydroxymethylfurfural in acidic

aqueous and ionic liquid solvents（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.）○Arifin;

PURIPAT, Maneeporn; PARASUK, Vudhichai; YOKOGAWA, Daisuke;

IRLE, Stephan

2B5-11 温和な条件下でキチンを溶解するイオン液体の探索（東農工大
工）○志茂瑞希・阿部 充・大野弘幸

2B5-12 疎水性でセルロースを溶解できるイオン液体の設計:アルキル
鎖長の効果（東農工大工）○佐藤大樹・阿部 充・黒田浩介・國村治
仁・大野弘幸

座長 阿部 充（11：10～12：10）
※ PC接続時間 11：00～11：10 （2B5-14, 2B5-15, 2B5-17, 2B5-18,

2B5-19）
2B5-14 固体触媒を用いたフルフラールからのフルフリルアミン合成

（北陸先端大マテリアル）○水堀邦彦・海老谷幸喜
2B5-15* リグニン系バイオマス 2-pyrone-4,6-dicarboxylic acidを用いた機

能性材料開発（法大大学院理工学研究科・森林総研）○緒方啓典・大
塚祐一郎・中村雅哉

2B5-17 2-pyrone-4,6-dicarboxylic acidを用いた電荷移動錯体の構造およ
び物性(I)（法大大学院理工学研究科・森林総研）○桑名良明・高橋り
え・蛭子絵野・ガガベ ジーン・溝口優司・大塚祐一郎・中村雅哉・
緒方啓典

2B5-18 2-pyrone-4,6-dicarboxylic acidを用いた電荷移動錯体の構造およ
び物性(II)（法大大学院理工学研究科・森林総研）○高橋りえ・桑名良
明・蛭子絵野・ガガベ ジーン・大塚祐一郎・中村雅哉・緒方啓典

2B5-19 2-Pyrone-4,6-Dicarboxylic Acid誘導体の合成および物性評価（法
大大学院理工学研究科・森林総研）○蛭子絵野・桑名良明・高橋り
え・井上和美・大塚祐一郎・中村雅哉・緒方啓典

3月27日午後

座長 亀田 知人（14：30～15：10）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （2B5-34, 2B5-36, 2B5-37）
2B5-34* グリセリン酸化物を利用したポリアミド繊維の着色（阪市工

研）○大江 猛・吉村由利香・中井猛夫
2B5-36 亜臨界水中 DBU存在下による 6-ナイロンの分解（帝京大理工
学部）○柳原尚久・平田滉太・四位一起・榎元志保・榎元廣文

2B5-37 ポリオレフィン由来水素を利用した廃プラスチックの高度ケミ
カルリサイクルシステムの構築（室蘭工大）○篠原猛真・勝倉耀平・
神田康晴・上道芳夫

座長 柳原 尚久（15：20～15：50）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （2B5-39, 2B5-40, 2B5-41）
2B5-39 ポリエチレンテレフタレート/ポリ塩化ビニルターポリンの化
学リサイクル（東北大院環境）○平橋 賢・熊谷将吾・グラウゼ ギ
ド・亀田知人・吉岡敏明

2B5-40 システインを求核体とした塩素化ポリ塩化ビニルの化学修飾
（東北大院環境）○遠藤秋志・グラウゼ ギド・亀田知人・吉岡敏明

2B5-41 水蒸気を用いたポリイミド熱分解における窒素化合物の生成挙

動（東北大院環境）○保坂朋志・熊谷将吾・グラウゼ ギド・亀田知
人・吉岡敏明

環境・グリーンケミストリー

3月28日午前

座長 忽那 周三（9：10 ～9：40 ）
※ PC接続時間 9：00～9：10 （3B5-02）
3B5-02 技術進歩賞受賞講演 高分子分離膜と酵素技術を用いた非可

食バイオマスから糖原料の新規製造技術の開発（東レ先端融合研究
所）○栗原宏征・南野 淳・舩田茂行

3月28日午後

座長 和田 亨（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （3B5-25, 3B5-27, 3B5-29, 3B5-30）
3B5-25* Photoelectrochemical properties of Ni3S4 nanoparticle as a hydrogen

evolution cocatalyst for visible light-driven water splitting（Grad. Sch. Sci.,

Kyoto Univ.）○KIM, Sungwon; YOSHIZUMI, Toshihiro; SAKAMOTO,

Masanori; TERANISHI, Toshiharu

3B5-27* 可視光水酸化用の遷移金属酸化物ナノ粒子担持光アノードの光
触媒活性（京大化研）○吉住年弘・坂本雅典・寺西利治

3B5-29 オルトメタル化四核パラジウム(II)錯体を利用した光還元反応
による水分解（神奈川大理）○厳 寅男・川本達也

3B5-30 ノンイノセント型およびシッフ塩基ニッケル錯体を用いた可視
光による水からの水素製造（神奈川大理・島根大総理工）○井上
哲・片岡祐介・半田 真・川本達也

座長 川本 達也（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （3B5-32, 3B5-33, 3B5-34, 3B5-35,

3B5-36, 3B5-37）
3B5-32 Hierarchical Nanowire Arrays Based on Carbon Nanotubes and

Co3O4 decorated ZnO Composite for Enhanced Photoelectrochemical Water

splitting（Grad. Sch. Chi Sci. and Eng., Hokkaido Univ.; MANA, NIMS）
○LI, Mu; YE, Jinhua

3B5-33 植物灰添加による可視光応答型光触媒 WO3のアセトアルデヒ
ド完全分解（東理大理工）○山口友一・中田一弥・寺島千晶・酒井健
一・酒井秀樹・藤嶋 昭

3B5-34 循環型促進酸化法によるフェノールの改質と分解（東邦大理）
○加茂川恵司・大平裕貴・福嶋智之・大島 茂

3B5-35 Photocatalytic CO2 conversion over alkali modified TiO2 without

loading noble metal cocatalyst（Grad. Sch. Chi Sci. and Eng., Hokkaido

Univ.）○MENG, Xianguang; YE, Jinhua

3B5-36 BiO(ClBr)(1-x)/2Ix solid solutions with controllable band gap engineer-

ing as efficient visible-light photocatalysts for isopropanol degradation（Grad.

Sch. Chi Sci. and Eng., Hokkaido Univ.）○LIU, Guigao; WANG, Tao;

KAKO, Tetsuya; YE, Jinhua

3B5-37 Hematite Films Decorated with Nanostructured Ferric Oxyhydroxide

as Photoanodes for Efficient and Stable Photoelectrochemical Water Splitting

（Grad. Sch. Chi Sci. and Eng., Hokkaido Univ.）○YU, Qing; YE, Jinhua

座長 大島 茂（15：20～16：10）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （3B5-39, 3B5-41, 3B5-42, 3B5-43）
3B5-39* Efficient decomposition of perfluorinated ionic liquid anions using

subcritical and supercritical water（Fac. Sci., Kanagawa Univ.）○HORI,

Hisao; TAKAHASHI, Akihiro; NODA, Yoshinari; SAKAMOTO, Takehiko

3B5-41 セルロース溶解能を有するイオン液体を用いた環境調和型材料
の研究（香川大教育学研究科）○安井雅紀・高木由美子

3B5-42 Task Specific Ionic Liquids as Solvent for Efficient CO2 Capture

（RITE）○CHOWDHURY, Firoz; KATO, Tsuguhiro

3B5-43 グリーン・テクノロジー法を用いた銀ナノ粒子の合成と評価
（株式会社 環境レジリエンス・横国大院環境情報）○長澤 浩・後
藤晟穂・清家隆太・雨宮 隆・伊藤公紀

座長 堀 久男（16：20～16：50）
※ PC接続時間 16：10～16：20 （3B5-45, 3B5-47）
3B5-45* マイクロ波加熱抽出および蒸留による物質分離の分子特異性

（九工大生命体工）○岩橋伸幸・渡邊 瑛・原口峻一・阿部真樹子・
大内将吉

3B5-47 少スケール断熱容器を用いたイソシアン酸フェニルの混合危険
性評価（日大生産工）○松本洋一・吉野 悟・小森谷友絵・坂本恵一

3月29日午前

座長 興津 健二（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4B5-01, 4B5-02, 4B5-04, 4B5-06）
4B5-01 トイレ空間内の尿由来臭（継続臭）発生メカニズム（TOTO総

合研究所 分析技術部）○山本政宏・池田麻衣・伊丹愛子
4B5-02* A new chemiluminescence method for the measurement of chemical

oxygen demand（Grad. Sch. Eng., Osaka Pref. Univ.）○DO, Thi Kim Hue;

TAKENAKA, Norimichi

4B5-04* Measurement of gaseous nitrous acid by surface modified air-dragged

aqua-membrane-type denuder and fluorescence detector（Grad. Sch. Eng.,

Osaka Pref. Univ.）○TRINH, Ha Thai; TAKENAKA, Norimichi

4B5-06 大気エアロゾルの地域間相関性についての考察（大阪市環科
研）○船坂邦弘

座長 八尋 秀典（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4B5-08, 4B5-10, 4B5-11, 4B5-12）
4B5-08* Adsorption of Cd(II) and Cu(II) Ions from Aqueous Solution by

Dendritic Chitosan/Magnetite Micro Particle（Grad. Sch. Env. Sci.,

Hokkaido Univ.）○SAKTI, Satya Candra Wibawa; NARITA, Yasuyuki;

TANAKA, Shunitz

4B5-10 高レベル放射性廃液処理のためのフェロシアン化物ナノ粒子の
TEM 構造解析（名大院工）増田秀樹・稲葉優介・髙橋秀治・竹下健
二○尾上 順

4B5-11 有機カチオンを持つ新規フッ素系界面活性剤の亜臨界水分解反
応（神奈川大理）○横田弘明・堀 久男

4B5-12* 超音波マイクロバブル反応場を利用する芳香族化合物の分解：
無機塩の添加効果（阪府大院工）○興津健二・Uddin Helal

座長 竹中 規訓（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4B5-15, 4B5-16, 4B5-18, 4B5-19）
4B5-15 活性炭の物性が及ぼす水銀吸着性能への影響（愛媛大院理工）

○橘 香・KARAGIANNI ELEUTHERIA・山浦弘之・八尋秀典・幾
島將貴・幾島嘉浩

4B5-16* 粘土や天然ゼオライトからのポルサイト水熱合成による放射性
セシウムの最終貯蔵(3)（防衛大応用化学科）○横森慶信・朝槻一仁・
持丸りほ・有賀 敦・神谷奈津美・西 宏二

4B5-18 Pd-Cu/Al2O3触媒による水溶液中硝酸イオンの水素還元処理に
伴う Pt電極電位変化（産総研環境管理技術）○中山紀夫・高橋正好

4B5-19* アゾベンゼン修飾陽極酸化アルミナ膜を用いた光誘起水浄化・
海水淡水化技術（産総研ユビキタスエネルギー・阪工大工）○藤原正
浩・井村 樹
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B6 会場
14 号館 1456 教室

理論化学・情報化学・計算化学

3月26日午後

化学反応

座長 豊田 和男（13：10～14：10）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （1B6-26, 1B6-27, 1B6-28, 1B6-29,

1B6-30, 1B6-31）
1B6-26 BaO分子の電子状態に関する理論的研究（首都大院理工）○渡
邊紗希・阿部穣里・Geetha Gopakumar・波田雅彦

1B6-27 重原子金属錯体における同位体分別平衡の理論的研究（首都大
院理工・JST CREST・パリ地球物理研究所・東工大原子炉研）○浅井
久瑠美・加藤千図・阿部穣里・波田雅彦・藤井靖彦

1B6-28 透熱ポテンシャルを用いた分子間プロトン移動反応の理論的研
究（金沢大院自然）○堀 優太・井田朋智・水野元博

1B6-29 表面固定化 Ir 触媒による高位置選択的 C-Hホウ素化反応に関

する理論的研究：GRRM/SC-AFIR法の応用（北大院理）○高 敏・前
田 理・村上 遼・岩井智弘・澤村正也・武次徹也

1B6-30 第一原理 Metadynamics法を用いたフッ酸/Si(111)界面での HF

の解離吸着反応の経路探索（阪大院工）○金森仁美・森川良忠・稲垣
耕司・木﨑英年・濱本雄治

1B6-31 Cu(111)面におけるギ酸分解反応の第一原理計算（阪大院工）
○鳥井史郎・Fahdzi Muttaqien・濱本雄治・木崎栄年・稲垣耕司・森
川良忠

ダイナミクス

座長 河合 信之輔（16：00～16：50）
※ PC接続時間 15：50～16：00 （1B6-43, 1B6-45, 1B6-47）
1B6-43* ピラジンの超高速無輻射失活過程における光学禁制 nπ*励起状

態の寄与（東北大院理）○菅野 学・河野裕彦・小関史朗・島倉紀
之・藤村勇一

1B6-45* 擬 1次元人工原子鎖における光誘起過渡電流（日大理工）○佐

甲徳栄・石田 浩
1B6-47 分子スピン制御による断熱的量子計算（阪市大院理）○山本

悟・中澤重顕・杉崎研司・佐藤和信・豊田和男・塩見大輔・工位武治

座長 佐甲 徳栄（17：00～17：40）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1B6-49, 1B6-50, 1B6-52）
1B6-49 モデル DNA 鎖の切断過程の動力学と遷移状態探索（東北大

理・東北大多元研）○菱沼直樹・菅野 学・木野康志・秋山公男・河
野裕彦

1B6-50* 水溶液中のイオンの拡散挙動における環境ダイナミクス（静岡
大理）○河合信之輔・田中明徳・久邇実加子・関根理香

数理化学

1B6-52 配座変調された分子間相互作用を持つ系における Pottsモデル
の平均場理論：配座エネルギーと相転移の次数（鳥取大院工）○早瀬
修一・野上敏材・伊藤敏幸

3月28日午後

材料

座長 阿部 穣里（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （3B6-25, 3B6-26, 3B6-28, 3B6-29,

3B6-30）
3B6-25 アルミノケイ酸塩上にアルカリ金属炭酸塩を担持させたすす燃

焼触媒の反応機構の理論的研究（東大工）○今村友信・牛山 浩・山
下晃一

3B6-26* 第一原理分子動力学法によるオゾン酸化されたポリイソプレン
のメカノケミカル反応（東北大院工・JSTさきがけ）○樋口祐次・尾
澤伸樹・佐藤弘一・久保百司

3B6-28 BaTa1-xNbxO2Nの結晶構造及びバンド構造についての理論的研
究（東大工）○入口広紀・GIORGI Giacomo・山下晃一

3B6-29 ルブレンにおける再配列エネルギーの振電相互作用密度解析
（京大院工・京大 ESICB）○須田翔大・佐藤 徹・田中一義

3B6-30 Liイオン電池負極材料 Ti2Cにおける Liイオンの挿入過程に関

する理論的研究（東大工）○倉橋駿介・牛山 浩・山下晃一

座長 横島 智（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （3B6-32, 3B6-34, 3B6-35, 3B6-36,

3B6-37）
3B6-32* リチウムイオン電池のグラファイト内部，近傍におけるイオン
の分布の解析（京大院工）○笠原健人・佐藤啓文

3B6-34 有機薄膜太陽電池（PCBM/DPP誘導体）界面分子の理論的研

究（東大工）○幡宮慎太郎・藤井幹也・山下晃一

シミュレーション

3B6-35 有機薄膜太陽電池のモルフォロジーと変換効率に関する理論的

研究（東大院工）○川嶋英佑・藤井幹也・山下晃一
3B6-36 第四級アンモニウムヒドロキシド触媒による CO2固定化反応の

理論的解析（北大触セ）○大保政貴・中山 哲・依馬 正・長谷川淳
也

3B6-37 古典分子動力学法によるイオン液体/固体界面の構造解析（阪
大院基礎工）○宮本洋雄・横田泰之・今西哲士・稲垣耕司・森川良
忠・福井賢一

座長 武次 徹也（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （3B6-39, 3B6-41, 3B6-43）
3B6-39* ナトリウムイオン電池の固体電解液相間(SEI)膜形成に対するフ
ルオロエチレンカーボネートの微視的添加剤効果（京大 ESICB・名大
院情報・JST CREST）○竹中規雄・酒井裕史・鈴木雄一・Uppula

Purushotham・長岡正隆
3B6-41* 密度汎関数強結合(DFTB)法とフラグメント分子軌道(FMO)法
の組み合わせ（名大院理・産総研ナノシステム）○西本佳央・フェド
ロフ ドミトリ・イレ ステファン

3B6-43* 分子動力学法による溶媒抽出機構の解明 ～クラウンエーテル
によるアルカリ金属イオンの溶媒抽出～（静岡大創造科学技術大学
院）○仲上祐斗・関根理香

化学反応

座長 中井 浩巳（16：30～17：00）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （3B6-46）
3B6-46 若い世代の特別講演会 揺らぎを露わに考慮可能な計算手法
による凝縮相中の化学反応の理論的解明（琉球大理学部海洋自然科学
科化学系）○東 雅大

3月29日午前

シミュレーション

座長 藤井 幹也（9：40 ～10：20）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （4B6-05, 4B6-06, 4B6-07）
4B6-05 粗視化モデルと分子シミュレーションを用いた分子の自己集合

過程に関する研究（京大工）○吉田悠一郎・佐藤啓文
4B6-06 SAAP力場パラメーターの改良と短鎖ペプチドの分子シミュ
レーション（東海大理）○鈴木智樹・下里 卓・馬部菜月・峯崎俊
哉・岩岡道夫

4B6-07* 抗原抗体解離過程の自由エネルギープロファイル計算法につい
て（東大先端研）○山下雄史

バイオ

座長 東 雅大（10：30～11：30）
※ PC接続時間 10：20～10：30 （4B6-10, 4B6-11, 4B6-12, 4B6-14）
4B6-10 ペプチド結合における新規フラグメント分割方法の検証および

精度評価（立教大院理）○坂口正貴・福澤 薫・渡邉千鶴・望月祐志
4B6-11 フラグメント分子軌道法のインシリコ創薬への応用（日大松戸
歯学部）○福澤 薫・渡邉千鶴・沖山佳生・渡邉博文・本間光貴・望
月祐志・田中成典

4B6-12* 量子化学計算に基づいた大規模タンパク質の振動分光予測（東
工大生命理工）○中田浩弥・Fedorov Dmitri・北浦和夫・中村振一郎

4B6-14* 長距離補正を加えた密度汎関数理論による酸化還元電位の算出
（理研 AICS）○松井 亨・宋 鍾元・平尾公彦・中嶋隆人

3月29日午後

電子状態

座長 鳥居 肇（13：00～13：30）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （4B6-25）
4B6-25 進歩賞受賞講演 多参照電子状態理論の基礎開発および多核

金属酵素への応用（分子研理論計算）○倉重佑輝

座長 倉重 佑輝（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （4B6-29, 4B6-30, 4B6-31, 4B6-32,

4B6-34）
4B6-29 鉄オキソポルフィリンによるオレフィンのエポキシ化反応：四

重項から六重項への系間交差（首都大院理工・JST CREST・奈良女大
院人間文化）○宇梶かすみ・阿部穣里・藤井 浩・波田雅彦

4B6-30 ペプチド基の水和による振動数シフトを表すパラメーターセッ
トの改良（静岡大教育）○鳥居 肇

4B6-31 共有結合性有機構造体の量子化学研究（名大院理）○林 拓・
IRLE Stephan

4B6-32* 時間反転対称性を利用した新規相対論的開殻 Hartree-Fock法の
開発：KUHF法（早大院先進理工）○中野匡彦・清野淳司・中井浩巳

4B6-34 自然軌道を基にした Pederson-Khanna法（NOB-PK法）による
零磁場分裂テンソルのスピン軌道項計算（阪市大院理）○杉崎研司・
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豊田和男・佐藤和信・塩見大輔・工位武治

座長 能登 香（14：50～15：30）
※ PC接続時間 14：40～14：50 （4B6-36, 4B6-37, 4B6-38, 4B6-39）
4B6-36 ビチオフェン誘導体の光学的特性に対する溶媒和効果の理論的

研究（京大工）○丸山健太・中農浩史・佐藤啓文
4B6-37 分子の励起スペクトルに対する溶媒和効果の理論研究（京大

工）○岩川卓矢・佐藤啓文
4B6-38 高強度フェムト秒レーザーにより生じたジヨードアセチレン多
価カチオンの安定性の解明（阪市大院理）○川口貴士・豊田和男・中
島信昭・八ッ橋知幸

4B6-39 遷移金属カルベンカチオンの開殻性と三次非線形光学特性につ
いての理論的研究（阪大院基礎工）○高椋章太・北河康隆・中野雅由

B7 会場
14 号館 1457 教室

有機結晶

3月26日午前

結晶構造

座長 赤染 元浩（9：30 ～10：30）
※ PC接続時間 9：20～9：30 （1B7-04, 1B7-05, 1B7-06, 1B7-08）
1B7-04 Absolute Structure Determination of Chiral bis(2,2’-benzimidazole)

with Axial and Helical Chirarity（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo;

ACCEL, JST; Agilent Technologies; CRC, Hokkaido Univ.; Grad. Sch. Eng.,

Kobe Univ.）○HOSHINO, Manabu; YOSHIOKA, Shota; SATOW,

Takashi; INOKUMA, Yasuhide; FUJITA, Makoto; ARAE, Sachie;

TAKAHASHI, Tamotsu; OGASAWARA, Masamichi; OKAYAMA,

Yoichi; MORI, Atsunori

1B7-05 Nano-gram Scale Crystalline Sponge Method（Grad. Sch. Eng., The

Univ. of Tokyo）○GAO, Jing; FUJITA, Daishi; HOSHINO, Manabu;

SATO, Hiroyasu; INOKUMA, Yasuhide; FUJITA, Makoto

1B7-06* The Structure of Endohedral Metallofullerene Sc2@C66 Having Two

Unsaturated Linear Triquinane Units（Dept. of Chem., Tokyo Gakugei

Univ.; TARA, Univ. of Tsukuba; FIFC, Kyoto Univ.; Bruker BioSpin K. K.;

Dept. of Chem., UC Davis; Sch. of Mat. Sci. Eng., HUST; FAIS）
○SUZUKI, Mitsuaki; YAMADA, Michio; KURIHARA, Hiroki; GUO,

Jing-dong; WAELCHLI, Markus; OLMSTEAD, Marilyn M.; BALCH, Alan

L.; NAGASE, Shigeru; MAEDA, Yutaka; LU, Xing; HASEGAWA, Tadashi;

AKASAKA, Takeshi

1B7-08* 八配位多面体型有機超分子クラスターの対称性（阪大院工）
○佐々木俊之・井田陽子・久木一朗・藤内謙光・宮田幹二

理論計算・結晶成長

座長 植草 秀裕（10：40～11：40）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （1B7-11, 1B7-13, 1B7-15）
1B7-11* レーザートラッピングによるリゾチーム結晶成長のメカニズム

（台湾儀器科技研究中心）○杉山輝樹・杜 静如・柚山健一・増原
宏

1B7-13* Ab initio 分子軌道法による結晶中の Tetrakis(methyltelluro)tetra-

thiafulvalene (TTeC1-TTF)の分子間相互作用の解析（産総研ナノシステ
ム・兵庫県大院生命理・京大化研）○都築誠二・樋口芳樹・佐藤直樹

1B7-15* 多環芳香族分子の結晶構造の理論予測：フェナセン（産総研ナ
ノシステム・豊橋技科大）○新津直幸・小畑繁昭・三浦俊明・下位幸
弘

3月26日午後

分子集合体の構築

座長 津江 広人（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （1B7-29, 1B7-30, 1B7-31, 1B7-32,

1B7-33, 1B7-34）
1B7-29 オルトチエニル置換オクタデヒドロジベンゾ[12]アヌレンの積
層構造と物性（阪大院工）○久木一朗・小坂圭亮・藤内謙光・宮田幹
二

1B7-30 芳香環が非共平面的に集積したperi-アロイルナフタレン化合物
の空間構造:アロイル基上にニトロ基をもつ化合物とその類縁化合物の
結晶構造（東農工大院工）大久真司○岡本昭子・毛利早紀・義若早哉

香・米澤宣行
1B7-31 芳香環が非共平面的に集積したperi-アロイルナフタレン化合物
の空間構造：アロイル基上のフルオロ原子が結晶構造に与える影響
（東農工大院工）毛利早紀・大久真司・義若早哉香・岡本昭子○米澤

宣行
1B7-32 ビピリジルブタジエン類をテンプレートとするポリヨウ化物イ
オンの生成（お茶大院人間文化）○穂積温子・山田眞二

1B7-33 ディスコチック-カラミチック相間で変換可能な超分子混合液

晶：構造変換の直接観察と機構解析（阪府大院工）○山垣 将・岡村
晴之・松本章一

1B7-34 H形状 CTXPホスト分子による包接結晶と 1次元チャネル構造
（東工大院理工）○太田清志・関根あき子・植草秀裕

分子認識

座長 久木 一朗（14：50～16：00）
※ PC接続時間 14：40～14：50 （1B7-36, 1B7-38, 1B7-39, 1B7-40,

1B7-41, 1B7-42）
1B7-36* 医薬品原薬セファクロルの脱水・水和転移挙動の解明（東工大
院理工）○豊島良祐・関根あき子・植草秀裕

1B7-38 クルクミン共結晶におけるホストゲスト相互作用モチーフ（東
工大院理工）○寺岡浩太・関根あき子・植草秀裕

1B7-39 嵩高いウレア構造を有するアミノ酸誘導体の包接結晶の設計と
構造（千葉大院工）赤染元浩○則田直人・松本祥治

1B7-40 N-トリチル-3-ヨードチロシンのtert-ブチルアミン塩の包接結晶
による分子認識（千葉大院工）赤染元浩○池ヶ谷誠斗・松本祥治

1B7-41 DL-フェニルアラニルグリシン保護体の合成、結晶構造、およ
び気体吸着挙動（京大院人環）○浅井悠志・Kochunnoonny Manoj・
高橋弘樹・田村 類・津江広人

1B7-42 配位不飽和なマグネシウムポルフィリンの結晶構造と気体吸着
特性（京大院人環）○桶谷龍成・高橋弘樹・田村 類・津江広人

分子集合体中の反応

座長 林 直人（16：10～17：00）
※ PC接続時間 16：00～16：10 （1B7-44, 1B7-45, 1B7-46, 1B7-47,

1B7-48）
1B7-44 講演中止
1B7-45 X-Ray Identification of Reversible Michael Adducts by the Crystalline

Sponge Method（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○DUPLAN,

Vincent; SATO, Hiroyasu; HOSHINO, Manabu; INOKUMA, Yasuhide;

FUJITA, Makoto; HONDA, Tadashi

1B7-46 アザアントラセンとナフトールの混合摩砕による分子配列制御
と固相光二量化反応（お茶大院人間文化）○赤澤理加・山田眞二

1B7-47 チミン誘導体結晶の[2+2]光環化付加による可逆的トポケミカ
ル重合（早大院先進理工）○宇田川瑛弘・Priscilla Johnston・齋藤
敬・佐近 彩・豊島良祐・植草秀裕・小島秀子・朝日 透

1B7-48 ジアセチレンナノ結晶の光誘起重合過程の解析（愛媛大院理

工）○山岡洋平・小倉由美・小野寺恒信・及川英俊・朝日 剛

3月27日午前

吸収・発光

座長 務台 俊樹（9：00 ～9：40 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2B7-01, 2B7-02, 2B7-03）
2B7-01 ジベンゾイルメタンフッ化ホウ素錯体の結晶生成過程における

蛍光およびラマンスペクトル変化（信州大教育・パリ 13大）○伊藤冬
樹・鈴木雪乃・藤森隼一・狭川雄大・安國良平・ラミー ドゥ ラ
シャペル マーク

2B7-02 Solid-State Emission of Zwitterionic 1-(3-Oxypyridin-2-yl)-imidazo-

lium Salts with Polymethylene Chains（Grad. Sch. Eng. Sci., Osaka Univ.）
○YOSHIDA, Atsushi; KOMIYA, Naruyoshi; NAOTA, Takeshi

2B7-03* 発光特性を支配するジアロイルメタナートボロンジフロリド誘
導体の分子間相互作用（阪府大院工・阪府大分子エレクトロニックデ
バイス研）○酒井敦史・太田英輔・松井康哲・池田 浩

座長 北村 千寿（9：50 ～10：50）
※ PC接続時間 9：40～9：50 （2B7-06, 2B7-08, 2B7-10）
2B7-06* スルホニルアニリン骨格を基盤とする push-pull 型分子の合成
と構造および蛍光特性（山形大院理工）○別部輝生・冨口紘輔・片桐
洋史

2B7-08* ハロゲン置換（X = F, Cl, Br, I)ジフェニルへキサトリエンの結
晶構造と発光特性（産総研）○園田与理子・後藤みどり・古部昭広・
矢口かおり・佐々木史雄・松本祐樹・下位幸弘・阿澄玲子

2B7-10* 2-アミノカルコンエポキシドの固体発光性と化学反応性（広島
大院教育）○網本貴一・長谷清史

座長 網本 貴一（11：00～11：40）
※ PC接続時間 10：50～11：00 （2B7-13, 2B7-14, 2B7-15, 2B7-16）
2B7-13 1,4-ジプロポキシ-9,10-アントラキノン結晶多形の分子軌道計算
による色調の解析（滋賀県大工・神戸大院システム情報）○北村千
寿・李 思寧・竹原宗範・井上吉教・藤本和宏

2B7-14 4-クロロベンジル基を有する 2,5-ジアミノ-3,6-ジシアノピラジ
ン色素の溶媒和結晶における分子間相互作用（横国大院環境情報）
○阿久根陽子・広沢理紗・松本真哉

2B7-15 4-メチルベンジル基を有する 2,5-ジアミノ-3,6-ジシアノピラジ
ン色素の結晶多形の光学特性（横国大理工学部）○広沢理紗・阿久根
陽子・松本真哉

2B7-16 ハロゲン結合によるサリチリデンアニリン誘導体共結晶のホト
クロミズム抑制（東工大院理工）○杉山晴紀・関根あき子・植草秀裕
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3月27日午後

磁性・誘電性

座長 今井 喜胤（14：30～15：30）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （2B7-34, 2B7-35, 2B7-36, 2B7-37,

2B7-38, 2B7-39）
2B7-34 非対称アルキルアセン骨格を有する有機半導体材料の合成と構
造および FET 特性（山形大院理工・東海理化）○小川雄太・三浦千
代・野畑直樹・儘田正史・時任静士・片桐洋史

2B7-35 電荷移動錯体結晶中での極性ドナー分子の運動と誘電物性（北
大院総合化学・北大院理）○佐藤祥太・原田 潤・高橋幸裕・稲辺
保

2B7-36 極性アクセプタ分子からなる電荷移動錯体結晶の構造相転移と
誘電応答（北大院総合化学・北大院理）○大谷将基・原田 潤・高橋
幸裕・稲辺 保

キラリティ

2B7-37 3,4-ジフェニルスクシンイミドの固気反応による不斉発現と増
幅（千葉大院工）○國土由衣・石川紘輝・笠嶋義夫・三野 孝・坂本
昌巳

2B7-38 動的結晶化を伴うアミノ酸誘導体の不斉合成（千葉大院工）坂
本昌巳○梶 優輝・石川紘輝・笠嶋義夫・三野 孝

2B7-39 温度制御顕微鏡システムを用いる優先富化現象を誘起する多形
転移の直接観察（京大院人環）○高橋弘樹・岩間世界・盛田陽子・
Stéphane Veesler・津江広人・田村 類

座長 片桐 洋史（15：40～16：40）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （2B7-41, 2B7-43, 2B7-45, 2B7-46）
2B7-41* 2 回らせんをもつアラニン結晶の旋光性と構造の関係（早大院
先進理工）○石川和彦・田中真人・城 始勇・小島秀子・朝日 透

2B7-43* 光屈曲性サリチリデンフェニルエチルアミン結晶のキラル光学
特性（早大院先進理工）高鍋彰文・田中真人・上本紘平・植草秀裕・
森 直・城 始勇○小島秀子・朝日 透

2B7-45 複素環ユニットを有する芳香族カルボン酸/アミン系超分子ホ
スト錯体の生成と置換基効果（近畿大理工・東理大）○北村沙也香・
若林卓志・田端秀行・黒田玲子・今井喜胤

2B7-46 アキラルな拡張π電子系フェナントリルカルボン酸とアキラル
なアミン分子を用いた超分子有機発光体の生成挙動（近畿大院総理

工・大分大・東理大・奈良先端大）○西川智貴・谷口直哉・原田拓
典・黒田玲子・藤木道也・今井喜胤

C1 会場
6 号館 633 教室

コロイド・界面化学

3月26日午前

座長 寺西 利治（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1C1-01, 1C1-02, 1C1-03, 1C1-04,

1C1-05, 1C1-06）
1C1-01 CuInS2ナノ粒子のシリカ粒子への担持と蛍光安定性の評価（東

理大工）○齋藤雄介・遠藤洋史・河合武司
1C1-02 長鎖アミドアミン誘導体を利用した種々の有機溶媒に分散した

Auナノ粒子の調製（東理大工）○福田晋大・遠藤洋史・河合武司
1C1-03 融合成長による Pt-Au 合金ナノ粒子の合成（千葉大院融合）

○伊藤圭実・羽石 力・上原伸夫・森田 剛
1C1-04 スパッタ法によるポリエチレングリコール中への金ナノ粒子調

製における末端置換基効果（千葉大院融合）○木村聡志・畠山義清・
十代 健・森田 剛・西川恵子

1C1-05 樹状高分子を鋳型とした量子サイズ金属酸化物クラスターの合

成とその基礎物性（東工大資源研）○猪股雄介・アルブレヒト 建・
成毛治朗・山元公寿

1C1-06 Structural characterization of ligand-protected gold clusters by X-ray

absorption spectroscopy（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo; ESICB, Kyoto

Univ.; Fac. Sci., Tokyo Univ. of Sci.）○YAMAZOE, Seiji; TAKANO,

Shinjiro; MATSUO, Shota; KURASHIGE, Wataru; NEGISHI, Yuichi;

TSUKUDA, Tatsuya

座長 河合 武司（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1C1-08, 1C1-09, 1C1-10, 1C1-11,

1C1-12, 1C1-13）
1C1-08 チオシアン酸銀の還元により合成される銀ナノシェルの粒径お
よびシェル厚の制御（和歌山大システム工）○横峯翔一・門 晋平・
木村恵一

1C1-09 Au/ZnS ヘテロ構造ナノ粒子の合成と可視光励起電荷分離（京
大院理）○木村仁士・坂本雅典・古部昭広・寺西利治

1C1-10 様々な種類の保護剤を含む非極性溶媒を用いる流動油面上真空

蒸着法によって合成された銀ナノ粒子の特性評価（和歌山大システム
工）○家永隆史・中原佳夫・木村恵一

1C1-11 配位子交換に誘起された CdSeナノロッドの配向組織化とゲル
形成（奈良先端大物質）○谷口祐基・中嶋琢也・河合 壯

1C1-12 両親媒性シクロデキストリン架橋ナノ粒子を分散安定剤に用い
た乳化重合による複合ポリマー粒子の作製（阪工大工）川野真太
郎○田中章仁・下村 修・佐藤博文・靜間基博・野村良紀・小野大助

1C1-13 金ナノ粒子表面に吸着する有機分子の結合定数（京工繊大院工
芸）○松本郁子・内藤康彬・中西英行・則末智久・宮田貴章

座長 遠藤 洋史（11：20～12：00）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1C1-15, 1C1-17）
1C1-15* 構造色バルーンの刺激応答性（京大院工・JSTさきがけ）○東
口顕士・井上雅文・小田智博・今井 純・松田建児

1C1-17* 有機分子のアセチリド化によるナノワイヤー作成：各種置換基
の影響と機能性分子のナノワイヤー化（明星大理工）○西條純一・和

田友明・石崎真也・若杉崇志・奥山隼斗・坂下大樹・佐々木一樹

3月26日午後

座長 根岸 雄一（13：10～14：10）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （1C1-26, 1C1-28, 1C1-30）
1C1-26* アンモニアの電極酸化反応における鉄族ナノ合金の触媒特性

（九大 I2CNER）○北野 翔・平間美奈子・山本知一・松村 晶・山内
美穂

1C1-28* 金ナノ粒子の錯化溶解に基づくプラズモン誘起電荷分離の酸化
力評価（東大生研）○西 弘泰・立間 徹

1C1-30* Synthesis of Copper Fine Particles and Study of Oxidative Preheating

Process for Obtaining Highly Conductive Copper Films（Grad. Sch. Eng.,

Hokkaido Univ.）○YONG, Yingqiong; MATSUBARA, Masaki;

TSUKAMOTO, Hiroki; YONEZAWA, Tetsu

座長 蟹江 澄志（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （1C1-33, 1C1-35, 1C1-37, 1C1-38）
1C1-33* 二酸化炭素および窒素に応答して水中分散状態制御可能な有

機/無機複合微粒子の創製（神戸大院工）○北山雄己哉・竹内俊文
1C1-35* 新規 fcc 構造を有するルテニウムナノ粒子の合成とその物性

（京大院理）○草田康平・山本知一・松村 晶・佐藤勝俊・永岡勝
俊・Rosantha Kumara・坂田修身・北川 宏

1C1-37 相互作用点を有する多孔性金属錯体内でのナノ粒子合成（甲南
大 FIRST）○髙嶋洋平・佐藤泰士・鶴岡孝章・赤松謙祐

1C1-38 高アスペクト比双晶金ナノロッドの合成法（産総研ナノシステ
ム・JSTさきがけ）○武仲能子

座長 赤松 謙祐（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （1C1-40, 1C1-42, 1C1-44, 1C1-45）
1C1-40* 酸化鉄ナノ粒子の結晶構造変態によるイプシロン相形成とその

磁気特性（東北大多元研）○中谷昌史・西田 怜・村松淳司
1C1-42* 単分散球状 CdS ナノ粒子を内部コロナとする液晶性有機無機
ハイブリッドデンドリマー：自己組織性集積体の蛍光特性評価（東北
大多元研・シェフィールド大学）○蟹江澄志・松原正樹・Stevenson

Warren・Zeng Xiangbing・村松淳司・Ungar Goran

1C1-44 ポリスチレン粒子膜への UV 照射による中空化技術: 粒子の濡

れ性の影響（東理大工）○高橋実和・遠藤洋史・河合武司
1C1-45 ポリスチレン粒子膜への UV 照射による中空化技術: 入射角の
影響（東理大工）○霧生貴裕・遠藤洋史・河合武司

座長 中谷 昌史（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （1C1-47, 1C1-48, 1C1-49, 1C1-50,

1C1-51, 1C1-52）
1C1-47 先鋭構造をもつ金銀ナノ粒子の迅速簡便な合成法と電場増強特

性（京府大生命環境科学研究科）山口貴久・熊谷圭祐○石田昭人
1C1-48 磁気分離とプラズモンイメージングの機能を有した Ag@Fe-

Co@Agダブルシェル型ナノ粒子（北陸先端大マテリアル）○高橋麻
里・モハン プリヤンク・中出暁子・モット デリック・松村和明・
濱田 勉・前之園信也

1C1-49 スルファニルアニリン誘導体を用いた金クラスターおよび金ナ
ノ粒子の一段階創製と分光特性（鹿児島大院理工）青木龍太郎○蔵脇
淳一

1C1-50 電位応答型局在表面プラズモン共鳴センサの開発（東大生研）
○秋吉一孝・片木 優・数間恵弥子・西 弘泰・立間 徹

1C1-51 金コア-サテライトナノ構造体基板の作製および光学特性（甲
南大 FIRST）○川上貴也・大出健太郎・髙嶋洋平・鶴岡孝章・赤松謙
祐

1C1-52 多孔性シリカ被覆金ナノロッドの近傍に存在する化合物の分光
学特性に与える影響（和歌山大システム工）○武田涼子・中原佳夫・
玉井聡行・木村恵一

3月27日午前

座長 遠藤 健司（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2C1-01, 2C1-03, 2C1-04, 2C1-05,

2C1-06）
2C1-01* Discrete DNA-Functionalized Gold Nanoparticle Assemblies with a

Beads-on-a-String-Like Structure: Interparticle Distance Modulated by Term-
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inal Single-Base Pairing（RIKEN Bioengineering Laboratory）
○AKIYAMA, Yoshitsugu; SHIRAISHI, Shota; WANG, Guoqing;

TAKARADA, Tohru; MAEDA, Mizuo

2C1-03 ペプチドデンドリマー置換基を有するチオラート修飾金クラス
ターの合成（京大院工）○石橋幸典・磯﨑勝弘・高谷 光・中村正治

2C1-04 イメージングプローブを指向した金属アイランド粒子のラマン
シグナル／蛍光増強能の解析（日大院理工）○上岡理央・須川晃資・
大月 穣

2C1-05 コア‐シェル構造体の作製を目的とした金属ナノ結晶表面上で
の多孔性有機金属錯体の選択的成長（甲南大 FIRST）○大橋卓史・鶴
岡孝章・髙嶋洋平・赤松謙祐

2C1-06 粒子-分散剤 酸塩基相互作用の分散性への影響（ノリタケカン
パニーリミテド技術開発部）○岡部一幸

座長 大月 穣（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2C1-08, 2C1-09, 2C1-10, 2C1-11,

2C1-12, 2C1-13）
2C1-08 超高保磁力を有するイプシロン型酸化鉄の第一原理計算（東大
院理）○吉清まりえ・生井飛鳥・大越慎一

2C1-09 Niナノ粒子の粒径制御合成及びその磁気特性の評価（豊田中
研）○矢次健一・石崎敏孝・明渡邦夫

2C1-10 L10-FePd/α-Feナノコンポジット磁石における磁気特性の結晶
粒径依存性（京大化研・トヨタ自動車株式会社先端材料技術部）○松
本憲志・佐藤良太・チュイン タントゥイ・佐久間紀次・寺西利治

2C1-11 ケイ酸水溶液のゲル化へ及ぼす磁場の効果（信州大院総合工・
富士化学株式会社チーム 21）○笹原茂生・貝田恵一朗・尾関寿美男

2C1-12 ヨウ化銀ナノ粒子の相挙動とイオン伝導性の圧力効果（京大院
理・JST CREST・JASRISPring-8）○山本貴之・小林浩和・前里光彦・
大石泰生・平尾直久・北川 宏

2C1-13 有機溶媒／固体界面に形成する水吸着層を反応場としたチタニ
ア薄膜の調製 -有機溶媒種の影響-（東理大理工）○釼持大志朗・遠藤
健司・鳥越幹二郎・酒井健一・阿部正彦・酒井秀樹

座長 磯﨑 勝弘（11：20～12：00）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2C1-15, 2C1-16, 2C1-17, 2C1-18）
2C1-15 オリゴエチレングリコール誘導体で被覆された金ナノ粒子が示
す温度応答性凝集挙動（北大院総合化学）○飯田 良・新倉謙一・三
友秀之・居城邦治

2C1-16 Pt 骨組みに囲まれた Niナノ粒子生成過程の解明（滋賀県大
工）○長尾 歩・東嶺孝一・岩本多加志・ジョン クヤ・前之園信
也・宮村 弘・バラチャンドラン ジャヤデワン

2C1-17 Synthesis and catalytic properties of size-controlled PdRu nanoalloy

（Grad. Sch. Sci., Kyoto Univ.）○WU, Dongshuang; KUSADA, Kohei;

KITAGAWA, Hiroshi

2C1-18 形状異方性を有する ZnS-AgInS2ナノ結晶の合成と光学特性
（名大院工）○深津明弘・亀山達矢・桑畑 進・鳥本 司

3月27日午後

座長 高谷 光（13：10～14：40）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （2C1-26, 2C1-27, 2C1-29, 2C1-31,

2C1-33）
2C1-26 超構造の構築を目指したπ共役分子保護ナノ粒子の合成（京大
院理・京大化研）○山岡 智・坂本雅典・寺西利治

2C1-27* Structural control of gold clusters using porphyrin derivatives（Grad.

Sch. Sci., Kyoto Univ.）○EGUCHI, Daichi; SAKAMOTO, Masanori;

TERANISHI, Toshiharu

2C1-29* サブナノ貴金属クラスターの原子数制御合成と特異的触媒機能
（東工大資源研・国際基督教大）○北澤啓和・今岡享稔・アルブレヒ
ト 建・田 旺帝・幸福 卓・山元公寿

2C1-31* 液体ガリウムナノ粒子を前駆体とした酸化ガリウムナノ粒子の
作製（北大院総合化学・北大院理）○須藤慎也・小門憲太・佐田和己

2C1-33* 銀ナノキューブを用いた ZnOナノワイヤ/PbS 量子ドット固体
太陽電池の効率増強（東大生研・東大先端研）○川脇徳久・齋藤滉一
郎・王 海濱・久保貴哉・中崎城太郎・瀬川浩司・立間 徹

座長 井村 知弘（17：00～17：50）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （2C1-49, 2C1-50, 2C1-51, 2C1-52,

2C1-53）
2C1-49 パスタ表面における濡れ現象のダイナミクス（山形大院理工）
大山太郎・眞山博幸○野々村美宗

2C1-50 長距離配向秩序を持つオニオン相の形成条件とラメラ-オニオ
ン-ラメラ転移（首都大院理工）○釘崎 栞・川端庸平・加藤 直

2C1-51 単鎖型糖脂質のコアゲル形成に与える電解質と凍結技法の組み
合わせ効果（関西学院大理工・慶大理工）○小河重三郎・古賀舞都・
朝倉浩一・高橋 功・小山内州一

2C1-52 単一鎖長ポリオキシエチレン系非イオン性界面活性剤に導入し
たポリオキシプロピレン鎖の会合体形成に及ぼす影響（奈良女大院人
間文化）○矢田詩歩・吉村倫一

2C1-53 パラフィン系潜熱蓄熱材の相状態と蓄熱性能の相関性（信州大
工）○鈴木 慧・酒井俊郎

座長 平 敏彰（18：00～18：40）
※ PC接続時間 17：50～18：00 （2C1-55, 2C1-56, 2C1-57, 2C1-58）
2C1-55 四級アンモニウム塩系ジェミニ型イオン液体の合成と物性（奈

良女大理）○河合里紗・吉村倫一
2C1-56 乳酸系両親媒性高分子ミセル形成に関する研究（奈良先端大物

質・島津製作所）○尾上文哉・松井勇人・多田 優・川辺隆志・小関

英一
2C1-57 高分子ミセルに内包された蛍光色素を利用した金属イオンセン
シング（高知大院総合人間自然科学）○中尾美智・林出明子・波多野
慎悟・渡辺 茂

2C1-58 E-field Driven Liquid Crystal with Rewritable Memory of Reflection

Color（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○TOKUNAGA, Shoichi;

ITOH, Yoshimitsu; AIDA, Takuzo

3月28日午前

座長 原野 幸治（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3C1-01, 3C1-02, 3C1-03, 3C1-04,

3C1-05, 3C1-06）
3C1-01 繊維状ウイルスとゼラチンからなる液晶性ハイドロゲルの調製
と特性評価（東工大院理工）○柳町みゆき・澤田敏樹・芹澤 武

3C1-02 繊維状ウイルスが配向した液晶性フィルムの調製と特性評価
（東工大院理工）○村田裕太・澤田敏樹・丸林弘典・野島修一・森川
淳子・芹澤 武

3C1-03 光応答性分子を導入した繊維状ウイルスが形成する液晶構造
（東工大院理工）○野原崇稔・澤田敏樹・芹澤 武

3C1-04 自走する蛋白質マイクロチューブの合成（中央大理工）○小早
川聡史・小松晃之

3C1-05 ボロン酸ポリマーとの会合・解離を利用した糖脂質分子の結晶
多形制御と自己集合形態制御 ～単分子膜有機ナノチューブの高効率

合成に向けて～（産総研ナノシステム）○亀田直弘・増田光俊・清水
敏美

3C1-06 ボロキシンナノチューブの創製 ～湿度に応答した形態可変と
ゲスト放出～（産総研ナノシステム）○亀田直弘・増田光俊・清水敏
美

座長 亀田 直弘（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3C1-08, 3C1-09, 3C1-10, 3C1-12,

3C1-13）
3C1-08 大面積で一義的に配向したらせん空孔を有する共有結合フレー
ムワーク（1）：非線形光学材料としての応用（理研 CEMS）○東瀬壮
慶・李 春姫・趙 ジュンイル・山田邦代・石田康博

3C1-09 大面積で一義的に配向したらせん空孔を有する共有結合フレー
ムワーク（2）：ランタノイドを含有する複合体の構造と機能（理研
CEMS）○東瀬壮慶・李 春姫・趙 ジュンイル・山田邦代・石田康博

3C1-10* Cooperative Self-Assembly of Gold Nanoparticles on the Hydro-

phobic Surface of Fullerene Bilayer Vesicles in Water（Grad. Sch. Sci., The

Univ. of Tokyo; CREST, JST）GORGOLL, Ricardo Mizoguchi;

○HARANO, Koji; NAKAMURA, Eiichi

3C1-12 Controlled Self-Assembly of Gold Nanoparticles on Fullerene Vesicles

by Surface Modification（The Univ. of Tokyo Department of Chemistry,

Graduate School of Science; CREST, JST）○TSUBOTA, Takuya;

GORGOLL, Ricardo Mizoguchi; HARANO, Koji; NAKAMURA, Eiichi

3C1-13 イオン液体中における非イオン性界面活性剤の会合体形成と金
属ナノ粒子合成への応用（奈良女大生活環境・京大院工）○原田雅
史・浅野ちひろ・堀口詩織・西条賢次

座長 池田 太一（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3C1-15, 3C1-16, 3C1-17, 3C1-19）
3C1-15 Soft materials based on the macroscopic ordering of charged

nanosheets (1): Anisotropic hydrogel with electrostatic repulsion between

cofacially aligned nanosheets（RIKEN CEMS）○SANO, Koki; LIU,

Mingjie; EBINA, Yasuo; SASAKI, Takayoshi; ISHIDA, Yasuhiro; AIDA,

Takuzo

3C1-16 Soft materials based on the macroscopic ordering of charged

nanosheets (2): Photonic crystals with extra-high water content（RIKEN

CEMS）○SANO, Koki; KIM, Younsoo; EBINA, Yasuo; SASAKI,

Takayoshi; ISHIDA, Yasuhiro; AIDA, Takuzo

3C1-17* 三角形アゾベンゼン誘導体の自己集合による赤色蛍光性ファイ
バー（鳥取大院工）○ハン ミナ・Cho Sung June・則包恭央・清水正
毅・木村彰憲・玉川智一・松浦和則・関 隆広

3C1-19* ポリマーグラフト有機金属多面体（京大 iCeMS）○細野暢彦・
松田亮太郎・北川 進

3月28日午後

座長 HAN Mina（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3C1-28, 3C1-30, 3C1-32）
3C1-28* Oxyanionic Template-assisted Photopolymerization for Site-selective

Adhesion of Molecular Glue（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）
○HATANO, Junichi; OKURO, Kou; AIDA, Takuzo

3C1-30* ’Chain-Growth’ Supramolecular Polymerization of C5-symmetric

Corannulene（The Univ. of Tokyo）○KANG, Jiheong; MIYAJIMA,

Daigo; AIDA, Takuzo

3C1-32* 折り畳み点の化学構造がチオフェンナノシート形成に与える影
響（物材機構）○池田太一
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座長 越山 友美（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3C1-35, 3C1-36, 3C1-37, 3C1-38,

3C1-39, 3C1-40）
3C1-35 分子認識空間内可変部位を有する蛍光性抗生物質インプリント
ポリマーの合成（神戸大院工）○大下梓紗・砂山博文・北山雄己哉・
竹内俊文

3C1-36 複数の可逆的結合部位をもつ肝臓がんバイオマーカータンパク
質インプリント空間の構築（神戸大院工）○堀川 諒・砂山博文・北
山雄己哉・竹内俊文

3C1-37 原子移動ラジカル重合による Carcinoembryonic antigen特異的蛍
光検出可能なインプリントポリマーナノ粒子の作製（神戸大院工）
○ピーターソン コートニー・砂山博文・北山雄己哉・竹内俊文

3C1-38 二酸化炭素および窒素導入によって分子認識能の ON/OFF制
御が可能なタンパク質インプリントコアシェル粒子の合成（神戸大院
工）○磯村 学・北山雄己哉・竹内俊文

3C1-39 分子インプリントポリマーを用いた 2-アントラセンカルボン酸
キラル光反応場の構築（神戸大院工）○中井智史・高野恵里・砂山博
文・北山雄己哉・西嶋政樹・井上佳久・和田健彦・竹内俊文

3C1-40 外部環境により骨格構造が変化するアミノ酸由来ポリマーの新
規合成とその特性（同志社大院理工）○麻生英理・古賀智之・東 信

行

座長 生越 友樹（15：50～16：40）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （3C1-42, 3C1-43, 3C1-44, 3C1-45,

3C1-46）
3C1-42 フェロセン修飾界面活性剤混合系における分子集合形態の電気
化学的制御（東理大工）○池田絢霞・高橋 裕・近藤行成

3C1-43 熱応答性を示す白色発光型ボロン酸エステル粒子の調製（首都
大都市環境科学研究科）○小澤歩未・清水 藍・西藪隆平・久保由治

3C1-44 膜ドメイン構造を利用した光捕集系の構築（九大院理）○波多
江 達・越山友美・大場正昭

3C1-45 ドキソルビシンを導入した DNAナノチューブの合成と抗がん
活性（中央大理工）○山田知佳・秋山元英・小松晃之

3C1-46 異種の高分子カプセル間の一次元融合を利用した新規ヘテロ
チューブの作製（阪大院工）○稲田清孝・木田敏之・明石 満

座長 高橋 裕（16：50～17：40）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （3C1-48, 3C1-49, 3C1-50, 3C1-51,

3C1-52）
3C1-48 大きな永久双極子を有する液体の超分子ゲル化と誘電特性（九
大工）○山本凌輔・南 祐介・HUI JOSEPH K.-H.・森川全章・君塚
信夫

3C1-49 自己組織化ボロネートヒドロゲルの疎水化とその色素吸着特性
（首都大院都市環境）○西藪隆平・小川雄大・久保由治

3C1-50 分子認識を基盤とした高吸水性ポリマーマイクロ粒子の集積挙

動（阪大院理）○伊丹隆浩・橋爪章仁・山口浩靖・原田 明
3C1-51 自己集合性アントラセンイミド誘導体の合成とその性質（首都
大都市環境）○飯塚俊介・齋藤智紀・西藪隆平・久保由治

3C1-52 Pillar[6]areneの集積化による 2次元超分子シートの構築（金沢
大院自然・JSTさきがけ）○生越友樹・吉越久美子・山岸忠明

3月29日午前

座長 鈴木 正浩（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4C1-01, 4C1-02, 4C1-03, 4C1-04,

4C1-05, 4C1-06）
4C1-01 キラル体およびラセミ体の含フッ素ゲル化剤のゲル化能と分子

配列（お茶大院人間文化・愛媛大院理工・東邦大理）○野上栄美子・
矢島知子・佐藤久子・山岸晧彦

4C1-02 エチレンパーフルオロアルキル基を有する含フッ素キラルゲル
化剤の合成とその物性（お茶大院人間文化・愛媛大院理工・東邦大
理）○田淵恵里香・矢島知子・佐藤久子・山岸晧彦

4C1-03 振動円二色性分光法を用いたゲル形成過程の解析（愛媛大院理

工・お茶大院人間文化・東邦大理）○佐藤久子・矢島知子・山岸晧彦
4C1-04 オリゴ（エチレングリコール）鎖をもつ没食子酸を連結した芳

香族化合物の LCST挙動（山形大工）○新井雅人・伊藤和明
4C1-05 アントラセンを有するポリ(アリールエーテル)デンドロン誘導
体のゲル化特性と凝集誘起発光（山形大工）○安藤倫朗・伊藤和明

4C1-06 ボロネートゲル中におけるアップコンバージョン特性の評価
（首都大都市環境）○松本寛人・神谷夕夏・善積貴也・西藪隆平・久
保由治

座長 矢島 知子（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4C1-08, 4C1-10, 4C1-12）
4C1-08* 感熱応答性を有するシクロデキストリンナノゲル溶液の増粘制
御（阪市工研）○川野真太郎・小野大助・佐藤博文・靜間基博・木田
敏之・明石 満

4C1-10* 柔軟なアントラセン二量体を骨格にもつ光剥離型接着材料の開

発と界面における剥離現象の解析（名大院理・名大WPI-ITbM・JST-

さきがけ・名大院工）○信末俊平・齊藤尚平・津坂英里・原 光生・
山口茂弘

4C1-12* 3D Proton and Lithium Transport in Zwitterionic Liquid Crystals

（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○SOBERATS REUS, Bartolome;

YOSHIO, Masafumi; ICHIKAWA, Takahiro; OHNO, Hiroyuki; KATO,

Takashi

座長 芹澤 武（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4C1-15, 4C1-16, 4C1-17, 4C1-18,

4C1-19, 4C1-20）
4C1-15 Eu(III)錯体ゲル化剤を用いたアミン系蒸気の検出（信州大院

工）○佐々木純平・鈴木正浩・英 謙二
4C1-16 2 種のホルムアルデヒド検出用ゲル化剤の開発と検出能力（信

州大院工）○吉村飛鳥・鈴木正浩・英 謙二
4C1-17 混合溶媒ゲル/固体界面での溶媒分布の不均一性（山形大工）

○本間司馬・佐野正人
4C1-18 核酸塩基間の相互作用を利用したゲル接着システムの構築（阪
大院理）○中畑雅樹・高島義徳・原田 明

4C1-19 単糖の効率的官能基化とゲル化特性（九大産学連携センター・
九州先端研・日産化学）○小野文靖・平田 修・一丸恵子・猿橋康一
郎・新海征治・渡邊久幸

4C1-20 新規な非対称 1,2-ジアミノシクロヘキサン誘導体の合成とゲル
化特性の評価（信州大）○中川晴香・英 謙二・鈴木正浩

3月29日午後

座長 小野 文靖（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （4C1-28, 4C1-29, 4C1-30, 4C1-31,

4C1-32, 4C1-33）
4C1-28 両親媒性トリスウレアのヒドロゲル化と機能評価（静岡大院

理）○竹下樹里・箭内一繁・山中正道
4C1-29 両親媒性トリスウレア分子による塩基性緩衝液のゲル化（静岡
大院理）○佐野周平・原矢奈々・山中正道

4C1-30 cis-1,3,5-シクロヘキサントリカルボン酸および 1,3,5-ベンゼント
リカルボン酸誘導体を基盤とした新規ハイドロゲル化剤の合成とゲル
化特性（信州大繊維）○柏川達也・鈴木正浩・英 謙二

4C1-31 アミノ酸を基盤とした官能基含有ゲル化剤の合成と特性評価
（信州大院工）○佐野真由・鈴木正浩・英 謙二

4C1-32 セルロースナノ結晶存在下で酵素合成したスポンジ状セルロー
スの特性評価（東工大院理工）○秦 裕樹・澤田敏樹・芹澤 武

4C1-33 水溶性高分子存在下で酵素合成したスポンジ状セルロースの特
性評価（東工大院理工）○小泉太郎・澤田敏樹・芹澤 武

座長 山中 正道（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （4C1-35, 4C1-37, 4C1-38, 4C1-39,

4C1-40）
4C1-35* L-リシン型低分子ゲル化剤による機能性超分子ゲル（信州大大
学院総合工学系研究科、大学院理工学系研究科）○鈴木正浩・早川勇
太・英 謙二

4C1-37 超安定ラジカルを含む低分子ゲル化剤の開発とその性質（信州
大繊維）○藤沢靖也・鈴木正浩・英 謙二

4C1-38 L-イソロイシンを基盤としたスルホベタイン基を持つ低分子ゲ
ル化剤の開発（信州大繊維）○佐伯啓太・英 謙二・鈴木正浩

4C1-39 シクロデキストリンとフェノールフタレインの相互作用を用い
た機能性自己修復材料の作製（阪大院理）○米倉洸貴・中畑雅樹・高
島義徳・原田 明

4C1-40 ポリロタキサンを基盤とする可逆的な結合を介した自己修復材
料の作製（阪大院理）○森 祥子・中畑雅樹・高島義徳・原田 明

座長 原田 明（15：50～16：40）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （4C1-42, 4C1-43, 4C1-44, 4C1-45,

4C1-46）
4C1-42 新規な非プロトン性低分子ゲル化剤により構築したイオン液体
ゲルの二酸化炭素収着能（山口大院理工）○吉田知弘・森田由紀・岡
本浩明

4C1-43 界面活性剤／イオン液体／水三成分系の相挙動に及ぼすイオン
液体のアルキル鎖長の影響（東理大理工）○中村建太・三園武士・遠
藤健司・酒井健一・阿部正彦・酒井秀樹

4C1-44 アスパラギン酸をアニオンとして有するイオン液体のデザイン
と系中における両親媒性分子の自己組織化挙動の解析（東農工大工）
○武内弘明・一川尚広・吉尾正史・加藤隆史・大野弘幸

4C1-45 有機アミンを含む有機塩型 L-リシン誘導体のゲル化特性（信
州大繊維）○米山諒一・英 謙二・鈴木正浩

4C1-46 新規蛍光性ゲル化剤を用いた爆発物質の検出（信州大院工）
○黒谷 元・鈴木正浩・英 謙二

C2 会場
6 号館 634 教室

コロイド・界面化学

3月26日午前

座長 長谷川 健（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1C2-01, 1C2-02, 1C2-03, 1C2-04,

1C2-06）
1C2-01 直鎖状、並びに環状両親媒性ブロック共重合体組織化膜の層状

秩序に対する疎水鎖長依存性（埼大院理工・東工大院理工）○孟
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起・手塚育志・山本拓矢・藤森厚裕
1C2-02 高屈折率材料を志向したポリグアナミン誘導体の精密構造解析
と組織化膜形成（埼大工・岩手大工・埼大院理工）○三浦俊太郎・芝
崎祐二・藤森厚裕

1C2-03 有機修飾磁性微粒子の二次元集積・積層化による組織膜形成
（埼大工・埼大院理工）○大村京平・神島謙二・藤森厚裕

1C2-04* Enlarged crystalline domain size of highly-oriented molecular

nanosheets assembled at air/liquid interfaces（Nanoscience and

Nanotechnology Research Center, Osaka Pref. Univ.; PRESTO, JST）
○MAKIURA, Rie

1C2-06 組織分子膜の手法による分子性導体候補物のナノファイバー化
（埼大院理工・東農工大院工）○兼平卓摩・大和梨恵・帯刀陽子・藤
森厚裕

座長 藤森 厚裕（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1C2-08, 1C2-09, 1C2-10, 1C2-12）
1C2-08 ラウリル硫酸ナトリウム誘導体の細胞膜モデル脂質分子膜に対
する吸着特性（宇都宮大院工）○志村 僚・高橋雄也・飯村兼一・山
田真爾・高橋 豊

1C2-09 パーフルオロアルキル化合物のバルク物性を説明する SDAモ
デルの表面電位測定による検証（京大化研・群馬大院理工・産総研幹
細胞工学研究セ）○田中悠基・下赤卓史・森田康平・園山正史・高木
俊之・金森敏幸・長谷川 健

1C2-10* 近接する疎水界面による塩橋の変化：電場応答性単分子膜への
影響（東大院工）○伊藤喜光・陳 碩・増田卓也・野口秀典・魚崎浩
平・相田卓三

1C2-12* Fabrication of LB monolayers of Oxa[9]helicene derivatives and their

photoelectrochemical properties（Grad. Sch. Eng., Utsunomiya Univ.）
○MIAH, Md Jalil; SHAHABUDDIN, Mohammad; SALIM, Mohammad;

KARIKOMI, Michinori; NASUNO, Eri; KATO, Norihiro; IIMURA, Ken-

ichi

座長 飯村 兼一（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1C2-15, 1C2-17, 1C2-18, 1C2-20）
1C2-15* 分子構造変化に伴う結晶形成・分解の力学的コントロール（物
材機構 MANA）○石川大輔・与那嶺雄介・中西和嘉・CHEUNG

David・HILL Jonathan・有賀克彦
1C2-17 2次元-気水界面における両親媒性分子の蛍光特性制御（東理大
院理工・物材機構 MANA）○坂本直基・路川理子・中西和嘉・小松広
和・酒井秀樹・有賀克彦

1C2-18* 2成分混合溶液下でのヘプタジン誘導体の固液界面挙動（香川
大工・熊本大院自然）○上村 忍・中村優佑・國武雅司

1C2-20 Ag(111)表面に吸着したジニトロ安息香酸の構造解析（理研）
○数間恵弥子・鄭 載勲・呉 準杓・金 有洙

3月26日午後

座長 上村 忍（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1C2-28, 1C2-30, 1C2-31, 1C2-32）
1C2-28* 金基板表面でのポルフィリン分子の配向制御（熊本大院先導機

構）○吉本惣一郎・川本鉄平・安西 恵・久留巣祐介
1C2-30 固／水界面における界面活性剤の吸着分子膜構造解析（宇都宮
大院工）○柳沢文佳・飯村兼一・大石 泉・青野 恵・廣沢一郎

1C2-31 水晶発振子マイクロバランス法によるポリアミド樹脂へのトリ
アジンジチオールシランカップリング剤の吸着挙動と局所熱分析（岩
手大院工）○平原英俊・會澤純雄・桑 静・中山 環

1C2-32* 次元性変化を有する熱活性型構造転移：Au(111)上のスクアリ
ン酸（東理大院総合化学・理研）○上治 寛・鄭 載勲・呉 準杓・
宮村一夫・金 有洙

座長 豊田 太郎（14：40～15：30）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1C2-35, 1C2-36, 1C2-37, 1C2-38,

1C2-39）
1C2-35 三脚形トリチオール-オリゴ(p-フェニレンエチニレン)-フェロセ
ン連結体の Au 基板上における単分子膜の電気化学特性（三重大院
工）○川野貴史・長谷隆啓・北川敏一

1C2-36 ジアリールジアゾメタンの単分子膜上での光照射により発生さ
せた三重項カルベンの高効率捕捉（三重大院工・三重大社会連携研究
センター）○西脇慶太・尾高将志・平井克幸・北川敏一

1C2-37 新規セキシチオフェン薄膜の集積化と光機能物性（東邦大理）
○賣野寛人・小平 晃・堂田悠香・朴 鐘震・森山広思

1C2-38 量子ドット合成のための超微細細孔を持つ自己規則化プロセス
によるポーラスアルミナ高規則媒体の開発（山口大院理工）○正入木
佑輔・花村 遼・兼安志朗・本多謙介

1C2-39 ナノメートルサイズの直径を持つ円柱の側面へのナノ粒子の自
己組織化（電通大院情報理工）○曽越宣仁

座長 北川 敏一（15：40～16：20）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （1C2-41, 1C2-42, 1C2-44）
1C2-41 高規則性ポーラスアルミナを用いたリポソームのサイズ制御

（首都大都市環境）○綱島かおり・柳下 崇・益田秀樹

1C2-42* 脂肪酸を基本骨格とするキラルベシクルの調製とその応用（阪
大院基礎工）○菅 恵嗣・近藤 大・岡本行広・馬越 大

1C2-44 ガラスに吸着したベシクルの開裂：吸着領域での孔形成が誘発

する機構（物材機構MANA）○片岡知歩

座長 曽越 宣仁（16：30～17：10）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （1C2-46, 1C2-47, 1C2-49）
1C2-46 二量体化したエーテル型リン脂質膜の異方性および透過性の解
析（群馬大院理工）○土田直之・高木俊之・高橋 浩・吉原利忠・飛
田成史・金森敏幸・園山正史

1C2-47* 人工脂質膜内分子拡散への支持基板効果による非対称性と異方
性の発現（豊橋技科大 EIIRIS）○茂木俊憲・山崎憲慈・荻野俊郎・手
老龍吾

1C2-49 蛍光一粒子追跡に基づくグラフェン酸化物上に形成した脂質二
重膜の拡散係数計測（豊橋技科大）○岡本吉晃・茂木俊憲・岩佐精
二・サンドゥー アダルシュ・手老龍吾

座長 手老 龍吾（17：20～18：00）
※ PC接続時間 17：10～17：20 （1C2-51, 1C2-52, 1C2-53, 1C2-54）
1C2-51 レーザー誘起界面変形分光法による自立型脂質二分子膜の膜張
力計測（千葉大院工）○武井智彦・矢口達也・野本知理・豊田太郎・
藤浪真紀

1C2-52 水・油・水三相系化学振動現象における受容相電解質ハロゲン
化物イオン依存性（千葉大院工）○後藤和馬・野本知理・豊田太郎・
藤浪真紀

1C2-53 界面活性剤を含む水溶液表面での油滴人工アメーバ運動におけ
る会合体挙動（千葉大院工）○上本頌子・野本知理・豊田太郎・藤浪
真紀

1C2-54 Interaction of Cell Penetrating Peptides with Model Lipid Monolayer

at Air/Water Interface: A Heterodyne-Detected Vibrational Sum Frequency

Generation Spectroscopy Study（ASI, RIKEN）○ADHIKARI, Aniruddha;

NIHONYANAGI, Satoshi; YAMAGUCHI, Shoichi; TAHARA, Tahei

3月27日午前

座長 鷺坂 将伸（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2C2-01, 2C2-02, 2C2-03, 2C2-04,

2C2-05, 2C2-06）
2C2-01 長鎖アミドアミン誘導体/トルエン/水系の刺激応答性発色現象

（東理大工）○赤澤一樹・遠藤洋史・河合武司
2C2-02 乳化剤フリー水中油滴型（O/W）エマルションの分散安定性：
水溶性添加剤の影響（信州大工）○稲場大介・酒井俊郎

2C2-03 乳化剤フリー油中水滴型（W/O）エマルションの分散安定性：
水溶性添加剤の影響（信州大工）○大石 拓・酒井俊郎

2C2-04 乳化剤フリー水中油滴型（O/W）エマルションの分散安定性：
第 3成分の影響（信州大工）○山本 歩・酒井俊郎

2C2-05 エマルションで濡れた毛髪の摩擦と触感（山形大工）○會田悠
城・野々村美宗

2C2-06 L-リシン型低分子ゲル化剤を用いたゲルエマルションの作製
（信州大繊維）○新井彰悟・英 謙二・鈴木正浩

座長 酒井 俊郎（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2C2-08, 2C2-10, 2C2-11, 2C2-12）
2C2-08* イソステアリル基含有界面活性剤による水/超臨界二酸化炭素
分散系の構築（弘前大院理工）○鷺坂将伸・工藤厚太郎・大浅淳一・
名古屋翔太・James Craig・吉澤 篤

2C2-10 炭化水素系油/フッ化炭素系油/界面活性剤水溶液の三成分系エ
マルションを用いたボウル型ポリマー粒子の作製（東理大工）○狩野
真梨・高橋 裕・近藤行成

2C2-11 単分散油中水滴型エマルションの過冷却を応用した低温保存の
検討（岐阜大）○山根克己・岩本悟志・中川智行・山内 亮

2C2-12* 刺激応答性界面活性剤を用いたエマルションの解乳化挙動（東
理大工）○高橋 裕・小泉奈々美・近藤行成

座長 近藤 行成（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2C2-15, 2C2-17, 2C2-19, 2C2-20）
2C2-15* 嵩高いイオン対を疎水部とする両親媒性糖誘導体の合成（北大
院総合化学）○山田泰平・小門憲太・佐田和己

2C2-17* 尿素基を有する界面活性剤の合成とその界面活性能（神奈川大
工）○石田良仁・渋谷裕美・川口春馬・亀山 敦

2C2-19 環状ポリオキシエチレンアルキルエーテルの合成と特異な自己
集合挙動（東理大理工・産総研環境化学技術）○廣瀬雄基・平 敏

彰・酒井健一・酒井秀樹・北本 大・井村知弘
2C2-20 両親媒性N-ヘテロサイクリックカルベン配位子の合成とメタロ
ミセル反応場の構築（東理大理工・産総研環境化学技術）○柳本貴
哉・平 敏彰・酒井健一・酒井秀樹・北本 大・井村知弘

3月27日午後

座長 野々村 美宗（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2C2-28, 2C2-31, 2C2-32, 2C2-33）
2C2-28 技術進歩賞受賞講演 皮膚洗浄における泡の機能に関する研

究（花王）○園田純子
2C2-31 四級アンモニウム塩系直鎖状トリメリック型界面活性剤の水溶

液物性（奈良女大院人間文化）○守田つかさ・吉村倫一
2C2-32 スチルベン誘導体を含む界面活性剤水溶液の光粘性制御（東理

大工）○岸本真依・高橋 裕・近藤行成
2C2-33 複素環を親水部に有する陽イオン性ジェミニ型界面活性剤の界

面物性（東理大理工）○谷 美紗子・Bhadani Avinash・遠藤健司・酒
井健一・酒井秀樹・阿部正彦
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座長 寺西 利治（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （2C2-49, 2C2-51, 2C2-53）
2C2-49* Functionalisation and characterisation of magnetic nanoparticles for

application in thermo-chemotherapy of cancer.（Sch. Mat. Sci., JAIST）
○HERVAULT, Aziliz; LIM, May; DUNN, Alexander; TANIIKE, Toshiaki;

MOTT, Derrick; MAENOSONO, Shinya; NGUYEN Thanh V.Q.

2C2-51* XAFS structural characterisation of gold, silver and bimetallic colloids

（Sch. Mat. Sci., JAIST; UCL Dept. Chem.）○GODFREY, Ian James;

MAENOSONO, Shinya; PARKIN, Ivan; SANKAR, Gopinathan

2C2-53* Development of Zn/Al complex for intensive dispersion of SWCNT in

water（Fac. Eng., Shinshu Univ.）○KUKOBAT, Radovan; MINAMI,

Daiki; BHARTI, Bhuvnesh; FUJIMORI, Toshihiko; HAYASHI, Takuya;

KANEKO, Katsumi

3月28日午前

座長 米澤 徹（9：20 ～10：40）
※ PC接続時間 9：10～9：20 （3C2-03, 3C2-04, 3C2-05, 3C2-06,

3C2-07, 3C2-09）
3C2-03 生体適合性MPCを保護剤に用いた金クラスター（Au4/Au25）
のサイズ選択的合成とその発光特性（関西大化学生命工・北陸先端大
マテリアル）○川﨑英也・吉本純也・山下和子・Arunee Sangsuwan・
大坂一生・岩﨑泰彦・荒川隆一

3C2-04 講演中止
3C2-05 ピレン誘導体ナノ粒子の蛍光挙動（山口大院理工）○笠谷和

男・渡邉勇二・森田由紀・岡本浩明
3C2-06 極細金ナノロッド：長さ制御と光学特性（東大院理・京大

ESICB）○高畑 遼・山添誠司・小安喜一郎・佃 達哉

3C2-07* 超音波処理下における窒化ホウ素ナノチューブの加アルコール
分解（東工大院理工）○澤田敏樹・金 徳恩・中島沙由香・川内
進・支 春義・板東義雄・Golberg Dmitri・芹澤 武

3C2-09* 光機能性分子で修飾された疎水性金ナノ粒子の創製と分光化学
特性（九大院工）○石田拓也・高橋幸奈・山田 淳

座長 芹澤 武（10：50～11：50）
※ PC接続時間 10：40～10：50 （3C2-12, 3C2-13, 3C2-14, 3C2-15,

3C2-16, 3C2-17）
3C2-12 マトリクススパッタリング法に有機配位子を共存させた発光性

金ナノ粒子合成（北大院工）○石田洋平・鷲見太希・米澤 徹
3C2-13 金属ナノ粒子の電極への捕集とその光触媒反応への応用（中央
大院理工）○米村茉莉・青木拓也・西田直樹・田中秀樹

3C2-14 光増感物質を用いた光還元法による金属ナノコロイドの合成と
その構造分析（中央大院理工）○南條弘樹・岩井 謙・木下直哉・西
田直樹・田中秀樹

3C2-15 酸化チタン/白金/金ナノモーターの作製と光照射による駆動速
度制御の試み（東理大理工）○鈴木拓真・星 芳直・四反田 功・板
垣昌幸

3C2-16 チオール修飾を施した Au/Ptナノロッドの凝集を利用したバブ
ル型ナノモーターの作製および駆動評価（東理大理工）○加藤木
瞭・星 芳直・四反田 功・板垣昌幸

3C2-17 カタラーゼを修飾したポリスチレン微粒子を用いたバブル型ナ
ノモーターの作製と駆動評価（東理大理工）○淺野裕介・相川達男・
星 芳直・四反田 功・板垣昌幸

3月28日午後

座長 加納 博文（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （3C2-25, 3C2-28, 3C2-30）
3C2-25 若い世代の特別講演会 1次元ナノ空間中の特異水素結合構造
の解明（千葉大院理）○大場友則

3C2-28* シクロパラフェニレンによる芳香族小分子の吸着とその結晶構
造（名大院理・名大WPI-ITbM・JST ERATO）○坂本裕俊・闞 凱・
伊丹健一郎

3C2-30 シランカップリング剤を用いた球状酸化チタン粒子の部分的な
表面改質（東理大理工）○小野 学・遠藤健司・鳥越幹二郎・酒井健
一・阿部正彦・酒井秀樹

座長 飯山 拓（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （3C2-32, 3C2-34, 3C2-35, 3C2-36,

3C2-37）
3C2-32* 溶媒効果に基づくシクロオレフィンポリマー (COP)と蛋白質の

吸着解析（東大院工・日本ゼオン株式会社）○長門石 曉・足達
慧・西岡寛哉・津本浩平

3C2-34 水晶発振子エネルギー散逸測定法を用いた血液適合性高分子の
物性評価（山形大院理工）○薛 シン瑶・小林慎吾・田中 賢・古澤

宏幸
3C2-35 Nafion 膜に吸着した水分子の低温における回転運動性の NMR

解析（京大化研）○若井千尋・下赤卓史・長谷川 健
3C2-36 アミン修飾された酸化黒鉛の二酸化炭素吸蔵特性と構造変化

（千葉大院理）佐々木 学・大場友則○加納博文
3C2-37 ナノ空間サイズに依存した SF6/N2分離性（千葉大院理）○高

瀬 敦・加納博文・大場友則

座長 上田 貴洋（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （3C2-39, 3C2-41, 3C2-42, 3C2-43,

3C2-44）
3C2-39* パイ共役系オリゴマーを内包したカーボンナノチューブの電子

状態制御（京工繊大工芸）○湯村尚史
3C2-41 含有量の異なる金属硫化物内包ゼオライトの光照射下での吸着

挙動（静岡理工科大理工）○村松雪乃・松岡勇貴・山﨑誠志
3C2-42 1,3-di(4-pyridyl)propaneを架橋配位子とした一次元銅錯体のアル
コール蒸気吸着特性（東農工大工）○鈴木貴幸・小谷亮介・近藤
篤・前田和之

3C2-43 柔軟性 2次元 Cu-MOFのゲート吸着挙動の制御に向けた合成
後処理（東農工大院工）○森口史章・近藤 篤・前田和之

3C2-44 3D多孔性MOF(HKUST-1)をテンプレートとしたニオブ酸化物
レプリカ（東農工大院工）前田和之・近藤 篤○吉森 誠

座長 前田 和之（16：30～17：40）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （3C2-46, 3C2-47, 3C2-48, 3C2-49,

3C2-51, 3C2-52）
3C2-46 イオン液体を用いた規則性メソポーラスシリカの吸着挙動制御

（信州大大学院理工学系研究科）○是兼由李子・浅倉啓介・飯山
拓・尾関寿美男

3C2-47 多孔性配位高分子 ZIF-8の分子吸着による構造変化とリンカー
ダイナミクスの固体 NMRによる研究（阪大院理・阪大博物館）○中
井雅子・山谷達也・上田貴洋

3C2-48 Step-by-step fabrication of a highly oriented crystalline three-

dimensional accordion-like porous coordination polymer thin film（Grad.

Sch. Sci., Kyoto Univ.）○HARAGUCHI, Tomoyuki; OTSUBO, Kazuya;

SAKATA, Osami; FUJIWARA, Akihiko; KITAGAWA, Hiroshi

3C2-49* 銅の表面プラズモン共鳴の屈折率応答性を利用した超微量酸化
銅（Ⅰ）のその場検出（日大理工）○須川晃資・田村高大・大月 穣

3C2-51 局在プラズモンによる単一単層カーボンナノチューブの局所酸
化反応誘起（北大院総合化学）○吉井孝拓・保田 諭・村越 敬

3C2-52 電気化学電位制御下における少数分子光トラッピング挙動の
in-situ 表面増強ラマン観測（北大理）○脇坂優美・鈴木健太郎・保田
諭・村越 敬

3月29日午前

座長 川崎 英也（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4C2-01, 4C2-03, 4C2-04, 4C2-05）
4C2-01* イオン液体型ダブルネットワークゲルの摩擦特性評価（鶴岡高
専）○荒船博之・三浦美紀・上條利夫・森永隆志・富田雄希・本間彩
夏・佐藤貴哉

4C2-03 皮膚表面における増粘剤水溶液の潤滑効果（山形大院理工）
○山口 梓・野々村美宗

4C2-04 共振ずり測定による DNゲル-球面石英の摩擦力評価（東北大
WPI-AIMR）任 懐銀○水上雅史・田邉匡生・古川英光・栗原和枝

4C2-05* 階層的メソ多孔構造を有する耐摩耗性反射防止膜（豊田中研）
○溝下倫大・石井昌彦・加藤直彦・田中洋充

座長 野々村 美宗（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4C2-08, 4C2-09, 4C2-10, 4C2-11,

4C2-12, 4C2-13）
4C2-08 放射光 X線回折測定によるナノ空間中に閉じ込められたイオ
ン液体の構造評価（東北大多元研）○富田和仁・中野真也・水上雅
史・太田 昇・八木直人・栗原和枝

4C2-09 イオン液体でのナノカーボン物質の室温電気化学合成（北大院
総合化学）○金 制憲・保田 諭・村越 敬

4C2-10 プローブ顕微鏡を用いた単層グラフェンの電子状態評価（北大
院総合化学）○熊谷諒太・保田 諭・村越 敬

4C2-11 強結合状態にある色素分子担持金属ナノ構造基板の顕微イメー
ジング（北大理）○木村夏実・大貫温順・鈴木健太郎・保田 諭・村
越 敬

4C2-12 熱プレスを用いたポリイミドフィルムとステンレス基板との接

着の機構解明（東理大院総合化学）○赤堀裕規・飯島一智・橋詰峰雄
4C2-13 熱プレス法により固定化した高分子超薄層を利用したポリイミ
ドフィルム表面へのヒドロキシアパタイト析出（東理大工）○高田晃
平・鴻丸翔平・前田将史・飯島一智・橋詰峰雄

座長 水上 雅史（11：20～11：50）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4C2-15, 4C2-16, 4C2-17）
4C2-15 単層グラフェン修飾酸化チタン電極の光整流特性（北大院総合

化学）○角田 圭・高橋諒丞・鈴木健太郎・保田 諭・岩井智弘・澤

村正也・村越 敬

4C2-16 ポルフィリン色素 J会合体で覆われた銀ナノ粒子担持電極の光
電気化学特性（筑波大院数理物質）○板倉圭吾・君澤侑亮・佐藤智生

4C2-17 Water Bend Mode at the Air/Salt Solution by Heterodyne-Detected

Vibrational Sum Frequency Generation（ASI, RIKEN）KUNDU, Achintya;

○NIHONYANAGI, Satoshi; YAMAGUCHI, Shoichi; TAHARA, Tahei

3月29日午後

座長 松下 祥子（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （4C2-25, 4C2-27, 4C2-28, 4C2-29）
4C2-25* Fabrication of Organic Covalent Networks on Copper Electrode and

Their Cooperative Electron Transfer（Grad. Sch. Sci., Hiroshima Univ.）
○KUME, Shoko; MIZUTA, Tsutomu
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4C2-27 電気化学表面力装置によるフェロセン修飾電極におけるイオン
対形成の定量的評価（東北大多元研）○粕谷素洋・栗原和枝

4C2-28 二硫化モリブデンの合成と電気化学物性評価（北大理）○髙橋
諒丞・保田 諭・村越 敬

4C2-29* Magnetic Relaxation in Solid-Liquid Interface of Fumed Silica/

Electrolytic Solution Coexisting Systems（Grad. Sch. Eng., Kobe Univ.）
○MAKI, Hideshi; NAGATA, Shouhei; SOGAWA, Ren; MURAKAMI,

Ryo; YAMAMOTO, Masahiro; MIZUHATA, Minoru

座長 水畑 穣（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （4C2-32, 4C2-33, 4C2-34, 4C2-35,

4C2-36, 4C2-37）
4C2-32 NaCl単結晶の表面自由エネルギー密度とモルフォロジー（信

州大工）○平野亜実・鈴木孝臣
4C2-33 表面処理を利用したポリイミドフィルム-チタン基板の共有結

合的接着（東理大工・東理大院総合化学）○三島翔子・深川聡一郎・
飯島一智・橋詰峰雄

4C2-34 超臨界二酸化炭素含浸法を用いたポリテトラフルオロエチレン
基板表面へのポリアクリル酸の固定化における界面活性剤の効果（東
理大院総合化学）○古川 茜・飯島一智・大竹勝人・橋詰峰雄

4C2-35 ナノチューブアレイ内部での交互積層法によるポリマーチュー
ブ合成（九大院工）藤ヶ谷剛彦・佐田貴生○中嶋直敏

4C2-36 2次元コロイド結晶上への熱変形に着目した酸素プラズマエッ
チング加工（東工大院理工）佐野翔哉・磯部敏宏○松下祥子・中島
章

4C2-37 階層型リンクル構造を利用した力学的流体制御（東理大工）
○木村 亨・遠藤洋史・河合武司

D1 会場
10 号館 1011 教室

有機化学－物理有機化学 A．構造と物性

3月26日午前

座長 古川 俊輔（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1D1-01, 1D1-02, 1D1-03, 1D1-05）
1D1-01 新規キラル BODIPYの合成および光学特性（筑波大院数理物

質）○牛坊勇貴・山村正樹・鍋島達弥
1D1-02 深さの制御が可能なリン含有凹型ホスト分子を用いたフラーレ
ン包接（筑波大院数理物質）○助川公哉・山村正樹・鍋島達弥

1D1-03* 光学顕微鏡による人工分子回転子の 1分子モーションキャプ
チャ（東大院工）○池田朋宏・竹内正之・飯野亮太・野地博行

1D1-05* Reversible photochemical reactions in crystalline nanospace and

molecular adsorption（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○SATO,

Hiroshi; ZHENG, Yongtai; KITAGAWA, Susumu

座長 河合 英敏（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1D1-08, 1D1-09, 1D1-10, 1D1-11,

1D1-12, 1D1-13）
1D1-08 TEMPO 置換超分子ゲル化剤の合成と電気化学特性（早大先進

理工）○斎藤 安・佐々田哲人・西出宏之
1D1-09 特異な分子配列を有するプルンビレンワイヤーの構築（埼大院

理工）○秋葉知樹・古川俊輔・斎藤雅一
1D1-10 らせん構造を有するオリゴチオフェンフォルダマーの合成と物

性（東大工）○上田倫久・肖 琦・伊藤喜光・相田卓三
1D1-11 チオフェン縮環キラル[12]アヌレンの動的反転挙動（東大工）

○上田倫久・伊藤喜光・相田卓三
1D1-12 トリフェニレンヘキサカルボン酸誘導体を基盤とした多孔性ヘ
キサゴナルネットワークとその動的変化（阪大院工）○池中伸明・久
木一朗・藤内謙光・宮田幹二

1D1-13 デヒドロベンゾ[18]アヌレンを基盤とした水素結合性低密度ヘ
キサゴナルネットワークの構造とその動的物性（阪大院工・阪大産
研）○中川祥一・久木一朗・藤内謙光・宮田幹二

座長 山下 健一（11：20～12：00）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1D1-15, 1D1-16, 1D1-17, 1D1-18）
1D1-15 バクテリオクロロフィル-dのアミノ類縁体の合成とその自己会

合挙動（立命館大大学院 生命科学研究科）民秋 均○渡邉弘晃・溝
口 正

1D1-16 3位に置換ピラゾール基を有するクロロフィル誘導体の合成と
光学物性（立命館大院生命科学）○木下雄介・民秋 均

1D1-17 メチルフェオフォルバイドa/a’の 132位置換基変換とその立体
化学（立命館大院生命科学）○小笠原 伸・民秋 均

1D1-18 モノプロトン化ドデカフェニルポルフィリン生成における溶媒

効果（筑波大院数理物質）○鈴木 航・小谷弘明・石塚智也・小島隆
彦

3月26日午後

座長 瀬高 渉（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （1D1-33, 1D1-35, 1D1-36, 1D1-37,

1D1-38）
1D1-33* トリアリールアミン部位を有するウレア誘導体の合成と混合原
子価状態の評価（奈良先端大物質）○田原圭志朗・中北哲文・大喜多
拓己・菊池純一

1D1-35 Layer-by-Layer法による Pillar[5]arene 積層フィルムの形成（金
沢大院自然）○高島 柊・生越友樹・山岸忠明

1D1-36 固体状態の Pillar[5]areneを用いた炭化水素の形状選択的蒸気吸

着（金沢大院自然・JSTさきがけ）○末藤立太・生越友樹・山岸忠明
1D1-37 修飾レゾルシノール誘導体で架橋したポルフィリン二量体の構
造と性質（首都大院理工）山下健一○倉持成美・杉浦健一

1D1-38 カチオン性ピリジンヘキサピロールを用いたM2L 型へリケー
トの構造と物性（神戸大院理）○斎藤大貴・瀬恒潤一郎

座長 山村 正樹（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （1D1-40, 1D1-41, 1D1-42, 1D1-43,

1D1-44）
1D1-40 らせん不斉を有する三脚型トリカルボン酸二量体の構造解析

（静岡大院理）○大脇正樹・蓑谷章一・山中正道
1D1-41 溶液状態における 2種の大環状ボロン酸エステルの相互変換挙

動（東工大院理工・JST CREST）○内倉達裕・小野公輔・岩澤伸治
1D1-42 ピレンを回転子とする分子ジャイロコマの合成と蛍光特性（首
都大院都市環境）○塩成博国・稲垣佑亮・山口健太郎・瀬高 渉

1D1-43 ビフェニレン架橋分子ジャイロコマの合成と結晶複屈折（首都
大院都市環境・徳島文理大香川薬）○藤原惇志・稲垣佑亮・山口健太
郎・瀬高 渉

1D1-44* Synthesis ofα-cyclodextrin-based size-complementary [3]rotaxane

and its application to polymer systems（Tokyo Tech Department of Organic

and Polymeric Materials; Grad. Sch. Sci., Eng., Tokyo Tech）○AKAE,

Yosuke; SOGAWA, Hiromitsu; TAKATA, Toshikazu

座長 生越 友樹（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （1D1-47, 1D1-48, 1D1-49, 1D1-50,

1D1-51, 1D1-52）
1D1-47 [2]ロタキサン型分子シャトルの軸成分の柔軟性のシャトリング
運動性に及ぼす効果（阪大院基礎工）廣瀬敬治○梅崎将太・加納椋
平・YOUNG PHILIP G・戸部義人

1D1-48 C3対称[4]ロタキサンの塩基・酸刺激に対するシャトリングと性
質変換（福井大院工）○上田将宏・木村元紀・川﨑常臣・徳永雄次・
久田研次・宮川しのぶ

1D1-49 ピロール含有ロタキサンの合成とその構造（東理大理）○松岡
雄介・武藤雄一郎・斎藤慎一・笠間健嗣

1D1-50 BINOL 骨格を有する大環状フェナントロリンを用いたホモキ
ラル[2]ロタキサンの合成（東理大理）○平野義宏・武藤雄一郎・斎藤
慎一

1D1-51 ITO基板への接合部位を持つ[1]ロタキサン型共役アンカー分子
の合成（京大院工）○金子俊一・正井 宏・寺尾 潤・藤原哲晶・辻
康之

1D1-52 光異性化可能なステーションを有するイミン架橋型ロタキサン
の構築（東理大理）○岩本昌也・波多野詢也・三宅司佐・河合英敏

座長 寺尾 潤（17：50～18：40）
※ PC接続時間 17：40～17：50 （1D1-54, 1D1-55, 1D1-57）
1D1-54 クリプタンドを輪分子に利用するロタキサンの合成（阪工大

工）○三宅 慧・村岡雅弘・中辻洋司
1D1-55* Synthesis of [3]Rotaxanes by the Combination of Transition Metal-

catalyzed Coupling Reaction and Metal-template Method（Fac. Sci., Tokyo

Univ. of Sci.）○HAYASHI, Ryuto; MUTOH, Yuichiro; KASAMA,

Takeshi; SAITO, Shinichi

1D1-57* Synthesis of [3] rotaxanes from the [2]rotaxane-Cu Complex（Fac.

Sci., Tokyo Univ. of Sci.）○YAMASHITA, Yoshiaki; MUTOH, Yuichiro;

YAMASAKI, Ryu; KASAMA, Takeshi; SAITO, Shinichi

3月27日午前

座長 森 直（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2D1-01, 2D1-02, 2D1-03, 2D1-04,

2D1-05）
2D1-01 置換カルボキシルハイドロキノン誘導体の優れた抗酸化能発現

要因の考察（横国大院工）○小谷航平・五東弘昭・榊原和久
2D1-02 安定性の向上を目指したイミダゾリジン骨格を持った新規ニト
ロキシルラジカルの設計と合成（横国大院工）○新田真也・五東弘
昭・榊原和久

2D1-03 グアニジン骨格を有するイオン液体中の易動性 N-Hプロトン
の動的挙動（横国大院工）○秋葉祐香・黄 ・五東弘昭・榊原和久

2D1-04 トリアリールメタン系色素類の退色機構の比較検討（横国大院
工）○中川紗良々・五東弘昭・榊原和久

2D1-05* プロリン配列ペプチドの配位結合駆動フォールディング・アセ
ンブリー（東大院工）○澤田知久・松本麻美・山上樹也・藤田 誠
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座長 猪熊 泰英（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2D1-08, 2D1-10, 2D1-12, 2D1-13）
2D1-08* 主鎖にスペーサーを規則的に組み込んだ構造改変アミロースの

合成と特性（北大触セ）○小山靖人・中野 環

2D1-10* 二核 Pd(II)かご型錯体の自己集合過程の追跡(1) : 動的挙動の観
測（東大院総合文化）○田中 成・辻本裕也・小島達央・平岡秀一

2D1-12 二核 Pd(II)かご型錯体の自己集合過程の追跡(2)：配位子交換機
構の理論的研究（横市大国際総合科学）○佐久間柚衣・増子貴子・平
岡秀一・長嶋雲兵・立川仁典

2D1-13 二核 Pd(II)かご型錯体の自己集合過程の追跡(3)：配位子の柔軟
性が及ぼす効果（東大院総合文化）○甲斐詢平・赤木勝太・小島達
央・平岡秀一

座長 富永 昌英（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2D1-15, 2D1-16, 2D1-17, 2D1-18,

2D1-20）
2D1-15 三角形有機配位子の精密官能基化と自己組織化錯体の構築（東
大院工）○森 優俊・澤田知久・藤田 誠

2D1-16 動的共有結合を活用したゲート機能を有するロタキサンの合成
研究（東工大院理工）○井出千尋・佐瀬祥平・後藤 敬

2D1-17 5,5’-ビテトラセンのエナンチオマー分割（岡山理大理）○豊
田真司・宮地竜太郎・山本悠太・若松 寛・岩永哲夫

2D1-18* 混合溶媒中における歯車状両親媒性分子とそのナノキューブに
対する溶媒分布の理論的研究（横市大院生命ナノシステム科学）○増
子貴子・平岡秀一・長嶋雲兵・立川仁典

2D1-20 八面体型 Pd(II)カプセル錯体の自己集合過程に及ぼす溶媒効果
（東大院総合文化）○甲斐詢平・辻本裕也・小島達央・平岡秀一

3月27日午後

座長 杉安 和憲（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2D1-28, 2D1-29, 2D1-30, 2D1-31,

2D1-32, 2D1-33）
2D1-28 動的共有結合を用いた三回対称イミン集合体の形成（静岡大院

理）○中田敬子・山中正道
2D1-29 カゴ化合物による結晶内におけるパラベンゾキノンの配向整列
と 2 色性（首都大院都市環境・徳島文理大香川薬）○佐藤康平・稲垣
佑亮・山口健太郎・瀬高 渉

2D1-30 光学活性部位を導入した高分子の低分子による温度応答性の制
御（北大理）○納谷昌実・濱野芳美・小門憲太・佐田和己

2D1-31 カチオン性のレセプターを有する 1,8-ナフタルイミド誘導体の
フォトクロミズム（鳥取大院工）○西野将司・伊福伸介・森本 稔・
斎本博之・井澤浩則

2D1-32 四架橋二層構造を有するテレフタルアミド誘導体の合成とキロ
プティカル特性（北大院理）○上遠野 亮・藤原憲秀・鈴木孝紀

2D1-33 多重カテナン型ポルフィリン－フタロシアニン分子組織の構
造・物性スイッチング（名大院理）○伊藤涼平・山田泰之・荻野沙也
佳・田中健太郎

座長 藤内 謙光（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2D1-35, 2D1-37, 2D1-38, 2D1-39,

2D1-40）
2D1-35* キラル結晶スポンジを用いたキラル化合物の絶対構造決定（東
大院工）○荒井達彦・猪熊泰英・藤田 誠

2D1-37 結晶スポンジ法による軸性不斉化合物の絶対構造決定（東大院
工）○吉岡翔太・猪熊泰英・山口和也・山口潤一郎・伊丹健一郎・藤
田 誠

2D1-38 アダマタン骨格からなる六角形状環状分子の構築と球状集合体

形成（徳島文理大香川薬・千葉大共用機器センター）富永昌英○國富
寛大・伊藤努武・小原一朗・山口健太郎

2D1-39 サレンとアダマタン部位からなる環状分子の構築と自己集合挙

動（徳島文理大香川薬・千葉大共用機器センター）○富永昌英・鵜飼
厚行・伊藤努武・小原一朗・山口健太郎

2D1-40 キラルメモリー機能を有するジヒドロフェナントレン型 dyrex

系への水素結合部位の導入（北大院理）○坂野優斗・上遠野 亮・藤
原憲秀・鈴木孝紀

座長 津田 明彦（15：50～16：40）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （2D1-42, 2D1-43, 2D1-44, 2D1-45,

2D1-46）
2D1-42 キラル置換ヘキサアリールベンゼンの動的キラリティーの円二

色スペクトルによる実験的・理論的検討（阪大院工）小坂知世○森
直・福原 学・井上佳久

2D1-43 環状π電子系の内部修飾によるキラリティ誘起（立命館大薬）
前田大光○内藤和香奈

2D1-44 Synthesis and Guest Exchange of Sugar Sponge（Grad. Sch. Eng.,

The Univ. of Tokyo; PRESTO, JST）○NING, Guo-hong; INOKUMA,

Yasuhide; FUJITA, Makoto

2D1-45 結晶スポンジ法の合成化学への応用（東大院工）○吉岡翔太・
猪熊泰英・藤田 誠

2D1-46 結晶スポンジ法を用いたビスケテンの構造解析（東大院工）
○佐藤 寛・荒井達彦・吉岡翔太・猪熊泰英・藤田 誠

座長 矢貝 史樹（16：50～17：50）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （2D1-48, 2D1-50, 2D1-51, 2D1-52）

2D1-48* 2-スルホフェニルアントラセンを用いた多孔質有機塩（POSs）
の構築とゲストの分子情報に応じた構造変換及び発光変調（阪大院
工・阪大産研）○宮野哲也・山本淳志・久木一朗・宮田幹二・藤内謙
光

2D1-50 動的な 8の字型キラリティ: 環状テレフタルアミド誘導体の動
的構造およびらせん性制御（北大院理）上遠野 亮○田中優貴・藤原
憲秀・鈴木孝紀

2D1-51 テレフタルアミドマクロサイクルを利用した動的二重らせん構
造の構築とらせん性制御（北大院理）上遠野 亮○河合駿佑・藤原憲
秀・鈴木孝紀

2D1-52* 熱力学的平衡から離れた超分子集合体の時間発展プログラム
（筑波大院数理物質・物材機構高分子材料ユニット）○福井智也・大
城宗一郎・杉安和憲・竹内正之

座長 上遠野 亮（18：00～18：40）
※ PC接続時間 17：50～18：00 （2D1-55, 2D1-56, 2D1-57, 2D1-58）
2D1-55 自己集合型ナノリングの形成メカニズム（千葉大院工）矢貝史

樹○新津敬介・唐津 孝・北村彰英
2D1-56 置換基修飾によるペリレンビスイミド超分子ナノファイバーの

音響配向制御（神戸大理）○堀田泰久・津田明彦
2D1-57 コリン誘導体を用いたキラル柔粘性結晶の合成と物性（九大院

工・九大 CMS・JSTさきがけ・京大院理）○下野智弥・松木昌也・山
田鉄兵・出倉 駿・北川 宏・君塚信夫

2D1-58 キラル柔粘性結晶の合成とイオン伝導特性（九大院工・京大院
理・九大分子システム科学センター・JSTさきがけ）○松木昌也・山
田鉄兵・出倉 駿・北川 宏・君塚信夫

3月28日午前

座長 関谷 亮（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3D1-01, 3D1-02, 3D1-03, 3D1-04,

3D1-05）
3D1-01 アントラセン環を有する 3分岐型ホスト分子の構築と分子捕捉

能（東工大資源研）○鈴木 輝・吉沢道人・穐田宗隆
3D1-02 アントラセン環を含む芳香環ミセル：ポルフィリン錯体の内包
と触媒的酸化反応（東工大資源研）○大曲 匠・鈴木 輝・吉沢道
人・穐田宗隆

3D1-03 幾何学的に制限されたM12L24球状錯体の自己集合中間体（東
大院工）○横山裕之・上田善弘・藤田大士・佐藤宗太・藤田 誠

3D1-04 二十・十二面体型 M30L60錯体の自己集合（東大院工）○上田
善弘・横山裕之・藤田大士・星野 学・佐藤宗太・藤田 誠

3D1-05* Giant MnL2n Complexes Self-assembly from Selenophene-cored

Ligands（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○FUJITA, Daishi;

UEDA, Yoshihiro; YOKOYAMA, Hiroyuki; SATO, Sota; FUJITA, Makoto

座長 久木 一朗（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3D1-08, 3D1-09, 3D1-10, 3D1-11,

3D1-12, 3D1-13）
3D1-08 M12L24 球状錯体への酵素の包接（東大院工）○藤井裕也・藤

田大士・藤田 誠
3D1-09 超分子ジャイアントリング：ダンベル型水素結合性キャビタン
ドの分子自己集合（静岡大院理・名大院工）○梶原貴紀・岸本和樹・
木下敬太・高野敦志・松下裕秀・小林健二

3D1-10 配位結合に基づく分子集合拡張型ピリジルキャビタンドカプセ
ル（静岡大院理）○中村宗親・岸本和樹・小林健二

3D1-11 四つ葉型キャビタンド：Rh-ポルフィリンとテトラ(4-ピリジル)

キャビタンド誘導体との 4:1分子集合体（静岡大院理）○岸本和樹・小
林健二

3D1-12 自己集合カプセルにより提供される非対称空間のキラルメモ
リー（広島大院理）○今村太亮・福田克哲・関谷 亮・灰野岳晴

3D1-13 ホスホン酸エステルにより水酸基を架橋したビスキャビタンド
の合成とゲスト包接挙動（広島大院理・広島大理）○下山大輔・山田
仁美・池田俊明・関谷 亮・灰野岳晴

座長 灰野 岳晴（11：20～12：10）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3D1-15, 3D1-16, 3D1-17, 3D1-19）
3D1-15 キラルな動的ホウ酸エステル結合キャビタンドカプセル（静岡
大院理）○大石歩実・玉木健斗・田中康隆・小林健二

3D1-16 光応答性分子集合カプセルにおけるデンドロン-アゾベンゼン
側鎖の影響（静岡大院理）○大橋俊文・坂野 翼・外狩結香・小林健
二

3D1-17* 両親媒性の V型アントラセン 2量体によるナノカーボンの水溶
化（東工大資源研）○近藤 圭・吉沢道人・穐田宗隆

3D1-19 複数のアルキル基を持つ V型アントラセン 2量体の固体蛍光特
性（東工大資源研）○関口翔也・近藤 圭・清 悦久・吉沢道人・穐
田宗隆

3月28日午後

座長 池田 篤志（14：30～15：30）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （3D1-34, 3D1-35, 3D1-36, 3D1-37,

3D1-38, 3D1-39）
3D1-34 Behavior of Adduct Formation between Boroxine Cages with Lewis

Bases（Grad. Sch. Sci., Eng., Tokyo Tech; CREST, JST）○ONO, Kosuke;

IWASAWA, Nobuharu
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3D1-35 アミド基を導入した環状スピロボラート型分子接合素子の調製
と連鎖会合能評価（甲南大院自然）○仲谷瑞貴・川西裕子・檀上博
史・片桐幸輔・宮澤敏文・川幡正俊・山口健太郎

3D1-36 スピロボラート型中空分子の調製と認識挙動評価（甲南大院自
然）○貴傳名祐希・野ヶ峯亜由美・増田勇貴・檀上博史・片桐幸輔・
宮澤敏文・川幡正俊・山口健太郎

3D1-37 オリゴエチレングリコール鎖を有する水溶性ポルフィリン誘導
体の合成と水中での自己集合化挙動（九大院薬）○竪山大康・唐澤

悟・古賀 登

3D1-38 様々な分子間結合部位を有する両親媒性分子の水中での自己集
合化挙動（九大院薬）○岡本優菜・大橋枝里子・唐澤 悟・古賀 登

3D1-39 温度応答性ケイ光イメージングプローブの合成と水中での物性
評価（九大院薬）○荒木 健・嶋田敬志・村山周平・唐澤 悟・青木
伊知男・佐賀恒夫・古賀 登

座長 唐澤 悟（15：40～16：40）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （3D1-41, 3D1-42, 3D1-43, 3D1-44,

3D1-45, 3D1-46）
3D1-41 疎水性平面芳香族分子含有リポソームの調製と安定性の評価

（広島大工）○芦澤健吾・日野彰大・杉川幸太・池田篤志
3D1-42 交換反応法を用いたフォトクロミック分子含有リポソームの調

製（広島大院工・奈良先端大物質）○日野彰大・池田篤志・芦澤健
吾・杉川幸太・菊池純一・塚本真未・安原主馬

3D1-43 交換反応法を用いたポルフィリン含有リポソームの調製（広島
大院工・奈良先端大物質）池田篤志○日野彰大・杉川幸太・菊池純
一・塚本真未・安原主馬

3D1-44 非対称なフェロセン配位子からなる金属ー有機ナノチューブの
構築（東大工）○大土井 翔・吹野耕大・相田卓三

3D1-45 光学活性な金属ー有機ナノチューブ（1）（東大院工）○山岸
洋・吹野耕大・相田卓三

3D1-46 光学活性金属ー有機ナノチューブ（2）（東大院工）○山岸
洋・吹野耕大・相田卓三

座長 池田 俊明（16：50～17：40）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （3D1-48, 3D1-49, 3D1-50, 3D1-51,

3D1-52）
3D1-48 Development of 2D Conductive Materials by Self-Assembly of C60-

Functionalized Tripodal Triptycenes（Chem. Res. Lab., Tokyo Tech）
○LEUNG, Franco King-chi; ISHIWARI, Fumitaka; SHOJI, Yoshiaki;

KAJITANI, Takashi; SAEKI, Akinori; SEKI, Shu; FUKUSHIMA, Takanori

3D1-49 Synthesis and Assembly Behavior of Novel Tripodal Triptycenes

Having π-Extended Propeller Blades（Chem. Res. Lab., Tokyo Tech）
○SEIKI, Noriya; SHOJI, Yoshiaki; SAEKI, Akinori; SEKI, Shu;

FUKUSHIMA, Takanori

3D1-50 周辺修飾したオリゴピロールの創製と集合化（立命館大薬）
○中村一登・前田大光

3D1-51 電荷を付与したπ電子系金属錯体の合成と集合化（立命館大
薬）前田大光○川下賢二

3D1-52 フラーレン含有 pH応答性ナノゲルの合成とその機能（広島大
工）○久保厚喜・杉川幸太・池田篤志

3月29日午前

座長 阿部 肇（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4D1-01, 4D1-02, 4D1-03, 4D1-05,

4D1-06）
4D1-01 らせん型構成要素の自己集積による階層的超分子システム（筑
波大院数理物質・筑波大 TIMS）○木村 光・中村貴志・鍋島達弥

4D1-02 Acid-Base Triggered Extension/Contraction Motion of a Double-

Stranded Boron Helicate Bearing Bipyridyl Units（Grad. Sch. Eng., Nagoya

Univ.）○SUZUKI, Yoshimasa; NAKAMURA, Taiki; YAMAMOTO,

Shinya; TAURA, Daisuke; IIDA, Hiroki; OUSAKA, Naoki; YASHIMA, Eiji

4D1-03* Molecular Recognition with a Double-Stranded Boron Helicate

bearing a Helical Cavity consisting of a Bisporphyrin（Grad. Sch. Eng.,

Nagoya Univ.）○YAMAMOTO, Shinya; IIDA, Hiroki; OUSAKA, Naoki;

YASHIMA, Eiji

4D1-05 擬鏡像異性体オキシメチレンヘリセンオリゴマーの固体表面に
おける構造変化と繊維膜形成（東北大院薬）重野真徳○澤藤 司・山
口雅彦

4D1-06 光学活性ビス（分岐上オリゴエチニルヘリセン）の合成（東北
大院薬）重野真徳○近藤祐太朗・雨宮 亮・山口雅彦

座長 前田 大光（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4D1-08, 4D1-09, 4D1-10, 4D1-11,

4D1-12, 4D1-13）
4D1-08 フェニルイソオキサゾリル基をもったベンゾトリチオフェン誘
導体の協同的自己集合（広島大院理）○足立浩明・池田俊明・灰野岳
晴

4D1-09 平面型エチニルピリジン大環状オリゴマーの合成とπ-スタッ
キング相互作用による高次構造形成（富山大院薬）○鈴木大貴・阿部
肇・井上将彦

4D1-10 D3h対称性ピリジン-ベンジルアルコール交互型アセチレン連結
大環状分子の合成と機能評価（富山大院薬）○湯元隆太・阿部 肇・
井上将彦

4D1-11 push-pull 型水素結合ネットワークにより糖を強く認識する

D3h対称性ピリジン-フェノール交互型大環状ホスト分子（富山大院
薬）○米田哲大・大石雄基・阿部 肇・井上将彦

4D1-12 スルホンアミドヘリセン 4 量体による「数 1,2を数える」分子
機能（東北大院薬）○重野真徳・串田 陽・小林雄太・山口雅彦

4D1-13 スルホンアミドヘリセンオリゴマーによるランダムコイルから
ラセン二量体形成過程における自己触媒反応（東北大院薬）重野真
徳○串田 陽・山口雅彦

座長 山中 正道（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4D1-15, 4D1-17, 4D1-19, 4D1-20）
4D1-15* 水中での Sc(III) の配位による meta-エチニルピリジンポリマー
のキラルならせん構造の安定化（富山大院薬）○牧田浩樹・阿部
肇・井上将彦

4D1-17* 水素結合アクセプターであるピリジンとドナーであるフェノー
ルが交互に連結したオリゴマーの糖認識と糖の固液抽出（富山大院
薬）○大石雄基・阿部 肇・井上将彦

4D1-19 剛直なポルフィリンポリマー超分子二重鎖（神戸大理）○古瀬
光平・大須賀篤宏・津田明彦

4D1-20 分子を外部刺激とする亜鉛ポルフィリン軸配位結合能力のアロ
ステリック制御（阪市大院理）○佐々木義人・小嵜正敏・鈴木修一・
岡田惠次

3月29日午後

座長 小嵜 正敏（13：30～13：50）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （4D1-28, 4D1-30, 4D1-31, 4D1-32,

4D1-33）
4D1-28* ポリチオフェン／コレステロール複合体の構造と機能（九州先

端研ナノテク研究室）○土屋陽一・新海征治

座長 小嵜 正敏（13：50～14：30）
4D1-30 α-シクロデキストリンを用いたキラル選択的オルガノゲル形
成（阪大院工）○寺垣歩美・木田敏之・明石 満

4D1-31 デンドリマーの配位架橋による超分子型金属配列テンプレート
の創製（東工大資源研）○平林勇輝・アルブレヒト 建・山元公寿

4D1-32 ビス（フェニルイソオキサゾリル）フェニルアセチレン配位子
をもつ Pt（II）錯体の自己集合により生成する超分子メタロゲル（広
島大理・広島大院理）○平野喬平・池田俊明・灰野岳晴

4D1-33 二種類のビスウレア化合物より形成される超分子ヒドロゲル
（静岡大院理）○迫 宏樹・山中正道

座長 逢坂 直樹（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （4D1-35, 4D1-37, 4D1-39, 4D1-40）
4D1-35* 電子ドナー・アクセプターπ共役分子二成分系における分離積
層ナノ構造の構築（阪大院工）○櫻井庸明・米田 聡・筒井祐介・関

修平
4D1-37* アニオン応答性π電子系への直線状共役ユニットの導入（立命

館大薬）○山門陵平・前田大光
4D1-39 光応答性アニオンを組み込んだイオンペア集合体の形成（立命

館大薬）前田大光○生田 潤

4D1-40 次元制御型集合体を形成するアニオン応答性π電子系ジピロリ
ルピラゾールの合成（立命館大薬）前田大光○谷 安尚

D2 会場
10 号館 1012 教室

有機化学－物理有機化学 A．構造と物性

3月26日午前

ポルフィリン・フタロシアニン

座長 清水 宗治（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1D2-01, 1D2-03, 1D2-04, 1D2-05,

1D2-06）
1D2-01* メソジベンゾポルフィセン(1) 合成、構造および分光学的特性

（阪大院工・北大触セ）○大洞光司・小川 歩・長谷川淳也・林 高
史

1D2-03 メソジベンゾポルフィセン(2) 縮環ベンゼン部位の置換基効果
（阪大院工）○田中靖之・小川 歩・大洞光司・林 高史

1D2-04 4－ピリジン置換ヘキサフィリンの合成と物性（京大院理）
○直田耕治・大須賀篤弘

1D2-05 meso,β-ハロゲン化ポルフィリンの合成と変換（京大院理）
○福井識人・依光英樹・大須賀篤弘

1D2-06 ジアザポルフィリンの還元反応（名大院工）○山路文香・三宅
由寛・忍久保 洋

座長 忍久保 洋（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1D2-08, 1D2-11, 1D2-12, 1D2-13）
1D2-08 若い世代の特別講演会 元素の特性を活用したアザポルフィ
リン類の合成・光物性制御（東北大院理）○古山渓行
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1D2-11 β位ヘキサスルフェニルサブポルフィリンの合成と物性（京大
院理）○吉田康太・大須賀篤弘

1D2-12 テトラアザポルフィリン五価リン錯体の一電子還元による安定
な有機ラジカルの生成と物性（東北大院理）○吉田拓矢・古山渓行・
小林長夫

1D2-13 ホウ素を含む平面π拡張ポルフィリンの合成と物性（京大院
理）○藤本圭佑・依光英樹・大須賀篤弘

座長 古山 渓行（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1D2-15, 1D2-16, 1D2-18, 1D2-19,

1D2-20）
1D2-15 新規環拡張ベンジフタロシアニンの合成および物性（東北大

理）○飯塚文哉・清水宗治・小林長夫
1D2-16* 四重縮環ポルフィリンの構造と物性（筑波大院数理物質）○三
枝優太・石塚智也・小谷弘明・小島隆彦

1D2-18 ベータ位直接結合サブポルフィリン二量体の合成と物性（京大
院理）○奥田恭大・鶴巻英治・大須賀篤弘

1D2-19 meso-β二重縮環コロールダイマーの合成と物性（京大院理）
○大井翔太・田中隆行・大須賀篤弘

1D2-20 周辺シリル化ポルフィリンおよびジシラン架橋ポルフィリン二
量体の合成と物性（京大理）○加藤研一・藤本圭佑・依光英樹・大須
賀篤弘

3月26日午後

座長 依光 英樹（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （1D2-32, 1D2-35, 1D2-36, 1D2-37）
1D2-32 若い世代の特別講演会 近赤外光を利活用するための有機π
電子系化合物の開発（理研）○村中厚哉

1D2-35 硫黄アニオンを用いたフタロニトリル二量化反応の開発および
新規拡張フタロシアニン類の合成検討（東北大理）○佐藤岳仁・古山
渓行・小林長夫

1D2-36 10-アザコロールの新規合成法の開発（名大院工）○大森裕
土・廣戸 聡・忍久保 洋

1D2-37 反芳香族ノルコロールニッケルの位置選択的な直接官能基化
（名大院工）○野澤 遼・山本恵太郎・辛 知映・廣戸 聡・忍久保
洋

座長 石塚 智也（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （1D2-39, 1D2-41, 1D2-42, 1D2-43,

1D2-44）
1D2-39* 大環状環拡張ポルフィリンの合成とその芳香族性（京大院理）

○米田友貴・大須賀篤弘
1D2-41 キノノイド型ポルフィリン周辺部へのπ拡張反応（京大理学研

究科）○梅谷将隆・直田耕治・田中隆行・大須賀篤弘
1D2-42 縮環型ポルフィリン多量体骨格を有する巨大キノン分子の合成
と性質（首都大院理工）山下健一○藤巻圭介・杉浦健一

1D2-43 超原子価ヨウ素酸化剤を用いた 5,10-ポルフィリンキノンの合

成と性質（首都大院理工）山下健一○依田拓弥・杉浦健一
1D2-44 [28]ヘキサフィリン-ケイ素錯体の合成と物性（京大院理）○石

田真一郎・田中隆行・大須賀篤弘

座長 杉浦 健一（16：30～17：30）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （1D2-46, 1D2-48, 1D2-49, 1D2-51）
1D2-46* サブポルフィリンホウ素-ヒドリド錯体の合成と物性（京大院

理）○鶴巻英治・大須賀篤弘
1D2-48 テトラアザポルフィリン 14族錯体の合成と物性（東北大理）

○下岡千尋・古山渓行・小林長夫

三次元π電子系

1D2-49* ボウル型 C60誘導体の小分子内包挙動（京大化研）○二子石
師・村田理尚・若宮淳志・村田靖次郎

1D2-51 水分子内包アザフラーレンの合成（京大化研・JSTさきがけ）
○橋川祥史・村田理尚・若宮淳志・村田靖次郎

座長 瀬川 泰知（17：40～18：40）
※ PC接続時間 17：30～17：40 （1D2-53, 1D2-55, 1D2-57, 1D2-58）
1D2-53* 有限長単層カーボンナノチューブ分子とフラーレンからなる
ピーポッド分子における光誘起電子移動（東北大院理）○一杉俊平・
大久保 敬・飯塚亮介・川島雄樹・佐藤宗太・福住俊一・磯部寛之

1D2-55* 湾曲π電子系における分子認識：π伸長した分子ピーポッドに
おける分子構造と熱力学（東北大WPI-AIMR・JST, ERATO）○松野太
輔・佐藤宗太・飯塚亮介・磯部寛之

1D2-57 アミノフェナントレンの酸化による歪曲化合物の合成（名大院
工・名大院工）○横井寛生・廣戸 聡・忍久保 洋

1D2-58 Synthesis of a new macrocyclic trimers based on hydoroquinone dimes

units and their physical properties.（Grad. Sch. Med., Yamaguchi Univ.）
○ISHIKAWA, Mari; WATANABE, Ryusuke; KAMIMURA, Akio

3月27日午前

三次元π電子系

座長 一杉 俊平（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2D2-01, 2D2-02, 2D2-03, 2D2-04,

2D2-05, 2D2-06）
2D2-01 A Practical Synthesis of [N]CPPs Using Tin-mediated Reductive

Aromatization（ICR, Kyoto Univ.）○PATEL, Vijay Kumar;

KAYAHARA, Eiichi; YAMAGO, Shigeru

2D2-02 シクロパラフェニレン-ルテニウム錯体の合成と同定（京大化
研）○茅原栄一・PATEL Vijay Kumar・Kündig E. Peter・Mercier

Audrey・山子 茂
2D2-03 [5]シクロパラフェニレンの直接官能基化（京大化研）○茅原栄
一・PATEL Vijay Kumar・山子 茂

2D2-04 ねじれた共役系をもつ酸素架橋縮合五環系の合成と物性（阪市
大院理）○佐藤千尋・小嵜正敏・鈴木修一・岡田惠次

2D2-05 ヒドロキシアセン類の酸化によるヘリセン型分子の合成（名大
院工）○松野崇志・小山祐太朗・Kumar Jatish・河合 壯・廣戸
聡・忍久保 洋

2D2-06 ねじれたポルフィリン 2量体におけるキラリティー誘起（名大
院工）○伊藤 覚・廣戸 聡・忍久保 洋

座長 茅原 栄一（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2D2-08, 2D2-09, 2D2-10, 2D2-12,

2D2-13）
2D2-08 クロム錯体を経由したシクロパラフェニレンの選択的官能基化

（名大院理・名大WPI-ITbM・JST ERATO）○久保田夏実・瀬川泰
知・伊丹健一郎

2D2-09 アントラキノン含有カーボンナノリングの合成とソルバトフル
オロクロミズム特性（名大院理・名大WPI-ITbM・JST ERATO）○桑
原拓也・折居 潤・瀬川泰知・伊丹健一郎

2D2-10* リチウムイオン内包フラーレンを包接した分子ナノカーボン：
電荷移動相互作用による特性変化とイオンとしての応用展開（名大院
理・名大WPI-ITbM・JST ERATO）○上野 裕・松井克磨・西原大
志・瀬川泰知・伊丹健一郎

2D2-12 非環状らせん共役系を有するヘキサフィリンの合成と物性（京
大院理）○森 裕貴・鈴木優章・大須賀篤弘

2D2-13 縮環ピレン 3 量体の合成と構造解析（奈良先端大物質・JST

CREST）○田本 彬・荒谷直樹・山田容子

座長 川瀬 毅（11：20～12：10）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2D2-15, 2D2-17, 2D2-18, 2D2-19）
2D2-15* Synthesis of open-shell ladder π-systems enabled by catalytic

dimerization of diarylacetylenes（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.; WPI-

ITbM, Nagoya Univ.; ERATO, JST; Oregon Univ.）○MAEKAWA,

Takehisa; ROSE, Bradley; SEGAWA, Yasutomo; HALEY, Michael;

ITAMI, Kenichiro

2D2-17 白金多核錯体を用いたペルフルオロシクロパラフェニレンの合

成（京大化研）○河野太郎・橋本士雄磨・茅原栄一・黒田康弘・鈴木
敏泰・山子 茂

2D2-18 白金多核錯体を用いた環状共役ポルフィリンオリゴマーの合成
（京大化研）○前田祐希・茅原栄一・山子 茂

2D2-19 酸素官能基を持つシクロパラフェニレンの酸化還元挙動（京大
化研）○大西弘晃・茅原栄一・山子 茂

3月27日午後

座長 伊丹 健一郎（13：20～14：20）
※ PC接続時間 13：10～13：20 （2D2-27, 2D2-30, 2D2-31）
2D2-27 若い世代の特別講演会 アニリンやフェノールの酸化反応を
ベースとした高歪π共役分子の合成（名大院工）○廣戸 聡

2D2-30 ジチエノチオフェンから成るチアカリックスアレーンの電子構
造と錯形成挙動（北里大院理・ブルカーエイエックスエス株式会社）
○井上亮太・長谷川真士・与座健治・真崎康博

2D2-31* テトラシクロ(2，7-カルバゾール):芳香環内部における環電流
（分子研・京大化研）○黒田康弘・阪元洋一・鈴木敏泰・茅原栄一・
山子 茂

座長 長谷川 真士（14：30～15：20）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （2D2-34, 2D2-35, 2D2-36, 2D2-37）
2D2-34 ヘキサピロロヘキサアザコロネンオリゴマーの合成と物性（愛

媛大院理工）○田川和成・安藤千恵・沖 光脩・森 重樹・中江隆
博・奥島鉄雄・宇野英満

2D2-35 構成分子の形状を利用したシクロファンの合成（愛媛大理）
○沖 光脩・田川和成・安藤千恵・森 重樹・奥島鉄雄・宇野英満

2D2-36 トリフェニルアミンとアントラセンユニットを連結したアザシ
クロファンの合成と電気化学的性質（岡山理大理）○岩永哲夫・山内
智和・豊田真司

2D2-37* Synthesis and Evaluation of Optically Active Dendrimers Based on a

Planar Chiral Tetrasubstituted [2.2]Paracyclophane Core（Grad. Sch. Eng.,

Kyoto Univ.）○GON, Masayuki; MORISAKI, Yasuhiro; CHUJO, Yoshiki
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座長 高瀬 雅祥（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （2D2-40, 2D2-41, 2D2-42, 2D2-43,

2D2-44, 2D2-45）
2D2-40 新規面不斉 Janus 型四置換[2.2]パラシクロファン化合物の合成

（京大院工）○沢田理紗・森崎泰弘・中條善樹
2D2-41 ビチオフェンで架橋した環状キラル[2.2]パラシクロファンの合

成とキラル光学特性（北里大理）○小早川幸輔・長谷川真士・迫 克
也・真崎康博

2D2-42 キラルな擬オルト[2.2]パラシクロファンに組み込まれたオリゴ
フェニレン類のキラル光学特性（北里大院理）○佐々木宏明・長谷川
真士・真崎康博

有機ラジカル

2D2-43 ピレンラジカルカチオンおよびジカチオンの生成と物性（奈良
先端大物質・JST CREST）○松本彬伸・荒谷直樹・山田容子

2D2-44 非局在型ラジカルを導入した含窒素平面π共役分子の合成と電
子的性質（阪大院工）○小橋紀之・酒巻大輔・関 修平

2D2-45 ジアリールアミン連結フェノチアジン誘導体の酸化挙動（阪市
大院理）○狩俣 歩・鈴木修一・小嵜正敏・岡田惠次

座長 岩永 哲夫（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （2D2-47, 2D2-49, 2D2-50, 2D2-51,

2D2-52）
2D2-47* 一重項ビラジカル性を有するビフェナレニリデンが示す特異な
電子環状反応に関する研究（阪大院理）○内田一幸・西内智彦・平尾
泰一・久保孝史

2D2-49 二重 N-混乱ヘキサフィリン(1.1.1.1.1.0)二核金属錯体を用いる有
機ラジカルの安定化（九大院工）○久宗 穣・西村啓一・石田真敏・
古田弘幸

2D2-50 アズレンを基本骨格とするニトロキシドジラジカルの合成と性
質（阪市大理）○原口 誠・Tretyakov Evgeny・鈴木修一・小嵜正
敏・塩見大輔・佐藤和信・工位武治・岡田惠次

2D2-51 双性イオン型一重項ビラジカルを示すビスフェナレニルの合成
（阪大院理）○古川香織・西内智彦・平尾泰一・久保孝史

2D2-52 トリオキソトリアンギュレン誘導体の合成および置換基効果
（阪大院工・カネカ・JST CREST・愛工大）○武元一樹・村田剛志・
辻 良太郎・森田 靖

座長 鈴木 修一（17：50～18：40）
※ PC接続時間 17：40～17：50 （2D2-54, 2D2-55, 2D2-56, 2D2-58）
2D2-54 PCET 機構による水素原子の安定的包接を目指した新規サンド
イッチ構造の構築（阪大院理）○寺岡 満・平尾泰一・西内智彦・久
保孝史

2D2-55 複数のプロトン共役電子移動中心を有する分子の開発と集積化
（阪大院理）○服部一生・平尾泰一・西内智彦・久保孝史

2D2-56* σ-Aromaticity: Clarification by a Hexaselanylbenzene Dication

（Grad. Sch. Sci., Eng., Saitama Univ.; Grad. Sch. Sci., Rikkyo Univ.;

FIFC, Kyoto Univ.）○FURUKAWA, Shunsuke; FUJITA, Masahiro;

KANATOMI, Yoshihiko; MINOURA, Mao; HATANAKA, Miho;

MOROKUMA, Keiji; SAITO, Masaichi

2D2-58 ヘキサシラ[6]サーキュレンの合成検討（埼大院理工）○藤田雅
大・古川俊輔・斎藤雅一

3月28日午前

座長 西内 智彦（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3D2-01, 3D2-02, 3D2-03, 3D2-04,

3D2-05, 3D2-06）
3D2-01 縮合多環ペンタレンの迅速合成と反芳香族性（名大院理・名大

WPI-ITbM）○大島寛也・深澤愛子・山口茂弘
3D2-02 つる巻き状分子不斉の創出（1）：カップリング反応によるキ
ラルなヘテロ芳香族二量体の周辺置換基修飾（神戸大工）○丸橋和

希・岡山陽一・森 敦紀
3D2-03 つる巻き状分子不斉の創出（2）：ヘテロビアリール骨格をも
つ分子不斉大環状アルケンの二重結合変換反応（神戸大院工）○豊森
佑夏・岡山陽一・森 敦紀

3D2-04 1H-ベンゾ[cd]インドール-2-オン骨格を有するヘキサフェニルエ
タン型化合物の合成と構造（北大院理）○内村康人・上遠野 亮・藤
原憲秀・鈴木孝紀

3D2-05 ソレノイドコイル型オリゴピリンの合成（京大院工）○岩本昂
大・倉橋拓也・松原誠二郎

3D2-06 9a-アザフェナレニル骨格を有する新規縮環アゾメチンイリド
の合成と反応性（東大院工）○時丸祐輝・伊藤慎庫・野崎京子

座長 前田 千尋（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3D2-08, 3D2-09, 3D2-10, 3D2-11,

3D2-12, 3D2-13）
3D2-08 トリフルオランテノ[3.3.3]プロペラン誘導体とその電荷移動錯

体の合成（阪大院理）○兒玉拓也・宮崎翔伍・西内智彦・平尾泰一・
久保孝史

3D2-09 s-インダセンの簡便合成を指向した 2-アリールインデンの合成
（阪大院理）○藤井賢志郎・西内智彦・平尾泰一・久保孝史

3D2-10 エネルギー的に近い様々な構造を取りうる新規立体過密型キノ
ンの合成と物性（阪大院理）○鈴木健志・西内智彦・平尾泰一・久保

孝史
3D2-11 トリアルコキシフェニル基を有するフェナントレンが縮環した
デヒドロアヌレンの合成、物性および自己集合挙動（群馬大院理工）
○高橋伸尚・加藤真一郎・中村洋介

3D2-12 ピレンが縮環したデヒドロ[12]および[18]アヌレン類の合成、物
性および自己会合挙動（群馬大院理工）○山本隆一郎・加藤真一郎・
中村洋介

3D2-13 ベンゾペンタレンキノン誘導体と種々のジアルキルアミノフェ
ニル置換アルキンの環化付加反応と付加体の物性（群馬大院理工）
○木島友和・加藤真一郎・中村洋介

座長 加藤 真一郎（11：20～12：10）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3D2-15, 3D2-16, 3D2-17, 3D2-18,

3D2-19）
3D2-15 テトラゾロピリジンを含む新規π共役分子の合成と物性（阪大

産研）○丹波俊輔・家 裕隆・安蘇芳雄
3D2-16 カルバゾール骨格を有する BODIPYの合成及び物性評価（岡
山大院自然）前田千尋○戸高 匠・依馬 正

3D2-17 チタナサイクル中間体を経由するトリフェニルアミン部位とヘ
テロール骨格をもつπ電子系化合物の合成と応用（東工大院総理工・
東工大院総理工）○斉藤大輔・西山寛樹・稲木信介・冨田育義・大山
陽介・大下浄治

3D2-18 スマネニル錯体の触媒機能（阪大院工・JST ACT-C）○加藤
俊・雨夜 徹・高橋佑来・平尾俊一

3D2-19 ジシラン二重架橋ターナフチル二量体の合成とその結晶充填構
造（東北大院理・東北大WPI-AIMR・阪大院工）○原 大祐・松山直

人・中西和嘉・一杉俊平・佐伯昭紀・関 修平・磯部寛之

3月28日午後

光物性

座長 久保 由治（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （3D2-33, 3D2-34, 3D2-36, 3D2-37,

3D2-38）
3D2-33 光誘起プロトン・電子移動を可能とするアンスラノール・アク
リジン連結分子の合成と物性（阪大院理）○細井克馬・平尾泰一・西
内智彦・久保孝史

3D2-34* Synthesis and Circularly Polarized Luminescence Properties of 1,1-

Bipyrene-2,2-diol Derivatives（Grad. Sch. Sci. Eng., Tokyo Metropolitan

Univ.）○HASSAN, Kamrul; YAMASHITA, Ken-ichi; SUGIURA, Ken-

ichi; IMAI, Yoshitane; NAKABAYASHI, Kazuki

3D2-36 合成化学的手法によるペンタセン誘導体の配向制御と光物性評
価（慶大院理工）○佐久間高央・酒井隼人・羽曾部 卓

3D2-37 ピセン、ベンゾクリセンおよび[5]ヘリセンイミド誘導体の合成
と光物性評価（慶大理工・東北大多元研・早大先進理工）○久保田貴
子・酒井隼人・荒木保幸・和田健彦・坂上 知・竹延大志・羽曾部
卓

3D2-38 円偏光発光発現を目指した Push-Pull 型テトラチア[9]ヘリセン
誘導体の合成と光物性（慶大院理工・東北大多元研・早大先進理工・
奈良先端大物質）○山本勇樹・酒井隼人・荒木保幸・和田健彦・坂上
知・竹延大志・Jatish Kumar・河合 壯・羽曾部 卓

座長 平尾 泰一（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （3D2-40, 3D2-42, 3D2-43, 3D2-44,

3D2-45）
3D2-40* トリアジン骨格を介した水素結合ネットワークによるポルフィ
リン集合体の構造制御と光ダイナミクス評価（慶大理工）○酒井隼
人・荒木保幸・和田健彦・羽曾部 卓

3D2-42 ペリレン骨格を基盤とする含窒素多環芳香族分子の合成と遷移
金属錯体への展開（慶大理工）○徳尾宏吉・酒井隼人・荒木保幸・坂
上 知・和田健彦・竹延大志・羽曾部 卓

3D2-43 ペリレン骨格を基盤としたドナー-アクセプター二分子連結体
の超分子構造制御と光物理過程評価（慶大院理工）○堀ノ内悠希・酒
井隼人・羽曾部 卓

3D2-44 非常に安定なサブポルフィリンメゾオキシラジカルの合成（京
大院理）○清水大貴・大須賀篤弘

3D2-45 Synthesis and Properties of Carbon-Bridged Oligo-p-Phenyleneviny-

lene-Benzoquinone Conjugate（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）
○KANDA, Yuzuru; TSUJI, Hayato; EIICHI, Nakamura

座長 羽曾部 卓（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （3D2-47, 3D2-48, 3D2-49, 3D2-50,

3D2-51, 3D2-52）
3D2-47 アザ[7]ヘリセンを電子ドナーとするドナー・アクセプター型分
子の合成と光学特性（東農工大院工）○高瀬 昂・中野幸司

3D2-48 講演中止
3D2-49 ラクタム構造を基盤とした新規 aza-BODIPY二量体の合成とそ
の物性（東北大理学研究科）○玉田真倫・清水宗治・小林長夫

3D2-50 二重 N-混乱ヘキサフィリン二核金属錯体の合成と光学特性
（九大院工）○小笠原光紀・ゴクルナス サバパッチ・石田真敏・古
田弘幸

3D2-51 サブポルフィリンピンサー錯体の合成（京大院理）○北野匡
章・大須賀篤弘

3D2-52 ルビリンの金属錯体の合成と物性（京大院理）○征矢恭典・大
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須賀篤弘

3月29日午前

光物性

座長 俣野 善博（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4D2-01, 4D2-02, 4D2-04, 4D2-05,

4D2-06）
4D2-01 9-フェニルアントラセンにおける平面固定化の効果（名大院

理・名大WPI-ITbM）○岩原秀明・櫛田知克・山口茂弘
4D2-02* トロピリウムイオンを電子受容性部位とする D-A-D 型π共役
カチオンの合成と物性（名大院理）○浅井健吾・深澤愛子・山口茂弘

4D2-04 チエノホスホールジオンを中心骨格に有する新規 D-A-D 型π
共役分子の合成ならびに物性（阪大院工）○畑中宏太・武田洋平・南
方聖司

4D2-05 アクリジンを基本骨格とする D-π-A 型蛍光分子の合成及び物
性評価（慶大院理工）○多田励起・鈴木良太・三浦洋平・吉岡直樹

4D2-06 水中で赤色発光を示す水溶性ベンゾチアジアゾール・トリフェ
ニルアミン会合体（久留米高専生物応用化学科・群馬大院理工）○北
原いくみ・田中亜沙美・長谷部直哉・吉原利忠・飛田成史・石井 努

座長 深澤 愛子（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4D2-08, 4D2-10, 4D2-11, 4D2-12,

4D2-13）
4D2-08* Synthesis and Properties of Highly Twisted 5-Arylamino Thiazoles

（Fac. Eng., Gifu Univ.）○YAMAGUCHI, Kirara; MURAI, Toshiaki

4D2-10 5,15-ジアザポルフィリンの光物性に対するβ-アリール基の置
換基効果（新潟大院自然・新潟大理・九大院理）○大桃理志・俣野善
博・中野晴之

4D2-11 フェニレンジアミン誘導体の置換基効果に基づく発光挙動（徳
島大院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス・阪大院工）○大村
聡・森内敏之・平野みさと・三好徳和・平尾俊一

4D2-12 π共役系部位を有するフェニレンジアミン誘導体の合成（阪大
院工）森内敏之○筒井裕子・戎 佳祐・平尾俊一

4D2-13 核酸塩基部位を有するフェニレンジアミン誘導体の合成（阪大
院工）森内敏之○小林和暉・坂本勇樹・平尾俊一

座長 森内 敏之（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4D2-15, 4D2-17, 4D2-18, 4D2-19,

4D2-20）
4D2-15* 近赤外領域に吸収・蛍光を示すローダミン縮合型色素の設計と

開発（東大院薬・理研・岡山大院医歯薬）○白崎良尚・村中厚哉・神
野伸一郎・橋爪大輔・澤田大介・内山真伸

4D2-17 ベンジフタロシアニンが示す近赤外領域のソルバトクロミズム
（東大院薬・理研 CSRS）○鳥海尚之・村中厚哉・平野圭一・吉田健
吾・内山真伸

4D2-18 アレン類の環化二量化反応によるジメチレンシクロブタン誘導
体の合成と凝集誘起発光特性（東工大院総理工）○江口 裕・西山寛
樹・稲木信介・冨田育義

4D2-19 ジイミンガリウム錯体の合成と光物性（京大院工）○廣瀬
周・田中一生・中條善樹

4D2-20 ジ-tert-ブチルシクロプロぺノンと各種メチレン化剤との反応
（静岡大院理）○埴谷開人・坂本健吉

3月29日午後

座長 田中 一生（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （4D2-28, 4D2-30, 4D2-31, 4D2-32,

4D2-33）
4D2-28* Synthesis and Properties of a Fluoreno[2,3-b]fluorene Derivative

Having an Anomalous Optical Property（Grad. Sch. Eng. Sci., Osaka

Univ.）○MIYOSHI, Hirokazu; MIKI, Masahito; HIRANO, Shintaro;

SHIMIZU, Akihiro; KISHI, Ryohei; NAKANO, Masayoshi; TOBE, Yoshito

4D2-30 Synthesis and photophysical characterization of the direct ring

functionalized unsymmetrical NIR cyanine dyes（Grad. Sch. Life Sci. Sys.

Eng., KIT）○SAIKIRAN, Maryala; SATO, Daisuke; PANDEY, Shyam S.;

KATO, Tamaki

4D2-31 Syntheses and characterizations of the isomers of pyrene-based

salicylaldimine-type ligand and their metal complexes（Grad. Sch. Sci. Eng.,

Tokyo Metropolitan Univ.）○LUONG, Xuan Dien; YAMASHITA, Ken-

ichi; SUGIURA, Ken-ichi

4D2-32 フルオレニリデンアクリダンの合成と物性（東大院理）○鈴木
毅・岡田洋史・松尾 豊

4D2-33 カルボラン含有トリフェニルアミン誘導体の合成と電子物性
（京大院工）○上辺将士・亀岡優一郎・伊藤彰浩・佐藤 徹・田中一
義

D3 会場
10 号館 1013 教室

有機化学－物理有機化学 A．構造と物性

3月26日午前

チオフェンならびに酸化還元系

座長 石塚 智也（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1D3-01, 1D3-02, 1D3-03, 1D3-04,

1D3-05, 1D3-06）
1D3-01 アリールカルボン酸エステルをアクセプターとするドナー-π-

アクセプター化合物のメカノクロミズム発現（千葉大院工）松本祥
治○茂木 淳・加藤直希・赤染元浩

1D3-02 大環状シクロ[8](チエニレン-エチニレン)-フラーレン錯体の構
造、モルフォロジーおよび電気・光物性（首都大院理工）○清水秀
幸・伊與田正彦

1D3-03 Structure and electronic state of dicationic bis(diarylamino)-substi-

tuted carbon-bridged phenylenevinylenes（Grad. Sch. Sci., The Univ. of

Tokyo）○LIN, Nai-ti; TSUJI, Hayato; NAKABAYASHI, Koji; OHKOSHI,

Shin-ichi; NAKAMURA, Eiichi

1D3-04 ピケットフェンスポリチオフェンとそのジブロックコポリマー
（物材機構高分子材料ユニット）○杉安和憲・Pan Chengjun・竹内正
之

1D3-05 TTFを導入したキラルアレンとそのポリマーのキラル光学特
性（北里大院理）○遠藤純太・長谷川真士・岩田聖也・真崎康博

1D3-06 相補的な水素結合を有する TTFの会合挙動とジアミン添加に
よるナノ構造の構築（北里大院理）○長谷川真士・井上亮太・真崎康
博

座長 松本 祥治（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1D3-08, 1D3-09, 1D3-10, 1D3-11,

1D3-12, 1D3-13）
1D3-08 π拡張キノン型ポルフィリンの酸化還元特性（筑波大院数理物

質）○板垣 怜・石塚智也・小谷弘明・小島隆彦
1D3-09 ドナー・アクセプター交互連結型デンドリマーの創製（東工大
院総理工）○比嘉琢哉・アルブレヒト 建・山元公寿

1D3-10 電子密度勾配を有する非対称π共役高分子の創製（東工大院総
理工）○雨宮 史・今岡享稔・山元公寿

1D3-11 チエノピロールが縮環したベンゾチアジアゾール、キノキサリ
ンおよびフェナジン誘導体の合成と物性（群馬大院理工）○田村美
咲・加藤真一郎・中村洋介

1D3-12 種々の置換基を導入したベンゾおよびナフトペンタレン誘導体
の合成と物性（群馬大院理工）○桑子 智・加藤真一郎・中村洋介

1D3-13 新規π拡張ジヒドロフェナジン誘導体の合成（名大院工）○長

崎樹梨・廣戸 聡・忍久保 洋

座長 廣戸 聡（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1D3-15, 1D3-17, 1D3-18, 1D3-19,

1D3-20）
1D3-15* 酸応答性ビアクリジン誘導体（分子研協奏分子研）○山本浩
司・パンディット パラッシュ・中村敏和・倉重佑輝・柳井 毅・中
村 豪・正岡重行・東林修平

1D3-17 酸応答性ビカルバゾール誘導体（分子研協奏分子研・新潟大研
究推進機構機器分析センター）パンディット パラッシュ・山本浩
司・中村敏和・西村勝之・倉重佑輝・柳井 毅・中村 豪・正岡重
行・古川 貢○東林修平

1D3-18 電子供与性パイ共役側鎖を有する電子受容体の合成と光学特性
（静岡大院理）○井上翔太・小林健二

1D3-19 二重アルキレンストラップ保護ジフェニルテトラセンの合成と
性質（静岡大院理）○大澤弘和・高木裕太・小林健二

1D3-20 大環状パイ共役アントラセンを指向した 9-置換-3,6-ジボリルア
ントラセンの合成（静岡大創造科学技術大学院）○高木裕太・小林健
二

3月26日午後

座長 雨夜 徹（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （1D3-32, 1D3-34, 1D3-36）
1D3-32* 直交型ヘテロアセン二量体を鍵骨格とした三次元π電子系分子
の合成と電子的性質（阪大院工）○酒巻大輔・関 修平

1D3-34* ベンゾチアジノフェノチアジンを基盤とした酸化体の合成、構
造と性質（阪市大院理）○吉田考平・鈴木修一・小嵜正敏・塩見大
輔・佐藤和信・工位武治・岡田惠次

1D3-36* Synthesis and Electrochemical Properties of π-Extended Tetrathia-

fluvalene Analogues Embedded with a Porphyrin Skeleton（Grad. Sch. Eng.,

Kyushu Univ.）○ISHIDA, Masatoshi; CHANG-HEE, Lee; SESSLER,

Jonathan; FURUTA, Hiroyuki
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座長 村田 理尚（15：20～16：10）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （1D3-39, 1D3-41, 1D3-42, 1D3-43）
1D3-39* ホスホン酸およびホスホン酸モノエステルを有する自己ドープ

型導電性ポリアニリンの合成と特性（大八化学工業（株）・阪大院
工）○阿部 靖・雨夜 徹・稲田雄飛・山本洋揮・古澤孝弘・平尾俊
一

1D3-41 ポリアニリンホスホン酸の錯形成（阪大工）雨夜 徹○杉原良
介・平尾俊一

1D3-42 触媒的 C-Hホウ素化と縮環反応を基盤とするテトラチア[8]

サーキュレンの合成（名大院工）○加藤祥平・芹澤祐真・三宅由寛・
忍久保 洋

1D3-43 環状テトラチオフェンの位置選択的官能基化（名大院工）○芹
澤祐真・加藤祥平・三宅由寛・忍久保 洋

座長 清水 宗治（16：20～17：00）
※ PC接続時間 16：10～16：20 （1D3-45, 1D3-46, 1D3-47, 1D3-48）
1D3-45 ジピロリルフェノールを基盤としたπ電子系アニオンの形成

（立命館大薬）前田大光○福井彩香
1D3-46 非対称型ジヘテロアリールジケトンの合成（立命館大薬）前田
大光○藤原雅也

1D3-47 アミノ基を有するピレン誘導体の合成と電子物性（京大院工）
○倉田亮平・伊藤彰浩・田中一義

1D3-48 複数のフッ化芳香環を有する dyrex 系の構築とエレクトロクロ
ミズム挙動（北大院理）○玉置瞳美・上遠野 亮・藤原憲秀・鈴木孝
紀

座長 上遠野 亮（17：10～18：00）
※ PC接続時間 17：00～17：10 （1D3-50, 1D3-51, 1D3-52, 1D3-53,

1D3-54）
1D3-50 新規π拡張チエノアセンの設計・合成と有機トランジスタへの
展開（九大工・九大稲盛フロンティア研・JSTさきがけ）○大山達
也・ヤン ユソク・安達千波矢・安田琢麿

1D3-51 TTFの酸化還元を利用したケイ素フタロシアニン多量体の分
子配列制御（東北大院理）○椎名祐太・清水宗治・小林長夫

1D3-52 Synthesis and Properties of Tetrabenzopyracylene Derivatives（ICR,

Kyoto Univ.）○CHAO, Lumen; MURATA, Michihisa; SUGANO,

Yasunori; WAKAMIYA, Atsushi; MURATA, Yasujiro

1D3-53 分子ワイヤへの応用を目指したスピロ置換フルオレンによる長

鎖の完全被覆型オリゴチオフェンの合成と物性（阪大産研）○岡本祐
治・家 裕隆・安蘇芳雄

1D3-54 プロトン移動が関与するレドックス活性型配位子の合成（阪大
院理）○立花直樹・平尾泰一・西内智彦・久保孝史

3月27日午前

有機導体・半導体

座長 中野 幸司（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2D3-01, 2D3-03, 2D3-05, 2D3-06）
2D3-01* ジベンゾ[a,e]ペンタレン(DBP)を基盤とする新規π共役分子の

合成と有機 トランジスタ特性（理研 CEMS）○中野正浩・尾坂 格・
瀧宮和男

2D3-03* ナフタレンジイミドを基盤とするπ共役系分子の動的構造と半
導体特性（物材機構 ICYS）○高井淳朗・竹内正之

2D3-05 含硫黄フェナセン型多環芳香族化合物の合成および有機電界効
果トランジスタへの応用（岡山大院自然・JSTACT-C）○兵頭恵太・森
裕樹・西原康師

2D3-06 ピラジノジチアゾールを有するコポリマーの合成、物性および
n型半導体特性（阪大産研）○笹田翔平・家 裕隆・安蘇芳雄

座長 安蘇 芳雄（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2D3-08）
2D3-08 学術賞受賞講演 複素芳香族を基盤とした高性能有機半導体
の創製と応用に関する研究（理研 CEMS）○瀧宮和男

座長 尾坂 格（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2D3-15, 2D3-17, 2D3-18, 2D3-19,

2D3-20）
2D3-15* シリレン架橋型シクロオリゴチエニレンの理論化学的計算およ
び合成研究（阪府大院工・阪府大分子エレクトロニックデバイス研）
○太田英輔・大垣拓也・青木 徹・小田容己子・松井康哲・池田 浩

2D3-17 ベンゾ[1,2-b:4,5-b’]ジフラン骨格が縮環したオキサアセンの合成
と有機電界効果トランジスタへの応用（東農工大院工）○山片悠太・
中野幸司

2D3-18 ベンゾ[2,1-b:3,4-b’]ジカルコゲンノフェン骨格を有するヘテロア
センの合成と半導体特性（東農工大院工）○Truong Minh Anh・中野
幸司

2D3-19 チアゾール縮環ベンゾチアジアゾール骨格を電子受容性骨格に
用いた D-A 型分子の合成と物性（京大化研・JSTさきがけ）○佐藤
基・若宮淳志・村田靖次郎

2D3-20 水素結合によって二量化するジケトピロロピロール誘導体の特
性評価（筑波大）○川崎龍矢・高瀬直人・桑原純平・神原貴樹

3月27日午後

座長 小野 克彦（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2D3-28, 2D3-30, 2D3-31, 2D3-33）
2D3-28* ピロロピロール-aza-BODIPYの合成および物性と有機薄膜太陽
電池への展開（九大院工）○清水宗治・飯野 拓・佐伯昭紀・関 修

平・古田弘幸・小林長夫
2D3-30 ピロロピロール-アザ-BODIPY二量体の合成及び物性（九大

工）○鹿毛悠冬・清水宗治・森 重樹・古田弘幸
2D3-31* Development of Semiconducting Polymers Based on Phenanthro-

dithiophene-Benzothiadiazole and Their Application to Organic Electronic

Devices（Grad. Sch. Nat. Sci. Technol., Okayama Univ.; JST ACT-C）
○MORI, Hiroki; NONOBE, Hikaru; NISHIHARA, Yasushi

2D3-33 4,7-ジアルキルフェナントロジチオフェンを導入した低バンド
ギャップ半導体ポリマーの合成と太陽電池特性（岡山大院自然・
JSTACT-C）○高橋竜輔・兵頭恵太・野々部 瑛・森 裕樹・西原康師

座長 清水 宗治（14：40～15：20）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2D3-35, 2D3-36, 2D3-37, 2D3-38,

2D3-39, 2D3-40）
2D3-35 電子輸送材料としてのフラーレンジアミン付加体薄膜の作製と
その電気化学特性（滋賀県大工）○斉藤 丞・秋山 毅・小野侑司・
番家翔人・泉本大輔・奥 健夫

2D3-36 フラーレン-エチレンジアミンから成るフラーレン微粒子膜の
簡便な作製と光電気化学応用（滋賀県大工）○番家翔人・秋山 毅・
鈴木厚志・奥 健夫

2D3-37 イソベンゾヘテロール骨格をπスペーサーとして用いた D-π-

A 型色素材料の開発（関西学院大理工）羽村季之○戸澤仁志・片岡裕
貴・村田靖次郎・若宮淳志

2D3-38 イオンセンシング機能を有するクルクミンホウ素錯体の太陽電
池特性（名工大院工）○高尾 綾・小野克彦

座長 清水 宗治（15：20～15：40）
2D3-39 中央に 2つのホウ素をドープしたナノグラフェンの還元特性

（名大院理・名大 WPI-ITbM・JST CREST）○大角真一朗・DOU

CHUANDONG・松尾恭平・齊藤尚平・山口茂弘
2D3-40 ホウ素ドープグラフェンナノリボン(B-GNR)の精密合成、電子

構造、ルイス酸性（名大院理・JSTさきがけ・名大WPI-ITbM・スイス
Basel大学・フィンランド Aalto大学）○齊藤尚平・川井茂樹・大角真
一朗・FOSTER ADAM・ERNST MEYER・山口茂弘

座長 秋山 毅（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （2D3-42, 2D3-44, 2D3-46）
2D3-42* Development ofπ-Conjugated Columnar Liquid Crystals Containing

Polar Groups（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○YOSHIO,

Masafumi; ZHEN, Zheng; KATO, Takashi

2D3-44* Synthesis of Cyclo-meta-phenylene Derivatives for the Organic

Materials（Grad. Sch. Sci., Tohoku Univ.）○XUE, Jing; IKEMOTO,

Koki; TAKAHASHI, Norihisa; IZUMI, Tomoo; TAKA, Hideo; KITA,

Hiroshi; SATO, Sota; ISOBE, Hiroyuki

2D3-46* 開殻型有機分子を用いたテーラーメイド二次電池：トリオキソ
トリアンギュレンの分子修飾による高容量化（阪大院工・カネカ・JST

CREST・愛工大）○信国浩文・朝倉典昭・慶島美和・辻 良太郎・森
田 靖

座長 畠山 琢次（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （2D3-49, 2D3-50, 2D3-53）
2D3-49 ポリアニリン/金属ナノ粒子複合体電極を使用した過酸化水素

発生（阪大院工・日産化学材料科学研究所）○伊左治忠之・安部誠
志・雨夜 徹・平尾俊一

2D3-50 技術進歩賞受賞講演 エキサイプレックス-三重項エネルギー
移動を利用した高効率・長寿命有機 EL素子とその白色照明への応用
（株式会社半導体エネルギー研究所 OEL部）○石曽根崇浩・瀬尾哲

史・大澤信晴
2D3-53* Development of delayed fluorescence emitter based on triptycene

backbone（MIT Department of Chemistry）○KAWASUMI, Katsuaki; WU,

Tony; ZHU, Tianyu; VAN VOORHIS, Troy; BALDO, Marc; SWAGER,

Timothy

3月28日午前

有機導体・半導体

座長 森崎 泰弘（9：00 ～9：30 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3D3-01, 3D3-02, 3D3-03, 3D3-04,

3D3-05, 3D3-06）
3D3-01 ヘキサトリエン鎖を有する交差共役型 TTF 系ドナーの合成と

構造、性質（愛媛大院理工）○檀上貴弘・上田将史・白旗 崇・御崎
洋二

ホウ素

3D3-02 近赤外光吸収特性を有するボロンジナフトピロメテン系色素の
合成（首都大都市環境）○山澤 翔・浅羽拓郎・須田優紀江・西藪隆
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平・久保由治
3D3-03 チオフェン部位を有する新規 BODIPYの合成と光学特性（筑
波大院数理物質）○齊川 誠・齋野奏輔・山村正樹・鍋島達弥

座長 森崎 泰弘（9：30 ～9：50 ）
3D3-04 有機 EL材料を指向したフェノキサボリン類縁体の合成（関西
学院大理工）○平井大貴・中塚宗一郎・畠山琢次

3D3-05 ヘテロ元素を縮環部に有するジナフトペンタセン類縁体の合成
と物性（関西学院大理工）○中塚宗一郎・平井大貴・畠山琢次

座長 森崎 泰弘（9：50 ～10：00）
3D3-06 求電子的 C-Hホウ素化反応を活用した含 BN多環芳香族化合物
の合成と物性（関西学院大理工）○中嶋貴一・竹田直樹・畠山琢次

座長 山村 正樹（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3D3-08, 3D3-09, 3D3-10, 3D3-11,

3D3-12）
3D3-08 ホウ素を縮環部に有するベンゾテトラセン類縁体の合成と物性

（関西学院大理工）○永見直斗・中嶋貴一・中塚宗一郎・沼野美砂・
巽 創・畠山琢次

3D3-09 ホウ素を縮環部に有するダブルヘリセンの合成と物性（関西学
院大理工）○片山敬純・平井大貴・中塚宗一郎・宮本文也・畠山琢次

3D3-10 ホウ素錯体色素におけるドナー-アクセプター相互作用制御に
関する研究（名工大院工）○阪野圭亮・大島麻実・小野克彦

3D3-11 ジピロリルジケトンホウ素錯体を基盤とした非会合型平面状ア
ニオンの創製（立命館大薬）前田大光○笹野力史

3D3-12* Synthesis and optical properties of conjugated compounds based on

ionic boron cluster（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）○NISHINO, Kenta;

MORISAKI, Yasuhiro; CHUJO, Yoshiki

ナノ構造体の構築と物性

座長 畠山 琢次（11：20～12：10）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3D3-15, 3D3-17, 3D3-19）
3D3-15* Photoresponsive 2-D Orderings of Diarylethenes at the Liquid/HOPG

Interface: Correlation between Molecular Structure and Cooperative Para-

meter（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）○YOKOYAMA, Soichi; HIROSE,

Takashi; MATSUDA, Kenji

3D3-17* Diarylethene Self-Assembled Monolayers: Cocrystallization and

"Mixing-Induced Cooperativity" Highlighted by Scanning Tunneling Micro-

scopy at the Liquid/Solid Interface（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）
○FRATH, Denis; SAKANO, Takeshi; IMAIZUMI, Yohei; YOKOYAMA,

Soichi; HIROSE, Takashi; MATSUDA, Kenji

3D3-19 臭素化フラーレンの置換反応による多付加フラーレンの付加位
置制御（東邦大理）○渡邉敬太・内山幸也・与座健治・森山広思

3月28日午後

座長 吉沢 道人（14：30～15：30）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （3D3-34, 3D3-35, 3D3-36, 3D3-37,

3D3-38, 3D3-39）
3D3-34 アニオン応答型アセンイミド集合体の構築（首都大都市環境）

○齋藤智紀・飯塚俊介・西藪隆平・久保由治
3D3-35 光学活性酒石酸から誘導される AIE ボロン酸エステル会合体

の性質（首都大都市環境）○中本昇吾・小澤歩未・藤原成香・西藪隆
平・久保由治

3D3-36 キラル Eu 複合ポリマーナノチューブの創製と性質（近畿大理

工）○新谷 望・仲程 司・藤原 尚
3D3-37 有機分子保護 CdSeナノ粒子ハイブリッドポリマーナノチュー
ブの合成と特性（近畿大院総理工）○戸川裕介・仲程 司・藤原 尚

3D3-38 シアヌル酸を有する両親媒性ペリレンビスイミドの水系溶媒中
における自己集合（千葉大院工）○福田一平・矢貝史樹・唐津 孝・
北村彰英

3D3-39 両親媒性ペリレンビスイミドダイアドのベシクル形成と線維状
集合体への構造転移（千葉大院工）矢貝史樹○小笠原 睦・唐津
孝・北村彰英

座長 矢貝 史樹（15：40～16：40）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （3D3-41, 3D3-42, 3D3-43, 3D3-44,

3D3-45, 3D3-46）
3D3-41 Huisgen 環化反応により修飾したグラフェン量子ドットの物性

（広島大院理）○植村友一朗・鈴木花歩・関谷 亮・灰野岳晴
3D3-42 Sn-ポルフィリンポリチオフェンナノチューブの合成と金属ナ
ノ粒子複合体（近畿大理工）○吉田祐也・仲程 司・藤原 尚

3D3-43 3つのアントラセン環を有する分子チューブ：短段階合成と官
能基導入（東工大資源研）○大槻大史・萩原啓太・吉沢道人・穐田宗
隆

3D3-44 3つのアントラセン環を有する分子チューブ：水中での分子内
包能と蛍光性（東工大資源研）○萩原啓太・大槻大史・吉沢道人・穐
田宗隆

3D3-45 水中におけるフォトン・アップコンバージョン分子システムの
構築（九大院工・九大 CMS・JSTさきがけ）○河野宏徳・楊井伸浩・
君塚信夫

3D3-46 分子組織化フォトン・アップコンバージョンシステムにおける
酸素ブロック能の発現（九大院工・九大 CMS・JSTさきがけ）○小川

卓・楊井伸浩・君塚信夫

座長 楊井 伸浩（16：50～17：50）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （3D3-48, 3D3-49, 3D3-50, 3D3-51,

3D3-53）
3D3-48 レドックス活性と磁性を有するポリチオフェンナノチューブの

生体分子認識と輸送（近畿大院総理工）○今村考希・亀山元貴・仲程
司・藤原 尚

3D3-49 イオン液体の溶媒和挙動に与えるクロメン誘導体の置換基効果
と水の影響（大分大工）○佐野稜太・信岡かおる・北岡 賢・大賀
恭・石川雄一

3D3-50 ジインドロカルバゾール誘導体の合成とその液晶性の評価（名

大院理）○加藤雅大・河野慎一郎・田中健太郎
3D3-51* Columnar liquid crystalline macrocycles toward reversible guest

inclusion（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.）○KAWANO, Shinichiro;

TANAKA, Kentaro

3D3-53 固液界面におけるブタジイン架橋六角形ピリジンマクロサイク
ルの二次元自己集合とそのゲスト認識能（阪大院基礎工）○武田浩
志・田原一邦・KATHER MICHAEL・戸部義人

3月29日午前

ナノ構造体の構築と物性

座長 田中 裕也（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4D3-01, 4D3-02, 4D3-03, 4D3-04,

4D3-05, 4D3-06）
4D3-01 配位結合部位を有するポリチオフェンナノチューブの合成と性

質（近畿大理工）○佐藤祥太郎・仲程 司・藤原 尚
4D3-02 キラルポリチオフェンナノチューブの合成と機能（近畿大理

工）○山中智博・仲程 司・藤原 尚
4D3-03 ジアリールエテンが形成する光応答性分子配列の STM 観察と
チエニル基の置換位置依存性（京大院工）○前田尚生・廣瀬崇至・松
田建児

4D3-04 ウレア基とアミド基の水素結合に由来する協同的組織化挙動の
固液界面における STM 観察（京大院工）○西谷暢彦・廣瀬崇至・松田
建児

4D3-05 コイル状から線維状構造へのナノ構造転移を示す水素結合性オ
リゴフェニレン（千葉大院工）矢貝史樹○脇田健吾・唐津 孝・北村
彰英

4D3-06 親水性側鎖を有する水素結合性オリゴチオフェン誘導体の自己
集合（千葉大院工）矢貝史樹○大内隼人・唐津 孝

座長 仲程 司（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4D3-08, 4D3-09, 4D3-10, 4D3-12）
4D3-08 ルテニウム担持型ボロネートナノ粒子を触媒利用したレブリン

酸の水素化反応（首都大都市環境・日本化薬）○柿崎大樹・藤原成
香・西藪隆平・久保由治・古後真紀子・萬ヶ谷康弘

4D3-09 酸化還元活性な Ruアセチリド置換基を有する Niポルフィリ
ン錯体の酸化に伴う芳香族性の変化（東工大資源研）○三柴健太郎・
田中裕也・穐田宗隆

4D3-10* Structure-controlled surface synthesis of molecular-width graphene

nanoribbons by radical polymerization-chemical vapor deposition（IAE,

Kyoto Univ.）○SONG, Shaotang; FUJITA, Shoichiro; NAKAE, Takahiro;

SAKAGUCHI, Hiroshi

4D3-12* 水素結合性環状六量体の自己集合における協同性の発現（千葉
大院工）○山内光陽・石渡勝也・矢貝史樹

座長 佐竹 彰治（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4D3-15, 4D3-17, 4D3-18, 4D3-19,

4D3-20）
4D3-15* Construction of Two-Dimensional Cyclic Array of Zinc Porphyrins

and Binding of Fullerene（Grad. Sch. Eng. Sci., Osaka Univ.）○IRITANI,

Kohei; TAHARA, Kazukuni; TOBE, Yoshito

4D3-17 Studies on Construction of Porous Multi-Layered Film at Liquid/

Solid Interfaces（Sch. Eng. Sci., Osaka Univ.; PRESTO, JST; KU Leuven-

University of Leuven Department of Chemistry）○TAHARA, Kazukuni;

LINDNER, Benjamin Daniel; FANG, Yuan; DE FEYTER, STEVEN; TOBE,

Yoshito

4D3-18 固液界面におけるジアセチレンの光橋架け反応を利用した多孔
性二次元ポリマーの合成に関する研究（阪大院基礎工）○玉岡章宏・
田原一邦・戸部義人

4D3-19 電解重合ポルフィリン多量体を用いた色素増感太陽電池（東大
先端研）中田慶太○中崎城太郎・瀬川浩司

4D3-20 ペンタセン修飾金属ナノ粒子の合成と光物性評価（慶大理工）
○加藤大貴・酒井隼人・羽曾部 卓

3月29日午後

座長 酒井 隼人（13：30～14：20）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （4D3-28, 4D3-29, 4D3-30, 4D3-31,

4D3-32）
4D3-28 水溶性環状亜鉛ポルフィリン三量体の水中における UV-vis 吸

収スペクトル変化（東理大院総合化学）○白井公一郎・浅石 茜・佐
竹彰治
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4D3-29 末端にエステル基を有するテトラセン誘導体の合成と性質（滋
賀県大工・兵庫県大院工・阪府大院工）○津村美也子・竹原宗範・井
上吉教・北村千寿・川瀬 毅・小林隆史・内藤裕義

4D3-30 Graphite Functionalization Using Electrochemically Generated Aryl

Radicals: Characterization and Control（Grad. Sch. Eng. Sci., Osaka Univ.;

PRESTO, JST）○LINDNER, Benjamin Daniel; TAHARA, Kazukuni;

GREENWOOD, John; PHAN, Thanh Hai; ISHIKAWA, Toru; DE

FEYTER, STEVEN; TOBE, Yoshito

4D3-31 5,10-二置換ポルフィリン金属錯体の単結晶中における一次元カ
ラムナー形成（京大院理・京大院理）○田中隆行・大井翔太・大須賀
篤弘

4D3-32 らせん型フォルダマーを用いた共有結合性有機ナノチューブの
合成（名大院理・名大WPI-ITbM・JST ERATO）○前田果歩・伊藤英
人・伊丹健一郎

D4 会場
10 号館 1021 教室

有機化学－物理有機化学 A．構造と物性

3月26日午前

座長 家 裕隆（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1D4-01, 1D4-03, 1D4-05, 1D4-06）
1D4-01* BBTNDT誘導体を用いた高移動度・高耐熱性有機電界効果ト
ランジスタ（理研 CEMS・日本化薬）○阿部正宏・森 崇充・尾坂
格・瀧宮和男

1D4-03* 一重項分裂特性を示す非縮合多環系分子の合成と有機薄膜太陽
電池への応用（山形大院理工・JSTさきがけ・東工大応セラ研）○河
田 総・夫 勇進・斉藤彩華・羽田真毅・笹部久宏・城戸淳二

1D4-05 カルコゲン架橋 L字型有機半導体分子：合成，集合体構造とデ
バイス特性（東大院新領域）岡本敏宏○栢原 淳・道姓宏章・中村健
一・三津井親彦・田中佑治・矢野将文・嵩原綱吉・鈴木健之・竹谷純
一

1D4-06 セレン架橋 V字型有機半導体の特異な集合体構造変化を利用
した溶液プロセスの汎用化（東大院新領域・科学技術振興機構さきが
け）○山岸正和・三津井親彦・吉本和美・岸 柾之・佐藤寛泰・山野
昭人・竹谷純一・岡本敏宏

座長 尾坂 格（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1D4-08, 1D4-10, 1D4-11, 1D4-12）
1D4-08* 液晶性フェニル BTBT誘導体を用いた有機トランジスタ-アル
キル鎖長依存性-（東工大像情報研）○飯野裕明・岡村 寿・臼井孝
之・半那純一

1D4-10 アルキル置換酸素架橋 N字型パイ共役系分子群の合成，集合

体構造ならび，電荷輸送特性（東大院新領域・JST さきがけ）三津井
親彦○井原将司・田中翔太・田中佑治・青木佑司・矢野将文・山岸正
和・佐藤寛泰・山野昭人・竹谷純一・岡本敏宏

1D4-11 高移動度を有する硫黄架橋 N 字型屈曲パイ共役系化合物群
（1）：効率的合成法とデバイス特性（東大院新領域・JSTさきがけ）
三津井親彦○青木佑司・中村健一・佐藤寛泰・山野昭人・矢野将文・
竹谷純一・岡本敏宏

1D4-12* 高移動度を有する硫黄架橋 N 字型屈曲パイ共役系化合物群
（2）：デバイス熱耐久性ならび集合体構造の温度依存性（東大院新領
域・JST さきがけ）○三津井親彦・青木佑司・吉本和美・山岸正和・
武田広大・片山雅之・加藤哲弥・橋爪大輔・矢野将文・佐藤寛泰・山
野昭人・竹谷純一・岡本敏宏

分子性半導体

座長 岡本 敏宏（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1D4-15, 1D4-18, 1D4-19, 1D4-20）
1D4-15 若い世代の特別講演会 低分子非晶質有機半導体薄膜の高次

構造分析と有機 EL・有機太陽電池への応用（山形大院理工）○横山大
輔

1D4-18 電子求引性末端基を有する N-アリールフタルイミド誘導体の
合成，物性，および光電変換特性（阪大産研）○陣内青萌・家 裕
隆・安蘇芳雄

1D4-19 弱い水素結合を利用した高配向性電子輸送材料の開発（山形大
院理工）○渡邊雄一郎・笹部久宏・横山大輔・別部輝生・片桐洋史・
夫 勇進・城戸淳二

1D4-20 ビフルオレニリデン誘導体の合成と有機薄膜太陽電池での一重
項分裂挙動の検証（山形大院理工・JSTさきがけ・東工大応セラ研）
○木村拓也・夫 勇進・古館準樹・河田 総・斉藤彩華・羽田真毅・
笹部久宏・城戸淳二

3月26日午後

分子磁性

座長 鈴木 修一（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （1D4-33, 1D4-34, 1D4-35, 1D4-36,

1D4-37, 1D4-38）
1D4-33 有機金属反応を用いた 6-オキソフェルダジル誘導体の化学修飾
と物理化学的性質（慶大院理工）○大島翔太・三浦洋平・吉岡直樹

1D4-34 水素結合部位を持つニトロニルニトロキシドバイラジカル誘導
体の構造-磁性相関（慶大理工）○齊藤鷹規・三浦洋平・吉岡直樹

1D4-35 オキソフェルダジルラジカルをスピン中心とするジアセチレン
誘導体の合成と構造磁性相関（慶大理工）○石井智章・島次拓郎・三
浦洋平・吉岡直樹

1D4-36 空気中で安定な 2,6-ピリジンジイルジニトロキシド（電通大院
情報理工）○川上日向子・利根川朝人・石田尚行

1D4-37 構造相転移を目指した m-フェニレン架橋ジニトロキシドとト
リニトロキシドの研究（電通大院情報理工）○吉武 徹・石田尚行

1D4-38 トリオキソトリアンギュレンを基盤としたキラルな混合原子価
塩の構造と物性（愛工大・阪大院理・JST CREST）○山田千晶・鳥居
剛・村田剛志・森田 靖

座長 森田 靖（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （1D4-40, 1D4-41, 1D4-42, 1D4-43,

1D4-44, 1D4-45）
1D4-40 イミノニトロキシドを配位子とする三核金錯体の合成と性質

（阪市大院理）○和田知之・鈴木修一・小嵜正敏・塩見大輔・佐藤和

信・工位武治・岡田惠次
1D4-41 電子求引性置換基を導入した 3-tert-ブチルベンゾトリアジニル
ラジカルの合成と物理化学的性質（慶大院理工）○高橋佑典・三浦洋
平・吉岡直樹

1D4-42 フェノール骨格を導入したジフェニルアミン誘導体の合成と酸
化生成物の性質（慶大院理工）○安達恒貴・三浦洋平・吉岡直樹

1D4-43 選択的重水素置換したニトロキシドラジカル誘導体の合成と
ESRスぺクトル（慶大理工）○大空憲政・江村鷹一朗・三浦洋平・吉

岡直樹
1D4-44 ビフェニルを架橋子としたビス(シリルラジカル)の合成、構
造、及び物性（筑波大院数理物質）○高原祐太・一戸雅聡・関口 章

1D4-45 Theoretical Investigation on the Decaying Behavior of Exchange

Interaction in Quinoid and Aromatic Molecular Wires（Grad. Sch. Eng.,

Kyoto Univ.; CRC, Hokkaido Univ.）○NISHIZAWA, Shohei;

HASEGAWA, Jun-ya; MATSUDA, Kenji

光分子物性

座長 松田 建児（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （1D4-47, 1D4-48, 1D4-49, 1D4-50,

1D4-51, 1D4-52）
1D4-47 歪んだπ共役系を有するフタロシアニン色素の光安定性に関す
る検討（分子研・総研大・JSTACT-C）○榎本孝文・近藤美欧・正岡重
行

1D4-48 電子供与基としてジフェニルアミノ基を有する D-π-A 型 1,4-

ジアリール-1,3-ブタジエンの合成と物性（埼大院理工）○牧島幸宏・
中田憲男・石井昭彦

1D4-49 ジアゾロ[1,2-a:2’,1’-c]キノキサリン誘導体の固体発光と結晶構
造（千葉大院工）○松本祥治・赤染元浩

1D4-50 D-A-D 型ジベンゾ[a,j]フェナジン誘導体の発光メカノクロミズ
ム特性（阪大院工）○岡崎真人・武田洋平・南方聖司

1D4-51 側方置換基を有する D-π-A 型ビフェニルの固体発光特性（京
工繊大院工芸）○玉川智一・清水正毅

1D4-52 2,5-ジアルコキシテレフタル酸ジエステルの蛍光特性（京工繊
大院工芸）○鴫谷亮祐・清水正毅

3月27日午前

分子磁性

座長 石田 尚行（9：10 ～10：00）
※ PC接続時間 9：00～9：10 （2D4-02, 2D4-03, 2D4-04, 2D4-05）
2D4-02 基底高スピンかつマルチなキレート部位を有するビラジカル配
位子およびその遷移金属錯体の合成と磁性（東大院総合文化）○岡澤

厚・小島憲道
2D4-03 ニトロニルニトロキシドを導入したシッフ塩基ニトリドクロム

(V)錯体の合成と性質（慶大院理工）○中込 森・高橋佑典・三浦洋
平・吉岡直樹

2D4-04 種々の 3d 金属イオンを持つヘテロスピン複核錯体の合成とそ
の構造と磁性（九大院薬）○森 昂也・吉原大輔・村島健介・唐澤

悟・古賀 登

2D4-05* 光応答型 2p-3d-4fヘテロスピン一次元鎖錯体の構造と磁気的性
質（九大院薬）○村島健介・唐澤 悟・古賀 登
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分子性半導体

座長 上田 顕（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2D4-08, 2D4-09, 2D4-10, 2D4-11,

2D4-12）
2D4-08 アンスラチオフェン-ベンゾチアジアゾール連結分子の光前駆
体の合成と塗布型有機薄膜太陽電池への応用（奈良先端大物質）○山
本秦平・山口裕二・高平勝也・鈴木充朗・中山健一・山田容子

2D4-09 ドナー・アクセプターハイブリッド型分子を用いた不揮発性有
機メモリの開発（九大工・九大稲盛フロンティア研・JSTさきがけ）
○橘 弘樹・大谷一生・安達千波矢・安田琢麿

2D4-10 コンダクタンスの光スイッチ方向に与えるジアリールエテン-

金ナノ粒子の接合位置の影響（京大院工・JSTさきがけ）○東山大
地・東口顕士・中村 造・松田建児

2D4-11 含ホウ素中性ラジカルを用いた両極性 Mottトランジスタ（名

大院理・名大WPI-ITbM・東大院新領域）○櫛田知克・白井秀典・岡
本敏宏・松井弘之・山岸正和・植村隆文・竹谷純一・山口茂弘

光分子物性

2D4-12* 大きな蛍光量子収率と小さな励起一重項と励起三重項のエネル
ギーギャップを両立する分子設計（九大最先端有機光エレクトロニク
ス研究センター/九大 OPERA）○平田修造・坂井由美・益居健介・田
中啓之・安達千波矢

座長 唐澤 悟（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2D4-15, 2D4-16, 2D4-17, 2D4-18,

2D4-19, 2D4-20）
2D4-15 新規ペンタセン-ビラジカル誘導体の合成およびその光化学的

性質（阪市大院理）○清水章皓・伊藤亮孝・手木芳男
2D4-16 多孔性有機結晶のナノ空間を利用した芳香族炭化水素の高感度

蛍光検出（九大院工・九大 CMS・JSTさきがけ）○畠中 創・小野利
和・嶌越 恒・阿部正明・久枝良雄

2D4-17 多孔性有機結晶のナノ空間を利用した強発光性室温リン光材料
の創製（九大工・九大 CMS・JSTさきがけ）○福田有貴・小野利和・
嶌越 恒・阿部正明・久枝良雄

2D4-18 N-Boc-インドリルベンゾチアジアゾール誘導体の合成と固体蛍
光特性（横国大院工）伊藤 傑○山田武士・山口佳隆・淺見真年

2D4-19 トリフェニルアミン部位を有するナフタセノン誘導体における
光学活性と熱活性化遅延蛍光（東農工大院工・東工大院理工）○今川
拓郎・平田修造・戸谷健朗・バッハ マーティン・渡辺敏行

2D4-20 両親媒性フェロセン-ポルフィリン-フラーレン三元連結型分子
の高極性溶媒中における会合体構造と光誘起電荷分離状態の解明（京
大院工・京大 iCeMS）○中尾和也・高野勇太・村上達也・今堀 博

3月27日午後

座長 手木 芳男（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2D4-28, 2D4-29, 2D4-30, 2D4-32）
2D4-28 電子受容性ジケトチオピラノチオピラン骨格を用いた赤色発光
材料の開発（名大院理・名大WPI-ITbM）○安達 誠・深澤愛子・山
口茂弘

2D4-29 ESIPT 蛍光団を用いた二光子励起近赤外発光材料の開発（名大
院理・産総研ユビキタスエネルギー・名大WPI-ITbM）○鈴木直弥・
深澤愛子・多喜正泰・鎌田賢司・山口茂弘

2D4-30* Highly Fluorescent and Photostable Phosphole-based Dyes（Grad.

Sch. Sci., Nagoya Univ.; WPI-ITbM, Nagoya Univ.）○WANG, Chenguang;

FUKAZAWA, Aiko; YAMAGUCHI, Eriko; TAKI, Masayasu; SATO,

Yoshikatsu; HIGASHIYAMA, Tetsuya; YAMAGUCHI, Shigehiro

2D4-32* Recent developments in the field of benzothiophene based photo-

chromic derivatives（Grad. Sch. Mat. Sci., NAIST）○GALANGAU,

Olivier; KAWAI, Tsuyoshi

座長 深澤 愛子（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2D4-35, 2D4-37, 2D4-38, 2D4-39,

2D4-40）
2D4-35* Temperature Effect on Fluorescence Enhancement of Covalently-

Linked Fluorescent Chromophores with Naphthalene-1,8-diyl Linker Units

（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）○HIROSE, Takashi; TSUNOI, Yohei;

FUJIMORI, Yuya; MATSUDA, Kenji

2D4-37 (1,8)ピレノファン類の合成,構造,および蛍光特性（金沢大院自
然）○下司 誠・広瀬研二・前多 肇・千木昌人

2D4-38 ナフトキノン系機能性色素における光学特性に及ぼす置換基効
果（近畿大院総理工）○秋山弘毅・左古章浩・田島暢夫・今井喜胤

2D4-39 光学活性ビナフチル誘導体の非古典的円偏光発光(CPL)特性制
御（近畿大院総理工）○北山陽子・太田安耶香・中林和樹・靜間基
博・田島暢夫・藤木道也・今井喜胤

2D4-40 キラルトランスファーを利用した発光性ユニット連結型軸不斉
ビナフチル化合物の円偏光発光(CPL)特性（近畿大院総理工）○中林和

輝・尼子智之・藤木道也・今井喜胤

座長 鈴木 由美子（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （2D4-42, 2D4-44, 2D4-46, 2D4-47）
2D4-42* 分子内水素結合によるケージド化合物の光分解反応制御（筑波

大院数理物質）○本田拓也・新井達郎
2D4-44* 無輻射失活経路の自動探索：蛍光量子収率の定性的な予測へ向

けて（北大院理・JSTCREST）○原渕 祐・前田 理・武次徹也
2D4-46 疎水化 DNAにおける高効率アップコンバージョンの動力学的

検討（静岡大院工）○馬西洋徳・川井秀記
2D4-47 π電子系イオン液体中における三重項エネルギー拡散とフォト
ン・アップコンバージョン（九大院工）○久光翔太・楊井伸浩・君塚
信夫

座長 廣瀬 崇至（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （2D4-49, 2D4-50, 2D4-51, 2D4-52,

2D4-54）
2D4-49 キノリン誘導体の分子内光環化反応と自己集合化挙動（九大院

薬）○唐澤 悟・藤堂潤一・臼井一晃・末宗 洋・古賀 登

2D4-50 ジナフチリジルアミン誘導体の光反応挙動（九大院薬）○萩原
隆介・唐澤 悟・古賀 登

2D4-51 ヘキサアザペンタセン誘導体の合成と光物性（九大院薬）○廣
田淳子・原田奈央美・唐澤 悟・古賀 登

2D4-52* ラジカルイオン対機構による純粋有機結晶の室温可視燐光（東
工大院生命理工）○湯浅英哉・久野信一・明野 寛・大谷弘之

2D4-54 pH応答性近赤外シアニン系色素の開発（京大院工）三木康
嗣○小島健太郎・大江浩一

3月28日午前

座長 高口 豊（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3D4-01, 3D4-02, 3D4-03, 3D4-05,

3D4-06）
3D4-01 キナゾリン骨格を基盤とする新規蛍光団の開発Ⅰ（上智大理

工・CNRS, ENSICAEN&カーン大）○本山実穂・スズィルド マルゴ
ルザータ・ヒブナー ボウリーナ・ビトゥルスキ ベルンハルト・鈴

木由美子
3D4-02 キナゾリン骨格を基盤とする新規蛍光団の開発Ⅱ（上智大理

工）○大竹 諒・スズィルド マルゴルザータ・ヒブナー ボウリー
ナ・ビトゥルスキ ベルンハルト・鈴木由美子

3D4-03* チオフェンとピリジン環を有する蛍光ソルバトクロミック色素
の構造と光物性（北大地球環境）櫻井しょうへい○山田幸司

3D4-05 9,10-ジヒドロジシラアントラセン誘導体の合成とその光学特性
（東大院理）○中島剛之・栗原 悠・島田真樹・山野井慶徳・西原
寛

3D4-06 キラルにねじれたアルキニルピレン対を内包する[4]ロタキサン
の合成とそのキロプティカル特性（富山大院薬・富山大院理工・九産
大工）○林 滉一朗・伊藤達哉・打田孝明・岩村宗高・野崎浩一・藤
本和久・井上将彦

座長 山野井 慶徳（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3D4-08, 3D4-09, 3D4-10, 3D4-11,

3D4-12, 3D4-13）
3D4-08 新規[60]フラーレン-ペンタセンモノ付加体の合成と分子集合体

形成（岡山大大学院環境生命科学研究科）○西濱拓也・田嶋智之・白

井仁士・久保健太郎・高口 豊
3D4-09 (Terthiophene)4-poly(amidoamine)-C60 pentadの合成と性質（岡山
大大学院環境生命科学研究科）○田嶋智之・西濱拓也・高口 豊

3D4-10 BODIPY Derivatives Incorporating Dithiacrown Ether Substituents

Showing Combined Environmental Polarity and Heavy Metal Cation Sensing

Functionality（Fac. Sci., Ochanomizu Univ.; Grad. Sch. Pure Appl. Sci.,

Univ. of Tsukuba）○RICHARDS, Gary James; GOBO, Yuki;

YAMAMURA, Masaki; NABESHIMA, Tatsuya

3D4-11 チオフェン骨格を有するジスルホン酸とアミンからなる有機塩
の結晶中での簡便な配列変換と発光特性（阪大院工・阪大産研）○西
田竜之介・宮野哲也・久木一朗・宮田幹二・藤内謙光

3D4-12 キラルなダイマー分子の光励起状態の時間分解円二色性測定に
よる検討（東北大多元研・阪大大学院工学研究科応用化学専攻）○荒
木保幸・黒沼 慎・坂本清志・森 直・井上佳久・和田健彦

3D4-13 人工光捕集系の構築を目指したキサンテン誘導-無機ナノシー
ト複合体におけるエネルギーマイグレーション（首都大院都市環境）
○大谷優太・嶋田哲也・高木慎介

分子認識

座長 中薗 和子（11：20～11：40）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3D4-15, 3D4-17, 3D4-19）
3D4-15* 正八面体型中空錯体によるハロゲン結合を介した有機ハロゲン
化物の特異的認識（東大院工・山形大理）○竹澤浩気・村瀬隆史・星
野 学・藤田 誠

座長 中薗 和子（11：40～12：20）
3D4-17* ピリジンーベンゾイミダゾール系配位子の金属錯体を用いたキ
ラルカルボン酸の識別における中心金属の影響（山形大院理工）○趙

爽・片桐洋史
3D4-19* カルバゾールとトリアゾールからなる大環状共役系化合物の合

成、自己会合、およびアニオン認識（群馬大院理工）○神 聖史・加
藤真一郎・中村洋介
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3月28日午後

座長 中村 洋介（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （3D4-33, 3D4-35, 3D4-37）
3D4-33* 二酸化炭素固定化のための二官能性ポルフィリン触媒：構造最
適化と基質適用範囲（岡山大院自然）○前田千尋・下西凖太・依馬
正

3D4-35* オキシムクリック反応と凝集誘起発光を利用したセンシング系
の構築（九州先端研ナノテク研究室・九大高等研究院・崇城大工）
○吉原大輔・野口誉夫・土屋陽一・新海征治

3D4-37* 自己集合を基盤とする分子認識系の構築：ジカルボン酸の蛍光
識別（九大高等研究院）○野口誉夫・新海征治

座長 諸橋 直弥（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （3D4-40, 3D4-42, 3D4-43, 3D4-44）
3D4-40* Selective Synthesis of Unsymmetrical 2,6-diarylpyridines Utilizing

Palladium Macrocycle Catalyst（Grad. Sch. Sci., Eng., Tokyo Tech）
○OGAWA, Masahiro; SOGAWA, Hiromitsu; TAKATA, Toshikazu

3D4-42 ロタキサン触媒によるO-アシル化反応の機構（東工大院理工）
○岩瀬卓也・徐 坤・中薗和子・高田十志和

3D4-43 側鎖に分子不斉ロタキサン構造を持つポリアセチレンの合成と
そのらせん構造（東工大院理工）○松浦一生・中薗和子・高田十志和

3D4-44* テトラカチオン性大環状金属錯体とジアニオン性ポルフィリン
により構築される分子包摂を志向したナノ化学空間（名大院理・名大
物質国際研/名大物国センター/名大物質国際セ）○西野智雄・山田泰
之・田中健太郎

座長 山田 泰之（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （3D4-47, 3D4-49, 3D4-50, 3D4-51,

3D4-52）
3D4-47* Shape-Selective Host-Guest Complexation of γ-Cyclodextrin on

Nanocarbon Surfaces（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo; CREST, JST）
○YAMADA, Junya; KUMAMOTO, Akihito; OKADA, Satoshi; SHIBATA,

Naoya; HARANO, Koji; NAKAMURA, Eiichi

3D4-49 Observation of Anionic Species on Functionalized Carbon Nanohorns

by Transmission Electron Microscopy（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo;

CREST, JST）○MATSUMOTO, Kei; KUMAMOTO, Akihito; SHIBATA,

Naoya; HARANO, Koji; NAKAMURA, Eiichi

3D4-50 1,8-ジフェニルアントラセン骨格を有するジアミジンのカルボ
ン酸認識（京工繊大院工芸）楠川隆博○荒元弘樹・原田俊郎

3D4-51 アントラセン骨格を有するジアミジンのホスホン酸認識（京工
繊大院工芸）楠川隆博○中口敬太・永野仁嗣・原田俊郎

3D4-52 1,8-ジフェニルナフタレン骨格を有するジアミジンのカルボン
酸認識（京工繊大院工芸）楠川隆博○的場啓介・原田俊郎

座長 猪熊 泰英（17：50～18：40）
※ PC接続時間 17：40～17：50 （3D4-54, 3D4-55, 3D4-56, 3D4-57,

3D4-58）
3D4-54 カリックス[4]アレーン分子結晶による芳香族位置異性体の選択

的包接（東北大院工）○外崎綾乃・諸橋直弥・服部徹太郎
3D4-55 カリックス[4]アレーン類-有機分子包接結晶からのゲスト回収
と分子結晶の再利用（東北大院工）○江幡航平・諸橋直弥・服部徹太
郎

3D4-56 2つのリン原子を有する凹面状ホスト分子のフラーレン認識
（筑波大院数理物質）○本郷大悟・山村正樹・鍋島達弥

3D4-57 分子カプセルによるキラルなゲストのジアステレオ選択的な包
接（広島大院理・東北大院理）○角田優太・福田克哲・関谷 亮・古
山渓行・小林長夫・灰野岳晴

3D4-58 結晶中におけるカリックス[5]アレーンのゲスト認識（広島大
理）○加治木泰範・関谷 亮・灰野岳晴

3月29日午前

座長 灰野 岳晴（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4D4-01, 4D4-02, 4D4-03, 4D4-04,

4D4-05, 4D4-06）
4D4-01 結晶性ペプチドらせんナノ空間を用いた親水性高分子の認識

（東大院工）○宮路達貴・澤田知久・藤田 誠
4D4-02 構造柔軟性と分子認識に基づいた新しい結晶スポンジの開発

（東大院工・JSTさきがけ）○松村和紀・荒井達彦・猪熊泰英・藤田
誠

4D4-03 シクロデキストリン二量体及びその類縁体の疎水空孔評価（埼
大院理工）○藤崎 勇・石丸雄大

4D4-04 Functional Group Pre-installed Crystalline Sponges for Specific Guest

Inclusion（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○SUN, Hongmei;

LARAMEE, Baptiste; INOKUMA, Yasuhide; FUJITA, Makoto

4D4-05 The Effect of Cavity Shrinkage on Diels-Alder Reactions of

Naphthalenes within a Self-Assembled Cage（Grad. Sch. Eng., The Univ. of

Tokyo）○FANG, Yu; MURASE, Takashi; FUJITA, Makoto

4D4-06 カルバゾールの 1,8位にエチニルカルバゾールを導入した分子
レセプターの合成と錯形成挙動（群馬大院理工）○境野雄太・安田賢
司・加藤真一郎・松尾一郎・中村洋介

座長 山村 正樹（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4D4-08, 4D4-09, 4D4-10, 4D4-11,

4D4-12, 4D4-13）
4D4-08 クラウンエーテル部位を有する(1,3)ピレノファンの合成とその

蛍光特性（金沢大院自然）○中村啓吾・前多 肇・千木昌人
4D4-09 1,3-ビス(1-ピレニルイミノメチル)カリックス[4]アレーンによる
水銀(II)イオンの蛍光センシング（東北大院工）○平澤賢悟・渡部恭
平・田中信也・服部徹太郎

4D4-10 複数の金属イオンとの結合部位を有するカルバゾール誘導体の
合成と Zn(II)および Eu(III)イオンとの錯形成（奈良先端大物質）○今
井祐輝・湯浅順平・河合 壯

4D4-11 光学活性なイミダゾール部位を有する架橋型二座配位子の合成
とその円二色性の評価（奈良先端大物質）○中野有香・河合 壯・湯
浅順平

4D4-12 金属部位を配位サイトとする環状金属チオラートホストクラス
ター（北大院環境・北大地球環境）○吉田圭佑・七分勇勝・小西克明

4D4-13 有機機能団で修飾したサブナノ金クラスターの光化学的な応答
性（北大院環境・北大地球環境）○岩崎光紘・小林直貴・杉内瑞穂・
七分勇勝・小西克明

座長 湯浅 順平（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4D4-15, 4D4-16, 4D4-17, 4D4-18,

4D4-19, 4D4-20）
4D4-15 2,5-ジアミノテレフタル酸ジチオエステルによるシステインの

検出（京工繊大院工芸）○福井大樹・清水正毅
4D4-16 Crystalline sponge method: structural elucidation of scaffold-related

sesquiterpene derivatives（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○ZIGON,

Nicolas; YOSHIOKA, Shota; HOSHINO, Manabu; INOKUMA, Yasuhide;

FUJITA, Makoto

4D4-17 ハロゲン結合ドナーを有するアニオンレセプターの合成と評価
（山形大理）○渋谷 諭・近藤慎一

4D4-18 ピレンをブレードとするピンサー型分子：結晶中での特異なゲ
スト包接相互作用（東大院工）○渋谷宜己・伊藤喜光・相田卓三

4D4-19 Embedding (and compressing) a non-planar aromatic guest in the flat

cavity of a box-shaped coordination cage（Fac. Eng., The Univ. of Tokyo）
○SCHMIDT, Bernd M.; OSUGA, Takafumi; SAWADA, Tomohisa;

FUJITA, Makoto

4D4-20 広い空間を有する結晶スポンジを用いた中サイズ分子の構造解
析（東大院工・JST-ACCEL・株式会社リガク応用技術センター）○堂
本悠也・方 煌・佐藤寛泰・猪熊泰英・藤田 誠

3月29日午後

座長 楠川 隆博（13：30～14：20）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （4D4-28, 4D4-29, 4D4-30, 4D4-31,

4D4-32）
4D4-28 インドリウム-クマリン複合体によるシアン化物イオンの高感
度蛍光センシング（阪大太陽エネ研セ・阪大院基礎工）○中村允也・
白石康浩・平井隆之

4D4-29 Synthesis and evaluation of tetrakisurea derivatives bearing flexible

three 2,2’-binphthalene skeleton（Grad. Sch. Sci., Eng., Yamagata Univ.）
○SATAKE, Akira; KONDO, Shin-ichi

4D4-30 ピロール-ジケトン交互配列型アニオン応答性π電子系の合成
（立命館大薬）前田大光○木下敬太

4D4-31 ピロール反転構造を有するアニオン応答性π電子系の合成（立
命館大薬）前田大光○山下幸大

4D4-32 エーテル/チオエーテル部位を有する TQEN誘導体のカドミウ
ム特異的蛍光応答（奈良女大院人間文化）○木津朝子・三方裕司

座長 伊藤 喜光（14：30～15：20）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （4D4-34, 4D4-35, 4D4-36, 4D4-37,

4D4-38）
4D4-34 Guest Encapsulation by an Adaptable M18L6 - M24L8 Coordination

Capsule（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○WANG, Shitao;

SAWADA, Tomohisa; FUJITA, Makoto

4D4-35 剛直樹状高分子による特定形状分子の認識（東工大資源研）
○加藤悠登・神戸徹也・今岡享稔・山元公寿

4D4-36 ロタキサンの動的不斉場を利用する有機分子触媒反応（東工大
院理工）○徐 坤・中薗和子・高田十志和

4D4-37 可視光で励起可能な高光安定性ロタキサン型アルキニルピレン
の開発（富山大院薬）○由澤敦史・伊藤達哉・井上将彦

4D4-38 トリフェニレンを分子基盤としたシクロファン 6量体の合成と
ゲスト捕捉能（福岡大理）○松尾利和・林田 修
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D5 会場
10 号館 1022 教室

有機化学－物理有機化学 B．反応機構

3月27日午前

座長 北川 敏一（10：00～10：50）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （2D5-07, 2D5-09, 2D5-10, 2D5-11）
2D5-07* Kinetic studies on generation and cycloaddition reaction of ylide

intermediates derived from siloxycarbenes and quinolines（Fac. Sci.,

Gakushuin Univ.; Grad. Sch. Sci., Eng., Tokyo Tech; Grad. Sch. Sci.,

Hiroshima Univ.）○ISHIDA, Kento; SATO, Junpei; ICHIKAWA, Kenichi;

MIZUNO, Takemi; IWASAWA, Nobuharu; ABE, Manabu; KUSAMA,

Hiroyuki

2D5-09 フェノニウムイオン含有塩の予期せぬ生成： 単離と機構解析
（阪府大院工・阪府大分子エレクトロニックデバイス研）○倉本悠太
郎・松井康哲・太田英輔・池田 浩

2D5-10 環状共役系の励起状態プロトン移動反応に与える芳香族性の影
響（静岡大院理）○仁科直子・坂本健吉・相原惇一

2D5-11 レーザーパルス光照射により高分散化されたリチウムイオン内
包フラーレンナノ粒子を用いた水中一重項酸素生成（阪大院工・
ALCA, JST）○高野直樹・大久保 敬・福住俊一

座長 大久保 敬（11：00～11：50）
※ PC接続時間 10：50～11：00 （2D5-13, 2D5-14, 2D5-15, 2D5-16,

2D5-17）
2D5-13 超原子価ヨウ素酸化における炭素求核種による隣接基関与（兵
庫県大院物質理）○下垣実央・藤田守文・杉村高志

2D5-14 9,9-ジメチル-9H-9-シラフルオレンの求電子置換反応における
β-シリル効果（三重大院工）○山村勇樹・岡崎隆男・北川敏一

2D5-15 β-置換アルデヒドを用いたジアステレオ選択的向山アルドー
ル反応（高知大院総合人間自然科学）○中田成美・金野大助

2D5-16 面選択的ヒドロホウ素化反応における置換基効果と反応機構の
解析（高知大院総合人間自然科学）○高岡 要・金野大助

2D5-17 α-置換プロピオフェノンの面選択的ヒドリド還元反応におけ
る反応機構と溶媒効果（高知大院総合人間自然科学）○西郷ひかり・
田部井 優・金野大助

3月27日午後

座長 中田 和秀（13：30～14：20）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2D5-28, 2D5-29, 2D5-31, 2D5-32）
2D5-28 Non-TST behavior of the isomerization reaction rate of dimethyla-

minobenzene under high pressure : a molecular dynamics study（Ind. Tech.

Ctr. Nagasaki）○SHIGEMITSU, Yasuhiro; OHGA, Yasushi

2D5-29* ビニルジアゾニウムイオン誘導体の転位および断片化反応の理

論的解析：反応経路に対する動力学的効果（立教大理）○佐藤 真・
山高 博

2D5-31 ドミノ反応における動力学的効果の理論的検討（千葉工大工学
教育セ）○伊藤晋平

2D5-32 リガンドフリーな水溶媒中の鈴木反応の酸化的付加段階の反応
性の解析（阪大院工）○平川皓朗・浦元優太

座長 前田 理（14：30～15：10）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （2D5-34, 2D5-36）
2D5-34* ジベンゾフェナジンのメカノケミカル合成における反応経路

（京大院工・京大 ESICB・アルビ国立高等鉱業学校）佐藤 徹○春田
直毅・Filho Marques de Oliveira Paulo・Chamayou Alain・田中一義・
Baron Michel

2D5-36* L1正則化を用いた不斉触媒反応の定量的構造活性相関モデル
構築（京大化研・京大院理・京大院工）○山口 滋・西村貴洋・佐藤
啓文

座長 金野 大助（15：20～16：00）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （2D5-39, 2D5-40, 2D5-41, 2D5-42）
2D5-39 フェニルアニオンの気相安定性に及ぼす置換基効果（法大自然
セ・九大先導研）○中田和秀・藤尾瑞枝・都野雄甫

2D5-40 GRRM/AFIR法によるトリエチルボラン/酸素系の自動酸化機
構に関する理論的研究（北大理）○坂 智尋・植松遼平・前田 理・
武次徹也

2D5-41 GRRM法による超原子価化合物候補の自動探索（東北大院
理・国立情報学研究所）○大野公一・佐藤寛子・岩本武明

2D5-42 Cyclobutan-1,3-diylidene Dicarbenes誘導体の最安定スピン多重度
と分子構造に及ぼす置換基効果：Bicyclo[1.1.0]but-1(3)-ene 構造の形成
（広島大院理・九大先導研）○藤田祥基・安倍 学・鈴木達也・塩田
淑仁・吉澤一成

3月28日午前

座長 中村 泰之（10：00～10：40）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （3D5-07, 3D5-09）
3D5-07* シクロプロパン誘導体の異常発光現象に及ぼす置換基効果（広
島大理）金原幸誠○安倍 学

3D5-09* ビフェニル置換メチレンシクロプロパンの「励起状態 C-C結
合開裂-発光」（阪府大院工・阪府大分子エレクトロニックデバイス
研）○松井康哲・木戸大希・太田英輔・池田 浩

座長 臼井 聡（10：50～11：30）
※ PC接続時間 10：40～10：50 （3D5-12, 3D5-13, 3D5-15）
3D5-12 4,4-ジアルコキシ－1,2-ジアザシクロペンタン-3,5-ジイルジラジ
カルの発生とその反応性（広島大理）○吉富翔平・安倍 学

3D5-13* (メタ)アクリル酸エステルのラジカル重合における停止反応機
構の解明（京大化研・JST CREST）○中村泰之・山子 茂

3D5-15 ラジカル-ラジカル反応の選択性における溶媒ケージ効果（京
大化研・JST CREST）○荻原 祐・中村泰之・山子 茂

D6 会場
10 号館 1023 教室

有機化学－反応と合成 G．有機電子移動化学

3月26日午後

座長 跡部 真人（12：40～13：40）
※ PC接続時間 12：30～12：40 （1D6-23, 1D6-24, 1D6-25, 1D6-26,

1D6-27, 1D6-28）
1D6-23 光学活性部位を界面に配置した熱応答性高分子修飾炭素材によ
るエナンチオ選択的基質捕集（近畿大院総理工）○小城明日香・中川
晃伸・石船 学

1D6-24 メタロポルフィリン構造を界面に配置した高分子修飾 ITO電
極の調製とその評価（近畿大院総理工）○今岡徹也・石船 学

1D6-25 有機トリフルオロボレート塩の電解酸化を利用した電極表面修
飾（東工大院総理工）○八木健一・西山寛樹・冨田育義・稲木信介

1D6-26 テトラアザピレンテトラオンの電気化学特性（京大院工・パナ
ソニック）○辻井 豊・清水章弘・矢三勇介・野上敏材・稲富 友・
北條伸彦・鈴木拡哲・吉田潤一

1D6-27 銅触媒の酸化還元によるアルキンの二重反応性と電位信号によ
る炭素電極表面の選択修飾（広島大院理）○釜本 侑・新田裕也・久
米晶子・水田 勉

1D6-28 TMG-キトトリオマイシン四糖液相電解自動合成のための糖鎖

ビルディングブロックと反応条件の最適化（鳥取大院工）○磯田悠
太・早瀬修一・野上敏材・伊藤敏幸

座長 清水 章弘（13：50～14：50）
※ PC接続時間 13：40～13：50 （1D6-30, 1D6-31, 1D6-32, 1D6-33,

1D6-34, 1D6-35）
1D6-30 電解反応を利用した SET還元型のクロスカップリング反応：

芳香族化合物からビフェニル類化合物への変換（横国大院環境情報）
○曲 陽・跡部真人

1D6-31 アルキルアリールスルホン類の電解還元における C-S結合開裂
の位置選択性（北大院総合化学・北大院工）鈴木裕登・峯村嘉一・片
山朝陽○仙北久典・原 正治

1D6-32 ベンジルアルコールを出発物質とするβ-ニトロアルコールの
両極電解合成（芝浦工大）○宮崎伸雄・山田将大・田嶋稔樹

1D6-33 ダイアモンド電極を活用した陰極還元反応（筑波大国際統合睡
眠医科学研究機構）○斉藤 毅・小島大輝・小畠りか・栄長泰明・西
山 繁

1D6-34 Ti/ビオロゲン電子伝達系を用いるピナコールカップリングに
おける Ti の効果（岡山大院自然）○黒星 学・片岡隆慶・吉田政文・
渡邉雄也・田中秀雄

1D6-35 Electrochemical Formation of Esters and Amides from Trichloro-

methylated Compounds Catalyzed by B12 Model Complex（Grad. Sch. Eng.,

Kyushu Univ.）○LUO, Zhongli; INABA, Takuya; SHIMAKOSHI, Hisashi;

HISAEDA, Yoshio

座長 石船 学（15：00～16：00）
※ PC接続時間 14：50～15：00 （1D6-37, 1D6-38, 1D6-39, 1D6-40,

1D6-41, 1D6-42）
1D6-37 環状アミド系溶媒中でのトルエンの電解還元水素化（芝浦工
大）○中込 祥・佐藤慎太朗・田嶋稔樹

1D6-38 環状アミド系溶媒中での溶媒和電子の電気化学的検出（芝浦工
大）○三浦純典・佐藤慎太朗・田嶋稔樹

1D6-39 インダイレクトカチオンフロー法により発生させたオキソニウ
ムイオンの安定性評価（京大院工）○三島翔太・清水章弘・吉田潤一

1D6-40 電気化学的手法により発生させたチオニウムイオンの NMRに
よる観測と安定性の評価（京大院工）○清水章弘・武田圭史・齊藤巧
泰・金 松希・野上敏材・吉田潤一
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1D6-41 大環状化合物の合成を志向したジメチレンシクロペンタン誘導
体の光環化付加反応（阪府大院工・阪府大分子エレクトロニックデバ
イス研）○土多完治・狩野佑介・松井康哲・太田英輔・池田 浩

1D6-42 近赤外発光ホタルルシフェリンアナログの新規創製（電通大情
報理工）○大塚智史・木山正啓・北田昇雄・齊藤亮平・平野 誉・牧
昌次郎

座長 稲木 信介（16：10～17：10）
※ PC接続時間 16：00～16：10 （1D6-44, 1D6-45, 1D6-46, 1D6-47,

1D6-48, 1D6-49）
1D6-44 5,8-ジアザ-1,4-ナフトキノン誘導体の電気化学特性（京大院

工）○矢三勇介・清水章弘・辻井 豊・野上敏材・稲富 友・北條伸
彦・鈴木拡哲・吉田潤一

1D6-45 溶液系二次電池用のキノン系有機活物質の開発（京大院工）
○竹中啓祐・清水章弘・吉田潤一

1D6-46 連続的 Friedel-Craftsアシル化反応によるアントラジチオフェ
ンジオンの合成とその電気化学的性質（岡山大院自然）○村上孝志・
光藤耕一・菅 誠治

1D6-47 グアイアズレニル基を有するカチオン性化合物の合成と特性
（近畿大院総理工）○山本佳比古・石船 学・武隈真一

1D6-48 トリシアノビニル基またはジシアノビニル基を有するアズレン
類の分光化学的ならびに電気化学的性質（近畿大院総理工）○塚本直

也・石船 学・武隈真一
1D6-49 オリゴエーテル鎖を親水基に有するブロック型ポリシランの電

解合成（近畿大理工）○上南亮太・石船 学

3月27日午前

座長 前川 博史（9：30 ～10：20）
※ PC接続時間 9：20～9：30 （2D6-04, 2D6-05, 2D6-06, 2D6-07,

2D6-08）
2D6-04 チタナサイクル中間体を経由するジチエニルホスホール類の設
計とその電解重合によるπ共役高分子薄膜の構築（東工大院総理工）
○金高秀成・西山寛樹・稲木信介・冨田育義

2D6-05 バイポーラ電解法を用いた導電性高分子ファイバーネットワー
ク形成（東工大院総理工）○小泉裕貴・西山寛樹・冨田育義・稲木信
介

2D6-06 ニートモノマー溶液からの電解重合法の開発及び固体型色素増
感太陽電池への応用（横国大院環境情報）○田中栄作・中林康治・跡

部真人
2D6-07 HFIP中でのポリフェニレン膜の電解合成とその発光特性（芝

浦工大）○安藤拓海・田嶋稔樹
2D6-08 アセナフチレン骨格を有する縮合多環化合物の合成（兵庫県大
院工）○松浦一馬・西田純一・川瀬 毅

座長 光藤 耕一（10：30～11：20）
※ PC接続時間 10：20～10：30 （2D6-10, 2D6-11, 2D6-13）
2D6-10 芳香族共役エステル類のマグネシウム金属還元によるトリフル
オロアセチル化反応（長岡技科大工）安部光弘・清水一行○前川博史

2D6-11* Electrochemical fixatin of CO2 to organohalides in room-temperature

ionic liquids under supercritical CO2 circumstances（Grad. Sch. Fac. Env. and

In fo . Sc i . , Yokohama Nat l . Univ .）○TATENO, Hiroyuk i ;

NAKABAYASHI, Koji; SENBOKU, Hisanori; ATOBE, Mahito

2D6-13* Mg-Promoted Reductive Acylation of Aromatic Conjugated Ynones

Accompanying with Transposition of the Triple Bond（Nagaoka Univ. of

Tech.）○ZHANG, Tianyuan; NISHIYAMA, Yutaro; MAEKAWA,

Hirofumi

座長 田嶋 稔樹（11：30～12：20）
※ PC接続時間 11：20～11：30 （2D6-16, 2D6-17, 2D6-18, 2D6-19,

2D6-20）
2D6-16 トリフラートで安定化されたハロゲン・カルコゲンカチオンの
電気化学的発生・蓄積とアルキンとの反応（京大工）○堀内 俊・林
竜太朗・清水章弘・吉田潤一

2D6-17 電気化学的手法によるアミノスルホニウムイオンを経由するベ
ンジル位の C-Hアミノ化（京大工学研究科）○林 竜太朗・芦刈洋
祐・野上敏材・清水章弘・吉田潤一

2D6-18 電子移動反応により発生させた有機ジカチオン種の触媒活性
（岡山大院自然）○藤原郁美・栗原悠輔・光藤耕一・菅 誠治

2D6-19 尿素を窒素源とするアゾジカルボン酸誘導体の合成-[Br+]/DBU

系で惹起されるホフマン型転位反応-（岡山大院自然）○村上匡紀・黒
星 学・林 祐希・柴崎宏太・田中秀雄・川久保 弘

2D6-20 電解酸化を用いた Prins 環化反応による含フッ素化体の合成
（近畿大理工）○松本浩一・山口航志・宮阪敬太・葉賀 文・西脇敬
二・柏村成史

有機化学－反応と合成 H．ハイスループット合成

3月27日午後

座長 大内 将吉（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2D6-28, 2D6-29, 2D6-30, 2D6-31,

2D6-32, 2D6-33）
2D6-28 DA’πA 型近赤外光吸収色素の設計・合成およびその機能評価

（東工大院理工・九工大生命体工・関東天然瓦斯開発・横浜薬大）

○入江俊介・布施新一郎・米谷真人・和田雄二・尾込裕平・早瀬修
二・海宝龍夫・増井 悠・田中浩士・高橋孝志

2D6-29 4成分ワンポット連結反応を駆使した機能性色素の合成とアミ
ロイドβおよびタウタンパクの凝集阻害活性評価（東工大院理工・同

志社大大学院脳科学研究科・横浜薬大薬）○松村圭介・布施新一郎・
藤田有紀・杉本八郎・高橋孝志

2D6-30 大規模ライブラリスクリーニングによる新規ペプチド触媒の探

索（東大生研）○佐藤潤一・赤川賢吾・工藤一秋
2D6-31 C-H結合直接アリール化を駆使する D-π-A 色素合成法の開発

（東工大院理工）布施新一郎○吉崎聡一・田中浩士
2D6-32 ワンポット[3+2]環化付加反応を基盤とした三置換ピラゾール
の位置選択的合成法の開発（東工大院理工）布施新一郎○杉山寛崇・
小林大輔・田中浩士

2D6-33 4連続の N-Hおよび C-H結合直接アリール化を駆使した 4 置
換ピラゾールの合成研究（東工大院理工）布施新一郎○盛田大輝・田
中浩士

座長 網井 秀樹（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2D6-35, 2D6-36, 2D6-37, 2D6-39）
2D6-35 リチオ化とボリル化と鈴木-宮浦カップリングの空間的反応集

積化（京大院工）○森脇佑也・永木愛一郎・吉田潤一
2D6-36 フローマイクロリアクターを用いたペルフルオロハロアルケン
のハロゲン-リチウム交換（京大院工）○赤堀加奈・廣瀬勝幸・徳岡慎
也・永木愛一郎・吉田潤一

2D6-37* マイクロ波有機反応の特性評価（九工大情報工）内廣啓太・岩
橋伸幸○大内将吉

2D6-39* 工業生産用のフロー式マイクロ波化学合成装置（㈱ジェイ・サ
イエンス・ラボ）○兒山佑二

座長 福山 高英（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （2D6-42, 2D6-43, 2D6-44, 2D6-45,

2D6-47）
2D6-42 両親媒性自己組織化高分子パラジウム触媒 MPPI-Pd：溝呂木-

Heck反応および構造解析（理化学研究所環境資源科学研究センター・
グリーンナノ触媒研究チーム）○佐藤太久真・大野 綾・サルカール
シャヒーン・山田陽一・魚住泰広

2D6-43 自己組織化高分子イミダゾールニッケル触媒の開発とクロス
カップリング反応への応用（理化学研究所環境資源科学研究セン
ター・グリーンナノ触媒研究チーム）○石井梨夏子・大野 綾・山田
陽一・魚住泰広

2D6-44 自己組織化高分子ピリジンパラジウム触媒による水中鈴木-宮
浦反応（理化学研究所環境資源科学研究センター グリーンナノ触媒研
究チーム）○大野 綾・佐藤太久真・山田陽一・魚住泰広

2D6-45* Multi-step Continuous Flow Synthesis of Optically Active Rolipram

（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○TSUBOGO, Tetsu; OYAMADA,

Hidekazu; KOBAYASHI, Shu

2D6-47 ニトロアルケンの効率的連続フロー合成（東大院理）坪郷
哲○森井康晴・降矢裕一・小山田秀和・小林 修

座長 上野 雅晴（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （2D6-49, 2D6-51, 2D6-52, 2D6-53,

2D6-54）
2D6-49* アリル型ヘビーフルオラスタグの合成と応用（千葉大院融合・

野口研糖鎖有機）○福田和男・戸治野真美・後藤浩太朗・土肥博史・
西田芳弘・水野真盛

2D6-51 連続マイクロフロー系におけるエチレンオキシドの開環重合

（阪府大院理）○古田章宏・福山高英・岡田和寿・柳 日馨
2D6-52 フローマイクロリアクターを用いた芳香族求核置換反応の制御

（群馬大院理工）網井秀樹・村田啓幸○高野 綾
2D6-53 Oxidative Coupling of Terminal Alkynes with a Polymer-Supported

Copper Catalyst（SOKENDAI; Institute for Molecular Science）○YAN,

Shuo; PAN, Shiguang; OSAKO, Takao; UOZUMI, Yasuhiro

2D6-54 Transesterification of Various Alcohols and Esters Using a Porous

Phenol Sulfonic Acid-Formaldehyde Resin Catalyst（RIKEN CSRS Green

Nanocatalysis Research Team）○BAEK, Heeyoel; MINAKAWA, Maki;

YAMADA, Yoichi M. A.; HAN, Jin Wook; UOZUMI, Yasuhiro

3月28日午前

座長 布施 新一郎（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3D6-01, 3D6-02, 3D6-03, 3D6-04,

3D6-05, 3D6-06）
3D6-01 フローマイクロリアクターを用いた高速有機リチウム反応の解
析（京大工）○梶田舜平・石内聡史・森脇佑也・永木愛一郎・吉田潤

一
3D6-02 フローマイクロリアクターを用いたペルフルオロアルキルリチ
ウム種の安定性に関する研究（京大工）○廣瀬勝幸・赤堀加奈・徳岡
慎也・高橋裕輔・永木愛一郎・吉田潤一

3D6-03 Hydrogenation of aromatic compounds using continuous flow system

with polysilane supported rhodium/platinum nanoparticles.（Grad. Sch. Sci.,

The Univ. of Tokyo）○TAMMINANA, Ramana; MIYAMURA, Hiroyuki;

YASUKAWA, Tomohiro; KOBAYASHI, Shu

3D6-04 Polymer-Supported Phase Transfer Catalyst for Asymmetric Michael

Reactions（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○MIGUELEZ, Javier;

MIYAMURA, Hiroyuki; KOBAYASHI, Shu
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3D6-05 デンドリマー状カチオンを開始剤とするフローカチオン重合

（京大院工）○宅見正浩・永木愛一郎・吉田潤一
3D6-06 フロー法によるホルミル基を有するベンジルリチウム種の発生
と反応（京大院工）○土橋祐太・原木 優・永木愛一郎・吉田潤一

座長 荒川 幸弘（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3D6-08, 3D6-09, 3D6-10, 3D6-12）
3D6-08 マイクロフローリアクター内での四連続反応によるαアリール
カルボニル化合物合成法の開発（東工大院理工）布施新一郎○小竹佑
磨・御舩悠人・田中浩士

3D6-09 マイクロフロー合成法を駆使したペプチド系天然物フェグリマ
イシンの合成研究（東工大院理工）○御舩悠人・布施新一郎・田中浩
士

3D6-10* フロー法によるカルバモイルリチウム種の発生と反応（京大院
工）○高橋裕輔・永木愛一郎・吉田潤一

3D6-12* フローマイクロリアクターを用いた光学活性ベンジルカルバ
メートの脱プロトン化（京大院工）○森脇佑也・永木愛一郎・吉田潤

一

座長 真鍋 良幸（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3D6-15, 3D6-17, 3D6-18, 3D6-19,

3D6-20）
3D6-15* New potential of metal nanoparticle catalysts - reaction integrations

and synergistic catalysis -（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）
○MIYAMURA, Hiroyuki; KOBAYASHI, Shu

3D6-17 Selective amide formation from alcohol/aldehyde using medium size of

polymer immobilized gold nanoparticles via aerobic oxidation（Grad. Sch.

Sci., The Univ. of Tokyo）○MIN, Hyemin; MIYAMURA, Hiroyuki;

SOULE, Jean-francois; KOBAYASHI, Shu

3D6-18 Integration of aerobic oxidation reactions of alcohols and unsatu-

rated bond formation reactions catalyzed by polymer-incarcerated metal

nanoparticle catalysts（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○SUZUKI,

Aya; MIYAMURA, Hiroyuki; YASUKAWA, Tomohiro; KOBAYASHI, Shu

3D6-19 マイクロ波照射を組み込んだフローシステムを用いる 鈴木・
宮浦反応へのメタノールの添加効果（阪府大院理）○金澤 明・佐藤
正明

3D6-20 フローマイクロリアクターを用いたニトロンへの求核付加反応
（徳島大ソシオテクノサイエンス）○上田 峻・荒川幸弘・南川慶
二・今田泰嗣

3月28日午後

座長 山田 陽一（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3D6-28, 3D6-30, 3D6-31, 3D6-32,

3D6-33）
3D6-28* Development of heterogeneous chiral bifunctional Rh nanoparticle

catalytic systems（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○YASUKAWA,

Tomohiro; MIYAMURA, Hiroyuki; KOBAYASHI, Shu

3D6-30 キラル Rhナノ粒子触媒によるアリールボロン酸のα, β不飽
和アミドへの不斉 1,4-付加反応の開発（東大院理）安川知宏○斉藤友
基・宮村浩之・小林 修

3D6-31 キラル Rhナノ粒子触媒による芳香族ボロン酸類のニトロオレ
フィン類に対する不斉 1,4-付加反応の開発（東大院理）○西野浩平・
安川知宏・宮村浩之・小林 修

3D6-32 スルホン酸修飾シリカゲルを用いたフロー系でのアルコールの
脱水反応: プリスタン合成への応用（阪府大理学系研究科）古田章
宏○広部勇輝・福山高英・柳 日馨・真鍋良幸・深瀬浩一

3D6-33 酸性シリカゲルを用いたフロー系でのフィッシャーグリコシル
化（阪大院理・阪府大院理）○増井誠二・真鍋良幸・下山敦史・福山
高英・柳 日馨・深瀬浩一

座長 大迫 隆男（14：40～15：20）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3D6-35, 3D6-36, 3D6-37）
3D6-35 Synergistic cascade catalysis by metal nanoparticles and Lewis acids in

hydrogen autotransfer（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）
○MIYAMURA, Hiroyuki; CHOO, Chong Yu Gerald; KOBAYASHI, Shu

3D6-36 Alkylation of primary amides though hydrogen autotransfer process

using cooperative catalytic system of metal nanoparticles and metal complexes

（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○HAYRAPETYAN, Davit;

MIYAMURA, Hiroyuki; KOBAYASHI, Shu

3D6-37* Highly Efficient Organic Photoreaction in Specific Reaction Field

using Flow Microreactor（Grad. Sch. Mat. Sci., NAIST）○NISHIYAMA,

Yasuhiro; MORI, Ryota; TERAO, Kimitada; KAKIUCHI, Kiyomi

座長 西山 靖浩（15：30～16：00）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （3D6-40, 3D6-41, 3D6-42）
3D6-40 空間的反応集積化によるベンザインのカルボリチオ化による三
成分カップリング（京大工）○北村鷹章・市成大輔・永木愛一郎・吉

田潤一
3D6-41 フローマイクロリアクターを用いた選択性制御.有機リチウム

種と二官能性求電子剤の反応（京大院工）○石内聡史・今井啓太・永
木愛一郎・吉田潤一

3D6-42 ポリシラン-アルミナ固定化パラジウム触媒を用いるニトリル
の連続フロー水素還元反応による一級アミン合成（東大院理）○上野
雅晴・森井康晴・小山田秀和・小林 修

E1 会場
10 号館 1031 教室

有機化学－反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物

3月26日午前

座長 永縄 友規（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1E1-01, 1E1-02, 1E1-03, 1E1-04,

1E1-05, 1E1-06）
1E1-01 ボリルアニオン等価体を用いた新たなアリルボロネートの合成
法（東大院薬）○原田康平・平野圭一・内山真伸

1E1-02 キラルアルミニウム触媒によるビニルアルミニウム反応剤のア
ルデヒドへの触媒的不斉付加反応（京工繊大院工芸）○松永拓也・
Adate Priyanka・原田俊郎

1E1-03 亜鉛アート錯体による温和な条件下でのエステル交換反応（徳
島大ソシオテクノサイエンス）○尾田祐貴・押村美幸・平野朋広・右
手浩一

1E1-04 遷移金属ルイス酸/金属アミドハイブリッド触媒の開発及び炭
素-炭素結合生成反応への展開（東大院理）○齋藤由樹・山下恭弘・小
林 修

1E1-05 亜鉛を用いるルイス酸/金属アミドハイブリッド触媒の開発

（東大院理）山下恭弘○南 廣大・齋藤由樹・小林 修

1E1-06 Development of Catalytic Asymmetric Endo-selective [3+2] Cycload-

dition Reactions of Schiff Bases of α-Aminophosphonates Using Chiral Silver

Amide.（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○DUTTON, Mark; NAM,

Liang-cheng; YOSHIMOTO, Susumu; YAMASHITA, Yasuhiro;

KOBAYASHI, Shu

座長 福山 高英（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1E1-08, 1E1-09, 1E1-10, 1E1-11,
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1E1-12, 1E1-13）
1E1-08 高活性キラルチタン触媒による実用的なアルデヒドの不斉ア
リール化反応（京工繊大院工芸）○山村宣晶・原田俊郎

1E1-09 光学活性アミノサリチルアルジミン銅錯体を用いる触媒的不斉
ハロ環化反応（千葉大院理）○渡辺旺嗣・荒井孝義

1E1-10 キラルフェナントロリン/銅触媒を用いるオキシインドール類
の直截的不斉ヒドロキシル化反応の開発（名大院工）○青山智孝・永
縄友規・西山久雄

1E1-11 キラルフェナントロリン/ニッケル触媒を用いるオキシイン
ドール類の不斉共役付加反応の開発（名大院工）○阿部弘規・永縄友
規・西山久雄

1E1-12 コバルト触媒による単純アルケンとイミンの還元的カップリン
グ反応の開発（東大院薬）○金子敬一・松永茂樹・金井 求

1E1-13 光学活性 1-クロロビニルコバルト(III)錯体を用いる触媒的不斉
Michael付加反応（慶大理工）○坪 龍志・山田 徹

座長 山下 恭弘（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1E1-15, 1E1-16, 1E1-17, 1E1-18,

1E1-19, 1E1-20）
1E1-15 二酸化炭素雰囲気下コバルト(II)触媒によるα,β-不飽和化合物
の還元的カルボキシル化反応（慶大理工）○林 知佳・山田 徹

1E1-16 コバルトサレン錯体を触媒とするアルデヒドからの脱ホルミル
化を伴うヨウ化アルキル合成の効率化（東工大理）○住山恵一・十河
秀行・岩澤伸治

1E1-17 銀触媒によるアルキン活性化を利用する二酸化炭素およびヨー
ド基の連続的導入反応（慶大理工）○小林 遼・関根康平・山田 徹

1E1-18 光触媒による脂肪族ニトリルの位置選択的 C-H/C-C変換反応
（阪府大院理）○山田圭一・岡田めぐみ・福山高英・柳 日馨

1E1-19 シクロペンタノンの Norrish Type I反応を鍵とした 4－ブテニル
ケトンの One-pot 合成（阪府大院理）○岡田めぐみ・福山高英・柳
日馨

1E1-20 キサントゲン酸エステル、アルケン、スルホニルオキシムエー
テルのカルボニル化を伴った 4成分カスケード反応（阪府大院理・ボ
ルドー第一大学分子科学研究所）隅野修平・福山高英○笹野美香・柳
日馨・Jacquet Antoine・Robert Frédéric・Landais Yannick

3月26日午後

座長 斎藤 進（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1E1-28, 1E1-29, 1E1-31, 1E1-32,

1E1-33）
1E1-28 Efficient Silyl Protection of Terminal Alkynes with Nanoporous Gold

Catalyst（WPI-AIMR, Tohoku Univ.）○KUSUMA, Indra; ASAO, Naoki

1E1-29* Effective Formylation of Amines with Carbon Dioxide and Silane at

Room Temperature Catalyzed by Novel Chelating Bis-tzNHC Rhodium and

Iridium Complexes（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○NGUYEN

Thanh V.Q.; YOO, Woo-Jin; KOBAYASHI, Shu

1E1-31 ロジウムおよびイリジウム触媒を用いるヒドロシランの不斉非
対称化反応の開発（名大院工）○難波知也・川岸真友・永縄友規・西
山久雄

1E1-32 新規光学活性 NCNピンサー型ビスイミダゾリジン-ロジウム錯

体の開発及びその触媒活性（千葉大院理）○森畠拓真・荒井孝義
1E1-33 基質‐触媒間相互作用によるタンデムエン‐インメタセシス反
応の方向性制御（東理大院総合化学）○小早川雄紀・宇野 亨・入住
允康・栗原清二・高畑廣紀・今堀龍志

座長 今堀 龍志（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1E1-35, 1E1-36, 1E1-37, 1E1-38,

1E1-39）
1E1-35 Development of asymmetric Mukaiyama aldol reactions without use

of any organic solvent（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○ZHU, Lei;

KITANOSONO, Taku; KOBAYASHI, Shu

1E1-36 遷移金属を用いた新規界面活性剤一体型触媒の開発（東大院
理）北之園 拓○三代真澄・小林 修

1E1-37 水中での機能発現を志向した 2,2’-ビピリジン骨格を有する多機
能集約型触媒の開発（東大院理）北之園 拓○大関喜朗・上野雅晴・
小林 修

1E1-38 Hydrogenation of Carboxylic Acids Catalyzed by High-valent

Rhenium Complexes（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.）○TODA, Katsuaki;

AGGRAWAL, Santosh; NARUTO, Masayuki; NOYORI, Ryoji; SAITO,

Susumu

1E1-39* 多様に活性化された分子性の触媒表面を用いるアミドの触媒的

水素化（名大院理）○三浦隆志・鳴戸真之・戸田勝章・野依良治・斎
藤 進

座長 上野 雅晴（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1E1-42, 1E1-43, 1E1-45, 1E1-46）
1E1-42 キラル Ru/Li 複合触媒によるα-イミノエステル類の不斉シア
ノ化反応（北大院総合化学）○鈴木一聡・坂口祐亮・新田梨乃・黒野
暢仁・大熊 毅

1E1-43* Ruthenium-carboxylate Catalyzed Self-induced Hydrogenation of

Carboxylic Acids（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.）○NARUTO, Masayuki;

NOYORI, Ryoji; SAITO, Susumu

1E1-45 キラル Ru/Li 複合触媒によるアルキニルケトン類の不斉シアノ
シリル化反応（北大院総合化学）○山内康平・坂口祐亮・黒野暢仁・
大熊 毅

1E1-46* Hydration of nitriles to amides by a chitin-supported ruthenium

catalyst: scope and selectivity（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.）
○MATSUOKA, Aki; ISOGAWA, Takahiro; MORIOKA, Yuna;

KNAPPETT, Benjamin, R.; WHEATLEY, Andrew, E. H.; NOYORI, Ryoji;

SAITO, Susumu; NAKA, Hiroshi

座長 波多野 学（17：00～17：50）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1E1-49, 1E1-51, 1E1-52, 1E1-53）
1E1-49* ヘテロ Diels-Alder反応を利用したα-アミノカルボニル化合物
の合成反応の開発（神奈川大院理）○櫻井真吉・木原伸浩

1E1-51 キラルリン酸触媒によるジエノンの不斉非対称化 Diels-Alder反
応（広島大院理）○高木隆吉・西 長彦

1E1-52 主鎖骨格にMacMillan 触媒構造を有する高分子の開発と不斉反
応への応用（豊橋技科大豊橋技科大）○濤 立晃・原口直樹・伊津野
真一

1E1-53 アルデヒドとジエンの[4+2]環化付加反応（京大院工）○冨藤
玲・倉橋拓也・松原誠二郎

座長 原口 直樹（18：00～18：30）
※ PC接続時間 17：50～18：00 （1E1-55, 1E1-57）
1E1-55* キラルπ-カチオン触媒を用いる不斉環化付加反応（名大院

工・岡山大院自然・JST CREST）○堀 将寛・坂倉 彰・石原一彰
1E1-57 Diels-Alder反応に有効なトリチルカチオン触媒の設計（名大院

工・JST CREST）○林 和史・波多野 学・石原一彰

3月27日午前

座長 川崎 常臣（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2E1-01, 2E1-03, 2E1-04, 2E1-06）
2E1-01* Grignard反応剤由来の亜鉛アート錯体を用いるα-イミノエス
テルへの位置及び立体選択的アルキル付加反応（名大院工・JST

CREST）○山下賢二・水野麻依・波多野 学・石原一彰
2E1-03 Grignard反応剤由来の亜鉛アート錯体を用いる多重共役エステ
ルへの高位置選択的 1,4-付加反応（名大院工・JST CREST）○水野麻
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依・波多野 学・石原一彰
2E1-04* Analytical Study of C-C Bond Forming Reactions in Water Using

Real-time Reaction Monitoring Method with Mass Spectrometry（Grad. Sch.

Sci., The Univ. of Tokyo）○MASUDA, Koichiro; KOBAYASHI, Shu

2E1-06 金属インジウムを触媒として用いる水中でのアリル化反応の研
究（東大院理）増田光一郎○伏見星哉・小林 修

座長 佐藤 隆章（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2E1-08, 2E1-09, 2E1-10, 2E1-11,

2E1-12, 2E1-13）
2E1-08 ピリミジンカルバルデヒドのアキラル結晶がもつエナンチオト
ピック面を用いる不斉合成（東理大理・福井大院工）○藤原 智・日
吉 唯・志摩涼介・川崎常臣・松本有正・そ合憲三

2E1-09 ベンゾフェノン誘導体の結晶構造およびその結晶キラリティー
を用いた不斉自己触媒反応（東理大理）○土屋 統・木野良美・吉岡
登希夫・大森春菜・松本有正・そ合憲三

2E1-10 水素／重水素置換同位体キラルアルコール類の不斉合成（東理

大理）○原田峻弥・尾崎花恵・多田恭平・松本有正・そ合憲三
2E1-11 ニトロ基の特性を活かした多官能アルケンの合成（高知工科大

環境理工）○祖父江綾乃・浅原時泰・西脇永敏
2E1-12 複核亜鉛ビスアミジナート触媒によるα-ケトエステルの不斉
アルキル化反応（立教大理）○土岐将太郎・山中正浩

2E1-13 N-Methylation of amines with methanol at room temperature（Grad.

Sch. Sci., Nagoya Univ.; RCMS, Nagoya Univ.; Fac. Sci., Tokyo Univ. of Sci.;

Inst. Adv. Res., Nagoya Univ.; ACT-C, JST）○MORIOKA, Yuna;

TSAREV, Vasily; CANER, Joaquim; WANG, Qing; USHIMARU, Richiro;

KUDO, Akihiko; NOYORI, Ryoji; NAKA, Hiroshi; SAITO, Susumu

座長 波多野 学（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2E1-15, 2E1-16, 2E1-17, 2E1-18,

2E1-19, 2E1-20）
2E1-15 N-シロキシアミドへの求核付加反応を用いたニトロン合成法の

開発（慶大院理工）○藤田果奈美・片原聖矢・小林将一朗・佐藤隆
章・千田憲孝

2E1-16 三級アミド，二級アミド，N-メトキシアミド基に対する官能基
選択的な求核付加反応の開発（慶大理工）○中島実奈美・小田友紀
子・和田崇正・南川 亮・白兼研史・佐藤隆章・千田憲孝

2E1-17 アキラルなニンヒドリンが形成するキラル結晶を用いた不斉自
己触媒反応（東理大理）○中嶋剛志・黒崎しおり・松本有正・そ合憲
三

2E1-18 α-アルジミノチオエステルに対するN-アルキル化に続くα-ア
ルジミノエステルとの選択的クロスカップリング反応（三重大院工）
○中島雄司・溝田 功・清水 真

2E1-19 遠隔不斉誘導型アルキル化反応の開発（早大院先進理工）○久
保田 慧・細川誠二郎・中村竜也

2E1-20 新しい Julia 型メチレン化試薬の開発（岐阜大）○小林峻久・
内田成晃・安藤香織

Asian International Symposium -Organic
Chemistry/Green Chemistry-

3月27日午後

（13：00～13：10）
2E1-25 Opening Remarks（Osaka Prefecture Univ.）Ryu, Ilhyong（13:00～

13:10）

Chair: AKIYAMA, Takahiko（13：10～14：30）
2E1-26 Keynote Lecture C-F...H-X interactions, A Useful Tool or

Trouble-maker?（East China Normal Univ.）Zhou, Jian（13:10～13:40）
2E1-29 Invited Lecture Catalytic Transformations of O-Propargylic

Oxime（Tohoku Univ.）Nakamura, Itaru（13:40～14:00）
2E1-31 Keynote Lecture Visible Light Photoredox Catalysis: Perfluor-

oalkylations（Hanyang Univ.）Cho, Eun Jin（14:00～14:30）

Chair: CHATANI, Naoto（14：40～15：50）
2E1-35 Keynote Lecture PIP Bidentate Auxiliary in C-H Functionali-

zation: Synthetic Application and Mechanistic Studies（Zhejiang Univ.）Shi,

Bing-Feng（14:40～15:10）
2E1-38 Invited Lecture Direct Transformation of Inert C(sp3)-H Bond

by Hydride Shift Involved Internal Redox System（Gakushuin Univ.）Mori,

Keiji（15:10～15:30）
2E1-40 Invited Lecture Highly active transition metal catalysts bearing

electron-poor phosphine ligands（Iwate Univ.）Korenaga, Toshinobu（15:30

～15:50）

Chair: Takai, Kazuhiko（16：00～17：10）
2E1-43 Keynote Lecture Catalytic Asymmetric Synthesis of Chiral

Phosphorus Compounds（Shanghai Institute of Organic Chemistry）Duan,

Wei-Liang（16:00～16:30）
2E1-46 Invited Lecture Living Supramolecular Polymerization

（NIMS）Sugiyasu, Kazunori（16:30～16:50）
2E1-48 Invited Lecture A Silicon Nanowire Array-Stabilized Palladium

Nanoparticle Catalyst（RIKEN CSRS）YAMADA, Yoichi M. A.（16:50～
17:10）

（17：10～17：20）
2E1-50 Closing Remarks（Institute for Molecular Science）Uozumi,

Yasuhiro（17:10～17:20）

有機化学－反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物

3月28日午前

座長 井澤 浩則（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3E1-01, 3E1-03, 3E1-04, 3E1-05,

3E1-06）
3E1-01* 金属アミドの触媒としての新しい可能性（東大院理）○山下恭
弘・小林 修

3E1-03 環状アミノケテンシリルアセタール由来のイミニウム塩に対す
る求核付加反応及び 5-HT1A受容体アゴニスト S22178 合成への応用
（三重大院工）○川村崇人・清水 真

3E1-04 α-イミノニトリルに対する極性転換反応を利用するタンデム
酸化的付加反応を用いたアミノマロノニトリル誘導体の合成に関する
研究（三重大院工）○古川雄樹・清水 真

3E1-05 β,γ-アルケニルα-イミノエステルの位置選択的二重求核付加
反応に関する研究（三重大院工）○新竹加奈・清水 真

3E1-06 不斉自己触媒反応を利用したβ-アミノアルコール触媒の不斉
誘導力の評価に基づく強力な不斉誘導力を持つ不斉触媒の設計(2)（東
理大理・福井大院工）○小室百合香・森 悠輔・能任 亮・川崎常
臣・松本有正・そ合憲三

座長 塩路 幸生（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3E1-08, 3E1-09, 3E1-10, 3E1-11,

3E1-12, 3E1-13）
3E1-08 亜鉛エノラートを経由するカルボニルシクロプロパン環上の立
体選択的 C-C結合形成反応（信州大繊維）○佐久間大地・山田謙太・
西井良典

3E1-09 回収可能なクラウンエーテル相間触媒を用いる効率的ジクロロ
シクロプロパン化（信州大繊維）○鳥谷部 蛍・田端敬太・西井良典

3E1-10 メタルフリーな含窒素芳香族複素環類のアルキル化反応（千葉
大院理）○奥川直紀・森山克彦・東郷秀雄

3E1-11 ヨウ素試剤を用いた第三級アミンの酸化的脱アルキル化反応
（千葉大院理）○江沢昌利・森山克彦・東郷秀雄

3E1-12 アキラルなエチレンジアミン硫酸塩が形成するキラル結晶を用
いた不斉自己触媒反応（東理大理）○井出貴大・貝森功康・藤原
智・松本有正・そ合憲三

3E1-13 3-オキソキノキサリン-2-カルボキシラート誘導体に対する極性
転換反応を利用したタンデム反応に続く三環式化合物の合成（三重大
院工）○宮丸 智・清水 真

座長 山下 恭弘（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3E1-15, 3E1-16, 3E1-17, 3E1-18,

3E1-19）
3E1-15 窒素同位体置換によるキラルなジアミンの不斉合成および不斉

自己触媒反応による不斉認識（2）（東理大理・福井大院工）○尾崎花
恵・原田峻弥・多田恭平・鮎ヶ瀬友洋・川崎常臣・松本有正・そ合憲
三

3E1-16 水系反応を利用した天然物フェルレノールの全合成（鳥取大
工）○熊本いづみ・山本雅一・北 潔・井澤浩則・伊福伸介・森本
稔・斎本博之

3E1-17 間葉系幹細胞の分化誘導能を有する低分子量有機化合物の合成
（鳥取大工）○内山潤哉・岡 博之・汐田剛史・井澤浩則・伊福伸
介・森本 稔・斎本博之

3E1-18 キラルな 4,4’-アリール-1,1’-ビ-2-ナフトール誘導体の合成
（福岡大理）大熊健太郎○堀上健太・塩路幸生・長洞記嘉

3E1-19* Allyl-Transfer反応で読み解くアルデヒドのアリル化反応の化学
（岡山理大工）○野上潤造・安藤舞美・山崎重雄

3月28日午後

座長 藤田 健志（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3E1-28, 3E1-29, 3E1-30, 3E1-31,

3E1-32）
3E1-28 光エネルギーを用いたアルコールの直接的還元反応の開発（神
戸大院理）○島田聡之・松原亮介

3E1-29 含フラビンポリスチレンの合成と触媒反応（徳島大ソシオテク
ノサイエンス）○河内梨紗・荒川幸弘・南川慶二・今田泰嗣

3E1-30 ペルフルオロアリールボランとシランを用いる炭素-硫黄結合

の還元反応（学習院大理）○近藤和実・齊藤巧泰・秋山隆彦
3E1-31 オキサザボロリジンを用いる不斉自己触媒型還元反応によるキ
ラルアミノアルコールの合成（福井大院工）川崎常臣○武部 僚・西
山悟史・徳永雄次

3E1-32* Photocatalytic Transfer Hydrogenolysis: Redox-selective Conversion

of Allyl Alcohols to Alkenes（RCMS, Nagoya Univ.; Grad. Sch. Sci., Nagoya

Univ.; Inst. Adv. Res., Nagoya Univ.; Fac. Sci., Tokyo Univ. of Sci.; ACT-C,

JST）○NAKA, Hiroshi; CANER, Joaquim; LIU, Zijun; TAKADA, Yuki;

KUDO, Akihiko; NOYORI, Ryoji; SAITO, Susumu
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3月26日午前

座長 大森 建（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1E2-01, 1E2-02, 1E2-03, 1E2-04,

1E2-06）
1E2-01 meso -1,4-ジオキサン誘導体のエナンチオ選択的還元反応による
デシンメトリ化（三重大院工）○進藤大明・八谷 巌・清水 真

1E2-02 触媒的不斉環化反応による面不斉中員環アミン類のエナンチオ
選択的合成（九大先導研・九大院総理工）○阿野勇介・市川延雅・井
川和宣・友岡克彦

1E2-03 C4位に置換基を有する面不斉 9 員環ジアリルアミン類の合成
とその立体化学挙動（九大先導研・九大院総理工）阿野勇介○林 純
一・上原和浩・井川和宣・友岡克彦

1E2-04* キラル次亜ヨウ素酸塩触媒を用いる位置及びエナンチオ選択的

酸化的アミノ環化反応（名大院工・JST CREST）○鈴木大介・
UYANIK Muhammet・石原一彰

1E2-06 Chiral Hypoiodite-Catalyzed Enantioselective Oxidative Cyclization

to Alicyclic Ethers（Grad. Sch. Eng., Nagoya Univ.; CREST, JST）
○HAYASHI, Hiroki; UYANIK, Muhammet; ISHIHARA, Kazuaki

座長 中 寛史（10：10～11：00）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1E2-08, 1E2-09, 1E2-10, 1E2-11,

1E2-12）
1E2-08 ラクトン架橋鎖に第 3級アルコール由来の不斉中心を含む軸不
斉ビフェニルの立体選択的合成法の開発（東薬大薬）○前田拓哉・湯
山大輔・山口 悟・矢内 光・鈴木啓介・松本隆司

1E2-09 アトロプジアステレオ選択的ラクトン化反応の開発（東薬大
薬）○湯山大輔・前田拓哉・杉山奈々美・山口 悟・矢内 光・鈴木
啓介・松本隆司

1E2-10 オスミウム錯体を触媒とする過酸化水素を用いた 1,5-ジエンの
酸化的環化反応による立体選択的テトラヒドロフラン誘導体の合成
（阪大院工）○杉本秀樹・金武孝幸・伊東 忍

1E2-11 環状エポキシアルコールの異性化によるオキサビシクロ化合物
の合成（北大院総合化学・北大院理）○岩倉 優・戸倉弘嗣・谷野圭
持

1E2-12 ブレンステッド塩基触媒によるβ,γ-エポキシエステルとイミ
ンの形式的[3+2]環化付加反応（東北大院理）○小平健太・近藤 梓・
寺田眞浩

座長 井川 和宣（11：10～12：00）
※ PC接続時間 11：00～11：10 （1E2-14, 1E2-15, 1E2-17, 1E2-18）
1E2-14 分子内 redox型環化/Friedel-Crafts反応の連続利用によるスピロ

環骨格構築法の開発（学習院大理）○北村英里子・森 啓二・秋山隆
彦

1E2-15* Enantioselective Palladium(0)-Catalyzed Nazarov-type Cyclization

（Univ. of Hawaii Department of Chemistry）○KITAMURA, Kei;

SHIMADA, Naoyuki; STEWART, Craig; TIUS, Marcus A

1E2-17 ジオキシノン誘導体を用いた分子内 Friedel-Crafts反応の開発研
究（東工大院理工）○青木芳文・大森 建・鈴木啓介

1E2-18 チオールの特性を活用したビシクロ骨格合成法の開発（東工大
院理工）○深澤拓海・安藤吉勇・大森 建・鈴木啓介

3月26日午後

座長 重田 雅之（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1E2-28, 1E2-29, 1E2-30, 1E2-32,

1E2-33）
1E2-28 キラルリチウム(I)ホスホリルフェノキシド触媒を用いるケトン
のエナンチオ選択的シアノシリル化反応（名大院工・JST CREST）
○山川勝也・波多野 学・石原一彰

1E2-29 キラル超分子 Lewis 酸触媒の鍵穴制御によるエナンチオ－、レ
ジオ－、基質選択的 Diels－Alder反応（名大院工・JST CREST）○阪
本竜浩・波多野 学・石原一彰

1E2-30* Development of asymmetric 1,3-dipolar cyclization reactions using

novel LASC-SWNT catalysts（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○XU,

Pengyu; KITANOSONO, Taku; KOBAYASHI, Shu

1E2-32 LASC-SWNT新規触媒を用いた水中での不斉向山アルドール反
応（東大院理）○村田直弘・徐 鵬宇・朱 磊・北之園 拓・小林
修

1E2-33 銀触媒によるアルキンのπルイス酸活性化を利用するオキサゾ
リジノン誘導体の合成（慶大院理工）○馬渡貴則・関根康平・山田
徹

座長 大森 建（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1E2-35, 1E2-37, 1E2-38, 1E2-39,

1E2-40）

1E2-35* Development of catalytic construction of hydrogen isotope chirality in

deuterium oxide（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○KITANOSONO,

Taku; KOBAYASHI, Shu

1E2-37 Chiral copper catalysis for enantioselective silyl conjugate additions in

water（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）KOBAYASHI, Shu; ○LIU,

Chang; ZHU, Lei; XU, Pengyu; UENO, Masaharu

1E2-38 アリール基とカルボニル基を有するシクロプロパンカルボン酸
エステルの不斉転写環拡大反応（信州大繊維）○山田謙太・西井良典

1E2-39 アリール基を有するシクロプロパン-1,1-ジカルボン酸ジエステ
ルへの不斉伝搬ホモマイケル型付加反応（信州大繊維）○岩田紀逸・
高田成二郎・西井良典

1E2-40 銀触媒によるアルキンの活性化を基軸とするアリルシラン誘導
体に対する二酸化炭素固定化反応（慶大理工）関根康平○定光勇太・
山田 徹

座長 八谷 巌（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1E2-42, 1E2-43, 1E2-44, 1E2-45,

1E2-46）
1E2-42 ドミノ型分子内 redox反応を利用した縮環ピラン骨格の簡便構

築法の開発（学習院大理）○梅原伸彬・森 啓二・秋山隆彦
1E2-43 分子内 redox反応の逐次利用による縮環ピペリジンの不斉合成

（学習院大理）○磯貝 涼・森 啓二・秋山隆彦
1E2-44 自発的 Meinwald 転位反応を利用する新規エステル合成法の開

発（理研袖岡有機合成化学研究室・JST CREST・東医歯大医歯学総合

研究科・理研 CSRS）○角本大樹・西澤絵里・森田昌樹・平井 剛・袖
岡幹子

1E2-45 ブレンステッド塩基触媒による[1,2]-Phospha-Brook 転位を利用
したフェナントレン誘導体の合成（東北大院理）○青木拓磨・近藤
梓・寺田眞浩

1E2-46* Bronsted Base-Catalyzed Three Component Reaction Utilizing [1,2]-

Phospha-Brook Rearrangement（Grad. Sch. Sci., Tohoku Univ.）
○KONDOH, Azusa; TERADA, Masahiro

座長 山中 正浩（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1E2-49, 1E2-50, 1E2-51, 1E2-52,

1E2-53, 1E2-54）
1E2-49 ハロアルキンへの 2-アミノアルカノールのダブル付加を経るジ
ヒドロオキサジン類の簡便合成（東工大院生命理工）山岸優仁○篠原
裕樹・重田雅之・秦 猛志・占部弘和

1E2-50 ジアミンのハロアルキンへのダブル付加と空気酸化を経るアセ
チレン結合のワンポット切断反応（東工大院生命理工）山岸優仁○篠
原裕樹・重田雅之・秦 猛志・占部弘和

1E2-51 α-イミノアリルエステルの極性転換反応に続く Claisen 転位と
反応機構の解明（三重大院工）○小林良成・溝田 功・清水 真

1E2-52 α-イミノアリルエステルに対する極性転換反応を活用したN-

アルキル化に続く立体選択的 Claisen転位反応（三重大院工）○深谷俊
和・溝田 功・清水 真

1E2-53 エポキシシアノアルコールの形式的転位反応によるα-(シアノ
アルキル)-β-ヒドロキシケトン合成法（北大総合化学院）○土門大
祐・谷野圭持

1E2-54 1.2-アザ-Brook 転位を鍵反応に用いるオキシインドールアルカ
ロイドMatemoneの合成研究（三重大院工）○今里 駿・清水 真

3月27日午前

座長 小川 熟人（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2E2-01, 2E2-02, 2E2-03, 2E2-04,

2E2-05）
2E2-01 ヨウ素触媒を用いたクロラミン塩を窒素源とするβ,γ-不飽和

カルボン酸の脱炭酸アミノ化反応（阪大院工）○小嶋匠実・菱川友
輔・清川謙介・南方聖司

2E2-02 カルボン酸アミドのハロアルキンへの求核付加反応とその利用
（東工大院生命理工）石井 梓・山岸優仁○小坂恭平・重田雅之・秦
猛志・占部弘和

2E2-03 アミノ酸イオン液体を用いたトリペプチド合成（大阪府立大
学, 味の素株式会社理学系研究科）福山高英○倉津麻衣・柳 日馨・古
川真也・稲山 隆

2E2-04 酸アミドを求核試薬に用いたN-アシル-N,O-ヘミアセタールの
合成（高知工科大環境理工）○井上かな美・浅原時泰・西脇永敏

2E2-05* β位に電子供与基を有するアクリルアミドの合成とその化学変
換（高知工科大環境理工）○平井 翔・浅原時泰・西脇永敏

座長 浅原 時泰（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2E2-08, 2E2-09, 2E2-10, 2E2-11,

2E2-12）
2E2-08 四置換アルケンのテンプレート合成を指向した位置及び立体選
択的ヨードブロモ化の開発（龍谷大院理工）○塩貝 亮・井手将貴・
矢内悠太・岩澤哲郎

2E2-09 新 Julia-Kocienski 型試薬を用いる高Z選択的 1,3-ジエンの合成
（岐阜大工）○浅野秀紀・河野大喜・瀬見井 優・安藤香織

2E2-10 サブフタロシアニン開環法への応用を見据えたイソインドリン
誘導体の合成（日大院生産工）○武元 誠・吉野 悟・小森谷友絵・
坂本恵一

2E2-11 シラシクロペンテノールのエナンチオ選択的不斉合成とその変
換（九大先導研）吉廣大佑○安部雄介・井川和宣・友岡克彦
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2E2-12* 強塩基性条件において安定で、弱塩基性条件において除去可能
である水酸基保護基の開発（理研細胞制御化学研究室）○眞鍋史乃・
伊藤幸成

座長 井川 和宣（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2E2-15, 2E2-16, 2E2-17, 2E2-19）
2E2-15 PIP脱リン酸化酵素阻害剤としてのイノシトール-1-リン酸類縁
体の合成（九工大院工）○中村柊也・永田有紀・野宮拡貴・北村
充・岡内辰夫

2E2-16 Anastrephinの不斉合成研究（東工大院生命理工）○和田恭平・
小川熟人・小林雄一

2E2-17* Synthesis and Biological Activity of Arylcyclopropylamines as

Selective LSD1 Inhibitors（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.; WPI-ITbM,

Nagoya Univ.; Kyoto Pref. Univ. of Med. Graduate School of Medical

Science）○MIYAMURA, Shin; ARAKI, Misaho; OTA, Yosuke; ITOH,

Yukihiro; SUZUKI, Takayoshi; YAMAGUCHI, Junichiro; ITAMI,

Kenichiro

2E2-19* 置換 Sondheimer-Wongジインの簡便合成（岡山理大工）○折田
明浩・シュウ フェン・ペン リーフェン・篠原賢太・西田孝徳・大
寺純蔵

3月27日午後

座長 野上 敏材（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2E2-28, 2E2-29, 2E2-30, 2E2-32,

2E2-33）
2E2-28 トリフルオロメチル亜鉛反応剤を用いたカルボニル化合物のト
リフルオロメチル化反応の開発（東工大院理工）○戸谷 亘・中村雄
三・相川光介・三上幸一

2E2-29 BF2CF3を Lewis酸およびトリフルオロメチル化剤として用いた
6 員環ヘテロ芳香族化合物のベンジル位 C(sp3)-Hトリフルオロメチル
化反応（東大院薬）○永瀬正弘・國信洋一郎・金井 求

2E2-30* 求電子的および求核的なトリフルオロメチル化反応を用いた、
含フッ素化合物の合成（名工大院工）○有森貞幸・西峯貴之・平等尋
美・柴田哲男

2E2-32 新規+SCF3試薬を用いたトリフルオロメチルチオ化反応の開発

研究（名工大院工）○高田大裕・有森貞幸・柴田哲男
2E2-33 安定なパーフルオロアルキル亜鉛試薬を用いた芳香族ハロゲン
化物の触媒的パーフルオロアルキル化反応の開発（東工大院理工）
○横田有生・中村雄三・相川光介・三上幸一

座長 矢島 知子（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2E2-35, 2E2-36, 2E2-37, 2E2-38,

2E2-39）
2E2-35 触媒的芳香族ペルフルオロアルキル化におけるオルト位置換基
の影響（群馬大院理工）○小茂田和希・清水直登・芹澤宏希・相川光
介・三上幸一・網井秀樹

2E2-36 トリフルオロ酢酸誘導体の触媒的還元反応を利用したトリフル
オロアセトアルデヒド等価体の新規合成（岐阜大工）船曳一正○矢野
陽祐・蔵元伸伍・窪田裕大・松居正樹

2E2-37 ニトリルのα位の直接的ジフルオロメチル化反応の開発（東工
大院理工）○丸山健一・相川光介・三上幸一

2E2-38 脱プロトン化によるフルオロアルキルカルボアニオンの発生と
反応（群馬大院理工）○北原 拓・杉石露佳・網井秀樹

2E2-39* 含フッ素森田-ベイリス-ヒルマン付加体への不斉アルキニル化
反応の開発（名工大院工）○大楠 賢・岡崎裕樹・徳永恵津子・柴田
哲男

座長 杉石 露佳（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （2E2-42, 2E2-43, 2E2-44, 2E2-45,

2E2-46, 2E2-47）
2E2-42 3位に置換基を有する 3-CF3-2,3-エポキシアルコールの Payne転
位（東農工大工）山崎 孝・高須賀智子○庄中 萌

2E2-43 β位にトリフルオロメチル基を有するアリルアルコールの Re-

dox型異性化（東農工大工）山崎 孝○濱田蓉子・高須賀智子
2E2-44 含フッ素α-メチレンエステルに対するラジカル付加反応（お

茶大院人間文化）○笠原未来・矢島知子
2E2-45 キラルパラジウム触媒によるジフルオロピルベートを用いた触

媒的不斉カルボニル-エン反応の開発（東工大院理工）○吉田誠也・本
田和也・相川光介・三上幸一

2E2-46 gem-ジフルオロシクロプロパン化合物のラジカル開環アリル化
反応（鳥取大工）○増原義洋・成田健人・野上敏材・伊藤敏幸

2E2-47 光学的に純粋な含フッ素エポキシドの合成（岡山大院自然）
○橋爪裕香・片桐利真

座長 秦 猛志（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （2E2-49, 2E2-50, 2E2-51, 2E2-52,

2E2-53, 2E2-54）
2E2-49 ペルフルオロポリエーテルを用いた様々な気体の発生と有機合

成への利用（阪府大院理）○眞武亮介・丹羽勇樹・松原 浩
2E2-50 連続的ダブル Heck反応を利用した多置換含フッ素アルケンの

立体選択的合成（京工繊大工芸）○坂口優紀萌・今野 勉
2E2-51 含フッ素 1,3-ジエンのヒドロシリル化反応（京工繊大工芸）

○西 祐次・永井健人・今野 勉
2E2-52 有機触媒を用いた C-F結合活性化型プロパギル位不斉フルオロ

アルキル化反応の開発（名工大院工）○福士和伸・西峯貴之・平等尋
巳・徳永恵津子・柴田哲男

2E2-53 炭素-フッ素結合開裂反応を鍵反応とするモノフルオロメチル
置換エポキシドの合成（名工大院工）○田中隼紀・有森貞幸・徳永恵
津子・柴田哲男

2E2-54 四塩化チタンとトリエチルシランを用いるトリフルオロトルエ
ン誘導体の変換反応（学習院大理）○山田高之・齊藤巧泰・秋山隆彦

座長 松原 浩（18：10～18：40）
※ PC接続時間 18：00～18：10 （2E2-56, 2E2-58）
2E2-56* Catalytic fluoride triggers dehydrative oxazolidinone synthesis from

CO2（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.）○TAKADA, Yuki; FOO, Siong Wan;

YAMAZAKI, Yusuke; NOYORI, Ryoji; SAITO, Susumu

2E2-58 ハロアルキンへのN-(シクロプロピルメチル)トリフルアミドの
求核付加を利用するgem-エタノピロリジン類の合成（東工大院生命理

工）小川 晋○坂口恵理子・秦 猛志・占部弘和

3月28日午前

座長 赤川 賢吾（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3E2-01, 3E2-02, 3E2-03, 3E2-04,

3E2-05, 3E2-06）
3E2-01 ラセミアミノ酸の動的速度論光学分割における溶媒効果（東理

大理）○徳丸恵理・天花寺 厚・中原貴佳・椎名 勇
3E2-02 ラセミ 2-ヒドロキシアセタール類の速度論的光学分割（東理大

理）中田健也○中原貴佳・齋藤貴大・椎名 勇
3E2-03 ラセミα-ヒドロキシ化合物の速度論的光学分割における反応
遷移構造（東理大理）椎名 勇・中原貴佳○石川 凌・中田健也

3E2-04 動的面不斉を有する 9員環ジアルコキシシランの合成とその立
体化学挙動（九大先導研・九大院総理工）井川和宣○工藤雄大・本村
彰悟・宮坂祥司・友岡克彦

3E2-05 動的軸不斉を有する新規N-アリールアミドの設計と合成（九大
先導研）柏木 健○平塚祐也・井川和宣・友岡克彦

3E2-06 1,3-ケトアミドエノラートの立体化学挙動に関する研究（九大
先導研）河﨑悠也○上久保椋太・井川和宣・友岡克彦

座長 井川 和宣（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3E2-08, 3E2-11, 3E2-12, 3E2-13）
3E2-08 若い世代の特別講演会 触媒的不斉縮合反応を用いる速度論

的光学分割法の開発（島根大院総理工）○中田健也
3E2-11 ペプチド触媒を用いた面不斉シクロファンの光学分割および非
対称化反応（東大生研）○西 信宏・赤川賢吾・工藤一秋

3E2-12 ルテニウム触媒を用いた H／D同位体不斉化合物の高選択的速
度論的光学分割（九大カーボンニュートラル・国際研究所）西岡洋
太○中川雄太・伊東祐太朗・内田竜也・香月 勗

3E2-13 2-(フェニルセレノ)エタンスルホンアミドのラジカル還元で生
成するアミニルラジカルの利用（神奈川大理）○岩崎 亮・木原伸浩

座長 橋本 卓也（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3E2-15, 3E2-16, 3E2-17, 3E2-18,

3E2-19）
3E2-15 光化学的に発生させたシロキシカルベン種の形式的分子内 C－

H 挿入による環状骨格構築法（学習院大理・東工大院理工）○仲田拓
馬・石井秀一・大山智也・伊藤和太・石田健人・岩澤伸治・草間博之

3E2-16 1,6-ヘプタジエン類とマロンアミド誘導体を用いた酸化的デュ
アルラジカル環化反応（熊本大院自然）○羽田野俊介・西野 宏

3E2-17 Spiro-bis-gem-ジフルオロシクロプロパンのラジカル的開環アリ
ル化反応（鳥取大院工）○成田健人・増原義洋・野上敏材・伊藤敏幸

3E2-18 Ellman 補助基を有するα-メチレン-β-アミノエステルへの立体
選択的アルキルラジカル付加反応の開発（お茶大院人間文化）○佐野
杏奈・矢島知子

3E2-19* Development of Residue-Selective Bioconjugation Targeting Native

Proteins Using Organoradicals（Grad. Sch. Pharm., The Univ. of Tokyo）
○SEKI, Yohei; ABE, Junpei; TOYOTA, Yosuke; SOHMA, Youhei; OISAKI,

Kounosuke; KANAI, Motomu

3月28日午後

座長 生長 幸之助（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3E2-28, 3E2-29, 3E2-30, 3E2-31,

3E2-32）
3E2-28 嵩高いチイルラジカル触媒によるビニルアジリジンとアルケン
の[3+2]環化反応（京大院理）○瀧野浩平・橋本卓也・丸岡啓二

3E2-29 光分解法を用いた超原子価ヨウ素剤による脂肪族炭化水素の
C-H結合官能基化（京大院理）○稲田 翼・茂木 真・丸岡啓二

3E2-30 高求電子性の超原子価ヨウ素剤を用いたトリフルオロメチルラ
ジカルの新しい効率的発生法（京大院理）○柏木啓孝・茂木 真・丸
岡啓二

3E2-31 オキシインドールを基質とする酸化的エノラートカップリング
反応の開発（理研・東医歯大）○澤村美紀・北條大樹・Akindele

Tito・五月女宜裕・袖岡幹子
3E2-32* Development of Aerobic Cross-Dehydrogenative Coupling Reactions

via Single-electron Transfer and Radical Chain Processes（Grad. Sch. Sci.,

The Univ. of Tokyo）○YOO, Woo-Jin; KOBAYASHI, Shu
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座長 松原 亮介（17：00～17：40）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （3E2-49, 3E2-50, 3E2-51, 3E2-52）
3E2-49 ジデヒドロイソベンゾヘテロールの[4+2]環付加反応を基盤と
する高次縮環π電子系分子の合成（関西学院大理工）○松岡 卓・杉
本 遼・忠田 悠・羽村季之

3E2-50 (1,10)アントラセノファン類の合成とその反応性、立体化学に
関する研究（関西学院大理工）羽村季之○西田伊吹・松岡 卓・小川
浩平・井川和宣・友岡克彦

3E2-51 四ヨウ化チタンを用いるシアノケトンのヨウ素化-環化による
イソキノリンの合成（三重大院工）○坂田啓斗・矢代 快・八谷
巌・清水 真

3E2-52 EtAlCl2と塩基を用いたアルケン類の脱水素カルボキシル化
（東北大院工）○渡辺稿太・田中信也・服部徹太郎

E3 会場
10 号館 1033 教室

有機化学－反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物

3月26日午前

座長 浦口 大輔（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1E3-01, 1E3-02, 1E3-03, 1E3-04,

1E3-05, 1E3-06）
1E3-01 キラルカルシウム触媒を用いたイミドの触媒的不斉 1,4-付加反
応の開発（東大院理）○青木政典・坪郷 哲・小林 修

1E3-02 Synthesis of chiral 3-methyl glutamic acid derivatives catalyzed by

calcium catalyst（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）TSUBOGO, Tetsu;

○LI, Minghao; HUTKA, Martin; KOBAYASHI, Shu

1E3-03 N-ヘテロ環状カルベン触媒による各種マイケル受容体の tail-to-

tail交差二量化反応（名工大院工）○福本裕紀・松岡真一・鈴木将人
1E3-04 N-ヘテロ環状カルベンによる水をプロトン源とした水素化反応

（名工大院工）○加藤輝将・松岡真一・鈴木将人
1E3-05 2-イミノピリジンを出発物質に用いる 2-アミノピリジニウム塩
の合成（三重大院工）○福富 慎・八谷 巌・清水 真

1E3-06 α-イミノチオエステルに対する極性転換-N -アルキル化に続く
タンデム Michael 付加/転位反応（三重大院工）○尹 大成・溝田
功・清水 真

座長 八谷 巌（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1E3-08, 1E3-09, 1E3-10, 1E3-11,

1E3-12）
1E3-08 Boc保護アミナールを用いた相間移動条件での不斉マンニッヒ

型反応の開発（京大院理）○小林遼平・加納太一・丸岡啓二
1E3-09 ビナフチル型キラルアミン触媒によるアルデヒドのβ-トシル
エノンへの位置および立体選択的共役付加反応（京大院理）○丸山浩
紀・杉本向史・加納太一・丸岡啓二

1E3-10 二官能性有機触媒によるシアノヒドリンの不斉分子内オキシマ
イケル付加反応（京大院工）○米田直紀・浅野圭佑・松原誠二郎

1E3-11 二官能性有機触媒による 1,3-ジオールの不斉分子内オキシマイ
ケル付加反応（京大院工）○藤井結稀・米田直紀・浅野圭佑・松原誠
二郎

1E3-12* 二官能性有機触媒による軸不斉化合物のエナンチオ選択的合成
（京大院工）○宮地亮太・浅野圭佑・松原誠二郎

座長 加納 太一（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1E3-15, 1E3-17, 1E3-18, 1E3-19,

1E3-20）
1E3-15* Development of Catalytic Asymmetric 1,4-Addition Reactions Using

Simple Amides（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○SUZUKI,

Hirotsugu; YAMASHITA, Yasuhiro; KOBAYASHI, Shu

1E3-17 単純エステルの触媒的不斉 1,4-付加反応の開発（東大院理）
○佐藤維央・鈴木弘嗣・山下恭弘・小林 修

1E3-18 キラルイミノホスホランを触媒とする立体選択的交差ピナコー
ル型カップリング反応（名大WPI-ITbM・名大院工・JST CREST・
ノースカロライナ大学チャペルヒル校）○田中直也・ホーウィッツ
マシュー・浦口大輔・大井貴史・ジョンソン ジェフェリー

1E3-19 電子不足内部アルキンへのE/Z選択的不斉共役付加反応（名大
WPI-ITbM・名大院工・JST CREST）○山田康平・浦口大輔・大井貴史

1E3-20 Molecular Design and Application of a New Brønsted Acid Possessing

Hexacoordinating Chiral Phosphate（WPI-ITbM, Nagoya Univ.; Grad. Sch.

Eng., Nagoya Univ.; CREST, JST）○ITO, Takaki; URAGUCHI, Daisuke;

OOI, Takashi

3月26日午後

座長 森山 克彦（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1E3-28, 1E3-29, 1E3-30, 1E3-31,

1E3-32）
1E3-28 基質認識部位を持つ触媒による C(sp3)-H結合酸化反応の開発研

究（東大院薬）○田代真之・生長幸之助・金井 求

1E3-29 アミノ基含有樹脂へのフラビン分子触媒の担持（徳島大ソシオ
テクノサイエンス）○山野本 健・荒川幸弘・南川慶二・今田泰嗣

1E3-30 ホルミルオキシ化を経由した脂環式アルコールの立体化学反転
（理研 CLST）○落合秀紀・丹羽 節・細谷孝充

1E3-31 シクロプロピル基を有するα-イミノチオエステルへの極性転
換反応を活用したタンデム開環反応（三重大院工）○森本貴好・溝田
功・清水 真

1E3-32* Straightforward Metal Free Synthesis of α-Hydroxy-β-dicarbonyl

Compounds（Sch. Env. Sci. Eng., KUT）○ASAHARA, Haruyasu;

NISHIWAKI, Nagatoshi

座長 浅野 圭佑（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1E3-35, 1E3-36, 1E3-37, 1E3-38,

1E3-39, 1E3-40）
1E3-35 アルカリ金属塩の極性転換を利用したα-置換ブロモラクトン
の Divergent 合成（千葉大院理）○西ノ原千尋・杉上 徹・森山克彦・
東郷秀雄

1E3-36 ニトロキシルラジカル-アルカリ金属塩系を利用したN-電子求
引性保護型アミンの酸化的 Strecker反応（千葉大院理）○倉持昌子・
森山克彦・東郷秀雄

1E3-37 臭化ナトリウムを触媒として用いるアリールアルカンの過酸化
水素酸化（高知大理）○前島佑果子・永野高志

1E3-38 次亜塩素酸ナトリウム・5水和物を用いるグリコール開裂反応
（静岡理工科大理工）○松島諒二・山崎研人・米山 心・一之瀬和

弥・桐原正之
1E3-39 次亜塩素酸ナトリウム・5水和物を用いるスルフィド酸化によ
るスルホン合成反応（静岡理工科大理工・日本軽金属化成品事業部）
○木下由香里・北川紗央合・秋山智美・山崎研人・岡田倫英・桐原正
之

1E3-40 次亜塩素酸ナトリウム・5水和物-臭化ナトリウムによるスルホ
ニルブロマイド合成反応（静岡理工科大理工・日本軽金属化成品事業
部）木下由香里・岡田倫英○桐原正之

座長 浅原 時泰（15：50～16：40）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1E3-42, 1E3-43, 1E3-44, 1E3-45,

1E3-46）
1E3-42 IBS 触媒を用いるフェノール類のortho位選択的酸化反応による

1,2-キノールの合成（名大院工・JST CREST）○六鹿達矢・UYANIK

Muhammet・石原一彰
1E3-43 キラル超原子価ヨウ素(III)触媒を用いるビフェノール類の酸化

的エナンチオマー識別（名大工・JST CREST）○小枝きらら・
UYANIK Muhammet・石原一彰

1E3-44 次亜塩素酸ナトリウムを用いるイミン酸化によるオキサジリジ
ン合成反応（静岡理工科大理工・阪大産研）○北川紗央合・滝澤

忍・桐原正之
1E3-45 次亜ヨウ素酸塩触媒を用いるカルボニル化合物のα-酸化的 C-

N カップリング反応（名大院工・JST CREST）○塚原万由子・
UYANIK Muhammet・石原一彰

1E3-46 次亜ヨウ素酸塩触媒を用いるカルボニル化合物の酸化的α-塩
素化反応（名大工・ J S T C R E S T）○佐原直登・UYAN I K

Muhammet・石原一彰

座長 永野 高志（16：50～17：50）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （1E3-48, 1E3-50, 1E3-51, 1E3-53）
1E3-48* 酸素を用いる Nef反応の開発と反応機構解析（東北大院理）

○梅宮茂伸・西野健太郎・佐藤 格・林 雄二郎
1E3-50 過酸化水素を用いた酸化的ハロゲン化反応（阪大院工・JST

ACT-C）森内敏之○福井康大・平尾俊一
1E3-51* キラルヨウ素(I or III)触媒を用いるフェノール類のエナンチオ
選択的脱芳香族型酸化反応（名大院工）○笹倉新葉・UYANIK

Muhammet・石原一彰
1E3-53 キラル超原子価ヨウ素(III)触媒を用いる(4-ヒドロキシフェニル)

カルボン酸類のエナンチオ選択的スピロラクトン化反応（名大院工）
○水野将宏・UYANIK Muhammet・石原一彰

座長 森内 敏之（18：00～18：30）
※ PC接続時間 17：50～18：00 （1E3-55, 1E3-56, 1E3-57）
1E3-55 Synthesis of Enantioenriched Spirocyclic Ketones via Iron-Catalyzed

Aerobic Intramolecular Dearomatization of Unsymmetrical Methylenebisar-

enols（I2CNER, Kyushu Univ.）○KIM, Chungsik; OGUMA, Takuya;

FUJITOMO, Chisaki; UCHIDA, Tatsuya; TSUTOMU, Katsuki

1E3-56 次亜ヨウ素酸塩触媒を用いるフェノール類の酸化的ヘテロ-

Diels-Alder反応（名大院工・JST CREST）○西岡浩平・UYANIK

Muhammet・石原一彰
1E3-57 次亜ヨウ素酸塩触媒を用いるインドール類の脱芳香族型酸化反
応（名大院工・JST CREST）○請川直哉・UYANIK Muhammet・石
原一彰

3月27日午前

座長 中村 修一（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2E3-01, 2E3-02, 2E3-03, 2E3-04,

2E3-05, 2E3-06）
2E3-01 キラルマグネシウムビナフチルジスルホン酸塩触媒を用いるス
チレンとアルジミンのエナンチオ選択的付加環化連続反応（名大
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VBL・名大院工・CREST）○西川圭祐・波多野 学・石原一彰
2E3-02 キラルビナフチル-2,2’-ビス(リン酸モノエステル)触媒を用い
るイミノエステルとフェノールの位置及びエナンチオ選択的アザ-Frie-

del－Crafts反応（名大院工）○岡本 遼・波多野 学・石原一彰
2E3-03 光学活性ビス(グアニジノ)イミノホスホラン有機超塩基触媒を

用いた 2-アルコキシカルボニル-1,3-ジチアンのイミンに対するエナン
チオ選択的付加反応（東北大院理）○大石將文・武田斉大・近藤
梓・寺田眞浩

2E3-04 光学活性ビス（グアニジノ）イミノホスホラン有機超塩基触媒

を用いた不斉Mannich 型反応による 2連続 4級不斉中心の構築（東北
大院理・第一三共株式会社プロセス技術研究所）○武田斉大・寺田眞
浩

2E3-05 チオ尿素系有機触媒を活用したトリチルカチオン種の発生：カ
ルボニル-エン環化反応への適用（高知大理）○西山伸雄・小槻日吉三

2E3-06 Development of Enantioselective Organocatalyzed Formal [n+2]

Cycloaddition of Allenic Ester with Olefins（ISIR, Osaka Univ.）
○YOSHIDA, Yasushi; TAKIZAWA, Shinobu; ARTEAGA, Fernando

Arteaga; KISHI, Kenta; SASAI, Hiroaki

座長 滝澤 忍（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2E3-08, 2E3-09, 2E3-10, 2E3-11,

2E3-12）
2E3-08 N-ヘテロアレーンスルホニルシンコナアルカロイドアミド触媒

を利用した環状ケチミンへの不斉脱炭酸型マンニッヒ反応の開発（名

工大）○戸田朱香・佐野正英・中村修一
2E3-09 軸性キラリティーを有する新規ビイソキノリニウム塩誘導体の

合成と触媒活性の検討（豊橋技科大）○手柴千明・原口直樹・伊津野
真一

2E3-10 非対称化還元的アミノ化による不斉第四級炭素中心含有ピペリ
ジン骨格構築法の開発（学習院大理）○三宅彩香・森 啓二・秋山隆
彦

2E3-11 スピロ環骨格を有する新規不斉ホスファゼン有機超強塩基触媒

の設計・開発（東北大院理）○後藤健吾・近藤 梓・寺田眞浩
2E3-12* 簡便なライブラリスクリーニング法による高活性ぺチドの創製

（東大生研）○赤川賢吾・工藤一秋

座長 原口 直樹（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2E3-15, 2E3-17, 2E3-18, 2E3-19,

2E3-20）
2E3-15* 亜リン酸トリエステル－尿素協奏触媒を用いる 2-ゲラニルフェ
ノールのエナンチオ選択的ブロモポリエン環化反応（名大院工・岡山
大院自然・JST CREST）○澤村泰弘・坂倉 彰・石原一彰

2E3-17 オキシアニオンホール触媒を用いる.alpha.-ケトエステル類の不
斉シアノエトキシカルボニル化反応とオキサゾリジノン類への誘導
（名大院工・JST CREST）○小倉義浩・石原一彰

2E3-18 キラルリン酸触媒を用いたジヒドロベンゾジアゼピン誘導体の
不斉水素移動型還元反応（学習院大理）○堀口耕作・山本絵莉・齊藤
巧泰・山中正浩・秋山隆彦

2E3-19 キラルリン酸触媒を用いたベンゾチアゾリンによる 1,5-ベンゾ
ジアゼピンの不斉還元反応の理論的研究（立教大理）○山本絵莉・堀
口耕作・齊藤巧泰・秋山隆彦・山中正浩

2E3-20 キラルリン酸触媒を用いたトリフルオロメチル N-Hケチミン
の不斉移動水素化反応の理論的研究（立教大院理）○野田洋史・山中
正浩・秋山隆彦

3月27日午後

座長 森山 克彦（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2E3-28, 2E3-29, 2E3-30, 2E3-31,

2E3-32）
2E3-28 カチオン性フラビン分子調製法の開発（徳島大ソシオテクノサ
イエンス）○大西崇裕・幸田貴大・荒川幸弘・南川慶二・今田泰嗣

2E3-29 陽イオン交換樹脂担持型カチオン性フラビン分子の酸化触媒作

用（徳島大ソシオテクノサイエンス）○幸田貴大・大西崇裕・荒川幸
弘・南川慶二・今田泰嗣

2E3-30 Strategy for Vinylogous Nitronate Generation: Application to Highly

Stereoselective Aza-Henry Reaction（WPI-ITbM, Nagoya Univ.; Grad. Sch.

Eng., Nagoya Univ.; CREST, JST）○OYAIZU, Keigo; URAGUCHI,

Daisuke; OOI, Takashi

2E3-31 Betaine-Type Electron-Transfer Catalyst: Design and Application

（WPI-ITbM, Nagoya Univ.; Grad. Sch. Eng., Nagoya Univ.; CREST, JST）
○TORII, Masahiro; URAGUCHI, Daisuke; OOI, Takashi

2E3-32* Catalytic Asymmetric Carbon-Hetero Atom Bond-Forming Reactions

at α-Position of Carbonyl Compounds（WPI-ITbM, Nagoya Univ.; Grad.

Sch. Eng., Nagoya Univ.; CREST, JST）○ANDO, Yuichiro; OHMATSU,

Kohsuke; OOI, Takashi

座長 石原 一彰（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2E3-35, 2E3-38, 2E3-39, 2E3-40）
2E3-35 若い世代の特別講演会 有機触媒による多点活性化が拓く多
彩な不斉複素環合成（京大院工）○浅野圭佑

2E3-38 温度応答性高分子に固定化した有機触媒を用いる水中不斉Mi-

chael付加反応（上智大理工）○明比龍史・井上貴裕・陸川政弘・増山
芳郎・鈴木教之

2E3-39 キラルピロリジルアントラニル酸塩触媒を用いたβ-ニトロス

チレンへのエナンチオ選択的 Michael付加反応（千葉大院理）○杉上
徹・森山克彦・東郷秀雄

2E3-40 有機不斉触媒を活用したα-アリール置換ラクタム類の不斉Mi-

chael付加反応：(+)-Mesembrineの不斉全合成への応用（高知大理）南
澤将光○布川しおり・小槻日吉三

座長 間瀬 暢之（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （2E3-42, 2E3-43, 2E3-44, 2E3-45,

2E3-46）
2E3-42 シンコナアルカロイドアミン触媒を用いる不斉スピロ環構築法
の開発（慶大理工）吉田圭佑○板津幸宏・藤野雄太・高尾賢一

2E3-43 Development and Application of Asymmetric Conjugate Addition

Reaction of α-Formylesters Involving a Chiral Quaternary Carbon Atom

Construction Catalyzed by Organocatalysts（Grad. Sch. Mat. Sci., Univ. of

Hyogo）○TATSUMI, Toshifumi; MISAKI, Tomonori; SUGIMURA,

Takashi

2E3-44 キラルリン酸触媒による速度論的分割を伴う不斉 1,3-ジオキサ
ン構築（京大院工）○松本 晃・浅野圭佑・松原誠二郎

2E3-45 新規有機 Lewis 塩基触媒の開発を目指した置換トランスシクロ
オクテンの合成（京大院工）○永成駿介・松本 晃・浅野圭佑・松原
誠二郎

2E3-46* 環化付加による 1,5-ベンゾチアゼピンの迅速不斉合成（京大院
工）○深田幸宏・浅野圭佑・松原誠二郎

座長 高尾 賢一（17：00～17：50）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （2E3-49, 2E3-51, 2E3-52, 2E3-53）
2E3-49* 求核性キラルリン酸アミドエステル触媒を用いるエナンチオ選
択的ヨードエーテル環化反応（名大院工）○仲辻秀文・石原一彰

2E3-51 求核性キラルリン(V)触媒を用いるエナンチオ選択的ヨードア
ミノ環化反応（名大工）○奥村幸正・仲辻秀文・石原一彰

2E3-52 Helically Chiral Poly(quinoxaline-2,3-diyl)s Bearing Pyridyl Pendants:

Synthesis and Application for Asymmetric Organocatalytic Reactions

（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）○MURAKAMI, Ryo; YAMAMOTO,

Takeshi; SUGINOME, Michinori

2E3-53 超臨界二酸化炭素中での有機分子触媒的ポリ乳酸合成における
高光学純度化（静岡大院工）○山本翔司・鳴海哲夫・渡辺修治・間瀬
暢之

座長 杉野目 道紀（18：00～18：40）
※ PC接続時間 17：50～18：00 （2E3-55, 2E3-56, 2E3-57, 2E3-58）
2E3-55 Boronic Acid-Nucleophilic Base Cooperative Catalysis for Dehydra-

tive Condensation between Carboxylic Acids and Amines（Grad. Sch. Eng.,

Nagoya Univ.; CREST, JST）○LU, Yanhui; ISHIHARA, Kazuaki

2E3-56 金属元素を含まないメチル炭酸テトラアルキルアンモニウム触
媒を用いるエステル交換反応（名大院工）○吉田有梨花・小倉義浩・
神谷 渉・波多野 学・石原一彰

2E3-57 オキシインドール類の不斉 Steglich転位反応(1): Ugi反応により
ワンポットで合成可能な不斉求核触媒（岡山大院自然）○藤原卓真・
野田克哲・萬代大樹・是永敏伸・菅 誠治

2E3-58 オキシインドール類の不斉 Steglich転位反応 (2): ビナフチル骨
格を有する不斉求核触媒（岡山大院自然）○藤居一輝・萬代大樹・是
永敏伸・菅 誠治

3月28日午前

座長 寺田 眞浩（9：00 ～9：30 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3E3-01, 3E3-04, 3E3-05, 3E3-06）
3E3-01 進歩賞受賞講演 ヒドリド転位が拓く炭素ー水素結合変換型

環化反応の開発（学習院大理）○森 啓二

座長 近藤 梓（9：30 ～10：00）
3E3-04 三臭化ホウ素で活性化されたキラルリン酸触媒を用いる 1,2-ジ
ヒドロピリジンのエナンチオ選択的 Diels-Alder 反応（名大院工・
CREST）○後藤優太・波多野 学・石原一彰

3E3-05 ホウ素 Lewis酸-キラルリン酸複合触媒を用いるエナンチオ選択
的 Diels-Alder反応（名大院工・CREST）○石原英幸・後藤優太・波多
野 学・石原一彰

3E3-06 Preparation and Evaluation of Polymer-immobilized Chiral Phoso-

phoric Acids for Catalytic Asymmetric Intramolecular Aza-Friedel-Crafts

Reaction（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）YOO, Woo-Jin;○CHENG,

Honggang; KOBAYASHI, Shu

座長 生長 幸之助（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3E3-08, 3E3-09, 3E3-10, 3E3-11,

3E3-12, 3E3-13）
3E3-08 キラルリン酸触媒による動的速度論的光学分割を伴う不斉開環

反応を鍵とする光学活性ビアリールの不斉合成（学習院大理）○板倉
翼・森 啓二・秋山隆彦

3E3-09 キラルリン酸触媒による分子内アザマイケル反応を用いたジヒ
ドロキノロン骨格の合成（学習院大理）○守屋有香・齊藤巧泰・秋山
隆彦

3E3-10 キラルリン酸触媒を用いたイミンへの水素移動を基軸とするテ
トラヒドロキノリン誘導体の速度論的光学分割（学習院大理）○宮下
博光・齊藤巧泰・秋山隆彦

3E3-11 キラルリン酸触媒による 2-メトキシフランと脂肪族ケチミンと
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の エナンチオ選択的フリーデルクラフツ反応（東北大院理）○太田祐
介・小室敬済・近藤 梓・寺田眞浩

3E3-12 光学活性ビナフタレンジアミンから誘導したキラルブレンス
テッド酸によるエナミドとアズラクトンとの触媒的不斉Mannich 型反
応（東北大院理・分子科学研究所生命・錯体分子科学研究領域）○菊
池 隼・椴山儀恵・寺田眞浩

3E3-13 Chiral Phosphoric Acid Catalyzed 1,2-Sulfur Rearrangement /

Enantioselective Nucleophilic Addition of Dithioketal Derivatives（Grad.

Sch. Sci., Tohoku Univ.）○LI, Feng; TERADA, Masahiro

座長 溝田 功（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3E3-15, 3E3-16, 3E3-17, 3E3-18,

3E3-19, 3E3-20）
3E3-15 キラルリン酸触媒によるビニルインドールとアズラクトンの付
加反応に関する理論的研究（東北大院理）○鹿又喬平・寺田眞浩

3E3-16 ブレンステッド酸によるN-ホモアリルアルジミンの[1,3]転位反
応：反応機構解明に向けた検討（東北大院理）○塚原勇太・椴山儀
恵・寺田眞浩

3E3-17 アリールホスフィン酸-リン酸触媒によるアルデヒドと Da-

nishefskyジエンとのヘテロ Diels-Alder反応（東北大院理・分子科学研
究所生命・錯体分子科学研究領域）○鳴海智裕・椴山儀恵・寺田眞浩

3E3-18 ペルフルオロアリール基を導入したキラルリン酸触媒によるイ
ミンとアルケンの触媒的不斉［4+2］環化反応（東北大院理）○岡本
大司・椴山儀恵・寺田眞浩

3E3-19 α-アルキリデンβ-オキソイミドの触媒的不斉フリーデル-クラ
フツ反応（早大理工）○大山陽文・榎本和朗・中田雅久

3E3-20 Catalytic asymmetric [2+2] cycloaddition reactions of α-alkylidene

β-oxo imides（Grad. Sch. Advanced Sci. Eng., Waseda Univ.）
○ENOMOTO, Kazuaki; OYAMA, Harufumi; NAKADA, Masahisa

3月28日午後

座長 米山 公啓（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3E3-28, 3E3-30, 3E3-31, 3E3-33）
3E3-28* Sequential N-Alkylation/Vinylogous Aldol Reaction of β,γ-Alke-

nyl-α-iminoester（Grad. Sch. Eng., Mie Univ.）○MIZOTA, Isao;

SHIMIZU, Makoto

3E3-30 Reformatsky 反応と向山アルドール反応を鍵反応とするポイン
トフッ素化糖の De Novo 合成（鳥取大院工）○高柳恵輔・原田晃典・
野上敏材・伊藤敏幸

3E3-31* Development of Catalytic Asymmetric Consecutive Aldol Reaction

（Grad. Sch. Pharm., The Univ. of Tokyo; ERATO-JST; ACT-C, JST）
○YAMAMOTO, Kumiko; LIN, Luqing; MITSUNUMA, Harunobu; IDA,

Takashi; MATSUNAGA, Shigeki; KANAI, Motomu

3E3-33 アセトアルデヒド等価体エノラートを用いた触媒的不斉交差ア
ルドール反応の開発（東大院薬・ERATO-JST・ACT-C, JST）○井田貴
志・山本久美子・三ツ沼治信・松永茂樹・金井 求

座長 松本 有正（17：00～17：40）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （3E3-49, 3E3-50, 3E3-51, 3E3-52）
3E3-49 カルボン酸選択的Mannich型反応の開発（東大院薬）○山本倫
広・森田雄也・清水洋平・金井 求

3E3-50 アンモニウムフルオリドを活性化剤とするシリルシアニドとニ
トロアルケンからのジシアノアルカン合成（阪大院工）○永田貴也・
清川謙介・南方聖司

3E3-51 NHC 触媒とベンジルまたは芳香族アルデヒドによるイノンの
ダブルアシル化反応（広島大院工）○日野真人・大野 晃・沖永紘
輔・米山公啓・吉田拡人・高木 謙

3E3-52 擬似分子内反応を用いた位置選択的なアシル基交換反応（高知
工科大環境理工）○柴内 博・平井 翔・浅原時泰・西脇永敏

E4 会場
10 号館 1041 教室

有機化学－反応と合成 E．有機金属化合物

3月26日午前

Pd

座長 芝原 文利（9：40 ～10：30）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （1E4-05, 1E4-06, 1E4-07, 1E4-08,

1E4-09）
1E4-05 酢酸パラジウム触媒下、オルト位炭素ー水素結合の酸化反応を
経る芳香族アセトアミドのラクトン化反応（阪大院工）○五十嵐拓
哉・野口萌恵・植村威士・茶谷直人

1E4-06 パラジウム触媒を用いた炭素-硫黄結合切断を経るジベンゾチ
オフェン合成反応（阪大院工）鳶巣 守○桝谷佳弘・馬場克明・茶谷
直人

1E4-07 パラジウム触媒を用いた 2 回の炭素-リン結合切断を経るホス
ホール誘導体の合成（阪大院工）○馬場克明・鳶巣 守・茶谷直人

1E4-08 塩基非存在下パラジウム触媒を用いた塩化アリールのボリル化
反応（京大院理・阪府大院理）○山元裕太郎・松原 浩・依光英樹・
大須賀篤弘

1E4-09 マルチアリール化アレーンのプログラム合成（名大院理・名大
WPI-ITbM・JST ERATO）○鈴木 真・瀬川泰知・山口潤一郎・伊丹
健一郎

座長 鳶巣 守（10：40～11：30）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （1E4-11, 1E4-12, 1E4-13, 1E4-14,

1E4-15）
1E4-11 パラジウム触媒を用いたプロパルギルエステルと有機亜鉛試薬
のクロスカップリング反応による芳香族ヘテロ環置換アレンの合成
（青山学院大理工）橋本 徹・冨田直樹○露木亜美・武内 亮

1E4-12 高活性パラジウム／銅協同触媒の開発と鈴木-宮浦反応への応
用（新潟大工・新潟大院自然）星 隆○宍戸結賀・鈴木敏夫・萩原久
大

1E4-13 ホスフィン-ボラン配位子を有するパラジウム触媒を用いたア
リルアルコールによるアミンの親電子的アリル化反応（長崎大院工）
○熊谷秀信・平田剛輝・小野寺 玄・木村正成

1E4-14 Pd 触媒によるアルコールの酸化反応を利用した含窒素複素環

化合物の合成（長崎大院工）○石井千尋・森 崇理・向井明日香・小
野寺 玄・木村正成

1E4-15 2-ブロモ-N-メチルイミダゾールの炭素－水素結合選択的アリー
ル化反応（岐阜大工）○横江祐馬・山内貴之・芝原文利・村井利昭

座長 依光 英樹（11：40～12：30）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （1E4-17, 1E4-19, 1E4-21）
1E4-17* Copolymerization of Propylene and Polar Monomers by Palladium/

Imidazoquinolinolate Catalysts（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）
○NAKANO, Ryo; NOZAKI, Kyoko

1E4-19* Palladium-Catalyzed C(sp2)-C(sp3) Coupling Reaction between Are-

nes and Oxiranes via C-H Bond Activation（The Univ. of Tokyo ERATO-

JST）○WANG, Zhen; KUNINOBU, Yoichiro; KANAI, Motomu

1E4-21 高活性 NNC-ピンサー型パラジウム錯体触媒によるアリル位ア
リール化反応（分子研・総研大物理）○浜坂 剛・櫻井扶美恵・魚住
泰広

3月26日午後

座長 岩澤 伸治（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （1E4-29）
1E4-29 学術賞受賞講演 フッ素置換基の特性を活用する炭素-フッ素
結合の活性化（筑波大数理物質系化学域）○市川淳士

座長 国安 均（14：50～15：50）
※ PC接続時間 14：40～14：50 （1E4-36, 1E4-38, 1E4-40）
1E4-36* The Concise Synthesis of Unsymmetric Triarylacetonitriles via Pd-

Catalyzed Sequential Arylation（WPI-ITbM, Nagoya Univ.）○NAMBO,

Masakazu; YAR, Muhammad; SMITH, Joel D.; CRUDDEN, Cathleen M.

1E4-38* Ethylene/polar monomer copolymerization by bisphosphinemonox-

ide-palladium complexes: Effect of substituents and mechanistic investigation

（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○MITSUSHIGE, Yusuke;

CARROW, Brad P.; ITO, Shingo; NOZAKI, Kyoko

1E4-40* Palladium-catalyzed direct arylation of thiocarbonylated heteroarenes

（Fac. Eng., Gifu Univ.）○YAMAUCHI, Takayuki; SHIBAHARA,

Fumitoshi; MURAI, Toshiaki

Cu

座長 大迫 隆男（16：00～17：00）
※ PC接続時間 15：50～16：00 （1E4-43, 1E4-44, 1E4-45, 1E4-46,

1E4-47, 1E4-48）
1E4-43 位置選択的[3+2]環化反応を鍵反応とする非対称アリールフラ
ンの精密合成（山口大院理工）○石川慎吾・野田祐史・藤本 亮・西
形孝司

1E4-44 脱プロトン化を経由する銅触媒による選択的アリル位 C-H結
合のカルボキシル化反応（理研 CSRS）○上野篤史・瀧本真徳・侯 召
民

1E4-45 Highly Regioselective Alkylative Carboxylation of Allenamide with

CO2 and Dialkylzinc Reagents Catalyzed by NHC-Copper Complex（Grad.

Sch. Sci., Eng., Saitama Univ.; RIKEN Organometallic Chemistry Laboratory;

RIKEN CSRS）○GHOLAP, Sandeep Suryabhan; TAKIMOTO, Masanori;

HOU, Zhaomin

1E4-46 銅触媒を用いた 1,3-ブタジエンのパーフルオロアリール化反応
（阪大院工）○岡本華奈子・岩﨑孝紀・国安 均・神戸宣明

1E4-47 銅触媒によるスチレン類の Z選択的アルキル置換反応の開発

（山口大院理工）○中村公昭・井上勇気・石川慎吾・西形孝司
1E4-48 アミンにより誘起されるハロアミドのカルボアミド化とオレ
フィン化反応の完全切替（山口大院理工）○糸永幸平・山口昇大・石
川慎吾・西形孝司

座長 岩﨑 孝紀（17：10～18：00）
※ PC接続時間 17：00～17：10 （1E4-50, 1E4-51, 1E4-52, 1E4-53,

1E4-54）
1E4-50 銅触媒存在下、2-ブロモカルボニル化合物とスチレン類の[2
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+1]及び[3+2]環化付加反応（山口大院理工）○野田祐史・藤本 亮・
和田 勝・石川慎吾・西形孝司

1E4-51 プロパルギルエステルとインドールを用いたプロパルギル位置
換反応に基づく不斉 4級炭素構築反応の開発（東大院工）○土田耕
平・千田泰史・中島一成・西林仁昭

1E4-52 グリニャール/Ce/Cu三元試薬によるニトロ化合物からニトロン
の合成（東工大院生命理工）辰巳湧太○田中直美・秦 猛志・占部弘
和

1E4-53 銅‐ホスホルアミダイト触媒を用いたカルベノイドのアルキン
C-H結合への不斉挿入反応（分子研生命・錯体分子科学研究領域）
○永長 誠・大迫隆男・魚住泰広

1E4-54 銅触媒を用いたジフルオロメチレン基導入によるフッ素置換五
員環シリルエノールエーテルの合成（筑波大院数理物質）○胡 極・
渕辺耕平・市川淳士

3月27日午前

Pt

座長 相川 光介（9：40 ～10：30）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （2E4-05, 2E4-06, 2E4-07, 2E4-08,

2E4-09）
2E4-05 白金触媒とアルケニルシランを用いるアセタールのアルケニル
化（埼大院理工）○福田大貴・木下英典・三浦勝清

2E4-06 Development of Catalytic Reactions Using Zwitterionic Platinum (II)

Complexes Prepared from Alkyne-containing Bisphosphine Ligands（Grad.

Sch. Eng., Kyoto Univ.）OKAMOTO, Kazuhiro; ○FUNASAKA, Satoshi;

OHE, Kouichi

Au

2E4-07 分子間でのメチレン基移動を伴うO-プロパルギルホルムアルド
キシムの金触媒骨格転位反応（東北大院理）○儀間真也・中村 達・
寺田眞浩

2E4-08 Au25(PET)18触媒を用いたアルデヒド、アミンおよびアルキンの
反応（関西大化学生命工）○足立有莉奈・川﨑英也・大洞康嗣

2E4-09 電子豊富ヘテロ環を求核剤として用いた 1-アミノナフタレン誘
導体の触媒的不斉脱芳香族化反応（東農工大院工・東工大院理工・JST

ACT-C）○馬場崇史・岡 詢子・田中 健

座長 岡本 和紘（10：40～11：30）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （2E4-11, 2E4-12, 2E4-13, 2E4-14,

2E4-15）
2E4-11 キラル金錯体による触媒的不斉[4+2]環化付加反応の開発およ
びその反応機構解析（東工大院理工）○南口晋毅・相川光介・伊藤繁
和・三上幸一

2E4-12 新規な動的キラルジホスフィン配位子を有する金錯体を用いた
触媒的不斉反応の開発（東工大院理工）○三嶋克幸・相川光介・伊藤
繁和・三上幸一

Ag

2E4-13 キラル銀触媒を用いたピロリンエステルとニトロアルケンとの
1,4-共役付加反応（中央大理工）○小泉昭紘・木村 緑・新井友梨・所
雄一郎・福澤信一

2E4-14 銀触媒によるシクロプロペンからのビニルカルベノイド中間体

の発生と連続するアリル化反応の開発（金沢大院自然）○中野健央・
遠藤恆平・宇梶 裕

Cu

2E4-15 Copper-mediated Transfer Annulation for Construction of 5,10-

Dihydroindolo[3,2-b]indoles（WPI-AIMR, Tohoku Univ.）○HO, Hon

Eong; ASAO, Naoki; YAMAMOTO, Yoshinori; JIN, Tienan

座長 伊藤 繁和（11：40～12：30）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （2E4-17, 2E4-19, 2E4-20）
2E4-17* 不斉銅触媒を用いたエナンチオ位置選択的アジドーアルキン環

化付加反応（分子研）○大迫隆男・魚住泰広
2E4-19 光学活性銅(I)錯体/ジボロン触媒系を用いたインドールの不斉

脱芳香族化（北大工）○羽山慶一・久保田浩司・山本英治・伊藤 肇
2E4-20* Copper(I)-Catalyzed Enantioselective Nucleophilic Borylation of

Aldehydes（Grad. Sch. Chi Sci. and Eng., Hokkaido Univ.）○KUBOTA,

Koji; YAMAMOTO, Eiji; ITO, Hajime

3月27日午後

座長 伊藤 肇（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （2E4-29, 2E4-32, 2E4-33, 2E4-34）
2E4-29 進歩賞受賞講演 隣接原子による求電子的活性化を鍵とする
有機金属触媒反応の開発（金沢大院自然）○遠藤恆平

2E4-32 銅触媒を用いた分子内 C-H/N-Hカップリングによる含窒素複
素環の合成（阪大院工）○高松一貴・平野康次・佐藤哲也・三浦雅博

2E4-33 銅塩を用いたトリチルアミンの脱水素環化反応によるアクリジ
ン合成（阪大工学研究科）○森岡亮介・平野康次・佐藤哲也・三浦雅

博
2E4-34 多段階合成を指向したN-メトキシアミンによる求電子的アミノ
化反応の開発（慶大理工）○深見祐太朗・目黒達彦・和田崇正・佐藤
隆章・千田憲孝

座長 平野 康次（14：50～15：50）
※ PC接続時間 14：40～14：50 （2E4-36, 2E4-37, 2E4-38, 2E4-39,

2E4-40, 2E4-41）
2E4-36 銅触媒を用いるチオスルホナートによる芳香族ボロン酸の無臭
チオ化反応（東医歯大生材研・東医歯大難研）○杉村康行・吉田
優・清水重臣・細谷孝充

2E4-37 環状アルキンの保護・脱保護法の開発と機能性環状アルキン合

成への応用（東医歯大生材研・東工大院理工）○畠山泰朋・吉田
優・上本紘平・植草秀裕・細谷孝充

2E4-38 機能分子の芳香環コアの触媒的 C-Hイミド化(1)（名大院理・
名大WPI-ITbM・JST ERATO）○村上 慧・川上貴大・伊丹健一郎

2E4-39 機能分子の芳香環コアの触媒的 C-Hイミド化(2)（名大院理・
名大WPI-ITbM・JST ERATO）○川上貴大・村上 慧・伊丹健一郎

2E4-40 DMF保護銅ナノ粒子を用いた N-アリール化反応（関西大化学
生命工）○北井克弥・大洞康嗣

2E4-41 Rapid Sythesis of Sialic Acid Derivatives via Ligand-Controlled,

Stereodivergent Propagylation of Unprotected Aldoses（Grad. Sch. Pharm.,

The Univ. of Tokyo）○WEI, Xiaofeng; SHIMIZU, Yohei; KANAI, Motomu

Pd

座長 村上 慧（16：00～17：00）
※ PC接続時間 15：50～16：00 （2E4-43, 2E4-45, 2E4-46, 2E4-47,

2E4-48）
2E4-43* Enantioselective Synthesis of α-Quaternary Mannich Adducts by

Palladium-Catalyzed Allylic Alkylation（Caltech Divison of Chemistry &

Chemical Engineering）○NUMAJIRI, Yoshitaka; PRITCHETT P, Beau;

CHIYODA, Koji; STOLTZ M, Brian

2E4-45 パラジウム触媒を用いたジアリールメチルカーボネートと末端
アルキンのクロスカップリング（阪大院工）○田渕 翔・平野康次・
佐藤哲也・三浦雅博

2E4-46 Preparation of Arenylmethylzinc Reagent from Iodoarene by Pd/Ni-

Catalyzed Cross-Coupling Reaction（Sch. Eng., Kyoto Univ.）
○SHIMADA, Yukako; MATSUBARA, Seijiro

2E4-47 パラジウム錯体への含フッ素アルケニルクロライドの酸化的付
加および Suzuki-Miyauraカップリングへの応用（相模中研）○水野将
隆・山本哲也・山川 哲

2E4-48 NHC-パラダサイクル錯体を用いるアリールボロン酸類のカル
ボニル化合物への付加反応（相模中研）○庵上香織・山本哲也・山川
哲

座長 浅野 圭佑（17：10～18：10）
※ PC接続時間 17：00～17：10 （2E4-50, 2E4-51, 2E4-52, 2E4-53,

2E4-54, 2E4-55）
2E4-50 芳香族チオエステル C-S結合切断を伴うノルボルネン誘導体へ
の付加反応（東北大院薬）有澤美枝子○谷井沙織・山口雅彦

2E4-51 シクロアルキンへのロジウム触媒イオウ付加反応を用いる 1,4-

ジチインの合成（東北大院薬）有澤美枝子○市川拓哉・山口雅彦
2E4-52 ペンタフェニルシクロペンタホスフィンと芳香族スルフィドの
ロジウム触媒的切断交換反応（東北大院薬）有澤美枝子○高橋和也・
山口雅彦

2E4-53 アセチレン化合物とフルオロメチルピルベートを用いた特異な
触媒的不斉 1,2付加反応の開発（東工大院理工）○近藤大介・吉田誠
也・本田和也・相川光介・三上幸一

2E4-54 キラルパラジウム錯体を用いたイノンを求電子剤とする触媒的

不斉 1,3-双極子付加環化反応の開発（東工大院理工）○本田和也・相

川光介・三上幸一
2E4-55 アルキニルフェロセニルエーテルのパラジウム触媒による C-H

結合活性化を経る内部アルキンとのアニュレーション反応（中央大院
理工）○三井 崇・所 雄一郎・檜山爲次郎・福澤信一

3月28日午前

Cu

座長 鷹谷 絢（9：10 ～10：10）
※ PC接続時間 9：00～9：10 （3E4-02, 3E4-03, 3E4-04, 3E4-05,

3E4-06, 3E4-07）
3E4-02 Construction of quaternary stereogenic carbon centers through

copper-catalyzed enantioselective direct allylic alkylation of heteroarenes

（Fac. Sci., Hokkaido Univ.）○ZHANG, Heng; HARADA, Ayumi;

OHMIYA, Hirohisa; SAWAMURA, Masaya

3E4-03 銅(I)触媒と分子状水素によるアルキンの水素化反応（北大院
理）○若松鷹道・大宮寛久・澤村正也

3E4-04 銅触媒による内部アルキンの部分水素化反応（京大院工・JST

CREST）○亀山亮平・仙波一彦・中尾佳亮
3E4-05 複核銅錯体触媒を用いた共役ジエノンへの有機金属試薬の不斉
共役付加反応の開発（金沢大院自然）○小林友毅・遠藤恆平・宇梶
裕

3E4-06 2-ピリジルスルホニル基を脱離基に用いた第 2級 sp3炭素上で
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のカップリング反応の開発（東工大院生命理工）○東條敏史・和田恭
平・小川熟人・小林雄一

3E4-07 ヨウ化シアンを用いた銅触媒によるアルキンのヨードシアノ化
反応（京大院工）○坂田尚紀・岡本和紘・大江浩一

座長 岡本 和紘（10：20～11：20）
※ PC接続時間 10：10～10：20 （3E4-09, 3E4-10, 3E4-11, 3E4-12,

3E4-13, 3E4-14）
3E4-09 銅触媒を用いたジスルフィドとスルフィン酸ナトリウムとの
カップリング（福島医大医）○谷口暢一

Pd

3E4-10 PSiP-ピンサー型パラジウム錯体を触媒とする非対称ジボロン
合成反応の開発と機構解析（東工大院理工）○三浦律男・伊藤龍好・
喜来直裕・鷹谷 絢・岩澤伸治

3E4-11 パラジウム触媒およびトリエチルホウ素によるアリルアルコー
ルの活性化を利用した 1,3,5-トリヒドロキシベンゼンの直截的C-アリル
化反応（長崎大院工）○宮原裕平・平田剛輝・小野寺 玄・木村正成

3E4-12 パラジウム/銅協働触媒によるアルキンのアリールホウ素化反
応（京大院工・JST CREST）○仙波一彦・吉澤 恵・中尾佳亮

3E4-13 PGeP-ピンサー型パラジウム錯体を触媒とするアルケン類のヒ
ドロカルボキシル化反応の開発（東工大院理工）○深山 航・鷹谷
絢・岩澤伸治

3E4-14 パラジウム/オルトクロラニル触媒を用いた多環芳香族炭化水
素の C-Hアリール化反応の機構解明（名大院理・名大WPI-ITbM・JST

ERATO）○柴田万織・伊藤英人・伊丹健一郎

座長 仙波 一彦（11：30～12：30）
※ PC接続時間 11：20～11：30 （3E4-16, 3E4-17, 3E4-18, 3E4-19,

3E4-20, 3E4-21）
3E4-16 パラジウム触媒によるアリールスルフィドを用いたアレーンの

直接 C-H アリール化（京大院理）○大塚慎也・依光英樹・大須賀篤弘
3E4-17 パラジウム触媒を用いた 2-フルアルデヒドの直接的アリール化
反応（日大院総合基）○佐藤 俊・皆川真規・川面 基

3E4-18 パラジウム触媒による 2-アルキルピリジン類の側鎖 C(α)位ア
リル化反応（北大院理）○村上 遼・岩井智弘・澤村正也

3E4-19 フェナントロリンパラジウム触媒を用いたチェーンウォーキン
グを経るアルケンの異性化反応（慶大院理工）○山﨑裕也・垣内史
敏・河内卓彌

3E4-20 パラジウム(II)触媒を用いるチオベンズアニリドの C-H官能基
化/分子内 C-S結合形成反応の機構解析: GRRM/AFIR法による理論的

研究（北大院総合化学・エモリー大学チェリー L. エマーソンセン
ター）○植松遼平・前田 理・Musaev Djamaladdin G.・武次徹也

3E4-21 エナンチオ選択的 C-Hオレフィン化による軸不斉化合物の触
媒的不斉合成（阪府大院理）○安田理恵・神川 憲

3月28日午後

座長 大宮 寛久（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （3E4-29, 3E4-32, 3E4-33, 3E4-34）
3E4-29 若い世代の特別講演会 2価パラジウムを活性種とする不斉触

媒反応の新展開（阪大産研）○竹中和浩
3E4-32 Enantioselective synthesis of chiral spiro compounds and their

applications to organocatalysis（ISIR, Osaka Univ.）○TAKEUCHI,

Yoshiki; FAN, Lulu; TAKIZAWA, Shinobu; SASAI, Hiroaki

3E4-33 水を求核剤とするパラジウム錯体触媒を用いた末端アルケンへ
の末端選択的な酸素官能基の導入（九大院理）○万谷航平・石田早百

合・富田 廉・石田玉青・濱崎昭行・徳永 信

3E4-34 Divergent Synthesis of SPRIX Ligands Having Oxygen Functional-

ities（ISIR, Osaka Univ.）○LIN, Xianjin; TAKENAKA, Kazuhiro; SASAI,

Hiroaki

3月29日午前

Li

座長 堀野 良和（9：40 ～10：40）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （4E4-05, 4E4-07, 4E4-08, 4E4-09,

4E4-10）
4E4-05* ジアリールメチルアニオンを用いるアリル位求核置換反応の開

発とその立体および位置選択性（東工大院生命理工）○川島英久・佐
伯諒平・小川熟人・小林雄一

4E4-07 ジブロモアントラキノンのエナンチオ選択的アルキニル化反応
を利用した多置換トリプチセンの不斉合成（早大院先進理工）○神村
有里・柴田高範

4E4-08 嵩高い新規ピペリジン類縁体の合成および金属アミド塩基への
応用（広島大院理）○森迫祥吾・山本陽介

Mg

4E4-09 CPMEの Grignard反応溶媒としての応用（阪工大大学院工学
研究科）○澁川圭佑・益山新樹・小林正治

Pd

4E4-10 シンナミル基を有する軸性キラル配位子を用いたパラジウム触
媒によるインドール類の不斉アリル位アルキル化反応（千葉大院工）
三野 孝○朝野萌子・海老澤利文・西川健士・坂本昌巳

座長 皆川 真規（10：50～11：40）
※ PC接続時間 10：40～10：50 （4E4-12, 4E4-13, 4E4-14, 4E4-15,

4E4-16）
4E4-12 パラジウム触媒による 3-トリブチルスタニルアリルアセテー
ト，アルデヒドおよび有機ホウ素反応剤による三成分連結反応（富山
大工）○菅田美樹・堀野良和・阿部 仁

4E4-13 パラジウム触媒を用いたハロゲン化アシルと有機ケイ素試薬と
のカップリング反応によるケトン合成法（東理大院理工）○前川祐
毅・荻原陽平・坂井教郎

4E4-14 パラジウム触媒とヘキサメチルジシランによるアルケニルエポ
キシドの開環的シリル化（埼大院理工）○太田和希・木下英典・三浦
勝清

4E4-15 パラジウム触媒による 3-トリブチルスタニルプロパルギルアセ
テート，アルデヒドおよび有機ホウ素反応剤による多成分連結反応
（富山大工）○四十物 中・堀野良和・阿部 仁

4E4-16 パラジウム触媒によるアルキルヨウ素化物の光ラジカルビニル
化反応（阪府大院理）○隅野修平・柳 日馨

座長 荻原 陽平（11：50～12：40）
※ PC接続時間 11：40～11：50 （4E4-18, 4E4-19, 4E4-20, 4E4-21,

4E4-22）
4E4-18 (アミノメチル)シリルボラン：パラジウム触媒を用いるシレン

合成等価体としての利用（京大院工）大村智通○西浦弘樹・杉野目道
紀

4E4-19 [1,2]-Phospha-Brook 転位およびパラジウム触媒によるクロス
カップリングを利用した 3-アリールオキシインドールの高効率合成
（東北大院理）○武井 麗・近藤 梓・寺田眞浩

4E4-20 2-ハロアリルエステルとフェノールとの Pd 触媒反応によるベ
ンゾフラン誘導体合成（日大院総合基）○宇田川拓海・渡邊弘高・皆

川真規・川面 基
4E4-21 Enantioselective Synthesis of Axially Chiral Biaryls Bearing an Ester

Group via Asymmetric Suzuki-Miyaura Coupling Using Helically Chiral

Polymer Ligand PQXphos（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）○AKAI, Yuto;

KONNERT, Laure; YAMAMOTO, Takeshi; SUGINOME, Michinori

4E4-22 Palladium-catalyzed Intramolecular Alkene Insertion into Carbon-

Nitrogen Bonds of β-Lactams（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）
○OKAJIMA, Satoshi; YADA, Akira; MURAKAMI, Masahiro

E5 会場
10 号館 1042 教室

有機化学－反応と合成 E．有機金属化合物

3月26日午前

Ir

座長 仙波 一彦（9：40 ～10：30）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （1E5-05, 1E5-06, 1E5-07, 1E5-08,

1E5-09）
1E5-05 イリジウム触媒を用いた 2-アリール安息香酸塩化物とアルキン
の縮環反応（阪大工学研究科）○永田智也・平野康次・佐藤哲也・三
浦雅博

1E5-06 イリジウム触媒による Lewis 酸-塩基相互作用を利用した位置選
択的な C-Hシリル化反応（東大院薬）○若木貴行・金井 求・國信洋
一郎

1E5-07 新規キラル二環性 NHC/Ir 錯体を触媒とする不斉水素移動反応
（千葉大院理）○上村拓未・桑原弘嗣・吉田和弘・柳澤 章

1E5-08 キラルジホスフィン配位子を有するイリジウム二核錯体を用い
たキナゾリン類塩の不斉水素化反応（阪大院基礎工）○東田皓介・飯
室敦弘・喜多祐介・真島和志

1E5-09 水素結合を利用した芳香族化合物のメタ位選択的な C-Hボリ
ル化反応（東大大学院薬学系研究科 ERTAO-JST）○西 光海・井田
悠・國信洋一郎・金井 求

座長 平野 康次（10：40～11：30）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （1E5-11, 1E5-12, 1E5-13, 1E5-14,

1E5-15）
1E5-11 イリジウム触媒を用いたα-オキソカルボキシアミドと 1,3-ジエ
ンとの不斉[3 + 2]環化反応（京大院理）○幡野 幸・西村貴洋

1E5-12 A Simple One-Pot Procedure for N-Formylation and N-Methylation

of Amines via Room-Temperature Hydrosilylation of CO2 Catalyzed by a

PNP-pincer Type Phosphaalkene Iridium(I) Complex（ICR, Kyoto Univ.）
○CHANG, Yung-hung; SASAKI, Daichi; TAGUCHI, Hiroomi;
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TAKEUCHI, Katsuhiko; OZAWA, Fumiyuki

1E5-13 フォトレドックス触媒によるアルキンからの高立体選択的四置
換 CF3アルケン合成反応（東工大資源研）○富田 廉・小池隆司・穐
田宗隆

1E5-14 Ir-Catalyzed ortho-C-H Borylation of Arylboronic Acids Masked by

Removable Directing Group on the Boron Atom（Grad. Sch. Eng., Kyoto

Univ.）○ISHIBASHI, Aoi; YAMAMOTO, Takeshi; SUGINOME,

Michinori

1E5-15 イリジウム触媒を用いた脱水素環化反応によるジチエノシロー
ル誘導体の直接的合成（岡山大院自然）○礒淵僚太・光藤耕一・菅
誠治

座長 喜多 祐介（11：40～12：30）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （1E5-17, 1E5-18, 1E5-19, 1E5-20,

1E5-21）
1E5-17 DMF保護 Irナノクラスタ-合成とメタノールを利用したメチル
化手法への応用（関西大化学生命工）○及川 慧・矢野敬規・川﨑英
也・大洞康嗣

1E5-18 イリジウム錯体触媒を用いた第一級アルコールの水中での脱水
素化反応によるカルボン酸合成（京大人間・環境学研究科）○田中雄
飛・山口良平・藤田健一

1E5-19 機能性ビピリドナート配位子を有するイリジウム錯体触媒を用
いた多価アルコールの脱水素化反応（京大人間・環境学研究科）○永
野祐大・山口良平・藤田健一

1E5-20 Selective C-4 Borylation of Pyridine by Iridium/Aluminum Coopera-

tive Catalysis（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.; CREST, JST）○YANG,

Lichen; SAITO, Teruhiko; SEMBA, Kazuhiko; NAKAO, Yoshiaki

1E5-21 カチオン性イリジウム触媒を用いた C-H 活性化を経る芳香族
ケチミンとアルキンとの不斉[3 + 2]環化反応（京大院理）○山内大
輔・永本 翠・西村貴洋

3月26日午後

Rh

座長 岡本 和紘（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （1E5-29, 1E5-30, 1E5-31, 1E5-32,

1E5-33, 1E5-34）
1E5-29 ロジウム触媒を用いたフェニルホスフィンスルフィド類の直接

アルケニル化（阪大工学研究科）○横山裕哉・宇納佑斗・平野康次・
佐藤哲也・三浦雅博

1E5-30 1,3-ジチアンを配向基としたロジウム触媒による芳香族基質の
直接アルケニル化反応（阪大工学研究科）○宇納佑斗・平野康次・佐
藤哲也・三浦雅博

1E5-31 N-アリル-α-オキソアミドへの光とロジウムの連続作用による
光学活性ジヒドロピリドンの合成（京大院工）○増田侑亮・ネチャス
ダビッド・石田直樹・村上正浩

1E5-32 C-H結合活性化を鍵反応とするロジウム触媒を用いた多置換シ
リルインデンの合成とその蛍光特性（東大院薬）○末木俊輔・國信洋
一郎

1E5-33 ロジウム触媒による、ホルムアルデヒドを用いたスチレン類の
不斉ヒドロホルミル化反応（奈良先端大物質）森本 積○藤井徹治・
三好浩太・垣内喜代三

1E5-34 光学活性ジホスフィン配位子を有するハロゲン架橋ロジウム二
核錯体を用いたオレフィン類の不斉水素化反応（阪大院基礎工）○樋
田翔士・喜多祐介・真島和志

座長 河内 卓彌（14：50～15：50）
※ PC接続時間 14：40～14：50 （1E5-36, 1E5-37, 1E5-39, 1E5-40,

1E5-41）
1E5-36 Rhodium-Catalyzed Cross-Coupling of Aryl Carbamates with Orga-

noboron Reagents via the Cleavage of a Carbon-Oxygen Bond（Grad. Sch.

Eng., Osaka Univ.）TOBISU, Mamoru; ○NAKAMURA, Keisuke;

CHATANI, Naoto

1E5-37* Rhodium-Catalyzed Borylation of Aryl Esters and Ethers through the

Cleavage of a Carbon-Oxygen Bond（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）
TOBISU, Mamoru; ○KINUTA, Hirotaka; HASEGAWA, Junya;

CHATANI, Naoto

Ni

1E5-39 Nickel-Catalyzed Borylation of Aryl 2-Pyridyl Ethers through the

Cleavage of a Carbon-Oxygen Bond（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）
TOBISU, Mamoru; ○ZHAO, Jiangning; KINUTA, Hirotaka; CHATANI,

Naoto

Rh

1E5-40 ロジウムポルフィリン触媒を用いるイミンとインドールの付加
反応（京大院工）○長谷川 誠・倉橋拓也・松原誠二郎

1E5-41 ロジウム触媒による 1-ビニルベンゾシクロブテノールから β-

テトラロンへの環拡大反応（京大院工）○石川徳多・澤野将太・石田
直樹・村上正浩

座長 石田 直樹（16：00～17：00）
※ PC接続時間 15：50～16：00 （1E5-43, 1E5-45, 1E5-46, 1E5-47,

1E5-48）
1E5-43* The Reaction of Aromatic Amides with α,β-Unsaturated Carbonyl

Compounds Using a Bidentate Directing Group by a Rhodium Complex

（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）○SHIBATA, Kaname; CHATANI, Naoto

1E5-45 ロジウム触媒存在下、末端アセチレンとt-ブチルヒドラジンと
によるニトリル生成反応（阪大院工）福本能也○田村悠人・茶谷直人

1E5-46 ロジウム触媒存在下、末端アルキンへのN,N-二置換ヒドラジン
のanti-Markovnikov型付加によるヒドラゾン生成反応（阪大院工）○神
谷元暢・福本能也・茶谷直人

1E5-47 触媒的[2+2+2]付加環化反応を利用した多置換ジベンゾチオ
フェンとホスホールオキシドの合成（早大先進理工）○松原 陸・佐
藤樹生・田原優樹・柴田高範

1E5-48 ロジウム触媒による不斉ケイ素中心を持つケイ素架橋アリール
ピリジノンの不斉合成（東大工・東大工）○高野 遼・新谷 亮・野
崎京子

座長 鳶巣 守（17：10～18：00）
※ PC接続時間 17：00～17：10 （1E5-50, 1E5-52, 1E5-53, 1E5-54）
1E5-50* 光学活性第二級ホスフィンボランを用いる新しい P-キラルホス
フィン配位子の合成とそれらの不斉誘導能（日本化学工業株式会社研
究開発本部・千葉大院理）○堀内裕美・田村 健・杉矢 正・今本恒
雄

1E5-52 一象限遮蔽キラルジホスフィン配位子の合成と不斉誘導能（日
本化学工業株式会社研究開発本部・千葉大院理・東北大院理）○今本
恒雄・張 振鋒・田村 健・堀内裕美・杉矢 正・Gridnev Ilya

1E5-53 ロジウム触媒による環状アルケニル炭酸エステルを用いた芳香
族炭素-水素結合切断を経るα-アシルアルキル基導入反応（慶大理工）
○原 悠介・河内卓彌・垣内史敏

1E5-54 Transformation Reactions via Oxidative Addition of Oxime Esters to

Rhodium(I) Complexes and C-H Activation（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）
○SHIMBAYASHI, Takuya; OKAMOTO, Kazuhiro; OHE, Kouichi

3月27日午前

Ir

座長 小池 隆司（9：40 ～10：30）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （2E5-05, 2E5-07, 2E5-09）
2E5-05* Iridium-Catalyzed Intermolecular Dehydrogenative Silylation of

Polycyclic Aromatic Compounds without Directing Groups（Grad. Sch.

Nat. Sci. Technol., Okayama Univ.）○MURAI, Masahito; TAKAMI,

Keishi; TAKAI, Kazuhiko

2E5-07* イリジウム触媒によるイソキノリン類の不斉水素化反応におけ
る基質の塩形成の効果（阪大院基礎工）○喜多祐介・山地健太・東田
皓介・飯室敦弘・真島和志

2E5-09 有機塩基条件下で高い二酸化炭素水素化活性を示す Ir(III)-PNP

錯体の開発：配位子の電子効果と塩化物イオンの影響（東大院工）
○青木 航・ワッタナビニン ナットダナイ・楠本周平・野崎京子

座長 村井 征史（10：40～11：30）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （2E5-11, 2E5-12, 2E5-13, 2E5-14,

2E5-15）
2E5-11 1価イリジウム触媒を用いるピリジン N-オキシドの 2位選択的

C-Hアルキル化（早大先進理工）○高野秀明・柴田高範
2E5-12 イリジウム触媒を用いるエナンチオ選択的 C-H結合活性化を
利用したγ-アミノ酸類の不斉合成（早大先進理工）○道野仁理・伊藤
守・田原優樹・柴田高範

2E5-13 フォトレドックス触媒によるスチレン類の酸化的ジフルオロメ
チル化反応を経た 3,3-ジフルオロプロピオフェノン類の合成（東工大
資源研）○安藤 岳・新井悠亮・小池隆司・穐田宗隆

2E5-14 イリジウム触媒によるイソオキサゾール-5(4H)-オン類の脱炭酸
を伴う環縮小反応（京大院工）岡本和紘○吉田真人・南谷 篤・新林
卓也・大江浩一

2E5-15 キラルtzNHC遷移金属錯体の合成と不斉水素移動反応への応
用（中央大理工）○登坂拓也・三井 崇・所 雄一郎・福澤信一

座長 杉野目 道紀（11：40～12：30）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （2E5-17, 2E5-18, 2E5-19）
2E5-17 ベンゼン誘導体のパラ位選択的ホウ素化反応（名大院理・名大

WPI-ITbM・JST ERATO）○齋藤雄太朗・瀬川泰知・伊丹健一郎
2E5-18 イリジウム触媒によるビアリール骨格を有するジイン及びヘテ
ロビアリール骨格を有するジインの[2+2+2]付加環化反応（青山学院
大理工）橋本 徹○原 朋宏・藤澤俊介・伊沢真於・武内 亮

2E5-19 若い世代の特別講演会 フォトレドックス触媒が拓くオレ
フィンのラジカル的官能基化反応（東工大資源研）○小池隆司

3月27日午後

座長 楠本 周平（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （2E5-29, 2E5-30, 2E5-31, 2E5-32,

2E5-33, 2E5-34）
2E5-29 イリジウム触媒によるメチルアルコキシシランのケイ素上メチ
ル基選択的 sp3炭素-水素結合ホウ素化（京大院工）大村智通○佐々木
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郁雄・鳥越 尊・杉野目道紀
2E5-30 Highly-Efficient Ir/t-BuOK Catalyst for Non-Directed C(sp3)-H

Borylation（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）OHMURA, Toshimichi;

○TORIGOE, Takeru; SUGINOME, Michinori

2E5-31 Cativa 型触媒による脂肪族カルボン酸の脱カルボニル化反応
（阪府大院理）福山高英○金子将也・柳 日馨

Rh

2E5-32 ロジウム触媒による C(sp2)-H結合の脱水素シリル化反応を利用
したシラ[n]ヘリセン誘導体の合成（岡山大院自然）○岡田 涼・村井
征史・高井和彦

2E5-33 ロジウム触媒を用いる C(sp3)-H結合の脱水素シリル化反応にお
けるホスフィン配位子の促進効果（岡山大院自然）○森田遥香・竹嶋
大翔・國信洋一郎・村井征史・高井和彦

2E5-34 触媒的[2+2+2]付加環化反応を利用したアミノインダンカルボ
ン酸誘導体の不斉合成（早大先進理工）○大日方秀平・田原優樹・柴
田高範

座長 渕辺 耕平（14：50～15：50）
※ PC接続時間 14：40～14：50 （2E5-36, 2E5-37, 2E5-38, 2E5-39,

2E5-40, 2E5-41）
2E5-36 芳香族ヘテロ環を有する末端アルキンの触媒的trans-ヒドロホ
ウ素化反応の開発（北大院総合化学）○小林 暉・山本靖典

2E5-37 アルキンの分子間環化三量化反応を鍵とする官能基化されたシ
クロパラフェニレンの合成（東農工大院工・名大院理・名大 WPI-

ITbM・JST ERATO・東工大院理工・JST ACT-C）○宮内祐太・伊藤英
人・伊丹健一郎・田中 健

2E5-38 ロジウム触媒を用いた分子内 C-Hシリル化による面不斉ベン
ゾシロロフェロセンのエナンチオ選択的合成（早大院先進理工）○静
野 翼・佐々木智也・柴田高範

2E5-39 Rh 触媒存在下、1-ナフトエ酸と内部アセチレンとの反応によ
るペリナフテノン誘導体の合成（阪府大院理）福山高英○杉森大樹・
柳 日馨

2E5-40 ロジウム触媒を用いた[2+2+2]付加環化反応によるベンゾオキ
サシロール誘導体の合成（東農工大院工・東工大院理工・JST ACT-

C）○小幡亮介・村山浩一・田中 健
2E5-41 ロジウム触媒を用いた 1,6-エンインとシクロプロピリデンアセ
トアミドのエナンチオ選択的[2+2+2]付加環化反応（東農工大院工・
東工大院理工・JST ACT-C）○中村 悠・吉田智香・益富光児・田中
健

座長 伊藤 英人（16：00～17：00）
※ PC接続時間 15：50～16：00 （2E5-43, 2E5-45, 2E5-46, 2E5-47,

2E5-48）
2E5-43* Mechanistic Study of Rhodium-Catalyzed Caboxylation of Simple

Aromatic Compounds with Carbon Dioxide（Grad. Sch. Sci., Eng., Tokyo

Tech）○SUGA, Takuya; TAKAYA, Jun; IWASAWA, Nobuharu

2E5-45 電子不足ロジウム(III)触媒を用いたアニリドとアルキン酸エス
テル二分子との二重環化反応（東農工大院工・東工大院理工・
JSTACT-C）○福井実穂・星野友希・田中 健

2E5-46 電子不足ロジウム(III)触媒を用いた安息香酸とアルキンとの酸
化的環化反応（東農工大院工・東工大院理工・JST ACT-C）○山﨑睦
美・福井実穂・宮内祐太・田中 健

2E5-47 ロジウム触媒を用いたアレンとアルキンとの交差二量化および
三量化反応（東農工大院工・東工大院理工・JST ACT-C）○坂下和

毅・田中 健
2E5-48 ロジウム触媒を用いたアルジミンへのシクロプロピルボロキシ
ンの不斉付加反応（京大院理）○永井智隆・竹知亮輔・江邉裕祐・西
村貴洋

Y, Sc, Yb

座長 瀬川 泰知（17：10～18：00）
※ PC接続時間 17：00～17：10 （2E5-50, 2E5-52, 2E5-53, 2E5-54）
2E5-50* 3族金属アミド錯体による炭素-水素結合活性化を鍵としたピリ
ジン誘導体のアミノアルキル化反応（阪大院基礎工）○長江春樹・柴
田 祐・劒 隼人・真島和志

2E5-52 Sc(OTf)3 触媒存在下、アリルシランを用いるベンジルアルコー
ル類の直截的アリル化反応（京大院工・京大学際セ・京大化研）近藤
輝幸○狄 元駿・木村 祐・年光昭夫

2E5-53 希土類金属触媒存在下、1,2-ジアミノベンゼンおよび 2-アミノ
ベンゼンチオールとケトンからのベンゾイミダゾールおよびベンゾチ
アゾール誘導体の新合成法（京大学際セ・京大院工・京大化研）近藤
輝幸○内藤駿一・吉村 務・木村 祐・年光昭夫

2E5-54 Yb(OTf)3触媒を用いる 2-アミノベンズアミドと 1,3-ジカルボニ
ル化合物からの 4(3H)-キナゾリノン誘導体の新合成法（京大院工・京
大学際セ・京大化研）○吉村 務・木村 祐・年光昭夫・近藤輝幸

3月28日午前

Ir

座長 中島 一成（9：40 ～10：30）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （3E5-05, 3E5-06, 3E5-07, 3E5-08,

3E5-09）
3E5-05 Iridium-Catalyzed Hydroarylation of Vinyl Ethers via C-H Bond

Activation（Grad. Sch. Sci., Kyoto Univ.）○EBE, Yusuke; NISHIMURA,

Takahiro

3E5-06 Iridium-Catalyzed Asymmetric Intramolecular Hydrocarboxylation

and Hydroimidation of Alkenes（Grad. Sch. Sci., Kyoto Univ.）
○NAGAMOTO, Midori; NISHIMURA, Takahiro

3E5-07 イリジウム触媒を用いた 2-シクロアルケン-1-オン類の位置選択
的なビニル炭素-水素結合の直接ホウ素化反応（北大工）○遠藤 駿・
佐々木郁雄・伊藤 肇・石山竜生

3E5-08 ペンタフルオロアニリンから誘導したヘテロ芳香族アルジミン
類を用いたイリジウム触媒による位置選択的 C-Hホウ素化反応（北大
工）○池田俊希・天羽龍之介・佐々木郁雄・伊藤 肇・石山竜生

3E5-09 イリジウム触媒を用いた鎖状α,β-不飽和カルボニル化合物の
ジボロンによるビニル炭素-水素結合の直接ホウ素化（北大院総合化
学）○田口純平・佐々木郁雄・土井 花・伊藤 肇・石山竜生

座長 西村 貴洋（10：40～11：30）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （3E5-11, 3E5-12, 3E5-13, 3E5-14,

3E5-15）
3E5-11 1価イリジウム触媒を用いるインドールの 2位のエナンチオ選
択的分子内不斉アルキル化（早大院先進理工）○笠 直人・高野秀
明・柴田高範

3E5-12 イリジウム触媒存在下、ヒドロシランを用いた 4-メチルピリジ
ン誘導体のベンジル位炭素-水素結合のシリル化反応（阪大院工）福本
能也○平野雅也・茶谷直人

3E5-13 光誘起電子移動を用いたジヒドロピリジン誘導体とシアノア
レーン誘導体の連続的な炭素-炭素結合の切断に基づく芳香族置換反応
の開発（東京大学大学院工学系研究科・総合研究機構）○野島 順・
中島一成・西林仁昭

Rh

3E5-14 ピラゾールを除去可能な配向性官能基として利用するアルケン
類の C-H結合カルボキシル化反応の開発（東工大理）○齋藤崇伸・深
山 航・鷹谷 絢・岩澤伸治

3E5-15 面不斉シンクロペンタジエニルロジウム錯体の合成と触媒反応
への展開（阪大院理）○神林直哉・岡村高明・鬼塚清孝

座長 柴田 高範（11：40～12：30）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （3E5-17, 3E5-18, 3E5-19）
3E5-17 メチル化シクロデキストリンを連結したシクロペンタジエニル

配位子の合成と応用（阪大院工・阪歯大）○山内大樹・津田 進・岩
﨑孝紀・藤原眞一・国安 均・神戸宣明

3E5-18 Rh触媒とトリアゾールによる N隣接 C-H結合活性化を経た立
体選択的環化反応（東工大院生命理工）妹尾麻慧○古川礼奈・秦 猛

志・占部弘和

3E5-19 進歩賞受賞講演 光を駆動力として利用する炭素-炭素単結
合・炭素-水素結合の変換に関する研究（京大院工）○石田直樹

3月28日午後

座長 鷹谷 絢（13：40～14：30）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （3E5-29, 3E5-30, 3E5-31, 3E5-32,

3E5-33）
3E5-29 Rh触媒とトリアゾールによる O隣接 C-H結合活性化を経るテ
トラヒドロフラン合成（東工大院生命理工）妹尾麻慧・古川礼奈○渡
部可於理・重田雅之・秦 猛志・占部弘和

3E5-30 ロジウム触媒によるイソオキサゾール類の N-O結合切断を伴
う変換反応（京大院工）岡本和紘○南谷 篤・大江浩一

3E5-31 末端アルキンを出発原料として用いる置換チアゾールのワン
ポット合成（京大工）○中橋惇貴・船越雄太・藤本佳寿・中室貴幸・
三浦智也・村上正浩

3E5-32 トリアゾールとチオラクトンとの反応による含硫黄中員環ラク
タムの合成（京大院工）○藤本佳寿・船越雄太・三浦智也・村上正浩

3E5-33 イミノ置換スピロペンタンの不斉合成とその熱的転位によるト
ランスシクロアルケン骨格の構築（京大院工）○中室貴幸・梁 家
榮・三浦智也・村上正浩

3月29日午前

Ti, Ni

座長 大橋 理人（9：40 ～10：30）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （4E5-05, 4E5-07, 4E5-08, 4E5-09）
4E5-05* 有機ハロゲン化物をハロゲン化剤として用いた脂肪族フッ素化

合物のハロゲン交換反応（北大触セ）○水上雄貴・宋 志毅・高橋
保

4E5-07 不飽和チタン-カルベン錯体とビニルボラン及びビニルシラン
の反応（東農工大院工）武田 猛○寺元佑蔵・井上雄太・坪内 彰

4E5-08 温和な条件下での新規π共役拡張ポルフィリン金属錯体の合成
（宇都宮大工）○石井祐太郎・大庭 亨・伊藤智志

4E5-09 Nickel-Catalyzed Doublecarboxylation of Alkynes Employing Carbon

Dioxide（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.; FIFC, Kyoto Univ.）○TANI,

Yosuke; HORIMOTO, Yuichiro; MIZOE, Taiga; SAYYED, Bahsha Fareed;
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FUJIHARA, Tetsuaki; TERAO, Jun; SAKAKI, Shigeyoshi; TSUJI, Yasushi

Ni, Zn

座長 藤原 哲晶（10：40～11：30）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （4E5-11, 4E5-12, 4E5-13, 4E5-14）
4E5-11 Development of Multifold Cross-linked Polystyrene Bisphosphine

Hybrids and Its Application to Nickel-catalyzed Cross-coupling Reactions

（Fac. Sci., Hokkaido Univ.）○HARADA, Tomoya; IWAI, Tomohiro;

SAWAMURA, Masaya

4E5-12 Nickel-Catalyzed Fluoroarene Synthesis via α-Fluorine Elimination

and Its Mechanism（Grad. Sch. Pure Appl. Sci., Univ. of Tsukuba）
○WATABE, Yota; ICHITSUKA, Tomohiro; FUJITA, Takeshi;

ICHIKAWA, Junji

4E5-13 ニッケル触媒を用いたハロゲン化アリールのスタニル化反応
（広島大院工）○朝倉遼太・米山公啓・高木 謙

4E5-14* アレノンと有機二亜鉛種の反応による 1,3-二亜鉛種の調製（京
大院工）○原口亮介・松原誠二郎

Zn

座長 岩井 智弘（11：40～12：30）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （4E5-17, 4E5-18, 4E5-19, 4E5-21）
4E5-17 窒素配位子により安定化されたgem-二亜鉛錯体の単離と構造解
析（岡山大院自然）○細川直輝・西田悠祐・村井征史・高井和彦

4E5-18 ピリジン 4位へのベンジル亜鉛試薬の位置選択的付加反応（東
工大院生命理工）水森智也○三井崇裕・宮仲健人・重田雅之・秦 猛

志・占部弘和

4E5-19* テトラフルオロエチレンを原料とするトリフルオロビニル亜鉛

化合物の合成（阪大院工）○菊嶌孝太郎・大橋理人・生越専介
4E5-21 ジ亜鉛中間体を経た選択的な置換インドール合成（東大院理）

○磯村真由子・山内伸一・イリエシュ ラウレアン・中村正治・中村
栄一

E6 会場
10 号館 1043 教室

有機化学－反応と合成 E．有機金属化合物

3月26日午前

Ni

座長 岩﨑 孝紀（9：40 ～10：30）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （1E6-05, 1E6-07, 1E6-08, 1E6-09）
1E6-05* ニッケル・銅共触媒による脱フッ素ホウ素化反応と 18F-標識

PETプローブ迅速合成法の開発（理研 CLST）○丹羽 節・落合秀紀・
渡辺恭良・細谷孝充

1E6-07 ベンザイン-ニッケル錯体の簡便調製法の開発とその利用（理

研 CLST）○隅田ともえ・隅田有人・細谷孝充
1E6-08 ニッケル触媒によるアリールトリフラートの還元的アルキル化

（理研 CLST）○隅田有人・隅田ともえ・細谷孝充
1E6-09 キラルらせん高分子配位子を用いたトリインのニッケル触媒不
斉環化異性化による光学活性ヘリセンの合成（京大院工）○沖塚真珠

美・足立拓海・山本武司・Jančařı́k Andrej・Starý Ivo・Stará I.G.・
杉野目道紀

座長 小野寺 玄（10：40～11：30）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （1E6-11, 1E6-12, 1E6-13, 1E6-14,

1E6-15）
1E6-11 ニッケル触媒を用いた 1,3-ブタジエンの二量化を伴うパーフル
オロアレーンとの反応（阪大院工）○閔 欣・岩崎孝紀・国安 均・
神戸宣明

1E6-12 C-Hカップリング重合によるヘキサンに可溶なポリチオフェン
合成における分子量制御（神戸大工）○藤田佳佑・炭野有吾・森 敦

紀
1E6-13 オリゴ(チエニレンビニレン)の C-Hカップリング重合（神戸大

工）○中川直希・福井祐太・田中将太・森 敦紀
1E6-14 ニッケル触媒存在下、二座配向基による芳香族アミドの官能基
化反応（阪大院工）○横田綾名・茶谷直人

1E6-15 パラジウム触媒による脂肪族アミドの炭素-水素結合とトルエ
ン誘導体のベンジル炭素-水素結合との分子間酸化的クロスカップリン
グ反応（阪大院工）○久保輝彦・相原佳典・茶谷直人

座長 隅田 有人（11：40～12：30）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （1E6-17, 1E6-18, 1E6-19, 1E6-20,

1E6-21）
1E6-17 ニッケル触媒によるベンゼンの直鎖選択的アルキル化反応（京
大院工・JST CREST）○大木暁登・齊藤輝彦・仙波一彦・中尾佳亮

1E6-18 ニッケル/アルミニウム協働触媒による安息香酸アミドのパラ
位選択的アルキル化反応（京大院工・JST CREST）○奥村省吾・齊藤

輝彦・仙波一彦・中尾佳亮
1E6-19 ニッケル触媒を用いた共役エンイン、アルデヒド及び有機亜鉛

の 3成分連結反応における化学選択性に関する研究（長崎大院工）
○川畑俊樹・森 康友紀・小野寺 玄・木村正成

1E6-20 ニッケル触媒による二酸化炭素を用いた共役ジエンのヒドロカ
ルボキシル化反応（長崎大院工）○大村亮介・森 康友紀・小野寺
玄・木村正成

1E6-21 ニッケル触媒を用いた C-C二重結合の開裂を経る不飽和カルボ
ン酸及びフェニル酢酸の選択的合成（長崎大院工）○二ノ方 亮・森
崇理・川原央帆・小野寺 玄・木村正成

3月26日午後

Ru

座長 仙波 一彦（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （1E6-29, 1E6-30, 1E6-31, 1E6-32,

1E6-33）
1E6-29 ルテニウム錯体触媒を用いるジスルフィド類の末端アルキンへ
の付加反応制御（京大院工・京大学際セ・京大化研）○澤瀬加苗・木
村 祐・年光昭夫・近藤輝幸

1E6-30 遷移金属触媒によるアルケニルエステル類のオレフィン異性化
反応（阪府大院理）○桒原 崇・福山高英・柳 日馨

1E6-31 ルテニウムヒドリド触媒によるホモアリルシリルエーテルのア
リルシリルエーテルへの異性化反応（阪府大院理）桑原 崇○山本悠
暉・福山高英・柳 日馨

1E6-32 ピンサー型ルテニウム錯体結合型ノルバリンペプチドの合成
（京大化研）○伊藤 蘭・吉田亮太・横井友哉・岩本貴寛・磯﨑勝
弘・高谷 光・中村正治

1E6-33* ルテニウム錯体結合型ノルバリンを触媒とする電子豊富な芳香
族化合物の酸化反応（京大化研・京大院工）○吉田亮太・磯﨑勝弘・
横井友哉・伊藤 蘭・高谷 光・中村正治

座長 高谷 光（14：50～15：50）
※ PC接続時間 14：40～14：50 （1E6-36, 1E6-37, 1E6-39, 1E6-41）
1E6-36 ルテニウム触媒を用いたo-エチニルビアリールの環化異性化反
応による多環式芳香族化合物の合成（名大院創薬科学）○松井一真・
澁谷正俊・山本芳彦

1E6-37* ジアリールジインのヒドロカルボキシル化環化反応を利用する
2,3-縮環-4-アリール-1-ナフタレニルエステルの合成（名大院創薬科
学）○森 翔大・澁谷正俊・山本芳彦

1E6-39* サリチル酸類の触媒的不斉水素化（九大院理）○池田龍平・桑
野良一

1E6-41 ルテニウム触媒によるアザインドール類の不斉水素化（九大院
理）○才田雅博・石塚賢太郎・桑野良一

Fe

座長 伊藤 慎庫（16：00～17：00）
※ PC接続時間 15：50～16：00 （1E6-43, 1E6-44, 1E6-45, 1E6-46,

1E6-47, 1E6-48）
1E6-43 Fe-mediated Cyclization of 1,2-Di(9H-fluoren-9-ylidene)-1,2-diary-

lethanes for Construction of New Dispirocycles（WPI-AIMR, Tohoku

Univ.）○LI, Lingyu; ZHAO, Jian; ONIWA, Kazuaki; ASAO, Naoki;

YAMAMOTO, Yoshinori; JIN, Tienan

1E6-44 鉄触媒による[2+2+2]環化付加反応に基づく新規ホスファベン
ゼン合成法の開発（東大大学院工学系研究科・総合研究機構）○高田
翔平・中島一成・西林仁昭

1E6-45 Fe 触媒によるグリニャール試薬のエンイノエート類への選択
的な 1,6-付加反応と meloscineの合成研究（東工大院生命理工）○大谷
彗介・岩田智史・重田雅之・秦 猛志・占部弘和

1E6-46 鉄触媒によるシクロプロピルグリニャール試薬の 2,4-アルカジ
エノエートまたはアミドへの立体選択的 1,6-付加反応（東工大院生命

理工）○菅野剛志・水野 瞳・重田雅之・秦 猛志・占部弘和

1E6-47 Fe 触媒によるグリニャール試薬とω-ハロ-α,β,γ,δ-不飽和エ
ステル・アミドの付加・環化を経たワンポット立体選択的シクロヘキ
セン合成（東工大院生命理工）中川一茂○成相 智・秦 猛志・占部
弘和

1E6-48 Fe 触媒によるグリニャール試薬とω-ハロ-α,β,γ,δ-不飽和エ
ステル・アミドの付加・環化を経たワンポット立体選択的シクロペン
タンおよびヘキサン合成（東工大院生命理工）○成相 智・中川一
茂・秦 猛志・占部弘和

座長 重田 雅之（17：10～18：00）
※ PC接続時間 17：00～17：10 （1E6-50, 1E6-51, 1E6-52, 1E6-53,

1E6-54）
1E6-50 Synthesis and Characterization of Planar-Chiral Benzo[b]phosphafer-

rocene Derivatives（CRC, Hokkaido Univ.; Rigaku Corporation Application

Laboratory）OGASAWARA, Masamichi; ○ARAE, Sachie; WATANABE,

Susumu; SUBBARAYAN, Velusamy; SATO, Hiroyasu; TAKAHASHI,

Tamotsu

1E6-51 フェロセン縮環した面不斉ホスホールのエナンチオ選択的な合

成（北大触セ・千葉大院理）小笠原正道○胡 淏・呉 威毅・吉田和

弘・高橋 保

1E6-52 鉄触媒アリル位置換反応を用いる三置換オレフィン合成法の開
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発研究（高知大理）○那須健矢・永野高志
1E6-53 鉄/ジイミノピリジン触媒によるプロピレン重合：配位子の立
体効果と共重合への応用（東大院工）○川上貴史・伊藤慎庫・野崎京
子

1E6-54 鉄触媒を用いたアルケニルエーテルとグリニャール試薬とのク
ロスカップリング反応（阪大院工）○秋本 諒・岩﨑孝紀・国安
均・神戸宣明

3月27日午前

Ni

座長 森内 敏之（9：40 ～10：30）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （2E6-05, 2E6-06, 2E6-07, 2E6-08）
2E6-05 ニッケル触媒によるアリルアルコール類の直接アミノ化反応に
おけるアンモニウム塩の添加効果（阪大院基礎工）○中内大介・喜多
祐介・星本陽一・坂口博信・中原靖人・生越専介・真島和志

2E6-06 アセテート配位子を有する 5配位πアリルニッケル錯体の合成
と反応性（阪大院工）○阪口博信・星本陽一・喜多祐介・中内大介・
中原靖人・真島和志・生越専介

2E6-07 光学活性二座ホスフィン配位子を有するニッケル触媒によるア
リルアルコールとβ-ケトエステル類の直接不斉アリル位アルキル化反
応（阪大院基礎工）○小田裕啓・Kavthe Rahul・喜多祐介・真島和志

2E6-08* アルデヒドの Ni(0)へのη2 配位を鍵とする有機ケイ素化合物の
活性化とベンゾオキサシロール合成（阪大院工）○星本陽一・矢吹勇
人・クマール ラヴィンドラ・大橋理人・生越専介

座長 山口 潤一郎（10：40～11：30）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （2E6-11, 2E6-12, 2E6-13, 2E6-14,

2E6-15）
2E6-11 Ni(0)触媒存在下、テトラフルオロエチレンと単純オレフィンと
の共三量化反応（阪大院工）○河島拓矢・菊嶌孝太郎・大橋理人・生
越専介

2E6-12 Nickel-Catalyzed Borylation of Carbon-Hydrogene Bonds in Indole

and Benzene Derivatives.（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）TOBISU,

Mamoru; ○FURUKAWA, Takayuki; CHATANI, Naoto

2E6-13 ニッケル触媒による、Grignard試薬を用いた、アニソールのメ
トキシ基の切断をともなうアルキニル化反応（阪大院工）鳶巣
守○高比良 剛・茶谷直人

2E6-14 ニッケル触媒を用いたアニソール誘導体の還元的切断反応にお
ける配位子による効果（阪大院工）鳶巣 守○森岡俊文・茶谷直人

2E6-15 ニッケル触媒を用いたジベンゾフランの開環アリール化反応
（京大院理）○倉田悠都・大塚慎也・福井識人・依光英樹・大須賀篤
弘

座長 倉橋 拓也（11：40～12：30）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （2E6-17, 2E6-18, 2E6-20）
2E6-17 有機ケイ素化合物を還元剤とするニッケル触媒による還元的

C-C結合形成反応（阪大院基礎工）○上田耀平・百合野大雅・劒 隼
人・真島和志

2E6-18* 有機ケイ素還元剤による遷移金属粒子の合成法の開発と触媒的

還元的 C－C結合形成反応（阪大基礎工・産総研触媒化学融合研究
セ・産総研ナノシステム）○百合野大雅・上田耀平・清水禎樹・田中
真司・劒 隼人・佐藤一彦・真島和志

2E6-20* Decarbonylative Suzuki-Miyaura Coupling by Nickel Catalysis

（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.; WPI-ITbM, Nagoya Univ.）○MUTO,

Kei; YAMAGUCHI, Junichiro; ITAMI, Kenichiro

3月27日午後

V

座長 磯﨑 勝弘（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （2E6-29, 2E6-30, 2E6-31, 2E6-32,

2E6-33, 2E6-34）
2E6-29 オキソバナジウム(V)を用いるボロン及びシリルエノラートの
選択的な酸化的クロスカップリング（阪大院工・JST ACT-C）雨夜
徹○前川祐輔・平尾俊一

2E6-30 オキソバナジウム(V)による異種エノラート間の酸化的クロス
カップリングの触媒化（阪大院工・JST ACT-C）雨夜 徹○長船雄
馬・前川祐輔・平尾俊一

2E6-31 オキソバナジウム触媒を用いたアミンと二酸化炭素からの尿素
誘導反応（阪大院工・JST ACT-C）森内敏之○河合亮太・平尾俊一

2E6-32 Vanadium (V) Complex-catalyzed Enantioselective Synthesis of Oxa

[9]helicene（ISIR, Osaka Univ.）○SAKO, Makoto; TAKIZAWA, Shinobu;

TSUJIHARA, Tetsuya; YOSHIDA, Yasushi; KODERA, Junpei; KAWANO,

Tomikazu; SASAI, Hiroaki

Nb

2E6-33 Mechanistic Study for Radical Addition Reaction Catalyzed by

Niobium and Tantalum Complexes with N,N’-Diaryl-1,4-diaza-1,3-buta-

diene Ligands（Grad. Sch. Eng. Sci., Osaka Univ.）○NISHIYAMA,

Haruka; SAITO, Teruhiko; TSURUGI, Hayato; MASHIMA, Kazushi

Cr

2E6-34 （π-アレーン）クロム錯体をプラットホームとした不斉閉環

メタセシス反応によるP-キラルホスフィンの触媒的不斉合成（北大触
セ・阪府大院理）小笠原正道○池端亮介・Ya-Yi TSENG・呉 威毅・
荒江祥永・安田理恵・高橋 保・神川 憲

座長 雨夜 徹（14：50～15：50）
※ PC接続時間 14：40～14：50 （2E6-36, 2E6-38, 2E6-39, 2E6-40,

2E6-41）
2E6-36* Synthesis of Planar Chiral Phosphine-Olefin Ligands Based on a

Transition Metal Scaffold and Application in Asymmetric Catalysis（Grad.

Sch. Sci., Osaka Pref. Univ.）○TSENG, Ya-yi; OGASAWARA, Masamichi;

ARAE, Sachie; TAKAHASHI, Tamotsu; KAMIKAWA, Ken

Mo

2E6-38 モリブデン二核錯体を触媒としたα-ハロカルボニル化合物の
脱ハロゲン化-シリル化反応（阪大院基礎工）○貫洞 駿・劒 隼人・
真島和志

2E6-39 モリブデン触媒によるアレンの位置選択的ヒドロシリル化反応
（岡山大院自然）○石川沙恵・浅子壮美・高井和彦

Re

2E6-40 レニウム触媒によるメタントリカルボン酸エステルの 1,6-ジイ
ンへの逆Markovnikov 型付加を経るテトラヒドロインデノン誘導体の
合成（岡山大院自然）○堀 駿介・村井征史・高井和彦

2E6-41 Rhenium-Catalyzed Synthesis of 1,3-Diiminoisoindolinones via C-H

Bond Activation（Grad. Sch. Pharm., The Univ. of Tokyo）○WANG, Zijia;

SUEKI, Shunsuke; KANAI, Motomu; KUNINOBU, Yoichiro

Fe

座長 滝澤 忍（16：00～17：00）
※ PC接続時間 15：50～16：00 （2E6-43, 2E6-44, 2E6-46, 2E6-48）
2E6-43 有機ホウ素試薬を用いた鉄触媒による C(sp3)-H結合の直接ア
リール化およびアルケニル化反応（東大院理）○板橋勇輝・尚 睿・
イリエシュ ラウレアン・中村栄一

2E6-44* Selectivity Switch in Iron-Catalyzed Reaction of Amides with Alkynes

via Directed C(sp2)-H Bond Activation（Grad. Sch. Sci., The Univ. of

Tokyo）○MATSUBARA, Tatsuaki; ILIES, Laurean; NAKAMURA, Eiichi

2E6-46* Iron-Catalyzed Enantioselective Cross-Coupling Reactions of Race-

mic α-Haloesters（ICR, Kyoto Univ.; Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）
○ADAK, Laksmikanta; JIN, Masayoshi; NAKAMURA, Masaharu

2E6-48 アザビシクロアルケンの鉄触媒不斉カルボメタル化反応（京大
化研・京大院工）○齋藤奨太・磯﨑勝弘・アダク ラクスミカンタ・
ガワー ニコラス ジョン・川端辰弥・神 将吉・伊藤拓馬・伊藤慎
庫・中村正治

座長 ILIES Laurean（17：10～18：00）
※ PC接続時間 17：00～17：10 （2E6-50, 2E6-51, 2E6-52, 2E6-53,

2E6-54）
2E6-50 鉄触媒によるアルキンのアンチ選択的カルボシリル化反応（京
大化研・京大院工）○西郡達志・中川尚久・岩本貴寛・畠山琢次・高
谷 光・中村正治

2E6-51 DMF保護鉄ナノ粒子触媒の合成とアルケンのヒドロシリル化
反応（関西大化学生命工）○中道星也・矢野敬規・川﨑英也・大洞康
嗣

2E6-52 DMF保護鉄ナノ粒子触媒を用いたO-アリール化反応（関西大
化学生命工）○木村淳吾・中道星也・川﨑英也・大洞康嗣

Ba

2E6-53 金属バリウムを用いたアゾ化合物の選択的プロパルギル化反応
（千葉大理・千葉大院理）○平間俊彦・山藤征矢・澤永叔基・柳澤

章

Sr

2E6-54 金属ストロンチウムを用いたアミド化合物へのモノアルキル化
反応の開発（徳島大院総合科学教育）○久保誠輝・北方 咲・大村
聡・三好徳和

3月28日午前

La

座長 大村 智通（9：30 ～10：30）
※ PC接続時間 9：20～9：30 （3E6-04, 3E6-05, 3E6-06, 3E6-08,

3E6-09）
3E6-04 メタラクラウンエーテル希土類錯体を触媒とする二酸化酸素と
エポキシドの交互共重合反応（阪大院基礎工）○田川莉紗・
KLEEMANN Julian・喜多祐介・奥田 純・真島和志



— 61 —

Sm

3E6-05 SmI2を用いた分子間 Barbier 型カップリング反応（北大院環

境）○宮野奈津美・梅澤大樹・松田冬彦

B

3E6-06* Anti-selective carboboration, silaboration and diboration of alkyno-

ates through phosphine organocatalysis（Fac. Sci., Hokkaido Univ.）
○NAGAO, Kazunori; OHMIYA, Hirohisa; SAWAMURA, Masaya

3E6-08 Frustrated Lewis Pair 前駆体としての利用を志向した熱刺激応答
性 NHC-ボラン錯体の合成（阪大院工）○木下拓也・星本陽一・大橋
理人・生越専介

3E6-09 4 配位ベンジルホウ素反応剤を用いたパビンアルカロイドの合

成（島根大院総理工）大室勇城○西垣内 寛

座長 大宮 寛久（10：40～11：30）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （3E6-11, 3E6-12, 3E6-13, 3E6-14,

3E6-15）
3E6-11 ケイ素架橋基を駆使した銅(I)触媒による非対称アルキン類の位

置・立体選択的アルキルボリル化反応（北大院総合化学）○岩本紘
明・久保田浩司・山本英治・伊藤 肇

3E6-12 空気中で安定なトリス（トリメチルシリル）シリル基を有する
シリルボランの合成とその応用（北大工）○宍戸亮介・山本英治・伊
藤 肇

3E6-13 4,4’-Bipyridine-Catalyzed Boron-Boron Bond Activation for Dibora-

tion of Alkynes（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）OHMURA, Toshimichi;

○MORIMASA, Yohei; SUGINOME, Michinori

Al

3E6-14 ヒドロアルミニウム化を利用するシリル置換 1,3-ジエン-5-イン
の多置換ベンゼンへの環化反応（埼大院理工）○遠島隆行・木下英
典・三浦勝清

3E6-15 ヒドロアルミニウム化を利用するo-(シリルエチニル)スチレン
類の置換ナフタレンへの環化反応（埼大院理工）○矢口和樹・木下英
典・三浦勝清

座長 光藤 耕一（11：40～12：30）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （3E6-17, 3E6-18, 3E6-19, 3E6-20,

3E6-21）
3E6-17 ヒドロアルミニウム化を利用するo-(シリルエチニル)ベンジル
エーテル類の置換インデンへの環化反応（埼大院理工）○福本宏暉・
木下英典・三浦勝清

3E6-18 アルミニウム試薬を用いた C-O結合切断によるクロスカップ
リング反応の開発（東大院薬）○小川博之・王 超・内山真伸

In

3E6-19 インジウム触媒によるカルボン酸を用いた芳香族化合物の還元
的モノアルキル化反応（東理大理工）○高山健太郎・森谷敏光・小中
原猛雄・荻原陽平・坂井教郎

3E6-20 インジウム触媒によるエステルとチオールを用いた還元的スル
フィド合成（東理大理工）○笠井辰星・宮崎隆弘・小中原猛雄・荻原
陽平・坂井教郎

3E6-21 インジウム触媒を用いるベンジルエステル類の脱炭酸エーテル
化反応の開発（島根大）○徳丸達也・中田健也

3月28日午後

座長 坂井 教郎（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （3E6-29, 3E6-30, 3E6-31, 3E6-32,

3E6-33, 3E6-34）
3E6-29 三臭化インジウムと求電子剤を用いるアルキンとシリルエノ
ラートの分子内反応（埼大院理工）○根岸研太・木下英典・三浦勝清

Si

3E6-30 ヨウ化銅（Ⅰ） - 水素化ナトリウム - エチレングリコール系に
より促進されるアリール及びアルケニルジメチルシランのクロス-カッ
プリング（東農工大院工）武田 猛○武田有一郎・坪内 彰

3E6-31 ケイ素架橋π拡張ベンゾジチオフェン誘導体の合成と物性評価
（岡山大院自然）○佐藤秀彦・磯淵僚太・光藤耕一・菅 誠治

Sn

3E6-32 四級アンモニウム塩を求電子剤とする Stille カップリングの開

発（東大院薬・理研 CSRS）○王 超・王 東宇・内山真伸
3E6-33 末端アルキンの触媒的脱水素スタニル化反応（明大理工）○屋
伸哉・土本晃久

3E6-34 スズ触媒によるメチレンシクロプロパンの付加-環化反応（阪
大院工）○山下 翔・芝田育也

3月29日午前

Co

座長 小池 隆司（9：30 ～10：30）
※ PC接続時間 9：20～9：30 （4E6-04, 4E6-05, 4E6-06, 4E6-07,

4E6-08, 4E6-09）
4E6-04 コバルト触媒を用いたベンジルハロゲン化合物のホモカップリ
ング反応（広大院工）米山公啓○岩下健杜・高木 謙

4E6-05 コバルト触媒を用いたアリールヨージドとアレン，アルデヒド
の 3成分連結反応（広大院工）米山公啓○崎山駿介・高木 謙

4E6-06 コバルト触媒を用いた芳香族ハロゲンの求電子的ホウ素化反応
（広大院工）米山公啓○木口真之介・高木 謙

4E6-07 Cobalt-Catalyzed Reductive Three-Component Coupling Reaction of

Alkynes, Acrylates and Carbon Dioxide（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）
○NOGI, Keisuke; FUJIHARA, Tetsuaki; TERAO, Jun; TSUJI, Yasushi

4E6-08 自己集積型 Co(Ⅲ)-salen 錯体を用いるエポキサイドの効率的不
斉開環反応（東理大院総合化学）○土井雅人・林 勇介・入江 亮・
桑原 穰・栗原清二・今堀龍志

4E6-09 講演中止

Ru

座長 河内 卓彌（10：40～11：30）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （4E6-11, 4E6-12, 4E6-13, 4E6-14,

4E6-15）
4E6-11 金属ポルフィリン触媒を用いるケトンとジエンの[4＋2]環化付
加反応（京大院工）○黒田大樹・倉橋拓也・松原誠二郎

4E6-12 金属ポルフィリン触媒を用いる不飽和イミンとアルデヒドの脱
水型[4+2]環化付加反応（京大院工）○前田和輝・倉橋拓也・松原誠二
郎

4E6-13 フォトレドックス触媒を用いたトリフルオロメチル化を伴うジ
アステレオ選択的なスピロオキサゾリンの合成（東工大資源研）○納
戸直木・宮澤和己・小池隆司・穐田宗隆

4E6-14 Ru(II)-Pheox触媒によるα, β -不飽和カルボニル化合物の高立
体選択的不斉分子内シクロプロパン化反応の開発とその反応機構解析
（豊橋技科大・コンフレックス株式会社）○中川陽子・チャンタマー
ト ソーダ・中山尚史・後藤仁志・柴富一孝・岩佐精二

4E6-15 Phebox-Ru 触媒によるアルキン、α,β-不飽和ケトン、アルデ
ヒドの連続的不斉マイケル-アルドール反応（名大院工）○生方紫野・
伊藤淳一・西山久雄

座長 米山 公啓（11：40～12：30）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （4E6-17, 4E6-18, 4E6-19, 4E6-20,

4E6-21）
4E6-17 ルテニウム錯体触媒を用いるアリル位置換反応の位置選択性制
御（京大院工・京大学際セ・京大化研）近藤輝幸○井浦淑仁・木村
祐・年光昭夫

4E6-18 ルテニウム触媒による芳香族ケトンの炭素-ヘテロ原子結合切
断を経るモノアルケニル化反応における選択性と置換基効果（慶大理

工）○近藤 晃・河内卓彌・垣内史敏
4E6-19 ルテニウム触媒による炭素-酸素結合のアリール化を用いた多

環式芳香族炭化水素の効率的合成（慶大理工）○鈴木悠輔・河内卓
彌・垣内史敏

4E6-20 光学活性リン酸アミド部位を有するルテニウム錯体を用いた不
斉プロパルギル位置換反応の開発（東京大学大学院工学系研究科・総
合研究機構）○千田泰史・中島一成・西林仁昭

4E6-21 ルテニウム触媒による Si-H結合と C-H結合の切断を伴うナフ
チルシランとアルキンの分子間環化反応（中央大理工）○杉田健悟・
所 雄一郎・福澤信一

F1 会場
11 号館 1111 教室

無機化学

3月26日午前

無機ナノ構造

座長 稲熊 宜之（9：10 ～10：10）
※ PC接続時間 9：00～9：10 （1F1-02, 1F1-03, 1F1-04, 1F1-05,

1F1-06）
1F1-02 酸化物ナノリボンの機能探索：電気化学的手法による触媒能の

研究（神戸大院理）○小池謙太・枝 和男・西田孝昌
1F1-03 M0.3MoO3ナノリボンの電気物性（神戸大院理）○西田孝昌・
枝 和男

1F1-04 六ホウ化ランタン微粒子の合成（住友大阪セメント株式会社新
規技術研究所）○大友 恵

1F1-05 水素圧力下 in situ 固体 NMR測定による Pdナノ粒子の水素吸
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蔵に関する研究（京大院理・JST CREST・阪府大院理）○出倉 駿・
小林浩和・池田龍一・前里光彦・久保田佳基・北川 宏

1F1-06* Development of a Three-dimensional Porous Material Possessing

Photonic and Plasmonic Properties: Titania Inverse-Opal with Single Gold

Nanoparticle in Each Void（CRC, Hokkaido Univ.）○LEHOUX, Anais;

KOWALSKA, Ewa; OHTANI, Bunsho

無機化合物の構造・物性

座長 長田 実（10：20～11：30）
※ PC接続時間 10：10～10：20 （1F1-09, 1F1-10, 1F1-12, 1F1-14）
1F1-09 酸化亜鉛薄膜への水素イオンビーム照射と in-situ温度可変電気
伝導度測定（京大院理・九大院工・JST CREST）○中山 亮・前里光
彦・長岡 孝・有田 誠・北川 宏

1F1-10* リチウムナイオベート型酸化物 LiSbO3の高圧合成、結晶構造
および極性（学習院大理）○稲熊宜之・相見晃久・森 大輔

1F1-12* ペロブスカイト SrFe1-xNixO3の結晶構造と物性（京大化研）
○関 隼人・齊藤高志・島川祐一

1F1-14* 新規ペロブスカイト層状物質の磁気構造と二次元電荷不均化
（京大化研）○保坂祥輝・市川能也・齊藤高志・Pacal Manuel・
Dmitry Khalyavin・J. Paul Attfield・島川祐一

3月26日午後

放射化学・核化学・fブロック元素

座長 山田 康洋（14：30～15：30）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （1F1-34, 1F1-35, 1F1-36, 1F1-37,

1F1-39）
1F1-34 104番元素 Rfの溶媒抽出のためのフロー型溶媒抽出手法の開発

（阪大院理）○笠松良崇・中村宏平・横北卓也・高橋成人・久保木祐
生・吉村 崇・篠原 厚

1F1-35 104 番元素 Rfの抽出挙動の時間依存性： バッチ型固液抽出装
置を用いた Rfの Aliquat336/HCl 系の固液抽出（阪大院理・理研仁科
セ）○横北卓也・中村宏平・重河優大・安田勇輝・笠松良崇・高橋成
人・吉村 崇・羽場宏光・小森有希子・村上昌史・篠原 厚

1F1-36 TTA逆相クロマトグラフィーによる超重元素ラザホージウム
(Rf)フッ化物錯体逐次形成の評価（金沢大院自然）○北山雄太・福田芳
樹・羽場宏光・塚田和明・豊嶋厚史・菊永英寿・小森有希子・村上昌
史・上野慎吾・谷口拓海・林 和憲・谷津由香里・千代西尾伊織・村
上拳冬・横山明彦

1F1-37* Density functional study on electronic state of f-block elements for the

separation of minor-actinides from lanthanides（Grad. Sch. Sci., Hiroshima

Univ.）○KANEKO, Masashi; MIYASHITA, Sunao; NAKASHIMA,

Satoru

1F1-39 重アクチノイド元素ノーベリウム(No, Z = 102)の第一イオン化
エネルギー測定（原子力機構先端研）○佐藤哲也・浅井雅人・金谷佑
亮・塚田和明・豊嶋厚史・VASCON Alessio・武田晋作・水飼秋菜・
永目諭一郎・市川進一・牧井宏之・長 明彦・阪間 稔・大江一弘・
佐藤大輔・SCHAEDEL Matthias・KRATZ Jens Volker・STORA

Thierry

座長 佐藤 哲也（15：40～16：10）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （1F1-41, 1F1-42, 1F1-43）
1F1-41 ポリオール法による硫化鉄(III)微粒子の合成（東理大理）○久
保埜一平・山田康洋・小林義男

1F1-42 有機溶媒中のレーザーアブレーションによる炭化鉄微粒子の合

成（東理大理・理研仁科セ）○天笠翔太・山田康洋・小林義男
1F1-43 レーザー蒸着による岩塩型窒化鉄薄膜の生成（東理大院総合化
学）○佐藤美穂・山田康洋・小林義男

3月27日午前

多孔性化合物

座長 緒明 佑哉（9：40 ～10：40）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （2F1-05, 2F1-06, 2F1-08, 2F1-10）
2F1-05 Na-GTS 型チタノシリケートの 3価イオン（La3+, Eu3+, Yb3

+）によるイオン交換（山口大院理工）○藤原惠子・吉田辰彦・南 雄
樹・深津達哉・中塚晃彦・中山則昭

2F1-06* Redox型多孔性イオン結晶による金属イオンの選択的導入と吸

着機能制御（東大院総合文化）○川原良介・内田さやか
2F1-08* チタン系（複合）酸化物多孔性薄膜の作製ー細孔を活用した高

性能デバイスへの試みー（物材機構若手国際研究センター(ICYS)）
○鈴木孝宗・山内悠輔

2F1-10 多孔性酸化チタンの前駆体薄膜生成過程の共焦点レーザー顕微
鏡による直接観察（産総研）○木村辰雄・新立盛生・宮元展義

多孔性化合物、無機有機複合体

座長 木村 辰雄（10：50～12：00）
※ PC接続時間 10：40～10：50 （2F1-12, 2F1-13, 2F1-14, 2F1-15,

2F1-16, 2F1-18）
2F1-12 無機ナノ結晶間隙で作製した有機結晶の熱挙動と階層構造制御

（慶大理工）○佐藤宏亮・緒明佑哉・今井宏明

2F1-13 柔軟な細孔を持つミクロ孔性ピラー化炭素の吸着特性（兵庫県
立大学大学院工学研究科）林田旭弘○松尾吉晃

2F1-14 アークプラズマ蒸着法を用いた金属ナノ粒子担持配位高分子の
作製（九大 I2CNER・JST CREST・理研放射光科学総合研究セ）○貞清
正彰・山内美穂・笠井秀隆・加藤健一・高田昌樹

2F1-15 ポリエチレンイミン保護白金ナノ粒子を前駆体とする白金担持

メソポーラスシリカの調製（東理大理工）○鈴木 遥・百瀬晴紀・塚
田 学・阿部芳首・郡司天博

2F1-16* MFI場を利用した安定なM2
2+(M = Znまたは Cd)の創製-M2

2

+形成機構の解明を目指した実験と計算からのアプローチ-（岡山大院
自然）○織田 晃・大久保貴広・黒田泰重

2F1-18 チタニウムホスホネートクラスターの合成と特性（東理大理

工）○速水良平・塚田 学・阿部芳首・郡司天博

3月27日午後

ナノシート

座長 福田 勝利（13：10～14：10）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （2F1-26, 2F1-29, 2F1-30, 2F1-31）
2F1-26 進歩賞受賞講演 無機二次元ナノ結晶を用いた光エネルギー
変換材料の開発（九大院工）○伊田進太郎

2F1-29 磁性元素含有新規層状ペロブスカイト酸化物の合成とナノシー
ト化（物材機構MANA）○海老名保男・佐々木高義

2F1-30 ：層状チタン酸化物のアミン類水溶液中での巨大水和膨潤挙動
（物材機構 MANA）○星出龍理・ペレス アーノウド・ゲン フン
シャ・馬 仁志・船津麻美・山内悠輔・宮元展義・藤本憲次郎・佐々
木高義

2F1-31 Pdナノシートの作製とその評価（九大工）○深江祐補・石原
達己・伊田進太郎

座長 谷口 貴章（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （2F1-33, 2F1-34, 2F1-35, 2F1-37）
2F1-33 遷移金属水酸化物ナノシートとグラフェンの複合化及び機能開

発（物材機構 MANA）○馬 仁志・馬 ウエイ・劉 小鶴・佐々木高
義

2F1-34 1T,2H 型 MoS2ナノシート薄膜電極の作製とリチウム電池への
応用（京大 ICC）○福田勝利・豊田智史・森田将史・内本喜晴・松原
英一郎

2F1-35* 光電着法によるチタン酸ナノシートへのランタノイド担持（川
崎医大）○吉岡大輔・西村泰光

2F1-37* 講演中止

ナノシート・層状化合物

座長 伊田 進太郎（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （2F1-40, 2F1-41, 2F1-42, 2F1-43,

2F1-44, 2F1-45）
2F1-40 水晶発振子マイクロバランスを用いた層状複水酸化物薄膜の作

製（岩手大院工）○會澤純雄・澤里美貴・平原英俊
2F1-41 有機修飾粘土によるカフェインの吸着（信州大工）○岡田友
彦・小口純平・山本研一朗・塩野貴史・藤田真彦・飯山 拓

2F1-42 サポナイト様層状ケイ酸塩と複合化した球状シリカ微粒子の吸

着特性（信州大院工）末吉 舞○岡田友彦・三島彰司
2F1-43 層状オクトシリケート層間への 15-クラウン-5-エーテルの導入

（早大院先進理工）○廿樂英宏・高山良介・朝倉裕介・黒田義之・下
嶋 敦・和田宏明・黒田一幸

2F1-44 亜鉛(II)固定化層状ケイ酸塩と芳香族ジカルボン酸との反応に
よる新規多孔体の合成（早大院創造理工）○奥山泰樹・井出裕介・小
川 誠・菅原義之・佐野庸治

2F1-45 三叉ジピリナト金属錯体ナノシートの創製と観測（東大院理）
○永山達大・坂本良太・西原 寛

酸化物の合成、機能

座長 下嶋 敦（16：40～17：50）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （2F1-47, 2F1-49, 2F1-50, 2F1-51,

2F1-52）
2F1-47* 金属酸化物半導体の遠紫外分光測定: 酸化チタンと酸化亜鉛の
比較（関西学院大理工）○田邉一郎・山田庸介・尾崎幸洋

2F1-49 BaLaSi2と Ba5LaSi6の合成と結晶構造解析（東北大多元研）橋
本岳幸○山根久典・山田高広・関口隆史

2F1-50 ゾル-ゲル法によるタングステン酸アルミニウムの合成と評価
（高知大理）○上山亜友美・島内理恵

2F1-51 NaTi2(PO4)3系 Fe 固溶体の水熱合成と電気的物性（高知大理）
○黒坂尭永・柴田洋亮・島内理恵

2F1-52* 立方晶ペロブスカイト SrFeO3における Rh 置換と圧力印加に
よる新奇磁性相の開拓（東大院工・岡山大院自然）木下正貴・酒井英
明・林 直顕・十倉好紀・高野幹夫○石渡晋太郎
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3月28日午前

ポリオキソメタレート

座長 綱島 亮（10：00～10：50）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （3F1-07, 3F1-08, 3F1-09, 3F1-10,

3F1-11）
3F1-07 マンガン三核構造を有するポリオキソバナデート[Mn3(OAc)

(OH2)V10O30]
5-の合成とキャラクタリゼーション（金沢大院自然）○丸

山達也・菊川雄司・林 宜仁
3F1-08 Mnを導入した open-Dawson 型ポリオキソメタレートの構造と

性質（神奈川大理学部化学科）○松永 諭・井上雄介・野宮健司
3F1-09 二つの Cp*Rh 基で架橋されたチタン(IV)三置換 Dawson 型ポリ

酸塩二量体の合成と分子構造（神奈川大理）○松木悠介・星野貴弘・
高久祥子・野宮健司

3F1-10 フッ化物イオンを包接したポリオキソバナデートの合成とその
構築過程（金沢大院自然）○菊川雄司・横山大雅・樫尾早苗・林 宜
仁

3F1-11 塩化物イオン包接型ドデカバナデート間の可逆な骨格変換と塩
化物イオン放出制御（金沢大院自然）○井上義隆・菊川雄司・林 宜
仁

ポリオキソメタレート

座長 林 宜仁（11：00～12：00）
※ PC接続時間 10：50～11：00 （3F1-13, 3F1-14, 3F1-15, 3F1-17）
3F1-13 デカバナジン酸‐双頭型界面活性剤ハイブリッド層状結晶にお
ける構造制御（東海大理）○清田祥生・平良みなこ・成毛治朗・伊藤
建

3F1-14 ケギン型ポリ酸とヘテロ環式界面活性剤を用いた無機-有機ハ
イブリッド層状結晶の合成と結晶構造（東海大理）○乙部嵯稀・成毛
治朗・藤尾克彦・伊藤 建

3F1-15* 遷移金属を導入したシリコタングステートの合成と単分子磁石
特性（東大院工）○鈴木康介・佐藤林太・湊 拓生・篠江真広・山口
和也・水野哲孝

3F1-17* ポリオキソメタレートのバルク電子輸送特性（山口大院理工）
○綱島 亮・大上莉佳・野中友紀子・岩本芳文

F2 会場
11 号館 1112 教室

錯体化学・有機金属化学

3月26日午前

Ir

座長 梶原 孝志（9：00 ～9：50 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1F2-01, 1F2-02, 1F2-03, 1F2-04,

1F2-05）
1F2-01 パラジウム触媒を用いた含フッ素燐光性イリジウム錯体への位

置選択的アリール化反応（阪大院基礎工）○齊藤駿介・川守田創一
郎・直田 健

1F2-02 時間分解赤外分光法を用いた Ir錯体の光励起ダイナミクス（東
工大理）○丹野恭平・菊池信之助・稲垣昭子・恩田 健・腰原伸也・
田中誠一

1F2-03 3{5}-置換ピラゾール三座配位子を有する青色りん光性 Ir 錯体

の合成（中央大理工）○小高智子・小澤寛晃・芳賀正明
1F2-04 置換されたトリス（2-フェニルピリミジナート）イリジウム

(III)錯体の合成と光物性（産総研触媒化学融合研究セ・フルヤ金属）
○井戸洋平・小池和英・今野英雄・杉田吉朗・伊藤 賢

1F2-05 トリスシクロメタレート型イリジウム(III)錯体の光ラセミ化
（千葉大院工）○松下海瑠・小林勇次・矢貝史樹・北村彰英・唐津
孝

Ir,Ce,Nd

座長 川守田 創一郎（10：00～11：00）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （1F2-07, 1F2-09, 1F2-10, 1F2-11,

1F2-12）
1F2-07* マイクロ波触媒錯体合成とその誘電率特性（ミネルバライトラ
ボ）○増田嘉孝・松村竹子・小川真吾・柳田祥三・三谷友彦・渡邊隆
司

1F2-09 N-連結コロール-イリジウム(III)錯体の近赤外発光特性（九大院
工）○石川喬浩・石田真敏・戸叶基樹・古田弘幸

1F2-10 Ln(III) azacrown-ether錯体の合成と単分子磁石特性; 磁気特性と
配位構造の相関（奈良女大院人間文化）○和田寿沙美・大岡彩加・竹
原千賀・THEN Poh Ling・片岡悠美子・梶原孝志・山村朝雄・中野元
裕

1F2-11 擬似的な三回対称を持つ直線状 Zn(II)-Ce(III)-Zn(II) 三核錯体の

合成と構造、および SMM 特性の比較（奈良女大理・東北大金研）
○入江夏生・萱原早織・和田寿沙美・大岡彩加・竹原千賀・片岡悠美
子・梶原孝志・山村朝雄

1F2-12 擬似的な三回対称を持つ直線状 Zn(II)-Ln(III)-Zn(II) 三核錯体の
合成と SMM特性 (Ln = Pr, Nd)（奈良女大理・東北大金研）○萱原早
織・入江夏生・大岡彩加・和田寿沙美・竹原千賀・片岡悠美子・梶原
孝志・山村朝雄

Al,Ag

座長 石田 真敏（11：10～12：00）
※ PC接続時間 11：00～11：10 （1F2-14, 1F2-16, 1F2-17, 1F2-18）
1F2-14* Novel water activation approaches on aluminum porphyrins（Urban

Environmental Sci., Tokyo Metropolitan Univ.）○KUTTASSERY,

Fazalurahman; MATHEW, Siby; SAGAWA, Shogo; YAMAMOTO,

Daisuke; ONUKI, Satomi; NABETANI, Yu; TACHIBANA, Hiroshi;

INOUE, Haruo

1F2-16 金属水素化物を利用した配位高分子の合成と挙動（京大院工）
○門田健太郎・堀毛悟史・北川 進

1F2-17 銀-コバルト混合錯体の形成に及ぼす芳香族チオラト配位子の
影響（5）（高知大院総合人間自然科学・名工大院工）○加藤 匠・伊
藤勇輝・小澤智宏・米村俊昭

1F2-18 ポリプロリン IIヘリックスを基盤とする結晶性配位ネットワー
クの構造制御（東大工）○山上樹也・澤田知久・藤田 誠

3月26日午後

Pt

座長 吉田 将己（13：10～14：00）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （1F2-26, 1F2-27, 1F2-28, 1F2-29,

1F2-30）
1F2-26 Synthesis and Crystal Structure of Quasi-One-Dimensional Halogen-

Bridged Platinum Complexes with Hydroxyl Functional Groups（Grad. Sch.

Sci., Tohoku Univ.; CREST(JST)）○MIAN, Mohammad Rasel; IGUCHI,

Hiroaki; TAKAISHI, Shinya; YAMASHITA, Masahiro

1F2-27 アルキン付加による橋架けシリレン-白金三核錯体の骨格変換

反応（東工大資源研）○鴨野 萌・田中君弥・田邊 真・小坂田耕太
郎

1F2-28 Synthesis, structure and emission property of polymethylene-vaulted

trans-bis(iminoimidazolato)platinum(II) complexes（Osaka Univ.）○LE,

Ngoc Ha - Thu; HOSHINO, Makoto; KOMIYA, Naruyoshi; NAOTA,

Takeshi

1F2-29 二次元 Hofmann 型金属錯体へのヨウ素の導入と物性変化（九
大院理）○下田さゆり・三島章雄・越山友美・大場正昭

1F2-30 Crystal structure and properties of the one-dimensional chain complex

that platinum and rhodium atoms are aligned in turn（Fac. Eng., Gifu

Univ.）○UEMURA, Kazuhiro; ITO, Mari; EBIHARA, Masahiro

座長 植村 一広（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （1F2-32, 1F2-34, 1F2-35, 1F2-36,

1F2-37）
1F2-32* シクロメタレート型白金複核錯体が示す多段階クロミック特性

（北大院理・北大院総合化学・北大理・JSTさきがけ）○吉田将己・
舌間穂高・中島愛梨・屋代尚希・小林厚志・加藤昌子

1F2-34 水素結合能を有するシクロメタレート型 Pt(II)錯体の合成と発

光特性（北大院総合化学）○蝦名昌徳・吉田将己・小林厚志・加藤昌
子

1F2-35 カルボキシ基を有するターピリジン白金(II)錯体のベイポクロ
ミズム（北大院総合化学）○大泉詩織・重田泰宏・吉田将己・小林厚
志・加藤昌子

1F2-36 ポリメチレン渡環型トランス-ビス（イミノピロレート）白金
（II）錯体の固体発光特性（阪大院基礎工）○吉田篤史・星野 誠・高
橋功一・小宮成義・直田 健

1F2-37 o-イミノフェニル配位子及びo-イミノフェノキシ配位子を有す
る非対称型白金(II)錯体のモルフォロジー制御と固体発光特性（阪大院
基礎工）○岩田翔太郎・柏原隆志・小宮成義・伊原麻美・直田 健

座長 越山 友美（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （1F2-39, 1F2-41, 1F2-42, 1F2-43,

1F2-44）
1F2-39* High proton conduction of 4-legged MX-tube typed Pt complexes with

1-D channel（Grad. Sch. Sci., Kyoto Univ.）○OTAKE, Kenichi; OTSUBO,

Kazuya; DEKURA, Shun; KOMATSU, Tokutaro; SUGIMOTO, Kunihisa;

FUJIWARA, Akihiko; KITAGAWA, Hiroshi

1F2-41 フェニルエチニル基を有するトランス-ビス (o-イミノスルフェ
ナト) 白金錯体の合成とその折れ曲がり構造（阪大基礎工）○片倉直

樹・小宮成義・直田 健
1F2-42 ポリメチレン渡環トランス-ビス(サリチルアルジミナト)白金

(II)錯体における分子内 Pt-H 相互作用の位置選択性（阪大基礎工）
○井上 僚・田中陽子・川守田創一郎・小宮成義・直田 健

1F2-43 高歪み cis-ビス(サリチルアルジミナト)白金(II)錯体の合成と構
造およびプロトン捕捉能（阪大院基礎工）○田中智也・小宮成義・直

田 健
1F2-44 トランス-ビス(サリチルアルデヒドヒドラゾノ)白金(II) の合
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成、構造と発光特性（阪大基礎工）○橋本拓弥・福本可奈子・小宮成
義・直田 健

座長 篠崎 一英（16：30～17：30）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （1F2-46, 1F2-48, 1F2-49, 1F2-50,

1F2-51）
1F2-46* D-ペニシラミンをもつジアンミン白金(II)錯体の金属イオンへ
の配位挙動と集積化挙動（阪大院理）○桑村直人・栗岡秀成・吉成信
人・井頭麻子・今野 巧

1F2-48 A Platinum(II)-Terpyridine Derivative Tethered to a Viologen

Acceptor Showing Improved Hydrogen Evolution Activity（Kyushu Univ.

Dept. Chem.; Kyushu Univ. WPI- I2CNER; Kyushu Univ. Center for

Molecular Systems）○LIN, Shu; KITAMOTO, Kyoji; YAMAUCHI,

Kosei; SAKAI, Ken

1F2-49 アミンドナー部位を有する新規白金ターピリジン錯体の光水素
生成挙動（九大院理・九大カーボンニュートラルエネルギー・国際研
究所・九大分子システム科学センター）○宮地勝将・酒井 健

1F2-50 大環状白金二核錯体の自己積層による白金内包一次元集合体の
構築（東大院理）○鎌塚達也・田代省平・栗谷真澄・塩谷光彦

1F2-51 分岐型四座ホスフィンで支持された直鎖状白金三核錯体の合成
（奈良女大理）○上垣美帆・畠田聡子・久禮文章・中島隆行・棚瀬知
明

座長 井頭 麻子（17：40～18：40）
※ PC接続時間 17：30～17：40 （1F2-53, 1F2-54, 1F2-55, 1F2-56,

1F2-57, 1F2-58）
1F2-53 アセチレン誘導体を配位した Pt(II)(N^C^N)型錯体の合成，構
造，性質（横市大院生命ナノシステム科学）○佐藤享平・篠崎一英

1F2-54 白金二核錯体をサブユニットに持つ新規多孔性高分子の構造と
プロトン伝導（京大院理）○永山修也・大坪主弥・杉本邦久・藤原明
比古・北川 宏

1F2-55 ジフェニルトリアゾラトが架橋した二核白金錯体の合成と発光
特性（長崎大院工）○浜崎翔子・有川康弘・馬越啓介

1F2-56 ジメチルビピリジンとイミドイルアミジナトを配位子とする白

金(II)錯体の合成と発光特性（長崎大院工）○野内梨恵・有川康弘・馬
越啓介

1F2-57 レドックス活性配位子を有する金属錯体のアルコール中におけ
る酸化還元反応（中央大理工）○山田将大・脇坂聖憲・松本 剛・張
浩徹

1F2-58 レドックス活性配位子を有する新規金属錯体液晶の合成とその
電気化学特性（中央大理工）○酒詰康孝・脇坂聖憲・松本 剛・張
浩徹

3月27日午前

座長 馬越 啓介（9：00 ～9：40 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2F2-01, 2F2-02, 2F2-03, 2F2-04）
2F2-01 発光性白金(II)錯体“イオン液体”の合成と発光特性（北大院
総合化学）○小川知弘・吉田将己・小林厚志・加藤昌子

2F2-02 渡環型ビス(イミノフェニル)白金(II)錯体の合成、構造、および
位置選択的白金-水素相互作用（阪大院基礎工）○細川尚之・小宮成
義・直田 健

2F2-03 Preparation of Cationic Triplatinum Complexes Stabilized by Bridging

Germylene Ligands（Chem. Res. Lab., Tokyo Tech）○TANAKA, Kimiya;

TANABE, Makoto; OSAKADA, Kohtaro

2F2-04 白金チオラート 5～12核クラスター（東工大資源研）○土屋翔
吾・北澤啓和・今岡享稔・山元公寿

Asian International Symposium -Coordina-
tion Chemistry, Organometallic Chemistry-

3月27日午後

Chair: Yamaguchi, Shigehiro（13：00～14：10）
2F2-25 Keynote Lecture Group 13 Cations and Divalent Group 14

Ligands（National Taiwan Univ.）Chiu, Ching-Wen（13:00～13:30）
2F2-28 Invited Lecture Nickel(0) Catalyzed Enantioselective Synthesis

of Benzoxasilole（Osaka Univ.）Kumar, Ravindra（13:30～13:50）
2F2-30 Invited Lecture Preparation of Biologically Active Compounds

via Rh-Catalyzed Asymmetric Transformations（National Taiwan Normal

Univ.）Wu, Hsyueh-Liang（13:50～14:10）

Chair: Ogoshi, Sensuke（14：20～15：20）
2F2-33 Invited Lecture Series of Chemical Reactivity: Starting from

Ruthenium Acetylide Complexes（National Taiwan Normal Univ.）Sung,

Hui-Ling（14:20～14:40）
2F2-35 Invited Lecture Gold-based Bimetallic Nanoclusters for Low

Temperature C-X Bond Activation（Osaka Univ.）Dhital, Raghu Nath

（14:40～15:00）
2F2-37 Invited Lecture Toward Structural and Functional Analogues of

the Nitrogenase Active Site（Nagoya Univ.）Ohki, Yasuhiro（15:00～
15:20）

Chair: Yamashita, Makoto（15：30～17：20）
2F2-40 Keynote Lecture Functional Supramolecular Complexes using

“Click” Chemistry（Univ. of Otago）Crowley, James David（15:30～
16:00）

2F2-43 Invited Lecture Inorganic-Organic Hybrid Framework (IOF): A

New Strategy For Constructing Conductive Crystalline Microporous Material

（Chinese Academy of Sciences）Xu, Gang（16:00～16:20）
2F2-45 Invited Lecture Defect Engineering to Enhance Proton Con-

ductivity in Metal-Organic Frameworks（Kyoto Univ.）Taylor, Jared（16:20

～16:40）
2F2-47 Invited Lecture Use of Decoy Molecules as a Reaction Accel-

erator for the Hydroxylation of Gaseous Alkanes Catalyzed by Cytochrome

P450s（Nagoya Univ.）Shoji, Osami（16:40～17:00）
2F2-49 Invited Lecture Toward the Creation of Stable, Functionalized

Metal Clusters（Tokyo Univ. of Science）Negishi, Yuichi（17:00～17:20）

錯体化学・有機金属化学

3月28日午前

Ru

座長 山内 幸正（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3F2-01, 3F2-03, 3F2-05）
3F2-01* Ru(II)錯体を光触媒として用いた NAD(P)モデル化合物の面不
斉還元（東工大院理工）○古賀吉太郎・森本 樹・石谷 治

3F2-03* 多価金属イオンで強化された多核金属錯体-ポリ酸複合体の合

成と光物性（東工大院理工）○大橋賢二・竹田浩之・小池和英・石谷
治

3F2-05* 金属錯体-シリカ複合体による高効率 CO2還元光触媒系の構築
（東工大院理工・産総研）○上田裕太郎・竹田浩之・小池和英・石谷
治

座長 石谷 治（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3F2-08, 3F2-10, 3F2-11, 3F2-12）
3F2-08* ビオローゲンデンドリマー部位を有するトリス(2,2’-ビピリジ
ン)ルテニウム(II)誘導体の光多電子貯蔵挙動（九大院理・九大カーボ
ンニュートラルエネルギー・国際研究所・九大分子システム科学セン
ター）○北本享司・酒井 健

3F2-10 高い水素生成駆動力をもつジクワットを集積した新規多電子貯
蔵系の開発（九大院理・九大 I2CNER・九大分子システム科学セン
ター）○山本啓也・北本享司・酒井 健

3F2-11 Ru(bpy)3
3+を酸化剤としたルテニウム単核錯体の酸素発生触媒

機構（九大院理・九大カーボンニュートラルエネルギー・国際研究
所・九大分子システム科学センター）○坪ノ内優太・酒井 健・
PARENT Alexander

3F2-12* イオン交換樹脂中におけるルテニウム(II)ポリピリジン錯体：
導入挙動と光化学物性（阪市大院理）○伊藤亮孝・岸田憲明・手木芳
男

座長 竹田 浩之（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3F2-15, 3F2-17, 3F2-19, 3F2-20）
3F2-15* ルテニウム-メソポーラス有機シリカハイブリット触媒の合成
と CO2光還元触媒反応（北里大院理・豊田中央研究所稲垣特別研究
室）○石田 斉・関根雅人・倉持悠輔・前川佳史・稲垣伸二

3F2-17* ルテニウム-ペプチド錯体を用いた光触媒的二酸化炭素還元反
応： アミノ酸配列効果（北里大理）○倉持悠輔・北村恭平・神谷将
也・松浦功祐・石田 斉

3F2-19 ペプチド架橋ルテニウム二核錯体による光化学的 CO2還元触媒

反応（北里大院理）○板橋 淳・倉持悠輔・丑田公規・石田 斉

3F2-20 cis-Ru(dbb)2(CN)2の光学分割および光ラセミ化反応（横市大院
生命ナノシステム科学）○相原勇介・篠崎一英・佐藤享平

3月28日午後

座長 芳賀 正明（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3F2-28, 3F2-29, 3F2-30, 3F2-31,

3F2-32, 3F2-33）
3F2-28 カルボニル基を持つシクロペンタジエニル配位子を用いた複核
有機金属錯体における混合原子価状態の赤外分光法による評価（東工
大資源研）○高橋広樹・田中裕也・穐田宗隆

3F2-29 ニトリド架橋ルテニウム(IV,IV)二核錯体の合成と酸化還元挙動
（上智大理工）○川口祥子・住毋家友香・松谷一弘・長尾宏隆

3F2-30 ビス(2-ピリジルメチル)アミンを有するオキシド架橋ルテニウ
ム二核錯体の電気化学挙動（上智大院理工）○渡邊敬詞・長尾宏隆

3F2-31 新規ヘテロ 5 核金属錯体の選択的合成と電気化学的挙動（総研
大・分子研・福岡大・ J S T ACT - C）○伊豆 仁・岡村将也・
VIJAYENDRAN Praneeth・勝田なぎさ・川田 知・近藤美欧・正岡
重行

3F2-32 ビス（ターピリジル）アントラキノンで架橋した二核ルテニウ
ム錯体による水の酸化反応（立教大院理・東電大理工）和田 亨・宮
里裕二○西村俊祐

3F2-33 非対称型モノニトロシル二核ルテニウム錯体と硫黄含有試薬と
の反応（長崎大院工）○大坪裕司・竹内悠樹・有川康弘・馬越啓介
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Ru

座長 田中 裕也（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3F2-35, 3F2-36, 3F2-37, 3F2-39）
3F2-35 ルテニウム錯体のプロトン共役電子移動を利用した蓄電デバイ
スの特性評価（中央大理工）○元山大輔・吉川 開・小澤寛晃・芳賀
正明

3F2-36 炭素材料に吸着した混合原子価 Ru二核錯体の電気化学特性
（中央大理工）○香取範彦・北 友美・小澤寛晃・芳賀正明

3F2-37* ヘテロ積層 Ru二核錯体膜の整流性およびフォトダイオード特
性（中央大院理工）○小澤寛晃・永嶌 匠・芳賀正明

3F2-39* ナノ炭素材料表面における多脚型 Ru 錯体の電気化学特性（中
央大理工）○小澤寛晃・河本真由子・芳賀正明

座長 舩橋 靖博（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （3F2-42, 3F2-43, 3F2-44, 3F2-45,

3F2-46）
3F2-42 自己組織化を利用した多核金属錯体のメゾスコピック超分子構
造体形成とその特性（九大工）○藤岡太郎・阿部正明・小野利和・嶌
越 恒・米村弘明・山田 淳・久枝良雄

3F2-43 ポルフィリン構造異性体を集積化した電解重合薄膜の作製とそ
のエレクトロクロミック特性（九大院工）○二川裕紀・阿部正明・小
野利和・嶌越 恒・久枝良雄

3F2-44 Electronically-activated paddlewheel-type Ru dimer chains with a

functionalized linker for enhancing NO Capture（IMR, Tohoku Univ.）
○ZHANG, Jun; KOSAKA, Wataru; SEKINE, Yoshihiro; TANIGUCHI,

Koji; MIYASAKA, Hitoshi

3F2-45 デカメチルクロモセニウムを用いたπ-スタック型ピラードレ
イヤー構造集積体の磁気特性（東北大金研）○福永大樹・関根良博・
高坂 亘・谷口耕治・宮坂 等

3F2-46* N-フューズポルフィリンルテニウム錯体の配位子交換反応（九
大院工）○松尾英明・戸叶基樹・石田正敏・清水宗治・古田弘幸

座長 嶌越 恒（17：00～17：30）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （3F2-49, 3F2-50）
3F2-49 籠型配位子に包接されたルテニウムテルピリジル錯体の合成と

性質（阪大院理・JST さきがけ）○原 佳那恵・畑中 翼・舩橋靖博

Yb

3F2-50* 多孔性配位高分子を用いた触媒反応の結晶サイズ依存性（京大
iCeMS）○樋口雅一・清長友和・北川 進

3月29日午前

Ru

座長 藤井 翔（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4F2-01, 4F2-02, 4F2-03, 4F2-04,

4F2-05）
4F2-01 親脂質性 Ru(salen) 錯体のリポソームへの組込みと NO 輸送

（九大理）○中西契太・越山友美・大場正昭
4F2-02 リポソーム膜上における Ru 錯体の酸素発生反応（九大理）

○神田奈央・岩田浩輝・淺田紗成・波多江 達・越山友美・大場正昭
4F2-03 三次元 Hofmann型 Ru(II)Ni(II) 金属錯体の伝導性および酸化還
元特性（九大院理）○三島章雄・越山友美・大場正昭

4F2-04 チャネル型抗生物質への金属錯体の導入と機能評価（九大院
理）○淺田紗成・波多江 達・越山友美・大場正昭

4F2-05* ルテニウムアクア錯体含有リポソームの形成および光形態変化
（防衛大応化）○平原将也・後藤寛紀・梅村泰史

座長 大場 正昭（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4F2-08, 4F2-09, 4F2-10, 4F2-11,

4F2-12, 4F2-13）
4F2-08 ルテニウム(III)-プテリン錯体を用いたプロトン共役電子移動に
よる基質酸化反応（筑波大院数理物質）○見留広海・石塚智也・小谷
弘明・小島隆彦

4F2-09 光を駆動力としたルテニウム(II)錯体による電解触媒的水素発

生反応（筑波大院数理物質）○沢木拓也・石塚智也・小谷弘明・小島
隆彦

4F2-10 酸性水中におけるルテニウム(V)-イミド錯体による基質酸化反
応で観測される速度論的同位体効果（筑波大院数理物質）○牧野美
咲・石塚智也・小谷弘明・小島隆彦

4F2-11 NAD+/NADH 型配位子を有するルテニウム錯体の合成とその
特性（京大 iCeMS）○藤井 翔・田中晃二

4F2-12 プロトン化により誘発された Ru = C種の生成（京大 iCeMS）
○福嶋 貴・小林克彰・田中晃二

4F2-13 カテコール部位をもつ三回対称性配位子により架橋された新規
多核遷移金属錯体の合成（阪大工）○西本安衣香・森本祐麻・伊東
忍

座長 石塚 智也（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4F2-15, 4F2-16, 4F2-17, 4F2-18,

4F2-19）

4F2-15 多核ルテニウム‐鉄ジチオレン錯体の合成（東理大理工）○佐

川拓矢・塚田 学・阿部芳首・郡司天博
4F2-16 組成制御バイメタリックナノクラスター合成のための金属ポル
フィリン-Ru12核錯体の合成、酸化物表面固定化とその構造解析（名

大院理・名大物質国際研/名大物国センター/名大物質国際セ）○山口敦
己・前野智亮・邨次 智・唯 美津木

4F2-17 表面モレキュラーインプリンティング触媒を志向した新規シリ
カ固定化 Ruポルフィリン錯体の調製及び構造解析（名大院理・名大
物質国際研/名大物国センター/名大物質国際セ）○谷本達哉・寺尾陽
介・邨次 智・唯 美津木

4F2-18 ジナフト[2,1-c:1’,2’-g]フルオレニルルテニウムの合成（東大院
工）○秋山みどり・野崎京子

4F2-19* ROMP 用工業錯体触媒におけるルテニウム中心への NHC配位
子の導入方法（岡山大院自然・RIMTEC(株)）○鎌田 満・押木俊之

F3 会場
11 号館 1113 教室

錯体化学・有機金属化学

3月26日午前

Mg,B,Al,Ga,In

座長 平下 恒久（9：30 ～10：20）
※ PC接続時間 9：20～9：30 （1F3-04, 1F3-06, 1F3-07, 1F3-08）
1F3-04* Magnesium-Catalyzed Isomerization of Terminal Alkynes to Allenes

and Internal Alkynes（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）○ROCHAT, Raphael;

LOPEZ, Michael Joseph; NAGAE, Haruki; YAMAMOTO, Koji; TSURUGI,

Hayato; MASHIMA, Kazushi

1F3-06 Visible Light-Induced Allylation of α-Halo Carbonyl Compounds

with Allyltrifluoroborates by Organic Dye Catalysts（Grad. Sch. Eng., Osaka

Univ.）○ESUMI, Naoto; SUZUKI, Itaru; YASUDA, Makoto

1F3-07 複素環を骨格に導入したかご型ホウ素錯体の光によるルイス酸
性制御（阪大院工）○安永亮佑・西本能弘・安田 誠

1F3-08 ルイス酸性金属含有リン配位子を有する後周期遷移金属錯体の
合成と反応性（京大院工・JST CREST）○齊藤輝彦・中尾佳亮

座長 高柳 昌芳（10：30～11：20）
※ PC接続時間 10：20～10：30 （1F3-10, 1F3-12, 1F3-13, 1F3-14）
1F3-10* メソポーラス有機シリカ固定化イリジウム触媒による触媒的

C-Hホウ素化反応（豊田中研稲垣特別研究室）○前川佳史・稲垣伸二
1F3-12 エノール誘導体とシリルケテンアセタールの臭化ガリウム触媒

カップリングの反応機構解明（阪大院工）西本能弘○喜多悠二・安田
誠・馬場章夫

1F3-13 インジウム触媒によるα-アルコキシケトンとアルコールの直

接カップリング反応（阪大院工）鈴木 至○川口奈々・安田 誠
1F3-14 イオン液体中における有機インジウム反応剤へのキレート効果

（名工大院工）○高木裕士・平下恒久・荒木修喜

Zn,Mo,W,Re

座長 西本 能弘（11：30～12：20）
※ PC接続時間 11：20～11：30 （1F3-16, 1F3-18, 1F3-20）
1F3-16* 多孔性金属錯体一次元細孔におけるオリゴマーの非等方的拡散

挙動の理論的研究（名大院情報・京大院工・京大 iC eMS・ JST

CREST）○高柳昌芳・植村卓史・北川 進・長岡正隆
1F3-18* PPP 配位子を持つモリブデンニトリド錯体の合成と触媒活性

（東大院工）○荒芝和也・栗山翔吾・木下栄里子・中島一成・西林仁
昭

1F3-20 モリブデンと第一周期遷移金属を含む有機金属-硫黄クラス
ターの合成と窒素分子の活性化（名大院理）○内田圭亮・唯 美津
木・大木靖弘

3月26日午後

座長 大木 靖弘（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1F3-28, 1F3-29, 1F3-31, 1F3-32,

1F3-33）
1F3-28 Mo 錯体上における内部アルキンのビニリデン転位（中央大理

工）○大山陽祐・池田洋輔・小玉晋太朗・石井洋一
1F3-29* アザフェロセン型ピンサー配位子を持つモリブデン窒素錯体の

合成と反応性（東大院工）○栗山翔吾・荒芝和也・中島一成・西林仁
昭

1F3-31 PCP 配位子を有する窒素架橋二核モリブデン窒素錯体の合成と
触媒活性（東大院工）○永澤 彩・荒芝和也・栗山翔吾・中島一成・
西林仁昭

1F3-32 ホスファベンゼンを含む新規 PPP型ピンサー錯体の合成と反応
性（東大院工）○田辺資明・荒芝和也・中島一成・西林仁昭

1F3-33 Synthesis and Characterization of Paramagnetic Tungsten Imido

Complexes Bearing α-Diimine Ligands（Grad. Sch. Eng. Sci., Osaka
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Univ.）○TANAHASHI, Hiromasa; TSURUGI, Hayato; MASHIMA,

Kazushi

座長 砂田 祐輔（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1F3-35, 1F3-36, 1F3-37, 1F3-39,

1F3-40）
1F3-35 Synthesis and Reactivity of Tungsten Alkylidyne Complexes Bearing

Sulfur- and Oxygen-containing Tetradentate Ligand（Grad. Sch. Eng. Sci.,

Osaka Univ.）○NISHIYAMA, Haruka; YAMAMOTO, Keishi; IKEDA,

Hideaki; OKUDA, Jun; MASHIMA, Kazushi

1F3-36 4,4’-ビピリジル骨格を基盤とするレニウム錯体の合成と性質
（名大院工）○鎌塚拓人・三宅由寛・忍久保 洋

Fe

1F3-37* ピンサー型ビス（ピラゾリル）ピリジン配位子を有する鉄錯体

によるヒドラジンの触媒的不均化反応機構（京大 ESICB・九大先導
研・東工大院理工）○田中宏昌・比多岡清司・梅原和樹・桑田繁樹・
碇屋隆雄・吉澤一成

1F3-39 Synthesis of Asymmetric 1,2-Bis(phosphino)ethane in the Hydropho-

sphination Reaction Catalyzed by an Iron Complex（Grad. Sch. Sci., Osaka

City Univ.）○KATSUBE, Shinya; ITAZAKI, Masumi; NAKAZAWA,

Hiroshi

1F3-40 結晶性フェロセン含有[2]擬ロタキサンの二段階相転移（東工大
資源研）○只見宥子・須崎裕司・小坂田耕太郎

座長 須崎 裕司（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1F3-42, 1F3-44, 1F3-45, 1F3-46,

1F3-47）
1F3-42* 鉄触媒を用いたアルケンの水素化に関する反応機構研究（九大
先導研）○田原淳士・砂田祐輔・田中宏昌・永島英夫・吉澤一成

1F3-44 ジフェニルホスフィノガリル鉄錯体の合成と光化学反応（群馬
大院理工）○村岡貴子・山田竜也・上野圭司

1F3-45 シアノ架橋遷移金属多核錯体を水の酸化触媒として用いる水と
酸素からの過酸化水素の光触媒生成反応（阪大院工・ALCA, JST）
○井坂祐輔・末延知義・山田裕介・福住俊一

1F3-46 ビニルケテンイミン-鉄錯体を用いた新規合成反応の開発（九
工大院工）○浦川晃洋・佐多直城・北村 充・岡内辰夫

1F3-47 ビス(アミノメチル)ピリジン配位子を用いた第一遷移系列錯体

の合成（阪大院理・JSTさきがけ）○東 智之・畑中 翼・舩橋靖博

座長 村岡 貴子（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1F3-49, 1F3-50, 1F3-51, 1F3-53）
1F3-49 新規鉄錯体触媒を用いたアルケンのヒドロシリル化（九大先導

研）○野田大輔・副島廣惠・松崎裕香・田原淳士・砂田祐輔・永島英
夫

1F3-50 遷移金属塩のヒドロシランによる活性化を利用したアルケンの
ヒドロシリル化（九大先導研）野田大輔・副島廣惠・松崎裕香・田原
淳士・砂田祐輔○永島英夫

1F3-51* Selective Double-Hydrosilylation of Nitriles Catalyzed by an Iron

Complex Containing Indium Trichloride（Grad. Sch. Sci., Osaka City Univ.）
○ITO, Masaki; ITAZAKI, Masumi; NAKASHIMA, Satoru; NAKAZAWA,

Hiroshi

1F3-53* Pincer 型メソイオン性カルベン(MIC)を有する新規鉄錯体の合

成と性質（福岡大理）○岩崎春香・古賀裕二・松原公紀

3月27日午前

Mn

座長 高坂 亘（9：00 ～9：40 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2F3-01, 2F3-02, 2F3-03, 2F3-04）
2F3-01 2 次元ネットワーク構造を有するジカルボン酸架橋 [MnIII

(salen)]2+ 錯体の磁気特性における対アニオン効果（東北大理）○前島
夏奈・影澤幸一

2F3-02 (NH4)2MnF5における単一次元鎖磁石的挙動に関する研究（東
北大理）○佐藤純耶・影澤幸一・Breedlove Brian K.・山下正廣

2F3-03 Mn(I)錯体による高効率 CO2 捕集反応（東工大理）○千葉広
之・竹田浩之・石谷 治

2F3-04 マイクロ流体デバイスを用いたキラルサレン型Mn(II), Co(II)錯

体含有リゾチームの高効率合成（早大ナノ理工）○田中大器・村越弓
莉・津田恵梨香・光本雄哉・尹 棟鉉・関口哲志・庄子習一・秋津貴
城

3月27日午後

Pd

座長 小澤 文幸（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （2F3-25, 2F3-28, 2F3-29）
2F3-25 若い世代の特別講演会 多重結合と遷移金属触媒の協働作用
による新規合成変換法の開発（中央大研究開発機構）○南 安規

2F3-28 BINAPユニットを光増感性配位子とするパラジウム錯体の開

発（首都大院理工）○孫 昌洙・野村琴広・稲垣昭子
2F3-29* 両親媒性 NHC-Pd 触媒を用いる水中クロスカップリング反応

（産総研環境化学技術・東理大理工）○平 敏彰・柳本貴哉・酒井健
一・酒井秀樹・北本 大・井村知弘

座長 林 実（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （2F3-32, 2F3-34, 2F3-35, 2F3-36,

2F3-37）
2F3-32* Chelate-Assisted Direct Selenation of Aryl C-H Bonds with Dis-

elenides and Elemental Selenium Catalyzed by Palladium or Nickel（Grad.

Sch. Nat. Sci. Technol., Okayama Univ.; Aichi Univ. of Educ. Dept. of

Chem.）○IWASAKI, Masayuki; TSUCHIYA, Yuta; NAKAJIMA,

Kiyohiko; NISHIHARA, Yasushi

2F3-34 パラジウム触媒によるジアリールジスルフィドおよびジセレニ
ドを用いたナフチルアミン誘導体の位置選択的な直接カルコゲン化反
応（岡山大院自然・愛教大化学科）○金鹿 渉・土家裕大・岩崎真
之・中島清彦・西原康師

2F3-35 パラジウム触媒による(Z)-β-ハロスチレンとo-ブロモベンジル
アルコールの環化反応を利用したフェナントレンの合成（岡山大院自
然・JSTACT-C）○荒木康宏・飯野翔平・岩崎真之・西原康師

2F3-36 N,P-多座配位子を利用する異種二核金属錯体の合成（東工大院
理工）○斉藤成将・鷹谷 絢・岩澤伸治

2F3-37 三核パラジウムクラスターへのアレーン配位挙動（総研大物
理・分子研）○石川裕騎・木村誠太・山本浩二・村橋哲郎

座長 稲垣 昭子（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （2F3-39, 2F3-40, 2F3-41, 2F3-42,

2F3-43, 2F3-44）
2F3-39 1,8-ナフチリジン骨格にホスフィン部位とピリジン部位を導入
した新規 PNNNN 型配位子の合成とその金属錯化挙動（愛媛大院理

工）太田英俊○今田裕士・林 実・渡邉 裕
2F3-40 イソシアニドを軸配位子とする直鎖状パラジウム四核錯体の合

成と性質（奈良女大理）○中前佳那子・久禮文章・中島隆行・棚瀬知
明

2F3-41 パラジウム触媒存在下、アリル炭酸エステルとテトラフルオロ
エチレンの反応（阪大院工）○足立卓也・菊嶌孝太郎・大橋理人・生
越専介

2F3-42 SNS 型配位子を有するベンジルパラジウム錯体の酸素に対する
反応性（奈良女大理）○下川礼奈・河田有未・浦 康之・片岡靖隆

2F3-43 Pd/Xantphos触媒存在下、CsF/ArI/18-crown-6を用いたアレン類
のアリールフッ素化反応の機構研究（阪大工）○中島拓耶・國安
均・若狭崇志・真川敦嗣・岩﨑孝紀・神戸宣明

2F3-44 両親媒性 NNCピンサー型パラジウム錯体の自己組織化ベシク
ル触媒を用いた水中アリル位アリール化反応（総研大物理・分子研）
○櫻井扶美恵・浜坂 剛・魚住泰広

座長 国安 均（16：30～17：40）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （2F3-46, 2F3-47, 2F3-48, 2F3-49,

2F3-50, 2F3-51, 2F3-52）
2F3-46 混合配位子系による直接的アリール化重合：高選択性発現機構

（京大化研）○飯塚英祐・脇岡正幸・小澤文幸
2F3-47 直接的アリール化重合によるジケトピロロピロール含有 DA型

π共役系高分子の合成（京大化研）○高橋里奈・脇岡正幸・小澤文幸
2F3-48 パラジウム触媒による C-H 結合活性化を伴うアルキニルア
リールエーテルとアルケン類との反応（中央大院理工）○小玉樹朗・
南 安規・白石雄基・檜山爲次郎

2F3-49 アルキニルアリールエーテルのピバル酸アリルによるパラジウ
ム触媒アニュレーション反応（中央大理工学部応用化学科）○酒井
恵・南 安規・檜山爲次郎

2F3-50 Double Stille Coupling Reaction of Bicyclic Stannolane Derivatives.

（Grad. Sch. Med., Yamaguchi Univ.）○TANAKA, Toshiyuki;

KAMIMURA, Akio

Ru

2F3-51 CNC 型ピンサー配位子を有するアルコキシドルテニウム錯体

の反応（長崎大院工）○中村卓生・大串真司・江口和繁・有川康弘・
馬越啓介

2F3-52 ピンサー型ビス(カルベン)ルテニウム錯体を用いた二酸化炭素
の光還元（長崎大院工）○田尻博紀・中村卓生・有川康弘・馬越啓介

3月28日午前

Ru

座長 有川 康弘（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3F3-01, 3F3-02, 3F3-03, 3F3-04,

3F3-05, 3F3-06）
3F3-01 Catalytic Linear Cross-Dimerization between Conjugated Diene and

Alkene by Ruthenium(II) Complexes with Reductant（Inst. Eng., Tokyo

Univ. of Agri. and Technol.; ACT-C, JST; Australia National University

Research School of Chemistry）○UEDA, Takao; KOBAYASHI, Hideyuki;

KOMINE, Nobuyuki; KOMIYA, Sanshiro; HIRANO, Masafumi;

COLEBATCH, Annie. L.; BENNETT, Martin. A.

3F3-02 Ru 錯体触媒を用いた 5-ヒドロキシメチル-2-フルフラールの酸
素酸化反応（筑波大院数理物質）○柳 弘太・桑原純平・神原貴樹

3F3-03 電子求引性置換基をもつプロティックなピンサー型ピラゾール
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錯体の合成と反応性（東工大院理工）○中原佳子・戸田達朗・桑田繁
樹

3F3-04 (η6-C6Me6)Ru(II) 錯体上における金属中心の遠隔転位（中央大
院理工）○髙野紘一・池田洋輔・小玉晋太朗・石井洋一

3F3-05 2核ルテニウムイミドメチリジン錯体の脱プロトン化における
塩基の検討（阪府大理）○山口昌大・竹本 真・松坂裕之

3F3-06 ジルテノカルベンを配位子とする銅錯体の合成（阪府大理）
○辻田真之・竹本 真・松坂裕之

座長 松坂 裕之（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3F3-08, 3F3-09, 3F3-10, 3F3-12,

3F3-13）
3F3-08 ビス(シリル)キサンテン誘導体 xantsilが配位したルテニウム錯

体を触媒とするエン-インカップリング反応（東北大院理）○北野健
夫・小室貴士・飛田博実

3F3-09 架橋カルボニル配位子を有する三核ルテニウムトリヒドリド錯

体と不飽和炭化水素との反応（東工大院理工）○高橋勇太・高尾俊郎
3F3-10* Development of Practical Catalytic System for Ru-Catalyzed C-H

Arylation and Application to Practical Synthesis of Pharmaceuticals（API

Corporation Healthcare Business Division II）○SEKI, Masahiko

3F3-12 ルテニウム及び白金からなる直線型異種金属ポリヒドリド錯体

の反応性（東工大院理工）○葛谷卓也・高尾俊郎
3F3-13 ビス三重架橋シリリン錯体の合成（東工大院理工）○鶴田浩
之・長岡正宏・高尾俊郎・鈴木寛治

座長 竹本 真（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3F3-15, 3F3-16, 3F3-17, 3F3-19）
3F3-15 βプロティック協奏機能触媒と環状アリル化合物の反応（東工
大院理工）○太田さとみ・桑田繁樹・碇屋隆雄

3F3-16 三重架橋スルフィド配位子を有する常磁性三核ルテニウムベン
ザイン錯体の合成およびフェノール生成反応（東工大院理工）○近森
寛樹・田原淳士・高尾俊郎・鈴木寛治

3F3-17* 三重架橋オキソボリル配位子を有する三核ルテニウムテトラヒ
ドリド錯体の効率的合成（東工大院理工）○金子岳史・高尾俊郎・鈴

木寛治

Co,Rh

3F3-19* Cobalt-Catalyzed Transformation of Molecular Dinitrogen under

Ambient Conditions（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○IMAYOSHI,

Ryuji; YUKI, Masahiro; NAKAJIMA, Kazunari; NISHIBAYASHI, Yoshiaki

3月28日午後

座長 中島 隆行（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3F3-28, 3F3-29, 3F3-31, 3F3-32,

3F3-33）
3F3-28 コバルト NHC 錯体を触媒とするアルケンのヒドロホウ素化反
応（福岡大理）○角 祥伍・松原公紀・古賀裕二

3F3-29* アニオン性ジアリールロジウムの化学的挙動－ビニルエーテル
類とアリールグリニャール試薬とのクロスカップリング反応－（阪大
院工）○岩﨑孝紀・宮田佳典・秋本 諒・藤井佑樹・国安 均・神戸
宣明

3F3-31 フルオレンを壁状分子として含む二座ホスフィンを配位子とす
るロジウム錯体の合成（首都大院理工）○松阪裕子・野村琴広・稲垣
昭子

3F3-32 Rind 基を有する非対称 PNPピンサー型ホスファアルケン配位
子の合成とロジウムおよびイリジウム錯体への適用（京大化研・近畿
大理工）○田口廣臣・佐々木大智・張 永宏・竹内勝彦・辻本祥太・
松尾 司・小澤文幸

3F3-33 ビニリデン挿入を鍵とする Rh(III)中心の 1,4-転位と 1,5-転位
（中央大理工）○中村峻之・池田洋輔・小玉晋太朗・石井洋一

座長 小玉 晋太朗（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3F3-35, 3F3-36, 3F3-37, 3F3-38,

3F3-39, 3F3-40）
3F3-35 四座ホスフィン配位子によって支持された電子不足なロジウム
二核中心への HCl の酸化的付加（奈良女大理）○松井 彩・坂本美由
紀・久禮文章・中島隆行・棚瀬知明

3F3-36 Confining phosphines derived from cyclodextrins for highly selective

carbon-carbon bond forming reactions（Chem. Res. Lab., Tokyo Tech）
○JOUFFROY, Matthieu; TAKEUCHI, Daisuke; OSAKADA, Kohtaro;

ARMSPACH, Dominique; MATT, Dominique

3F3-37 8-キノリノラトとホスフィン部位を含む PNO 型三座配位子を
もつ新規ロジウム錯体の合成および反応性（慶大理工）○鷹野祥太
郎・河内卓彌・垣内史敏

Ir

3F3-38 プロティック C-Nキレートアミン配位子を持つハーフサンド
イッチ型アルキルイリジウムおよびロジウム錯体の合成とその性質
（東工大院理工）○平島 遼・佐藤康博・桑田繁樹・榧木啓人

3F3-39 協奏機能 C-Nキレートイリジウム錯体を用いた 2-プロパノー
ルを水素源とする二酸化炭素の水素移動型還元反応（東工大院理工）
○佐藤康博・榧木啓人・碇屋隆雄

3F3-40 9-トリプチセンセレノラト配位子を有する 16電子イリジウム
(III)錯体の合成と反応（埼大院理工）○柴田知佳・中田憲男・石井昭
彦

座長 河内 卓彌（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （3F3-42, 3F3-43, 3F3-44, 3F3-45,

3F3-46, 3F3-47）
3F3-42 Ir-Catalyzed Asymmetric Tishchenko Type Reaction（ISIR, Osaka

Univ.）SUZUKI, Takeyuki; ○ISMIYARTO, Ismiyarto; ZHOU, Da-yang;

ASANO, Kaori; SASAI, Hiroaki

3F3-43 Ind-P配位子を有するイリジウム III価アルケニルシリルエノー
ルエーテル錯体の合成（奈良女大理）○後藤 茜・浦 康之・片岡靖
隆

3F3-44 Cp*Ir(III) 錯体上での内部アルキンのビニリデン転位と [1,2] 挿

入の競合（中央大院理工）○池田洋輔・小玉晋太朗・石井洋一
3F3-45 Ir 錯体上でのオキシムエステル類の α-置換イミン類への変換

反応（中央大院理工）○高橋宏幸・小玉晋太朗・石井洋一
3F3-46 2 ,3 ,4 ,5-テトラフルオロベンゼンスルホニル置換基をもつ

DPEN-イリジウム錯体の分子内 C-Fおよび C-H結合切断（東工大院理

工）○松並明日香・榧木啓人・碇屋隆雄
3F3-47 イリジウムヒドリド錯体による Ge-F結合の切断とその反応機

構の研究（阪府大院理・阪市大院理）○池田耕己・亀尾 肇・中沢
浩・松坂裕之

座長 岡本 和紘（17：00～17：40）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （3F3-49, 3F3-50, 3F3-51, 3F3-52）
3F3-49 SiNN 型三座配位子を持つイリジウム錯体を触媒とした重ベン
ゼンの C-D結合活性化を経る第三級シランの Si-H/D交換反応（東北
大院理）○大沢智博・小室貴士・飛田博実

3F3-50 トリアジン置換基を有する青色発光イリジウム錯体の合成と物
性（城西大院理）○室賀雅貴・橋本雅司

3F3-51 i-Pr基置換 PBP配位子を有する Ir錯体による触媒的アルカン脱
水素移動反応（中央大理工・中央大院理工）○田上景太・山下 誠

3F3-52 側鎖の長い P-B-Pピンサー配位子を有する Ir 錯体を用いたアル
カンの脱水素化反応（中央大院理工）○河合泰志・鎌倉 聖・山下
誠

3月29日午前

Ir

座長 山下 誠（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4F3-01, 4F3-02, 4F3-03, 4F3-05）
4F3-01 骨格上にアルキン部位を有する P-キラルビスホスフィン配位子
の合成とイリジウムとの錯形成（京大院工）岡本和紘○笹倉康平・大
江浩一

4F3-02 ヘテロ芳香環およびアルケニル化合物の C-Hシリル化による
HOMSi反応剤の合成（中央大院理工）○小宮山剛司・南 安規・檜山
爲次郎

4F3-03* Bio-inspired Ir Complexes for Highly Efficient Hydrogen Generation

from Dehydrogenation of Formic Acid in Wate（ETRI, AIST）○XU,

Shaoan

4F3-05* アゾール誘導体を配位子とするイリジウム触媒を用いた二酸化
炭素の水素化反応（産総研エネルギー技術）○尾西尚弥・眞中雄一・
徐 紹安・藤田恵津子・MUCKERMAN James T.・姫田雄一郎

Ni

座長 田邊 真（10：10～11：20）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4F3-08, 4F3-10, 4F3-11, 4F3-12,

4F3-13, 4F3-14）
4F3-08* (η6-アレーン)Ni(N-ヘテロサイクリックカルベン) 錯体の実用的

合成法の開発（阪大院工）○林 由香里・星本陽一・大橋理人・生越

専介
4F3-10 7 員環 1,2-オキサニッケラサイクルの一酸化炭素およびイソシ
アニドに対する反応性（埼大院理工）○小林大樹・中田憲男・石井昭
彦

4F3-11 単核ニッケル 1価錯体によるハロゲン化アリールの触媒的アミ
ノ化反応及び反応機構研究（福岡大理）○稲富貴裕・古賀裕二・松原
公紀

4F3-12 アリールボロン酸エステルを用いたニッケル触媒によるアルケ
ンのヒドロアリール化反応（福岡大理）○野中恵太・古賀裕二・松原
公紀

4F3-13 Regio selective hydrosilylation of dienes using bis(acetylacetonato)

nickel(II) as a catalyst precursor（IRC3, AIST）○SRINIVAS, Venu;

NAKAJIMA, Yumiko; SATO, Kazuhiko; SHIMADA, Shigeru; ANDO,

Wataru

4F3-14 カチオン性ニッケルアリル錯体を触媒とするオレフィンのヒド
ロシリル化反応の機構に関する理論的研究（産業技術総合研究所）
○崔 隆基・Mathew Jomon・中島裕美子・島田 茂・佐藤一彦

Pt

座長 大橋 理人（11：30～12：30）
※ PC接続時間 11：20～11：30 （4F3-16, 4F3-17, 4F3-18, 4F3-20,
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4F3-21）
4F3-16 共役平面置換基をもつ環状オリゴシラン白金錯体の合成（東工
大資源研）○岩瀬駿介・髙橋 淳・田邊 真・小坂田耕太郎

4F3-17 橋架けシリレン-遷移金属二核錯体を用いる不飽和有機分子の
活性化（東工大資源研）○中村 優・田邊 真・小坂田耕太郎

4F3-18* Reactivity Control of Multimetallic Sub-nanocluster Catalysts for

Oxidation Reactions（Interdisciplinary Grad. Sch. Sci. and Eng., Tokyo

Tech）○MASAKI, Takahashi; HIROMU, Koizumi; TAKANE, Imaoka;

KIMIHISA, Yamamoto

4F3-20 7 員環不飽和炭化水素を配位子とするパラジウムおよび白金ア
ンチ型二核錯体の合成と構造（総研大物理・分子研）○寺本昌弘・臼
井謙太郎・山本浩二・村橋哲郎

4F3-21 NCNピンサー型 Pt錯体の金属-ピリジン間へのイソシアニドの
挿入反応（筑波大院数理物質）○桑原純平・山脇和馬・神原貴樹

F4 会場
11 号館 1121 教室

錯体化学・有機金属化学

3月26日午前

Si置換π電子系化合物

座長 瀬高 渉（9：50 ～10：40）
※ PC接続時間 9：40～9：50 （1F4-06, 1F4-07, 1F4-08, 1F4-09,

1F4-10）
1F4-06 π系置換テトラヘドランを用いた新規シクロブタジエン誘導体
の合成と反応性（筑波大院数理物質）○小林 譲・中本真晃・関口
章

1F4-07 強い電子求引基を導入したテトラへドラン及びシクロブタジエ
ンの合成と反応性（筑波大院数理物質）○庄子由佳子・稲垣佑亮・中
本真晃・関口 章

1F4-08 リン置換基を導入したテトラヘドランの合成と反応性（筑波大
院数理物質）○岩崎真子・池田有里・中本真晃・関口 章

1F4-09 ヘキサフェニルベンゼンヘキサアニオン種の構造研究（近畿大
院総理工）○前出智貴・谷川智春・橋爪大輔・松尾 司

1F4-10 リチウムアルコキシトリス(ジメチルフェニルシリル)ボラート
の合成と構造（群馬大院理工・群馬大高度人材育成センター）○吉田
圭佑・津留崎陽大・久新荘一郎

Si,Ge,Sn化合物の構造と反応

座長 中本 真晃（10：50～11：30）
※ PC接続時間 10：40～10：50 （1F4-12, 1F4-13, 1F4-14, 1F4-15）
1F4-12 シリル置換セレノフェン-1,1-ジオキシドの合成と構造（首都大
院都市環境）○増田敏幸・稲垣佑亮・山口健太郎・瀬高 渉

1F4-13 ゲルマニウムで架橋した分子ギアの合成とギアすべり（首都大
院都市環境）○岡村和馬・稲垣佑亮・瀬高 渉

1F4-14 結晶スポンジ法を用いた金属ヒドリド化合物の構造解析（東大
院工・原子力機構・CROSS）○高橋侑己・吉岡翔太・大原高志・中尾
朗子・花島隆泰・猪熊泰英・藤田 誠

1F4-15 Kinetic Study and Substituent Effects on the Direct Radical

Substitution Reaction on Tin Atom（Grad. Sch. Med., Yamaguchi Univ.）
○YOSHINAGA, Tatsuro; MIYAZAKI, Koichiro; KAMIMURA, Akio

3月26日午後

Si多環式化合物

座長 松尾 司（12：40～13：40）
※ PC接続時間 12：30～12：40 （1F4-23, 1F4-24, 1F4-25, 1F4-26,

1F4-27）
1F4-23 1,3-ジシラビシクロ[1.1.0]ブタンの構造に及ぼす橋頭位シリル基
の効果（東北大院理）○小林聖史・石田真太郎・岩本武明

1F4-24 遷移金属触媒を用いたヒドロオリゴシランの官能基化反応（群
馬大院理工）○相川友美・菅野研一郎・久新荘一郎

1F4-25 五環式ケイ素クラスター分子の骨格変換反応（東北大院理）
○赤坂直彦・石田真太郎・岩本武明

1F4-26 デカシラヘキサヒドロトリキナセンの合成と性質（群馬大院理

工・群馬大高度人材育成センター）○小山 遊・津留崎陽大・久新荘
一郎

1F4-27* Synthesis and Properties of Tetrasilane-Bridged Bicyclo[4.1.0]heptasil-

1(6)-ene（Grad. Sch. Sci. Tech., Gunma Univ.; Gunma Univ. Human

Resources Cultivation Center）○TSURUSAKI, Akihiro; KAMIYAMA,

Jun; KYUSHIN, Soichiro

14，15 族元素多環式化合物

座長 吾郷 友宏（13：50～14：40）
※ PC接続時間 13：40～13：50 （1F4-30, 1F4-31, 1F4-32, 1F4-33,

1F4-34）
1F4-30 ポリシリン : リチウムイオン二次電池新規負極活物質（筑波大
院数理物質・豊田中研）○丸山 仁・中野秀之・中本真晃・関口 章

1F4-31 オクタシラキュネアンからオクタシラキュバンへの熱異性化反
応における中間体の 捕捉（群馬大院理工・群馬大高度人材育成セン
ター）○楢原慎二・津留崎陽大・久新荘一郎

1F4-32 高周期 15族元素によるカチオン性ピラミダンの合成とその構
造、反応機構（筑波大院数理物質）○菅澤 悠・伊藤佑樹・Lee

Vladimir Ya.・関口 章・Gapurenko Olga A.・Minyaev Ruslan M.・
Minkin Vladimir I.

1F4-33 ケイ素四員環ジアニオンと高周期元素ハロゲン化物の反応によ
るピラミダンの合成検討（筑波大院数理物質）○目黒貴彦・Lee

Vladimir Ya.・関口 章・Gapurenko Olga A.・Minyaev Ruslan M.・
Minkin Vladimir I.

1F4-34 1,1-ジクロロシクロペンタシランの合成（群馬大院理工・群馬
大高度人材育成センター）○小林篤史・津留崎陽大・久新荘一郎

Si,Ge 二重結合化合物

座長 一戸 雅聡（14：50～15：30）
※ PC接続時間 14：40～14：50 （1F4-36, 1F4-37, 1F4-38, 1F4-39）
1F4-36 多環式ケイ素骨格を有する新規ジシレンの合成（東北大院理）

○横内優来・石田真太郎・岩本武明
1F4-37 かさ高い Rind 基によって安定化されたピレニル置換ジシレン
の合成（近畿大理工）○早川直輝・小林 恵・橋爪大輔・玉尾皓平・
笛野博之・田中一義・松尾 司

1F4-38 ゲルミル置換ジゲルメンおよびゲルミレノイドの合成と構造
（京大化研）○江川泰暢・水畑吉行・笹森貴裕・時任宣博

1F4-39 かさ高い Rind 基によって安定化されたゲルマニウムを含むケ
トン関連化合物の合成（近畿大理工）○藤田直子・森本達人・李 良
春・橋爪大輔・玉尾皓平・笛野博之・田中一義・松尾 司

Si,Ge 三重結合化合物

座長 石田 真太郎（15：40～16：20）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （1F4-41, 1F4-42, 1F4-43）
1F4-41 ジシリンと種々のケトンの反応（筑波大院数理物質）○浦山一
歩・一戸雅聡・関口 章

1F4-42 シリルチオ置換ジシリン-NHC付加体の合成と構造（筑波大理

工）○服部風太・アッセイ マシュー・一戸雅聡・関口 章
1F4-43* 安定なゲルマニウムーゲルマニウム三重結合化合物、ジゲルミ
ンとオレフィン類との反応（京大化研・京大福井センター）○笹森貴
裕・菅原知紘・菅又 功・吾郷友宏・Guo Jing-Dong・永瀬 茂・時
任宣博

座長 岩本 武明（16：30～17：30）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （1F4-46）
1F4-46 学術賞受賞講演 重元素導入による特異なπ電子系の創製と

芳香族性の概念の拡張（埼大院理工）○斎藤雅一

3月27日午前

Cr

座長 山田 鉄兵（9：00 ～9：40 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2F4-01, 2F4-03, 2F4-04）
2F4-01* 水素引き抜き反応におけるクロム(V)-オキソ錯体の反応性制御

（筑波大院数理物質）○小谷弘明・改田鈴枝・石塚智也・小島隆彦
2F4-03 シアノ架橋多孔性磁性体による水素の吸着とオルト-パラ変換

（九大理）○大坪宥太・三島章雄・堀 彰宏・越山友美・大場正昭
2F4-04 熱安定性配位高分子の酢酸吸着特性（九大理・理研放射光科学
総合研究セ・JST CREST）○吉丸翔太郎・貞清正彰・加藤健一・山内
美穂

3月27日午後

Al,Ge,Sn 芳香族化合物

座長 中田 憲男（13：10～14：10）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （2F4-26, 2F4-28, 2F4-29, 2F4-30,

2F4-31）
2F4-26* 1-アミノアルモール誘導体の合成と構造（京大化研）○和佐野
達也・吾郷友宏・笹森貴裕・時任宣博

2F4-28 安定な 1,2-ジゲルマベンゼンの合成と構造（京大化研・京大福
井センター）○菅原知紘・笹森貴裕・吾郷友宏・Guo Jing-Dong・永
瀬 茂・時任宣博

2F4-29 スタンノールジアニオンを配位子とした中性ヘテロバイメタ
リックトリプルデッカー型錯体の合成とその性質（埼大院理工・京大
福井謙一研究センター）○松永直樹・古川俊輔・Guo Jing-Dong・永
瀬 茂・斎藤雅一

2F4-30 ゲルマフェニルカリウムの合成と性質（京大院理）○藤森詩
織・水畑吉行・笹森貴裕・時任宣博

2F4-31 ペンタシラホモブタジエンの合成と性質（東北大院理）○小齋
智之・石田真太郎・岩本武明



— 69 —

Si,Ge,Sn二価化学種

座長 河内 敦（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （2F4-33, 2F4-36, 2F4-37）
2F4-33 進歩賞受賞講演 官能基化シリレンの反応性とビスシリレン

錯体を用いた触媒反応（ベルリン工科大化）○井上茂義
2F4-36 ルイス塩基によって安定化されたシリレンとアジド化合物との
反応（埼大院理工・ポール・サバチエ大学 LHFA・理研 CEMS）○渡
辺孝典・中田憲男・橋爪大輔・加藤 剛・Baceiredo Antoine

2F4-37* ジアルキルシリレン 11族遷移金属錯体の合成、構造および反
応（東北大院理）○稲川雄一郎・石田真太郎・岩本武明

座長 菅野 研一郎（15：30～16：20）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （2F4-40, 2F4-41, 2F4-43, 2F4-44）
2F4-40 Synthesis and Isolation of a Dimeric Silylyne Tungsten Complex and

Its Dissociation Equilibrium with a Monomer in Solution（Grad. Sch. Sci.,

Tohoku Univ.）○YOSHIMOTO, Takashi; HASHIMOTO, Hisako;

HAYAKAWA, Naoki; MATSUO, Tsukasa; TOBITA, Hiromi

2F4-41* カチオン性メタロゲルミレンおよびカチオン性ゲルミリン錯体

の合成，構造および反応性（東北大院理）○猪股航也・渡邉孝仁・飛
田博実

2F4-43 [NSN]型スルホジイミドアニオンと GeCl2・ジオキサン錯体と
の反応（埼大院理工）○細田也実・中田憲男・石井昭彦

2F4-44 PGeP 型ピンサーゲルミレン配位子の合成およびニッケル(0)錯

体との反応（東北大理）○笠井裕未・渡邉孝仁・飛田博実

座長 渡邉 孝仁（16：30～17：20）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （2F4-46, 2F4-47, 2F4-48, 2F4-49,

2F4-50）
2F4-46 かさ高いフェロセニル基を有するクロロゲルミレンおよびゲル
ミレノイド類縁体の発生と反応性（京大化研）○鈴木裕子・笹森貴
裕・時任宣博

2F4-47 ビフェニル及びフルオレン架橋ビス（ゲルミルラジカル）の合

成、構造、及び物性（筑波大院数理物質）○四柳拡子・一戸雅聡・関

口 章
2F4-48 かさ高い Rind 基を有するスタンナノンの合成（近畿大理工）

谷川智春・笛野博之・田中一義○松尾 司
2F4-49 かさ高い Rind 基を有するジアリールシリレン（近畿大院総理

工）○森本達人・橋爪大輔・松尾 司
2F4-50 トリブロモシランとリチウムナフタレンの反応によるトリリチ
オシランの生成機構の解明（筑波大院数理物質）○森 彬・一戸雅
聡・関口 章

3月28日午前

Y,Ce

座長 島 隆則（10：00～11：00）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （3F4-07, 3F4-08, 3F4-09, 3F4-11）
3F4-07 [OEO]型三座配位子(E = S, Se)を有するイットリウム-リチウム
二核錯体：合成、構造およびε-カプロラクトンの開環重合反応（埼大
院理工）○山本華子・中田憲男・石井昭彦

3F4-08 イットリウム錯体によるピリジン誘導体のα位炭素-水素結合

活性化反応（阪大基礎工）○墨谷志輝・長江春樹・Raphaël Rochat・
柴田 祐・劒 隼人・真島和志

3F4-09* Selective Formation of Ce(IV) Hexanuclear Clusters by Air Oxidation

of Ce(III) Precursors in the Presence of Diethylenetriamine（Grad. Sch. Eng.

Sci., Osaka Univ.）○MATHEY, Laurent; TSURUGI, Hayato; MASHIMA,

Kazushi

3F4-11* Tetravalent Cerium Complex as a Catalyst for Oxidation of

Arylmethanol under Atmospheric Pressure of Dioxygen（Grad. Sch. Eng.

Sci., Osaka Univ.）○PAUL, Mitali; MATHEY, Laurent; TSURUGI,

Hayato; MASHIMA, Kazushi

Ti,Zr,Hf

座長 鈴木 克規（11：10～12：10）
※ PC接続時間 11：00～11：10 （3F4-14, 3F4-15, 3F4-16, 3F4-17,

3F4-18）
3F4-14 チタナシクロペンタジエンと塩化ビスマスとの反応（北大触
セ・愛教大）○坂東正佳・水上雄貴・宋 志毅・中島清彦・高橋 保

3F4-15 チタン上での炭素-炭素結合切断反応（北大触セ・愛教大）
○宋 志毅・栗 海軍・中島清彦・高橋 保

3F4-16 Synthesis of nitrogen-containing organic compounds by dinitrogen

activation with multimetallic titanium polyhydrides（RIKEN CSRS）
○GURU, Murali; SHIMA, Takanori; HOU, Zhaomin

3F4-17 Denitrogenation of pyridine by a trinuclear titanium polyhydride

complex（RIKEN CSRS）○HU, Shaowei; LUO, Gen; SHIMA, Takanori;

LUO, Yi; HOU, Zhaomin

3F4-18* [OSSO]型ジルコニウム錯体を触媒とするω-シロキシ-α-オレ
フィン類の単独および共重合反応（埼大院理工）○斎藤雄介・中田憲
男・石井昭彦

3月28日午後

座長 生越 専介（13：30～14：20）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3F4-28, 3F4-31, 3F4-32）
3F4-28 若い世代の特別講演会 前周期遷移金属を反応場とする有機
分子変換反応の開発（阪大院基礎工）○劒 隼人

3F4-31 三脚型アリールオキシド配位子を有するジルコニウムおよびハ
フニウム錯体の合成と反応（東工大院理工）○中西勇介・石田 豊・
川口博之

3F4-32 アルミナベンゼン-ジルコニウム錯体の合成と構造（中央大院
理工・中央大理工）○仲村太智・鈴木克規・山下 誠

座長 中田 憲男（14：30～15：30）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （3F4-34, 3F4-36, 3F4-37, 3F4-38,

3F4-39）
3F4-34* Hydroalkylation of Alkynes via C(sp3)-H Bond Activation of 2,6-

Lutidine by Alkylhafnium Complexes with Tridentate Nitrogen-based Ligands

（Grad. Sch. Eng. Sci., Osaka Univ.）○LOPEZ, Michael Joseph; KANDO,

Ai; TSURUGI, Hayato; MASHIMA, Kazushi

Nb,Ta

3F4-36 [ONO]型三座配位子を持つニオブおよびタンタルヒドリド錯体

の合成と反応（東工大院理工）○鈴木聖唯・石田 豊・川口博之
3F4-37 ターフェノキシド配位子を用いたバナジウム及びニオブ錯体の

合成（東工大院理工）○黒木 尭・石田 豊・川口博之
3F4-38 2核タンタル中心におけるアルキンの環化 3 量化反応の反応機

構（阪大基礎工）○山元啓司・劒 隼人・真島和志
3F4-39 有機ケイ素還元剤と低原子価タンタル錯体による窒素-窒素二

重結合の切断反応（阪大院基礎工）○川北健人・齊藤輝彦・劒 隼
人・真島和志

Cu, Au

座長 石田 豊（15：40～16：30）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （3F4-41, 3F4-42, 3F4-43, 3F4-44,

3F4-45）
3F4-41 銅触媒を用いたトリフルオロメチルケトンの C-F結合の切断を
経るジフルオロ化合物の合成（阪大院工）○土井良平・大橋理人・生
越専介

3F4-42 Copper-Catalyzed Silylformylation of Allenes（Grad. Sch. Eng.,

Kyoto Univ.）○YAMAGUCHI, Tatsuya; TANI, Yosuke; FUJIHARA,

Tetsuaki; TERAO, Jun; TSUJI, Yasushi

3F4-43 銅触媒を用いたエポキシドのアロイルフッ素化反応（阪大工）
○塩崎大悟・国安 均・中﨑雅人・真川敦嗣・岩﨑孝紀・神戸宣明

3F4-44 2-エチニルピリジン構造を有する新規金錯体の合成（静岡大院
理）○竹本ひかる・仁科直子

3F4-45 NHC-金(I)触媒を用いるプロパルギルアミンの環化カルボキシ
ル化反応: 選択的六員環ウレタン生成（東工大院理工）○長谷 俊・榧
木啓人・碇屋隆雄

3月29日午前

Ni

座長 猪股 智彦（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4F4-01, 4F4-02, 4F4-03, 4F4-04,

4F4-05, 4F4-06）
4F4-01 ニトロソアミン配位子を用いた金属有機構造体からの一酸化窒
素放出メカニズムの解明（京大院工）○遠野宏季・北川 進・Kim

Chiwon・古川修平・Diring Stephane

4F4-02 擬似ピラードレイヤー型多孔性構造の構築と吸着特性（九大
理）○友景成美・三島章雄・越山友美・大場正昭

4F4-03 無機酸による硫黄架橋 AuINiII多核錯体の集積化制御（阪大院
理）○板井拓真・吉成信人・桑村直人・井頭麻子・今野 巧

4F4-04 TFEとビニルアレーン化合物を構成要素とするニッケラサイク
ルの合成とその反応性（阪大工）○上田雄大・菊嶌孝太郎・大橋理

人・生越専介
4F4-05 Terphenyl 基をリン上に導入したジホスフィン配位子を有する
ニッケル錯体（名大院理・名大物質国際研/名大物国センター/名大物質
国際セ）○鈴木宏徳・唯 美津木・大木靖弘・松本 剛

4F4-06 多官能基化ポリオキサゾリニルボレート配位子の開発とその
ニッケル錯体形成能（神奈川大工）○高村宏輔・中澤 順・引地史郎

座長 引地 史郎（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4F4-08, 4F4-09, 4F4-11, 4F4-12,

4F4-13）
4F4-08 超酸化物を分子状酸素へと変換するニッケル（III）錯体（神奈

川大理・島根大総理工）○下平 峰・片岡祐介・川本達也
4F4-09* Hydroxylation of Benzene and Its Derivatives with Hydrogen Peroxide

Catalyzed by Ni Complexes（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）
○MORIMOTO, Yuma; BUNNO, Shuji; ITOH, Shinobu

4F4-11 イオン液体含有 Ni 錯体による二酸化炭素還元反応の検討（名

工大院工）○永井琢也・片山 精・猪股智彦・小澤智宏・増田秀樹
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4F4-12 Ni3核錯体による二酸化炭素還元と還元体の電子状態の研究
（筑波大院数理物質）○白石 凌・大塩寛紀・NEWTON Graham

4F4-13 ビス（クロロピリジル）ポルフィリンの還元的カップリング反
応におけるポルフィリン中心金属イオンの影響（東理大理）○片上勇
太・大古田耀平・佐竹彰治

座長 川本 達也（11：20～12：10）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4F4-15, 4F4-16, 4F4-17, 4F4-18,

4F4-19）
4F4-15 プロトン捕捉部位を導入したホスフィン-ピリジン型 Ni 錯体に
よる水素生成触媒の開発（名工大院工）○立松 涼・猪股智彦・小澤

智宏・増田秀樹

4F4-16 ビス(ピラジンジチオラト)ニッケル(II)錯体の水素生成触媒反応
（九大院理・九大カーボンニュートラルエネルギー・国際研究所・九
大分子システム科学センター）○小柴慧太・山内幸正・酒井 健

4F4-17 ジアミドジチオラート配位ニッケル二核錯体の合成とアセチル
CoA 合成酵素のモデル反応（名大院理・名大物質国際研/名大物国セン
ター/名大物質国際セ・名大WPI-ITbM）○大須理恵・小澤由佳・唯
美津木・大木靖弘・巽 和行・松本 剛

4F4-18 DNA minor groove binderと類似の構造をもつ二核金属錯体の開

発：DNAの切断に及ぼす配位構造の効果（同志社大理工）○福井克
樹・小寺政人・人見 穣・麻生健太

4F4-19 Ba2[Ni(pdt)2]4 錯体の構造とその電気・磁気物性に関する研究
（東北大院理）○金成真広・影澤幸一・井口弘章・高石慎也・
Breedlove Brian K.・山下正廣

F5 会場
11 号館 1122 教室

錯体化学・有機金属化学

3月26日午前

Co

座長 和田 亨（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1F5-01, 1F5-02, 1F5-03, 1F5-05）
1F5-01 酸-塩基応答型伸縮らせん金属錯体の合成（阪市大院理）○藤

田愛子・篠田哲史・三宅弘之
1F5-02 大環状コバルト NHC 錯体及びその誘導体の光水素生成触媒機

能に関する研究（九大院理・九大カーボンニュートラルエネルギー・
国際研究所・九大分子システム科学センター）○河野 健・山内幸
正・酒井 健

1F5-03* 高耐久性コバルトポルフィリンによる光酸素発生触媒反応（九
大院理・九大カーボンニュートラルエネルギー・国際研究所・九大分
子システム科学センター）○中薗孝志・PARENT Alexander・酒井
健

1F5-05* 配位子内にプロトン伝達部位を有する PCET型水素生成錯体触
媒の開発（九大院理・九大カーボンニュートラルエネルギー・国際研
究所・九大分子システム科学センター）○山内幸正・小柴慧太・酒井
健

座長 志賀 拓也（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1F5-08, 1F5-10, 1F5-11, 1F5-13）
1F5-08* メタ磁性を示す耐熱性シアノ架橋型金属集積体（東大院理）

○中林耕二・ホーランジー シモン・高橋大祐・木下敬皓・大越慎一
1F5-10 Co-Nbオクタシアノ金属錯体単結晶における大きな磁気異方性

（東大院理）○井元健太・中林耕二・宮本靖人・織作恵子・大越慎一
1F5-11* Magneto-luminescent bifunctionality in cyanido-bridged Ln(III)(bis-

oxazoline) - M(V) (Ln = Ce - Yb; M = Mo, W) layered frameworks（Grad.

Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○CHORAZY, Szymon; NAKABAYASHI,

Koji; ARCZYNSKI, Miroslaw; SIEKLUCKA, Barbara; OHKOSHI, Shin-

ichi

1F5-13 チオエーテルおよびアミダト供与基を含む直鎖型六座配位子を
用いたコバルト(II/III)錯体の磁気的挙動と酸化反応（岡山大院自然）
○多田敏基・山根優希・砂月幸成・鈴木孝義・小島正明

座長 小林 克彰（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1F5-15, 1F5-16, 1F5-17, 1F5-18,

1F5-19, 1F5-20）
1F5-15 テトラピリオクタフィリン複核金属錯体の構造と機能（神戸大
院理）○伊藤 匠・瀬恒潤一郎

1F5-16 複核コバルト錯体触媒による酸素還元反応の配位子効果（立教
大院理）○和田美里・真木英孝・宮里裕二・和田 亨

1F5-17 可視光駆動による水の酸化反応に対する Coと Ptを含むシアノ
架橋多核錯体の触媒活性（阪大院工・ALCA, JST）○大山晃平・ゲイ
ツ レイチェル・山田裕介・福住俊一

1F5-18 コバルトクロリン錯体を触媒とする二酸化炭素およびプロトン
還元反応（阪大院工）○青井祥子・大久保 敬・間瀬謙太朗・福住俊
一

1F5-19 効率的な炭酸固定を可能にする非対称型環状二核化配位子を用

いたヘテロ二核金属錯体の合成と還元的炭酸固定（同志社大理工）
○吉田 剛・小寺政人・人見 穣

1F5-20 四重縮環ポルフィリン-コバルト錯体の酸化還元挙動（筑波大
院数理物質）○駒村圭勇・石塚智也・小谷弘明・小島隆彦

3月26日午後

座長 酒田 陽子（13：30～14：20）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1F5-28, 1F5-29, 1F5-30, 1F5-31,

1F5-32）
1F5-28 構造柔軟性長鎖を含む原子価互変異性錯体の合成と双安定性制
御（中央大理工）○千田真弓・村山千明・脇坂聖憲・松本 剛・張
浩徹

1F5-29 含長鎖エチレンジアミンを含む原子価互変異性錯体の合成と双
安定性（中央大理工）○村山千明・千田真弓・脇坂聖憲・松本 剛・
張 浩徹

1F5-30 CO2加圧下での電気化学的な H2または CO 発生反応（京大
iCeMS）○小林克彰・菊池 貴・田中晃二

1F5-31 CO2加圧下での電気化学的なカルボニル化合物の水中還元反応
（京大 iCeMS）○菊池 貴・小林克彰・田中晃二

1F5-32 カチオン-アニオン分離集積型構造をもつ CoIII2AuI4六核錯体の
結晶状態における水分子の吸脱着挙動（阪大院理）○吉成信人・板井
拓真・小島達弘・河野正規・桑村直人・今野 巧

座長 張 浩徹（14：30～15：20）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （1F5-34, 1F5-35, 1F5-36, 1F5-38）
1F5-34 コバルト(III)を含む新規な環状二核メタロホストの合成とゲス
ト認識（金沢大院自然）○村田千穂・酒田陽子・秋根茂久

1F5-35 プロティックなテトラピラゾール型二核化配位子をもつコバル
ト二核錯体の合成と反応性（東工大院理工）○齋藤研人・桑田繁樹・
碇屋隆雄

1F5-36* Interfacial synthesis of electrochromic bis(teryridine)metal complex

nanosheets（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）○TAKADA, Kenji;

SAKAMOTO, Ryota; NISHIHARA, Hiroshi

1F5-38 Co(II)アミド錯体とボランの反応による低原子価コバルトクラ
スターの合成（名大院理）○清水裕貴・唯 美津木・大木靖弘

座長 砂月 幸成（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （1F5-40, 1F5-42, 1F5-43, 1F5-44,

1F5-45）
1F5-40* オクタシアノ CoW(4-メチルピリジン)(ピリミジン)錯体におけ
る相転移の湿度応答性（東大院理）○尾崎仁亮・所 裕子・宮本靖
人・大越慎一

1F5-42 室温において光誘起電荷移動相転移を示す集積型 Co-Wオクタ
シアノ錯体（東大院理）○宮本靖人・尾崎仁亮・梅田喜一・井元健
太・所 裕子・中林耕二・大越慎一

1F5-43 非対称多座配位子の集積による [M-7M-M] 型九核クラスター構
造の構築（九大理）○都地恭拡・都合達男・三島章雄・越山友美・大
場正昭

Re

1F5-44 直線状構造を有するレニウム(I)多核錯体の合成とエネルギー移
動（東工大院理工）○深澤優貴・竹田浩之・森本 樹・田中誠一・恩
田 健・石谷 治

1F5-45 閃亜鉛鉱型金属錯体のゲスト依存的発光特性（九大院理）○三
浦大樹・三島章雄・越山友美・大場正昭

座長 山内 幸正（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （1F5-47, 1F5-49, 1F5-51, 1F5-52）
1F5-47* 様々な架橋配位子を有する Ru(II)-Re(I)超分子錯体を用いた

CO2還元光触媒反応（東工大院理工）○大久保 圭・山崎康臣・加藤詠
詩朗・小池和英・恩田 健・田中誠一・石谷 治

1F5-49* Ru(II)-Re(I)超分子光触媒を用いた水中における CO2還元系の開

発（東工大院理工）○中田明伸・小池和英・前田和彦・石谷 治
1F5-51 Re(I)二核錯体を用いた CO2還元光触媒反応（東工大院総理工）

○井森大介・森本 樹・小池和英・石谷 治
1F5-52 アリールホスフィン配位子を持つ Reジイミンビスカルボニル

錯体の光励起ダイナミクス（東工大院理工）○船木将孝・山崎康臣・
森本 樹・石谷 治・田中誠一・腰原伸也・恩田 健

座長 末延 知義（17：50～18：30）
※ PC接続時間 17：40～17：50 （1F5-54, 1F5-56, 1F5-57）
1F5-54* カップリング反応を用いた光機能性多核錯体の合成（東工大院

理工・工科大コンピュータサイエンス学部）○山崎康臣・森本 樹・
石谷 治

Os

1F5-56 六配位オスミウム錯体とアニオン性外部配位子との反応挙動
（阪大院工）○桐山佳保里・杉本秀樹・伊東 忍

1F5-57 ビス（ピリジルメチル）シクロヘキサンジアミン系 4座配位子
を用いたオスミウム錯体の幾何構造制御と酸化還元挙動（阪大院工）
○甲斐賢一郎・杉本秀樹・伊東 忍
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3月27日午前

生物無機化学

座長 引地 史郎（9：00 ～9：40 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2F5-01, 2F5-02, 2F5-03）
2F5-01 Synthesis of a Functional Ligand Consisting of 1,3,5-Triaminocyclo-

hexane Platform and Its Copper Complexes（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）
○SHIMIZU, Ikuma; MORIMOTO, Yuma; SUGIMOTO, Hideki;

FUJIEDA, Nobutaka; ITOH, Shinobu

2F5-02 Controlling Cu(I)/O2-Reactivity by 1,5-Diazacyclooctane-Based Li-

gands（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）○ABE, Tsukasa; MORIMOTO,

Yuma; SUGIMOTO, Hideki; FUJIEDA, Nobutaka; ITOH, Shinobu

2F5-03* マルチ銅酸化酵素のペルオキシ中間体モデルとなる多核銅酸素
錯体の合成（阪大院理・JSTさきがけ）○永田光知郎・畑中 翼・福
井健祐・猪股智彦・小澤智宏・増田秀樹・舩橋靖博

3月27日午後

座長 舩橋 靖博（12：40～13：40）
※ PC接続時間 12：30～12：40 （2F5-23, 2F5-25, 2F5-27, 2F5-28）
2F5-23* Generation, Characterization and Reactivity Study of a CuII-

Hydroxide-Anilino-Radical Complex（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）
○PARIA, Sayantan; MORIMOTO, Yuma; SUGIMOTO, Hideki;

FUJIEDA, Nobutaka; ITOH, Shinobu

2F5-25* ケルセチナーゼによる酸素添加反応の理論的研究（阪大院理）
○齋藤 徹・川上貴資・山中秀介・奥村光隆

2F5-27 bis-tpa型二核化配位子を用いた二核銅錯体の合成、構造、end-

onパーオキソ錯体の生成： 固体高分子燃料電池の空気極としての利
用を目的とする酸素分子の 4電子還元（同志社大理工）○北山 航・
辻 朋和・人見 穣・小寺政人

2F5-28 非対称型 2核銅(II,III)錯体における原子価互変異性の制御（名

工大院工）○落合達矢・増田秀樹

座長 小野田 晃（13：50～14：50）
※ PC接続時間 13：40～13：50 （2F5-30, 2F5-31, 2F5-32, 2F5-33,

2F5-34, 2F5-35）
2F5-30 カルボン酸含有 BPG2E二核化配位子の高活性オキソ二核鉄(IV)

錯体（同志社大院理工）○辻 朋和・小寺政人・人見 穣
2F5-31 6-hpaR (R = 4-OMe-3,5-Me2)二核化配位子を用いた high-spin ox-

odiiron(IV)の生成と反応（同志社大理工）○櫻井克俊・小寺政人・人見
穣・辻 朋和

2F5-32 非ヘム金属酵素モデル錯体の酸素酸化触媒活性の検討（神奈川
大工）○林 優人・千葉洋輔・鶴田智広・中澤 順・引地史郎

2F5-33 N5ドナーセットに保持された単核コバルト(III)酸素錯体の同定
と反応性（神奈川大工）○西浦利紀・千葉洋輔・中澤 順・引地史郎

2F5-34 オキソ-アルコラトおよびオキソ-チオラトモリブデン(VI)錯体

の合成と性質（阪大院工・株式会社リガク）○佐藤正典・杉本秀樹・
松本 崇・伊東 忍

2F5-35 酸素発生中心の構造モデルとなる籠型配位子を用いた多核マン
ガン錯体の合成（阪大院理・JSTさきがけ）○世永秀平・丹下晃介・
畑中 翼・舩橋靖博

座長 人見 穣（15：00～16：00）
※ PC接続時間 14：50～15：00 （2F5-37, 2F5-38, 2F5-40, 2F5-41,

2F5-42）
2F5-37 かさ高いアルコキシドまたはフェノキシド配位子を持つMn(II)

錯体を前駆体とするMn/Oクラスターの合成（名大物質国際研/名大物
国センター/名大物質国際セ）○千駄俊介・伊東貴宏・粉川友美子・大
木靖弘・巽 和行

2F5-38* Protonated Mononuclear Nonheme Manganese(IV)-Oxo Complexes

with Much Enhanced Oxidation Capacity（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.;

ALCA, JST）○HEEJUNG, Yoon; YONG-MIN, Lee; WONWOO, Nam;

SHUNICHI, Fukuzumi

2F5-40 ポルフィセンマンガン錯体を挿入したミオグロビンの触媒的水
酸化反応における活性中心近傍の変異と立体選択性（阪大院工）○西
浦貴子・大洞光司・林 高史

2F5-41 たる型タンパク質を配位子とした第一遷移金属錯体の構造と性
質（阪大工）○市橋春菜・中野 巧・藤枝伸宇・伊東 忍

2F5-42 たる型タンパク質内部での単核ルテニウムおよびオスミウム活
性中心の構築（阪大院工）○中野 巧・谷口勇希・藤枝伸宇・杉本秀
樹・伊東 忍

座長 嶌越 恒（16：10～17：10）
※ PC接続時間 16：00～16：10 （2F5-44, 2F5-45, 2F5-47, 2F5-48）
2F5-44 F430 類似テトラデヒドロコリンニッケル錯体を含む再構成ミ
オグロビンの調製（阪大院工）○宮﨑雄大・森田能次・大洞光司・林
高史

2F5-45* Catalytic cascade reactions by heterometallic Ir/Pd complexes within

the discrete space of apo-Ferritin cage.（Grad. Sch. Biosci. Biotech., Tokyo

Tech）○MAITY, Basudev; ABE, Satoshi; FUKUMORI, Kazuki; UENO,

Takafumi

2F5-47 β-バレルタンパク質空孔に Cp*ロジウム錯体を固定化した人
工生体触媒によるオレフィン水素化反応（阪大院工）○立川賢悟・小

野田 晃・林 高史
2F5-48* βバレルタンパク質の空孔内にジチオラート架橋二核 Fe 錯体

を導入した人工金属酵素の構築と反応性評価（阪大院工）○佐野洋
平・小野田 晃・林 高史

座長 杉本 秀樹（17：20～18：10）
※ PC接続時間 17：10～17：20 （2F5-51, 2F5-53, 2F5-54, 2F5-55）
2F5-51* メチオニン合成酵素モデルを指向したコバルトコリノイド錯体

含有ミオグロビンが示すタンパク質内メチル基転移反応の評価（阪大
院工）○森田能次・大洞光司・林 高史

2F5-53 ビタミン B12誘導体を触媒とした電解トリフルオロメチル化触
媒反応（九大院工）○脇谷航介・小野利和・嶌越 恒・阿部正明・久
枝良雄

2F5-54 ビタミン B12誘導体のコバルト-ヒドリド錯体を用いた有機合成
反応の開拓（九大工）○髙橋洸洋・嶌越 恒・小野利和・阿部正明・
久枝良雄

2F5-55 新規オキシム型二核コバルト錯体の合成とその性質（九大工）
○橋本将司・嶌越 恒・小野利和・阿部正明・久枝良雄

座長 中澤 順（18：20～19：00）
※ PC接続時間 18：10～18：20 （2F5-57, 2F5-59）
2F5-57* トリスビピリジン型ルテニウム(II)錯体を活性中心へ導入した
キモトリプシンの光誘起電子移動反応（奈良女大理）永里夏子○高島
弘

2F5-59* Development of Visible Light Responsive Vitamin B12-TiO2 Hybrid

Catalyst Composed of Interfacial Complexation（Grad. Sch. Eng., Kyushu

Univ.）○SHIMAKOSHI, Hisashi; YONEMURA, Shunsuke; HISAEDA,

Yoshio

3月28日午前

Cu

座長 大坪 主弥（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3F5-01, 3F5-02, 3F5-03, 3F5-04,

3F5-05, 3F5-06）
3F5-01 環状金属錯体とポリ酸の複合化による多孔性構造の構築（九大
院理）○楊 哲・米田 寛・越山友美・大場正昭

3F5-02 二次元層状多孔性配位高分子の層間拡張現象（東大院工）○中
屋敷量貴・佐藤弘志・相田卓三

3F5-03 Large Lantern-type Metal-Organic Polyhedra（iCeMS, Kyoto

Univ.）○LARPENT, Patrick; FURUKAWA, Shuhei; KITAGAWA,

Susumu

3F5-04 Synthesis, structures and properties of metal-organic frameworks for

selective gas adsorption（Sch. Sci., Tohoku Univ.）○WU, Bin; TAKAISHI,

Shinya; YAMASHITA, Masahiro

3F5-05 Hirshfeld 表面解析を用いた一次元鎖状 Paddle-wheel 型 Cu(II)錯

体のガス吸着特性と分子間相互作用の評価（東北大院工・東北大多元
研・北大電子研）○高橋仁徳・星野哲久・野呂真一郎・中村貴義・芥
川智行

3F5-06 一次元型金属錯体とジアニオンによる柔軟な細孔構造の構築と
物性評価（九大院理）○江口大介・米田 寛・山田鉄兵・越山友美・
大場正昭

座長 植村 卓史（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3F5-08, 3F5-10, 3F5-11, 3F5-12,

3F5-13）
3F5-08* 異方的な結晶構造のMetal-organic frameworkを鋳型とした ネッ
トワークポリマーの合成と特異な膨潤挙動（北大院総合化学）○石渡
拓己・小門憲太・佐田和己

3F5-10 ジチオカルバミン酸誘導体を配位子とした三次元配位高分子の
構造と伝導性（近畿大理工・JSTさきがけ）○大久保貴志・中橋裕
貴・樋元健人・河野由樹・中谷研二・前川雅彦・黒田孝義

3F5-11 HAT 誘導体とハロゲン化銅からなる半導体材料の開発及び
キャリア輸送特性評価（近畿大院総理工・JSTさきがけ）○樋元健
人・河野由樹・中谷研二・大久保貴志・前川雅彦・黒田孝義

3F5-12 TCNQ誘導体架橋平面型二核錯体の合成と物性（福岡大理）
○上野隼也・古庄みどり・石川立太・川田 知

3F5-13 クラウンエーテル部位を有する錯体の合成とそのカチオン捕捉

挙動（静岡大院理）○佐野枝里子・仁科直子

座長 梶田 裕二（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3F5-15, 3F5-16, 3F5-17, 3F5-18,

3F5-19）
3F5-15 NNNピンサー型銅(II)錯体を用いた酸素の 4電子還元反応にお
けるプロトン受容部位の効果（筑波大院数理物質）○八木智美・石塚
智也・小谷弘明・小島隆彦

3F5-16 イオン液体反応場における Cu(I)錯体の酸素分子活性化反応の
検討（名工大院工）○中川恵太・増田秀樹

3F5-17 水溶性銅(II)フタロシアニン錯体の光酸素生成触媒機能（九大
院理・九大カーボンニュートラルエネルギー・国際研究所・九大分子
システム科学センター）○寺尾瞭汰・中薗孝志・ P A R EN T

Alexander・酒井 健
3F5-18 プロパンジアミン系二座配位子の銅(I)錯体と一酸化窒素の反応

挙動（阪大工）○井上佳亮・森本祐麻・杉本秀樹・藤枝伸宇・伊東
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忍
3F5-19* トリス(2-ピリジルメチル)アミン銅(II)錯体を用いた過酸化水素
によるベンゼンの一段階水酸化反応（阪大院工・ALCA, JST・ジョン
ズ・ホプキンス大）○山田美穂子・KARLIN Kenneth D.・福住俊一

3月28日午後

座長 小谷 弘明（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3F5-28, 3F5-29, 3F5-30, 3F5-32,

3F5-33）
3F5-28 ジホスフィン配位子への系統的な芳香環導入による銅(I)複核錯

体の発光色制御（北大院総合化学）○岡野友香・大原裕樹・吉田将
己・小林厚志・加藤昌子

3F5-29 ジホスフィンオキシド配位子を有する発光性銅一価錯体の合成
（成蹊大理工）○西 達也・西川道弘・坪村太郎

3F5-30* Synthesis and Properties of Water Soluble Copper(I) Complexes

Bearing Diimine（Fac. Sci. and Technol., Seikei Univ.）○NISHIKAWA,

Michihiro; TSUBOMURA, Taro

3F5-32 ジホスフィン配位子をもつ発光性銅(I)三配位フェニルアセチリ
ド錯体の励起状態における構造変化と発光物性（富山大理工学教育
部・阪市大院理）○石川絵美子・前馬純一・岩村宗高・神原隆介・鈴

木修一・小嵜正敏・岡田惠次・野崎浩一
3F5-33 非対称配位子を有する銅(I)錯体を用いた色素増感太陽電池の開

発（名工大院工）○秦野真由香・川合佑弥・猪股智彦・和佐田祐子・
小澤智宏・増田秀樹

座長 西川 道弘（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3F5-35, 3F5-36, 3F5-38, 3F5-39,

3F5-40）
3F5-35 ピラゾール架橋 2核銅(Ⅱ)錯体の磁気的相互作用に関する理論

的研究（阪大基礎工）○宮城公磁・浅岡瑞稀・竹林 拓・北河康隆・
中野雅由

Au

3F5-36* 有機配位金クラスターのコア形状制御による電子構造変化と光
吸収特性（北大地球環境・北大院環境）○七分勇勝・張 明哲・小西
克明

3F5-38 わずかな構造相違を鋭敏に反映する異方性 Au6クラスターの発

光特性（北大院環境・北大院理・北大院総合化学・北大院工）○張
明喆・岩佐 豪・小野ゆり子・武次徹也・大曲 駿・中西貴之・長谷
川靖哉・七分勇勝・小西克明

3F5-39 固相中での配列に依存したサブナノ Au8クラスターの光化学特
性（北大院環境・北大地球環境）○杉内瑞穂・七分勇勝・小西克明

3F5-40 PEG修飾された双二十面体 Au25クラスターの合成と特性（北
大院環境・北大地球環境）○泉舘広隆・杉内瑞穂・七分勇勝・小西克
明

座長 吉田 将己（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （3F5-42, 3F5-44, 3F5-46, 3F5-47）
3F5-42* 架橋ジホスフィン配位子をもつ金(I)二核錯体の発光特性（阪大
院理）○井川高輔・吉成信人・桑村直人・今野 巧

3F5-44* ウラシル部位を有する有機金(I)錯体の合成と構造（阪大院工）
○坂本勇樹・森内敏之・平尾俊一

3F5-46 二次元中空型配位高分子のゲスト吸着能と構造変換（九大院
理）○田中咲久弥・三島章雄・越山友美・大場正昭

3F5-47 テトラシアノ金錯体による欠損型シート構造の構築（九大院
理）○内田 亨・田中咲久弥・三島章雄・越山友美・大場正昭

座長 小西 克明（17：00～17：30）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （3F5-49, 3F5-50）
3F5-49 ペプチド二重鎖内に積層したポルフィリン組織への静電的イン
ターカレーションによる金属イオンの一次元配列化（名大院理・名大
物質国際研/名大物国センター/名大物質国際セ）○西尾基貴・山田泰
之・田中健太郎

3F5-50* トレー型 Au(I)三核錯体を用いた Au(I)クラスターのモジュール
合成（東大院工・山形大理）○大須賀孝史・村瀬隆史・星野 学・藤
田 誠

3月29日午前

Tm

座長 片岡 悠美子（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4F5-01, 4F5-02, 4F5-03, 4F5-04,

4F5-05, 4F5-06）
4F5-01 六座配位子を母骨格に用いたヘリカルなツリウム錯体の発光特

性（青山学院大理工）○黒田航平・石井あゆみ・長谷川美貴

Eu

4F5-02 ジアザナフタレン部位を有するビピリジン-ランタニド錯体の
構造と発光特性（青山学院大理工）○土屋佑斗・石井あゆみ・長谷川
美貴

4F5-03 ウニトゲの炭酸カルシウム表面を利用した長鎖アルキル基を有

するユウロピウム錯体の発光スペクトル（青山学院大理工・慶大理

工）○尾形周平・後藤直人・宗川裕里香・緒明佑哉・石井あゆみ・今
井宏明・長谷川美貴

4F5-04 ヘリカルなユウロピウム錯体のイオン液体中の構造安定性と発

光増強（青山学院大理工）○長谷川祐紀・坐間祐介・石井あゆみ・長

谷川美貴

4F5-05 ヘリセン配位子を有する希土類錯体の合成と発光特性（北大
工）○大野良輔・北川裕一・中西貴之・伏見公志・長谷川靖哉

4F5-06 ビスオキサゾリン配位子を有する強発光性キラルユーロピウム
錯体の合成と円偏光発光の系統的解析（奈良先端大物質）○上村一
真・湯浅順平・河合 壯

Eu

座長 石井 あゆみ（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4F5-08, 4F5-09, 4F5-10, 4F5-11,

4F5-12, 4F5-13）
4F5-08 トリプルアーチ型配位子を用いた希土類三核錯体の合成と発光

特性（九大院理）○都合達男・都地恭拡・越山友美・大場正昭
4F5-09 二種類の配位サイトで構成される Eu（III）錯体ポリマーの合

成と発光特性（北大工）○中島綾子・中西貴之・北川裕一・伏見公
志・長谷川靖哉

4F5-10 タングステン酸を骨格とする Eu(III)クラスターの光増感発光
（北大工）○岡井 翼・中西貴之・北川裕一・伏見公志・長谷川靖哉

4F5-11 Pybox配位子を含む Eu(III)-Tb(III)混合錯体によるマルチアニオ
ンセンシング（奈良女大理）○中村香穂・野上実沙・友塚育美・原井
麻希・片岡悠美子・梶原孝志

4F5-12 クラウン骨格を有する Pybox配位子を含む Eu(III)錯体によるア
ニオン-カチオン認識（奈良女大院人間文化）○友塚育美・原井麻希・
中村香穂・野上実沙・片岡悠美子・梶原孝志

4F5-13 ビスジイミンジカルボン酸希土類錯体の誘起円偏光発光を用い
たアミノ酸センシング -センシング能に対する中心金属の影響-（富山
大富山大学院理工学研究部）○打田孝明・野原 彩・岩村宗高・野崎
浩一

Tb

座長 長谷川 靖哉（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4F5-15, 4F5-17, 4F5-18, 4F5-19,

4F5-20）
4F5-15* STMを用いた Au(111)上ポルフィリンダブルデッカー型単分子

磁石のパターニング（阪大院理・東北大多元研）○猪瀬朋子・田中大
輔・Liu Jie・梶原美珠・米田忠弘・小川琢治

4F5-17 MeO-TEMPOを用いた希土類錯体の単分子磁石性能の研究（電
通大院情報理工）○中村健志・石田尚行

4F5-18 TbPc2錯体における Pc 環同士の回転障壁に関する理論的研究
（阪大院基礎工）○北河康隆・倉橋裕幸・加藤恵一・奥村光隆・山下
正廣・中野雅由

4F5-19 単結晶構造解析に基づくヘリカルなランタニド錯体の発光機構
（青山学院大理工）○岩澤大地・福嶋真由子・石井あゆみ・杉本邦
久・長谷川美貴

4F5-20 リポソーム内水相における蛍光性金属錯体の直接合成（九大院
理）○本庄正幸・波多江 達・越山友美・大場正昭

F6 会場
11 号館 1123 教室

錯体化学・有機金属化学

3月26日午前

Fe

座長 正岡 重行（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1F6-01, 1F6-02, 1F6-03, 1F6-04,

1F6-05, 1F6-06）
1F6-01 トリスオルトベンゾキノジイミン鉄(II)錯体の多プロトン及び
多電子還元反応（中央大理工）○山本莉紗・脇坂聖憲・松本 剛・野
呂真一郎・張 浩徹

1F6-02 2-アミノフェノラート鉄(II)錯体のMeOH中における光化学反
応（中央大院理工）○田中亮太・脇坂聖憲・松本 剛・張 浩徹

1F6-03 TCNQ 架橋による一次元ラダー型二核錯体の磁気・伝導特性
（福岡大理）○荷福壮英・石川立太・川田 知

1F6-04 ハロゲン結合相互作用を導入した鉄(II)ハイブリッド錯体の構
造と物性（神戸大院理・神戸大研究基盤セ・神戸大分子フォトセ）袋
井克平○高橋一志・櫻井敬博・太田 仁

1F6-05 新規アクセプター性配位子を用いた金属錯体の構造と性質（神
戸大院理・神戸大研究基盤セ・神戸大分子フォトセ）○岡井光信・高
橋一志・櫻井敬博・太田 仁

1F6-06 1位に芳香族置換基を持つ 1,2,3-トリアゾール基含有三脚型配位
子を用いたスピンクロスオーバー鉄(II)錯体の置換基効果（岐阜大院教
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育・岐阜大教育・岡山大理学部）○箕浦 涼・萩原宏明・砂月幸成

座長 小島 隆彦（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1F6-08, 1F6-09, 1F6-11, 1F6-12,

1F6-13）
1F6-08 かさ高い単座アリールチオラート配位子を有する鉄錯体の合成

（近畿大理工）○羽村将宏・合田 舜・橋爪大輔・松尾 司
1F6-09* 抗生物質チャネルを利用した機能性リポソーム空間の創製（九
大院理）○越山友美・波多江 達・中西契太・本庄正幸・淺田紗成・
神田奈央・川原皐紀・大場正昭

1F6-11 ピリジンオキシド部位を有するフェロセン-ジペプチド共役分
子（阪大院工）森内敏之○呉 昊・平尾俊一

1F6-12 N3 型配位子を用いた四配位鉄ニトロシル錯体の構造と性質
（茨城大院理工）○相馬翔子・藤澤清史

1F6-13 フェニル基を 4位に導入したピラゾレート銀（I）錯体の合成
（茨城大理）清水大地○藤澤清史

座長 藤澤 清史（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1F6-15, 1F6-16, 1F6-17, 1F6-18,

1F6-19, 1F6-20）
1F6-15 酸素添加酵素を摸倣した非対称構造を有する多核鉄錯体の合成

（阪市大院理）○中尾拓人・西川慶祐・森本善樹・舘 祥光
1F6-16 ホスフィン配位子を持つ四核および六核鉄ヒドリドクラスター
の合成と同定（名大理）○荒明遼一・坂谷和紀・大木靖弘・唯 美津
木

1F6-17 アルカンの高選択的水酸化反応を触媒する二核鉄錯体の開発

（同志社大理工）○笹辺真史・小寺政人・人見 穣・辻 朋和

1F6-18 peroxodiiron(III)から high-spin oxodiiron(IV)の変換を経る anti-di-

oxo speciesの生成と高い反応性（同志社大院理工）○石賀 慎・人見
穣・小寺政人・Sajith P. K.・吉澤一成

1F6-19 単核金属錯体による酸化反応の制御：アニオン配位の配向効果
（同志社大院理工）○池田剛志・小寺政人・人見 穣

1F6-20 単核鉄錯体による酸化反応の制御：アニオン性配位子を有する
単核鉄 4価オキソ種の合成と反応性（同志社大理工）○平松南実・岩
本勇次・荒川健吾・小寺政人・人見 穣

3月26日午後

座長 小島 隆彦（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1F6-28）
1F6-28 学術賞受賞講演 サブナノ領域にみられるクラスター化合物
の特異な構造と機能特性（北大地球環境）○小西克明

Fe

座長 小谷 弘明（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1F6-35, 1F6-37, 1F6-38, 1F6-39,

1F6-40）
1F6-35* 鉄-ピコリネート錯体を触媒とする選択的な過酸化水素酸化反
応（産総研触媒化学融合 RC）○田中真司・今 喜裕・佐藤一彦

1F6-37 単核鉄錯体による酸化反応の制御：アニオン配位窒素四座単核
鉄錯体による C－H結合活性化（同志社大院理工）○熊崎航介・齋藤
沙知・小寺政人・人見 穣

1F6-38 単核鉄錯体による酸化反応の制御：分子鋳型法による単核鉄錯

体への基質認識能力の賦与（同志社大院理工）○森沢亮介・小寺政
人・人見 穣

1F6-39 C-Fe 結合部位を導入した Cyclophane 型鉄錯体による窒素固定
（名工大院工）○柴田佳那・鈴木達也・小川崇彦・池田 健・猪股智
彦・小澤智宏・増田秀樹

1F6-40 Cleavage of Aryl Carbon-Nitrogen Bond by Reaction of Phosphazido

Iron(II) complex with Hydride（Grad Sch. Eng., Nagoya Inst. of Tech.）
○SUZUKI, Tatsuya; FRYZUK, Michael; MASUDA, Hideki; OGAWA,

Takahiko

座長 張 浩徹（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1F6-42, 1F6-43, 1F6-44, 1F6-45,

1F6-46, 1F6-47）
1F6-42 電子ドナー・アクセプター分子を光触媒とする分子状酸素によ
る鉄二価錯体の酸化（阪大院工・ALCA, JST）○津高 剛・大久保
敬・福住俊一

1F6-43 [Fe(H2O)2]3[Co(CN)6]2を正極に用いた一室型過酸化水素燃料電池
の性能に対するスカンジウムイオンの添加効果（阪大院工・ALCA,

JST）○米田聖樹・山田裕介・福住俊一
1F6-44 異なる配位子骨格を有するサレン鉄錯体を前駆体とする燃料電
池カソード触媒の活性評価（阪大院工）○田中雄大・小野田 晃・林
高史

1F6-45 電気化学的測定法を用いた溶存金属錯体の光反応分析（分子
研・総研大・JSTACT-C）○深津亜里紗・岡部佑紀・近藤美欧・正岡重
行

1F6-46 鉄－テトラアニオン性大環状配位子錯体の逐次的一電子酸化に
よる各種鉄錯体の合成とその電子構造（筑波大院数理物質）○荻島郁
弥・小谷弘明・石塚智也・岡島敏浩・小島隆彦

1F6-47 可視光によって誘起される N,C,S-ピンサー鉄(III)錯体の配位子
置換反応（阪市大院理）○中江豊崇・廣津昌和・木下 勇

座長 石井 知彦（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1F6-49, 1F6-50, 1F6-51, 1F6-53）
1F6-49 アニオニックな鉄(II)錯イオンをスピンクロスオーバー構築単
位に用いた錯体の構造と磁性（電通大院情報理工）○山崎 優・石田
尚行

1F6-50 混合原子価三核錯体の相転移挙動（九大先導研）○中村和沙・
姜 舜徹・金川慎治・佐藤 治

1F6-51* Heterometallic Fe/K coordination polymer with a wide thermal

hysteretic spin transition around room temperature（IMCE, Kyushu

Univ.）○KANG, Soonchul; KANEGAWA, Shinji; SATO, Osamu

1F6-53* 機能性異核複核錯体分子の新規合成法と電子物性研究（九大先
導研）○金川慎治・姜 舜徹・佐藤 治

座長 佐藤 治（18：10～18：40）
※ PC接続時間 18：00～18：10 （1F6-56, 1F6-58）
1F6-56* 分子のゆがみの効果を取り入れた配位子場分裂（香川大工）

○石井知彦・中野百恵・辺見宇宙・岩倉正訓・坂根弦太・山下正廣
1F6-58 ヘキサシアニド鉄(II)錯体電荷移動塩の酸蒸気による二段階ベ
イポクロミズムにおける橙色相の解明（立教大理・東大院総合文化）
○田中李叶子・岡澤 厚・小島憲道・松下信之

3月27日午前

座長 田代 省平（9：00 ～9：40 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2F6-01, 2F6-03, 2F6-04）
2F6-01* Modulation of Single-Chain Magnets (SCMs) Assembled in 1D and

2D network（Grad. Sch. Sci., Tohoku Univ.）○LI, Zhao-yang;

YAMASHITA, Masahiro

2F6-03 新規イオン液体を用いた磁性イオン液体の合成とその物性に関

する研究（香川大教育学研究科）○福井信夫・高木由美子
2F6-04 鉄(II)スピンクロスオーバー錯体の時間分解赤外分光（東工大
院理工）○向田達彦・田中誠一・腰原伸也・恩田 健

3月27日午後

Mn

座長 小谷 弘明（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （2F6-25, 2F6-26, 2F6-28, 2F6-30）
2F6-25 ハロゲンを系統的に導入したMn(II)高分子錯体の合成と可逆な
ゲスト分子の吸脱着（豊田中研・福岡大理）○熊谷 等・川田 知・
坂本淑幸

2F6-26* シアノネットワーク構造を有する二次元配位高分子のナノシー
ト化（熊本大院自然）○大谷 亮・北村 優・速水真也

2F6-28* Catalytic Two-Electron Reduction of Dioxygen with Manganese

Corrole Complexes（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）○JUNG, Jieun;

OHKUBO, Kei; FUKUZUMI, Shunichi

2F6-30 β-ジケチミネート骨格を有するトリアニオン性四座配位子を
用いたマンガン活性酸素錯体の合成と反応性（阪大院工）○花田真
一・森本祐麻・杉本秀樹・藤枝伸宇・伊東 忍

Rh

座長 桑田 繁樹（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （2F6-32, 2F6-34, 2F6-35, 2F6-36,

2F6-37）
2F6-32* 配位不飽和サイトを保持した Rh(II)二核錯体ユニットの集積化
によるチャネル構造体の構築とその構造変換（分子研・総研大・
JSTACT-C）○伊東貴宏・近藤美欧・若林かおり・金池真理・正岡重行

2F6-34 二つのフェノラト部位を持つトリアニオン性β-ジケチミナト
Rh(III)錯体の合成と性質（阪大工）○藤田大輝・杉本秀樹・森本祐
麻・伊東 忍

2F6-35 ホルムアミジナートイオンを分子内架橋配位子とするロジウム
二核錯体の構造と電気化学的性質（島根大院総理工）○井手雄紀・池
上崇久・吉岡大輔・御厨正博・川本達也・片岡祐介・半田 真

2F6-36 プルンボールを配位子としたロジウム(I)錯体の構造と反応（埼
大院理工・首都大院理工）○中田麻理沙・桑原拓也・古川俊輔・波田
雅彦・斎藤雅一

2F6-37 脱プロトン化したロジウム(III)-ピリジルアミン錯体の同定と反
応性（筑波大院数理物質）○杉山拓巳・小谷弘明・石塚智也・小島隆
彦

Rh

座長 杉本 秀樹（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （2F6-39, 2F6-40, 2F6-41, 2F6-42,

2F6-43, 2F6-44）
2F6-39 Rh2Mo 異種金属錯体を用いた酸化物表面固定化 RhMoバイメ
タリック触媒の創製、構造及び反応特性（名大院理・名大物質国際研/

名大物国センター/名大物質国際セ）○田島峻一・邨次 智・唯 美津
木

Mo

2F6-40 プロティックなトリスピラゾール型四座配位子をもつモリブデ



— 74 —

ン錯体の合成と反応性（東工大院理工）○牛島 陸・山岸宏章・桑田
繁樹

2F6-41 プロティックなトリスピラゾール型四座配位子をもつルテニウ
ムクロリド錯体の合成と反応性（東工大院理工）○山岸宏章・桑田繁
樹・碇屋隆雄

2F6-42 N-へテロ環カルベン配位子を持つモリブデン(0)窒素錯体の合成
とプロトン化反応（名大院理・名大物質国際研/名大物国センター/名大
物質国際セ・秋田大教育文化学部・さきがけ）○青柳圭哉・清野秀
岳・唯 美津木・大木靖弘

Dy

2F6-43 酸化還元活性なアニル酸誘導体を架橋配位子とした希土類二核
単分子磁石の磁気特性（福岡大理）○道脇彰一・石川立太・川田 知

2F6-44 Distant substitution effect on magnetic properties on Dy based single-

ion magnets（Grad. Sch. Sci., Tohoku Univ.）○KAMILA, Mritunjoy;

COSQUER, Goulven; YAMASHITA, Masahiro

La

座長 吉成 信人（16：30～17：30）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （2F6-46, 2F6-48, 2F6-49, 2F6-51）
2F6-46* 金属錯体ナノ空間での無置換ポリチオフェンの合成と機能（京
大院工・ JST -CREST・京大 iC eMS）○北尾岳史・MACLEAN

Michael・植村卓史・北川 進
2F6-48 シュウ酸架橋配位高分子におけるプロトン伝導度の圧力効果

（京大院理・JST CREST）○浅川裕太・前里光彦・大川尚士・北川
宏

Gd

2F6-49* Gd-ラジカル錯体における最大の強磁性的相互作用の発現と機
構の解明（電通大院情報理工）吉武 徹○金友拓哉・石田尚行

2F6-51 2-ピリジルニトロキシド骨格を用いたモノ、ジ、トリラジカル
の開発及びそれらの配位子への応用（電通大院情報理工）○井田由
美・石田尚行

Cd

座長 前里 光彦（17：40～18：40）
※ PC接続時間 17：30～17：40 （2F6-53, 2F6-54, 2F6-56, 2F6-57,

2F6-58）
2F6-53 D型および L型 CoIII3Cd

II
36核メタロリングから DL型 CoIII6C-

dII612核メタロリングへの構造変換（阪大院理）○林 大樹・吉成信
人・桑村直人・今野 巧

2F6-54* Amorphization of coordination polymers for enhanced proton

conductivity（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）○CHEN, Wenqian;

HORIKE, Satoshi; KITAGAWA, Susumu

2F6-56 Gas sensing Device Fabrication Using Redox Active Porous Co-

ordination Networks（POSTECH Division of Advanced Materials Science）
○KIM, Jaejun; KOO, Jin Young; YU, Hojeong; YAKIYAMA, Yumi; OH,

Joon Hak; KAWANO, Masaki

2F6-57 Synthesis and Physical Properties of Diazaphenalene-based Multi-

Redox-Centered Ligand and Its Porous Coordination Network（Pohang

University of Science and Technology Division of Advanced Materials

Science）○HA, Jooyeon; KOO, Jin Young; YAKIYAMA, Yumi;

KAWANO, Masaki

Re

2F6-58 高規則性ナノ相分離界面をテンプレートとした光反応性金属錯

体の位置選択的集積法の開発（京工繊大院工芸）○谷尾吉祥・大隣雅
俊・浅岡定幸

3月28日午前

Pd

座長 吉沢 道人（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3F6-01, 3F6-02, 3F6-03, 3F6-04,

3F6-05, 3F6-06）
3F6-01 Demetalation of Palladium Chain Complexes Supported by Carotene

Ligands（IMS; Sch. Physical Sci., SOKENDAI）○HORIUCHI,

Shinnosuke; YAMASHITA, Mitsuki; YAMAMOTO, Koji; MURAHASHI,

Tetsuro

3F6-02 カロテンを配位子とするパラジウム 5核鎖錯体のメタル化反応
（総研大物理・分子研）○山下実都喜・堀内新之介・山本浩二・村橋
哲郎

3F6-03 直鎖アルキル基を有するトランス-ビス (2-アミノトロポナート)

パラジウム (II) 錯体の合成と結晶中での分子配列（阪大院基礎工）
○内藤順也・堀 隆夫・小宮成義・直田 健

3F6-04 MnL2n錯体内面への異種金属イオン集積（東大院工）○神谷修
平・上田善弘・藤田大士・佐藤宗太・藤田 誠

3F6-05 M12L24球状錯体内部における有機反応（東大工）○伊東裕章・
上田善弘・藤田大士・藤田 誠

3F6-06 M6L4かご型中空錯体内での遷移金属を介した分子内アリール
化反応（東大院工）○加藤泰斗・澤田知久・藤田 誠

Pd

座長 村橋 哲郎（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3F6-08, 3F6-09, 3F6-11, 3F6-12）
3F6-08 Multinuclearization of Silylene-bridged Dipalladium Intermediates

Leading to the Formation of Planar Tetrapalladium Complexes（Chem. Res.

Lab., Tokyo Tech）○TOI, Hiroyuki; TANABE, Makoto; OSAKADA,

Kohtaro

3F6-09* トレーガー塩基を架橋配位子とする第 10族遷移金属(II)二核錯

体の合成と反応（東工大資源研）○吉越裕介・須崎裕司・小坂田耕太
郎

3F6-11 アクリジニウム環を有する金属架橋チューブの構築（東工大資
源研）○矢崎晃平・清 悦久・吉沢道人・穐田宗隆

3F6-12* M2L4 Coordination Capsules with Anthracene Shells: Recognition of

Steroid Hormones with High Selectivity（Chem. Res. Lab., Tokyo Tech）
○YAMASHINA, Masahiro; YOSHIZAWA, Michito; AKITA, Munetaka

Pd

座長 須崎 裕司（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3F6-15, 3F6-16, 3F6-18, 3F6-19,

3F6-20）
3F6-15 ラダー型擬 1次元ハロゲン架橋 Pd 錯体の合成と構造（東北大
院理）○木村燎平・熊谷翔平・井口弘章・高石慎也・山下正廣

3F6-16* Mixed-valence to averaged-valence phase transition in quasi-one-

dimensional bromo-bridged palladium complexes（Tohoku Univ.）
○TAKAISHI, Shinya; YOSHIDA, Takefumi; KUMAGAI, Shohei;

YAMASHITA, Masahiro; OKAMOTO, Hiroshi; HOSOMI, Yuka;

YOSHIDA, Shoji; SHIGEKAWA, Hidemi; TANAKA, Hisaaki; KURODA,

Shin’ichi

3F6-18 キラルな四座ホスフィン配位子 rac-dpmppm により支持された
直鎖状パラジウム八核錯体の合成と性質（奈良女大院人間文化）○森
田惟美・大滝理紗・中前佳那子・久禮文章・中島隆行・棚瀬知明

3F6-19 長鎖アルキル基を有するイソシアニドが軸配位した直鎖状パラ
ジウム八核錯体の合成と性質（奈良女大理）○宮野晴香・中前佳那
子・山本知依・久禮文章・中島隆行・棚瀬知明

3F6-20 カルボン酸を側鎖に有するパラジウムおよび白金 8核ティアラ
型錯体の構造と挙動（奈良女大理）○杉岡沙耶・山科友香理・浦 康
之・片岡靖隆

3月28日午後

Pd,Zn

座長 島崎 優一（13：30～14：10）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3F6-28, 3F6-29, 3F6-30, 3F6-31）
3F6-28 モノホスフィン Pd(0)錯体によるマルコフニコフ選択的ヒドロ
シリル化反応：その機構的研究（東農工大院工）○須田遼子・阿部真
人・小峰伸之・平野雅文

3F6-29 N-ヘテロ環カルベン金属ユニットを含む硫黄架橋混合金属三核
錯体のプロトン電解還元触媒能（阪市大院理・阪市大複合先端研）
○前田友梨・橋本秀樹・木下 勇・西岡孝訓

3F6-30 融解挙動を示す配位高分子結晶の合成と機能（京大工）○蔵所
春菜・堀毛悟史・梅山大樹・北川 進

3F6-31 環周辺にカルボキシフェニルオキシ基を導入した水溶性フタロ
シアニン亜鉛(II)錯体の合成と性質（島根大院総理工）○藤城 零・和

田和樹・池上崇久・杉森 保・半田 真

Zn

座長 堀毛 悟史（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （3F6-33, 3F6-35, 3F6-37）
3F6-33* 多孔性金属錯体の細孔を反応場とする新規糖鎖合成法の開発

（北大創成・北大電子研・JSTさきがけ・京大 iCeMS）○越智里香・
野呂真一郎・魚谷信夫・高橋由紀子・久保和也・中村貴義

3F6-35* Isolation of Reactive Species in Porous Coordination Networks and

the ab initio X-ray Powder Diffraction Analysis（POSTECH Division of

Advanced Materials Science）○OHTSU, Hiroyoshi; KAWANO, Masaki

3F6-37* Iodine Adsorption in Multi-Interactive Porous Coordination Network

（POSTECH AMS）○YAKIYAMA, Yumi; MORITA, Yasushi;

KAWANO, Masaki

Zn

座長 柘植 清志（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （3F6-40, 3F6-41, 3F6-42, 3F6-43,

3F6-44, 3F6-45）
3F6-40 (R)-BINOL-6,6’-ジカルボン酸を用いた新規キラル Zn-MOFの合

成とそれを充填した HPLCカラムによるエナンチオマー分離（関西大
院理工）○大坪泰洋・田中耕一

3F6-41 (R)-BINOL-4,4’-ジ安息香酸及び(R)-BINOL-4,4’-ジイソフタル酸
を用いた新規キラルMOFの合成（関西大院理工）○長瀬尚平・田中
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耕一
3F6-42 (R)-BINOL-5,5’-ジ安息香酸および(R)-BINOL-5,5’-ジイソフタル

酸を用いた新規キラルMOFの合成、結晶構造および触媒反応への応
用（関西大院理工）○吉村慶太・田中耕一

3F6-43 Single-molecule and real-time TEM imaging of nucleating clusters of

metal-organic frameworks（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo; CREST,

JST）○XING, Junfei; OKADA, Satoshi; KUMAMOTO, Akihito;

SHIBATA, Naoya; HARANO, Koji; NAKAMURA, Eiichi

3F6-44 溶媒乾燥法による亜鉛-フタル酸MOFの一軸成長（高知工科大
環境理工）○髙瀨和貴・東 孝樹・上野公義・王 鵬宇・大谷政孝・
小廣和哉

3F6-45 Absolute Structure Determination of Axially Chiral Allenes by Means

of the Crystalline Sponge Method（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo; JST

ACCEL; Rigaku Corporation Application Laboratories; CRC, Hokkaido

Univ.）○SAIRENJI, Shiho; SATO, Hiroyasu; HOSHINO, Manabu;

INOKUMA, Yasuhide; FUJITA, Makoto; CHANG, Ninghui;

TAKAHASHI, Tamotsu; OGASAWARA, Masamichi

座長 河野 正規（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （3F6-47, 3F6-48, 3F6-49, 3F6-50,

3F6-51）
3F6-47 NADモデル配位子を含む亜鉛錯体の合成と物性（富山大院理

工・京大 iCeMS）○高岡幹生・大津英揮・柘植清志・田中晃二
3F6-48 NADモデル配位子含有亜鉛錯体によるアルコールの光酸化反
応（富山大院理工・京大 iCeMS）○大津英揮・高岡幹生・柘植清志・
田中晃二

3F6-49 ポルフィリン化合物を担持したナノファイバー製薄膜の作成及
びその光物性（東大生研）○松橋直樹・渡邊 圭・石井和之

3F6-50 ポルフィリン-ジピリン配位子を用いた碁盤格子金属錯体ナノ
シートの合成（東大院理）○八木俊樹・坂本良太・西原 寛

3F6-51* A bis(dipyrrinato)zinc(II) coordination polymer: crystallization and

exfoliation of single wires（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）
○MATSUOKA, Ryota; SAKAMOTO, Ryota; NISHIHARA, Hiroshi

3月29日午前

Ti,Hg,Zr,Y

座長 森内 敏之（9：10 ～10：00）
※ PC接続時間 9：00～9：10 （4F6-02, 4F6-03, 4F6-05, 4F6-06）
4F6-02 Electrochemical reduction of dinitrogen to ammonia by using metal

complex-supported ionic liquid（Grad Sch. Eng., Nagoya Inst. of Tech.）
○KATAYAMA, Akira; INOMATA, Tomohiko; OZAWA, Tomohiro;

MASUDA, Hideki

4F6-03* 水銀イオン（II）を選択的に捕捉するカリックス［4］チアクラ
ウン類の合成（神戸学院大薬）○瀧本竜哉・津江広人・井上 元・高
橋弘樹・田村 類・佐々木秀明

4F6-05 第一原理計算に基づいた多孔性配位高分子の導体化設計（京大
院理）○小松徳太郎・テイラー ジャレド M.・杉浦 佑・北川 宏

4F6-06 ホスフィンオキシド配位子を有する多孔性希土類配位高分子の
創製と発光特性評価（甲南大理工）○片桐幸輔・松尾直哉・森本里
菜・檀上博史・宮澤敏文

Sr,Bi,Sb,V

座長 二瓶 雅之（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4F6-08, 4F6-10, 4F6-12, 4F6-13）
4F6-08* Sr2+蛍光プローブ Hbiceの開発と構造化学的研究（CROSS利用

研究促進部）○阿久津和宏・岩瀬裕希
4F6-10* モノチオ酢酸配位子を用いた Bi-Ptヘテロ金属錯体の合成と電
子状態（東北大院理）○吉田健文・井口弘章・高石慎也・キース ブ
リードラブ ブライアン・山下正廣

4F6-12 スチボラニドと結合を持つ二配位および三配位 Au(I)化合物の
合成と性質（東邦大理）○大野将太・高橋 正・松川史郎

4F6-13 不斉配位子を有するイミドおよびヒドラジドバナジウム(V)錯

体の合成と構造（阪大院工・JST ACT-C）森内敏之○櫻本貴士・平尾
俊一

F7 会場
11 号館 1131 教室

触媒

3月26日午前

座長 佐山 和弘（10：30～11：30）
※ PC接続時間 10：20～10：30 （1F7-10, 1F7-11, 1F7-12, 1F7-13,

1F7-14, 1F7-15）
1F7-10 ランガサイト構造を有する金属複合酸化物を用いた水分解反応

（東理大理）○木内香歩・本村みなみ・倉持佳明・岩品克哉・岩瀬顕
秀・工藤昭彦

1F7-11 (PbM1-xCrxO4(M = Mo,W))-(Rhドープ SrTiO3)コンポジット光触
媒を用いた Zスキーム型可視光水分解（東理大理）○浅子典弘・岩品

克哉・岩瀬顕秀・工藤昭彦
1F7-12 水素生成用光触媒として金属硫化物を用いた Zスキーム型水分

解反応（東理大理）○宮園丈司・浅子典弘・岩品克哉・岩瀬顕秀・工
藤昭彦

1F7-13 1240 nmに吸収端を持つ CuInSe2薄膜電極の光電気化学特性
（東大工）○杉﨑 匠・嶺岸 耕・久保田 純・堂免一成

1F7-14 LaMgxTa1-xO1+3xN2-3xの光電気化学特性（東大院工）○熊本和

訓・PAN Chengsi・久富隆史・嶺岸 耕・高田 剛・久保田 純・堂
免一成

1F7-15 スパッタ法を用いて作製した BaNbO2N 薄膜の水分解光電気化
学特性（東大院工）○小寺正徳・田嶋 燎・片山正士・嶺岸 耕・久
保田 純・堂免一成

座長 嶺岸 耕（11：40～12：00）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （1F7-17, 1F7-18）
1F7-17 WO3/ BiVO4光電極を用いた酸化的な化合物合成（東理大理工・

産総研エネルギー技術）○宮瀬雄太・福 康二郎・三石雄悟・郡司天
博・佐山和弘

1F7-18 表面修飾した Fe2O3光触媒による可視光照射下での水の酸化反
応（東理大理工・産総研エネルギー技術）○藤田佳那・間島 悠・福
康二郎・三石雄悟・郡司天博・佐山和弘

3月26日午後

座長 東 正信（13：10～14：10）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （1F7-26, 1F7-27, 1F7-28, 1F7-29,

1F7-30）
1F7-26 還元型酸化グラフェンを添加した種々の金属硫化物光カソード
を用いたソーラー水素製造（東理大理）○本間一光・岩瀬顕秀・山本
智貴・池田 暁・加賀洋史・工藤昭彦

1F7-27 ランタノイド元素を含むMLnS2 (M=Cu, Ag)新規金属硫化物光
触媒および光電極の開発（東理大理）○池田 暁・山本智貴・加賀洋
史・岩瀬顕秀・工藤昭彦

1F7-28 水熱合成法で合成した Ti添加α-Fe2O3光電極触媒による太陽光
水分解（東理大工）○加藤裕希・石橋将貴・小澤弘宜・荒川裕則

1F7-29 ソルボサーマル法による BiVO4光電極触媒の合成とその太陽光
水分解活性に関する研究（東理大工）○加藤春実・井筒里実・小澤弘
宜・荒川裕則

1F7-30* p型 Fe22O3半導体電極を用いた光電気化学水素生成反応（豊田
中研環境エネルギー1部）○関澤佳太・荒井健男・森川健志

座長 泉 康雄（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （1F7-33, 1F7-34, 1F7-35, 1F7-36,

1F7-37, 1F7-38）
1F7-33 金属イオンドーピングによる可視光水分解用 BaTaO2N光ア
ノードの高効率化（京大院工）○山中雄太・東 正信・阿部 竜

1F7-34 水熱反応により合成した酸化タングステン（VI）光触媒粒子を
用いる鉄レドックスからの高選択的酸素生成（京大工）○松田悠弥・
冨田 修・細川三郎・東 正信・阿部 竜

1F7-35 ハロゲンイオンを含むアンチモン系化合物の合成とその光電気
化学特性（京大院工）○藪内優賀・東 正信・阿部 竜

1F7-36 La5Ti2CuS5O7-La5Ti2AgS5O7固溶体の調製と光電気化学特性（東
大工）○岡村晋太郎・劉 媛・久富隆史・嶺岸 耕・守屋映祐・片
山正士・久保田 純・堂免一成

1F7-37 電気めっきおよび硫化により作製した CZTS光カソードの光電
気化学特性（東大院工）○篠原雄貴・MA Guijun・池田 茂・嶺岸
耕・久保田 純・堂免一成

1F7-38 水分解用 Cuカルコゲナイド系光カソードの光電気化学特性に
与える表面修飾の影響（東大院工）○熊谷 啓・嶺岸 耕・山田太
郎・久保田 純・堂免一成

座長 片山 正士（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （1F7-40, 1F7-42, 1F7-44）
1F7-40* 紫外光・可視光同時照射下における Au/SiO2-TiO2光触媒のキャ
リア挙動（豊橋技科大）○奥野照久・河村 剛・武藤浩行・松田厚範

1F7-42* Influence of platinum-loading amount on photocatalytic activities of

titania particles prepared from Evonik P25（Grad. Sch. Env. Sci., Hokkaido

Univ.）○WANG, Kunlei; KOWALSKA, Ewa; OHTANI, Bunsho

1F7-44* Cuイオン吸着酸化亜鉛光触媒による CO光 PROX反応での酸
化・還元反応サイトの特定と反応機構（千葉大院理）吉田祐介○泉
康雄

座長 東 正信（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （1F7-47, 1F7-48, 1F7-49, 1F7-50,

1F7-51, 1F7-52）
1F7-47 タンタル酸化物に固定化した白金ナノ粒子による酸素分子の可

視光活性化（阪大太陽エネ研セ・阪大院基礎工）○坂本浩捷・尾原禎
幸・白石康浩・平井隆之

1F7-48 カーボンナイトライド光触媒の構造欠陥による酸素分子の多電
子還元特性変化（阪大太陽エネ研セ）○小藤勇介・白石康浩・平井隆
之

1F7-49 The effect of preparation conditions of La5Ti2CuS5O7 powders and

photoelectrodes on the photoelectrochemical properties（Grad. Sch. Eng., The
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Univ. of Tokyo）○LIU, Jingyuan; HISATOMI, Takashi; MA, Guijun;

MINEGISHI, Tsutomu; MORIYA, Yosuke; KATAYAMA, Masao;

KUBOTA, Jun; DOMEN, Kazunari

1F7-50 Ta3N5 thin films as photoanodes for solar water splitting（Grad. Sch.

Eng., The Univ. of Tokyo）○WANG, Chizhong; HISATOMI, Takashi;

MINEGISHI, Tsutomu; SASAKI, Yutaka; KUBOTA, Jun; YAMADA, Taro;

DOMEN, Kazunari

1F7-51 Enhancement of photocatalytic H2 production over Pt embedded

metal-organic framework from water（Grad. Sch. Eng., Osaka Univ.）
○WEN, Meicheng; KUWAHARA, Yasutaka; MORI, Kohsuke;

YAMASHITA, Hiromi

1F7-52 可視光応答型有機基修飾酸化チタン光触媒による水素化反応
（近畿大院総理工）○北川慎也・大久保裕貴・今村和也・橋本圭司・
古南 博

3月27日午前

座長 片山 正士（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2F7-01, 2F7-02, 2F7-03, 2F7-05）
2F7-01 光触媒によるヨウ化水素水溶液からの水素生成反応（九大院

工）○萩原英久・伊田進太郎・石原達己
2F7-02 水の光完全分解における光触媒へのアセン系色素の修飾効果

（九大工）○柿木亮太・東 航平・土井康嵩・渡邉源規・萩原英久・
伊田進太郎・石原達己

2F7-03* Improved Stability of CdS-based Photoelectrodes for Water Splitting

（Inst. Sci. Tech. Res., Chubu Univ.; JST ACT-C）○ABDELHALEEM,

Ashraf Mohamed; ZAHRAN, Zaki; NARUTA, Yoshinori

2F7-05* Visible Light Driven Water Splitting Using Dye/Catalyst Co-modified

TiO2 Electrodes（Inst. Sci. Tech. Res., Chubu Univ.）○MAJUMDER,

Samit; ZAHRAN, Zaki; NARUTA, Yoshinori

座長 伊田 進太郎（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2F7-08, 2F7-09, 2F7-10, 2F7-11,

2F7-12, 2F7-13）
2F7-08 Ag/CaTaO2N-Ru(Ⅱ)二核錯体複合体を光触媒とする二酸化炭素
還元（東工大院理工）○吉冨史晃・前田和彦・石谷 治

2F7-09 Ru(II)二核錯体-Ag担持 TaON 複合体を用いた高効率な可視光
駆動 Zスキーム型 CO2還元反応（東工大院理工・JST CREST）○中島
拓哉・前田和彦・石谷 治

2F7-10 ルテニウム錯体/カーボンナイトライド複合体の二酸化炭素還
元光触媒活性の向上（東工大化学専攻）○栗木 亮・関澤佳太・石谷
治・前田和彦

2F7-11 FT-IR and Rapid Scan IR Studies for the Identification of Key

Reaction Intermediates in Photocatalytic CO2 Reduction（Grad. Sch. Urban

Environmental Sci., Tokyo Metropolitan Univ.）○VISWAMBHARAN

NAIR, Pratheesh; KOU, Yoki; YAMAMOTO, Daisuke; NABETANI, Yu;

TACHIBANA, Hiroshi; INOUE, Haruo

2F7-12 光燃料電池中の TiO2および BiOCl光触媒の改良（千葉大理）
○吉羽真緒・小倉優太・泉 康雄

2F7-13 XAFSを用いた可視光増感層状複水酸化物の二酸化炭素光還元
反応機構の追跡（千葉大理）○河村省梧・Carja Gabriela・泉 康雄

座長 寺村 謙太郎（11：20～12：00）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2F7-15, 2F7-17, 2F7-18）
2F7-15* 可視光応答型光触媒とコバルトクロリン錯体を用いた光電気化
学セルによる海水中での過酸化水素生成（阪大院工・ALCA、 JST）
○間瀬謙太朗・米田聖樹・洪 達超・山田裕介・福住俊一

2F7-17 タングステン酸を酸素生成用光触媒とする可視光二段階励起型
水分解システム（京大院工）○鈴木 肇・東 正信・阿部 竜

2F7-18 ポリオキソメタレート修飾オキシナイトライド系光触媒を用い
る水の光酸化反応（京大院工）○岩瀬由香里・冨田 修・東 正信・
阿部 竜

3月27日午後

座長 前田 和彦（13：10～14：10）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （2F7-26, 2F7-27, 2F7-28, 2F7-29,

2F7-30）
2F7-26 チタン合金の陽極酸化による可視光応答型光触媒の創製(2):バ
ナジウムの局所構造の解析（東北大金研）○水越克彰・正橋直哉

2F7-27 酸化二オブを用いる光触媒的 C-Oおよび C-N 結合生成反応
（首都大都市環境・京大院工・京大触媒電池）○嶋田沙和子・野田敦
裕・三浦大樹・田中庸裕・宍戸哲也

2F7-28 可視光応答型光触媒を用いた水耕栽培液の防藻及び成長阻害物
質の分解（東理大院理工）○真田拓生・寺島千晶・中田一弥・近藤剛
史・湯浅 真・藤嶋 昭

2F7-29 可視光応答型銅イオン修飾酸化チタンの光触媒活性に影響する
因子（山口大院理工）○西山尚登・安達健太・山﨑鈴子

2F7-30* 水を燃料とする光燃料電池における有機相添加による発電性能
向上：酸素のリサイクルに基づく考察（千葉大院理）○小倉優太・吉

羽真緒・泉 康雄

座長 久富 隆史（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （2F7-33, 2F7-35, 2F7-37, 2F7-38）
2F7-33* 粒径が異なるタングステン酸ビスマスの光触媒活性の光強度依

存性にもとづく機構の解析（北大院環境）○堀 晴菜・高瀬 舞・大
谷文章

2F7-35* 逆二重励起光音響分光法による粉末光触媒中の電子トラップ密
度のエネルギー分解測定（北大触セ）新田明央○高瀬 舞・大谷文章

2F7-37 アークプラズマ助触媒担持による水分解用高効率光触媒の開発

（京大工）○阿部俊貴・東 正信・阿部 竜
2F7-38 貴金属助触媒修飾酸化タングステン系カソードを用いる酸素分
子からの過酸化水素生成（京大工）○佐々木良輔・冨田 修・東 正
信・阿部 竜

座長 吉田 寿雄（15：30～16：30）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （2F7-40, 2F7-41, 2F7-42, 2F7-43,

2F7-44, 2F7-45）
2F7-40 Photocatalytic conversion of CO2 by H2O over ZnGa2O4（Grad. Sch.

Eng., Kyoto Univ.）○WANG, Zheng; TERAMURA, Kentaro;

HOSOKAWA, Saburo; TANAKA, Tsunehiro

2F7-41 亜鉛種を修飾した酸化ガリウムを用いた H2Oを電子源とする
CO2の光還元（京大院工）○寺村謙太郎・王 征・井口翔之・巽 浩
之・細川三郎・田中庸裕

2F7-42 酸化ニオブを用いた可視光照射下でのシクロヘキセンの選択光
酸化（京大院工）○玉井和樹・細川三郎・寺村謙太郎・田中庸裕

2F7-43 酸化チタン光触媒による有機ケイ素化合物の変換（近畿大理

工）○小島矢純・橋本圭司・古南 博
2F7-44 酸化チタン(IV)光触媒によるフルフラールの水素化反応（近畿
大院総理工）○中西康介・橋本圭司・古南 博

2F7-45 光触媒マイクロチップを用いた多段階光触媒反応（中央大院理

工）○中村朱里・吉田圭佑・天沼創一朗・桒原彰太・片山建二

座長 古南 博（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （2F7-47, 2F7-48, 2F7-49, 2F7-50,

2F7-51, 2F7-52）
2F7-47 Metal catalyst hybridised with a titanium oxide photocatalyst for

direct C－C bond formation between an aromatic ring and acetone.（Fac.

Integrated Human Studies, Kyoto Univ.）○MATSUMOTO, Tomoya;

YOSHIDA, Hisao

2F7-48 金属錯体から成る分子集合体を用いた光触媒系の開発と二酸化
炭素の光還元への応用（和歌山大システム工）○池田幸司・大須賀秀
次・坂本英文

2F7-49 メソポーラスシリカ-SrTiO3ナノキューブ複合光触媒の合成およ
び CO2光還元反応（広島大院工）○大橋智実・三好佑樹・片桐清文・
犬丸 啓

2F7-50 金属/酸化チタンハイブリッドナノチューブの光触媒活性へ及
ぼす金属の価数の効果（信州大繊維）○高根 涼・英 謙二・鈴木正
浩

2F7-51 水中での CO2光還元に活性を示す Ni-Al LDHの劣化要因の検討
（京大院工）○井口翔之・寺村謙太郎・細川三郎・田中庸裕

2F7-52 種々の層状複水酸化物 (LDH) の合成およびそれらの水中での
CO2光還元の活性評価（京大院工）○長谷川雄大・井口翔之・寺村謙
太郎・細川三郎・田中庸裕

3月28日午前

座長 加藤 英樹（9：00 ～9：40 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3F7-01, 3F7-02, 3F7-03, 3F7-04）
3F7-01 希土類修飾 Ga2O3光触媒を用いた H2Oを電子源とした CO2の
光還元（京大院工）○巽 浩之・王 征・寺村謙太郎・細川三郎・田
中庸裕

3F7-02 水中での CO2の光還元に活性を示す Zn修飾 Ga2O3の光電気化
学特性評価（京大院工）○吉川聡一・井口翔之・寺村謙太郎・細川三
郎・田中庸裕

3F7-03 光触媒による水分解を目指した同時光析出法を基盤とする複合

助触媒の開発（東工大理）○金澤知器・石谷 治・前田和彦
3F7-04 ヨウ素酸イオンを電子受容体とした金属酸化物ナノシート光触

媒上での水の酸化反応（東工大院理工）○大島崇義・石谷 治・前田
和彦

3月28日午後

座長 岩瀬 顕秀（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （3F7-25, 3F7-26, 3F7-27, 3F7-28,

3F7-29, 3F7-30）
3F7-25 シリカアルミナナノ粒子集合体のメソ空隙内で電子ドナー・ア
クセプター連結分子と白金ナノ粒子を複合化した触媒を用いた水溶液
中における光触媒水素発生（阪大）○田所秀之・山田裕介・
Naqshbandi Masood・Crossley Maxwell J.・福住俊一

3F7-26 電子ドナー・アクセプター連結分子を用いる光水素発生反応に
おける触媒 Ni-Cuの SnO2への担持効果（阪大院工・ALCA, JST）○鹿
野真矢・山田裕介・福住俊一

3F7-27 P25二酸化チタン光触媒によるニトロ化合物とアルコールから
の高効率イミン生成（阪大太陽エネ研セ・阪大院基礎工・北大触セ）
○平川裕章・片山弥優・白石康浩・大谷文章・平井隆之

3F7-28 中空シリカ粒子に酸化チタンを内包させた Yolk-Shell 型光触媒

の設計とその光触媒特性評価（阪大院工）○住田裕樹・桑原泰隆・山
下弘巳

3F7-29 ペルオキソ法による Ba-Ta 系複合酸化物光触媒の合成（東北大
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多元研）○山田修平・加藤英樹・小林 亮・垣花眞人
3F7-30 遠紫外分光法による金ナノ粒子修飾酸化チタンの電子状態評
価：金ナノ粒子サイズ依存性（関西学院大理工）○領木貴之・田邉一
郎・尾崎幸洋

（14：10～14：20）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （3F7-32）
3F7-32 講演中止

F8 会場
11 号館 1132 教室

触媒

3月26日午前

座長 稲田 康宏（10：30～11：30）
※ PC接続時間 10：20～10：30 （1F8-10, 1F8-12, 1F8-13, 1F8-15）
1F8-10* 異種遷移金属元素を複合化する超速加熱ナノ粒子合成法（高知

工科大環境理工）○大谷政孝・村岡知幸・沖本裕樹・通山景子・小廣
和哉

1F8-12 鉄系複合酸化物ナノ粒子の超速加熱合成成（高知工科大院工）
○通山景子・大谷政孝・小廣和哉

1F8-13* K-Al2O3表面固定化 Ruナノ粒子形成過程とニトリル類の選択水
素化反応特性の検討（名大院理・分子研・名大物質国際研/名大物国セ
ンター/名大物質国際セ・カセトサート大学・電通大・JASRI・九大先
導研）○邨次 智・KITYAKARN Sutasinee・王 飛・石黒 志・関

澤央輝・宇留賀朋哉・蒲池高志・吉澤一成・唯 美津木
1F8-15 種々の酸化物表面への PtSnバイメタル錯体の固定化とα, β不

飽和アルデヒドの C=O選択水素化への応用（名大院理・名大物質国
際研/名大物国センター/名大物質国際セ）○岩瀬尚之・Wattanakit

Chularat・邨次 智・唯 美津木

座長 引地 史郎（11：40～12：10）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （1F8-17, 1F8-18, 1F8-19）
1F8-17 Fe2O3/WOx-ZrO2を用いる 1,2-ジクロロプロパンの燃焼活性に及
ぼす担体調製法の影響（関西大院理工）○品田雄治・池永直樹

1F8-18 CeO2ナノキューブを担持した SrFe0.85Co0.15O3の低温 PM 燃焼
（九大工）○川崎拓真・小川浩史・萩原英久・伊田進太郎・石原達己

1F8-19 TiO2担持 Pd-Au触媒を用いた H2O2直接合成(10) pH効果（九大
工）○村上幸平・萩原英久・伊田進太郎・石原達己

3月26日午後

座長 中島 清隆（13：20～14：10）
※ PC接続時間 13：10～13：20 （1F8-27, 1F8-28, 1F8-29, 1F8-30,

1F8-31）
1F8-27 チオール基修飾担体への Auナノ粒子の固定化と酸化触媒活性
の検討（神奈川大工）○羽毛田知輝・中澤 順・引地史郎

1F8-28 メソポーラスシリカ-アルミナに担持したトリス（2-ピリジルメ
チル）アミン金属錯体を触媒とする亜酸化窒素によるメタンからメタ
ノールへの選択酸化（阪大院工・ALCA, JST）○荒谷悠介・山田裕
介・福住俊一

1F8-29 担持 Pt 系合金触媒を用いるグリセロール酸化反応（首都大都
市環境・京大触媒電池）○永尾藍子・三浦大樹・宍戸哲也

1F8-30 銅錯体内包金属カチオン交換ゼオライト触媒を用いたスルフィ
ド類の酸化反応（愛媛大院理工）○三宅祐輝・久田啓輔・山口修平・
八尋秀典

1F8-31 Ti8O8(OH)4クラスター架橋 MOFを用いた CuO担持酸化チタン
の CO-PROX反応活性サイトのモデル化と担体効果の考察（千葉大院
理）○吉田祐介・泉 康雄

座長 邨次 智（14：20～15：20）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （1F8-33, 1F8-34, 1F8-35, 1F8-36,

1F8-37, 1F8-38）
1F8-33 担持 NiOナノクラスターのチオフェノールカップリング反応
に対するナノサイズ効果と XAFS による構造解析（千葉大院工）
○佐々木拓朗・一國伸之・原 孝佳・島津省吾

1F8-34 希薄なシリカ担持 Ni 触媒の酸化還元特性（立命館大院生命科
学）○鈴木淳司・山下翔平・片山真祥・稲田康宏

1F8-35 メソポーラスシリカに担持した Co 触媒の酸化還元特性（立命

館大院生命科学）○石井駿平・片山真祥・稲田康宏
1F8-36 メソ細孔シリカ担持ニオブ種の減圧下でのカーバイド化（千葉
大工）○栁ケ瀨史崇・一國伸之・原 孝佳・島津省吾

1F8-37 SBA-15担持モリブデン酸化物触媒を用いたプロパン光酸化反
応の反応選択性に関する研究（千葉大院工）○金 主羊・一國伸之・
原 孝佳・島津省吾

1F8-38 水素化脱酸素用 ReOx-Pd/CeO2触媒の X線分光を用いた構造解
析（東北大院工）○太田伸彦・田村正純・中川善直・冨重圭一

座長 一國 伸之（15：30～16：20）
※ PC接続時間 15：20～15：30 （1F8-40, 1F8-41, 1F8-42, 1F8-43）
1F8-40 金触媒を用いたグルコース酸化反応の理論的研究（阪大院理）

○小國 敦・坂田晃平・多田幸平・川上貴資・山中秀介・奥村光隆
1F8-41 Ag/CeO2表面でのM-vk 機構による CO 酸化反応に関する理論

的研究（東大院工）○金田一麟平・牛山 浩・山下晃一
1F8-42 低温低圧条件で高活性を示す NH3合成用担持 Ru 触媒の開発

（2）Ru/Pr6O11触媒の特性評価（大分大工）○今村和也・宮原伸一
郎・佐藤勝俊・山本知一・松村 晶・永岡勝俊

1F8-43* MgO担持 Ru微粒子への水素、窒素、アンモニア分子の吸着に
関する第一原理分子動力学シミュレーション（熊本大院自然）○杉本
学

座長 宍戸 哲也（16：30～17：30）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （1F8-46, 1F8-48, 1F8-50）
1F8-46* 亜鉛修飾酸化スズ担持ペルオキソタングステート触媒による過

酸化水素を酸化剤とした選択的酸化反応（東大院工）○野島 晋・鎌

田慶吾・鈴木康介・山口和也・水野哲孝
1F8-48* 欠損型ポリオキソメタレートへの基質の配位による可視光応答

型多電子酸化還元光触媒の開発（東大院工）○鄭 進宇・鈴木康介・
山口和也・水野哲孝

1F8-50* Transformation of Terminal Alkenes into Primary Allylic Alcohols

over Supported Palladium Catalysts（Grad. Sch. Sci., Kyushu Univ.）
○ZHANG, Zhenzhong; ISHIDA, Tamao; HAMASAKI, Akiyuki;

TOKUNAGA, Makoto

座長 中島 清隆（17：40～18：40）
※ PC接続時間 17：30～17：40 （1F8-53, 1F8-55, 1F8-56, 1F8-58）
1F8-53* 担持 Ru触媒による芳香族 C-H結合のアルケニル化を経る複素

環化合物合成（首都大都市環境・京大触媒電池・香川大医学部）○三
浦大樹・筒井健太郎・和田健司・宍戸哲也

1F8-55 担持 Ru 触媒によるアルデヒド、アルキン、COの[2+2+1]付加
環化反応（首都大都市環境・京大触媒電池）○竹内一輝・三浦大樹・
宍戸哲也

1F8-56* 高負電荷ゲルマノデカタングステートによる 1級アルコールの
選択アシル化反応（東大院工）○菅原紘成・佐竹直人・鎌田慶吾・水
野哲孝

1F8-58 嵩高いルイスペアを触媒とする環状エステルとアルコールの選
択的開環付加反応（広島大院工）○山口賢太郎・田中 亮・中山祐
正・塩野 毅

3月27日午前

座長 有谷 博文（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2F8-01, 2F8-02, 2F8-03, 2F8-04,

2F8-05, 2F8-06）
2F8-01 ZnBr2と OMS-2による末端アルキンと第三級アミンの脱水素型
クロスカップリング反応（東大院工）○金 雄傑・山口和也・水野哲

孝
2F8-02 触媒的酸化求核法によるチオシアネートおよびトリフルオロメ
チルスルフィドの合成（東大院工）○阪上このみ・山口和也・宮本唯
未・金 雄傑・水野哲孝

2F8-03 プロトン交換モンモリロナイトによるニトロメタンをシアノ基
源とするアルケンのシアノ化反応（東工大院総理工）○本倉 健・松
永賢太・宮地輝光・馬場俊秀

2F8-04 リン中心チタン置換ポリオキソメタレートの合成とその酸化触
媒特性（東大院工）○高橋恵理・菊川雄司・鈴木康介・鎌田慶吾・山
口和也・水野哲孝

2F8-05 担持 PdAu 合金触媒によるα,β-不飽和ケトンのヒドロシリル
化反応（首都大都市環境・京大触媒電池）○遠藤圭介・三浦大樹・宍
戸哲也

2F8-06 直鎖ポリスチレン担持酸化パラジウムナノ粒子を用いた水中で
の檜山クロスカップリング反応（阪工大工）大高 敦○小寺孝昌・岡
垣利幸・上田晃平・下村 修・野村良紀

座長 山口 和也（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2F8-08, 2F8-09, 2F8-10, 2F8-11,

2F8-13）
2F8-08 Pd-Ru/PVP Nanoparticle-Catalyzed Cascade Reaction: Alkylation of

Indoles with MeOH and EtOH under Ambient Condition（Fac. Eng., Oita

Univ.; Grad. Sch. Eng., Kyushu Univ.; Grad. Sch. Sci., Kyoto Univ.; CREST,

JST）○KUTUBI, Md. Shahajahan; SATO, Katsutoshi; YAMAMOTO,

Tomokazu; MATSUMURA, Sho; KUSADA, Kohei; KOBAYASHI,

Hirokazu; KITAGAWA, Hiroshi; NAGAOKA, Katsutoshi

2F8-09 超原子価ヨウ素化合物を利用する銅担持 MCM-41上でのカル
ボラクトン化反応（東工大院総理工）○海沼遼平・石谷暖郎・岩本正
和

2F8-10 銅担持 MCM-41を触媒とするベンジルアミン誘導体の酸化的

マンニッヒ型反応-表面処理による活性種溶出抑制効果（東工大）○太
田直人・石谷暖郎・岩本正和

2F8-11* 同一表面に固定化した Rh 錯体と 3級アミンによるアリール及
びアルキルホウ酸のシクロヘキセノンへの 1,4-付加反応（東工大院総
理工）○野田寛人・本倉 健・田 旺帝・宮地輝光・山口 渉・馬場
俊秀

2F8-13 ゼオライト-アルミナ複合担体担持 NiMo 触媒を用いたヘプタ
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ンの選択的環化脱水素反応（三重大院工）○石原 篤・伊藤晃寛・橋
本忠範・那須弘行

座長 村松 淳司（11：20～12：00）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2F8-15）
2F8-15 化学技術賞受賞講演 パイクロア型酸素貯蔵材料の高耐熱化
技術の確立とそれを利用した高性能三元触媒の開発（豊田中研・トヨ
タ自動車・キャタラー）○森川 彰・須田明彦・山村佳恵・信川
健・千葉明哉

3月27日午後

座長 細川 三郎（13：10～14：10）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （2F8-26, 2F8-27, 2F8-28, 2F8-29,

2F8-30, 2F8-31）
2F8-26 CeO2-ZrO2に担持した貴金属触媒上での三元触媒反応における

吸着種の挙動観察（名工大セラ研）中村悠一郎・服部将朋○羽田政明
2F8-27 種々のアルミナに担持したイリジウム触媒上での NO選択還元
反応（名工大セラ研）○土井泰幸・服部将朋・羽田政明

2F8-28 担持合金触媒による NO選択還元および CO 酸化（首都大都市
環境・京大触媒電池）○西尾昂大・三浦大樹・宍戸哲也

2F8-29 ナトリウムフェライト上への一酸化窒素吸着活性点（東理大理

工）○石塚雄斗・山口祐貴・伊藤 滋・藤本憲次郎
2F8-30 光フェントン反応における鉄処理型ヒドロキシアパタイト触媒

の表面修飾の効果（埼玉医大医学部教養教育・太平化学産業研究開発

部）○森口武史・中川草平
2F8-31 鉄-窒素構造を活性中心に有するメタン空気酸化触媒の開発

（東大院工）○越川裕幸・神谷和秀・橋本和仁・中西周次

座長 三浦 大樹（14：20～15：00）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （2F8-33, 2F8-34, 2F8-35, 2F8-36）
2F8-33 錯体重合法により合成した Fe 系複合酸化物の酸化還元特性

（京大院工）○前田雷蔵・細川三郎・寺村謙太郎・田中庸裕
2F8-34 種々の遷移金属で修飾した六方晶 YbFeO3触媒による NO選択
還元（京大院工）○芝野卓也・細川三郎・寺村謙太郎・田中庸裕

2F8-35 異種材料界面におけるマイクロ波吸収と応用（東工大院理工）
○佐藤友香・米谷真人・望月 大・鈴木榮一・和田雄二

2F8-36 Core-shell PdNiP@Pt nanoparticles for electrooxidation of methanol

（WPI-AIMR, Tohoku Univ.）○XU, Jing; ZHAO, Ming; ASAO, Naoki

座長 中川 善直（15：10～16：10）
※ PC接続時間 15：00～15：10 （2F8-38, 2F8-41, 2F8-42）
2F8-38 若い世代の特別講演会 酸化チタンの水中ルイス酸特性とグ
リセロール水溶液からの乳酸合成への応用（東工大応セラ研）○中島
清隆

2F8-41 固体酸触媒を用いた環化脱水反応の速度論的解析（東大院工）
○高垣 敦・菊地隆司・OYAMA S. TED

2F8-42* キシロース転換反応に対するクロム担持ハイドロタルサイトの
触媒機能と表面構造の関連（北陸先端大マテリアル）○城取万陽・西
村 俊・海老谷幸喜

座長 高垣 敦（16：20～17：10）
※ PC接続時間 16：10～16：20 （2F8-45, 2F8-46, 2F8-47, 2F8-48,

2F8-49）
2F8-45 インドールのマイケル付加反応を促進する固体触媒の開発（北
陸先端大マテリアル）○松澤亮介・海老谷幸喜

2F8-46 CO2，メタノール，アニリンからのカーバメート直接合成に有
効な CeO2触媒系の開発（東北大工）○伊東亮磨・田村正純・中川善
直・冨重圭一

2F8-47 Cu担持触媒を用いた CO2と H2によるアニリンの選択的N-メチ
ル化反応（東北大工）○三浦理華・田村正純・中川善直・冨重圭一

2F8-48 CeO2触媒による CO2とアミンからの尿素化合物合成における反
応機構の検討（東北大院工）○伊藤和貴・田村正純・中川善直・冨重
圭一

2F8-49 クネーフェナーゲル縮合を用いた層状複水酸化物の塩基性の評
価（京大院工）○米川怜史・寺村謙太郎・細川三郎・田中庸裕

座長 石谷 暖郎（17：20～18：00）
※ PC接続時間 17：10～17：20 （2F8-51, 2F8-53, 2F8-54）
2F8-51* Selective ammoxidation of alkylbenzenes on M/β-zeolites (M: Ni, Co,

V, etc.) catalysts（The University of Electro-Communications）○WANG,

Linsheng; YAMAMOTO, Sadaaki; HIGASHI, Kotaro; IWASAWA,

Yasuhiro

2F8-53 メソポーラスシリカ細孔内へのフラーレンの導入とその触媒担
体としての応用（阪大院工）○中塚和希・森 浩亮・桑原泰隆・山下
弘巳

2F8-54 Pt担持内包中空シリカの調製および CO 酸化反応による活性評
価（関西大院理工）池永直樹○森 拓人

3月28日午前

座長 鎌田 慶吾（9：00 ～9：30 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3F8-01, 3F8-02, 3F8-03）
3F8-01 Ni-Zn 複塩基性塩固定化 Pd 触媒を用いた鈴木-宮浦カップリン
グ反応（千葉大院工）○原 孝佳・島田麻未・一國伸之・島津省吾

3F8-02 多元素からなる精密サブナノクラスターの酸化反応触媒活性
（東工大資源研）○小泉宙夢・高橋正樹・今岡享稔・山元公寿

3F8-03 デンドリマーで合成された精密白金サブナノクラスター触媒に
よる還元反応（東工大院総理工）○中道明希・高橋正樹・今岡享稔・
山元公寿

3月28日午後

座長 田村 正純（12：50～13：50）
※ PC接続時間 12：40～12：50 （3F8-24, 3F8-25, 3F8-27, 3F8-28,

3F8-29）
3F8-24 電磁場分布及び熱流解析シミュレーションを用いたマイクロ波

照射下におけるエチルベンゼンの触媒的脱水素反応の解析（東工大院
理工）○羽石直人・望月 大・米谷真人・鈴木榮一・藤井 知・和田
雄二

3F8-25* アントラキノン法の水素化過程に関する理論的研究（九大先導
研）○蒲池高志・緒方龍展・森 英一郎・井浦克弘・奥田典和・長田
昌輝・吉澤一成

3F8-27 Al2O3担持 Ni-Cu 合金触媒による CO2の水素化反応（京大院
工）○坂井竜輔・細川三郎・寺村謙太郎・田中庸裕

3F8-28 イリジウム錯体を用いるバイオマス由来 1,4-ジカルボン酸の水
素化（名大院理）○二村聡太・鳴戸真之・野依良治・斎藤 進

3F8-29 Ru/Al2O3触媒によるエタノールの C4化合物への転換反応にお
ける Snの添加効果（神奈川大工）○石川修平・吉田曉弘・中澤 順・
引地史郎・内藤周弌

座長 宍戸 哲也（14：00～15：00）
※ PC接続時間 13：50～14：00 （3F8-31, 3F8-33, 3F8-35）
3F8-31* Selective production of n-hexane from cellulose by using Ir-ReOx/SiO2

+ HZSM-5 catalysts（Grad. Sch. Eng., Tohoku Univ.）○SIBAO, Liu;

MASAZUMI, Tamura; YOSHINAO, Nakagawa; KEIICHI, Tomishige

3F8-33* Hydrogenation of lactic acid to 1,2-propanediol over Ru-MoOx/C

catalyst（Grad. Sch. Eng., Tohoku Univ.）○TAKEDA, Yauyuki; SHOJI,

Tomohiro; TAMURA, Masazumi; NAKAGAWA, Yoshinao; TOMISHIGE,

Keiichi

3F8-35* 金ナノ粒子触媒を用いたシラン化合物と活性水素化合物との脱
水素カップリング反応 ～分子状酸素の特異的促進効果～（阪大基礎
工）○満留敬人・浦山鉄平・前野 禅・水垣共雄・實川浩一郎・金田
清臣

座長 満留 敬人（15：10～16：10）
※ PC接続時間 15：00～15：10 （3F8-38, 3F8-39, 3F8-40, 3F8-41,

3F8-42, 3F8-43）
3F8-38 Ni 系合金触媒によるα,β-不飽和アルデヒドの選択的水素化反
応（首都大都市環境・京大触媒電池）○野口啓太郎・三浦大樹・宍戸
哲也

3F8-39 担持 Cu 触媒によるエタノールからの酢酸エチルの直接合成
（首都大院都市環境・京大触媒電池）○北島貴大・三浦大樹・宍戸哲

也
3F8-40 担持 Pt 触媒によるグリセロールの水素化分解反応（首都大都
市環境・京大触媒電池）○小林隼人・三浦大樹・宍戸哲也

3F8-41 Ir-Fe 系触媒を用いた不飽和カルボニル化合物の選択的水素化
（東北大院工）○米沢 大・田村正純・中川善直・冨重圭一

3F8-42 Mo 酸化物修飾 Rh 触媒を用いた 1,4-アンヒドロエリスリトール
からのブタノール類合成（東北大院工）○荒井貴博・田村正純・中川
善直・冨重圭一

3F8-43 An efficient heterogeneous recyclable Ni-Fe based alloy catalyst for

chemoselective hydrogenation of furfural（Fac. Eng., Chiba Univ.）
○PUTRO, Wahyu; HARA, Takayoshi; ICHIKUNI, Nobuyuki;

SHIMAZU, Shogo

座長 原 孝佳（16：20～17：30）
※ PC接続時間 16：10～16：20 （3F8-45, 3F8-46, 3F8-48, 3F8-49,

3F8-50, 3F8-51）
3F8-45 Mo/H-MFI 系 MTB 触媒上の Mo 活性種の失活前後での変化

（埼工大工）茂木 昴・水江里志○有谷博文
3F8-46* Partial hydrogenolysis of vicinal cis-diols over Pd-added W catalyst

（Grad. Sch. Eng., Tohoku Univ.）○NAKAGAWA, Yoshinao; AMADA,

Yasushi; OTA, Nobuhiko; TAMURA, Masazumi; TOMISHIGE, Keiichi

3F8-48 アミドの高選択的還元反応に向けたハイドロキシアパタイト固
定化 Ru-Vバイメタル触媒の開発（阪大基礎工）○坪本大和・満留敬
人・前野 禅・水垣共雄・實川浩一郎・金田清臣

3F8-49 金属酸化物修飾 Ru 触媒を用いた 3-ニトロスチレンの選択的水
素化（東北大工）○湯浅那央斗・田村正純・中川善直・冨重圭一

3F8-50 ハイドロキシアパタイト固定化白金-モリブデン触媒を用いた
レブリン酸から 1,4-ペンタンジオールへの高選択的水素化反応（阪大
院基礎工）○永津有紀・前野 禅・満留敬人・水垣共雄・實川浩一
郎・金田清臣

3F8-51 固体触媒とギ酸を用いたニトリル類からアミン類の合成（北陸
先端大マテリアル）○小澤直人・海老谷幸喜
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F9 会場
11 号館 1133 教室

エネルギーとその関連化学, 地球・宇宙化学

3月26日午前

二次電池、固体電解質、キャパシタ

座長 獨古 薫（9：30 ～10：30）
※ PC接続時間 9：20～9：30 （1F9-04, 1F9-05, 1F9-06, 1F9-08）
1F9-04 二次電池用ベンゾキノン系有機正極活物質におけるサイクル特

性の改善（阪府大院理・株式会社村田製作所）○横地崇人・亀山侑
季・坂井田 俊・丸山則彦・佐藤正春・松原 浩

1F9-05 硫化物固体電解質を用いた全固体リチウム電池における Li-

CoO2正極複合体のラマン分光分析（阪府大院工）林 晃敏○乙山美紗
恵・伊東裕介・辰巳砂昌弘

1F9-06* Naの挿入・脱離による NaCoO2の相変化と不可逆反応の解明
（(一財)電力中央研究所）○小林 剛・大野泰孝・吉田洋之・庄野久
実・山本 融・小林 陽・宮代 一

1F9-08* カーボンフェルト電極マイクロ波放電プラズマにより硫黄ドー
プした V2O5キセロゲルの正極特性（埼工大院工）○稲本将史・栗原英
紀・矢嶋龍彦

座長 棟方 裕一（10：40～11：30）
※ PC接続時間 10：30～10：40 （1F9-11, 1F9-12, 1F9-13, 1F9-14,

1F9-15）
1F9-11 メカニカルミリング法による Li3PS4-BaTiO3複合系固体電解質の
作製と評価（阪府大院工・出光興産）林 晃敏○福嶋晃弘・長尾賢
治・清野美勝・樋口弘幸・辰巳砂昌弘

1F9-12 X線光電子分光法を用いた Li2S-P2S5系固体電解質の構造解析
（阪府大院工・理研）林 晃敏○王 誼群・松山拓矢・出口三奈子・
中尾愛子・辰巳砂昌弘

1F9-13 ナトリウムイオン伝導性 Na2S-P2S5系ガラス電解質の機械的特
性評価（阪府大院工・産総研）林 晃敏○野瀬将史・加藤敦隆・作田
敦・辰巳砂昌弘

1F9-14 メカノケミカル法を用いたナトリウムイオン伝導性 Na3BO3-

Na2SO4系ガラスの作製と特性評価（阪府大院工）林 晃敏○鈴木健
治・中村雄太・谷端直人・辰巳砂昌弘

1F9-15 水熱法を用いたMg-Al 系層状複水酸化物の作製とそのイオン伝
導度（阪府大院工）林 晃敏○日高真彦・計 賢・辰巳砂昌弘

3月26日午後

座長 曽根 理嗣（14：20～15：10）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （1F9-33, 1F9-34, 1F9-35, 1F9-36）
1F9-33 複合負極を利用したハイブリッドキャパシタ（信州大環境・エ
ネルギー材料科学研究所）○牧野 翔・杉本 渉・浅野充俊・杉本重
幸

1F9-34 ガラス電解質 Li3PS4-CNT電極複合体を用いた全固体電気化学
キャパシタの作製（阪府大院工）林 晃敏○吉見俊亮・計 賢・辰巳
砂昌弘

1F9-35 ボロンドープダイヤモンド電極を用いたバナジウム系レドック
スフローバッテリーに関する基礎的検討（宇都宮大院工）○吉原佐知
雄・斉藤陽輔

燃料電池

1F9-36* 雰囲気制御型硬 X線光電子分光装置による燃料電池カソード白

金合金触媒の in-situ測定（分子研）○高木康多・王 恒・上村洋平・
関澤央輝・宇留賀朋哉・唯 美津木・岩澤康裕・横山利彦

座長 杉本 渉（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （1F9-39, 1F9-41, 1F9-43）
1F9-39* In-situ XAFS, STEM, and Electrochemical Studies on Degradation

Processes of Pt/C, Pt3Co/C, and Pt3Ni/C Cathode Catalysts in PEFCs During

Repeated Gas Exchange Cycles（Innovation Res. Ctr. for Feul Cells, The

Univ. of Electro-Communications; JASRI/SPring-8）○SAMJESKE, Gabor;

HIGASHI, Kotaru; TAKAO, Shinobu; NAGAMATSU, Shin-ichi;

NAGASAWA, Kensaku; SEKIZAWA, Oki; KANEKO, Takuma; URUGA,

Tomoya; IWASAWA, Yasuhiro

1F9-41* 膜電極接合体を用いた炭酸ガス／水素による燃料電池反応（宇
宙航空研究開発機構宇宙科学研究所・長岡技科大工・（独）宇宙航空
研究開発機構研究開発本部・総研大物理）○曽根理嗣・佐藤和生・山
下慶倫・白仁田沙代子・島 明日香・桜井誠人・梅田 実

1F9-43* グリコール酸/シュウ酸酸化還元対を用いたカーボンニュート
ラルエネルギーサイクルの実現に向けた高選択的シュウ酸還元酸化チ
タン触媒の創製（九大 I2CNER）○渡邉亮太・山内美穂・阿部 竜・竹
口竜弥

宇宙化学、エネルギー変換

座長 林 晃敏（16：30～17：20）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （1F9-46, 1F9-47, 1F9-48, 1F9-49,

1F9-50）
1F9-46 Ca1-xBixMn1-yNiyO3-δ (0≤x, y≤0.1)反応図の作成（東理大理工）

○儀武 穂・吉田省吾・山口祐貴・伊藤 滋・藤本憲次郎
1F9-47 マンガン酸化物および鉄酸化物の負ミュオン捕獲における化学
効果（国際基督教大大学院理学専攻）○黒田絢子・二宮和彦・反保元
伸・河村成肇・Strasser Patrick・下村浩一郎・三宅康博・伊藤 孝・
髭本 亘・坂元眞一・篠原 厚・齋藤 努・久保謙哉

1F9-48 カーボンフェルト大気圧マイクロ波プラズマによる塩化マグネ
シウム水和物の分解挙動解析（埼工大院工）○鈴木明裕・松嶋 凌・
矢嶋龍彦

1F9-49 Chemical evolutionary consideration of oxidation-reduction of ami-

noacetonitrile induced by gas-water discharge（Dept. Nat. Sci. Edu., Naruto

Univ. of Edu.）○MUNEGUMI, Toratane

1F9-50 前生物的に合成したポリアミノ酸の LC-MS 解析（福岡工大生
命環境）○三田 肇・永沢恵理子

3月27日午前

太陽電池

座長 米谷 真人（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2F9-01, 2F9-02, 2F9-03, 2F9-04,

2F9-05）
2F9-01 色素増感太陽電池の光電極の電子伝導性向上の検討 (I)（東理

大工）○久保田大智・竹下元気・小澤弘宜・荒川裕則
2F9-02 色素増感太陽電池の光電極の電子伝導性向上の検討 (II)（東理

大工）○岩谷悠平・片野大地・小澤弘宜・荒川裕則
2F9-03 光散乱効果を持つ対極を利用した色素増感太陽電池（東理大

工）○茂木涼真・野沢剛也・小澤弘宜・荒川裕則
2F9-04 Investigation of effective utilization of titanium (Ti) coil based

cylindrical dye sensitized solar cells for indoor light application（Grad. Sch.
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Life Sci. Sys. Eng., KIT）○KAPIL, Gaurav; WANG, Jin Hui; OGOMI,

Yuhei; PANDEY, Shyam S.; MA, Tingli; HAYASE, Shuji

2F9-05* 色素増感太陽電池の 150度低温焼成技術の効果解明（東大院新
領域）○全 俊豪・井上湧貴・小野 亮

座長 望月 大（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2F9-08, 2F9-10, 2F9-11, 2F9-12,

2F9-13）
2F9-08* 異なるチタニア酸点への共吸着を利用した色素増感太陽電池

（広島大院工）藤田卓也○今栄一郎・大山陽介・駒口健治・播磨 裕
2F9-10 新規 Ru 色素 TUS-38 を用いた色素増感太陽電池の性能（東理

大工）○戸張優太・杉浦崇仁・小澤弘宜・荒川裕則
2F9-11 Black dye 類似構造を持ち、ターピリジン上に異なる置換基を持

つ新規 Ru色素を用いた色素増感太陽電池の性能比較（東理大工）○西
森 司・福島 慶・杉浦崇仁・小澤弘宜・荒川裕則

2F9-12 プラスチック基板色素増感太陽電池の高性能化のための電解液
の検討（東理大工）○吉田夏弥・室屋尚吾・小澤弘宜・荒川裕則

2F9-13 高効率亜鉛フタロシアニン錯体を用いた共生型色素増感太陽電
池（信州大院工）○池内琢郎・正木成彦・森 正悟・木村 睦

座長 小澤 弘宣（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2F9-15, 2F9-17, 2F9-18, 2F9-19）
2F9-15* D-π-A 構造を含むフタロシアニン錯体の合成と色素増感太陽
電池への応用（信州大院総合工）○山本智史・木村 睦

2F9-17 新奇なπ電子系スターバースト有機色素を用いた色素増感太陽
電池の作製と特性評価（立教大院理）○廣口瑛一・井上翔太・小林健
二・三井正明

2F9-18 双性イオン型ポルフィリン亜鉛錯体の色素増感太陽電池におけ
る色素多層効果（高知工科大院工）○角 克宏・服部友祐・高木由里
香・細木亜美

2F9-19* スピンプローブ ESR法による有機色素の凝集評価と DSSC光
電変換特性（広島大院工）○駒口健治・木下雄介・本田純大・矢野雅
人・今栄一郎・播磨 裕

3月27日午後

座長 若宮 淳志（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2F9-28, 2F9-29, 2F9-31, 2F9-33）
2F9-28 過渡吸収スペクトルによる色素増感太陽電池の色素-イオン種

間の相互作用の観測（中央大院理工）○細川 亮・田谷総一郎・桑原
彰太・沈 青・豊田太郎・片山建二

2F9-29* ルテニウム系色素増感太陽電池のコバルトレドックスにおける
性能低下の原因の解明（中央大理工・電通大院情報理工・国立中央大
学新世代太陽電池研究センター）小俣慶太○桑原彰太・片山建二・沈
青・豊田太郎・呉 春桂

2F9-31* Thermally Stable Dye-Sensitized Solar Cells Based on Liquid Crystal-

line Electrolytes（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○HÖGBERG,

Daniel; SOBERATS REUS, Bartolome; UCHIDA, Satoshi; YOSHIO,

Masafumi; KLOO, Lars; SEGAWA, Hiroshi; KATO, Takashi

2F9-33 Enhancement of photoconversion efficiency of TCO-less DSCs by

enhancing the diffusion of cobalt species through nanomaterials used as an

electrolyte absorbing layer.（KIT Life Science and Systems Engineering）
○MOLLA, Md. Zaman; PANDEY, Shyam S.; OGOMI, Yuhei; MA, Tingli;

SHUZI, Hayase

座長 尾込 裕平（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2F9-35, 2F9-36, 2F9-37, 2F9-39,

2F9-40）
2F9-35 Black dyeを用いた色素増感太陽電池の電解質溶液の最適化（東

理大工）○高野詩織・浦山礼子・小澤弘宜・荒川裕則
2F9-36 高効率ナノクレイ電解液を用いた色素増感太陽電池の電荷輸送

機構（東大先端研）櫻井大輝○内田 聡・久保貴哉・瀬川浩司
2F9-37* 色素増感太陽電池の光電変換効率と増感色素蛍光特性の電場効
果（北大電子研・岐阜大工・ケミクレア研究開発センター）大越謙
児・萬関一広・三浦偉俊・井上由紀子○太田信廣

2F9-39 有機-無機ハイブリッドペロブスカイト太陽電池における基材
結晶面の影響（東工大院理工）○竪山瑛人・米谷真人・望月 大・鈴

木榮一・和田雄二
2F9-40 ペロブスカイト太陽電池におけるメソポーラス酸化物半導体の
結晶面効果（東工大院理工）○米谷真人・渡邉藍子・望月 大・鈴木
榮一・和田雄二

座長 内田 聡（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （2F9-42, 2F9-43, 2F9-45, 2F9-46,

2F9-47）
2F9-42 ペロブスカイト層の表面処理に基づく太陽電池の高効率化（京
大化研・JSTさきがけ）○丸山直輝・西村秀隆・遠藤 克・若宮淳
志・村田靖次郎

2F9-43* Development of Novel Hole-Transporting Materials toward Efficient

Perovskite-Based Solar Cells（ICR, Kyoto Univ.; PRESTO, JST; Boston

College）○NISHIMURA, Hidetaka; MARUYAMA, Naoki; ENDO,

Masaru; WAKAMIYA, Atsushi; SCOTT, Lawrence T.; MUATA, Yasujiro

2F9-45 水晶振動子を用いたペロブスカイト/基板界面の解析（九工大
生命体工）○廣谷太佑・尾込裕平・藤川直耕・パンディ シャム・馬
廷麗・早瀬修二

2F9-46 CsPbI3を用いたペロブスカイト太陽電池（九工大生命体工）
○西中浩二・宮田陽平・リポレス テレサ・尾込裕平・沈 青・吉野
賢二・パンディ シャム・馬 廷麗・豊田太郎・早瀬修二

2F9-47 Controlled crystal growth of lead halide perovskites by adding

different types of chloride precursors（KIT）○VIGNESHWARAN,

Murugan; NAKAZATO, Ryuji; OGOMI, Yuhei; PANDEY, Shyam;

TINGLI, Ma; HAYASE, Shuji

座長 駒口 健治（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （2F9-49, 2F9-50, 2F9-51, 2F9-52,

2F9-54）
2F9-49 フレキシブルペロブスカイト太陽電池に関する研究（九工大生

命体工）蘭 春鋒○馬 廷麗
2F9-50 パルスレーザー堆積法による薄膜プラズモン太陽電池の光電変

換特性（北大電子研）○中村圭佑・片瀬貴義・押切友也・上野貢生・
太田裕道・三澤弘明

2F9-51 窒化ガリウムを用いたプラズモン誘起光電変換システムの構築
（北大電子研）○増永梨合花・押切友也・上野貢生・三澤弘明

2F9-52* 近赤外高効率 PbS量子ドット／ZnOナノワイヤ太陽電池の光照
射下での長期安定性（東大先端研）○王 海濱・久保貴哉・中崎城太
郎・瀬川浩司

2F9-54 狭バンドギャップπ共役分子を用いた有機薄膜太陽電池の開発

（九大院工・九大稲盛フロンティア研・JSTさきがけ）○日高 優・
申 雄・安達千波矢・安田琢麿

3月28日午前

太陽電池

座長 上野 貢生（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3F9-01, 3F9-02, 3F9-03, 3F9-04,

3F9-05, 3F9-06）
3F9-01 ポリ(3-アルキルチオフェン)の光劣化に対する一重項酸素の寄
与の再検討（北大院工）大田広樹○小泉 均

3F9-02 金・銀ナノ粒子をホール輸送層に組み込んだ逆型有機薄膜太陽
電池の作製と評価（滋賀県大工）○八木雄太郎・秋山 毅・松本泰
輔・奥 健夫

3F9-03 溶媒可溶なフラーレン-ジアミン付加体の合成と有機薄膜太陽
電池への応用（滋賀県大工）○泉本大輔・秋山 毅・番家翔人・奥
健夫

3F9-04 逐次電解重合によるポルフィリン-ポリチオフェン階層複合膜
の作製と光電気化学特性（滋賀県大工）○熊川 優・秋山 毅・番家
翔人・鈴木厚志・奥 健夫

3F9-05 有機薄膜太陽電池のアクセプターとなる新規縮環型フラーレン
誘導体の開発（鳥取大工）○中村 直・伊藤敏幸・野上敏材・早瀬修
一・菅原清高・山根 侑

3F9-06 ジケトピロロピロール骨格をもつ p型有機半導体分子の可溶性
光前駆体：合成と性質および塗布型太陽電池への応用（奈良先端大物
質）○内永憲佑・山口裕二・高平勝也・鈴木充朗・中山健一・山田容
子

光化学

座長 福 康二郎（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3F9-08, 3F9-09, 3F9-10, 3F9-12,

3F9-13）
3F9-08 プラズモン光電変換系の活性サイトにおける空間選択的な電解

重合反応（北大院総合化学）○戸田貴大・鈴木健太郎・保田 諭・村
越 敬

3F9-09 テトラヒドロキシチタン(IV)を用いて調製された酸化チタンナ
ノ構造体の光電気化学特性（徳島大ソシオテクノサイエンス・徳島大
アイソトープ総合センター）○新妻章一・三好弘一・倉科 昌・金崎
英二

3F9-10* UV irradiation effects on the plasmon-induced charge separation at Au

nanoparticles loaded TiO2 photoelectrode（RIES, Hokkaido Univ.）○SHI,

Xu; OSHIKIRI, Tomoya; UENO, Kosei; MISAWA, Hiroaki

3F9-12 金属ドープ CeO2の反応表面積増大による集光太陽熱利用二段
階水分解における水素生成量変化（宮崎大工）○金子 宏・水清篤
志・王 明炎・部谷 学・草場光博

3F9-13 硫化カドミウム光電極と対極の間での非水溶液中金属錯体レ
ドックス対の循環を利用した水分解用光電気化学セル（東大院工）
○影島洋介・熊谷 啓・久富隆史・嶺岸 耕・久保田 純・堂免一成

水素製造

座長 嶺岸 耕（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3F9-15, 3F9-17, 3F9-18, 3F9-19）
3F9-15* 酸素大気下での光水素発生を可能とする多孔質ガラスデバイス
の構築（名工大院工）○野地智康・近藤政晴・神 哲郎・南後 守・
出羽毅久

3F9-17 水素および高付加価値酸化生成物の効率的製造を目指した光電
極システムの設計（産総研エネルギー技術）○福 康二郎・三石雄
悟・舩木 敬・佐山和弘

3F9-18 水の理論および全分解電圧を低減した新規な 3電解槽による光
電気化学的ゼロバイアス水素発生（8）（国立高専機構福島高専物質工
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学科）加藤諒子・遠藤 遥・佐藤正隆・鴨 陽一○酒巻健司
3F9-19* ギ酸の脱水素化による高圧水素製造法および水素精製法（産総

研コンパクト研セ・JST CREST）○井口昌幸・眞中雄一・姫田雄一
郎・川波 肇

3月28日午後

座長 三石 雄悟（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3F9-28, 3F9-30, 3F9-32）
3F9-28* プラズモン誘起アンモニア合成に対する遷移金属の助触媒効果

（北大電子研）○押切友也・上野貢生・三澤弘明
3F9-30* 光合成のMn4クラスターS3 状態構造に関する理論的研究（理

研 RINC）○畠山 允・緒方浩二・横島 智・藤井克司・中村振一郎
3F9-32* 表面増強ラマン散乱法を用いたニトロベンゼンチオール-アミ
ノベンゼンチオールプラズモニック光化学反応の追跡（香川大工）
○山本裕子・茅野優也・伊藤民武・中西俊介

座長 神谷 和秀（14：40～15：30）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3F9-35, 3F9-37, 3F9-38, 3F9-39）
3F9-35* ギ酸の触媒的脱水素化による水素製造（産総研エネルギー技

術・JST CREST）○眞中雄一・徐 紹安・砂 有紀・尾西尚弥・
MUCKERMAN James T.・藤田恵津子・川波 肇・姫田雄一郎

3F9-37 アルミニウムーテレフタル酸構造体の水素吸蔵放出特性評価へ
の水素化アルミニウムおよび硝酸亜鉛の吸着処理の影響（大分大院
工）○山本博喜・衣本太郎・津村朋樹・豊田昌宏

3F9-38 リチウムナフタレニド吸着が亜鉛-テレフタル酸構造体(MOF-5)

の構造と水素吸蔵放出特性に与える影響（大分大院工）○角森健一・
衣本太郎・津村朋樹・豊田昌宏

3F9-39 多孔質窒化炭素-炭素複合材の合成と水素吸蔵挙動（大分大院
工）○早川直樹・衣本太郎・津村朋樹・豊田昌宏

G1 会場
12 号館 1231 教室

有機化学－反応と合成 D．ヘテロ原子化合物

3月26日午前

座長 村岡 宏樹（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1G1-01, 1G1-02, 1G1-03, 1G1-04,

1G1-05, 1G1-06）
1G1-01 ビナフチル基を有するカルコゲノリン酸塩化物と Grignard反
応剤との反応（岐阜大工）○平井祐輝・前川侑輝・村井利昭

1G1-02 ルイス酸を用いたアリルメシチルセレニドとアセタールとの反
応（首都大院理工）○吉澤直宏・平林一徳・清水敏夫

1G1-03 イミダゾ[1,5-a]ピリジン骨格を有するセレン化合物を配位子と
する亜鉛錯体の合成と反応（中部大工）○中垣諒祐・饒村 修

1G1-04 シリルアルケン部位をもつアリルセレニド類の酸化反応におけ
る 1, 2-シリル転位（金沢大院自然）○池端周平・新宅一樹・前多
肇・千木昌人

1G1-05 イミダゾ[1,5-a]ピリジル基を有するセレノキシドの合成と構造
（中部大工）○石田隆夫・棚橋智博・饒村 修

1G1-06 セレノカルボニル基が置換したピリジニウムイリド誘導体の合

成と反応（金沢大院自然）○西川倫矢・前多 肇・千木昌人

座長 長洞 記嘉（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1G1-08, 1G1-09, 1G1-10, 1G1-11,

1G1-12, 1G1-13）
1G1-08 TMDPOを用いた光反応によるペルフルオロアルキルホスフィ
ンの迅速合成法（阪府大院工）○佐藤悠樹・川口真一・野元昭宏・小
川昭弥

1G1-09 キラルブレンステッド酸を用いる亜リン酸トリエステルの不斉
合成法の開発（岐阜大工）○大島嵩弘・岡 夏央・安藤香織

1G1-10 1-(トリメチルシリル)および 1-(トリメチルスタニル)ビニルホ
スホナートの簡便合成とその利用（近畿大工）岡田芳治○中本雅斗・
漆原梨帆・野村正人

1G1-11 鉄と酸素を用いる触媒的光延反応の開発（金沢大院自然）○廣
瀬大祐・橋本卓磨・谷口剛史

1G1-12 2,5-ジチエニルホスホールの光物性に対する末端置換基の効果
（新潟大院自然・同志社大理工・新潟大理）○小柳誉也・木村佳文・
俣野善博

1G1-13 単離可能な中性二配位アンチモン中心ラジカル（東北大院理）
○三浦裕貴・石田真太郎・岩本武明

座長 庄子 良晃（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1G1-15, 1G1-16, 1G1-17, 1G1-18,

1G1-19, 1G1-20）
1G1-15 複数のトリプチシル基を有するかさ高い置換基の合成（立教大

理）○行本万里子・原 奈摘子・入江達也・鈴木文陽・野田 聡・箕
浦真生

1G1-16 9-トリプチシル基を立体保護基とするエンスルフェン酸の反応

性（立教大理）○行本万里子・箕浦真生
1G1-17 アルファ位に水素を有するチオケトンとジアゾ化合物の反応

（立教大理）○浜崎絢子・行本万里子・箕浦真生
1G1-18 トリス（ジメチルフェニルシリル）メチル基を有する塩化スル
フェニルの反応（東洋大理工）○菅又 功・田中佑佳・石井 茂

1G1-19 ペンチプチセン骨格に基づく分子キャビティを活用したS-ニト
ロソチオールおよび関連化学種の反応性に関する研究（東工大院理

工）○森田貴博・佐瀬祥平・高橋広奈・河合明雄・後藤 敬

1G1-20 溶解性ヘキサチオペンタセン誘導体の合成と性質（岡山大院環

境生命）○白井仁士・田嶋智之・久保健太郎・西濱拓也・高口 豊

3月26日午後

座長 佐瀬 祥平（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1G1-28, 1G1-29, 1G1-30, 1G1-31,

1G1-32, 1G1-33）
1G1-28 ベンジルスルファンの硫黄に隣接したカルバニオンの発生と親
電子剤との反応（岐阜大工）○武藤なつ美・野澤 遼・村井利昭

1G1-29 [OEO]型三座配位子(E = S, Se)を有するアルミニウム錯体：合

成、構造解析とε-カプロラクトンの開環重合（埼大理・埼大院理工）
○豊田美希・中田憲男・石井昭彦

1G1-30 Martin三座配位子を有する超原子価硫黄アニオンの合成と応
用（広島大理・豊田中研）○久木田友美・今田康公・中野秀之・山本
陽介

1G1-31 ピロールをコアユニットとした分岐型オリゴチオフェン誘導体
の合成及び物性（岩手大工）村岡宏樹○窪田駿平・小川 智

1G1-32 テトラ(5-アリール-2-チエニル)チオフェン 1-オキシド及び 1,1-

ジオキシド誘導体の合成と物性（岩手大）村岡宏樹○遠藤崇正・小川
智

1G1-33 各種ベンゾジチオフェン誘導体・類縁体を組み合わせたド
ナー・アクセプター化合物の合成と物性（和歌山大システム工）○湯
﨑柚佳・大須賀秀次・辻 卓也・坂本秀文

座長 仲程 司（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1G1-35, 1G1-36, 1G1-37, 1G1-38,

1G1-39, 1G1-40）
1G1-35 ジチアホスホール環を縮環したフタロシアニンの合成とその電
気化学的性質（岩手大研究推進機構）○木村 毅

1G1-36 1,5-ビスシリル 1,4-ジインのヒドロアルミニウム化を経由した
含 15族高周期ベンゼンの合成（中央大院理工・中央大理工）○石井拓
弥・仲村太智・鈴木克規・山下 誠

1G1-37 ハロゲンおよびスルホン酸エステル置換基を有するホスフィニ
ン類の合成（福岡大理）長洞記嘉○徳丸裕士・塩路幸生・大熊健太郎

1G1-38 環状オリゴアルシンを用いた 9-アルサフルオレンの合成（京工
繊大院工芸）○加藤拓路・中 建介

1G1-39 9-アルサフルオレン-白金(Ⅱ)錯体の合成とその固体発光（京工
繊大院工芸）○田中 進・加藤拓路・渡瀬星児・松川公洋・中 建介

1G1-40 ppy 配位子を有する高周期 15族元素化合物の創製（首都大院
理工）○坂部将仁・大泉明久・藤田 渉・野村琴広・佐藤総一

座長 山下 誠（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1G1-42, 1G1-43, 1G1-44, 1G1-46）
1G1-42 ホスファスチバトリプチセン骨格を有するリンイリドを用いた

Wittig反応と中間体の観測（北里大理）大槻武丸・村上力哉・杉本
淳○内山洋介

1G1-43 4-ブロモアリール基を有する立体保護されたジアリールホス
フィン誘導体の合成と反応（東北大院理・東北大院理）○佐々木 茂

1G1-44* Synthesis, Structure and Reactivities of Pentacoordinated Phos-

phorus-Tetracoordinated Boron Bonded Compounds（Grad. Sch. Sci., The

Univ. of Tokyo）○O’BRIEN, Nathan; HAVARE, Nizam; SHIBATA,

Yusuke; MAEDA, Hiroaki; NISHIHARA, Hiroshi; KANO, Naokazu

1G1-46* Synthesis and coordination behavior of unsymmetrical cyclic arsenic

compounds（KIT）ADACHI, Hiroki; ○IMOTO, Hiroaki; NAKA, Kensuke

3月27日午前

座長 石田 真太郎（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2G1-01, 2G1-02, 2G1-03, 2G1-04,

2G1-05, 2G1-06）
2G1-01 1-アミノアルモール誘導体の合成と構造（京大化研）○和佐野
達也・吾郷友宏・笹森貴裕・時任宣博

2G1-02 異なる配位数のガリウム原子を有するジベンゾガレピンの構造
評価（京大院工）○髙峰紘文・松本拓也・田中一生・中條善樹

2G1-03 ジヒドロジボラン(4)ピリジン付加体（近畿大理工）○金田将
平・庄子良晃・橋爪大輔・玉尾皓平・笛野博之・田中一義・松尾 司

2G1-04 非対称 diborane(4)化合物 pinB-BMes2の反応性とその高い電子受
容性の起源（中央大院理工）○浅川博祈・山下 誠・古川 貢・Lin

Zhenyang・Lee Ka Ho

2G1-05 ビスシリルピラジンとハロボランの反応によるホウ素、窒素含

有共役系の合成（中央大院理工・阪大院基礎工・中央大理工）○野口
真緒・百合野大雅・劒 隼人・真島和志・鈴木克規・山下 誠

2G1-06 ホウ素、窒素置換シクロブタジエンの反応（中央大院理工・中
央大理工）○小沼 郁・鈴木克規・山下 誠
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座長 吾郷 友宏（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2G1-08, 2G1-09, 2G1-10, 2G1-11,

2G1-12, 2G1-13）
2G1-08 PIII→C0←SIVカルボンと AuIの反応（日大生産工）○諸崎友
人・藤井孝宜

2G1-09 4電子供与性を示す SII→C0←SIIカルボンの合成と反応性（日
大生産工）○飯島 燎・諸崎友人・藤井孝宜

2G1-10 ボリニウムイオンによる炭素-カルコゲン二重結合切断反応
（東工大資源研）○田中直樹・庄子良晃・福島孝典

2G1-11 溶媒和の無いボリルアニオンの反応性（中央大理工・中央大院
理工・東大院工・東北大院理）○大里拓人・奥野友里・石田真太郎・
岩本武明・山下 誠・野崎京子

2G1-12 遷移金属非存在下でのアルキンのジボリル化反応における位置
選択性制御（中央大院理工・中央大理工）○小島千絵美・山下 誠

2G1-13 Bora-Brook 転位における対カチオン効果（中央大院理工・中
央大理工・東大院工）○木須遥規・山下 誠・伊東史裕・境野裕健・
野崎京子

座長 内山 洋介（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2G1-15, 2G1-16, 2G1-17, 2G1-18,

2G1-19, 2G1-20）
2G1-15 イミダゾピリジン骨格を有する新規 HIF-1α阻害剤の開発（東

工大資源研）○大内俊明・峯岸秀充・中村浩之
2G1-16 ピロール 2，5-ジカルボン酸エステルからのカリックスピロー
ル合成研究（工学院大工）○安井英子・大貫智史・嶋田佑太・近藤
匠・南雲紳史

2G1-17 フォトレドックス触媒による新規な求電子的アミノ化試薬を用
いたオレフィン類の位置選択的アミノヒドロキシル化反応（東工大資
源研）○宮澤和己・小池隆司・穐田宗隆

2G1-18 ワンポット反応を活用した骨格多様性指向型ヘテロ環合成法の
開発（横浜薬大）鰐渕清史○大川愛理・増井 悠・高橋孝志

2G1-19 連続環化反応を基盤としたアザビシクロ化合物の効率的合成法
の開発（横浜薬大）増井 悠○中野博貴・高橋孝志

2G1-20 2級シランの不斉アリール化反応による光学活性ケイ素化合物
の合成（東大院理）○植木修平・栗原 悠・石井亮馬・島田真樹・山
野井慶徳・西原 寛

3月27日午後

座長 笹森 貴裕（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2G1-28, 2G1-30, 2G1-32）
2G1-28* Synthesis and Property of Chiral Porphyrin Polymer Nanotubes

（Kinki Univ.）○TAKEUCHI, Noritaka; NAKAHODO, Tsukasa;

FUJIHARA, Hisashi

2G1-30* Introduction of an Asymmetric Carbon Atoms in Selenophosphoric

Acid Esters Having a Binaphthyl Group by Deprotonation-SN2 Reaction

（Fac. Eng., Gifu Univ.）○MAEKAWA, Yuuki; MURAI, Toshiaki

2G1-32* Synthesis and Reactivities of a Cysteine Sulfenic Acid by Taking

Advantage of a Large Molecular Cavity（Grad. Sch. Sci., Eng., Tokyo Tech）
○SANO, Tsukasa; SASE, Shohei; GOTO, Kei

座長 大須賀 秀次（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2G1-35, 2G1-37, 2G1-39）
2G1-35* Complexation behaviors of crown ethers containing chiral phosphorus

atoms（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）○KATO, Ryosuke; MORISAKI,

Yasuhiro; CHUJO, Yoshiki

2G1-37* トリホスファ[3]ラジアレンを配位子とした遷移金属錯体の合成
（京大化研）○平野晃基・三宅秀明・笹森貴裕・時任宣博

2G1-39* 開殻リン複素環構造による HF 捕捉（東工大院理工）○植田恭
弘・三上幸一・伊藤繁和

座長 小林 潤司（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （2G1-42, 2G1-44, 2G1-46）
2G1-42* ジボリルジホスフェンの合成・構造・反応性（中央大院理工・
中央大理工）○浅見俊介・岡本匡史・鈴木克規・山下 誠

2G1-44* トリアリールボランを触媒とした Hantzschエステルによるア
ルデヒドの水素化反応（総研大物理・分子研）○辻 裕章・浜坂
剛・魚住泰広

2G1-46* かさ高いアリール基を有するジアルメン-ベンゼン付加体と Le-

wis 塩基との反応（京大化研）○長田浩一・吾郷友宏・笹森貴裕・時任
宣博

3月28日午前

座長 藤井 孝宜（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3G1-01, 3G1-02, 3G1-03, 3G1-04,

3G1-05, 3G1-06）
3G1-01 ポリテルロフェンナノチューブの合成と特性（近畿大院総理

工）○斉藤勇大・仲程 司・藤原 尚
3G1-02 クリック反応によるポリマーナノチューブの表面修飾（近畿大
院総理工）○山本圭一・仲程 司・藤原 尚

3G1-03 フェロセニルチオカルボニル基を有する化合物の合成とその光
吸収特性（山口大院理工）○三宅秀明・田嶋智之・高口 豊

3G1-04 Synthesis and Reactions of a Primary-alkyl-substituted Sulfenate

Anion Bearing a Cavity-shaped Molecular Framework（Grad. Sch. Sci., Eng.,

Tokyo Tech）○ISHIHARA, Michihiro; SASE, Shohei; GOTO, Kei

3G1-05 レドックス活性キラルポリマーナノチューブのナノ空間におけ
る不斉認識（近畿大院総理工）○亀山元貴・仲程 司・藤原 尚

3G1-06 超臨界二酸化炭素反応場における触媒反応の開拓（近畿大院総
理工）○大杉健太・仲程 司・藤原 尚

座長 前多 肇（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3G1-08, 3G1-09, 3G1-10, 3G1-11,

3G1-12, 3G1-13）
3G1-08 ピンサー型ビスイミダゾリン-パラジウム触媒を用いた光学活

性なα-チオ-β-アミノニトリルの合成（名工大院工）○小林奈津美・
近藤 健・中村修一

3G1-09 ピレンを有する環状ジアミノセレニドの合成と渡環相互作用
（近畿大理工）○岡崎健太・仲程 司・藤原 尚

3G1-10 極性官能基を持つ五員環状セレニドの合成と抗酸化活性の評価
（東海大理）高比羅 基・黒田のぞみ・荒井堅太○岩岡道夫

3G1-11 テルリン酸無水物誘導体を用いるオレフィンのエポキシ化（東
海大清水教養教育センター）○大場 真・川路翔偉

3G1-12 超原子価(4-FC6H4)5Sbおよび Tol4Te 間でのリガンド交換反応
（立教大理学化学科・早大理工研）○一瀬 翔・秋葉欣哉・箕浦真生

3G1-13 ジメチルアミノフェニル基を有する超原子価有機テルル化合物
の合成と反応（立教大理）○速川琴菜・小林 翔・箕浦真生

座長 伊藤 繁和（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3G1-15）
3G1-15 学術賞受賞講演 試薬開発に力点を置いたフッ素化合物の精
密合成（名工大院工）○柴田哲男

3月28日午後

座長 平林 一徳（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3G1-28, 3G1-29, 3G1-30, 3G1-31,

3G1-32, 3G1-33）
3G1-28 炭素-フッ素結合の立体特異的な切断を経るα-ヒドロキシアセ
タールの不斉合成（豊橋技科大）○北原一利・沖見卓哉・柴富一孝・
岩佐精二

3G1-29 フェノール類を用いた三級不斉炭素上でのWilliamsonエーテ
ル合成（豊橋技科大）○琴崎真任・佐々木 希・柴富一孝・岩佐精二

3G1-30 四置換アルケンの位置及び立体選択的合成を目指したイナミド
のヨードブロモ化（龍谷大理工）○矢内悠太・井手将貴・岩澤哲郎

3G1-31 位置および立体選択的ヒドロハロゲン化反応を用いた含窒素
1,3-ジエン誘導体の合成（龍谷大院理工）○井手将貴・岩澤哲郎

3G1-32 フタルイミデートを有する超原子価ヨウ素試薬の合成とイミド
化反応への活用（阪大院工）○小坂知輝・清川謙介・南方聖司

3G1-33 CH 活性化の新しい方法: PhI(OAc)2 -スルホンアミドによるエー
テルのメタルフリー α 位 CH アミノ化反応（東大院薬）○山下準平・
宮本和範・内山真伸

G2 会場
12 号館 1232 教室

有機化学－反応と合成 B．芳香族化合物

3月26日午前

座長 西田 純一（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1G2-08, 1G2-09, 1G2-11, 1G2-12,

1G2-13）
1G2-08 ジインとビフェニル誘導体の環化反応を利用した非平面構造を
有する多環芳香族炭化水素の合成とその光学特性（中央大院理工）
○大石杏奈・所 雄一郎・福澤信一

1G2-09* ダイナミックチアヘリセン骨格含有クラウンエーテルとキラル
アミン塩とのホスト・ゲスト錯形成によるキラリティーの増幅と反転
（東工大院理工）○南部洋子・高田十志和

1G2-11 ベンゼン／ナフタレンを連結したオレフィンの一段階光環化に
よる[16]ヘリセン合成（東大院工・山形大理）○森 一晋・村瀬隆史・
藤田 誠

1G2-12 アゾベンゼンを活用した刺激応答性 BINOLの開発（東理大院
総合化学）○赤浦勝太・筒井友紀・内山真伸・高石和人・今堀龍志

1G2-13 アゾベンゼンジアミン誘導体による刺激応答性協同機能触媒の
開発（東理大院総合化学）○村田大輔・末永 朱・栗原清二・今堀龍
志

座長 菅野 研一郎（11：20～12：10）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1G2-15, 1G2-16, 1G2-17, 1G2-18,

1G2-19）
1G2-15 塩化金(Ⅰ)触媒を用いたフェナセン型芳香族化合物の合成（愛

媛大院理工）○佐藤詩織・森 重樹・奥島鉄雄・宇野英満・中江隆博
1G2-16 アズレン骨格を有する多環芳香族炭化水素の合成とその物性評
価（岡山大院自然）○伊場真志・村井征史・高井和彦

1G2-17 ベンゾ[k]フルオランテン-3,4-ジカルボキシイミドの合成と構造
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（兵庫県大院工）○長原将也・西田純一・北村千寿・川瀬 毅
1G2-18 2組の 10-メシチルアントラセン部位を 2組のビフェニルで連
結した環状オリゴフェニレンの合成と光物性（横国大院環境情報）
○白井篤美・清水秀幸・伊與田正彦・大谷裕之

1G2-19 π拡張大環状オリゴ-3,4-ジフェニルチオフェン 6量体の合成お
よびそのモルフォロジーと光物性（横国大院環境情報）○苅谷和佳

奈・大谷裕之・清水秀幸・伊與田正彦

3月26日午後

座長 奥島 鉄雄（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1G2-28, 1G2-30, 1G2-32, 1G2-33）
1G2-28* 水単分子ならびに水二量体を内包したフラーレン C70の合成
と性質（京大化研・JSTさきがけ）○張 鋭・村田理尚・若宮淳志・
村田靖次郎

1G2-30* 交差共役系 2,3-ビス(アリール)[2]デンドラレンの合成とその性
質（防衛大応化）○亀田 烈・林 正太郎・小泉俊雄

1G2-32 Suzukiカップリングを用いたπ共役拡張ポルフィリンへの置換

基の導入（宇都宮大院工）○宇野大貴・佐々木 彰・大庭 亨・伊藤
智志

1G2-33 アルキル基を有するテトラベンゾポルフィリンの半導体特性と
熱安定性（宇都宮大院工）○佐々木 彰・宇野大貴・大庭 亨・伊藤
智志

座長 大庭 亨（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1G2-35, 1G2-36, 1G2-37, 1G2-38,

1G2-39, 1G2-40）
1G2-35 3位上に硫黄官能基を有するクロロフィル誘導体の合成とその

物性（立命館大大学院 生命科学研究科）民秋 均○金 貴和・佐々
木真一

1G2-36 3位に様々なアシル基を有するクロロフィル誘導体の合成およ
び光物性（立命館大院生命科学・龍谷大院理工）民秋 均○木村雄
貴・宮武智弘

1G2-37 メチレン基を有するオレフィン化クロロフィル類の合成とその
光物性（立命館大院生命科学）民秋 均○辻 和希・宮武智弘

1G2-38 ジケトピロロピロール多量体の合成と物性（奈良先端大物質）
○浅田 徹・荒谷直樹

1G2-39 アニオン交換によるシクロ[8]ピロールホスホン酸塩の合成（愛
媛大院理工）○松本宏樹・森 重樹・宇野英満・奥島鉄雄

1G2-40 オキソカーボン酸とピロール誘導体の反応による近赤外色素の
合成（愛媛大院理工）○上代一貴・北束政波・森 重樹・奥島鉄雄・
宇野英満

座長 林 正太郎（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1G2-42, 1G2-43, 1G2-44, 1G2-45,

1G2-46, 1G2-47）
1G2-42 溶液塗布型有機薄膜太陽電池を指向したピラジノ[2,3-g]キノキ
サリン誘導体の合成（奈良先端大物質）○青竹達也・鈴木充朗・山田
容子

1G2-43 トリフェニレン骨格を有する[9]ヘリセン誘導体のエナンチオ選
択的合成（東農工大院工・東工大院理工・JST ACT-C）○村山浩一・
田中 健

1G2-44 トリフルオロメチル基を有するサブフタロシアニンの設計と合

成（名工大院工）○永井健一朗・森 悟・飯田紀士・柴田哲男・徳永
恵津子

1G2-45 トリフルオロエトキシ基を有する新規ダブルデッカー型フタロ
シアニンの合成（名工大院工）○小川直也・森 悟・柴田哲男

1G2-46 PDMS 膜を用いたワンポットケモエンザイマティックプロセス
（阪市工研生物・生活材料研究部）○佐藤博文・フメル ウェル
ナー・グレッガー ハラルド

1G2-47 不斉トリフルオロメチル化反応を用いた抗肥満薬 HSD-016の
触媒的合成法開発（名工大院工）○安田吉将・大楠 賢・柴田哲男

3月27日午前

座長 渕辺 耕平（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2G2-01, 2G2-02, 2G2-03, 2G2-04,

2G2-05, 2G2-06）
2G2-01 Synthesis of Benzocarbazole Derivatives Using Oxidative Radical

Reaction with Mn(III)-Enolate Complex as a Key Reaction and Development

to the New Organic EL Materials（Kumamoto Univ. Department of Science,

Faculty of Science）○AKAZAKI, Chiaki; NISHINO, Hiroshi

2G2-02 Scandium Triflate-Catalyzed Arylative Desulfonation of Diarylmethyl

Phenyl Sulfones（WPI-ITbM, Nagoya Univ.）○ARIKI, Zachary T.;

NAMBO, Masakazu; CANSECO-GONZALEZ, Daniel; BEATTIE,

Dawson; CRUDDEN, Cathleen M.

2G2-03 マイクロ波照射法による 4-PBA 類似体の簡便合成（関東学院
大理工）○赤津悠輔・望月龍之介・飯田博一

2G2-04 α,α,α-ブロモジフルオロトルエン誘導体を用いた置換反応
（相模中研）○潮﨑雅宏・井上宗宣

2G2-05 環状アルキンとの環化付加反応において 1,3-双極子の骨格や置
換基が及ぼす影響（東医歯大生材研・JNC 石化）○田中淳子・吉田
優・松下武司・細谷孝充

2G2-06 アルケニルアジドと環状アルキンとの環化付加反応（東医歯大
生材研）○後藤沙由里・吉田 優・松下武司・細谷孝充

座長 植田 光洋（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2G2-08, 2G2-09, 2G2-10, 2G2-11,

2G2-12, 2G2-13）
2G2-08 フルオロアルケンのカチオン環化を基盤とする置換アセン合成

（筑波大院数理物質）○筥崎智弘・三浦恵祐・渕辺耕平・市川淳士
2G2-09 縮合環構造を有するアラインを用いた多環式芳香族炭化水素の

高効率合成（筑波大院数理物質）○阿部将志・渕辺耕平・市川淳士
2G2-10 ダブルヘリセン骨格に基づくねじれた多環芳香族炭化水素の合

成と構造（阪府大院理）○柏原仁志・神川 憲
2G2-11 ジアルキニルイソベンゾフランを用いた拡張π共役系分子の合

成研究（関西学院大理工）○朝比奈健太・羽村季之
2G2-12 触媒的ベンザイン発生を鍵とする位置選択的な芳香環連結反応
の開発（関西学院大理工）○丸山大輔・武田 麻・鈴木啓介・羽村季
之

2G2-13 ジエポキシペンタセンの芳香族化による置換ペンタセンの合成
（関西学院大理工）○江田昌平・江口史晃・工藤涼司・羽村季之

座長 神川 憲（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2G2-15, 2G2-17, 2G2-18, 2G2-19,

2G2-20）
2G2-15* カルボランアニオンを基盤としたリチウムカチオン超活性化と

特異な反応性（東大院薬・理研 CSRS）○北沢 裕・滝田 良・松原誠
二郎・内山真伸

2G2-17 トリフルオロメチル基のピンポイント C－F結合活性化法の開

発（東医歯大生材研）○下森 顕・細谷孝充・吉田 優
2G2-18 生体分子の化学修飾法の開発を指向したチオフェン-S,S-ジオキ
シドと環状アルキンとの環化付加反応に関する研究（東医歯大生材
研）○目黒友啓・吉田 優・細谷孝充

2G2-19 アラインへのMichaelis-Arbuzov 型反応による多置換芳香族リ
ン化合物合成法の開発（東医歯大生材研）○吉田 優・塚本史雄・下
森 顕・細谷孝充

2G2-20 銀試薬による芳香族化合物へのラジカル的トリフルオロメチル
基導入法の開発（東農工大工）○小野一樹・山崎 孝・高須賀智子

3月27日午後

座長 羽村 季之（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2G2-28, 2G2-31, 2G2-32, 2G2-33）
2G2-28 若い世代の特別講演会 官能基の「歪み」に着目した分子連
結法の開発（東医歯大生材研）○吉田 優

2G2-31 可視光応答型光触媒と銅触媒との協奏作用を活用したカルバ
ゾール誘導体とヨウ化アリールとの C-N Ullmann型カップリング反応
の開発（東大院理）YOO Woo-Jin○塚本翔大・小林 修

2G2-32 o-ビニルベンジルシアニドの分子内環化反応による 2-ナフチル
アミン誘導体の新規合成法（北大院総合化学）○阿部泰樹・吉村文
彦・谷野圭持

2G2-33 多環式芳香族化合物を用いた還元的シリル化反応の活性化（群
馬大院理工）○喜多 光・菅野研一郎・久新荘一郎

座長 仁科 勇太（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2G2-35, 2G2-36, 2G2-37, 2G2-38,

2G2-39, 2G2-40）
2G2-35 チエノベンザイン中間体を利用した多置換ベンゾ[b]チオフェン
の合成（東医歯大生材研）○森田隆太・吉田 優・細谷孝充

2G2-36 ヨウ素-マグネシウム交換反応を経由する 3-ハロアラインの発

生とその利用（東医歯大生材研）○永井 晶・内田圭祐・吉田 優・
細谷孝充

2G2-37 3-トリフリルオキシアライン：改良発生法の開発と発生におけ
る位置選択性の検討、及び多環式骨格構築への応用（東医歯大生材
研）○内田圭祐・吉田 優・細谷孝充

2G2-38 ポリアニリンによるアリールジアゾニウム塩とアレーンのクロ
スカップリング（阪大院工）雨夜 徹○秦 大・平尾俊一

2G2-39 アルキリデンシクロブタン骨格を有する新規フラーレン誘導体
の合成（阪府大院理）○坂口 司・植田光洋・吉田俊輔・安田 浩・
柳 日馨

2G2-40 フラーレンとクマリン誘導体の光[2+2]付加環化反応（阪府大
理）○端山美帆・植田光洋・安田 浩・吉田俊輔・柳 日馨

座長 西長 亨（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （2G2-42, 2G2-43, 2G2-44, 2G2-45,

2G2-46, 2G2-47）
2G2-42 酸化グラフェンを酸化剤とした酸化的脱水素カップリング反応
の開発（岡山大 RCIS）○森奥久実加・森本直樹・仁科勇太

2G2-43 還元型酸化グラフェンを用いた触媒的酸化反応の開発（岡山大
RCIS）○森本直樹・竹内靖雄・仁科勇太

2G2-44 光照射下におけるヨウ化アリールのアミノカルボニル化反応
（阪府大院理）○佐藤葵生・川本拓治・柳 日馨

2G2-45 アンモニウム-キラルボレート塩触媒によるα,β-二置換アクロ
レインを用いたインドールの Friedel-Craftsアルキル化反応（阪府大院
理）○柳生義貴・植田光洋・柳 日馨

2G2-46 Catalytic Asymmetric 1,2-Type Friedel-Crafts Reaction of Phenols

Based on Entropy-associated Stereodiscrimination（Grad. Sch. Fac. Eng.,

Tokyo Univ. of Agri. and Technol.）○HIRAO, Shogo; KATO, Masaru;

IIDA, Keisuke; SOHTOME, Yoshihiro; NAGASAWA, Kazuo

2G2-47 グアニジウム-次亜ヨウ素酸塩触媒によるβケトアミドとオキ
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シインドールの極性転換型カップリング反応（東農工大院工）○加藤
誠也・安井浩司・長澤和夫

3月28日午前

座長 新井 則義（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3G2-01, 3G2-02, 3G2-03, 3G2-04,

3G2-05, 3G2-06）
3G2-01 アルキルリチウムからのトランスメタル化によって調製したア
ルキル亜鉛反応剤とハロゲン化アリールの 1電子移動機構によるカッ
プリング反応（京大院理）○大倉圭翔・白川英二

3G2-02 1電子移動機構によるアルキニル亜鉛種とヨウ化アリールの
カップリング反応（京大院理）○川嶋仁美・大倉圭翔・西田直矢・玉

國史子・白川英二
3G2-03 ジエチル亜鉛を活性化剤として用いるアリールボロン酸とヨウ
化アリールの 1電子移動機構によるカップリング反応（京大院理）
○吉田悠人・大倉圭翔・白川英二

3G2-04 Enantioselective Rauhut-Currier reaction promoted by an immobi-

lized organocatalyst（ISIR, Osaka Univ.）○HIRATA, Shuichi; KISHI,

Kenta; TAKIZAWA, Shinobu; SASAI, Hiroaki

3G2-05 Iron-Catalyzed ortho Alkylation of Carboxamides with Organoalane

under Low Catalyst Loading（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）
○SHANG, Rui; ILIES, Laurean; NAKAMURA, Eiichi

3G2-06 o-メトキシカルボニルフェニルボロン酸とアルキンとのコバル
ト触媒による付加環化反応（阪府大理）○陶山雄紀・植田光洋・柳
日馨

座長 細川 誠二郎（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3G2-08, 3G2-09, 3G2-10, 3G2-11,

3G2-12, 3G2-13）
3G2-08 酸化物担持金ナノ粒子を用いる芳香族化合物の酸化的カップリ
ング反応とその機構（九大院理）○明日亮太・石田玉青・三瀬喜之・
相川翔平・濱崎昭行・宮坂 充・山本祥史・辻 哲郎・徳永 信

3G2-09 アルキン誘導体安定化パラジウムナノ粒子触媒を用いる高選択
的水素化反応（北大院総合化学）○小野寺希望・新井則義・出耒田
敦・堀 順一・大熊 毅

3G2-10 Red-Alを用いたオルト,パラジヨードフェノール類のオルト位
選択的脱ヨウ素化反応（東工大院生命理工）○近藤大輝・生駒 篤・
小川熟人・小林雄一

3G2-11 過酸化物によって促進されるハロゲン化アリールによる脂肪族
アミンのα-アリール化反応（京大院理）○上野遼太・白川英二

3G2-12 過酸化物によって促進される 2-プロパノールを用いたハロゲン
化アリールの還元反応（京大院理）○清水 駿・上野遼太・白川英二

3G2-13 ヘキサフェニルベンゼン骨格のリチオ化における交互型選択性
の探究（東大院総合文化）○小島達央・平岡秀一

座長 小島 達央（11：20～12：10）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3G2-15, 3G2-17, 3G2-18, 3G2-19）
3G2-15* 形式的な C-Hアジド化反応によるジアジド化合物の簡便合成
法の開発と異種アジド選択的な逐次分子連結への応用（東医歯大生材
研）○細谷孝充・三澤善大・吉田 優

3G2-17 次亜硝酸tert-ブチルおよびtert-ブトキシドを開始剤および促進
剤として用いるヨウ化アリールとアレーンのカップリング反応（京大
院理）○桐山和也・白川英二

3G2-18 SN2’アリル化反応による不斉四級炭素構築法を活用した spor-

ochnolの全合成研究（東工大院生命理工）○杉原裕介・東條敏史・小
林雄一

3G2-19 A-74528の全合成研究（早大院先進理工）○吉野友梨・関根大
介・原地美緒・細川誠二郎

G3 会場
12 号館 1233 教室

有機化学－反応と合成 C．複素環化合物

3月26日午前

座長 武藤 雄一郎（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1G3-01, 1G3-02, 1G3-03, 1G3-04,

1G3-05）
1G3-01 オルト位にイソプロピル基もしくはエチニル基を有する 1,3-ジ
フェニルテトラゾリウム-5-チオレートの光化学反応（名工大院工）
○土井章弘・山下幸宣・平下恒久・荒木修喜

1G3-02 1,3-ジフェニルテトラゾリウム-5-ヒドロキシルアミドの反応
（名工大院工）○松川裕太・平下恒久・荒木修喜

1G3-03 ハロアルキンへのテトラゾール類の求核付加反応とその利用
（東工大院生命理工）山岸優仁○小柳徹弥・秦 猛志・占部弘和

1G3-04 エテントリカルボン酸置換アルケニルエステルおよびアミドの
環化反応（奈教大・奈良先端大物質）山崎祥子○和田潤也・垣内喜代
三

1G3-05* Synthesis of α-functionalized unsaturated oximes and heterocyclic

compounds by Umpolung substitution using nitrosoallenes（Grad. Sch. Mat.

Sci., NAIST）○TANIMOTO, Hiroki; MIZUTANI, Yusuke; YOKOYAMA,

Keiichi; KAKIUCHI, Kiyomi

座長 谷本 裕樹（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1G3-08, 1G3-09, 1G3-10, 1G3-11,

1G3-12, 1G3-13）
1G3-08 ルイス酸によるエテントリカルボン酸アリルアミドの触媒的環

化反応（奈教大・奈良先端大物質）山崎祥子○新名麻美子・垣内喜代
三

1G3-09 塩化銅(II)触媒によるプロパルギルアミンとN,O-アセタールの
[4+1]分子間環化反応：多置換ピロール誘導体の新規合成法（東理大理

工）○堀 洋章・荻原陽平・坂井教郎
1G3-10 インジウム触媒を用いたケト酸と第 1級アミンの還元的直接ア
ミノ化によるN-置換ラクタムのワンポット合成（東理大理工）○内山
拓也・荻原陽平・坂井教郎

1G3-11 銅触媒による 1,6-ジヒドロピリジンの形成を基盤とした多置換

ピペリジン類の合成（北大院総合化学・北大院理）○渡辺 諒・溝口
玄樹・南 眞太郎・大栗博毅・及川英秋

1G3-12 イソテルラゾールのヘテロ Diels-Alder反応を用いる種々の縮
環ピリジンアルカロイド骨格の短段階構築（岩手大院工）嶋田和

明○種市祐介・是永敏伸
1G3-13 イミダゾ[1,5-a]ピリジン骨格を持つ化合物と有機金属試薬との
反応（中部大工学部応用化学科）○神谷憲児・楠瀬将士・饒村 修

座長 山崎 祥子（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1G3-15, 1G3-16, 1G3-18, 1G3-19,

1G3-20）
1G3-15 クロム酸触媒によるジメチルおよびジエチル-2,2’-ビピリジン
の酸化（富山工技セ中央研究所）○山崎茂一

1G3-16* Synthesis of N,N,2,6-Tetrasubstituted 4-Nitroalinines by Three

Component Ring Transformation of Dinitropyridone（Sch. Env. Sci. Eng.,

KUT）○LE, Thi Song; ASAHARA, Haruyasu; NISHIWAKI, Nagatoshi

1G3-18 ホルミルニトロエナミンの縮合を用いた 3,5-ジニトロ-1,4-ジヒ
ドロピリジンの合成（高知工科大環境理工）○濱田真衣・浅原時泰・
中池由美・西脇永敏

1G3-19 β-シアノエナミンとイソシアニドを用いた 4-アミノピリミジ
ンおよび 4-アミノキナゾリンの効率的骨格形成反応（東理大理工）
○中野 司・加藤拓保・荻原陽平・坂井教郎・小中原猛雄

1G3-20 NHC 触媒を用いたキナゾリン環 5-8位への求核的アロイル化
反応（上智大院理工）○中川瑞樹・鈴木由美子

3月26日午後

座長 山口 英士（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1G3-28, 1G3-29, 1G3-30, 1G3-31,

1G3-32）
1G3-28 酸を用いたo-アルキニル芳香族カルボジイミドの分子内ヘテロ

Diels-Alder反応（東理大理・筑波大国際統合睡眠医科学研究機構(WPI-

IIIS)）○小山恭章・沓村憲樹・長瀬 博・齊藤隆夫
1G3-29 イミンを基質とする窒素上置換基の転移を伴うイソキノリン類
の触媒的合成（阪大院工）○笹岡由圭里・星本陽一・大橋理人・生越

専介
1G3-30 Pd(II)触媒によるカルバゾール類の合成研究（富山大院理工

(理)）横山 初○荘司友禅・久保敬義・松村洋亮・細川惇一・宮澤眞
宏・平井美朗

1G3-31 アザプリンス反応による 3環性ベンズアゾニンの合成（東理大
理）○片村友大・清水友陽・武藤雄一郎・斎藤慎一

1G3-32* 置換基間反発による 1-メチル-2-キノロン骨格の活性化とその
官能基化（高知工科大環境理工）浅原時泰・陳 新○西脇永敏

座長 西脇 永敏（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1G3-35, 1G3-36, 1G3-38, 1G3-39,

1G3-40）
1G3-35 熱分解反応を利用したイソインドール誘導体の合成（宇都宮大
院工）○篠﨑保孝・大庭 亨・伊藤直次・佐藤剛史・伊藤智志

1G3-36* o-アミノフェニルプロピオール酸エステルの環化付加反応を鍵

とした 3,4-縮環 2-キノロン合成（名大院創薬科学）○村山 司・澁谷
正俊・山本芳彦

1G3-38 可視光によるラジカル環化反応を利用する多環式複素環化合物
の迅速合成法（岐阜薬大）○須藤祐亮・山口英士・多田教浩・伊藤彰
近

1G3-39 Synthesis of novel Spiro [indole-pyrazoles] using isocyanide based

multi component reaction（Grad. Sch. Eng., KIT）○JALLI, Venkataprasad;

MORIGUCHI, Tetsuji; ARAKI, Koji; TSUGE, Akihiko

1G3-40 ホスフィン酸を用いた 1-メトキシイソクロマンへのイソシアニ
ドの付加反応（金沢大院自然）○松崎駿介・添田貴宏・宇梶 裕

座長 山本 芳彦（15：50～16：40）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1G3-42, 1G3-44, 1G3-45, 1G3-46）
1G3-42* 電子移動を利用した芳香族化合物の分子内 C-Hアミノ化（京
大院工）○諸藤達也・清水章弘・吉田潤一

1G3-44 2-(N-ピロリルスルフェニル)安息香酸の分子内環化反応（産総
研触媒化学融合研究セ・東理大理工）清水政男○益田功太郎・田中真
司・安藤 亘・坂井教郎



— 85 —

1G3-45 1,3-チアザ-ブタジエンの酸化的環化を経る 1,3-チアゾール類の
合成（岩手大院工）嶋田和明○磯上 愛・是永敏伸

1G3-46 ビニルスルホニウムイリドの環拡大反応における置換基効果
（神戸高専）○市瀬佑磨・小泉拓也

3月27日午前

座長 仙石 哲也（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2G3-01, 2G3-02, 2G3-03, 2G3-04,

2G3-05, 2G3-06）
2G3-01 3-エテニル-2,4-ペンタンジオン類およびその誘導体を用いたマ
ンガン(III)酸化（熊本大院自然）○橋本慎太郎・西野 宏

2G3-02 ジアゾ化合物,アルデヒド,およびイミンの三成分反応によるオ
キサゾリジン合成-基質一般性の検討（信州大院工）○神谷英明・菅
博幸

2G3-03 オキシドピリリウムイリドとオレフィン性親双極子剤との Pd

触媒双極性付加環化反応（信州大院工）○高橋希恵・木村美幸・岩井
太一・菅 博幸

2G3-04 フロキサン誘導体合成法の開発（神戸大院理）○安藤祥大・松
原亮介

2G3-05 講演中止
2G3-06 単体ヨウ素、オキソン系におけるケトンとニトリルからのオキ
サゾール合成反応（千葉大院理）○今井 奨・森山克彦・東郷秀雄

座長 吉松 三博（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2G3-08, 2G3-09, 2G3-10, 2G3-11,

2G3-12, 2G3-13）
2G3-08 [1]ベンゾピラノ[3,4-b]ピロール-4(3H)-オンを鍵中間体とするラ
メラリン合成 (1)（長崎大院工）○片江貴俊・原田一生・福田 勉・岩
尾正倫

2G3-09 [1]ベンゾピラノ[3,4-b]ピロール-4(3H)-オンを鍵中間体とするラ
メラリン合成 (2)（長崎大院工）○原田一生・片江貴俊・福田 勉・岩
尾正倫

2G3-10 6-ハロゲノラメラリン N誘導体の合成（長崎大院工）○徳島慶
治・福田 勉・岩尾正倫

2G3-11 イリジウム触媒を用いる炭素-水素結合活性化を起点としたク
ラビシピチン酸の全合成（早大先進理工）○伊藤 守・田原優樹・柴
田高範

2G3-12 抗MRSA物質 marinolic acid Aの立体選択的合成法の開発（静
岡大院工）仙石哲也○百瀬直登・藁科卓也・高橋雅樹・依田秀実

2G3-13 COPDバイオマーカーisodesmosineの Chichibabinピリジン合成
（上智大理工）○小松 瑛・杉村尚則・谷川貴寛・小関洋平・臼杵豊
展

座長 鈴木 由美子（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2G3-15, 2G3-16, 2G3-17, 2G3-18,

2G3-19, 2G3-20）
2G3-15 ベンゾフロピラゾール化合物の合成と HIF-1 転写活性への影響

（学習院大院自然）○峯岸秀充・中村浩之
2G3-16 核酸塩基の付加を伴う 1,6-ジイン環化反応（岐阜大教育）○小
林由佳・吉松三博

2G3-17 ロジウム触媒を用いたジアゾナフトキノンからのベンゾナフト
ピラノンの合成（九工大院工）○髙橋周平・兼村晃一・岡内辰夫・北
村 充

2G3-18 グアニジノジアゾニウム塩を用いたフェノールのアジド化反応
（九工大院工）○村上健人・古賀達也・岡内辰夫・北村 充

2G3-19 新規テトラゾールリガンドを用いたカップリング反応に関する
研究（東海大理）○中村華音里・小口真一

2G3-20 イオン液体担持 IBXを用いたアルコールの酸化反応（東海大
理）○三保谷 綾・小口真一

3月27日午後

座長 石丸 雄大（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2G3-28, 2G3-29, 2G3-30, 2G3-31,

2G3-32, 2G3-33）
2G3-28 NHC 触媒反応・求核的アシル化における Breslow中間体の反
応性（上智大院理工・立教大院理）○土橋滉平・鈴木由美子・岩田直

人・石坪江梨香・常盤広明
2G3-29 メソイオン誘導体を触媒とするアルコールの空気酸化反応（名

工大院工）○伊藤聡美・平下恒久・荒木修喜
2G3-30 窒素上にホスフィンオキシド骨格を有する N-ヘテロサイク
リックカルベンの反応性（阪大院工）○浅田貴大・星本陽一・大橋理

人・生越専介
2G3-31 超原子価ヨウ素反応剤を活用したアミノ基を有する新規チエノ
ピラジンの合成および物性（阪大院工）○上田 諭・武田洋平・南方
聖司

2G3-32 金属調光沢膜を与える新奇有機オリゴマーの作製条件の検討
（千葉大院融合）○小林 誠・桝 飛雄真・伊藤努武・星野勝義

2G3-33 近赤外に蛍光を示すジチエニルオキサジアゾロピリジン化合物
の合成とスペクトル（九産大院工）○岩崎 渉・猶本健介・中嶋貴
広・松岡洋平・矢住 京・柏 裕樹・西 健太郎・礒部信一郎

座長 星本 陽一（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2G3-35, 2G3-36, 2G3-37, 2G3-38,

2G3-39, 2G3-40）
2G3-35 反芳香族ポルフィリンアナローグにおける立体障害因子の検討

（埼大院理工）○芝 遥哲・藤原隆司・瀬恒潤一郎・石丸雄大
2G3-36 ヘテロ環を組み込んだ新規反芳香族ポルフィリンアナローグの

合成と物性（埼大院理工）○池田 稜・藤原隆司・瀬恒潤一郎・石丸
雄大

2G3-37 BODIPY部分骨格を持つ大環状化合物の合成と物性（埼大院理

工）○高橋史也・藤原隆司・瀬恒潤一郎・石丸雄大
2G3-38 チエノ[2,3-d:5,4-d’]ビスチアゾール 4-オキシドの合成と物性評価

（岐阜大工・岐阜大工）○河合泰弘・加賀重祥・芝原文利・村井利昭
2G3-39 新規アンカー基含有色素の合成とその機能評価（横浜薬大薬・
東工大院理工・九工大生命体工）○増井 悠・布施新一郎・米谷真
人・和田雄二・尾込裕平・早瀬修二・高橋孝志

2G3-40 Aβ凝集阻害活性を有する新規な複素環架橋型共役系フェノー
ル誘導体の合成（岩手大院工）河野富一○大橋暁香・小川 智

3月28日午前

座長 岡内 辰夫（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3G3-01, 3G3-02, 3G3-03, 3G3-04,

3G3-05, 3G3-06）
3G3-01 ビスイミダゾリジンピリジン(PyBidine)-ニッケル触媒を用いる
不斉Michael/Henry反応：新規光学活性チオクロマニル-スピロオキシ
インドール化合物の合成（千葉大院理）○小川大輝・荒井孝義

3G3-02 BICMAP-ロジウム触媒によるクマリン類への不斉 1,4-付加反応
（千葉大院工）三野 孝○三浦和樹・水谷祐貴・田口裕之・坂本昌巳

3G3-03 光学活性ビスイミダゾリジンピリジン(PyBidine)-金属触媒を用
いるイサチン由来のケチミンに対するアルコールの不斉付加反応（千
葉大院理）○土屋賢人・松村恵理・荒井孝義

3G3-04 Development of Catalytic Asymmetric Diels-Alder Reaction of Nitro

Olefin and Furans Using Chiral Organocatalyst（Grad. Sch. Sci., Osaka City

Univ.）○UEDA, Shota; SHINADA, Tetsuro

3G3-05 ピロロイミダゾール骨格を有する光学活性ヒドロキサム酸の合

成と不斉酸化反応への応用（横国大理工学部）○森田順也・星野雄二
郎・本田 清

3G3-06 ピリジン環を有する多点認識型 NHC 配位子の開発: 銅触媒に
よる有機亜鉛試薬のN-スルホニルイミンへの触媒的不斉アルキル化反
応（金沢大院自然）○石坂智洋・添田貴宏・宇梶 裕

座長 添田 貴宏（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3G3-08, 3G3-09, 3G3-10, 3G3-11,

3G3-12, 3G3-13）
3G3-08 2-ヒドロキシメチルトリエチレンジアミンの光学分割（相模中

研・北里大院理）○大田 隼・潮﨑雅宏・井上宗宣
3G3-09 基質との相互作用形成を志向したプロリン型キラルイオン液体
の不斉反応への応用（大分大工）○丹下将一・信岡かおる・北岡
賢・石川雄一

3G3-10 かさ高いボルナン型置換基を有する光学活性イミダゾリウム塩
の合成（岩手大工）嶋田和明○福眞広大・是永敏伸

3G3-11 Enantioselective Synthesis of Hetero Helicenes bearing 1,2,3-Triazole

units（ISIR, Osaka Univ.）○SAKAI, Tomohiro; YOSHIDA, Yasushi;

TAKIZAWA, Shinobu; SASAI, Hiroaki

3G3-12 Novel Chiral Benzimidazole Ligands Having a Spiro Skeleton:

Design, Preparation and Application（ISIR, Osaka Univ.）○TAKATANI,

Shuhei; SAWADA, Kazuya; TAKENAKA, Kazuhiro; SASAI, Hiroaki

3G3-13 光学活性なグアニジノジアゾニウム塩の合成と反応（九工大院
工・九工大院工）○石川皓大・岡内辰夫・北村 充

G4 会場
12 号館 1234 教室

有機化学－反応と合成 F．有機光化学

3月27日午前

座長 西村 賢宣（10：00～10：40）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （2G4-07, 2G4-08, 2G4-09, 2G4-10）
2G4-07 ホタルルシフェリンのアミノ置換デヒドロアナログを用いたル
シフェラーゼ活性部位の解析（電通大情報理工）○浅見岳宏・牧 昌
次郎・平野 誉

2G4-08 シリルエチニルピレン類の吸収・蛍光特性に与えるケイ素上お
よびピレン環上の置換基の効果（金沢大院自然）○上野亮太・庄司智
一・前多 肇・千木昌人

2G4-09 ピレンをコアとするデンドリマー分子の合成と蛍光特性（金沢
大院自然）○高山奈菜・前多 肇・千木昌人

2G4-10 ベンゾフェノン部を有するシクロプロパン誘導体の「励起状態
C-C結合開裂-発光」現象（阪府大院工・阪府大分子エレクトロニック
デバイス研）○大石 徹・松井康哲・太田英輔・池田 浩

座長 平野 誉（10：50～11：50）
※ PC接続時間 10：40～10：50 （2G4-12, 2G4-13, 2G4-14, 2G4-16）



— 86 —

2G4-12 分子内水素結合を有するケージド化合物の光反応機構の研究
（筑波大理工）○杉本 涼・新井達郎

2G4-13 生理学実験に優れた二光子吸収能を持つ光解離性保護基の開発

（広島大院理）○小森直光・安倍 学
2G4-14* Synthesis and Evaluation of Novel Caged Antisenseoligonucleotide

possessing fluorescence property（Grad. Sch. Mat. Sci., NAIST）
○NISHIYAMA, Yasuhiro; SASAKI, Yasuo; HISAI, Terunobu; HIKAGE,

Shin; KAKIUCHI, Kiyomi

2G4-16* ヒト血清アルブミンによる 2,6-アントラセンジカルボン酸の新
規な不斉光環化二量化反応機構の解明（阪大産学連携本部・阪大院
工）○西嶋政樹・田中紘一朗・森 直・福原 学・井上佳久

3月27日午後

座長 前多 肇（13：20～14：10）
※ PC接続時間 13：10～13：20 （2G4-27, 2G4-28, 2G4-29, 2G4-30,

2G4-31）
2G4-27 分子インプリントポリマーによる 2-アントラセンカルボン酸の
不斉光環化二量化反応の外部因子制御（阪大院工・阪大産連本部）
○黒河友樹・田中秀和・西嶋政樹・福原 学・森 直・井上佳久

2G4-28 ジエン構造を有するヒドロキシカルコン誘導体の分子内水素結
合と光励起体の挙動に関する研究（筑波大理工）○篠崎由妃乃・新井
達郎

2G4-29 1H-インデン-2-カルボン酸のキラルテンプレートとの高次超分
子錯体形成ならびに光環化二量化反応（阪大院工・阪大産連本部）
○高輪 峻・西嶋政樹・森 直・福原 学・井上佳久

2G4-30 剛直なポリフェニレンを有する芳香族エンジインデンドリマー
の合成と光化学的挙動（筑波大理工）○小林哲也・新井達郎

2G4-31 クマリン‐ウレア誘導体によるアニオン認識（筑波大理工）
○篠田知幸・西村賢宣・新井達郎

座長 太田 英輔（14：20～15：10）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （2G4-33, 2G4-34, 2G4-35, 2G4-36,

2G4-37）
2G4-33 励起波長依存性を有するドナーアクセプター系の光反応-Pater-

nó-Büchi反応における電荷移動相互作用の効果の検討-（阪大院工）
○長崎佳祐・森 直・福原 学・井上佳久

2G4-34 励起波長依存性を有するドナーアクセプター系の光反応-アン
トラセン・フマル酸エステル連結系の局所励起、CT励起および熱によ
る生成物立体選択性の検討-（阪大院工）○市川 信・森 直・福原
学・井上佳久

2G4-35 励起波長依存性を有するドナーアクセプター系の光反応-励起

状態の超共役効果を利用した分子内光環化、転位反応の制御-（阪大院
工）○松木信緒・森 直・福原 学・井上佳久

2G4-36 ポリエーテル鎖で繋いだクロモンカルボン酸誘導体の分子内光
環化付加反応（千葉大院工）坂本昌巳○帷子 哲・平良 亮・吉田
渉・八木下史敏・三野 孝

2G4-37 アロイルアクリルアミドの光異性化を伴う不斉の発現と増幅
（千葉大院工）坂本昌巳○白附 洸・道家未央・石川紘輝・三野 孝

座長 平井 克幸（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （2G4-39, 2G4-40, 2G4-41, 2G4-42,

2G4-43, 2G4-44）
2G4-39 2-ナフトエ酸メチル誘導体とアルケンとのメタ光環化付加反応

（島根大総合理工学研究科・島根大総理工）○渡部 創・白鳥英雄・
久保恭男

2G4-40 光酸化的手法を用いた連続的 1,3-双極子環化付加/ 芳香環化反
応によるピロロイソキノリン骨格の構築法の開発（岐阜薬大）○藤谷
明敏・田中正則・山口英士・多田教浩・伊藤彰近

2G4-41 テトラヒドロフランのアリルアルコールへの光付加反応の開発

（金沢大院自然）○渡邉康貴・坂井飛大・宇梶 裕
2G4-42 電子受容性基を有するカルボン酸の光脱炭酸によるカルボアニ
オン生成とアルデヒドへの付加反応（福井大工学研究科）○熊谷有
太・吉見泰治

2G4-43 アリルアミン誘導体の光[2+2]付加環化反応の開発（広島大院
理）○内橋賢吾・安倍 学

2G4-44 芳香族ボロン酸誘導体と脂肪族アミンの光アミド生成反応（島
根大院総理工）○白鳥英雄・藤原諒士・永井優樹・久保恭男

座長 福原 学（16：30～17：30）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （2G4-46, 2G4-47, 2G4-48, 2G4-49,

2G4-50, 2G4-51）
2G4-46 脂環式カルボン酸の光脱炭酸による芳香環へのラジカル環化反
応（福井大工学研究科）山田知明○吉見泰治

2G4-47 加水分解と光脱炭酸によるエステルからのラジカル反応（福井
大工学研究科）○齊藤 光・吉見泰治

2G4-48 ヨウ素と可視光を用いた炭素-ヨウ素結合開裂を経る分子間シ
クロプロパン化反応（岐阜薬大）○宇佐美 薫・山口英二・多田教
浩・伊藤彰近

2G4-49 オキシムエステル基を有するシクロメタレート型イリジウム錯

体の光ラジカル開始能（千葉大工）○綿引康介・浦辺 光・矢貝史
樹・北村彰英・唐津 孝

2G4-50 トリプチシル基によって保護された三重項(9-アントリル)(フェ
ニル)カルベンの反応（三重大院工・三重大社会連携研究センター）
○館 美里・橋本裕一・平井克幸・北川敏一

2G4-51 トリプチシル基によって保護された三重項ジ(9-アントリル)カ
ルベンの発生と特性化（三重大院工・三重大社会連携研究センター）
○中村亮太・平井克幸・北川敏一

3月28日午前

座長 大久保 敬（10：00～10：50）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （3G4-07, 3G4-08, 3G4-09, 3G4-10,

3G4-11）
3G4-07 フラビン触媒によるアルデヒドの光誘起チオアセタール化（徳
島大ソシオテクノサイエンス）○三原知大・荒川幸弘・南川慶二・今
田泰嗣

3G4-08 フラビン分子を触媒としたフォトレドックス反応（徳島大ソシ
オテクノサイエンス）○田上拓磨・荒川幸弘・南川慶二・今田泰嗣

3G4-09 アルミニウムポルフィリン-半導体の軸配位子吸着と可視光誘
起酸素化反応（首都大院都市環境）○小貫聖美・山本大亮・
KUTTASSERY Fazalurahman・Mathew Siby・鍋谷 悠・立花 宏・
井上晴夫

3G4-10 Photophysical and Electrochemical Properties of Tin Metalloporphyr-

ins as Water Oxidation Catalyst（Urban Environmental Sci., Tokyo

Metropolitan Univ.）○THOMAS, Arun; YAMAMOTO, Daisuke;

NABETANI, Yu; TACHIBANA, Hiroshi; INOUE, Haruo

3G4-11 軸配位子を介した金属ポルフィリン錯体から TiO2の電子伝達
システムの作製（首都大院都市環境）○山本大亮・MATHEW Siby・
KUTTASSERY Fazalurahman・小貫聖美・鍋谷 悠・立花 宏・井上
晴夫

座長 保田 昌秀（11：00～12：00）
※ PC接続時間 10：50～11：00 （3G4-13, 3G4-14, 3G4-15, 3G4-17）
3G4-13 2,3-ジクロロ-5,6-ジシアノ-p-ベンゾキノンによる飽和炭化水素
の光酸素化反応（阪大院工・ALCA, JST）○廣瀬健策・大久保 敬・
福住俊一

3G4-14 アルキルピレンを増感剤に用いたケイ皮酸ニトリルとケテンシ
リルアセタールの光誘起電子移動反応（東工大院理工）○森下直哉・
小西玄一

3G4-15* Silicon Porphyrins as molecular catalyst for water activation（Grad.

Sch. Urban Environmental Sci., Tokyo Metropolitan Univ.）○REMELLO,

Sebastian Nybin; HIRANO, Takehiro; YAMAMOTO, Daisuke; ONUKI,

Satomi; NABETANI, Yu; TACHIBANA, Hiroshi; INOUE, Haruo

3G4-17* Supramolecular Assemblies of Aluminum Porphyrins Through Weak

Interactions and Confinement for Artificial Photosynthesis（Urban

Environmental Sci., Tokyo Metropolitan Univ.）○MATHEW, Siby;

KUTTASSERY, Fazalurahman; YAMAMOTO, Daisuke; ONUKI, Satomi;

NABETANI, Yu; TACHIBANA, Hiroshi; INOUE, Haruo

Asian International Symposium -Photochemistry-

3月28日午後

Chair: Biju, Vasudevan P.（13：30～14：20）
3G4-28 Keynote Lecture Modelling optical features near metal nanos-

tructures: Implications for surface-enhanced spectroscopy（Indian Institute of

Science Education and Research Thiruvananthapuram India）Rotti

Srinivasamurthy Swathi（13:30～14:00）
3G4-31 Invited Lecture Design and Application of Functional Materials

for Energy and Material Conversion（Tokyo Univ. of Science）Nakata,

Kazuya（14:00～14:20）

Chair: Ueno, Kosei（14：20～15：10）
3G4-33 Keynote Lecture Femtosecond laser Micro-Nano-Fabrication:

A universal machine tool for diverse materials（Jilin Univ.）Qidai Chen

（14:20～14:50）
3G4-36 Invited Lecture Dynamic Hybridization of Polythiophene with

Glucans. Mechanism Elucidation（Osaka Univ.）Fukuhara, Gaku（14:50～
15:10）

Chair: Itoh, Tamitake（15：20～16：00）
3G4-39 Invited Lecture Development of molecular systems for sing

switchable circularly polarized light（NAIST）Yuasa, Junpei（15:20～
15:40）

3G4-41 Invited Lecture Spatio and temporal properties of plasmons

revealed by advanced imaging techniques（Waseda Univ.）Imura, Kohei

（15:40～16:00）

Chair: Oshikiri, Tomoya（16：00～17：00）
3G4-43 Invited Lecture Control of Exciton Dynamics in a Single

Quantum Dot Using Metal Nanostructures（Kwansei Gakuin Univ.）
Masuo, Sadahiro（16:00～16:20）

3G4-45 Invited Lecture Anomalous diffusion of guest molecules in

polymer thin films as revealed by three-dimensional single-molecule tracking

（Osaka Univ.）Ito, Syoji（16:20～16:40）
3G4-47 Invited Lecture Photoelectrochemical Characterization of

Ag-based Solid Solution Nanocrystals for Solar Energy Conversion（Nagoya

Univ.）Kameyama, Tatsuya（16:40～17:00）
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H1 会場
2 号館 222B

物理化学－物性

3月26日午前

光物性・誘電性

座長 井村 考平（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1H1-01, 1H1-03, 1H1-04, 1H1-05）
1H1-01* CdSeナノプレート-アクセプター分子系のキャリア移動ダイナ
ミクス（関西学院大理工）○奥畑智貴・玉井尚登

1H1-03 CdSeナノプレートレットの Auger再結合とそのサイズおよび
層数依存性（関西学院大理工）○臼井裕貴・奥畑智貴・田原一彬・玉

井尚登

1H1-04 Ptナノ微粒子接合 CdSeナノプレートレットの合成および電子
移動ダイナミクス（関西学院大理工）○前田錦吾・臼井裕貴・田原一
彬・奥畑智貴・玉井尚登

1H1-05* 水溶液中におけるジシアノ金(I)錯体の励起 2量体の超高速ダイ
ナミクスと核波束（富山大院理工）○岩村宗高・若林 涼・前馬純
一・野﨑浩一・竹内佐年・田原太平

座長 岩村 宗高（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1H1-08, 1H1-09, 1H1-10, 1H1-12）
1H1-08 金ナノ粒子六角配列構造における光電場の最適化と増強分光法
への応用（早大院先進理工）○内田多佳子・井村考平

1H1-09 金ナノ粒子薄膜の作製とそのプラズモン誘起光化学過程への応
用（早大院先進理工）○西角友維・溝端秀聡・井村考平

1H1-10* 一重項分裂に対する強い振電相互作用効果の量子波束動力学法
による研究（阪大院基礎工）○伊藤聡一・伊藤直人・中野雅由

1H1-12* フェナレニルラジカル二量体における三次非線形光学物性の構
造依存性に関する理論研究（奈良高専物質工）○米田京平・福田幸太
郎・松井啓史・南田有加・中野雅由

座長 生井 飛鳥（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1H1-15, 1H1-16, 1H1-17, 1H1-18,

1H1-19）
1H1-15 グラフェンのフェムト秒キャリアダイナミクスに及ぼす基板効
果（関西学院大理工）○山田淳史・重政英史・久津間保徳・金子忠
昭・玉井尚登

1H1-16 講演中止
1H1-17 強誘電性アルキルアミド置換ピレン誘導体へのキラル構造の導
入（東北大院工・東北大多元研）○姉帯勇人・武田貴志・星野哲久・
芥川智行

1H1-18 長鎖アミド基を有するテトラフェニルエチレンの液晶性・光物
性・誘電物性（東北大多元研）○武田貴志・姉帯勇人・芥川智行

1H1-19* Dense Formate Frameworks with an ABX3 Perovskite-like Architec-

ture: Tuning Properties by A-site Substitution（Grad. Sch. Sci., Tohoku Univ.;

The University of Cambridge; CREST, JST）○KUMAGAI, Shohei;

KIESLICH, Gregor; CHEETHAM, Anthony K; TAKAISHI, Shinya;

YAMASHITA, Masahiro

3月26日午後

表面・薄膜・ナノ物性

座長 木口 学（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1H1-28, 1H1-30, 1H1-31, 1H1-32,

1H1-33）
1H1-28* ポルフィリンアレイにおける-OR -SR’変換反応の開発と単一分
子電気特性計測（阪大院理）○玉木 孝・山田 亮・夛田博一・小川
琢治

1H1-30 ポリアセンの単分子伝導に対するスピン分極効果の理論研究
（阪大院基礎工）○竹林 拓・北河康隆・重田育照・奥村光隆・中野
雅由

1H1-31 ポリオキソ酸のナノ構造体形成と電気特性（阪大院理）○岸本
裕幸・山口晴正・蔡 徳七・松尾春佳・綱島 亮・松本卓也

1H1-32 銀コート AFMチップを駆使した単一量子ドットの励起子ダイ
ナミクス制御（関西学院大理工）○高田広樹・増尾貞弘

1H1-33 単一量子ドット-金属ナノワイヤー系における励起子ダイナミ
クスの評価（関西学院大理工）○山中章央・増尾貞弘

座長 増尾 貞弘（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1H1-35, 1H1-37, 1H1-38, 1H1-39,

1H1-40）
1H1-35* 光化学表面不活化による半導体量子ドットの明滅現象の抑制お
よび発光強度の増強（産総研健康工学・香川大院工）○濱田守彦・竹
之越規史・脇田慎一・中西俊介・ビジュ バスデバンピライ

1H1-37 Au, Ag, Cu電極を利用したピラジン単分子接合の形成およびそ
の電子輸送（東工大院理工）○高橋諒士・金子 哲・木口 学

1H1-38 有機太陽電池薄膜における電荷分布の微細構造（阪大理）○荒
木健人・家 裕隆・安蘇芳雄・松本卓也

1H1-39 低エネルギー逆光電子分光法による HOPG上のシャトルコッ
ク型フタロシアニンの鏡像準位の観測（京大化研・京大化研）○吉田
弘幸・白石 龍・佐藤直樹

1H1-40 ペンタセン-6,13-ジオン薄膜の分子配向角に依存するイオン化
エネルギー・電子親和力（京大化研）○山田一斗・吉田弘幸・佐藤直

樹

座長 吉田 弘幸（15：50～16：40）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1H1-42, 1H1-43, 1H1-44, 1H1-45）
1H1-42 NEXAFSによる Ag(110)上に合成した(1×1)TiO2超薄膜（立教
大院理）○杉崎裕一・石田周平・中村卓哉・枝元一之・小澤健一

1H1-43 Bi2212 銅酸化物高温超伝導体へのアルカリ金属吸着前後の電気
伝導度測定（物材機構 GREEN）○酒井智香子・大西洋平・桑子 敦・
吉川雅章・武田さくら・大門 寛

1H1-44 ジアリールエテン CMTEのフォトクロミズムに対する応力効
果（山口東理大基礎工学研究科）○井上 健・舟浴佑典・井口 眞

カーボン材料

1H1-45* 3次元構造を持ったグラフェンの生み出す新しい物理化学（東
北大WPI-AIMR）○伊藤良一・藤田武志・陳 明偉

座長 藤森 利彦（16：50～17：30）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （1H1-48, 1H1-50）
1H1-48* カーボンナノチューブの内部空間を利用したダイヤモンド分子
ポリマーの創成（名大院理）○中西勇介・大町 遼・FOKINA

Natalie A・北浦 良・SCHREINER Peter R・DAHL Jeremy E. P・
CARLSON Robert M. K・篠原久典

1H1-50* Automatic Gradient Elution Gel Filtration for Separation of Metallic

and Semiconducting Single-wall Carbon Nanotubes（Grad. Sch. Sci., Nagoya

Univ.）○THENDIE, Boanerges; OMACHI, Haruka; KITAURA, Ryo;

MIYATA, Yasumitsu; SHINOHARA, Hisanori

3月27日午前

導電体・磁性体

座長 中村 敏和（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2H1-01, 2H1-03, 2H1-04, 2H1-05）
2H1-01* フォトクロミズムを利用した分子性導体への光キャリアドーピ
ング（分子研・理研）○須田理行・加藤礼三・山本浩史

2H1-03 光照射によって不対電子の局在性が変わる銅(II)ジチオレン錯

体塩の電気・磁気挙動（愛媛大院理工）○野間博貴・小原敬士・山本
貴・内藤俊雄

2H1-04 高い光伝導を示す NMQ[Ni(dmit)2]の伝導機構に関する研究（愛
媛大院理工）○長山直樹・小原敬士・山本 貴・内藤俊雄

2H1-05* π-d 系混晶(DIETSe)2FeBr3Clの磁性と伝導性（京大院理・長岡
技科大工・JST-CREST・NHMFL）○川口玄太・前里光彦・小松徳太
郎・今久保達郎・北川 宏・GRAF D a v i d・K I SWANDH I

Andhika・Brooks S. James

座長 圷 広樹（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2H1-08, 2H1-09, 2H1-10, 2H1-11,

2H1-12, 2H1-13）
2H1-08 磁気共鳴法によるオキソ架橋ルテニウム二核混合原子価錯体の
電荷・スピン状態（分子科学研究所物質分子科学研究領域）○中村敏
和・吉田将己・近藤美欧・正岡重行

2H1-09 四面体配位構造を持つ単一成分分子性伝導体[Zn(tmdt)2]の構造
と物性（日大文理）○周 彪・小倉里美・リュウ キシ・小林昭子

2H1-10 新規π-d系鉄(III)テトラベンゾポルフィリンを用いた分子性導
電体の開発（熊本大院自然・阪大院理・東北大多元研）○西 美樹・
松田真生・池田光雄・花咲徳亮・星野哲久・芥川智行

2H1-11 軸配位型金属ポルフィリン導電体の電解結晶成長（北大総合化
学）○黒川雅詩・稲辺 保・原田 潤・高橋幸裕・長谷川裕之

2H1-12 ピリジン環を有する TTF誘導体を用いた遷移金属チオレート
錯体の合成と構造、物性（阪府大理学系研究科）○奥野凌太・藤原秀
紀

2H1-13 安定有機ラジカルを有する TTF誘導体を用いた多機能性物質
の開発（阪府大理学系研究科）○堀切一樹・藤原秀紀

座長 矢持 秀起（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2H1-15）
2H1-15 学術賞受賞講演 有機伝導体の電子状態の系統性の研究とそ
の特異な物性の開拓（東工大院理工）○森 健彦

3月27日午後

座長 松田 真生（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （2H1-28, 2H1-29, 2H1-30, 2H1-31,

2H1-32, 2H1-33）
2H1-28 カテコールが二個縮環した TTF誘導体を用いた新規有機伝導
体の合成とその構造、物性（東大物性研）○吉田順哉・上田 顕・森
初果
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2H1-29 セレン原子を導入したカテコール縮環 TTFからなる水素結合

型純有機伝導体における重水素-電子移動型相転移現象（東大物性研・
東理大院理・高エネ研）○上田 顕・畠山あかり・榎本真哉・熊井玲

児・村上洋一・森 初果
2H1-30 (TP-EDTT)2Brの合成、構造、および物性（京大低物セ）○石

川 学・中野義明・賣市幹大・大塚晃弘・矢持秀起

2H1-31 構造相転移を有する電荷移動錯体を半導体層に用いた有機電界
効果トランジスタ（北大院総合化学）○横倉聖也・高橋幸裕・長谷川
裕之・原田 潤・稲辺 保・松下未知雄・阿波賀邦夫

2H1-32 TTF-TCNQのパイエルス転移に伴う FET 特性と負性微分抵抗
（名大理）○殿内大輝・松下未知雄・阿波賀邦夫

2H1-33 分子性導体β”-(DODHT)2Xの熱電能測定（茨城大院理工）
○岡野仁美・西川浩之

座長 松下 未知雄（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2H1-35, 2H1-36, 2H1-37, 2H1-39,

2H1-40）
2H1-35 エチレンジオキシ基を導入した DSDTF導体の構造と物性（愛

媛大院理工）○岡 優佑・白旗 崇・御崎洋二
2H1-36 2,4-ジスルホアニリニウムモノアニオンおよびその POラジカ
ル誘導体ジアニオンの電荷移動塩の開発（阪大院理）○圷 広樹・中
澤康浩

2H1-37* サブナノ空間を鋳型としたカルコゲン元素の一次元伝導体の創
製（信州大環・エネ研・JSTさきがけ）○藤森利彦・金子克美

2H1-39 Ni(Pc)結晶/TCNQ誘導体結晶の接触界面における伝導特性（北
大理）○島田拓郎・高橋幸裕・長谷川裕之・原田 潤・稲辺 保

2H1-40 キノキサリノン誘導体のカチオン-アニオン認識（東北大多元
研）○中根由太・武田貴志・星野哲久・坂井賢一・芥川智則

座長 藤田 渉（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （2H1-42, 2H1-44, 2H1-45, 2H1-46,

2H1-47）
2H1-42* 巨大保磁力および超高周波ミリ波吸収を示すロジウム置換型イ
プシロン酸化鉄ナノ微粒子の合成（東大院理）○生井飛鳥・吉清まり
え・大越慎一

2H1-44 硫黄のσホールを利用したジチオレン錯体の超分子構造構築と
その物性（東大院理）○大出千恵・草本哲郎・西原 寛

2H1-45 TOT ダイマーの磁気的相互作用に関する理論研究（阪大院
理）○木下啓二・川上貴資・齋藤 徹・山中秀介・奥村光隆

2H1-46 有機スピン系の電子状態と磁気的相互作用の解析に関する
DMRG-CAS 手法の評価（阪大院理）○川上貴資・木下啓二・齋藤
徹・山中秀介・奥村光隆・庄司光男・鷹野 優・山口 兆

2H1-47 固相イオン交換による分子性スピンラダーへのキャリアドーピ
ング（広島大院理）○市橋克哉・西原禎文・今野大輔・町田 亮・加
藤智佐都・マリュニナ クセニヤ・井上克也・芥川智行・中村貴義

3月28日午前

液晶・液体・相転移・その他

座長 高石 慎也（9：00 ～9：40 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3H1-01, 3H1-02, 3H1-03, 3H1-04）
3H1-01 (Imidazolium)(3-Hydroxy-2-quinoxalinecarboxylate)結晶の水吸脱

着に伴う構造相転移（東北大院工）○吉井祐弥・坂井賢一・星野哲

久・武田貴志・野呂真一郎・中村貴義・芥川智行
3H1-02 テトラアルキルアミド置換ジベンゾ[18]crown-6 誘導体の合成と

機能開拓（東北大院工）○木村悠航・小林崇幸・武田貴志・星野哲

久・芥川智行
3H1-03 Single-molecule fluorescence detections of extracellular and intracel-

lular transport of nanobioconjugates（AIST Health Research Institute）
○BIJU, Vaudevan; WAKIDA, Shinichi; SUZUKI, Yasuhiro

3H1-04 顕微分光法による金ナノ粒子の二光子発光特性の研究（早大先
進理工）○馬 昭明・井村考平

3月28日午後

座長 水野 元博（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （3H1-25, 3H1-26, 3H1-27, 3H1-28,

3H1-29, 3H1-30）
3H1-25 有機金属錯体のディスコティック液晶(115)：周辺のフェノキシ

基の m位にアルコキシ基を置換したフタロシアニン系銅(Ⅱ)錯体の液
晶性に及ぼす鎖長の影響（信州大繊維）○中村広夢・吉岡美保・五十
嵐健作・佐藤寛之・太田和親

3H1-26 有機金属錯体のディスコティック液晶(116): Vanillinおよび Iso-

vanillinで架橋した長鎖アルキルチオ置換フタロシアニン-フラーレン複
合体の合成と配向性（信州大院総合工）○矢島信之介・渡會亜友美・
太田和親

3H1-27 3,5-Dicyano-2,4,6-tristyrylpyridine系新規 n-型ディスコティック
液晶半導体の合成と側鎖の本数が液晶性に及ぼす影響（信州大院総合

工）○谷田部将司・小野健太・太田和親
3H1-28 ブルー相を発現するキラルネマチック液晶の分子配向に関する

偏光顕微赤外分光法を用いた解析（名市大院システム自然科学）○松
村昌典・片山詔久

3H1-29 サンドイッチ型ルテニウム錯体系イオン液体の熱物性に対する
置換基の効果（神戸大理）○東 智美・上田嵩大・小紫愛菜・持田智

行
3H1-30 サンドイッチ型ルテニウム錯体を用いた光硬化性イオン液体の
応答性制御（神戸大院理）○上田嵩大・舟浴佑典・持田智行

座長 持田 智行（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （3H1-32, 3H1-34, 3H1-35, 3H1-36,

3H1-37）
3H1-32* 炭化水素の汎用状態方程式（法大）○片岡洋右・山田祐理

3H1-34 イミダゾリウム系イオン液体と分子性液体との相互作用に対す
る電子供与性の効果（佐賀大院工・リール第 1大学赤外及びラマン分
光化学研究所・室蘭工大）○高椋利幸・保家宇宙・ I DR I S S I

ABDENACER・MAREKHA BOGDAN・MOREAU MYRIAM・本
田祐介・梅木辰也・下村拓也

3H1-35 SCN-イオンと分子間β-sheet 由来のタンパク質凝集の相互作用
部位の解析（防衛大応化）○山口恵里佳・竹清貴浩・阿部 洋・吉村
幸浩

3H1-36 X線回折による水和ペプチドおよびタンパク質の水和構造（福
岡大理）○吉田亨次・山口敏男

3H1-37 NMR法による SBA-16細孔内の NaCl水溶液の濃度の定量と状
態解析（金沢大院自然）○宮東達也・大橋竜太郎・井田朋智・水野元
博・橘高茂治

H2 会場
2 号館 242A

物理化学－反応

3月26日午前

座長 宮坂 博（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1H2-01, 1H2-03, 1H2-04, 1H2-05）
1H2-01* 光合成光化学系 II第二キノン QBの酸化還元電位測定 –FTIR分
光電気化学法によるアプローチ（名大院理）○加藤祐樹・長尾 遼・
野口 巧

1H2-03 青色センサータンパク質 SyPixDの反応への圧力効果（京大院
理）○中島 翼・黒井邦巧・岡島公司・池内昌彦・徳富 哲・寺嶋正
秀

1H2-04 光センサー蛋白質フォトトロピンの LOV2キナーゼ部位におけ
る反応ダイナミクス検出（京大院理）○高門 輝・中曽根祐介・岡島
公司・徳富 哲・寺嶋正秀

1H2-05* ナトリウムポンプ型ロドプシンのナトリウム輸送メカニズムに
ついての分光研究（名工大院工）○井上圭一・加藤善隆・吉住 玲・
神取秀樹

座長 寺嶋 正秀（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1H2-08, 1H2-09, 1H2-10, 1H2-11,

1H2-12, 1H2-13）
1H2-08 モルフォリニウム系イオン液体中における一重項酸素発光寿命

のメチレン鎖長依存性（東工大院理工）○吉田 剛・河合明雄・Khara

Chandra Dinesh・Samanta Anunay

1H2-09 タンパク質の結晶化を誘起するアミノ酸残基の光化学反応とテ
ンプレート分子の探求（群馬大院理工）○杉山夏緒里・堀内宏明・奥
津哲夫

1H2-10 アントラセンを二つ有するウレア誘導体の分子間水素結合に関

する研究（筑波大院数理物質）○松本尚人・西村賢宣・新井達郎
1H2-11 3,3’-ビス（スチリル）ビフェニルをコアに有する水溶性デン
ドリマーの光異性化反応（筑波大院数理物質）○櫻井弘哉・新井達郎

1H2-12 PSIIにおける超高速励起エネルギー移動ダイナミクス：β-カ
ロテンの選択励起による移動経路の検討（阪大院基礎工）○米田勇
祐・片山哲郎・長澤 裕・宮坂 博・梅名泰史

1H2-13 結晶状態におけるペンタセンジケトン誘導体の光変換過程（関

西学院大理工）○宮本祐弥・大江真理子・青竹達也・鈴木充朗・山田
容子・増尾貞弘

座長 新井 達郎（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1H2-15, 1H2-17, 1H2-18, 1H2-19,

1H2-20）
1H2-15* 分子集合体形成の時空間制御を可能にするレーザー捕捉法の開

発（台湾国立交通大学応用化学系および分子科学研究所）○柚山健
一・杉山輝樹・増原 宏

1H2-17 シクロパラフェニレンラジカルイオン種の環サイズ依存性（阪
大産研・京大化研）○藤塚 守・藤乗幸子・岩本貴寛・茅原栄一・山
子 茂・真嶋哲朗

1H2-18 室温イオン液体/天然黒鉛負極界面における電気化学的挙動の
解析（岩手大院工）○宇井幸一・佐藤宏樹・唐牛倫啓・十和田 潤・
門磨義浩・竹口竜弥

1H2-19 Electrochemically H2O2 production by Nitrogen-doped Carbons via

Oxygen Reduction Reaction（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）
○WANG, Song; ZHAO, Yong; KAMIYA, Kazuhide; NAKANISHI, Shuji;

HASHIMOTO, Kazuhito

1H2-20 酸素還元電極触媒としての白金担持共有結合性有機構造体の電
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気化学特性評価（東大工）○山口信義・釜井 亮・神谷和秀・橋本和

仁・中西周次

3月26日午後

座長 藤塚 守（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1H2-28, 1H2-29, 1H2-30, 1H2-31,

1H2-32, 1H2-33）
1H2-28 グラファイト層間への TFSIアニオンのインターカレーション

（九大工）○栗原拓哉・福田太郎・伊田進太郎・石原達己
1H2-29 ゲル電解質を用いた Li-空気電池の検討（九大工）○江口雅
人・萩原英久・伊田進太郎・石原達己

1H2-30 電極界面における電子移動反応に対するマイクロ波効果検証の
試み（東工大院理工）○川村慎一郎・岸本史直・望月 大・米谷真
人・鈴木榮一・和田雄二

1H2-31 固体表面へのナノ粒子形成に対するマイクロ波を用いた構造制
御（東工大院理工）○山田拓也・望月 大・米谷真人・鈴木榮一・和

田雄二
1H2-32 知覚し行動する液滴：(1)刺激ガスに対する応答（同志社大生命

医・お茶大理・獨協医大化学教室）○作田浩輝・馬籠信之・森 義
仁・吉川研一

1H2-33 知覚し行動する液滴：(3)液相の pH変化に対する応答（獨協医
大化学教室・お茶大理・同志社大院生命医）○馬籠信之・作田浩輝・
梅澤規子・奥田竜也・森 義仁・吉川研一

座長 中田 聡（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1H2-35, 1H2-37, 1H2-38, 1H2-39）
1H2-35* アルコールを燃料とした触媒型マイクロモーターの開発（同志

社大理工）○山本大吾・高田 剛・立花優志・塩井章久・吉川研一
1H2-37 直流駆動型無接点マイクロモーター構築の試み（同志社大生命

医・同志社大理工）○森 世織・山本亮太・三木真湖・山本大吾・塩
井章久・吉川研一

1H2-38 油水界面におかれた物体のイオン種に依存する運動（同志社大
理工）安井大祐・山本大吾○塩井章久

1H2-39* 変形しながら自己駆動するマイクロメートルサイズの油滴（東
大院総合文化・千葉大院理・JSTさきがけ）○伴野太祐・浅見有紗・
北畑裕之・豊田太郎

座長 馬籠 信之（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1H2-42, 1H2-43, 1H2-45, 1H2-46）
1H2-42 樟脳円板の位置に依存した樟脳船の振動運動の分岐現象（広島
大院理）○吉井美優・中田 聡・末松信彦

1H2-43* 複数の樟脳粒子の動的パターン形成（広島大院理）○松田
唯・末松信彦・北畑裕之・井倉弓彦・西森 拓・中田 聡

1H2-45 局所的光刺激に対する化学波のダイナミクス（広島大院理）
○鈴木翔吾・中田 聡・江嵜駿人・北畑裕之・西 慧・西浦廉政

1H2-46* 化学振動反応と同期した液滴運動（明大先端数理科学）○末松
信彦・伊藤 桂・雨宮 隆・中田 聡・森 義仁

座長 本田 数博（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1H2-49, 1H2-50, 1H2-52, 1H2-53,

1H2-54）
1H2-49 SDS水溶液上を往復運動する油滴の運動モード分岐（広島大院

理）○曽我部芳美・中田 聡・田中晋平
1H2-50* 油水界面の blebbingを誘起するαゲルの構造解析（東理大理）

○住野 豊・本多拓也・齋藤孝憲・菱田真史
1H2-52 Analysis of the Intermittent Oscillatory Behavior that Occurs in the

Acrylamide Added Belousov-Zhabotinsky Reaction System（Fac. Sci. Tech.,

Keio Univ.）○FURUE, Yuka; OKANO, Kunihiko; ASAKURA, Kouichi

1H2-53 外部刺激によるバクテリア発光振動モード変化（東京工科大応
用生物）○佐々木 聰・細木真百合・加藤 潤・佐藤卓哉・清永悠介

1H2-54 リン酸カルシウムによる Liesegang 型沈殿パターンの経時変化
（鹿児島大院理工）○神長暁子

座長 神長 暁子（18：10～18：30）
※ PC接続時間 18：00～18：10 （1H2-56, 1H2-57）
1H2-56 アルカリ水溶液中のプルシアンブルーの分解（神奈川工科大

工）○本田数博
1H2-57 三相液膜系における自発的な界面波動と電位振動（神奈川大

工）○南齋 勉・寺下大裕・井川 学

3月27日午前

座長 伊都 将司（9：00 ～9：50 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2H2-01, 2H2-02, 2H2-03, 2H2-04,

2H2-05）
2H2-01 アントラセンナノ結晶の高強度ナノ秒レーザー励起による過渡
温度上昇（愛媛大工）○木原 諒・鹿間孝太・朝日 剛

2H2-02 有機微結晶水分散液のナノ秒レーザー励起による過渡温度上昇
（愛媛大院理工）○鹿間孝太・木原 諒・石川貴之・朝日 剛

2H2-03 ペリレンナノ結晶の蛍光スペクトルの温度依存性（愛媛大院理

工）○佐々木志乃・朝日 剛
2H2-04 再沈殿法で作製したジアリールエテンナノ粒子の反応ダイナミ
クス（愛媛大院理工・阪大院基礎工）○石橋千英・小倉由美・片山哲

郎・宮坂 博・朝日 剛

2H2-05 ナノ秒パルスレーザー励起によるフタロシアンナノ粒子の生成
とフォトクロミズム（愛媛大院理工）○朝日 剛・今田修輔

座長 朝日 剛（10：00～10：50）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （2H2-07, 2H2-08, 2H2-10）
2H2-07 白金修飾金ナノロッドの単一粒子発光観測（神戸大院理・阪大

産研）○立川貴士・ZHENG Zhaoke・真嶋哲朗
2H2-08* Light induced temperature increase of a single gold nanoparticle:

driving thermophoretic movement and optofluidics（Sch. Eng. Sci., Osaka

Univ.）○SETOURA, Kenji; ITO, Syoji; MIYASAKA, Hiroshi

2H2-10* 金属ナノ構造-色素 J会合体ハイブリッドシステムにおける励
起子ポラリトンの緩和ダイナミクス（北大電子研）○上原日和・押切
友也・上野貢生・三澤弘明

座長 山田 裕介（11：00～11：50）
※ PC接続時間 10：50～11：00 （2H2-13, 2H2-14, 2H2-15, 2H2-16）
2H2-13 角度制限 CT法を用いた固体高分子形燃料電池に対する in-situ

3次元 XAFSイメージング計測法の開発（電通大燃料電池イノベー
ション研究セ・名大物質国際研/名大物国センター/名大物質国際セ）
○関澤央輝・宇留賀朋哉・松井公佑・石黒 志・KITYAKARN

Sutasinee・岩澤康裕・唯 美津木
2H2-14 In situ CT-XAFSによる固体高分子形燃料電池の駆動下におけ
る Pt電極触媒局所構造の 3次元イメージング（名大物質国際研/名大物
国センター/名大物質国際セ・高輝度光科学研究センターBL36XU）
○松井公佑・関澤央輝・石黒 志・宇留賀朋哉・横山利彦・唯 美津
木

2H2-15 In situ 走査型顕微 XAFS法による Pt担持 Ce2Zr2Ox粒子触媒の
Ce 酸化状態イメージング（名大院理・名大物質国際研/名大物国セン
ター /名大物質国際セ・電通大燃料電池イノベーション研究セ・
JASRI）○榎本香里・石黒 志・松井公佑・KITYAKARN Sutasinee・
関澤央輝・宇留賀朋哉・唯 美津木

2H2-16* In situ時間分解 XAFSによる固体高分子形燃料電池 Pt3M/C

(M=Co, Ni)カソード電極触媒の構造速度論解析と合金化による影響
（名大物質国際研/名大物国センター/名大物質国際セ・分子研・電通大
燃料電池イノベーション研究セ・JASRI）○石黒 志・キチヤカーン
スタシニ・宇留賀朋哉・関澤央輝・長澤兼作・横山利彦・唯 美津木

3月27日午後

座長 佃 達哉（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （2H2-25, 2H2-27, 2H2-29, 2H2-30）
2H2-25* 高分解能高速液体クロマトグラフィーを駆使したチオラート保

護金属クラスターにおける配位子交換反応のメカニズムの解明（東理

大理）○新堀佳紀・松崎未来・菊地祥弘・根岸雄一
2H2-27* 新規チオラート保護三成分クラスターの合成とその評価（東理

大理）○藏重 亘・Sharma Sachil・信定克幸・根岸雄一
2H2-29 ヒドロキノンを用いた金ナノ粒子の粒径制御（横国大院環境情

報）○広田哲也・柴田賢一・雨宮 隆・伊藤公紀
2H2-30 環状白金-チオール多核錯体の合成（東工大資源研）○石原健
太郎・土屋翔吾

座長 根岸 雄一（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （2H2-32, 2H2-34, 2H2-35, 2H2-36,

2H2-37）
2H2-32* 金ナノホールアレイを用いた金属ナノ粒子の選択的光捕捉（阪
市大院理）○東海林竜也・坪井泰之

2H2-34 真空下における液滴トラップ法の開発（九大院理）○安東航
太・荒川 雅・寺嵜 亨

2H2-35 銀クラスター正イオン(8-35 量体)の光解離分光 : サイズ増加に
ともなう 2光子吸収の発現（九大院理）○飛田健一朗・伊藤智憲・清
村侑矢・荒川 雅・寺嵜 亨

2H2-36 直線二段反射型質量分析計を用いた(CO2)2
+の光解離画像観測

（東北大理）○藤本圭太・山﨑謙一郎・奥津賢一・中野元善・大下慶
次郎・美齊津文典

2H2-37 FT-ICR 質量分析器を用いた遷移金属クラスター酸化反応の研
究（東大院工）○戸張雄太・小笠原一樹・佐藤仁紀・斎藤真琴・千足

昇平・丸山茂夫・菅井俊樹

座長 佃 達哉（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （2H2-39, 2H2-40, 2H2-41, 2H2-42,

2H2-43）
2H2-39 単層カーボンナノチューブに由来するグラフェン量子ドットと

発光特性制御（東邦大理）高橋未咲○菅井俊樹
2H2-40 新規開発した気相移動度測定システムによる粒子の電荷測定

（東邦大理）廣芝泰祐・松林広延・三室和暉・陣内涼太○菅井俊樹
2H2-41 質量選別した白金ナノクラスターを担持した SrTiO3(100)によ
る光電気化学反応: 光電解酸化の助触媒作用におけるサイズ効果（慶大
理工・JST ERATO・慶應義塾基礎科学・基盤工学インスティテュー
ト）○山野陽平・張 初航・小林諒太・江口豊明・角山寛規・中嶋
敦

2H2-42 質量選別した Pd/SrTiO3ナノクラスター触媒による液相触媒反
応 :鈴木宮浦カップリングにおけるサイズ効果（慶大院理工・JST

ERATO・慶應義塾基礎科学・基盤工学インスティテュート）○小林諒
太・江口豊明・角山寛規・中嶋 敦

2H2-43* Size Dependence of Low-Temperature Catalytic Activity of CO
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Oxidation Driven by Platinum Clusters Directly Bound to Silicon Substrate

Surface（Toyota Technological Institute Cluster Research Laboratory）
○YASUMATSU, Hisato; FUKUI, Nobuyuki

座長 菅井 俊樹（16：30～17：30）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （2H2-46, 2H2-47, 2H2-48, 2H2-49,

2H2-50, 2H2-51）
2H2-46 Thermal reactivity of nitric oxide on cobalt cluster cations（The Univ.

of Tokyo Grad. Sch. Arts and Sci., Dept. of Basic Sci.）○KWIATKOWSKI,

Michal Piotr; MIYAJIMA, Ken; MAFUNE, Fumitaka

2H2-47 マンガン酸化物クラスターの酸素分子脱離過程-気相昇温脱離
法および量子化学計算による解明（東大院総合文化）○小山航平・工
藤 聡・宮島 謙・真船文隆

2H2-48 気相昇温脱離法によるセリアクラスターの NOとの反応性の研
究（東大院総合文化）○永田利明・宮島 謙・真船文隆

2H2-49 銀-コバルト合金クラスターと酸素分子との反応におけるサイ
ズ依存性（九大院理）○猿楽 峻・村上遼平・荒川 雅・寺嵜 亨

2H2-50 前周期遷移金属を添加した銅クラスター正イオンの NOに対す
る反応性：O2との比較（コンポン研）○平林慎一・市橋正彦

2H2-51 イオン移動度質量分析法による酸化ニッケルクラスター正イオ
ンの構造と CO 吸着反応性の研究（東北大院理）○東 将平・小向達
也・森山遼一・中野元善・大下慶次郎・美齊津文典

座長 寺嵜 亨（17：40～18：40）
※ PC接続時間 17：30～17：40 （2H2-53, 2H2-54, 2H2-55, 2H2-56,

2H2-57, 2H2-58）
2H2-53 イオン移動度質量分析法を用いた酸化クロムクラスター負イオ
ンの構造と安定組成の研究（東北大院理）○佐藤竜樹・小向達也・森
山遼一・中野元善・大下慶次郎・美齊津文典

2H2-54 Stable stoichiometric compositions and geometrical structures of

vanadium oxide cluster ions studied by ion mobility mass spectrometry（Sch.

Sci., Tohoku Univ.）○WU, Jenna Wen Ju; MORIYAMA, Ryoichi;

NAKANO, Motoyoshi; OHSHIMO, Keijiro; MISAIZU, Fuminori

2H2-55 Reaction of atomic gold anion to abstract halogen from halomethane

（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo; ESICB, Kyoto Univ.）
○MURAMATSU, Satoru; KOYASU, Kiichirou; TSUKUDA, Tatsuya

2H2-56 パラジウム酸化物クラスターの酸素脱離温度の組成依存性（東
大院総合文化）○宮島 謙・真船文隆

2H2-57 水素を吸蔵したパラジウムクラスターからの水素脱離反応（東
大院総合文化）○竹之内政人・宮島 謙・真船文隆

2H2-58 熱エネルギー領域における Rh正イオンクラスターと NO分子
との反応の解明（東大院総合文化）○俵家優紀・宮島 謙・真船文隆

3月28日午前

座長 小谷 弘明（9：00 ～9：40 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3H2-01, 3H2-02, 3H2-03）
3H2-01 亜鉛ポルフィリン‐ビオローゲン連結化合物-金属ナノ粒子複

合膜における光電流に対するプラズモンと磁場の効果（九大院工）
○米村弘明・新見友樹・山田 淳

3H2-02 リチウムイオン内包フラーレンとポルフィリンペプチドオリゴ
マーの超分子錯体における光誘起電子移動反応（阪大院工・ALCA,

JST・Louis Pasteur 大）○長谷川哲也・大久保 敬・ソラディエ ナタ
リー・福住俊一

3H2-03* フェムト秒可視-近赤外過渡吸収スペクトル測定法による不均
一固体光電変換系における振動コヒーレンスと電子移動反応ダイナミ
クス（阪大ナノサイエンスデザイン教育研究センター）○片山哲郎・
宮坂 博

3月28日午後

座長 中嶋 敦（13：10～14：00）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （3H2-26, 3H2-28, 3H2-29, 3H2-30）
3H2-26* Pump-probe coincidence momentum imaging of ultrafast hydrogen

migration in methanol induced by few-cycle intense laser pulses（Grad. Sch.

Sci., The Univ. of Tokyo）○ANDO, Toshiaki; SHIMAMOTO, Akihiro;

MIURA, Shun; NAKAI, Katsunori; XU, Huailiang; IWASAKI, Atsushi;

YAMANOUCHI, Kaoru

3H2-28 Development of an angular-resolved time-of-flight type femtosecond

laser-assisted electron scattering apparatus（Grad. Sch. Sci., The Univ. of

Tokyo）○ISHIDA, Kakuta; KANYA, Reika; YAMANOUCHI, Kaoru

3H2-29 トンネルイオン化光電子の角度分布による円偏光数サイクル
レーザーパルス絶対 CEPの決定（東大院理）○深堀信一・安藤俊明・
三浦 瞬・歸家令果・山内 薫・Rathje Tim・Paulus G. Gerhard

3H2-30 第 6族金属カルボニル錯体における CO配位子の異方性クーロ
ン爆発（阪市大院理）○田中宏基・中島信昭・八ッ橋知幸

座長 鈴木 充朗（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （3H2-32, 3H2-34, 3H2-36）
3H2-32* 励起ナフタルジイミドラジカルアニオンからの電子移動過程

（阪大産研）○藤塚 守・KIM Sung Sik・LUO Chao・藤乗幸子・
真嶋哲朗

3H2-34* リチウムイオン内包フラーレンとアニオン性フタロシアニンの
超分子錯体の長寿命電荷分離状態による近赤外光電変換特性（阪大院
工・ミゲルエルナンデス大学・慶大理工）○川島雄樹・大久保 敬・

まぬえる ぶらすふぇらんど びせんて・酒井隼人・羽曾部 卓・さ
すとれさんとす あんじぇら・福住俊一

3H2-36* Unusual heat-trapping and sensing within nano-layered microenvir-

onment formed by polyfluorinated cationic surfactants（Grad. Sch. Urban

Environmental Sci., Tokyo Metropolitan Univ.）○RAMAKRISHNAN,

Vivek; HORIGUCHI, Haruo; YAMAMOTO, Daisuke; NABETANI, Yu;

SHIMADA, Tetsuya; TACHIBANA, Hiroshi; INOUE, Haruo

座長 小堀 康博（15：20～16：30）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （3H2-39, 3H2-44）
3H2-39 Special Lecture From Materials Science to Structural Biology:

Putting a Spin on it with EPR Spectroscopy（University College London

Institute of Structural and Molecular Biology）○W. M. KAY, Christopher

3H2-44* 時間分解 EPR法によるフマル酸エステルおよびマレイン酸エ
ステルの光重合初期過程の観測（東工大院理工）○高橋広奈・河合明
雄

座長 生駒 忠昭（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （3H2-47, 3H2-48, 3H2-49, 3H2-50,

3H2-51, 3H2-52）
3H2-47 時間分解 EPR法による P3HT:PCBM有機薄膜太陽電池の光電

流生成機構の解明（神戸大理）○阿児拓海・三浦 拓・立川貴士・丸
本一弘・小堀康博

3H2-48 時間分解 EPR法によるヘキサフィリン励起三重項状態の電子
構造の解明（神戸大院理・名大院理・京大院理・東北大多元研・阪市
大院理）○江間文俊・齋藤尚平・大須賀篤弘・田辺真奈・山内清語・
杉崎研司・佐藤和信・工位武治・立川貴士・小堀康博

3H2-49 イオン液体中での光誘起電子移動反応に対する磁場効果：レベ
ル交差機構による磁場効果の観測（埼大院理工）○矢後友暁・石井裕
也・若狭雅信

3H2-50 シングレットフィッションに対する磁場効果（埼大院理工）
○貝瀬眞菜・矢後友暁・加藤隆二・若狭雅信

3H2-51 フローインジェクション ESR法を用いた光重合反応初期段階
における付加反応速度定数評価法の構築（京工繊大院工芸）○三宅祐
輔・柳瀬圭佑・山下智之・金折賢二・田嶋邦彦・丹羽理仁・平野敬祐

3H2-52 アミロイド線維化タンパク質-アントラキノンスルフォン酸イ
オン複合体の時間分解 EPR（神戸大理）○安倍知花・茶谷絵理・立川
貴士・小堀康博

3月29日午前

座長 平出 哲也（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4H2-01, 4H2-02, 4H2-03, 4H2-04,

4H2-05, 4H2-06）
4H2-01 高分子中での電子線グラフト重合における空間的な反応の広が
りに関する研究（早大先進理工）○漆畑 諒・田倉貴史・塚本淳志・
酒井祐輔・大島明博・鷲尾方一

4H2-02 PEFC 用の低・無加湿下発電における薄膜化された有機無機ハ
イブリッド電解質膜の開発（早大理工総研）○田倉貴史・吉田智輝・
塚本淳志・酒井祐輔・花崎 祐・大島明博・鷲尾方一

4H2-03 DDSナノデバイス開発に向けた電子線グラフト重合法による
温度応答性膜の作製（早大先進理工）○山原有未・高橋篤史・大島明
博・鷲尾方一

4H2-04 バイオデバイス応用へ向けたポリ乳酸の放射線滅菌（早大理工
総研）○高橋篤史・大島明博・大山智子・長澤尚胤・田口光正・鷲尾
方一

4H2-05 マイクロ波誘電吸収法を用いた導電ケーブルにおける被覆絶縁
体の経年変化測定研究（福井工大工・阪大院工・東大院工・福井大附
属国際原子力工学研究所）○砂川武義・佐伯昭紀・関 修平・工藤久
明・泉 佳伸

4H2-06 高気圧マイクロ波放電法によるヨウ素捕集技術の研究（福井工
大工・オンタリオ工科大学エネルギーシステム・原子力科学部）○山
本香帆・HARVEL Glenn・砂川武義

座長 砂川 武義（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4H2-08, 4H2-10, 4H2-12）
4H2-08* 室温イオン液体中のポジトロニウム（原子力機構原子力基礎

工）○平出哲也
4H2-10* ハロン 2402 含有アルコール溶液の放射線照射による過渡吸収
スペクトル変化と反応機構の検討（都立産技研・東大院工）○中川清
子・山下真一・勝村庸介

4H2-12* フェムト秒パルスラジオリシスによるドデカン中のジェミネー
トイオン再結合と放射線分解の研究（阪大産研）○近藤孝文・西井聡
志・神戸正雄・菅 晃一・楊 金峰・法澤公寛・田川精一・吉田陽一

座長 竹内 佐年（11：20～11：50）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4H2-15）
4H2-15 進歩賞受賞講演 コヒーレント分子振動励起による新規反応
の開発と熱反応に伴う分子構造変化の直接観測（神奈川大工）○岩倉
いずみ

3月29日午後

座長 鷲尾 方一（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （4H2-25, 4H2-26, 4H2-27, 4H2-28,
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4H2-29）
4H2-25 高温ピコ秒パルスラジオリシス法による 1－プロパノールの放
射線分解反応研究（阪大産研）○吉田哲郎・室屋裕佐・山下真一・勝
村庸介・古澤孝弘

4H2-26 低温固相における不飽和炭化水素と塩素の光化学反応（横国大
院工）○増田 立・關 金一

4H2-27 色素-酸化チタン界面電荷移動に基づく蛍光ブリンキング統計
の解明（立教大院理）○海野 紹・三井正明

4H2-28 高分子薄膜中に分散したイオン液体の電場変調吸収スペクトル
測定（室蘭工大・北大電子研）船本侑希・伊藤隆一・太田信廣○飯森
俊文

4H2-29* トリフェニルアミン-ナフタレンジイミド連結分子における長

寿命光電荷分離状態の寿命のポリマーマトリクス依存性（富山大院理

工）○木本健嗣・佐藤 翼・堀越敬史・鈴木修一・小嵜正敏・岡田惠
次・岩村崇高・野崎浩一

座長 河合 明雄（14：10～15：00）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （4H2-32, 4H2-34, 4H2-36, 4H2-37,

4H2-38, 4H2-39）
4H2-32* 金ナノロッドにおけるプラズモンダイナミクスの時間分解イ
メージング（分子科学研究所）○西山嘉男・成島哲也・井村考平・岡
本裕巳

4H2-34* 広帯域・高感度フェムト秒時間分解円二色性分光法の開発（東
大院理）○平松光太郎・永田 敬

4H2-36 マイクロリアクターを用いたtrans-スチルベンとフマル酸エス
テルの光環化付加反応（青山学院大院理工）○吉村美砂子・磯崎
輔・森 直・井上佳久・鈴木 正

座長 石井 邦彦（15：00～15：30）
4H2-37 イオン液体中における一重項酸素の電子供与性分子による電荷

移動消光の近赤外分光観測（東工大院理工）○加藤 舞・吉田 剛・
河合明雄

4H2-38 デンプンと化学物質の混合における自己組織化（同志社大生命

医）○松浦弘智・吉岡里紗
4H2-39 リン脂質誘導体の結晶化挙動に対するキラリティーの影響（慶
大理工）○稲 勇樹・岡野久仁彦・朝倉浩一

H3 会場
2 号館 243 教室

物理化学－構造

3月26日午前

非線形光学

座長 江頭 和宏（9：00 ～9：50 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1H3-01, 1H3-03, 1H3-04）
1H3-01* 非対称一重項開殻縮環共役系の第二超分極率についての理論研

究（阪大院基礎工）○中野雅由・福田幸太郎
1H3-03 1,3-ジラジカル化合物の電子励起および光応答特性に対する置

換基効果の理論研究（阪大院基礎工・広島大院理）○齋藤真和・岸
亮平・森田啓介・安倍 学・中野雅由

1H3-04* フェナレニルラジカル分子からなる一次元分子集合体の励起お
よび光応答特性についての理論研究（阪大院基礎工・奈良高専物質
工）○岸 亮平・森田啓介・米田京平・中野雅由

座長 長坂 将成（10：00～10：50）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （1H3-07, 1H3-09, 1H3-10, 1H3-11）
1H3-07* 五員環を含む曲面縮環共役分子系の開殻性と第二超分極率に関

する理論的研究（阪大院基礎工）○福田幸太郎・南田有加・中野雅由
1H3-09 コラヌレン骨格を含む開殻一重項曲面型π共役系のジラジカル

因子と第二超分極率に関する理論的研究（阪大院基礎工）○南田有
加・福田幸太郎・中野雅由

1H3-10 BODIPYの光吸収特性に関する理論的研究（阪大院基礎工）
○浅岡瑞稀・宮城公磁・竹林 拓・北河康隆・中野雅由

1H3-11 πスタック型チアジルラジカル多量体における開殻性と第二超

分極率の相関についての理論研究（阪大基礎工）○松井啓史・福田幸
太郎・南田有加・中野雅由

X 線散乱・分光

座長 中野 雅由（11：00～12：00）
※ PC接続時間 10：50～11：00 （1H3-13, 1H3-15, 1H3-17）
1H3-13* カーボンナノ空間がイオン液体構造に与える影響‐静電遮蔽効
果によるイオン間クーロン相互作用の抑制（信州大）○二村竜祐・高
崎優真・飯山 拓・藤森利彦・サイモン パトリス・ゴゴチ ユー
リー・金子克美

1H3-15* ピコ秒及びフェムト秒 XAFSによる酸化タングステンの光励起

状態のダイナミクス観測（分子科学研究所物質分子科学研究領域・電
子構造研究部門・分子科学研究所）○上村洋平・城戸大貴・脇坂祐

輝・上原広充・大場惟史・丹羽尉博・野澤俊介・佐藤篤志・一柳光
平・深谷 亮・足立伸一・片山哲夫・矢橋牧名・高草木 達・大谷文
章・横山利彦・朝倉清高

1H3-17* 軟 X線吸収分光法による水溶液の局所構造解析：ピリジン水
溶液とアセトニトリル水溶液（分子研）○長坂将成・湯沢勇人・小杉
信博

3月26日午後

気相

座長 福島 勝（13：10～14：00）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （1H3-26, 1H3-27, 1H3-29）
1H3-26 T2Oの近赤外分光（富山大理・富山大水素研・東邦大理）○小
林かおり・齋藤萌美・熊坂亮浩・原 正憲・波多野雄治・尾関博之

1H3-27* ヨウ素分子の ion-pair 状態間緩和ダイナミクス（東理大院総合

化学・学芸大教育・広島市大情報科学）○星野翔麻・荒木光典・中野
幸夫・石渡 孝・築山光一

1H3-29* 溶媒和クラスターカチオンに見られる異性体間の構造揺らぎ
（九大院理）○池田貴将・迫田憲治・関谷 博

座長 小林 かおり（14：10～15：00）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （1H3-32, 1H3-34, 1H3-36）
1H3-32* Molecular chirality: a new approach from a dynamical point of view

（SOKENDAI The Central Office）○HIROTA, Eizi

1H3-34* 含金属フリーラジカルのジェット分光（広島市大院情報科学）
○福島 勝・石渡 孝

1H3-36 クロム 2量体正イオンの磁気特性：光吸収による決定（株式会
社コンポン研究所東東京研究室・横市大院生命ナノシステム科学）
○江頭和宏・山田裕里佳・北 幸海・立川仁典

固体界面

座長 増田 茂（15：10～16：10）
※ PC接続時間 15：00～15：10 （1H3-38, 1H3-40, 1H3-41, 1H3-42,

1H3-43）
1H3-38* 顕微過渡吸収分光法による光触媒 BiVO4のキャリアダイナミク
スおよび反応活性における触媒粒子凝集効果（京大院理）○薮田光
教・則岡慎平・Jia Qingxin・渡邊一也・工藤昭彦・杉本敏樹・松本吉

泰
1H3-40 Ag(100)上における V 酸化物薄膜の合成（立教大院理）○中村
卓哉・杉崎裕一・石田周平・近葉 善・吉川峻策・枝元一之

1H3-41 P 偏析に伴う Fe2P(0001)面の表面電子状態変化（立教大院理）
○石田周平・杉崎裕一・中村卓哉・山口祐太・滝川早紀・枝元一之

1H3-42 2光子光電子分光による Rubrene/Au(111)の非占有準位の測定
（阪大院理）○西村史也・上羽貴大・國枝省吾・山田剛司・加藤浩
之・宗像利明

1H3-43 シリコン表面と H2、HClの表面反応の活性化エネルギーの計
算におけるクラスターサイズの影響（早大院創造理工）○安西慶祐・
国吉ニルソン・不破章雄

座長 枝元 一之（16：20～17：10）
※ PC接続時間 16：10～16：20 （1H3-45, 1H3-46, 1H3-47, 1H3-48,

1H3-49）
1H3-45 Ag 基板に成長した多層シリセンの電子状態（東大新領域創成

科学研究科・東大総合文化研究科）長尾 遼・萩野勇志・林 俊良・
荒船竜一○高木紀明・川合眞紀・青木 優・増田 茂

1H3-46 ジナフトチエノチオフェンの薄膜構造と価電子状態（東大）窪
木伸吾○伊藤佑次朗・青木 優・増田 茂

1H3-47 ラマン分光法を用いたペンタセン:C60バルクヘテロ接合膜の固
体構造解析（早大院先進理工）○岩沢康宏・古川行夫

1H3-48 ヘテロダイン走査型トンネル分光（HSTS）の原理と応用（筑
波大院数理物質）○松山英治・近藤剛弘・大井川治宏・郭 東輝・根
本承次郎・中村潤児

1H3-49 Cu(410)表面での C2H4の吸着と反応性に対する共吸着の効果
（阪大院理・ヨージェフ・ステファン研究所）○牧野隆正・KOKALJ

Anton・岡田美智雄

ナノ構造

座長 高木 紀明（17：20～18：20）
※ PC接続時間 17：10～17：20 （1H3-51, 1H3-53, 1H3-54, 1H3-56）
1H3-51* SERS明滅現象の冪乗則解析による SERS 非活性分子の挙動の

研究（関西学院大理工・香川大院工・産総研健康工学）○北濱康孝・
荒木大知・山本裕子・伊藤民武・尾崎幸洋

1H3-53 光捕捉銀ナノ微粒子に吸着した分子からの表面増強ラマン散
乱・表面増強ハイパーラマン散乱の測定（関西学院大理工）○林 宏
彰・北濱康孝・伊藤民武・尾崎幸洋

1H3-54* アキラルな光と金ナノ構造体を用いた生体分子のキラリティセ
ンシング（グラスゴー大化学科・分子科学研究所）○橋谷田 俊・
Tullius Ryan・Karimullah Affar・岡本裕巳・Kadodwala Malcolm

1H3-56 局在プラズモン-色素励起子強結合系の電気化学顕微分光計測
（北大院総合化学）○大貫温順・長澤文嘉・鈴木健太郎・保田 諭・
村越 敬
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Asian International Symposium -Physical Chem-
istry/Theoretical and Computational Chemistry-

3月27日午前

Chair: MATUBAYASI, Nobuyuki（9：00 ～10：20）
2H3-01 Opening Remarks（Shizuoka Univ.）TORII, Hajime（09:00～

09:10）
2H3-02 Keynote Lecture Enthalpic Depletion Forces in Complex Solu-

tions（The Hebrew Univ. of Jerusalem）HARRIES, Daniel（09:10～09:40）
2H3-05 Invited Lecture Molecular Dynamics Study on Cyclodextrin

B a s e d D r u g D e l i v e r y S y s t em（Ch u l a l o n g k o r n U n i v .）
RUNGROTMONGKOL, Thanyada（09:40～10:00）

2H3-07 Invited Lecture Spectroscopic Study on the Dynamics and

Structure of Sodium Pump Rhodopsin（Nagoya Institute of Technology,

JST PRESTO）INOUE, Keiichi（10:00～10:20）

Chair: SATO, Hirofumi（10：30～11：40）
2H3-10 Keynote Lecture Molecular Approach in the Evaluations of

Hydration Properties Obtained from Molecular Dynamics Simulation

（Chulalongkorn Univ.）VCHIRAWONGKWIN, Viwat（10:30～11:00）
2H3-13 Invited Lecture Toward Molecular Understanding of Excitation

Energy Transfer in Light-Harvesting Antennas（Univ. of the Ryukyus）
HIGASHI, Masahiro（11:00～11:20）

2H3-15 Invited Lecture Structure and Dynamics of Self-Localized Ex-

citations in Photoconductive Polymers Studied by Femtosecond Near-IR

Stimulated Raman Spectroscopy（Gakushuin Univ.）TAKAYA, Tomohisa

（11:20～11:40）

3月27日午後

Chair: KIM, Yousoo（13：10～14：20）
2H3-26 Keynote Lecture Ultrafast Electron Microscopy Principle and

Demonstrations in Chemical and Materials Science（Ulsan National Institute

of Science and Technology）KWON, Oh-Hoon（13:10～13:40）
2H3-29 Invited Lecture Sequentially Timed All-Optical Mapping

Photography for Sub-Nanosecond Single-Shot Imaging（The Univ. of

Tokyo）Nakagawa, Keiichi（13:40～14:00）
2H3-31 Invited Lecture Exploration of the Nature of Non-Adiabatic

Electron Dynamics in Chemistry（The Univ. of Tokyo）○YONEHARA,

Takehiro; TAKATSUKA, Kazuo（14:00～14:20）

Chair: YAMAMOTO, Hiroshi（14：30～15：40）
2H3-34 Keynote Lecture The Rise of Organic-Inorganic Lead Halide

Perovskite Solar Cells（Nanyang Technological Univ.）SUM, Tze Chien

（14:30～15:00）
2H3-37 Invited Lecture Quantitative Determination of Weak Electronic

Interaction in Organic Thin Films and Interfaces Using High-Resolution

Photoemission Spectroscopy（Institute for Molecular Science）YAMANE,

Hiroyuki（15:00～15:20）
2H3-39 Invited Lecture Optical Response of Supported Nanoclusters at

a Dielectric Interface（Institute for Molecular Science）IIDA, Kenji（15:20～
15:40）

Chair: NAKAI, Hiromi（15：50～17：10）
2H3-42 Keynote Lecture Density Functional Approaches to the Energy

Storage and Environmental Materials: Theory and Applications（Korea

Advanced Institute of Science and Technology）JUNG, Yousung（15:50～
16:20）

2H3-45 Invited Lecture DFT-MD Study of Superconcentrated Electro-

lytes for Chemically Stable and Fast-Charging Lithium-Ion Batteries（ESICB,

Kyoto Univ. / MANA, NIMS）SODEYAMA, Keitaro（16:20～16:40）
2H3-47 Invited Lecture Ion Conductive Coordination Frameworks:

Their Ion Transport Mechanism and Application（Kyoto Univ.）HORIKE,

Satoshi（16:40～17:00）
2H3-49 Closing Remarks（Gakushuin Univ.）IWATA, Koichi（17:00～

17:10）

物理化学－構造

3月28日午後

液体界面

座長 岩田 耕一（13：10～14：10）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （3H3-26, 3H3-28, 3H3-29, 3H3-30）
3H3-26* 強誘電氷薄膜におけるアイスルール破れへの Pt(111)基板の影

響（京大院理）○相賀則宏・大槻友志・原田国明・杉本敏樹・渡邊一
也・松本吉泰

3H3-28 IV-SFG法を用いたジカチオン型イオン液体([Cn(MIm)2][TFSA]2)

表面構造の長時間緩和過程の観測（名大工・東工大院理工）○酒井康
成・飛田夏子・万代俊彦・西川恵子・岩橋 崇・Kim Doseok・大内
幸雄

3H3-29 Water Structure at the Biocompatible Polymer Interface Studied with

Heterodyne-Detected Vibrational Sum Frequency Generation Spectroscopy

（RIKEN）○MYALITSIN, Anton; NIHONYANAGI, Satoshi;

YAMAGUCHI, Shoichi; YANAGISAWA, Junji; AOKI, Takashi;

TAHARA, Tahei

3H3-30* Effect of Fermi resonance on water dynamics at charged interfaces

revealed by 2D HD-VSFG spectroscopy（RIKEN）○INOUE, Ken-ichi;

SINGH, Prashant; NIHONYANAGI, Satoshi; YAMAGUCHI, Shoichi;

TAHARA, Tahei

座長 二本柳 聡史（14：20～15：10）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （3H3-33, 3H3-35, 3H3-36, 3H3-37）
3H3-33* シングルチャンネルのヘテロダイン検出和周波発生分光（埼大

工）○山口祥一
3H3-35 水表面のフリーOHのヘテロダイン検出和周波発生分光（埼大

工）○鈴木雄大・山口祥一
3H3-36 メタノール表面のヘテロダイン検出和周波発生分光（埼大工）

○猿田萌子・山口祥一
3H3-37 和周波分光と分子シミュレーションを用いたイオン液体/固体

界面における分子配向の解析（東北大WPI-AIMR）○今村貴子・水上
雅史・栗原和枝

座長 山口 祥一（15：20～15：50）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （3H3-39, 3H3-40）
3H3-39 減衰全反射遠紫外分光法を用いたポリエチレングリコールの電
子遷移の研究（近畿大理工）○上野那美・森澤勇介

3H3-40* 遠紫外分光法による液体水分子の第一電子遷移の研究:電子遷
移へのアルミナ表面の影響（関西学院大理工）○後藤剛喜・尾崎幸洋

スピン・磁場

座長 山田 道夫（16：00～16：40）
※ PC接続時間 15：50～16：00 （3H3-43, 3H3-44, 3H3-45, 3H3-46）
3H3-43 コヒーレントな多重マイクロ波パルスを用いた ESRスペクト
ル操作（阪市大院理・愛工大）○佐藤和信・中澤重顕・豊田和男・塩
見大輔・森田 靖・工位武治

3H3-44 ナフタレンジイミド誘導体アニオンラジカルの ESRスペクト
ルに見られる線幅交替効果（阪市大院理）○佐藤和信・荒木 透・鈴

木修一・豊田和男・塩見大輔・岡田惠次・工位武治
3H3-45 直結型開殻置換基をもつ安定ニトロキシド三重項分子の希釈単
結晶 ESR/ENDORスペクトル解析と磁気テンソルの高精度量子化学計
算（阪市大理）○澤田 駿・中澤重顕・河盛萌子・杉崎研司・佐藤和

信・豊田和男・塩見大輔・尾向宏介・古井孝宜・倉津将人・鈴木修
一・小嵜正敏・岡田惠次・工位武治

3H3-46 ビイミダゾールを配位子とする高スピンレニウム単核金属錯体

の単結晶 ESRスペクトルと磁気テンソルの量子化学計算（阪市大院
理）○中川朋樹・山根健史・佐藤和信・杉崎研司・神崎祐貴・豊田和

男・塩見大輔・吉澤 真・田所 誠・工位武治

座長 下赤 卓史（16：50～17：50）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （3H3-48, 3H3-49, 3H3-51, 3H3-53）
3H3-48 Magnetic field effects on crystal structures and pore properties of

porous coordination polymers of Zn/triazole/oxalic acid（Shinshu Univ.

Faculty of Science）○ZUBIR, Moondra; OZEKI, Sumio; HAMASAKI,

Atom

3H3-49* 強磁場下で合成した単層カーボンナノチューブの構造（信州大
理）○浜崎亜富・内村 仁・坂口あゆみ・高嶋泰正・尾関寿美男

3H3-51* Hiding and Recovering Electrons in a Dimetallic Endohedral Full-

erene: Air-Stable Products from Radical Additions（Dept. of Chem., Tokyo

Gakugei Univ.）○YAMADA, Michio; KURIHARA, Hiroki; SUZUKI,

Mitsuaki; SAITO, Masayoshi; SLANINA, Zdenek; UHLIK, Filip;

AIZAWA, Toshihiro; KATO, Tatsuhisa; OLMSTEAD, Marilyn, M;

BALCH, Alan, L; MAEDA, Yutaka; NAGASE, Shigeru; LU, Xing;

AKASAKA, Takeshi

3H3-53 分子スピン量子ビット系における電子スピンビットによる間接

量子ゲート操作の実行（阪市大院理）○柴田大貴・中澤重顕・Hosseini

Elham・丸山耕司・豊田和男・塩見大輔・佐藤和信・工位武治

3月29日午前

赤外/ラマン

座長 高屋 智久（9：40 ～10：40）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （4H3-05, 4H3-06, 4H3-07, 4H3-08,

4H3-09）
4H3-05 ニトロ(5,10,15,20-テトラフェニルポルフィリナト)(4-メチルピリ
ジン)コバルト(III)の赤外吸収スペクトル (第 7報)（無無）○山本謙一

4H3-06 DFT計算による pyrrole—pyridine水素結合クラスターの基本
音・倍音の振動数と吸収強度（熊本高専生物化学）○二見能資・尾﨑
裕・濱田嘉昭・尾崎幸洋

4H3-07 蟻酸多量体のマトリックス単離赤外分光（産総研環境管理技
術）○伊藤文之

4H3-08 二次元相関赤外分光法によるアセチレン巨大クラスターの構造
異性化とその温度依存性に関する研究（静岡大院理）○松本剛昭・吉

浦竜斗・本間健二
4H3-09* 架橋した芳香環同士の大振幅振動の選択的観測：[34](1,2,4,5)シ
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クロファンラジカルカチオンの近赤外共鳴低振動数ラマン分光（青山
学院大理工・九大先導研）○岡島 元・坂本 章・新名主輝男

座長 岡島 元（10：50～11：50）
※ PC接続時間 10：40～10：50 （4H3-12, 4H3-14, 4H3-15, 4H3-16,

4H3-17）
4H3-12* 室温イオン液体の芳香環が与える低振動数スペクトルへの影響

（千葉大院融合・千葉大理・ブルックヘブン国立研究所化学科）○城
田秀明・松崎裕憲・Ramati Sharon・Wishart James

4H3-14 ポリ(3-ヘキシルチオフェン)溶液のフェムト秒時間分解近赤外
誘導ラマンスペクトルと特異値分解バンド解析（学習院大理）○高屋
智久・岩田耕一

4H3-15 オリゴチオフェン(n=3-8)のフェムト秒時間分解近赤外分光測
定-近接した電子励起状態の観測と励起状態の拡がりの評価（学習院大
理）○沖野隼之介・高屋智久・岩田耕一

4H3-16 赤外分光法によるプラスチン N末端領域の Ca2+配位構造の解
析（東医歯大教養部）○奈良雅之・古田有香・宮園健一・四宮博人・
森井尚之・清水 隆・宮川拓也・田之倉 優

4H3-17 赤外MAIRS法を用いたチオフェン系高分子薄膜の分子配向解
析手法（京大化研）○塩谷暢貴・下赤卓史・長谷川 健

3月29日午後

座長 水谷 泰久（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （4H3-25）
4H3-25 学術賞受賞講演 多角入射分解分光法の開発と二次元分子集

合系解析への応用（京大化研）○長谷川 健

多変量解析

座長 城田 秀明（14：10～15：00）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （4H3-32, 4H3-34, 4H3-35, 4H3-36）
4H3-32* 赤外分光法と多変量解析による不凍液の化学構造解析（京大化

研）○下赤卓史・長谷川 健
4H3-34 多変量解析による酸塩基指示薬の可視吸収スペクトル解析（弘
前大教育・京大化研）○島田 透・長谷川 健

生体関連分子

4H3-35 新規塩化物イオンポンプの発色団水素結合（阪大理）○久保田
真司・水野 操・神取秀樹・水谷泰久

4H3-36 Effect of intersubunit interaction with an N-terminus residue of the α
subunit on dynamics of human hemoglobin（Grad. Sch. Sci., Osaka Univ.）
○CHANG, Shanyan; MIZUNO, Misao; ISHIKAWA, Haruto; MIZUTANI,

Yasuhisa

座長 松本 剛昭（15：10～16：10）
※ PC接続時間 15：00～15：10 （4H3-38, 4H3-40, 4H3-42）
4H3-38* 時間分解紫外共鳴アンチストークスラマン分光法で観る蛋白質
内エネルギー伝達における異方性（阪大院理）○近藤正人・水野
操・水谷泰久

4H3-40* Ultrafast structural dynamics and anharmonic vibrational coupling on

excited state of GFP: new insight from time-resolved impulsive stimulated

Raman spectroscopy（RIKEN Molecular Spectroscopy Lab.）
○FUJISAWA, Tomotsumi; KURAMOCHI, Hikaru; TAKEUCHI, Satoshi;

TAHARA, Tahei

4H3-42* Unique hydrogen-bonding network in Channelrhodopsin revealed by

Fourier-Transform Infrared Spectroscopy（Grad Sch. Eng., Nagoya Inst. of

Tech.）○ITO, Shota; KATO, Hideaki; OISHI, Satomi; TANIGUCHI, Reiya;

IWATA, Tatsuya; NUREKI, Osamu; KANDORI, Hideki

J1 会場
薬学部-5 号館 511 教室

天然物化学

3月26日午前

アルカロイド

座長 石川 勇人（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1J1-01, 1J1-02, 1J1-03, 1J1-04,

1J1-05, 1J1-06）
1J1-01 マダンガミン A環部の不斉合成（慶大院理工）○黒須靖弘・須

藤貴弘・柳田悠太・佐藤隆章・千田憲孝
1J1-02 マダンガミン類共通骨格の合成研究（慶大院理工）○須藤貴
弘・柳田悠太・松尾直哉・黒須靖弘・佐藤隆章・千田憲孝

1J1-03 (-)-stemonineの合成研究（慶大院理工）○寄立麻琴・高橋芳
人・佐藤隆章・千田憲孝

1J1-04 ニトロアルケンへのα-アミノ酸エステルのマイケル付加を鍵

反応とする置換ピペラジノン合成法の応用（岡山大院自然）○鍵本祥
子・工藤孝幸・坂倉 彰

1J1-05 水銀(Ⅱ)トリフラート触媒による新奇環化異性化反応を鍵工程
としたレパジホルミン類の合成研究（阪市大院理）○山内健吾・菊池
正峰・江崎伸之介・小山智之・野久保春華・児玉 猛・西川慶祐・舘
祥光・森本善樹

1J1-06 ageladine A誘導体のワンポット合成と神経分化促進活性（理研
田中生体機能合成化学研究室・阪大院理・早大院先進理工・カザン大
アレクサンドルブトレーロフ研究所・JSTさきがけ）○岩田隆幸・大
塚悟史・新井大祐・深瀬浩一・中尾洋一・田中克典

座長 平井 剛（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1J1-08, 1J1-09, 1J1-10, 1J1-11,

1J1-12, 1J1-13）
1J1-08 Halichrome A の合成研究（神奈川大院理）○鈴木佑太郎・阿部
孝宏・川添嘉徳・渡部多恵子・山田 薫・上村大輔

1J1-09 Synthetic Studies of 11-Saxitoxinethanoic Acid Via Modified Mu-

kaiyama Aldol Condensation Reaction（Grad. Sch. Fac. Eng., Tokyo Univ. of

Agri. and Technol.）○WANG, Chao; NISHIKAWA, Toru; NAGASAWA,

Kazuo

1J1-10 Synthetic study of trans-dihydrolycoricidine utilizing 1,4-Type cataly-

tic asymmetric Friedel-Crafts Reaction（Grad. Sch. Fac. Eng., Tokyo Univ. of

Agri. and Technol.）○KATO, Masaru; NAGASAWA, Kazuo

1J1-11 リコリン類の合成研究（慶大院理工）○関 結菜・石橋瑞基・
佐藤隆章・千田憲孝

1J1-12 レパジホルミン Aの合成研究（慶大院理工）○南川 亮・佐藤
隆章・千田憲孝

1J1-13 パラウアミンの全合成（北大院総合化学・徳島大院ヘルスバイ
オサイエンス）○竹内公平・海原由香理・難波康祐・谷野圭持

座長 佐藤 隆章（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1J1-15, 1J1-17, 1J1-19）
1J1-15* Synthetic studies on palau’amine（Grad. Sch. Fac. Eng., Tokyo Univ.

of Agri. and Technol.）○IWATA, Makoto; IMAOKA, Takuya; MATSUO,

Hiroki; NAGASAWA, Kazuo

1J1-17* Concise Syntheses of Dictyodendrins A and F by a Sequential C-H

Functionalization Strategy（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.; WPI-ITbM,



— 94 —

Nagoya Univ.; Emory University）○YAMAGUCHI, Atsushi; CHEPIGA,

Kathryn M.; YAMAGUCHI, Junichiro; ITAMI, Kenichiro; DAVIES, Huw

M. L.

1J1-19* Synthetic Study of α-skytanthine via Asymmetric Domino Michael/

Hemiaminalization Reaction（Grad. Sch. Sci. Technol., Kumamoto Univ.）
○SHIOMI, Shinya; SUGAHARA, Erika; ISHIKAWA, Hayato

3月26日午後

アミノ酸、ペプチド

座長 及川 雅人（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1J1-28, 1J1-31, 1J1-32, 1J1-33）
1J1-28 若い世代の特別講演会 マイクロフロー合成法を駆使する高
選択的反応を基軸とした天然物合成（東工大院理工）○布施新一郎

1J1-31 Development of Caspase-3 Inhibitors using Squaric Acid-containing

Peptide（Grad. Sch. Sci., Osaka City Univ.）○MAEDA, Kentaro;

SHINADA, Tetsuro

1J1-32 Synthetic Study of Kaitocephalin Analogs toward Fluorescent Label-

ing（Grad. Sch. Sci., Osaka City Univ.）○YOSHIDA, Yuya; YASUNO,

Yoko; OHFUNE, Yasufumi; SHINADA, Tetsuro

1J1-33 Synthesis of Dihydrokainic Acid by an Intramolecular Cyclization

（Grad. Sch. Sci., Osaka City Univ.）○YAMADA, Azusa; SHINADA,

Tetsuro

座長 末永 聖武（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1J1-35, 1J1-36, 1J1-37, 1J1-38,

1J1-39, 1J1-40）
1J1-35 オルトアミド型 Overman転位と SN2’反応を用いた 1,2-アミノア
ルコール合成法の開発（慶大院理工）○安嶋大智・津崎 俊・大石宙
輝・佐藤隆章・千田憲孝

1J1-36 (-)-Kaitocephalinの合成研究（慶大院理工）○臼井駿馬・須貝智
也・佐藤隆章・千田憲孝

1J1-37 AMPA受容体阻害剤 IKM-159 類縁体の多様合成研究（横市大
院生命ナノシステム科学）○千葉まなみ・藤本千賀子・及川雅人

1J1-38 クリッカブルダイシハーベインの合成研究（横市大生命ナノシ
ステム科学研究科）○福島孝一・及川雅人

1J1-39 リパーゼを用いたシナプス受容体リガンドの合成研究（横市大
院生命ナノシステム科学）○田中健斗・及川雅人

1J1-40 プロトアーキュレイン Bの合成研究（横市大院生命ナノシステ
ム科学）○菅原 啓・及川雅人

座長 布施 新一郎（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1J1-42, 1J1-43, 1J1-44, 1J1-45,

1J1-46, 1J1-47）
1J1-42 サフラマイシン類の化学-酵素ハイブリッド合成法の開発（北
大理・北大理）○谷藤 涼・纐纈健人・高倉美智子・南 篤志・大栗
博毅・及川英秋

1J1-43 ライゲーション法において発現ペプチドを合成ブロックとして
用いるためのフェナシル基のチオール保護基としての可能性（阪大蛋
白研）○川上 徹・北條裕信

1J1-44 環状ドデカぺプチド lyngbyacyclamide A および B の合成研究
（神奈川大理）○堀越美帆・後藤紘美・増田 駿・丸 範人・上村大
輔

1J1-45 抗炎症活性環状ペプチド stylissatin Aの合成と生物活性（筑波
大院数理物質）○砂場大輝・GISE Baro・AKINDELE Tito・北 将
樹・木越英夫

1J1-46 新規ペプチド化合物 kurahyne 類の全合成（慶大理工）○岡本慎
一朗・岩崎有紘・大野 修・末永聖武

1J1-47 抗菌性デプシペプチドMiuraenamide Aの合成研究（慶大理工）
○安井彩乃・遠山 洸・徳住啓太・伊藤嘉代子・鳥居原英輔・末永聖
武

座長 北 将樹（17：00～17：50）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1J1-49, 1J1-50, 1J1-51, 1J1-52,

1J1-53）
1J1-49 海洋産細胞毒性ペプチド bisebromoamide類の合成研究（慶大理

工）○永松祐美・清水裕人・轟 星児・渡邊 敦・末永聖武
1J1-50 鎖状デプシペプチドMaedamideの単離、構造決定および合成研

究（慶大理工）○高柳綾乃・岩崎有紘・大野 修・末永聖武
1J1-51 特異な脂肪酸鎖をもつ海産シアノバクテリア由来新規鎖状リポ
ペプチドの単離と構造決定（慶大院理工）○澄本慎平・岩崎有紘・大
野 修・犬塚俊康・照屋俊明・末永聖武

1J1-52 t-Bu 基を有する海洋シアノバクテリア由来新規環状リポペプチ
ドの単離と構造決定（慶大理工）○小川英俊・岩崎有紘・澄本慎平・
大野 修・末永聖武

1J1-53 A Wewakazole-related Cyclic Peptide from the Marine Cyanobacter-

ium Moorea producens（Grad. Sch. Env. Sci., Hokkaido Univ.）○LOPEZ,

Julius Adam Velasco; AL-LIHAIBI, Sultan S.; OKINO, Tatsufumi

Asian International Symposium -Natural
Products Chemistry, Chemical Biology/Bio-
functional Chemistry and Biotechnology-

3月27日午後

Chair: Shimamoto, Keiko（13：00～13：20）
2J1-25 Invited Lecture Therapeutic in vivo synthetic chemistry: Syn-

thetic studies of bioactive compounds in live mouse（RIKEN）Pradipta,

Ambara Rachmat（13:00～13:20）

Chair: Matsumori, Nobuaki（13：20～13：40）
2J1-27 Invited Lecture Sterol-dependent membrane activity of marine

sponge-derived bicyclic peptide theonellamide A（Osaka Univ.）Cornelio,

Kimberly（13:20～13:40）

Chair: Atomi, Haruyuki（13：40～14：00）
2J1-29 Invited Lecture Hyperpolarized MR chemical probes toward in

vivo analysis（The Univ. of Tokyo）Nonaka, Hiroshi（13:40～14:00）

Chair: Takeyama, Haruko（14：10～14：40）
2J1-32 Keynote Lecture Nanobiophotonics: Nano meets Bio for

Photonics（Chinese Academy of Sciences）Wang, Qiangbin（14:10～14:40）

Chair: Oishi, Tohru（14：40～15：10）
2J1-35 Keynote Lecture Synthesis and Evaluation of Natural Products

- Large and Small - as Therapeutic Leads（The Univ. of Sydney）Payne,

Richard J.（14:40～15:10）

Chair: Kikuchi, Kazuya（15：20～15：50）
2J1-39 Keynote Lecture Protein Chemistry Tools at the Host-Pathogen

Interface（Peking Univ.）Chen, Peng（15:20～15:50）

Chair: Fujimoto, Yukari（15：50～16：20）
2J1-42 Keynote Lecture Complex natural product as a driving force for

discovery in organic synthesis and chemical biology（Peking Univ.）Lei,

Xiaoguang（15:50～16:20）

Chair: Fuwa, Haruhiko（16：30～16：50）
2J1-46 Invited Lecture Total Synthesis of Chiriquitoxin, an Analogue of

Tetrodotoxin Isolated from the Skin of a Dart Frog（Nagoya Univ.）Adachi,

Masaatsu（16:30～16:50）

Chair: Asanuma, Hiroyuki（16：50～17：10）
2J1-48 Invited Lecture Fluorescent probes for in vivo imaging and

epigenetic analysis（Osaka Univ.）Hori, Yuichiro（16:50～17:10）

Chair: Usuki, Toyonobu（17：10～17：30）
2J1-50 Invited Lecture Isolation and functional analysis of a novel

thiazole containing polyketide with selective cytotoxicity under nutrient

starvation conditions（Keio Univ.）Ohno, Osamu（17:10～17:30）

天然物化学

3月28日午前

その他

座長 村田 道雄（9：40 ～10：40）
※ PC接続時間 9：30～9：40 （3J1-05, 3J1-08, 3J1-09, 3J1-10）
3J1-05 進歩賞受賞講演 赤外円二色性による立体化学・立体配座決定
法の開発（北大院先端生命科学）○谷口 透

3J1-08 キダチトウガラシ由来のシガテラ解毒物質の探索（鹿児島大院
理工）○仮屋崎 綾・平田美信・鬼束聡明・岡村浩昭・濱田季之

3J1-09 マレーシア産海綿Niphates caribica由来の二次代謝産物の研究
（鹿児島大院理工）○山下慧介・平田美信・原田大輔・鬼束聡明・岡
村浩昭・バイラッパン チャールス・濱田季之

3J1-10 紅藻ソゾ属 3 種のブロモペルオキシダーゼの活性評価（北大院
環境）○金子賢介・小林大毅・鷲尾健司・森川正章・沖野龍文

テルペン

座長 高村 浩由（10：50～11：50）
※ PC接続時間 10：40～10：50 （3J1-12, 3J1-13, 3J1-14, 3J1-15,

3J1-16）
3J1-12 海洋産紅藻 Laurencia viridis から単離された 22-ヒドロキシ-15

(28)-デヒドロベヌスタトリオールの不斉全合成（阪市大院理）○鴇田
百栄・滝 直人・中井 遥・星野晃大・森野光耶子・西川慶祐・舘
祥光・森本善樹

3J1-13 海洋産細胞毒性ポリエーテル iubolの不斉全合成と立体化学の
訂正（阪市大院理）○滝 直人・鴇田百栄・中井 遥・星野晃大・森
野光耶子・西川慶祐・舘 祥光・森本善樹

3J1-14 C-H 挿入反応を用いたフィサリン類 CDEFGH 環部の合成研究
（理研袖岡有機合成化学研究室・東医歯大医歯学総合研究科・JST
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CREST）○小嶋俊太郎・森田昌樹・平井 剛・袖岡幹子
3J1-15 フィサリンの全合成研究: C 環部構築法の開拓（理研袖岡有機

合成化学研究室・JST CREST・東医歯大医歯学総合研究科・理研
CSRS）○森田昌樹・小嶋俊太郎・平井 剛・袖岡幹子

3J1-16* Synthesis of Taxol（Fac. Sci. Tech., Keio Univ.）○FUKAYA,

Keisuke; SUGAI, Tomoya; YAMAZAKI, Hirohisa; KODAMA, Keisuke;

YAMAGUCHI, Yu; SATO, Takaaki; CHIDA, Noritaka

3月28日午後

テルペン

座長 吉村 文彦（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （3J1-25, 3J1-26, 3J1-27, 3J1-28,

3J1-29, 3J1-30）
3J1-25 Favorskii 転位を経由するゼルンボン臭化物の縮環反応（近畿大
院農）○福島美幸・宇高芳美・高橋一生・井福 壮・河合 靖・北山
隆

3J1-26 ストロンギロフォリンアナログの合成研究（横市大院生命ナノ
システム科学）○内山大貴・石川裕一

3J1-27 海洋軟体動物アメフラシ由来の新規 9，11-セコステロイド化合

物の単離・構造決定（筑波大院数理物質）○河村 篤・北 将樹・木
越英夫

3J1-28 サルコフィトノライド Hの全合成（岡山大院自然）○菊地崇
浩・高村浩由・門田 功

3J1-29 パーフォラツモンの全合成研究（慶大理工）○中島達貴・伊藤
彩・吉田圭佑・高尾賢一

3J1-30 グッチフェロン Aの全合成研究（慶大理工）○奥山元気・秋谷
卓志・吉田圭佑・高尾賢一

テルペン

座長 平井 剛（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （3J1-32, 3J1-33, 3J1-34, 3J1-35,

3J1-36, 3J1-37）
3J1-32 (+)-ビブサニン Aの全合成（慶大理工）○西村嘉泰・角田恒
平・栗栖卓也・坂間亮浩・吉田圭佑・只野金一・高尾賢一

3J1-33 クラビラクトン類縁体の合成（慶大理工）○茂木拓馬・吉田圭
佑・高尾賢一・宮嵜 奏・笹澤有紀子・清水史郎

3J1-34 立体選択的アリル化反応を用いたアキセノールの全合成（東工
大院生命理工）尾崎拓里○小林雄一

3J1-35 Integrifolinの合成研究（東工大院理工）○下牧克也・草間博
之・岩澤伸治

3J1-36 ブラシリカルジン Aアグリコンの不斉合成研究（北大院総合化
学）○伊東龍生・鳥塚 誠・森 元気・吉村文彦・谷野圭持

3J1-37 Cotylenin Aの不斉全合成研究（早大院先進理工）○永谷幸太
郎・中田雅久

テルペン

座長 吉田 圭佑（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （3J1-39, 3J1-40, 3J1-41, 3J1-42,

3J1-43, 3J1-44）
3J1-39 ピナコールカップリング反応を用いたイトール Aの合成研究

（東北大院生命科学）○蓑田良伸・許 述・一刀かおり・有本博一
3J1-40 アモマキシン Bの合成研究（東北大院生命科学）○二宮良太・
一刀かおり・有本博一

3J1-41 シアチン類の合成研究（東北大院生命科学）○水野翔太・一刀
かおり・有本博一

3J1-42 6-アザ-アルテミシニン群の短段階不斉合成法の開発（北大院
理・北里大）○鈴木 峻・比留間貴久・溝口玄樹・落合恭平・石山亜
紀・岩月正人・乙黒一彦・大村 智・大栗博毅・及川英秋

3J1-43 Syntheses of All-trans Dolichol Analogs（Grad. Sch. Sci., Osaka City

Univ.）○TOTSUKA, Yusuke; SHINADA, Tetsuro

3J1-44 Development of Novel E-β-Ethynylvinylstannane for Cross Coupling

Reaction and Efficient Synthesis of Peridinin Derivatives（Grad. Sch. Sci.,

Osaka City Univ.）○KINASHI, Naoto; SAKAGUCHI, Kazuhiko;

SHINADA, Tetsuro; KATSUMURA, Shigeo

テルペン

座長 大栗 博毅（16：30～17：20）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （3J1-46, 3J1-47, 3J1-48, 3J1-49,

3J1-50）
3J1-46 (all-E)-lycopeneの計算化学と X線回折による構造研究（滋賀県
大工）北村千寿○久和孝大・井上吉教・竹原宗範

3J1-47 スジキレボヤから単離された精子活性化誘引物質の構造決定と
化学合成（九大院理）○渡部友博・海老根真琴・柴田 一・土川博
史・松森信明・村田道雄・吉田 学・森沢正昭・大石 徹

3J1-48 高等植物におけるΔ22-不飽和ステロール生成の脱水素反応の立
体化学（東工大院理工）塚越裕樹・増渕寛徳・政谷知恵子・大山
清○藤本善徳

3J1-49 C28-植物ステロール生合成における 24-メチレン体の還元機構に
ついて（東工大院理工）○塚越裕樹・大山 清・關 光・村中俊哉・
鈴木秀幸・藤本善徳

3J1-50 Ajuga毛状根の 20－ヒドロキシエクジソン生合成に関与する C-

22水酸化酵素遺伝子の同定（東工大院理工）○大山 清・塚越裕樹・
關 光・村中俊哉・鈴木秀幸・藤本善徳

3月29日午前

その他

座長 大山 清（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4J1-01, 4J1-02, 4J1-03, 4J1-05,

4J1-06）
4J1-01 ホスホリパーゼ A2阻害剤シナトリンの生合成研究（1）（北大

理・北大院理・東北大院農）○竹内一朗・南 篤志・五味勝也・及川
英秋

4J1-02 糸状菌発現系を利用した、糸状菌酸無水物二量体型天然物の生
合成研究（北大院総合化学・北大院理・東北大院農）○藤居瑠彌・南
篤志・五味勝也・及川英秋

4J1-03* パクタマイシン生合成における 3-アミノ安息香酸合成酵素の反
応機構解明（東工大院理工）○平山 茜・宮永顕正・工藤史貴・江口
正

4J1-05 抗結核性物質ヒルステロンの生合成研究（1）（北大理・北大
院総合化学・北大院理・東北大院農）○山根桃華・藤居瑠彌・南 篤
志・五味勝也・及川英秋

4J1-06 Genome mining of novel terpenes（Sch. Sci., Hokkaido Univ.; Grad.

Sch. Agric. Sci., Tohoku Univ.）○YE, Ying; MINAMI, Atsushi; CHIBA,

Ryouta; GOMI, Katsuya; OIKAWA, Hideaki

その他

座長 大栗 博毅（10：10～11：00）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4J1-08, 4J1-09, 4J1-10, 4J1-11,

4J1-12）
4J1-08 Synthetic Studies on Tetrodotoxin Model Compound Using Mercury

(II) Triflate-catalayzed Novel Cycloisomerization（Grad. Sch. Sci., Osaka City

Univ.）○MARUYAMA, Takahiro; KIKUCHI, Seiho; KOYAMA,

Tomoyuki; NISHIKAWA, Keisuke; TACHI, Yoshimitsu; MORIMOTO,

Yoshiki

4J1-09 テトロドトキシンの合成研究（阪市大院理）○菊池正峰・荒木
勇介・丸山高弘・吉山春香・西川慶祐・舘 祥光・森本善樹

4J1-10 新規 BOM 系保護基 2-ナフチルメトキシメチル(NAPOM）基の
開発（九大大学院理学研究院化学部門）○佐藤拓矢・大石 徹・鳥飼
浩平

4J1-11 植物毒性天然物 foeniculoxinの全合成研究（上智大理工）○江越

由起・鈴木教之・鈴木由美子・増山芳郎・臼杵豊展
4J1-12 COPDバイオマーカー定量分析を目指した重水素化 desmosine

の創製（上智大理工・マウントサイナイ医科大学）○鈴木里奈・林
貴広・矢沼裕人・Lin Yong Y.・臼杵豊展

その他

座長 犀川 陽子（11：10～12：00）
※ PC接続時間 11：00～11：10 （4J1-14, 4J1-15, 4J1-16, 4J1-17）
4J1-14 イオン液体による薩摩芋葉有効成分 caffeoylquinic acids抽出・
単離法の革新（上智大理工）○音田慎吾・藤田正博・陸川政弘・臼杵
豊展

4J1-15 タンパク質リン酸化酵素 GSK-3βの阻害活性を有する渦鞭毛藻
由来天然物探索（神奈川大院理）○鈴木智也・矢部丈登・川添嘉徳・
上村大輔

4J1-16 海洋生物由来の生物活性物質探索（神奈川大院理）○小林里
美・川添嘉徳・上村大輔

4J1-17* 海洋微細藻類由来新規リポペプチドの構造および生物活性（慶
大理工）○岩崎有紘・大野 修・澄本慎平・末永聖武

J2 会場
薬学部-5 号館 512 教室

天然物化学

3月26日午前

脂肪酸関連化合物、ポリフェノール

座長 藤原 憲秀（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1J2-01, 1J2-02, 1J2-03, 1J2-04,

1J2-05, 1J2-06）
1J2-01 新規チアゾール含有ポリケチド tomurulineの合成研究（慶大理

工）○工藤千尋・大野 修・佐名恭平・末永聖武
1J2-02 ピラノナフトキノン系抗生物質アクチノロジンの合成研究（東

工大院理工）○二ノ宮麻望子・安藤吉勇・大森 建・鈴木啓介
1J2-03 フルオロベンゾフェノン誘導体の芳香族求核置換反応を活用し
た多置換キサントンの選択的合成法（東薬大薬）○伊藤宏美・藤本裕
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貴・星 大樹・土橋保夫・矢内 光・安藤吉勇・鈴木啓介・松本隆司
1J2-04 レゾルビン D4の合成研究（東工大院生命理工）○小川熟人・
小林雄一

1J2-05 レゾルビン D5の合成研究（東工大院生命理工・東工大院生命

理工）○杉山拓生・小川熟人・小林雄一
1J2-06 Arenicolide類の合成研究 (3)（工学院大工）○砂川 晶・内藤美

菜子・安井英子・宮下正昭・南雲紳史

座長 安井 英子（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1J2-08, 1J2-09, 1J2-10, 1J2-11,

1J2-12, 1J2-13）
1J2-08 還元的閉環反応を用いた 6-エピシュードマジュシノンの不斉合

成研究（東理大理）椎名 勇○諏訪祐己・村田貴嗣・魚崎晃介
1J2-09 ICAM-1 発現抑制作用を有する抗腫瘍性化合物 AMF-48の不斉
全合成（東理大理）椎名 勇○高野敦弘・田中杏奈・田﨑靖崇

1J2-10 様々な側鎖構造を有するペルオキシボトシニン類の不斉全合成
（東理大理）椎名 勇・藤代 萌○吉永 豊・松本悠平

1J2-11 Mururin Bの合成研究（東工大院理工）○広瀬勇樹・福田絵
美・大森 建・鈴木啓介

1J2-12 Spirofungin Aの全合成研究（富山大院理工）○宮澤眞宏・嶋田
貴弘・三箇剛生・辰野亮太・横山 初・平井美朗

1J2-13 ニグリカノシド Aの C10-O-C11’エーテル結合部の立体選択的構
築の検討（北大院理）藤原憲秀○角田隆幸・木梨尚人・上遠野 亮・
鈴木孝紀

座長 藤原 憲秀（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1J2-15, 1J2-16, 1J2-17, 1J2-18,

1J2-19, 1J2-20）
1J2-15 置換安息香酸無水物およびハロゲン化置換ベンゾイルを脱水縮

合剤として用いるベータラクトン類の合成（東理大理）椎名 勇○殿
井貴之

1J2-16 (16E,20E)-ユーシェアリライドの不斉全合成（東理大理）殿井
貴之○河原 諒・猪鼻岳彦・椎名 勇

1J2-17 （－）-アスタコラクチンの不斉全合成および相対立体配置の
解明（東理大理）殿井貴之○藤代 萌・吉永 豊・松本悠平・椎名

勇
1J2-18 C2対称型C-グリコシド, アルジメリンの合成研究（東工大理）

○中山遼太・タンツァー エバマリア・青木芳文・大森 建・鈴木啓
介

1J2-19 3-ピロリンアミドの酸化的活性化を鍵とする新規マクロラクト
ン化法の開発（岡山大院自然）○山本彩夏・坂倉 彰

1J2-20 抗生物質レシストフラビンの合成研究（東工大院理工）○野末
愛美・塚本翔大・瀧川 紘・鈴木啓介

3月26日午後

座長 上田 実（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1J2-28, 1J2-29, 1J2-31, 1J2-32）
1J2-28 アルキル化フラボノイド類の合成と色素増感太陽電池への応用

（名大院情報）○木村友紀・尾山公一・若宮淳志・近藤忠雄・吉田久
美

1J2-29* Improvement of sandwich ELISA detection of ciguatoxins（Grad.

Sch. Sci., Osaka Pref. Univ.; Grad. Sch. Sci., Osaka Pref. Univ.）
○TSUMURAYA, Takeshi; HIRAMA, Masahiro; FUJII, Ikuo

1J2-31 海洋シアノバクテリア由来の新規 biselyngbyaside 類縁体の構造
と生物活性（慶大理工）○渡邊絢音・大野 修・森田真布・末永聖武

1J2-32* X-線結晶構造解析が明かすビセリングビアサイド類の Ca2+ポ
ンプ阻害機構（慶大理工・東大分生研・がん研分子薬理）○森田真
布・小川治夫・杖田淳子・大野 修・矢守隆夫・豊島 近・末永聖武

座長 上田 実（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1J2-35, 1J2-38, 1J2-39, 1J2-40）
1J2-35 女性化学者奨励賞受賞講演 合成終盤の骨格形成による有用
ポリケチド類の効率的合成（慶大理工）○犀川陽子

1J2-38 海洋産シアノバクテリア由来マクロリド biselyngbyaside 類の合

成研究（慶大理工）○佐藤英祐・田辺由利香・中島修弥・大久保哲

史・末永聖武
1J2-39 海洋産マクロリド koshikalideの合成研究と絶対立体配置の決定

（慶大理工）○国府田一樹・長本雅司・岩崎有紘・末永聖武
1J2-40 リングビアロシド Bの全合成と構造改訂（東北大院生命科学）

○奥秋佑太・不破春彦・佐々木 誠

座長 秦 猛志（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1J2-42, 1J2-43, 1J2-44, 1J2-45,

1J2-46, 1J2-47）
1J2-42 マイトトキシンのWXYZ 環部の合成研究（九大院理）○當間

佳樹・鳥飼浩平・海老根真琴・大石 徹
1J2-43 マイトトキシンのent-LMNO 環部の合成研究（九大院理）○丸
林里帆・鳥飼浩平・海老根真琴・大石 徹

1J2-44 マイトトキシンの NOPQRS 環部の合成研究（九大院理）○尾
上久晃・石川絵理奈・鳥飼浩平・海老根真琴・此木敬一・大石 徹

1J2-45 Pd(II)触媒による Yessotoxinの BCD 環部の合成研究（富山大院
理工）○横山 初・守山元紀・上地陽也・楠本康博・住吉孝志郎・宮
澤眞宏・平井美朗

1J2-46 ゴミシン類の合成を指向したジベンゾシクロオクタジエン誘導

体のエナンチオ選択的合成法（東薬大薬）○井上亜沙美・柳澤大輔・
坂本佳代・山口 悟・矢内 光・鈴木啓介・松本隆司

1J2-47 アフラスタチン Aの C22-C48位セグメントの合成研究（早大院
先進理工）○村越爽人・細川誠二郎

座長 海老根 真琴（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1J2-49, 1J2-50, 1J2-51, 1J2-53,

1J2-54）
1J2-49 Rh 触媒 C-H結合活性化反応を利用した光学活性アクアヤマイ
シンの形式的全合成（東工大院生命理工）○秦 猛志・勝見圭一朗・
占部弘和

1J2-50 Synthetic Studies of (+)-Zincophorin by the Repeated Use of Iron-

Catalyzed Methylation（Grad. Sch. Biosci. Biotech., Tokyo Tech）○KWEK,

Cheah Ming; GOTOH, Hideyuki; SHIGETA, Masayuki; HATA, Takeshi;

URABE, Hirokazu

1J2-51* Rapid Access to Triarylpyridines and Synthesis of GE2270s（Grad.

Sch. Sci., Nagoya Univ.; WPI-ITbM, Nagoya Univ.）○AMAIKE, Kazuma;

YAMAGUCHI, Junichiro; ITAMI, Kenichiro

1J2-53 ローラレンの全合成研究（北大院総合化学）○岡田 拓・吉村
文彦・谷野圭持

1J2-54 ヘリノイル基の合成研究（関西学院大理工）○石本享之・廣兼
司・山田英俊

3月27日午後

糖

座長 岡本 亮（13：00～14：00）
※ PC接続時間 12：50～13：00 （2J2-25, 2J2-26, 2J2-27, 2J2-28,

2J2-29, 2J2-30）
2J2-25 糖質から炭素六員環化合物への酵素的変換（東工大院理工）

○森 彩花・小出麻依・宮永顕正・工藤史貴・江口 正
2J2-26 プロリナミド型触媒を用いた水溶液中不斉アルドール反応によ
る糖類のプレバイオティック合成（明星大理工）○馬場真和・三浦大
介・藤本 崇・町並智也

2J2-27 講演中止
2J2-28 NF-κB阻害剤、DHMEQの配糖化研究（慶大・愛知医大）

○花村 駿・花屋賢悟・庄司 満・梅澤一夫・須貝 威

2J2-29 植物細胞壁成分エクステンシンの親水性モチーフの合成と構造
解析（理研）○石渡明弘・KAEOTHIP Sophon・武田陽一・伊藤幸成

2J2-30 ケイ素保護糖受容体の位置選択的グリコシル化（埼大院理工）
○伊藤 諒・松本拓磨・神瀬龍平・小山哲夫・松岡浩司・幡野 健

座長 花屋 賢悟（14：10～15：10）
※ PC接続時間 14：00～14：10 （2J2-32, 2J2-33, 2J2-35, 2J2-36,

2J2-37）
2J2-32 天然由来二分枝複合型糖鎖を原料としたポリラクトサミン構造
を有するN結合型糖鎖の合成研究（阪大院理理学部・阪大理）○美馬
孝則・真木勇太・岡本 亮・和泉雅之・梶原康宏

2J2-33* A systematic synthesis of intact human-type triantennary complex type

N-glycans by use of biantennary glycan isolated from natural source（Grad.

Sch. Sci., Osaka Univ.）○MAKI, Yuta; OKAMOTO, Ryo; IZUMI,

Masayuki; KAJIHARA, Yasuhiro

2J2-35 α選択的シアリル化における 5位からの隣接基関与の実証（東
理大院基礎工）○井出安奈・堀戸重臣・水之江沙織

2J2-36 アシル基の隣接基関与によるα-マンノシル化反応への新規ジ
アンヒドロ型保護基の影響（東理大院基礎工）○小川範恵・中野将
徳・堀戸重臣

2J2-37 マンノシル化反応における新規ジアンヒドロ型保護基の隣接基
関与（東理大院基礎工）○中野将徳・木村萌子・堀戸重臣

座長 高橋 大介（15：20～16：20）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （2J2-39, 2J2-40, 2J2-41, 2J2-42,

2J2-43, 2J2-44）
2J2-39 遊離水酸基を有するN-アセチルシアル酸供与体を用いたα選択

的シアリル化反応（東工大院理工）○青栁 拓・大平脩一・布施新一
郎・田中浩士

2J2-40 Additive-assisted glycosylation with triazinyl glycoside donors under

Pd-catalyzed reductive conditions（Grad. Sch. Eng., Tohoku Univ.）○LI,

Gefei; NOGUCHI, Masato; SHODA, Shin-ichiro

2J2-41 N-アセチル-2-アミノオリゴ糖の無保護グリコシル化（東北大院
工）○野口真人・永木麻理奈・李 格非・正田晋一郎

2J2-42 In situで発生する化学種により促進される配糖化反応（東北大
院工）○水野雄貴・斎藤幸恵・野口真人・正田晋一郎

2J2-43 分子内グリコシル化による 3-イソプリンヌクレオシドの位置お
よび立体選択的な合成法（青山学院大理工学研究科）○遠藤 翔・石
塚 健・杉村秀幸

2J2-44 プルラマイシン類の合成研究： L-バンコサミンのα-選択的C-

グリコシド結合構築法（東工大院理工）○坂本 龍・安藤吉勇・鈴木
啓介

座長 野上 敏材（16：30～17：20）
※ PC接続時間 16：20～16：30 （2J2-46, 2J2-47, 2J2-48, 2J2-49,

2J2-50）
2J2-46 3,6位架橋フェニルチオグルコシドを用いたβ選択的グリコシ
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ル化反応の開発（関西学院大理工）○福本敦史・苫米地祐輔・山田英
俊

2J2-47 3,6-O-[ビベンジルビス-2,2’-(メチレン)]架橋を各単糖に有する
シクロデキストリンの合成研究（関西学院大理工）○苫米地祐輔・平
田恭章・山田英俊

2J2-48 3,6-O-[ビベンジルビス-2,2’-(メチレン)]架橋フェニルチオグル
コシドの効率的合成法（関西学院大理工）○生田大喜・苫米地祐輔・
山田英俊

2J2-49 α-リボフラノシドの高立体選択的合成法の開発（岐阜大工）
○梶野 麟・岡 夏央・安藤香織

2J2-50 2,6-ラクトン構造を有する糖供与体を用いた立体反転的グリコ
シル化反応（東邦大理）○橋本悠介・齋藤良太・佐々木 要

座長 岡 夏央（17：30～18：20）
※ PC接続時間 17：20～17：30 （2J2-52, 2J2-53, 2J2-54, 2J2-55,

2J2-56）
2J2-52 グリコシルアジドの水中一段階合成（東北大院工）○柏倉春

香・野口真人・小林厚志・正田晋一郎
2J2-53 無保護 1,2-アンヒドロ糖の初めての合成（東北大院工）○芹澤

一成・野口真人・小林厚志・正田晋一郎
2J2-54 電解グリコシル化反応のためのベンジルエーテル型イオン液体
タグの開発（鳥取大工）○佐々木紀彦・野上敏材・伊藤敏幸

2J2-55 イオン液体を用いたバイオマス糖質キトサンからの効率的配糖
体合成（慶大理工）○青柳 学・大場朗生・木村智也・高橋大介・戸
嶋一敦

2J2-56 トリフェニルホスフィンを新規反応促進剤として用いた効率的

ヨードグリコシル化反応の開発（慶大理工）○木村智哉・高橋大介・
戸嶋一敦

3月28日午前

糖

座長 真鍋 良幸（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3J2-01, 3J2-03, 3J2-04, 3J2-05）
3J2-01* 弱い糖鎖相互作用を利用した逆転の発想による高選択的な細胞

標的戦略（理研田中生体機能合成化学研究室・カザン大アレクサンド
ルブトレーロフ研究所・JSTさきがけ）○泰地美沙子・今牧理恵・木
塚康彦・北爪しのぶ・谷口直之・田中克典

3J2-03 糖鎖間相互作用の解明を目的とする金板への GM3 固定化法の
開発（岡山理大理）○亀谷昭友・山田晴夫

3J2-04 位置選択的リン酸化反応を用いたAscaris suum由来イノシトール
リン脂質の合成研究（慶大理工・阪大院理・岐阜大工）○末原紗英・
相羽俊彦・中川 翔・佐藤昌紀・前川侑輝・村井利昭・深瀬浩一・井
貫晋輔・藤本ゆかり

3J2-05* 免疫調節作用を有する原虫由来イノシトールリン脂質の合成と
生物活性（阪大院理・慶大理工・名大物質国際研/名大物国センター/名

大物質国際セ・名大院創薬科学・ベルンハルト・ノホト熱帯医学研究
所）○相羽俊彦・末原紗英・佐藤昌紀・田中慎二・北村雅人・
BERNIN HANNAH・LOTTER HANNA・井貫晋輔・深瀬浩一・藤
本ゆかり

座長 井貫 晋輔（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3J2-08, 3J2-10, 3J2-12, 3J2-13）
3J2-08* Development of novel tumor immunotherapy using synthetic α-Gal

epitope as an adjuvant（Grad. Sch. Sci., Osaka Univ.）○LI, Haosheng;

MANABE, Yoshiyuki; TOKUNAGA, Kento; NONAKA, Yuji; TERAO,

Naoko; TAKAMATSU, Shinji; TANEMURA, Masahiro; MIYOSHI, Eiji;

FUKASE, Koichi

3J2-10* Full Synthetic Self-Adjuvanting N-modified sTn Antigen Based

Anticancer Vaccine（Grad. Sch. Sci., Osaka Univ.）○CHANG, Tsung-che;

MANABE, Yoshiyuki; FUJIMOTO, Yukari; FUKASE, Koichi

3J2-12 アミノグリコシド抗生物質アプラマイシン生合成における C-

3’位デオキシ化機構（東工大院理工）○徳光貴洋・工藤史貴・江口
正

3J2-13 アミノグリコシド抗生物質ブチロシンの生合成における C-3"位

エピメリ化機構（東工大院理工）○武石良平・沼倉真理緒・工藤史
貴・江口 正

脂肪酸関連化合物、ポリフェノール

座長 小林 正治（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3J2-15, 3J2-17, 3J2-18, 3J2-19,

3J2-20）
3J2-15* エポキシド開環反応に対する分子内塩素の隣接基効果（北大地

球環境）○柴田昌幸・梅澤大樹・松田冬彦
3J2-17 ナフトスピロノン Aの合成研究 (1) :スピロビシクロ[3.2.1]オク
テン骨格の構築（東工大院理工）○坂田樹理・安藤吉勇・大森 建・
鈴木啓介

3J2-18 ナフトスピロノン Aの合成研究（2） :収束的な骨格構築（東工
大院理工）○渡辺大輔・坂田樹里・安藤吉勇・大森 建・鈴木啓介

3J2-19 大環状ラクトン合成のためのZ選択的分子内 HWE反応（岐阜
大工）○坂井謙太・江口勇馬・安藤香織

3J2-20 Diels-Alder反応を鍵反応としたトリオキサカルシン類の 3 環性
母格の構築（慶大理工）○猪股大貴・朝倉愛里・家形直和・小野塚正

雄・関口夏葉・伊藤阿良加・河合隆一郎・犀川陽子・中田雅也

3月28日午後

座長 梅澤 大樹（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3J2-28, 3J2-29, 3J2-30, 3J2-31,

3J2-32, 3J2-33）
3J2-28 アンフィジノール 3の部分構造を用いた分子プローブの開発

（九大院理）○高田悠里・海老根真琴・大石 徹
3J2-29 アンフィジノール 3の合成研究（九大院理）○鶴田丈士・高田

悠里・柳井直人・若宮佑真・海老根真琴・大石 徹
3J2-30 アトロベネチノンの合成研究（東工大院理工）○松下享平・大
森 建・鈴木啓介

3J2-31 抗生物質テトラセノマイシン Cの全合成研究（東工大理工学研
究科）○佐藤翔吾・橋本善光・瀧川 紘・鈴木啓介

3J2-32 配座制御による立体選択的アセタール化反応を鍵としたスピロ
リド Cのスピロアセタール環部分の合成研究（阪大院理）○安川佳
史・土川博史・脇坂智広・村田道雄

3J2-33 (-)-ダクチロライドの合成研究（岡山大院自然）○田中睦大・村
井勇斗・髙村浩由・門田 功

座長 安藤 吉勇（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3J2-35, 3J2-36, 3J2-37, 3J2-39,

3J2-40）
3J2-35 酸化的環化反応を用いた光学活性 3-O-アシル化カテキン類縁体
の合成研究（東工大院理工）○白石奈々・布施新一郎・田中浩士

3J2-36 C-グリコシルポリフェノール類の合成を指向した 水中 C-グリ
コシル化反応（東工大院理工）○濱上大基・田中浩士・布施新一郎

3J2-37* Total synthesis of (+)-Rishirilide B（Grad. Sch. Fac. Eng., Tokyo

Univ. of Agri. and Technol.）○ODAGI, Minami; FURUKORI, Kota;

NAGASAWA, Kazuo

3J2-39 ポドフィリックアルデヒド類の不斉全合成（信州大繊維）○伊

藤純樹・村松優太・西井良典
3J2-40 オオキンケイギク花弁中に含まれるフェニルプロパノイドの簡
便合成と生理活性（近畿大工）岡田芳治○神鳥尚美・片岡尚弥・岡野
友香・野村正人

座長 鳥飼 浩平（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （3J2-42, 3J2-43, 3J2-44, 3J2-45,

3J2-46, 3J2-47）
3J2-42 (－)-スピロキシン Cの全合成研究（東工大院理工）○安藤吉

勇・花木淳子・大森 建・鈴木啓介
3J2-43 スピロキシン Aの合成研究（東工大理学部化学科）○佐々木亮
太・安藤吉勇・大森 建・鈴木啓介

3J2-44 立体構造決定を目的とした 6-クロロテトラヒドロフランアセト
ゲニンの合成研究（岡山大院自然）○岡本和樹・高村浩由・門田 功

3J2-45 オカダ酸 C15-C38フラグメントの効率的合成（東北大院生命科
学）○坂本渓太・不破春彦・佐々木 誠

3J2-46 アルキンジッパー反応を用いる新規な C-19不飽和脂肪酸の合

成研究（岩手大院工）嶋田和明○菅原絢子・是永敏伸・川島英城
3J2-47 Artepillin C の合成研究（慶大薬）○野城和貴・花屋賢悟・庄司
満・須貝 威

3月29日午前

脂肪酸関連化合物、ポリフェノール

座長 早川 一郎（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4J2-01, 4J2-02, 4J2-03, 4J2-04,

4J2-05, 4J2-06）
4J2-01 大環状炭素骨格を有する抗生物質クアトロミシン類の合成研究

（東工大理）○高橋 諒・大森 建・鈴木啓介
4J2-02 nemorosone、garsubellin A、clusianone、hyperforinの形式不斉全

合成（早大院先進理工）○植竹裕太・上森理弘・中田雅久
4J2-03 タンパク質間相互作用を誘導するアプリロニン Aの人工類縁体
の設計と合成（筑波大院数理物質）○二木健太郎・田邉健太・米田耕
三・北 将樹・木越英夫

4J2-04 非対称 HHDP基の効果的合成（関西学院大理工）○小西逸人・
廣兼 司・山田英俊

4J2-05 ヘリセノン C-Hの全合成研究（阪工大工）○安本健志・益山新
樹・小林正治

4J2-06 架橋構造を有するアントラキノン-キサントン二量体型天然物
の合成研究（東工大院理工）○平野陽一・徳留健正・瀧川 紘・鈴木
啓介

座長 南 篤志（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4J2-08, 4J2-09, 4J2-10, 4J2-11,

4J2-12）
4J2-08 抗腫瘍活性イソフラボン・グラジオビアニン Aの構造活性相関

研究（岡山大院自然・筑波大院数理物質・筑波大院生命環境）○畑中
大成・塩田秀也・知念拓実・臼井健郎・木越英夫・早川一郎・坂倉
彰

4J2-09 ポリケチド抗生物質ヒタチマイシンの生合成遺伝子の機能解析
（東工大院理工）○川村紘一・宮永顕正・工藤史貴・江口 正

4J2-10 非天然型基質投与によるヒタチマイシン類縁体生産（東工大）
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○早川雄基・川村紘一・宮永顕正・工藤史貴・江口 正
4J2-11 マクロライド系抗生物質 FD-891 生合成におけるポスト PKS修

飾酵素の機能解析（東工大院理工）○古谷 隆・川村紘一・宮永顕
正・工藤史貴・江口 正

4J2-12* ポリオール部分の相互作用解明を目指した新規アンフォテリシ
ン B誘導体の調製とイオンチャネル活性（阪大院理）○山本智也・梅
川雄一・土川博史・花島慎弥・村田道雄・松森信明・Patrick Caffrey

座長 庄司 満（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4J2-15, 4J2-16, 4J2-18, 4J2-19,

4J2-20）
4J2-15 プロアントシアニジンのMS/MSスペクトル解析を用いた新規

構造決定法の開発研究（東工大院理工）○濱岡和輝・高橋治子・楠見
武徳・大森 建・鈴木啓介

4J2-16* ペクテノトキシン 2の安定化アナログの合成研究（北大院理）
○鈴木悠記・藤原憲秀・上遠野 亮・鈴木孝紀

4J2-18 アクチン脱重合活性物質アプリロニン Aの第二世代合成研究
（筑波大院数理物質）○齊藤啓太・松本幸子・小林真一・金子貴裕・
谷口綾香・小林健一・藤井勇介・早川一郎・木越英夫

4J2-19 抗腫瘍性物質プレオスプジオンの合成と構造訂正に関する研究
（東工大院理工）○石川由結・瀧川 紘・鈴木啓介

4J2-20 アプリロニン A-スウィンホライド Aハイブリッド化合物の合

成研究（筑波大院数理物質・岡山大院自然）○小倉寛敬・竹埜弘一・
海老原佑太・早川一郎・木越英夫

J3 会場
薬学部-5 号館 521 教室

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

3月26日午前

メディカルバイオテクノロジー

座長 三浦 佳子（9：20 ～10：20）
※ PC接続時間 9：10～9：20 （1J3-03, 1J3-04, 1J3-05, 1J3-06,

1J3-07）
1J3-03 金ナノ粒子への被覆による核酸アジュバントの活性増強（北大
院総合化学）○田崎太悠・新倉謙一・鈴木忠樹・大原有樹・小林進太
郎・大場靖子・三友秀之・澤 洋文・居城邦治

1J3-04 ランタニドナノ粒子を使用した癌の光線力学治療法と光線力学
診断法の開発（東工大院生命理工）○澤村昂志・田中 巽・石毛紘
之・東 健太・小倉俊一郎・大窪章寛・湯浅英哉

1J3-05 擬似体液中でのヒドロキシアパタイトのミネラリゼーションに
おけるポリアクリル酸の影響（東理大工）○鈴木啓介・飯島一智・和

泉貴昭・橋詰峰雄
1J3-06 交互浸漬法と擬似体液を用いたタンパク質吸着層を介したヒド
ロキシアパタイト被覆ポリスチレン基板の作製（東理大院総合化学）
○鈴木 稜・飯島一智・小森陽昇・橋詰峰雄

1J3-07* 赤血球解糖系が産生する電子エネルギーの活用による人工赤血
球の機能持続効果（奈良医大）○酒井宏水・ケティセン カリン・伊
賀弓佳

座長 橋詰 峰雄（10：30～11：30）
※ PC接続時間 10：20～10：30 （1J3-10, 1J3-12, 1J3-14）
1J3-10* 腫瘍においてクスリを「つくる」酵素封入 PICsomeの創製（東
大院工）○安楽泰孝・岸村顕広・神谷真子・田中さやか・野本貴大・
福島重人・藤 加珠子・松本 有・狩野光伸・浦野泰照・西山伸宏・
片岡一則

1J3-12* ヒト型抗体酵素 23D4 mutantの生化学的緒性質と抗インフルエ
ンザウイルス活性（大分大工）○宇田泰三・松本真吾・一二三恵美

1J3-14* 講演中止

座長 笠井 均（11：40～12：10）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （1J3-17, 1J3-18, 1J3-19）
1J3-17 ミトコンドリア新生および活性化に対するアミノレブリン酸・
レスベラトロールの添加効果（東工大院生命理工）○三浦 舞・杉山
雄太・田中 徹・大倉一郎・小倉俊一郎

1J3-18 カルボキシ基を有する高分子ナノ粒子による擬似体液からのリ
ン酸カルシウムの析出挙動の解析（東理大工・九大院工）○飯島一
智・小丸香奈恵・星野 友・三浦佳子・橋詰峰雄

1J3-19 オステオポンチン由来 SVVYGLRペプチド修飾キトサンフィル
ムの作製とヒト間葉系幹細胞の接着・増殖挙動の評価（東理大工・国
立成育医療セ小児血液・腫瘍研究部）○越智健太郎・飯島一智・清河
信敬・橋詰峰雄

3月26日午後

タンパク質

座長 富崎 欣也（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1J3-28, 1J3-29, 1J3-30, 1J3-32,

1J3-33）
1J3-28 p-ニトロベンジルエステル加水分解抗体酵素 7B9の機能解析

（阪府大院理・東医歯大）○宮本尚樹・円谷 健・伊藤暢聡・藤井郁
雄

1J3-29 ヒト型抗体酵素#7クローンの高純度精製と化学的緒性質（大分
大院工）○中島弘貴・宇田泰三・一二三恵美

1J3-30* ドメインライブラリー的発想によるがん治療スマート抗体の迅
速設計スクリーニング（東北大院工）杉山在生人・中澤 光・浅野竜
太郎・熊谷 泉○梅津光央

1J3-32 抗 EDTA抗体 CHA255scFvの抗原認識機構解析（東大院工）
○吉田良介・秋葉宏樹・津本浩平

1J3-33 種々の蛍光基を用いた二重蛍光標識一本鎖抗体による抗原の蛍
光レシオ検出（北陸先端大マテリアル）○吉越健輔・芳坂貴弘

座長 後藤 佑樹（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1J3-35, 1J3-36, 1J3-37, 1J3-39,

1J3-40）
1J3-35 蛍光性ナノ粒子の人工ウイルスキャプシドへの内包挙動の解析

（鳥取大院工）○藤田聖矢・松浦和則
1J3-36 金ナノ粒子で着せ替えた人工ウイルスキャプシドの構築（鳥取
大院工）○上野元貴・藤田聖矢・松浦和則

1J3-37* ペプチド集合体を用いたチタニアナノ構造体の作製と炭素材料
修飾の試み（龍谷大理工）宇野弘誓・今井崇人○富崎欣也

1J3-39 ペプチド集合体を鋳型とする ZnOナノファイバーの合成とナ
ノファイバー表面の糖修飾効果（龍谷大理工）○西澤光貴・今井崇
人・富崎欣也

1J3-40 細胞認識部位を有するコラーゲンモデルペプチドの構造評価と
ヒドロキシアパタイトへの修飾（龍谷大理工）○合田樹生・今井崇
人・富崎欣也

座長 梅津 光央（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1J3-42, 1J3-43, 1J3-44, 1J3-45,

1J3-46, 1J3-47）
1J3-42 光切断リンカーを介した固定化によるアミロイドペプチドの新

規モノマー化法及び線維化アッセイ法の構築（甲南大 FIRST）○疋田
晋也・岡平理湖・臼井健二

1J3-43 アミロイドβペプチドとグアニンリッチ DNAを用いた新規ナ
ノ構造体の作製（甲南大フロンティアサイエンス学部(FIRST)）○下岡
正幸・岡田亜梨沙・柳原太志・臼井健二

1J3-44 蛍光の濃度消光を利用したプロテアーゼ活性検出基質ペプチド
の改良設計（九工大生命体工）○佐藤大輔・武 哲・加藤珠樹

1J3-45 MicroRNA前駆体に結合するペプチドの探索（東大院理）○小
澤直也・加藤敬行・菅 裕明

1J3-46 アルコール脱水素反応を触媒するペプチドの探索（東大院理）
○横須賀亮太・後藤佑樹・菅 裕明

1J3-47 細胞表面に発現した膜タンパク質 IL28RAを標的とするアゴニ
ストペプチドの探索（東大院理）○石田 啓・平田雄一・加藤敬行・
小原道法・菅 裕明

座長 臼井 健二（17：00～17：50）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1J3-49, 1J3-51, 1J3-52, 1J3-53）
1J3-49* Development of post-translational modification reactions toward in

vitro synthesis of peptides with heterocyclic backbones（Grad. Sch. Sci., The

Univ. of Tokyo; PRESTO, JST）○KATO, Yasuharu; GOTO, Yuki; SUGA,

Hiroaki

1J3-51 脂質修飾を受けるペプチドの細胞内動態解析プローブの合成と
分析（福岡大理）塩路幸生○豊福修平・安東勢津子・長洞記嘉・大熊
健太郎・中川裕之・相澤康則

1J3-52 10BASEd-T法によるクリプタンドライブラリーの作製（電通大
情報理工）○望月和人・伊東祐二・南 道子・瀧 真清

1J3-53 翻訳後修飾酵素 ProcMを用いた多環状構造をもつペプチドの合

成（東大院理）○橋本淳志・後藤佑樹・菅 裕明

座長 水野 稔久（18：00～18：30）
※ PC接続時間 17：50～18：00 （1J3-55, 1J3-56, 1J3-57）
1J3-55 ヘムタンパク質環状六量体を用いた亜鉛クロリン e6の集積化

（阪大院工）○真島剛史・大洞光司・林 高史
1J3-56 金親和性ペプチドを用いた光化学系 Iの金基板上への固定化と

機能評価（名工大若手研究イノベータ養成セ）○近藤政晴・今中洋
行・吉田香織・黒田洋詩・高橋裕一郎

1J3-57 緑色光合成細菌からのクロロゾームおよび FMOタンパク質の
単離と人工光合成システムへの応用（立命館大大学院 生命科学研究
科）○漁野 岬・原田二朗・塚谷祐介・溝口 正・民秋 均
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3月27日午前

タンパク質

座長 吉野 知子（9：00 ～9：50 ）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2J3-01, 2J3-02, 2J3-03, 2J3-04,

2J3-05）
2J3-01 サンドイッチ型ジンクフィンガーヌクレアーゼを用いた大腸菌
ゲノム編集（岡山大院自然）○甲斐 翼・清水香穂・王野瀬里香・森
友明・森 光一・飛松孝正・世良貴史

2J3-02 人工 DNA結合タンパク質を用いた位置特異的遺伝子導入法の
開発（岡山大院自然）○仲尾太秀・住川達彦・河村知明・森 友明・
森 光一・飛松孝正・世良貴史

2J3-03 超分子構造体の構築に向けた蛋白質結晶内ジスルフィド結合の
設計（東工大院生命理工・京工繊大院工芸）○根岸 走・安部 聡・
森 肇・上野隆史

2J3-04 DNA結合蛋白質の単分子蛍光観察のための DNA整列技術の開

発（東北大多元研）○五十嵐千裕・村田崇人・高橋 聡・鎌形清人
2J3-05 翻訳後修飾を受けた組み換え蛋白質を大腸菌内で発現する方法
の開発（東理大理）小島 駿○柴田篤志・星野秀和・鳥越秀峰

座長 武岡 真司（10：00～11：00）
※ PC接続時間 9：50～10：00 （2J3-07, 2J3-09, 2J3-10, 2J3-11）
2J3-07* プロトン共役する細胞外電子移動（東大工）○岡本章玄・徳納

吉秀・橋本和仁
2J3-09 バイオセンシングに向けたタンパク質ナノ粒子の構築（東工大
院総理工）○池田裕介・眞下泰正・三重正和・小畠英理

2J3-10 リガンドハンティングに向けた神経成長因子受容体-ナノ磁性
粒子の開発（東農工大院工）○鹿島大揮・本多 亨・前田義昌・田中
剛・吉野知子

2J3-11* 高付着性細菌由来ナノファイバータンパク質 AtaAの分離精製
と接着特性解析（名大院工）○吉本将悟・中谷 肇・堀 克敏

座長 堀 克敏（11：10～12：10）
※ PC接続時間 11：00～11：10 （2J3-14, 2J3-15, 2J3-17, 2J3-18）
2J3-14 三次元組織構築を目的としたタンパク質足場材料の開発（東工
大院総理工）○水口佳紀・三重正和・眞下泰正・小畠英理

2J3-15* Optogenetic control of axonal outgrowth direction in vivo（Grad. Sch.

Sci., The Univ. of Tokyo）○ENDO, Mizuki; HATTORI, Mitsuru; OZAWA,

Takeaki

2J3-17 カチオン性側鎖を有するポリマーを用いた好塩性グルコアミ
ラーゼの固定化（東工大院生命理工）○村岡純臣・伊藤栄紘・中村
聡・蒲池利章

2J3-18* MOF-生体分子モーター複合体の構築と運動性評価（北大院総
合化学）○伊藤正樹・石渡拓己・角五 彰・佐田和己

Asian International Symposium -Medicinal
Chemistry-

3月27日午後

（14：10～14：20）
2J3-32 Opening Remarks（Kyushu Univ.）SASAKI, Shigeki（14:10～

14:20）

Chair: SASAKI, Shigeki（14：20～14：50）
2J3-33 Keynote Lecture Unconventional peptide helices with non-

traditional building blocks（Yonsei Univ.）Choi, Soo Hyuk（14:20～14:50）

Chair: Watanabe, Kazutoshi（14：50～15：20）
2J3-36 Invited Lecture A spontaneously blinking fluorophore based on

intramolecular spirocyclization for live-cell super-resolution imaging（The

Univ. of Tokyo）KAMIYA, Mako（14:50～15:20）

Chair: YOSHIDA, Kazuhiro（15：20～16：00）
2J3-39 Invited Lecture Design and Optimization of New 3,5-Disubsti-

tuted Piperidines as Renin Inhibitors（Daiichi Sankyo）MORI, Yutaka

（15:20～16:00）

Chair: UTO, Yoshikazu（16：00～16：30）
2J3-43 Invited Lecture Therapeutic gene modulation using DNA-based

transcriptional activators（Kyoto Univ.）NAMASIVAYAM, Ganesh

Pandian（16:00～16:30）

Chair: Ishikawa, Minoru（16：30～17：00）
2J3-46 Invited Lecture Development of Cell Death Control Molecules:

Chemical Biology for Cell Death Research（RIKEN）DODO, Kosuke

（16:30～17:00）

Chair: UENO, Hiroaki（17：00～17：30）
2J3-49 Invited Lecture Synthetic Approach to Mimic Membrane Pro-

teins（Tohoku Univ.）MURAOKA, Takahiro（17:00～17:30）

（17：30～17：40）
2J3-52 Closing Remarks（Mitsubishi Tanabe Pharma Corporation）

WATANABE, Kazutoshi（17:30～17:40）

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

3月28日午前

座長 小野 慎（9：50 ～10：50）
※ PC接続時間 9：40～9：50 （3J3-06, 3J3-07, 3J3-08, 3J3-09,

3J3-10, 3J3-11）
3J3-06 亜鉛クロリンと水溶性ポリマーとの複合体形成における pH依

存性（龍谷大理工）宮武智弘○隠岐寿人・蓮沼優気
3J3-07 水溶性ポリマー溶液中での亜鉛クロリンによるクロロゾーム型

自己会合体形成（龍谷大理工）宮武智弘○北村武啓
3J3-08 脂質二分子膜内へ導入したクロロフィル誘導体の会合挙動（龍

谷大理工）宮武智弘○中山相一
3J3-09 20位置換クロロフィル類の合成と自己会合（立命館大院生命科
学）民秋 均○和田彩香

3J3-10 メソポーラスシリカ内での亜鉛クロロフィル誘導体の自己会合

（立命館大院生命科学）○宮永拓弥・庄司 淳・後藤康友・稲垣伸
二・民秋 均

3J3-11 亜鉛クロロフィル誘導体を用いたクロロゾーム型クロロフィル
自己集積体との超分子形成（立命館大院生命科学）○庄司 淳・民秋
均

座長 和田 健彦（11：00～12：00）
※ PC接続時間 10：50～11：00 （3J3-13, 3J3-14, 3J3-16）
3J3-13 Demonstration of Light-Harvesting Antenna Function of Zinc

Chlorophyll Cyclic Oligomers（Grad. Sch. Sci. Tech., Nihon Univ.）
○SHINOZAKI, Yoshinao; OTSUKI, Joe

3J3-14* 光合成初期過程への超分子化学からのアプローチ 紅色光
合成細菌における B800-850 周辺アンテナ系の光励起遷移の考察（信州
大工・富山大和漢医薬学総合研究所・金沢工大ゲノム生物工学研究
所）○鈴木 哲・梅嵜雅人・沢井裕佑・錦織広昌・小野 慎

3J3-16 進歩賞受賞講演 生体模倣から着想した刺激応答性機能性分子
の開発（東北大多元研）○村岡貴博

3月28日午後

座長 高野 勇太（13：10～14：10）
※ PC接続時間 13：00～13：10 （3J3-26, 3J3-27, 3J3-28, 3J3-29,

3J3-30, 3J3-31）
3J3-26 緑色硫黄光合成細菌のバクテリオクロロフィルaシンターゼの

酵素活性：基質と反応条件の影響（近畿大理工・JSTさきがけ・久留
米大医・立命館大院生命科学）佐賀佳央○廣田圭耶・原田二朗・民秋
均

3J3-27 紅色光合成細菌の光捕集タンパク質 LH2からのバクテリオク
ロロフィルaの脱離挙動の解析（近畿大理工・JSTさきがけ）佐賀佳
央○川村権史

3J3-28 リボフラビンの光増感反応によるタンパク質損傷（静岡大院
工）○平川和貴・吉岡拓人

3J3-29 Mechanisms and products analysis of the photosensitized oxidative

damage of amino acids by phosphorus(V) porphyrin derivatives（Grad. Sch.

Sci. Technol., Shizuoka Univ.）○OUYANG, Dongyan; HIRAKAWA,

Kazutaka

3J3-30 細胞内分子モーターを指向したアゾベンゼン誘導体の合成とそ
の光特性（福岡大理）○尾崎雅司・中川裕之・長洞記嘉・大熊健太
郎・塩路幸生

3J3-31 新規イミダゾール修飾ポルフィセンの合成（九大工）○金子和

弘・阿部正明・小野利和・嶌越 恒・久枝良雄

座長 民秋 均（14：20～15：10）
※ PC接続時間 14：10～14：20 （3J3-33, 3J3-35, 3J3-37）
3J3-33* Modulating amphiphilicity and aggregation properties of photoin-

duced charge separation triads for control of cell membrane potential（iCeMS,

Kyoto Univ.）○CAI, Ning; TAKANO, Yuta; MURAKAMI, Tatsuya;

IMAHORI, Hiroshi

3J3-35* ポルフィリン・フラーレンを鍵分子とした両親媒性ドナー・ア
クセプター連結型分子の開発による細胞膜電位の光制御（京大
iCeMS・福岡大医・京大院工）○高野勇太・沼田朋大・見学美根子・
村上達也・森 泰生・今堀 博

3J3-37 ポルフィリン-フラーレン連結分子を利用した光誘起細胞膜脱
分極現象における置換基効果（京大工・京大 iCeMS・京大院工）○花
井衣里奈・高野勇太・中尾和也・村上達也・今堀 博

座長 佐賀 佳央（15：20～16：00）
※ PC接続時間 15：10～15：20 （3J3-39, 3J3-40, 3J3-41, 3J3-42）
3J3-39 非平面性水溶性ポルフィリンの構造と物性（筑波大院数理物

質）○大川峻平・石塚智也・落合秀美・小谷弘明・小島隆彦
3J3-40 13C 標識メチル化シクロデキストリンによる生体環境下での包

接現象の観測（同志社大理工）○齋藤真依・北岸宏亮・加納航治
3J3-41 還元応答性シクロファン多量体の合成とゲスト捕捉能（福岡大
院理）○中村 湧・小島恵子・林田 修

3J3-42 βシート型ペプチドを基盤とする結晶性配位ナノチューブの構
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築（東大院工）○大坪裕介・澤田知久・藤田 誠

3月29日午前

座長 小松 晃之（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4J3-01, 4J3-02, 4J3-03, 4J3-04,

4J3-05, 4J3-06）
4J3-01 可視光照射により一酸化窒素の解離を経て触媒的に過酸化水素
を生成 するマンガンニトロシル錯体による細胞死誘起（同志社大院理

工）○岩本勇次・小寺政人・人見 穣
4J3-02 新規カチオン性ポルフィリン錯体の開発と細胞毒性の評価（同

志社大理工）○大橋なつみ・宮地亮昌・小寺政人・人見 穣
4J3-03 HPLC-ESR法によるカラム溶出成分の O2

-・消去活性のオンラ
イン評価方法（京工繊大ベンチャーラボラトリー）○山口智子・三宅
祐輔・金折賢二・田嶋邦彦

4J3-04 N-アセチルマイクロペルオキシダーゼ 5を用いる過酸化水素の
検出（同志社大院理工）○宮地亮昌・小寺政人・人見 穣

4J3-05 水中で安定なマンガンサレン錯体の生体機能関連触媒活性（同

志社大理工）○山村 諒・宮地亮昌・岩本勇次・小寺政人・人見 穣
4J3-06 流通型 ESR法による生体関連フェノール誘導体と O2

-・の二次
反応速度解析（京工繊大院工芸）○山下智之・山口智子・三宅祐輔・
金折賢二・田嶋邦彦

座長 人見 穣（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4J3-08, 4J3-10, 4J3-11, 4J3-12,

4J3-13）
4J3-08* 糖縮合型含フッ素フタロシアニンの設計・合成と光線力学的癌

治療法への展開（名工大院工）○森 悟・飯田紀士・吉山英幸・林
正道・徳永恵津子・柴田哲男

4J3-10 ストレプトアビジン-ビオチン結合を代替する人工蛋白質-蛍光
性低分子ペアの探索（電通大情報理工）○緑川大起・瀧 真清

4J3-11 ホウ素-トリフルオロメチル結合を持つジピリン-ホウ素錯体の
合成（東大院薬）○清水裕介・谷口敦彦・生長幸之助・國信洋一郎・
相馬洋平・金井 求

4J3-12 ベンゾホスホールオキシド骨格を用いたレシオ型ナトリウム蛍
光プローブの開発（名大院理）○小笠原宏亮・大崎博司・多喜正泰・
山口茂弘

4J3-13 ダンシル基-シアノピラニル基間の FRETを利用したタンパク
質検出用蛍光分子プローブの開発（（独）産業技術総合研究所バイオ
メディカル研究部門）○鈴木祥夫

J4 会場
薬学部-5 号館 522 教室

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

3月26日午前

環境バイオテクノロジー・食品バイオテクノロジー・バイ
オセンサー

座長 田中 剛（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1J4-01, 1J4-02, 1J4-03, 1J4-05）
1J4-01 酵素サイクル法を用いたホルムアルデヒド高感度センサーの開

発（都立産技研・柴田科学株式会社）○瀧本悠貴・月精智子・城 照
彰・紋川 亮・和田俊明・左成信之

1J4-02 AIE 色素標識プローブを用いた生体分子検出法の開発（甲南大
FIRST）○河村浩司・松本亜衣・中山瑠奈・村嶋貴之

1J4-03* 分子電気化学スイッチング素子の創成と電気化学バイオイメー
ジングへの応用（東北大院環境）○伊野浩介・菅野佑介・山田祐大・
珠玖 仁・末永智一

1J4-05* 電流および自然電位計測に基づく細胞活性イメージング（東北
大院環境）○菅野佑介・伊野浩介・坂本ちか・井上（安田）久美・須
田篤史・國方亮太・松平昌昭・珠玖 仁・末永智一

座長 珠玖 仁（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1J4-08, 1J4-10, 1J4-12）
1J4-08* Development of a Label-Free Immunosensor Based on an Extended-

Gate Type Organic Transistor（Grad. Sch. Sci., Eng., Yamagata Univ.;

AIST）○MINAMIKI, Tsukuru; MINAMI, Tsuyoshi; KURITA, Ryoji;

NIWA, Osamu; WAKIDA, Shin-ichi; FUKUDA, Kenjiro; KUMAKI,

Daisuke; TOKITO, Shizuo

1J4-10* インスリン受容体の標的認識部位を利用した洗浄操作不要のイ
ンスリン検出法開発（広島大サステナブル・ディベロップメント実践

研究センター）○重藤 元・池田 丈・黒田章夫・舟橋久景
1J4-12* 表面修飾磁性ナノ粒子を用いた核酸抽出法による微生物 1 菌体

検出技術の確立（東農工大院工・横河電機株式会社イノベーション本
部）○前田義昌・豊田貴博・茂木豪介・田口朋之・田名網健雄・羽田
聖治・松永 是・田中 剛

タンパク質

座長 小松 晃之（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1J4-15, 1J4-17, 1J4-18, 1J4-19,

1J4-20）
1J4-15* ペプチド主鎖への CF3基の直接導入によるβ-ペプチドらせん構
造の安定化（理研 CEMS）○趙 ジュンイル・西郷和彦・石田康博

1J4-17 ハチ毒メリチンの細胞毒性に関与する中性脂質膜中における会
合体形成過程の分光学的解析（兵庫県大院生命理）○神田直樹・柳澤

幸子・小倉尚志・辻 暁
1J4-18 アポトーシスを促進するタンパクの相互作用部位を再現した人

工ヘリカルペプチドの開発と機能評価（富山大院薬・静岡大理・九産
大工）○野上暁生・高濱謙太朗・奥島彩子・藤本和久・大吉崇文・井
上将彦

1J4-19 C末端に D-アミノ酸を導入した架橋ヘリカルペプチドのエキソ
ペプチダーゼ耐性（富山大院薬・静岡大理・九産大工）○徳丸 裕・
伊藤達哉・高濱謙太朗・奥島彩子・大吉嵩文・藤本和久・井上将彦

1J4-20 完全ペプチダーゼ耐性を有する retro-inverso 型架橋ヘリカルペ
プチドと DNA との相互作用の解析（富山大院薬・九産大工）○高津
若杜・藤本和久・井上将彦

3月26日午後

タンパク質

座長 小寺 政人（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1J4-28）
1J4-28 学術賞受賞講演 生体関連銅-活性酸素錯体の化学的機能（阪
大院工）○伊東 忍

座長 林 高史（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1J4-35, 1J4-36, 1J4-38, 1J4-39）
1J4-35 ターピリジル基を有するヒト血清アルブミンの合成と配位結合

を介した二量体形成（中央大理工学部応用化学科）○鈴木 駿・早川
瑛庸・小松晃之

1J4-36* Formation of domain-swapped oligomer of Hydrogenobacter thermo-

philus cytochrome c552 in an expression system.（Grad. Sch. Mat. Sci.,

NAIST）○HAYASHI, Yugo; NAGAO, Satoshi; YAMANAKA, Masaru;

KOMORI, Hirofumi; HIGUCHI, Yoshiki; HIROTA, Shun

1J4-38 人工酸素運搬体の血清アルブミン表面への化学修飾による血中
滞在時間の延長（同志社大理工）○川崎宏樹・北岸宏亮・加納航治

1J4-39* 鉄代謝制御タンパク質 IRPの標的 mRNAに対するヘム依存的

な結合制御機構（北大院総合化学・京大院医）○渡部祐太・武田有紀
子・内田 毅・岩井一宏・石森浩一郎

座長 酒井 宏水（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1J4-42, 1J4-43, 1J4-44, 1J4-45,

1J4-46, 1J4-47）
1J4-42 緑膿菌由来シトクロムc551と好熱性水素細菌由来シトクロム

c552のキメラタンパク質を用いたヘテロダイマーの構築（奈良先端大物
質）○中西 司・山中 優・廣田 俊

1J4-43 特異的なヘム結合による鉄制御蛋白質 IRPの鉄濃度制御機構
（北大院総合化学）○小倉麻梨子・渡部祐太・内田 毅・岩井一宏・
石森浩一郎

1J4-44 タンパク質銅活性中心近傍に変異導入したチロシン残基の酸化
的自己修飾反応（阪大院工）谷口勇希○藤枝伸宇・伊東 忍

1J4-45 クリック反応を用いたアルキン導入de novoヘムタンパク質の重
合（阪大院工）○古川泰祐・大洞光司・林 高史

1J4-46 T4ファージ由来タンパク質針の長さ制御合成（東工大院生命

理工）○坪川大将・藤田健太・稲葉 央・北川 進・上野隆史
1J4-47 ファージ由来先端構造を導入した人工蛋白質針の構築（東工大
院生命理工）○深井俊宏・藤田健太・稲葉 央・北川 進・上野隆史

座長 上野 隆史（17：00～17：30）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1J4-49）
1J4-49 若い世代の特別講演会 有機金属錯体をタンパク質キャビ
ティー内に固定化したバイオ触媒の創製（阪大院工）○小野田 晃

座長 廣田 俊（17：40～18：30）
※ PC接続時間 17：30～17：40 （1J4-53, 1J4-55, 1J4-56, 1J4-57）
1J4-53* Thioester bond formation in ribosome（Grad. Sch. Sci., The Univ. of

Tokyo）○TAKATSUJI, Ryo; KATOH, Takayuki; SUGA, Hiroaki

1J4-55 中性子捕捉療法のための血清アルブミンを用いた新しいホウ素
送達法の開発（東工大資源研）○菊地俊介・加納大輔・佐藤伸一・中
村浩之

1J4-56 緑膿菌のヘム獲得蛋白質 HasAの機能改変による新規殺菌法の
開発（名大院理）○岩井佑介・荘司長三・白瀧千夏子・寺田光良・杉
本 宏・城 宜嗣・小川和也・小崎紳一・渡辺芳人

1J4-57 酵素固定化不織布の作成とグルコース検出への応用（名工大院
工）○柴田将英・市来健太郎・小枝周平・水野稔久・岩永憲彦・嶋田
誠・小幡亜希子・春日敏宏
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3月27日午前

タンパク質

座長 山本 泰彦（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2J4-01, 2J4-02, 2J4-03, 2J4-05）
2J4-01 青色光センサータンパク質 BlrP1の光反応ダイナミクス（京大
院理）○柴田耕生・中曽根祐介・寺嶋正秀

2J4-02 光応答 CO放出を目指した人工膜貫通針タンパク質の機能化
（東工大院生命理工）○庄 剛矢・藤田健太・尾関修一・安部 聡・
上野隆史

2J4-03* GTP-Responsive Tubulin Vesicle with a Photoreactive Molecular Glue

for DDS Carrier（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○UCHIDA,

Noriyuki; OKURO, Kou; TOMISHIGE, Michio; AIDA, Takuzo

2J4-05* 時間分解拡散係数法を用いた赤色光センサー蛋白質 Cph1の光
反応ダイナミクスの検出（京大院理）○武田公利・寺嶋正秀

座長 澤田 敏樹（10：10～11：20）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2J4-08, 2J4-09, 2J4-10, 2J4-11,

2J4-12, 2J4-13）
2J4-08 デオキシミオグロビンにおけるヘムの電子状態の解析（筑波大
院数理物質）○盛高佑貴・許 力揚・西村 龍・柴田友和・鈴木秋
弘・根矢三郎・山本泰彦

2J4-09 外膜電子伝達タンパク質 MtrFにおける電子伝達の一方向性
（東大工・東大先端研）○山下雄己・斉藤圭亮・石北 央

2J4-10 ビオローゲン修飾プローブを用いたシトクロムc3の電子移動指

向性測定（東工大院生命理工）○前田 仁・澁谷直哉・小林永佑・朝
倉則行

2J4-11 鉄および亜鉛ポルフィリンを含むシトクロムb562超分子共集合

体における光誘起電子移動（阪大院工）○梶原竜太・大洞光司・林
高史

2J4-12 ポルフィリン-ビオローゲン-ヒドロゲナーゼ連結単分子層を用
いた固相光水素発生（東工大院生命理工）○小出翔太・土屋正隆・西
澤 翔・朝倉則行

2J4-13* 鉄硫黄クラスターの酸化還元状態による[NiFe]ヒドロゲナーゼ
の活性サイクル制御（奈良先端大物質・兵庫県大院生命理・JST

CREST）○太 虎林・西川幸志・井上誠也・樋口芳樹・廣田 俊

座長 近藤 政晴（11：30～12：20）
※ PC接続時間 11：20～11：30 （2J4-16, 2J4-17, 2J4-18, 2J4-19）
2J4-16 Desulfovibrio ferrophilus strain IS5 Extracts Electrons from Solid

Compounds by Outer Membrane c-type Cytochromes（Grad. Sch. Eng., The

Univ. of Tokyo）○DENG, Xiao; OKAMOTO, Akihiro; HASHIMOTO,

Kazuhito

2J4-17 Shewanella oneidensis MR-1 による嫌気アンモニア酸化（東大
工）○齋藤淳貴・岡本章玄・橋本和仁

2J4-18 Dark carbon fixation pathway in biocathode of Shewanella oneidensis

MR-1（RCAST, The Univ. of Tokyo）○LA CAVA, Eugenio; OKAMOTO,

Akihiro; HASHIMOTO, Kazuhito

2J4-19* Design and Properties of Domain-swapped Dimeric Myoglobin

（Grad. Sch. Mat. Sci., NAIST）○NAGAO, Satoshi; LIN, Ying-wu;

ISHIKAWA, Haruto; YAMADA, Takuya; ZHANG, Mohan; SHOMURA,

Yasuhito; MIZUTANI, Yasuhisa; HIGUCHI, Yoshiki; HIROTA, Shun

3月27日午後

座長 藤井 郁雄（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （2J4-35）
2J4-35 学術賞受賞講演 立体構造のデノボデザインに基づく機能性ペ
プチドの創成研究（東工大院生命理工）○三原久和

座長 堤 浩（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （2J4-42, 2J4-43, 2J4-44, 2J4-45,

2J4-46, 2J4-47）
2J4-42 立体規則性ポリ(N-イソプロピルアクリルアミド) に結合するペ
プチドの探索と特性評価（東工大院理工）○鈴木星冴・澤田敏樹・石
曽根 隆・芹澤 武

2J4-43 ハイドロゲルに担持されたポリプロピレンオキシド結合性ペプ
チドが示す徐放特性（東工大院理工）○福田広輝・澤田敏樹・芹澤

武
2J4-44 ネオジムイオンに結合するペプチドの同定と吸着剤としての利

用（東工大院理工・デンソー）○浅田昌也・澤田敏樹・クナタイ カ
ンジャナ・福田裕章・芹澤 武

2J4-45 金ナノ粒子合成のためのペプチド性鋳型物質の設計と合成（龍
谷大理工）○和田 翼・今井崇人・富崎欣也

2J4-46 タンデム二量化ペプチドを用いる金ナノ粒子の合成（龍谷大理

工）○山田直輝・今井崇人・富崎欣也
2J4-47 設計ペプチドおよび DNAを用いた二種の無機物の位置特異的

ミネラリゼーション制御（甲南大フロンティアサイエンス学部
(FIRST)・龍谷大理工学部物質化学科）○尾崎 誠・圓東那津実・西山
浩人・山田 葵・鶴岡孝章・富崎欣也・臼井健二

座長 富崎 欣也（17：00～17：50）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （2J4-49, 2J4-51, 2J4-52, 2J4-53）

2J4-49* ウレア結合を有する自己組織化ペプチドマテリアルの構築と細
胞培養応用（東工大院生命理工）○堤 浩・田中邦史・三原久和

2J4-51 エラスチン由来ペプチド(FPGVG)nダイマーの自己集合特性お
よび構造解析（九大基幹教育院）○巣山慶太郎・谷口 卓・田坪大
来・前田衣織・野瀬 健

2J4-52 トリプトファンを有するエラスチン様ペプチドの自己集合特性
の解析（九大理・九大基幹教育院）○田坪大来・巣山慶太郎・谷口
卓・前田衣織・野瀬 健

2J4-53 ネイティヴ・ケミカルライゲーションを利用した側鎖間架橋ヘ
リカルペプチドの合成（九産大工）○藤本和久・大吉崇文・野上暁
生・井上将彦

座長 朝倉 則行（18：00～18：30）
※ PC接続時間 17：50～18：00 （2J4-55, 2J4-56, 2J4-57）
2J4-55 蛍光色素を付加した光合成アンテナ系複合体(LH2)の分子内超

高速エネルギー移動（名工大院工）○水谷尚登・野地智康・近藤政
晴・米田勇祐・片山哲郎・長澤 裕・宮坂 博・伊藤 繁・南後
守・出羽毅久

2J4-56 再構成膜中での光捕集アンテナ-反応中心複合体のエネルギー
移動効率と電荷分離反応効率の評価（名工大工）○松尾実佳乃・野地
智康・水谷尚登・伊藤 繁・南後 守・出羽毅久

2J4-57 光捕集アンテナタンパク質による多孔質ガラス中でのメチルビ
オロゲンの光還元（名工大院工）○多田幹彦・野地智康・近藤政晴・
神 哲郎・南後 守・出羽毅久

3月28日午前

タンパク質

座長 蒲池 利章（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3J4-01, 3J4-02, 3J4-03, 3J4-04,

3J4-06）
3J4-01 大腸菌を用いて組み換え生産された 真菌由来グルコース脱水素

酵素のリフォールディング（東農工大工）前田千尋○大栗田円香・鶴
田隼人・森 一茂・小嶋勝博・早出広司

3J4-02 イソペンテニル二リン酸イソメラーゼ 2におけるフラビンの
pKaの解明（東大工・東大先端研）○高岡友裕・齊藤圭亮・石北 央

3J4-03 相互作用に依存したペプチド連結反応およびタンパク質スプラ
イシングを用いた活性型酵素の再構成（群馬大先端科学研究指導者育
成ユニット）○高橋 剛

3J4-04* 真空紫外円二色性・線二色性分光法による生体膜結合蛋白質の
構造解析（広島大 HiSOR）○松尾光一・生天目博文・谷口雅樹・月向

邦彦
3J4-06 活性部位に変異導入した菌体由来のチロシナーゼの結晶構造

（阪大工）○馬越恭平・藤枝伸宇・伊東 忍

タンパク質

座長 廣田 俊（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3J4-08, 3J4-09, 3J4-10, 3J4-11,

3J4-12, 3J4-13）
3J4-08 イオン液体/緩衝液二相系におけるトリエチレングリコール修

飾シトクロムc の分配挙動の解析（東農工大工）○池田一磨・藤田恭
子・中村暢文・大野弘幸

3J4-09 Niを導入した超好熱性古細菌由来 Group IIIアルコール脱水素
酵素の発現と機能解析（東農工大院工）○杉本親宣・武田康太・養王

田正文・中村暢文・大野弘幸
3J4-10 キノヘモプロテインピラノース脱水素酵素の PQQドメインの

直接電子移動反応（東農工大工）○楠岡 諒・武田康太・吉田 誠・
五十嵐圭日子・鮫島正浩・中村暢文・大野弘幸

3J4-11 グルコース脱水素酵素複合体の電子伝達サブユニットへの変異
導入とその特性検討（東農工大工）塚田（山下）有紀○鈴木南羽・塩
田将起・小嶋勝愽・津川若子・フェリ ステファノ・早出広司

3J4-12 グルコース脱水素酵素複合体の触媒ドメインにおけるシステイ
ンクラスタの機能解析（東農工大院工）○塩田将起・小嶋勝博・津川
若子・山崎知彦・フェリ ステファノ・早出広司

3J4-13 グルコース酸化酵素と FADを補酵素とするグルコース脱水素
酵素のキメラ酵素の構築（東農工大工）○空田明日香・前田千尋・小
嶋勝博・森 一茂・ステファノ フェリ・津川若子・早出広司

タンパク質

座長 早出 広司（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3J4-15, 3J4-16, 3J4-18, 3J4-19,

3J4-20）
3J4-15 MAPKシグナル経路調節因子 PPM1Aホスファターゼにおける
新規な基質リン酸基認識機構（北大院総合化学・北大院理・九大院
理・新潟大理）○白幡祐貴子・清田雄平・松山祐昴・西村裕一・中馬
吉郎・鎌田瑠泉・下東康幸・坂口和靖

3J4-16* Evaluation of pyrene excimer fluorescence property and pyrene-pyrene

stacking mode on the surface of Adenylate kinase.（Grad. Sch. Mat. Sci.,

NAIST）○FUJII, Akira; MATSUO, Takashi; CHUNG, Wen-sheng;

HIROTA, Shun

3J4-18 遠位ヒスチジンをグルタミンに置換したミオグロビンにおける
酸素親和性調節と自動酸化反応の分子機構の解明（筑波大院数理物
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質）○金井佑生・西村 龍・許 力揚・柴田友和・松尾貴史・廣田
俊・鈴木秋弘・根矢三郎・山本泰彦

3J4-19 高速 AFMを用いた脂質二分子膜上での膜タンパク質と糖鎖の
挙動解析（東工大生命理工）○戸松 仁・田中利奈・春原有美子・森
俊明

3J4-20 AFM力学計測法を用いたグロボ糖脂質のベロ毒素修飾探針に
よる分子マッピング（東工大院生命理工）○春原有美子・小泉翔平・
森 俊明

3月28日午後

タンパク質

座長 三原 久和（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3J4-28, 3J4-30, 3J4-32, 3J4-33）
3J4-28* 酵素-DNA アプタマー複合体の高効率調製を志向した酵素反応

系の構築（九大工）○高原茉莉・林 浩之介・後藤雅宏・神谷典穂
3J4-30* [Fe]-ヒドロゲナーゼ類似タンパク質 HmdIIの X線結晶構造を利

用した機能解析（マックスプランク陸生微生物学研究所）○藤城貴
史・安宅憲一・Ermler Ulrich・嶋 盛吾

3J4-32 DNA結合色素を使ったエピジェネティック酵素活性検出法の
開発（阪大院工・阪大フロンティア研）○蓑島維文・松本哲明・菊地
和也

3J4-33 成熟型および前駆体 Caspase-3に対する PAC-1の効果（奈良先
端大物質）○石田昌也・松尾貴史・廣田 俊

タンパク質

座長 松尾 貴史（14：40～15：30）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3J4-35, 3J4-36, 3J4-38, 3J4-39）
3J4-35 たんぱく質上の複数の人工分子が協働するハイブリッド酵素の
創製（慶大薬）○花屋賢悟・庄司 満・須貝 威

3J4-36* Oxidation reaction using light energy by the combination of

chloroplast and oxidoreductases（Grad. Sch. Biosci. Biotech., Tokyo Tech）
○ITO, Hidehiro; MATSUZAKI, Mai; MORI, Fumiya; MIYAJI, Akimitsu;

TABATA, Kenji; OKURA, Ichiro; KAMACHI, Toshiaki

3J4-38 高速 AFMによるキチン分解酵素反応の 1分子解析（東工大院
生命理工）○加藤早紀・増井有子香・中川裕子・森 俊明

3J4-39 AFM力学計測法によるコンドロイチン合成酵素の反応観察
（東工大院生命理工）○岡ノ谷勇太・杉浦信夫・木全弘治・森 俊明

タンパク質

座長 和久 友則（15：40～16：30）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （3J4-41, 3J4-42, 3J4-43, 3J4-45）
3J4-41 チトクロムc酸化酵素の反応初期過程の研究（兵庫県大院生命

理）○西口達人・李 辰・新澤-伊藤恭子・吉川信也・中島 聡・小倉
尚志

3J4-42 Construction of Hydrogen Peroxide Dependent Cytochrome P450s by

one-point mutation（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.）○KANO, Yukiko;

SHOJI, Osami; WATANABE, Yoshihito

3J4-43* トレオニン合成酵素の触媒過程前半部分の解析（大阪医大総合

教育・化学）○林 秀行・村川武志・庄司光男
3J4-45 βシートモデルタンパク質へのアミロイドコア配列導入とその

構造評価（山形大院理工）○堀 裕基・真壁幸樹

座長 森 俊明（16：40～17：40）
※ PC接続時間 16：30～16：40 （3J4-47, 3J4-48, 3J4-49, 3J4-50,

3J4-51, 3J4-52）
3J4-47 ユビキチン化タンパク質合成のための C-末端活性化ユビキチン
の化学合成（阪大院理）○荒木浩行・和泉雅之・冨永真美子・岡本
亮・梶原康宏

3J4-48 ヘリックス-シート転移に基づくペプチドナノ会合体のモル
フォロジー変化（京工繊大工芸）○和久友則・平田尚之・功刀 滋・
田中直毅

3J4-49 アルツハイマー病を抑止する脳内移行性ペプチドナノファイ
バーの設計（京工繊大工芸）○小林裕佳子・植村卓哉・和久友則・奥
田充顕・杉本八郎・田中直毅

3J4-50 機能性配列を導入した自己組織化ペプチドマテリアルの構築と
細胞足場材料への応用（東工大院生命理工）○川村 愛・福永和人・
堤 浩・三原久和

3J4-51 種々の両親媒性α-ヘリックスペプチドの細胞膜透過活性と細
胞選択性（東工大院生命理工）○陶 欣然・堤 浩・三原久和

3J4-52 マンノース修飾βループペプチドファージライブラリの構築と
コンカナバリン A結合性ペプチドの探索（東工大院生命理工）○廣原
庸平・新井佳菜子・堤 浩・三原久和

3月29日午前

タンパク質

座長 酒井 宏水（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4J4-01, 4J4-03, 4J4-05, 4J4-06）
4J4-01* 蛋白質結晶への有機金属錯体集積による一酸化炭素ガス放出材
料設計と細胞応答観察（京大院工・京大 iCeMS・東工大院生命理工）

○田部博康・下位卓也・藤田健太・安部 聡・森 肇・北川 進・上
野隆史

4J4-03* Construction of Small Alkane Hydroxylase by CytochromeP450BM3-

Decoy Molecule System（Grad. Sch. Sci., Nagoya Univ.; RCMS, Nagoya

Univ.; RIKEN SPring-8 Center, Harima Institute）○CONG, Zhiqi; SHOJI,

Osami; KASAI, Chie; SUGIMOTO, Hiroshi; SHIRO, Yoshitsugu;

WATANABE, Yoshihito

4J4-05 蛋白質結晶材料による光刺激一酸化炭素放出と細胞応答（東工
大院生命理工・京大 iCeMS・京大院工）○下位卓也・田部博康・藤田
健太・安部 聡・森 肇・北川 進・上野隆史

4J4-06 フェリチン内部表面の変異導入による有機金属錯体の集積制御
（東工大院生命理工）○中根大樹・安部 聡・福森一輝・MAITY

Basudev・上野隆史

タンパク質

座長 渡辺 芳人（10：10～11：00）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4J4-08, 4J4-10, 4J4-12）
4J4-08* 疾病関連酵素の解析を目的とする高感度核偏極分子プローブの
設計（東大院工・九大院工・JST CREST）○秦 龍ノ介・野中 洋・
山東信介

4J4-10* Crystal structure and function of a domain-swapped cytochrome cb562
dimer（Nara Institute of Science and Technology Graduate School of

Materials Science）○MIYAMOTO, Takaaki; KURIBAYASHI, Mai;

NAGAO, Satoshi; SHOMURA, Yasuhito; HIGUCHI, Yoshiki; HIROTA,

Shun

4J4-12 Construction of high-order domain-swapped oligomers of Hydrogeno-

bacter thermophilus cytochrome c552 by hinge loop mutation（Nara Institute of

Science and Technology Graduate School of Materials Science）○REN,

Chunguang; YAMANAKA, Masaru; NAGAO, Satoshi; HIROTA, Shun

タンパク質

座長 高橋 聡（11：10～11：50）
※ PC接続時間 11：00～11：10 （4J4-14, 4J4-16, 4J4-17）
4J4-14* 蛋白質結晶細孔設計による機能性分子の集積制御（東工大院生

命理工・京大 iCeMS・京工繊大院工芸）○安部 聡・田部博康・赤井
祐貴・森 肇・北川 進・上野隆史

4J4-16 ポリエチレングリコール修飾多量化 PG-surfactantを用いた膜蛋
白質の評価（名工大院工）○小枝周平・鈴木智之・野地智康・川上恵
典・伊藤 繁・出羽毅久・神谷信夫・水野稔久

4J4-17 翻訳後修飾酵素を用いた機能性分子の自己集合足場への集積化
（九大院工）○末廣あゆみ・若林里衣・後藤雅宏・神谷典穂

タンパク質

座長 水野 稔久（12：00～12：40）
※ PC接続時間 11：50～12：00 （4J4-19, 4J4-20, 4J4-21, 4J4-22）
4J4-19 高いジスルフィド形成能を有する水溶性セレノキシド試薬を用
いたα-ラクトアルブミンの酸化的フォールディング（東海大理）○篠
﨑玲奈・岩岡道夫

4J4-20 重元素化脂質含有バイセルを用いた膜タンパク質結晶化法の検
討（阪大院理）○斎木 悠・花島慎弥・村田道雄・松森信明・溝畑栄
一・井上 豪・川竹悟史・垣之内啓介・杉山 成

4J4-21 一分子蛍光顕微鏡による p53変異体の標的配列探索ダイナミク
スの観察（東北大多元研・東北大院理）○伊藤優志・村田崇人・坂本
清志・七谷 圭・高橋 聡・鎌形清人

4J4-22 一分子蛍光観測法によるがん抑制蛋白質 p53のスライディング
運動の解明（東北大多元研）○村田崇人・伊藤優志・五十嵐千裕・鹿
島理沙・時野隆至・高橋 聡・鎌形清人

J5 会場
薬学部-5 号館 531 教室

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

3月26日午前

細胞

座長 小澤 岳昌（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1J5-01, 1J5-02, 1J5-03, 1J5-04,

1J5-06）
1J5-01 海洋シアノバクテリアSynechococcus sp.における相同組換え用ベ
クターの開発（東農工大工）○永田まどか・バダリ アムル・阿部公
一・小嶋勝博・フェリ ステファノ・早出広司

1J5-02 シアノバクテリア緑色光遺伝子発現制御系に及ぼす培養環境の
影響（東農工大工）○布施早織・阿部公一・エリンガー ジェーム
ス・小嶋勝博・フェリ ステファノ・早出広司

1J5-03 シアノバクテリアSynechocystis sp. PCC 6803繊毛合成系遺伝子の
高発現（東農工大院工）○伊藤彰子・中村真由美・阿部公一・小嶋勝
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博・フェリ ステファノ・早出広司
1J5-04* 生体親和性電子伝達ポリマーを介した細胞外電子移動がもたら
す大腸菌の代謝変化（東大院工）○石川聖人・加藤創一郎・橋本和

仁・中西周次
1J5-06 還元型グルタチオンによる細胞内光酸化障害の軽減（東工大院

生命理工）○小林友輝斗・伊藤栄紘・松村有里子・河野雅弘・蒲池利
章

細胞

座長 蒲池 利章（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1J5-08, 1J5-09, 1J5-10, 1J5-11,

1J5-12）
1J5-08 Synechocystis sp. PCC6803内における緑色光誘導型リボレギュ
レーターの特性評価（東農工大工）阿部公一○生野千佳・坂本一平・
河合純也・酒井雄太・早出広司・池袋一典

1J5-09 大腸菌で機能する光誘導型リボレギュレーターシステムの開発

（東農工大院工）○坂本一平・阿部公一・河合純也・酒井雄大・早出
広司・池袋一典

1J5-10 A model for molecular mechanisms of circadian clock synchronization

by UV light irradiation revealed from luciferase probes.（Grad. Sch. Sci., The

Univ. of Tokyo）○KAWAMURA, Genki; HATTORI, Mitsuru; TAMARU,

Teruya; OZAWA, Takeaki

1J5-11 磁性細菌におけるマグネトソーム形成に関わるタンパク質の細
胞内局在の比較解析（東農工大院工）○菊池大樹・田中祐圭・新垣篤
史・松永 是

1J5-12* 結晶成長に関与するMms7タンパク質の発現量調節による磁気
微粒子の形態制御（東農工大院工）○山岸彩奈・松永 是・新垣篤史

細胞

座長 高木 昌宏（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1J5-15, 1J5-17, 1J5-19, 1J5-20）
1J5-15* ITOパターン電極を用いた酵母の単一細胞レベルでの付着配置
および培養回収技術（海洋機構海洋生物多様性研究分野）○小山純
弘・坪内泰志・能木裕一・臼井けい子・植松勝之・多米晃裕・伊東孝
洋・小林健二・大田ゆかり・加藤千明・長濱統彦・小西正朗小西正
朗・豊福高志・三輪哲也・阿部文快・長野由梨子・秦田勇二・丸山
正

1J5-17* 緑色光遺伝子発現システムの改良と光誘導型大腸菌溶菌システ
ムへの応用（東農工大院工）○中島満晴・阿部公一・小嶋勝博・フェ
リ ステファノ・早出広司

1J5-19 バイオミメティック・ケミストリーによる単一細胞からの
RNA抽出法の創成（阪大院基礎工・名大院工・名大革新ナノバイオ研
セ・北大院工）○岡本行広・大川智生・小野島大介・湯川 博・渡慶
次 学・馬場嘉信

1J5-20 ナノニードルアレイを用いた Creタンパク質の核内輸送（東農
工大院工）○松本大亮・齋藤 恵・加藤義雄・川村隆三・小林 健・
岩田 太・中村 史

3月26日午後

細胞

座長 森 英樹（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1J5-28, 1J5-29, 1J5-30, 1J5-31,

1J5-33）
1J5-28 ES細胞の分化に伴う Cx26 および Cx30.3 タンパクの発現解析

（東農工大工）○平床聖也・落合恵理・松岡英明・斉藤美佳子
1J5-29 テトラシステインタグを用いた connexin 43の細胞内局在解析

（東農工大院工）○今井慶一・落合恵理・松岡英明・斉藤美佳子
1J5-30 冷感剤メントールによる T細胞の膜流動性変化と信号伝達（北
陸先端大マテリアル）○薮内里実・遠藤智史・白 京玉・星野邦秀・
辻野義雄・下川直史・高木昌宏

1J5-31* 細胞コート法による生体外での癌細胞の浸潤・血管侵入・転移
モデルの構築と薬効試験への応用（阪大院工）○松崎典弥・西口昭
広・明石 満

1J5-33 二重らせん高分子間のイオン架橋を駆動力とした細胞高分散溶
液の調整とインクジェット細胞プリントへの応用（阪大工）○山田宗
大・西口昭広・松崎典弥・明石 満

細胞

座長 原 正之（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1J5-35, 1J5-36, 1J5-37, 1J5-38,

1J5-39, 1J5-40）
1J5-35 スペルミン誘導型多層化筋管のインスリン感受性解析（東農工
大院工）○中川翔太・落合恵理・松岡英明・斉藤美佳子

1J5-36 高度に配向させたフラーレンナノウィスカー上における細胞形
態制御および分化誘導（物材機構 MANA）○南 皓輔・粕谷侑紀・山
崎智彦・吉 慶敏・中西和嘉・酒井秀樹・有賀克彦

1J5-37 ビメンチンと抗体の結合力による未分化 iPS細胞の機械的分離
（東農工大院工）○清水桂太・川村隆三・飯嶋益巳・黒田俊一・中村
史

1J5-38 イオン架橋能を有する新規生分解性高分子の合成と高伸縮性を

有する生体適合性ハイドロゲルへの応用（阪大院工）○野口萌恵・西
口昭広・松崎典弥・明石 満

1J5-39 ペリレンビスイミドナノ粒子の HeLa細胞への取り込み（愛媛

大院理工）○釡足昇吾・朝日 剛・澤崎達也・高橋宏隆・上松篤史
1J5-40 アミノレブリン酸(ALA)を利用したがん治療における低酸素の
役割の解明（東工大院生命理工）○大塚慎平・松本健太郎・田中
徹・大倉一郎・小倉俊一郎

細胞

座長 中村 史（15：50～16：30）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1J5-42, 1J5-43, 1J5-45）
1J5-42 がん細胞スフェロイドにおけるアミノレブリン酸添加後のポル
フィリン代謝解析（東工大院生命理工）○中山 沢・松本健太郎・田
中 徹・大倉一郎・小倉俊一郎

1J5-43* 多孔質ケラチンハイドロゲルの組織工学の足場材料への応用
（阪府大院理）尾崎由季・高木優輔・森 英樹○原 正之

1J5-45 神経幹細胞／前駆細胞培養のための細胞接着性繊維材料の開発

（阪府大院理）○森 英樹・中 亮介・原 正之

3月27日午前

核酸

座長 神谷 由紀子（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2J5-01, 2J5-02, 2J5-03, 2J5-04,

2J5-05, 2J5-06）
2J5-01 クロイソカイメン共生微生物由来メタゲノムライブラリーの解
析（神奈川大理）○阿部孝宏・宮本憲二・榊原康文・内藤隆之・上村
大輔

2J5-02 キャピラリー電気泳動セレクション法による血管内皮細胞増殖
因子結合性塩基修飾 DNAアプタマーのセレクション（群馬大院理

工）○本田直渡・笠原勇矢・萩原健太・桑原正靖
2J5-03 オリゴヌクレオチドの鎖長がキャピラリー・ゾーン電気泳動法
による標的/核酸アプタマー複合体の分離能に及ぼす影響（群馬大院理

工）○萩原健太・本田直渡・笠原勇矢・桑原正靖
2J5-04 抗 VEGF抗体bevacizumab (Avastin) の anti-idiotype aptamerの探

索（東農工大工）阿部公一○齊藤太郎・山本幸美・セーボレー那沙・
轟木堅一郎・池袋一典

2J5-05 水和イオン液体中でのトロンビン-トロンビン結合アプタマー
の結合（東農工大院工）○誉田拓也・セーボレー那沙・阿部公一・藤
田恭子・大野弘幸・池袋一典

2J5-06 SPRを用いたin vitro selectionによる RND(the restrained naphthyr-

idine dimer)結合性 RNAアプタマーの探索（阪大理）○森 友紀・邸
玥・須貝亜矢子・李 金星・小田部尭広・相川春夫・村田亜沙子・中
谷和彦

座長 岡 夏央（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2J5-08, 2J5-10, 2J5-12, 2J5-13）
2J5-08* 色素対導入型 siRNAの開発と細胞内可視化解析（名大エコトピ
ア研）○神谷由紀子・伊藤杏奈・樫田 啓・浅沼浩之

2J5-10* カチオン修飾 siRNAによる遺伝子サイレンシング効果（近畿大
産業理工）○藤井政幸・高科あゆみ・苗村まどか・神武洋二郎・山吉

麻子・有吉純平・村上 章
2J5-12 人工分子による受容体活性の制御（1）:DNAアプタマー複合体

を用いた高効率な受容体活性化への試み（東大院工）○神田直人・植
木亮介・山東信介

2J5-13 人工分子による受容体活性の制御（2）:DNAアプタマーの親和

性向上への試み（東大院工）○植木亮介・内海彩香・山東信介

座長 山東 信介（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2J5-15, 2J5-16, 2J5-17, 2J5-19）
2J5-15 ダングリングエンド部位に各種アセタール型ヌクレオシドアナ
ログを導入した siRNAの合成とその遺伝子発現抑制能（岐阜大応用生
物科学部）○稲田菜摘・中本航介・横川隆志・上野義仁

2J5-16 光反応性 microRNAプローブによる標的 mRNAの標識（岐阜
大応用生物科学研究科・岐阜大連合創薬医療情報）○中本航介・赤尾
幸博・上野義仁

2J5-17* Intelligent RNA expressing device (iRed) を利用した新規遺伝子発

現抑制法の開発（徳島大院ヘルスバイオサイエンス）○田良島典子・
小島孝允・金城 望・古川和寛・安藤英紀・石田竜弘・南川典昭

2J5-19* BzDANPによる RNAプロセシング阻害の速度論的解析（阪大
産研）○小田部尭広・村田亜沙子・中谷和彦

3月27日午後

生体触媒

座長 北山 隆（14：30～15：30）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （2J5-34, 2J5-35, 2J5-36, 2J5-37,

2J5-38, 2J5-39）
2J5-34 Mn-ポルフィリン/ククルビット[10]/芳香族塩基からなる 3元超

分子カタラーゼミミックの調製（首都大院都市環境）○谷口秀明・窪
田 陸・朝山章一郎・川上浩良

2J5-35 酢酸存在下での CYP152ペルオキシゲナーゼによる非天然基質
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酸化反応（名大院理）○小野田浩宜・荘司長三・簡 士政・杉本
宏・城 宜嗣・渡辺芳人

2J5-36 Structural Analysis and Site Directed Mutagenesis of Acetophenone

Reductase (APRD) from Geotrichum candidum NBRC 4597（Grad. Sch.

Biosci. Biotech., Tokyo Tech; IFReC, Osaka Univ.; KEK）SUGIYAMA,

Yosuke; ○KOESOEMA, Afifa Ayu; HOSHINO, Tomoyasu; MATSUDA,

Tomoko; SCHRITT, Dimitri; YAMASHITA, Kazuo; STANDLEY, Daron

M; SENDA, Miki; SENDA, Toshiya

2J5-37 アルコール脱水素酵素の溶媒制御による基質特異性の変換（慶
大理工）○川上了史・原 陽亮・宮本憲二

2J5-38 アリールマロン酸脱炭酸酵素から創出したラセマーゼの活性向

上に関する研究（慶大理工）○吉川博行・吉田昭介・川上了史・宮本
憲二

2J5-39 Alcaligenes bronchisepticus KU1201株のフェニルマロン酸代謝経
路の解明（慶大院理工）○逸見莉沙・吉田昭介・川上了史・宮本憲二

座長 松本 一嗣（15：40～16：40）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （2J5-41, 2J5-43, 2J5-44, 2J5-45,

2J5-46）
2J5-41* 計算ミューテーションを用いたジオールデヒドラターゼの触媒

残基の機能解析（九大先導研・岡山大院自然）○土井富一城・蒲池高
志・虎谷哲夫・吉澤一成

2J5-43 緑色硫黄光合成細菌で働くクロロフィル色素の生合成に関与す
る 2つの水和化酵素の異なる反応性（立命館大院生命科学）○寺村美
里・原田二朗・溝口 正・塚谷祐介・民秋 均

2J5-44 辛くないカプサイシン類の機能性解明（岡山理大理）○川村章
悟・藤高侑也・中山騎維・下田 恵・小崎紳一・濱田博喜

2J5-45 植物培養細胞によるモノテルペンの水酸化と配糖化（岡山理大
理）○明石達也・小崎紳一・下田 恵・平岡洋一・濱田博喜

2J5-46 根圏セルロース分解菌の単離と特性解析（慶大院理工）○加納
満大・川上了史・吉田昭介・宮本憲二

座長 濱田 博喜（16：50～17：30）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （2J5-48, 2J5-50, 2J5-51）
2J5-48* ウイルス内部ナノ空間を利用した RNA分解反応場の構築とそ
の評価（北大院総合化学）○杉村尚俊・新倉謙一・三友秀之・澤 洋
文・居城邦治

2J5-50 加水分解活性の消失した好熱性エステラーゼを用いた熱駆動型
反応の実現（慶大理工）○五十嵐康輔・吉田昭介・川上了史・宮本憲
二

2J5-51 GGGX-motifを持つエステラーゼのカセット変異ライブラリー
の構築（慶大院理工）○門間玲奈・川上了史・吉田昭介・宮本憲二

座長 川上 了史（17：40～18：40）
※ PC接続時間 17：30～17：40 （2J5-53, 2J5-54, 2J5-55, 2J5-56,

2J5-57, 2J5-58）
2J5-53 脂肪族ジカルボン酸ジエステルの酵素加水分解（明星大理工）

○井川裕太・伊勢宏伸・松本一嗣
2J5-54 酵素触媒による反応点遠隔位の置換基認識に基づくσ対称ビ
フェニルのエナンチオ選択的非対称化反応（東薬大薬）○落合美緒・
秋澤侑希・田原昌尚・矢内 光・松本隆司

2J5-55 リパーゼ触媒を用いた 2-メチルシクロアルカノールの立体選択
性（近畿大院農）○山本智恵子・平岩和紗・藤原智香子・河合あか
ね・斎藤あゆみ・太田佐昌・北山 隆

2J5-56 リパーゼ活性化機能を持つ新規ホスホニウム=アルキル PEG

イオン液体（鳥取大院工）○松原佑衣・西原 孝・深谷幸信・野上敏
材・伊藤敏幸

2J5-57 リパーゼ活性化機能を持つトリアゾリウム=アルキル PEGイ
オン液体（鳥取大工）○西原 孝・松原佑衣・深谷幸信・野上敏材・
伊藤敏幸

2J5-58 Enhance lipase-catalyzed transesterification using liquid carbon

dioxide - a green and practical approach（Grad. Sch. Biosci. Biotech.,

Tokyo Tech）○HOANG, Nam Hai; MATSUDA, Tomoko

3月28日午前

脂質

座長 出羽 毅久（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3J5-01, 3J5-02, 3J5-03, 3J5-05）
3J5-01 局所麻酔薬添加による生体模倣膜の流動性変化（北陸先端大マ
テリアル）○菅原 恒・下川直史・高木昌宏

3J5-02 DMe-β-シクロデキストリンが引き起こすリポソームの崩壊と
そのメカニズムの解明（奈良先端大物質・広島大院工）○岩田 昂・
日野彰大・菊池純一・平尾岳大・灰野岳晴・杉川幸太・池田篤志

3J5-03* NMR測定による糖脂質MPIaseの膜タンパク質膜挿入活性発現

機構解析（サントリー生命科学財団生物有機科学研究所・岩手大寒冷
バイオ）○山口敏幸・西山賢一・島本啓子

3J5-05* 蛍光寿命測定による脂質ラフトモデル膜におけるスフィンゴミ
エリン特 異 的な運動性 解析（阪大院理・ Å b o A k a d e m i

UniversityDepartment of biosciences）○安田智一・松森信明・村田道
雄・Slotte J. Peter

座長 池田 篤志（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3J5-08, 3J5-10, 3J5-12, 3J5-13）

3J5-08* 両親媒性高分子を用いた細胞膜曲率センサーの開発（奈良先端
大物質）○塚本真未・黒田賢一・菊池純一・安原主馬

3J5-10* Imaging analysis of biomolecules in a living microalga cell using

confocal Raman microspectroscopy（Inst. Eng., Tokyo Univ. of Agri. and

Technol.）○LIANG, Yue; MUKAI, Shoichiro; ANDO, Masahiro;

YOSHINO, Tomoko; HAMAGUCHI, Hiro-o; TANAKA, Tsuyoshi

3J5-12 リン脂質分子膜に対するポリオールの特異的応答と分子間相互
作用（広島大院理）○出口綾乃・関 陽太・福原幸一・熊沢紀之・藤
平翔大・中田 聡

3J5-13 ヒト脳由来脂質を用いた生体膜モデルにおける Aβ凝集メカニ
ズムの解析（慶大院理工・東京都健康長寿医療センター神経病理学研
究・国立長寿医療研究センター認知症先進医療開発センター）○安盛

花季・松原輝彦・福田竜統・及川尚人・初田裕幸・村山繁雄・柳澤勝
彦・佐藤智典

座長 松原 輝彦（11：20～12：30）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3J5-15, 3J5-17, 3J5-18, 3J5-19,

3J5-20, 3J5-21）
3J5-15* 両親媒性蝶番糖を利用した刺激応答性リポソームの開発（東工
大院生命理工）○竹内準二・大窪章寛・湯浅英哉

3J5-17 リガンド応答性複数回膜貫通型タンパク質模倣合成分子の開発

（東北大院理・東大院工）○野口大樹・村岡貴博・田端和仁・野地博
行・金原 数

3J5-18 ペプチド誘導体を用いた生体膜透過機能性分子の開発（東京家
政大学大学院人間生活学総合研究科）○岡本絵里奈・池田壽文

3J5-19 バイセルを用いた三次元積層構造の構築と光合成アンテナ複合

体の再構成（名工大工）○桃田晃志・山田 樹・野地智康・南後
守・出羽毅久

3J5-20 Design of cell-permeable phantom carrier（Grad. Sch. Eng., The

Univ. of Tokyo）○LI, Tianqi; UCHIDA, Noriyuki; OKURO, Kou; AIDA,

Takuzo

3J5-21 オリゴペプチドにピレニル基を導入した新規な膜透過性分子の
合成と物性（龍谷大理工）宮武智弘○山﨑翔平・MATILE Stefan

3月28日午後

糖

座長 岡本 亮（13：40～14：40）
※ PC接続時間 13：30～13：40 （3J5-29, 3J5-30, 3J5-31, 3J5-32,

3J5-33）
3J5-29 糖鎖プライマー法を用いた C型肝炎ウイルス感受性細胞株に発

現する糖鎖の解析（慶大理工・浜松医大）○山口裕崇・山口順也・片
野直哉・鈴木哲朗・佐藤智典

3J5-30 NMR 解析に基づく分子シミュレーションによる高マンノース
型糖鎖の動的立体構造の解明（分子研・名市大院薬・名大院理）○山
口拓実・榮 慶丈・岡本祐幸・加藤晃一

3J5-31 NMR analyses of glycolipid clustering in membrane systems（Sch.

Physical Sci., SOKENDAI; IMS; Grad. Sch. Pharm. Sci., Nagoya City Univ.）
○YAN, Gengwei; TAKUMI, Yamaguchi; ZHANG, Ying; NISHIMURA,

Katsuyuki; KATO, Koichi

3J5-32 マンノシダーゼ類の選択的阻害に基づく小胞体糖鎖プロセシン
グの解析（成蹊大理工）○栗原大輝・平野 真・伊藤幸成・戸谷希一
郎

3J5-33* 糖タンパク質をトリアージする小胞体エンドマンノシダーゼ
（成蹊大理工）○平野 真・渡邊千惠・伊藤幸成・Williams Spencer

J.・戸谷希一郎

座長 戸谷 希一郎（14：50～15：50）
※ PC接続時間 14：40～14：50 （3J5-36, 3J5-37, 3J5-39, 3J5-40）
3J5-36 化学合成した糖タンパク質とシャペロン機能を有するカルレ
ティキュリンとの相互作用解析（阪大院理・JST ERATO・理研）○岡
幸歩・和泉雅之・岡本 亮・武田陽一・瀬古 玲・伊藤幸成・梶原康
宏

3J5-37* Chemical syntheses of erythropoietin glycoforms bearing one, two or

three N-linked sialyloligosaccharides and evaluation of these biological

activit ies.（Sch. Sci. , Osaka Univ.）○MURAKAMI, Masumi;

OKAMOTO, Ryo; IZUMI, Masayuki; KAJIHARA, Yasuhiro

3J5-39 高硫酸化モチーフ含有コンドロイチン硫酸部分四糖構造の合成
と相互作用解析（鹿児島大院理工）○宮地健人・若尾雅広・隅田泰生

3J5-40* デルマタン硫酸二糖構造の合成と結合活性評価（鹿児島大院理

工）○杜若祐平・若尾雅広・隅田泰生

座長 山口 拓実（16：00～17：00）
※ PC接続時間 15：50～16：00 （3J5-43, 3J5-44, 3J5-45, 3J5-46,

3J5-47, 3J5-48）
3J5-43 ダンシル基を有するアルギニン誘導体によるガングリオシドの

蛍光センシング：Arg数の効果（鳥取大院工）○田中智也・坂本良
太・松浦和則

3J5-44 糖鎖固定化ナノ粒子およびシュガーチップを用いたガングリオ
シド結合性タンパク質の相互作用解析（鹿児島大院理工）○新地浩
之・石田秀治・若尾雅広・隅田泰生

3J5-45 Concanavalin Aの水和イオン液体への溶解と安定性への影響
（東農工大工）○真田美希・藤田恭子・大野弘幸

3J5-46 多糖複合フィルムに対する細胞の接着および増殖性の評価と制



— 105 —

御（東理大院総合化学・東理大薬）○辻 優奈・飯島一智・柿本敦
史・二ノ宮理恵・伊豫田拓也・深井文雄・橋詰峰雄

3J5-47 シクロデキストリンで機能化したキトサンを利用したナノ粒子
設計（東理大理工・物材機構MANA）○路川理子・川上亘作・大門裕
貴・小松広和・中西和嘉・酒井秀樹・有賀克彦

3J5-48 アルドース・ケトース異性化平衡による希少糖の熱力学的安定
性の評価（香川大農）○岩田涼子・小坂井太郎・吉原明秀・深田和宏

3月29日午前

座長 松岡 浩司（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4J5-01, 4J5-02, 4J5-03, 4J5-04,

4J5-05, 4J5-06）
4J5-01 マイクロバイオリアクターを活用した複合糖質合成（東海大

工）○大石岳史・木村啓志・羽田勝二・稲津敏行
4J5-02 グルクロン酸を含むヘパラン硫酸部分二糖構造の系統的合成

（鹿児島大院理工）○荒巻力也・隅田泰生
4J5-03 Leishmania 由来糖鎖構造を模倣した 2-フッ化糖 1-リン酸誘導体
の合成（東大院新領域・東理大薬）○武田勝也・野呂美穂子・小林
慧・岩田倫太郎・和田 猛

4J5-04 N-アセチルガラクトサミン 4,6-ジ硫酸の合成研究（愛教大教育
学部・会津大短期大学部）○桜木美穂・安田紗也加・左 一八・中野
博文

4J5-05 シアリルガラクトース誘導体のアグリコン部位の機能化（名工
大院工）○栗本健太・山村初雄・宮川 淳

4J5-06 ケラタナーゼ IIを触媒として用いる癌関連硫酸化 II 型糖鎖抗
原の合成（京大工学研究科）○山崎悠司・勢造恭平・高田順子・大前
仁・木村俊作

座長 宮川 淳（10：10～10：50）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4J5-08, 4J5-09, 4J5-11）
4J5-08 シアロ複合型糖鎖を有する糖鎖高分子の保護基フリー合成とイ
ンフルエンザウイルスに対する結合評価（京工繊大院工芸）○田中知
成・石溪秀樹・三浦佳子・大石健太・高橋忠伸・鈴木 隆

4J5-09* Synthesis of biotin-sugar conjugate as an attractive bioprobe :

characterization, and their interaction with bio-functional material. (IV)

（Grad. Sch. Sci., Eng., Saitama Univ.）○KUMARI, Amrita; KOYAMA,

Tetsuo; HATANO, Ken; MATSUOKA, Koji

4J5-11 Synthesis of the new class of cellulase substrate by using fluorescence

resonance energy transfer (FRET) effect (Ⅶ) ～Synthetic assembly of the

substrate monomer～（Grad. Sch. Sci., Eng., Saitama Univ.）○KIMURA,

Kazuhiro; TETSUKA, Toshihiro; KOYAMA, Tetsuo; HATANO, Ken;

MATSUOKA, Koji

J6 会場
薬学部-5 号館 532 教室

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

3月26日午前

核酸

座長 清尾 康志（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （1J6-01, 1J6-03, 1J6-05, 1J6-06）
1J6-01* Nucleic Acids Chemistry beyond the Watson-Crick Double Helix (10):

Translation suppression mediated by triplex formed by 2-aminopyridine-

modified PNA and hairpin RNA（FIBER, Konan Univ.; State University of

New York at Binghamton）○ENDOH, Tamaki; ROZNERS, Eriks;

HNEDZKO, Dziyana; SUGIMOTO, Naoki

1J6-03* Nucleic Acids Chemistry beyond the Watson-Crick Double Helix (11):

Role of compensatory base pair variation in stem regions of FMN riboswitch

aptamer on its gene regulation（FIBER, Konan Univ.）○RODE, Ambadas;

ENDOH, Tamaki; SUGIMOTO, Naoki

1J6-05 細胞内環境応答性ペプチドリボ核酸(PRNA)を利用したハイポ
キシア特異的核酸医薬の創成-PRNA-DNAキメラを利用した触媒的核
酸医薬への応用-（東北大多元研）○上松亮平・浅井光夫・荒木保幸・
坂本清志・山吉麻子・村上 章・石橋 哲・横田隆徳・中瀬生彦・高
井まどか・和田健彦

1J6-06 細胞膜透過性向上を指向したペプチドリボ核酸へのアルギニン
の導入の検討とその効果 -アルギニン導入数の細胞取込挙動への影響-

（東北大多元研）○菅井祥加・中瀬生彦・西尾明洋・坂本清志・荒木
保幸・井上佳久・高井まどか・和田健彦

座長 建石 寿枝（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1J6-08, 1J6-09, 1J6-11, 1J6-12,

1J6-13）
1J6-08 架橋形成能を有するペプチド核酸を用いた遺伝子発現制御法の

開発（東北大多元研）○秋澤拓也・永次 史
1J6-09* 立体制御したホスホロチオエート型核酸とカチオン性人工ペプ
チドとの相互作用解析（東理大薬・JST-CREST）○前田雄介・額賀陽

平・岩田倫太朗・和田 猛

1J6-11 プロテアーゼによって活性化可能な環状化ペプチド核酸の構築
（東北大多元研）○坂本清志・荒木保幸・和田健彦

1J6-12 機能性人工核酸系の新規開発を指向した人工 PCR 系の創製－2

－ オリゴマーにおける反応性の検討 －（東北大多元研）○村上真奈
美・萩庭尚道・坂本清志・荒木保幸・和田健彦

1J6-13 小分子で制御するリボソームフレームシフトを用いた遺伝子発

現制御（阪大産研）○松本 咲・村田亜沙子・洪 昌峰・中谷和彦

座長 和田 健彦（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1J6-15, 1J6-16, 1J6-17, 1J6-18,

1J6-19, 1J6-20）
1J6-15 CTGリピート選択的小分子リガンドの探索（阪大産研）○松本

惇・李 金星・中谷和彦
1J6-16 RNA結合性小分子の創成を指向したエンタルピー駆動型分子
の設計と合成（阪大産研）○夏原 望・邸 玥・MUKHERJEE

Sanjukta・村田亜沙子・中谷和彦
1J6-17 グアニジル基を有するオリゴジアミノガラクトース誘導体の合

成および核酸二重鎖との相互作用（東大院新領域・東理大薬・JST

CREST）○久田有希・岩田倫太朗・前田雄介・和田 猛

1J6-18 DDS応用を目指したインターカレーター・二本鎖核酸複合体の
構築（岐阜大工・岐阜大連合創薬医療情報研究科）○株本万里奈・池
田 将・北出幸夫

1J6-19 アミノ糖を導入したナフチリジン誘導体の DNA、RNAへの結
合評価（阪大産研）○岡田泰幸・相川春夫・中谷和彦

1J6-20 金属配位子を導入したナフチリジン誘導体の合成と評価（阪大
産研）○相川春夫・岡田泰幸・中谷和彦

3月26日午後

座長 小宮山 真（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1J6-28, 1J6-29, 1J6-30, 1J6-31,

1J6-32）
1J6-28 テロメア繰り返し配列中の 18 塩基対を狙った蛍光性ピロー
ル・イミダゾールポリアミドの合成と評価（京大院理・総研大遺伝）
○河本佑介・佐々木飛鳥・橋谷かおり・井手 聖・板東俊和・前島一
博・杉山 弘

1J6-29 環境感応型蛍光性 3-デアザ-2’-デオキシアデノシン誘導体の開

発と塩基識別プローブへの応用（日大工）○鈴木 梓・阿相達也・齋
藤 烈・齋藤義雄

1J6-30 可視光領域で蛍光を発するデオキシリボ核酸類縁体の合成と応
用（京大院理）○山本清義・朴 昭映・岡村和泉・杉山 弘

1J6-31 シリル化ペリレンとナイルレッドの FRETを利用した新規蛍光
プローブの開発（群馬大院理工）○成谷友紀乃・山田圭一・奥 浩
之・森口朋尚・篠塚和夫

1J6-32* リニアプローブと PNAを組み合わせたストランド・インベー
ダーの開発（名大院工・名大エコトピア研・JSTさきがけ）丹羽理

恵・赤羽真理子・神谷由紀子・樫田 啓○浅沼浩之

座長 山東 信介（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1J6-35, 1J6-36, 1J6-38, 1J6-39,

1J6-40）
1J6-35 ATPのピロリン酸部位を識別する蛍光性センサーの作製（京大
エネ研）○仲野 瞬・田村友樹・森井 孝

1J6-36* へアピン型プローブを使った蛍光増大型 PCR法の開発（阪大
産研）○武井史恵・中谷和彦

1J6-38 チアゾールオレンジ修飾ペプチド核酸による二本鎖 DNA中で
の特定配列の蛍光検出と位置選択的光損傷（筑波大 TARAセ）○田仲
真紀子・鴫 成実・須磨岡 淳・小宮山 眞

1J6-39 修飾アゾベンゼン導入型 DNAzymeによる遺伝子発現の可視光
制御（名大院工）○大威英晃・高木利樹・神谷由紀子・浅沼浩之

1J6-40 DNA三重鎖構造特異的な蛍光 blinking（阪大産研・東工大生命

理工）○川井清彦・丸山 厚

座長 中谷 和彦（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1J6-42, 1J6-44, 1J6-46, 1J6-47）
1J6-42* Hoechst33258 骨格を有する DNA 検出19F核磁気共鳴プローブの

開発（北陸先端大マテリアル）○坂本 隆・長谷川大策・藤本健造
1J6-44* 光を用いた核酸類の 19Fケミカルシフト検出法の開発（北陸先

端大マテリアル）○中村重孝・藤本健造
1J6-46 配向依存型 FRETの DNA二重鎖構造解析への応用（名大院

工）○栗原綾子・丹羽理恵・樫田 啓・浅沼浩之
1J6-47 DNA会合体を活用した低酸素領域の光イメージング（京大院

工）○高木航平・芳原和希・孫 安生・田邉一仁

座長 浅沼 浩之（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1J6-49, 1J6-51, 1J6-52, 1J6-53,

1J6-54）
1J6-49* Orthogonal assembly of RuBisCO and Carbonic Anhydrase on a DNA

nanoscaffold（IAE, Kyoto Univ.）○DINH, Huyen; NAKATA, Eiji; NGO,

Tien Anh; ASHIDA, Hiroki; YOKOTA, Akiho; MORII, Takashi

1J6-51 タンパク質の選択的な配置を目指した DNAナノチューブの構
造制御（京大エネ研）○西田圭佑・DINH Huyen・NGO Anh Tien・
中田栄司・森井 孝

1J6-52 DNA 構造をテンプレートに利用したペリレンジイミド集積体
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の構築（兵庫県大院工）○井戸美佐・高田忠雄・中村光伸・山名一成
1J6-53 DNA 構造を利用したポルフィリン集合体の構築（兵庫県大院

工）○井脇世拓・高田忠雄・中村光伸・山名一成
1J6-54 光応答特性を示す金ナノ粒子/DNA修飾電極の作製（兵庫県大
院工）○守法寿恵・高田忠雄・中村光伸・山名一成

座長 山名 一成（18：10～18：40）
※ PC接続時間 18：00～18：10 （1J6-56, 1J6-57, 1J6-58）
1J6-56 細胞表層を機能化する人工分子の設計（1）：機能性核酸を用
いた細胞表層での分子センシング（東大院工）○土谷 享・Hashim

Norulhuda Siti・伊勢祥子・山東信介
1J6-57 細胞表層を機能化する人工分子(2)：機能性核酸の効率的な細胞

表層固定化を実現する脂質分子の探索（東大院工）○古畑隆史・桑畑
耕平・山東信介

1J6-58 DNA-脂質複合型分子センサーの合成と機能（東大院総合文

化）○庄田耕一郎・陶山 明

3月27日午前

核酸

座長 杉山 弘（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （2J6-01, 2J6-03, 2J6-04, 2J6-05,

2J6-06）
2J6-01* DNAナノ構造体上に配置した酵素集合体の機能評価（京大エ
ネ研）NGO Anh Tien○中田栄司・才村正幸・森井 孝

2J6-03 共有結合を介した DNAナノ構造体への DNA結合アダプター
融合タンパク質の配置（京大エネ研）○佐々木謙太・中田栄司・才村
正幸・森井 孝

2J6-04 タグタンパク質を融合した DNA結合アダプターによる DNA

ナノ構造体とタンパク質間の共有結合形成（京大エネ研）○戸田昂
人・中田栄司・才村正幸・森井 孝

2J6-05 シアリルラクトース修飾 3-way junction型 DNAを用いたインフ
ルエンザウイルスの検出（神戸大院人間発達環境学・阪大産研）○山
部美幸・赤松大地・江原靖人・開發邦宏・加藤修雄

2J6-06 HEXIM1 タンパク質に対して特異的結合能を有する機能性核酸
の開発と新規転写阻害剤としての応用（京工繊大院工芸）山吉麻
子○吉本航大・岸本恭介・小堀哲生・村上 章

座長 小堀 哲生（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （2J6-08, 2J6-09, 2J6-10, 2J6-11,

2J6-13）
2J6-08 RNAアプタマー間の相互作用の一分子観察（京大院理）○竹
内洋祐・遠藤政幸・日高久美・Toulmé Jean-Jacques・杉山 弘

2J6-09 光ピンセットによる力測定を使った DNAナノ構造上での 1分
子検出（京大 iCeMS・ケント大）○遠藤政幸・KOIRALA Deepak・
SHRESTHA Prakash・MANDAL Shankar・江村智子・日高久美・
MAO Hanbin・杉山 弘

2J6-10 Lipid bilayer-supported two-dimensional self-assembly of DNA

origami nanostructures（Grad. Sch. Sci., Kyoto Univ.）○SUZUKI, Yuki;

ENDO, Masayuki; SUGIYAMA, Hiroshi

2J6-11* Evaluation of the cluster effect by systematically assembling ATP-

binding RNP receptors on DNA origami（IAE, Kyoto Univ.）○ANNONI,

Chiara; NAKANO, Shun; YOSHIMURA, Yuki; NAKATA, Eiji; MORII,

Takashi

2J6-13 集積化したリセプターの基質選択性評価（京大エネ研）○吉村
祐輝・ANNONI Chiara・仲野 瞬・中田栄司・森井 孝

座長 森井 孝（11：20～12：10）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （2J6-15, 2J6-17, 2J6-18, 2J6-19）
2J6-15* Design and synthesis of novel small-molecule ligand for targeting CUG

trinucleotide repeat（ISIR, Osaka Univ.）○LI, Jinxing; MATSUMOTO,

Jun; NAKATANI, Kazuhiko

2J6-17 Multiple chemical approaches control cell adhesion（Fac. Med., Univ.

of Miyazaki）○LIU, Hongshan; ISHIZUKA, Takumi; XU, Yan

2J6-18 Macrocyclic Polyoxazoles as telomere RNA and DNA G-Quadruplex-

binding Ligands（Fac. Med., Univ. of Miyazaki）○LIU, Xiao; ISHIZUKA,

Takumi; XIAO, Chaoda; IIDA, Keisuke; NAGASAWA, Kazuo; XU, Yan

2J6-19 19F NMR for probing human telomere RNA G-quadruplex structure

（Fac. Med., Univ. of Miyazaki）○BAO, Hongliang; ISHIZUKA, Takumi;

XU, Yan

3月27日午後

座長 吉田 亘（14：30～15：30）
※ PC接続時間 14：20～14：30 （2J6-34, 2J6-35, 2J6-36, 2J6-37,

2J6-39）
2J6-34 グアニン四重鎖を標的とした N3位修飾チオフラビン Tアナロ
グの創製（群馬大院理工）○片岡由佳・藤田博仁・笠原勇矢・桑原正
靖

2J6-35 ポリメラーゼ反応を用いた視覚的低バックグランド遺伝子検出
法の開発（群馬大院理工）○藤田博仁・片岡由佳・桑原正靖

2J6-36 二点認識によるグアニン四重鎖の安定化を志向したリガンドの
合成と機能評価（東農工大院工）○馬 悦・飯田圭介・長澤和夫

2J6-37* Nucleic Acids Chemistry beyond the Watson-Crick Double Helix (6) :

Binding mechanism of G-quadruplex and its ligands elucidated by pressure

effects（FIBER, Konan Univ.）○TAKAHASHI, Shuntaro; SUGIMOTO,

Naoki

2J6-39 脱ワトソン・クリックの核酸化学 (7):リボザイム型およびタン
パク質型ポリメラーゼの反応に及ぼす分子クラウディング効果（甲南
大 FIBER）○大倉裕道・高橋俊太郎・杉本直己

座長 鳥越 秀峰（15：40～16：40）
※ PC接続時間 15：30～15：40 （2J6-41, 2J6-42, 2J6-43, 2J6-44,

2J6-45, 2J6-46）
2J6-41 脱ワトソン・クリックの核酸化学 (12): チオフラビン Tを用い
た配列特異的 RNA 四重らせん構造検出法の開発（甲南大 FIRST・名

大院工・甲南大 FIBER）○前田龍一・森本一弘・樫田 啓・浅沼浩
之・杉本直己・三好大輔

2J6-42 脱ワトソン－クリックの核酸化学 (14): RNAの四重らせん構造
に対して特異的結合する低分子化合物の開発（甲南大 FIRST）松野仁
志・下農修司・杉本直己○三好大輔

2J6-43 Nucleic Acids Chemistry beyond the Watson-Crick Double Helix (8):

Importance of interaction between loop regions affecting stabilization of i-

motif DNA structure（FIBER, Konan Univ.）○FUJII, Taiga; SUGIMOTO,

Naoki

2J6-44 Nucleic Acids Chemistry beyond the Watson-Crick Double Helix (9):

Development of novel guanine derivative to recognize 8-oxoguanine in G-

quadruplex（FIBER, Konan Univ.）○FUJII, Taiga; SUGIMOTO, Naoki

2J6-45 DNA 四重鎖構造の安定性に着目したメチル化 DNA簡易検出法
の開発（工科大）○吉岡仁美・飯田圭介・長澤和夫・池袋一典・軽部
征夫・吉田 亘

2J6-46 グアニン四重鎖 DNAと RNAに選択的に結合するタンパク質
の開発（静岡大学大学院理学研究科）○宮脇有沙・高濱謙太朗・奥島
彩子・大吉崇文

座長 桑原 正靖（16：50～17：50）
※ PC接続時間 16：40～16：50 （2J6-48, 2J6-50, 2J6-51, 2J6-53）
2J6-48* ヘミンー4本鎖 RNA 複合体のペルオキシダーゼ活性によるプ
リオン検出（東理大理・京大エネ研）橋詰佑紀子・真嶋 司・片平正
人○鳥越秀峰

2J6-50 非対称型大環状ヘキサオキサゾール化合物の合成とテロメアグ
アニン四重鎖の安定化能評価（東農工大院工）○佐久間麻衣・對馬大
和・馬 悦・飯田圭介・長澤和夫

2J6-51* Nucleic Acids Chemistry beyond the Watson-Crick Double Helix (1):

DNA G-quadruplexes control RNA-folding and gene expression（FIBER,

Konan Univ.）○TATEISHI, Hisae; ENDOH, Tamaki; SUGIMOTO, Naoki

2J6-53 Nucleic Acids Chemistry beyond the Watson-Crick Double Helix (2) :

DNA G-triplexes control production of RNA transcript（FIBER, Konan

Univ.）○SUBRAMANIYAM, Rajalakshmi; TATEISHI, Hisae;

SUGIMOTO, Naoki

座長 長澤 和夫（18：00～18：40）
※ PC接続時間 17：50～18：00 （2J6-55, 2J6-56, 2J6-57, 2J6-58）
2J6-55 ミスマッチ結合分子固定化 Au-SiO2表面の作成と結合評価（阪
大産研）○道川滉子・VERMA Rajiv Kumar・中谷和彦

2J6-56 Synthesis and properties of oligonucleotides containing isophthalic

acid derivatives（Grad. Sch. Biosci. Biotech., Tokyo Tech）
○KAEWSOMBOON, Tanasak; SHIMOYAMA, Atsushi; YUASA, Hideya;

OHKUBO, Akihiro

2J6-57 脱ワトソン・クリックの核酸化学(5)：分子動力学法による
DNAと分子イオンの結合様式の微視的解析（甲南大 FIBER）○中野
美紀・建石寿枝・田中成典・杉本直己

2J6-58 脱ワトソン・クリックの核酸化学 (13): 様々な二次構造を形成し
た DNA とグラフェン酸化物の吸着挙動の速度論的解析（甲南大
FIRST・甲南大 FIBER）○上田侑美・造住有輝・杉本直己・三好大輔

3月28日午前

核酸

座長 武岡 真司（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3J6-01, 3J6-02, 3J6-03, 3J6-04,

3J6-05）
3J6-01 DNA-PEG-DNAトリブロック体を用いた K＋応答性ヒドロゲル
の調製（関西大化学生命工）○田中静磨・福島和季・若林建汰・葛谷
明紀・大矢裕一

3J6-02 DNA-PEG-DNAトリブロック体をマクロモノマーとする pH応
答性ゲルの開発（関西大化学生命工）○福島和季・田中静磨・若林建
汰・葛谷明紀・大矢裕一

3J6-03 脱ワトソン・クリックの核酸化学 (3):グアニン四重鎖に結合す
る環状ナフタレンジアミドを用いた転写制御（甲南大 FIBER）○建石
寿枝・江崎有吾・佐藤しのぶ・竹中繁織・杉本直己

3J6-04 Nucleic Acids Chemistry beyond the Watson-Crick Double Helix (4):

Interaction of nucleolin with DNA and RNA G-quadruplexes（FIBER,

Konan Univ.）○PRAMANIK, Smritimoy; TATEISHI, Hisae;

TAKAHASHI, Shuntaro; NAOKI, Sugimoto

3J6-05* シクログアノシンの四重鎖構造での影響（宮崎大医）○石塚
匠・徐 岩
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座長 徐 岩（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3J6-08, 3J6-10, 3J6-12）
3J6-08* 核酸結合タンパク質 TAF15のグアニン四重鎖結合性（静岡大
学大学院理学研究科）○髙濵謙太朗・奥島彩子・大吉崇文

3J6-10* 新規 RNA G-quadruplex 結合化合物の開発及び利用（京大
iCeMS）○勝田陽介・佐藤慎一・上杉志成

3J6-12* 内在性 mRNA 細胞内動態の新規イメージング法（京大
iCeMS）○佐藤慎一・勝田陽介・渡邊瑞貴・上杉志成

座長 葛谷 明紀（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3J6-15, 3J6-16, 3J6-17, 3J6-19,

3J6-20）
3J6-15 マラカイトグリーンコポリマーへの光照射によるグアニン四重

鎖形成（奈良高専物質工）西本徳子○宇田亮子
3J6-16 d(TTAGGGT)からなる四重鎖 DNAとヘムの複合体の構造解析

（筑波大院数理物質）○木下真志・清水春那・太 虎林・齊藤香織・
柴田友和・山本泰彦

3J6-17* 強固に二重鎖形成が可能な DAD/ADA および ADD/DDA 型水
素結合を持つ非天然塩基対からなる天然 DNA 類似構造体の構築（富
山大院医学薬学教育）○白土 渉・千葉順哉・井上将彦

3J6-19 精密分子設計を施したC-ヌクレオシド導入型キメラ DNA の酵
素的連結（富山大院薬）○小田裕太朗・黒崎史大・白土 渉・千葉順
哉・井上将彦

3J6-20 架橋反応性 7-デアザ-6-ビニルグアノシン誘導体の合成とその反
応性評価（東北大多元研）○阿部友亮・山田 研・永次 史・井田裕
太・草野修平

3月28日午後

座長 井上 将彦（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （3J6-28, 3J6-30, 3J6-32）
3J6-28* 天然核酸と安定な二重鎖を形成する新規非環状型人工核酸の設
計（名大院工）○村山恵司・樫田 啓・浅沼浩之

3J6-30* 5-ヒドロキシウラシル塩基の金属錯体形成に基づく DNA二重
鎖の熱的安定性の制御（東大院理）○西山康太郎・竹澤悠典・塩谷光
彦

3J6-32* 電荷移動相互作用を利用した疑似塩基対の開発および人工二重
鎖形成（名大院工・名大院工）○土居哲也・榊原拓海・樫田 啓・浅
沼浩之

座長 篠塚 和夫（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （3J6-35, 3J6-36, 3J6-37, 3J6-39,

3J6-40）
3J6-35 光応答性 DNAの二重鎖形成および解離反応の時間分解検出

（京大院理）○中曽根祐介・大威英晃・神谷由紀子・浅沼浩之・寺嶋
正秀

3J6-36 光応答性α-ハロアルデヒドを導入したアンチセンス核酸の細
胞内活性評価（京工繊大院工芸）杉原悠太○中田有紀・山吉麻子・村
上 章・小堀哲生

3J6-37* 光応答性 α-ハロアルデヒドを鎖中に導入したアンチセンス核
酸の開発と架橋特性評価（京工繊大院工芸）○杉原悠太・中田有紀・
山吉麻子・村上 章・小堀哲生

3J6-39 5-ブロモウラシルを含む DNA中でのウラシルラジカル生成部
位の特定（京大院理）○橋谷文貴・杉山 弘

3J6-40 キラル酸活性化剤を用いるジヌクレオシドホスホロチオエート
の立体選択的合成（岐阜大工）○小里建喬・岡 夏央・安藤香織

座長 小堀 哲生（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （3J6-42, 3J6-43, 3J6-44, 3J6-45,

3J6-46, 3J6-47）
3J6-42 チオカルボニル基を有する三重鎖形成核酸の合成と性質（東工
大院生命理工）○宮内幸一郎・下山敦史・湯浅英哉・大窪章寛

3J6-43 ジチオアセタール結合をもつ修飾 DNAの合成と性質（群馬大
院理工）○関根満明・森口朋尚・篠塚和夫

3J6-44 C-5位にグアニジノ基をもったデオキシウリジンを含む新規修
飾 DNAの開発（群馬大院理工）○堀口結加・山田圭一・奥 浩之・森
口朋尚・篠塚和夫

3J6-45 5´アミノグアノシンを分岐部位に導入した 2´-5´修飾分岐
RNA の合成と性質（東工大生命理工・マギル大学化学科）田胡信
広○北川 諒・Katolik Adam・Clark Nathaniel・Montemayor Eric・
Hart John・正木慶昭・金森功吏・関根光雄・清尾康志・Damha

Masad

3J6-46 C5位トリスアミン修飾 2’-OMeウリジンを含む DNAの性質
と遺伝子発現制御（群馬大院理工）○小堀政一郎・奥 浩之・山田圭
一・森口朋尚・井上裕介・篠塚和夫

3J6-47 両親媒性 DNAの二次構造形成と脂質膜への結合評価（阪大産
研）○山口颯人・松崎晃一・真喜志紳吾・堂野主税・中谷和彦

座長 堂野 主税（17：00～17：40）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （3J6-49, 3J6-51, 3J6-52）
3J6-49* Induction of an Artificial DNA Three-way Junction Structure

Triggered by Metal Complexation（Grad. Sch. Sci., The Univ. of Tokyo）
○TAKEZAWA, Yusuke; YONEDA, Shuhei; SHIONOYA, Mitsuhiko

3J6-51 光延反応を用いた N-グリコシド化によるヌクレオシド合成法
の検討（東工大院生命理工）徳川宗史○金子和平・金森功吏・正木慶

昭・関根光雄・清尾康志
3J6-52 2´- O-メチルカルバモイルエチル修飾 2-チオリボチミジンの合

成と性質（東工大院生命理工）○山本恵士・正木慶昭・石井陽大・印
出健志・金森功吏・清尾康志・関根光雄

3月29日午前

核酸

座長 森井 孝（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （4J6-01, 4J6-03, 4J6-04, 4J6-05）
4J6-01* The mechanism of DNA demethylation by Tet protein（Kyoto Univ.

Graduate School of Science）○KIZAKI, Seiichiro; SUZUKI, Yuki;

CHANDRAN, Anandhakumar; HAN, Yongwoon; ENDO, Masayuki;

HARADA, Yoshie; SUGIYAMA, Hiroshi

4J6-03 電気化学的ハイブリダイゼーションアッセイによる口腔疾患の
hTERT遺伝子メチレーション解析（九工大院工）原口和也・佐伯俊
郎○佐藤しのぶ・冨永和宏・竹中繁織

4J6-04 β-シクロデキストリンを有するフェロセン化ナフタレンジイ
ミドと DNA 修飾電極とを用いた電気化学的遺伝子検出（九工大院
工）○矢川紗織・佐藤しのぶ・竹中繁織

4J6-05* Duallozyme:二つの異なるコファクターに応答するアロステリッ
クリボザイムの創製（東大院理・東北大院薬）○栗山光博・沼崎拓
海・根東義則・加藤義雄・田中好幸

座長 竹澤 悠典（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （4J6-08, 4J6-09, 4J6-10, 4J6-12,

4J6-13）
4J6-08 活性化部位の制御による DNAハイブリッド触媒の開発（京大
院理）○岡村和泉・朴 昭映・杉山 弘

4J6-09 DNA 金属酵素の開発と不斉ディールス・アルダー反応への応
用（京大院理）○朴 昭映・岡村和泉・杉山 弘

4J6-10* 触媒分子を導入したリボヌクレオペプチドライブラリーの活性
スクリーニング（京大エネ研）○田村友樹・有山健太・仲野 瞬・森
井 孝

4J6-12 亜鉛(II)錯体を導入したリボヌクレオペプチドのエステル加水
分解活性評価（京大エネ研）○有山健太・田村友樹・仲野 瞬・森井
孝

4J6-13 Stimuli-responsive DNA splicing through global conformational

change（Grad. Sch. Sci. Technol., Kumamoto Univ.; CREST, JST）
○IHARA, Toshihiro; OHURA, Hiroyuki; KODANI, Hidenaga; URATA,

Shoma; KITAMURA, Yusuke

座長 井原 敏博（11：20～11：40）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （4J6-15, 4J6-16）
4J6-15 3’-水酸基が保護されたヌクレオシド 5’-トリリン酸誘導体の合成
と性質（東工大生命理工）○田中宏朋・下山敦史・湯浅英哉・大窪章
寛

4J6-16 細胞内還元条件で脱保護される保護基の開発とプロオリゴヌク
レオチドへの展開（神奈川大工）○實吉尚郎・池谷浩一・近藤一彦・
日吉祐貴・岡本 到・小野 晶

J7 会場
薬学部-5 号館 541 教室

ケミカルバイオロジー

3月26日午前

座長 深瀬 浩一（10：30～11：30）
※ PC接続時間 10：20～10：30 （1J7-10）
1J7-10 学術賞受賞講演 細菌感染症克服にむけた化学生物学研究（東
北大院生命科学）○有本博一

座長 一刀 かおり（11：40～12：20）
※ PC接続時間 11：30～11：40 （1J7-17, 1J7-18, 1J7-19, 1J7-20）
1J7-17 2 種フォトアフィニティーラベリング法を用いた糖鎖結合タン
パク質の探索（東農工大院工）○小澤慎平・櫻井香里・石川英明

1J7-18 ルミノール誘導体を用いた鉄触媒存在下での Tyr残基特異的タ
ンパク質ラベル化反応（東工大資源研）○中村公亮・佐藤伸一・中村
浩之

1J7-19 嵩高い合成保護基によるタンパク質の機能制御（東大工・東大
先端研）○堅田淑伽・山口哲志・塩田英史・岡本晃充

1J7-20 DOTA-M8リガンドを用いた蛋白質の常磁性 NMR 研究（理研
袖岡有機合成化学研究室・理研 CSRS・理研 QBiC・首都大院理工）
○彦根佑哉・猪股晃介・鴨志田 一・飯沼純弥・平井 剛・袖岡幹
子・三島正規・伊藤 隆
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3月26日午後

座長 吉村 英哲（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1J7-28, 1J7-29, 1J7-30, 1J7-31,

1J7-32）
1J7-28 蛍光タンパク質とビオチンリガーゼの融合体を蛍光プローブと
して利用した細胞内タンパク質のラベル化技術の開発（九工大院情報
工）西 彩里・山本千裕○末田慎二

1J7-29 時間分解型 FRETに基づく CXCR4リガンドの高感度蛍光アッ
セイ法の開発（東医歯大生材研）○武富昇平・野村 渉・玉村啓和

1J7-30 ヒドロキシアパタイト結合能を有する pH 感受性赤色蛍光プ
ローブの開発（阪大院工）○前田拓樹・小和田俊行・菊地和也

1J7-31 LDSP化学によるタンパク質ラベリング（1）生細胞系での標的

タンパク質の拡張（京大院工・JST CREST）○西川雄貴・増田真理

恵・松尾和哉・浜地 格
1J7-32* Protein labeling using LDSP chemistry: Reactivity tuning for rapid

labeling（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.; CREST, JST）○MASUDA, Marie;

MATSUO, Kazuya; NISHIKAWA, Yuki; HAMACHI, Itaru

座長 木越 英夫（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1J7-35）
1J7-35 学術賞受賞講演 糖質および抗生物質の合成と生体機能光制御
分子の創製に関する研究（慶大理工）○戸嶋一敦

座長 近藤 輝幸（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1J7-42, 1J7-43, 1J7-44, 1J7-46）
1J7-42 高感度 NMR分子センサーへの挑戦 (1): 核偏極 NMR分子セン
サーの長寿命化に向けた分子構造の探索（東大院工・JST CREST）
○今倉悠貴・野中 洋・山東信介

1J7-43 高感度 NMR分子センサーへの挑戦 (2) : 長時間計測を可能にす
る核偏極 NMR分子センサー（九大院工・東大院工・JST CREST）
○平野雅士・野中 洋・西原達哉・山東信介

1J7-44* 高感度 NMR分子センサーへの挑戦 (3): 多様な核偏極 NMR分
子センサーを実現する分子設計指針の提案（九大院工・東大院工・JST

CREST）○西原達哉・野中 洋・亀山 裕・山東信介
1J7-46* 神経シナプスの化学生物学（3）抑制性神経伝達物質 GABA受
容体のケミカルラベル（京大院工・JST CREST）○山浦 圭・清中茂
樹・浜地 格

座長 山東 信介（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1J7-49, 1J7-51, 1J7-52, 1J7-53,

1J7-54）
1J7-49* A novel conditional protein labeling method(1):Zinc ion responsive

focused proteome analysis in live cell（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.; CREST,

JST）○MIKI, Takayuki; AWA, Masashi; KIYONAKA, Shigeki;

HAMACHI, Itaru

1J7-51 環境依存型タンパク質ラベル化の新手法(2)：亜鉛イオンに対す
る親和性・反応性の調整（京大工・京大院工・JST CREST）○李
伸・三木卓幸・阿波 諒・清中茂樹・浜地 格

1J7-52 高効率二光子励起発光特性とミトコンドリア膜電位モニター機
能をもつナフタレン誘導体（山口大理）○守友博紀・藤木祥平・斎藤
貴子・持田修平・富永 亮・杉原寛之・鈴木康孝・谷 誠治・川俣
純

1J7-53 新規 DNA染色非対称シアニン色素の合成及び物性評価（名大
院理・名大WPI-ITbM）○宇野何岸・伊藤英人・佐々木妙子・佐藤良
勝・佐々木成江・東山哲也・伊丹健一郎

1J7-54 Synthesis of Exciton-Controlled Hybridization-Sensitive Fluorescent

RNA probes for Monitoring of Active RNA states（Grad. Sch. Eng., The

Univ. of Tokyo; RCAST, The Univ. of Tokyo）○GUO, Lihao; OKAMOTO,

Akimitsu

3月27日午後

座長 萩原 伸也（12：40～13：40）
※ PC接続時間 12：30～12：40 （2J7-23, 2J7-24, 2J7-25, 2J7-26,

2J7-27, 2J7-28）
2J7-23 単一細胞操作を志向した光応答性セルタブレットの開発（東大

工・東大先端研）○高木理沙・山口哲志・榊原昇一・田端和仁・飯野
亮太・野地博行・岡本晃充

2J7-24 オリゴ dTの核移行についての検討（東大院工・東大先端研）
○北川 舞・岡本晃充

2J7-25 DNA 配列解析法と酸化反応を用いた 5-ヒドロキシメチルシト
シン特異的検出法の開発（東大先端研・東大院工）○神山健太・林
剛介・岡本晃充

2J7-26 マウス血中に存在する内因性 COの選択的除去とそれによる遺
伝子発現の変化（同志社大理工）○峯岸彩夏・勇村亞希・北岸宏亮・
根木 滋・杉浦幸雄・加納航治

2J7-27 細胞機能の遠隔光制御を指向した多孔性シリカナノ粒子の活用
（京大院工）○中村拓馬・伊藤健雄・田邉一仁

2J7-28 人工遺伝子スイッチによるヒト多能性幹細胞の分化誘導制御の
検討（京大院理）○谷口純一・佐土井達也・NAMASIVAYAM

Ganesh Pandian・佐藤慎祐・板東俊和・杉山 弘

座長 北 将樹（13：50～14：50）
※ PC接続時間 13：40～13：50 （2J7-30, 2J7-31, 2J7-32, 2J7-33,

2J7-34, 2J7-35）
2J7-30 ヒストンテールを選択的に認識するカリックスアレーンホスト
分子の合成（広島大理）○加治木泰範・栃尾尚哉・上脇隼一・楯 真
一・灰野岳晴

2J7-31 Therapeutic in vivo synthetic chemistry based on unusual reactivity of

propargylic esters（RIKEN Biofunctional Synthetic Chemistry）○VONG,

Kenward; TANAKA, Katsunori

2J7-32 メカニカルストレス応答性結合によって化学架橋したヒドロゲ
ルの合成と特性（東大院工・東大先端研）○東 昂太郎・山口哲志・
岡本晃充

2J7-33 光応答性表面を用いた細胞膜フラグメントの微細パターニング
（東大先端研・東大工）○三澤龍志・山口哲志・山平真也・長棟輝
行・岡本晃充

2J7-34 哺乳類時計タンパク質に作用する生物時計制御分子の構造活性
相関研究（名大院理・名大WPI-ITbM）○大島 豪・山中衣織・武藤
慶・川邑里佳・山口潤一郎・大川（西脇）妙子・廣田 毅・KAY

Steve A.・吉村 崇・伊丹健一郎
2J7-35 シリル化フェニルアラニンの合成と放射性臭素による標識化

（群馬大院理工）○渡邊早貴・渡辺茂樹・山田圭一・奥 浩之・森口
朋尚・石岡典子・篠塚和夫

座長 高岡 洋輔（15：00～16：00）
※ PC接続時間 14：50～15：00 （2J7-37, 2J7-39, 2J7-41）
2J7-37* 局在分子設計と蛋白質工学による新規蛋白質局在制御システム
の開発（長岡技科大工工学研究科生物系）沖 超二○中村彰伸・石田
学・石川瑛介・桑田啓子・浜地 格・築地真也

2J7-39* 超分子タンパク質を用いた細胞内光刺激 COガスシグナリング
（東工大院生命理工）○藤田健太・庄 剛矢・尾関修一・安部 聡・
上野隆史

2J7-41* ATPに応答して酵素活性を制御するモレキュラーグルー（東大
院工）○大黒 耕・佐々木みず葵・相田卓三

座長 築地 真也（16：10～17：10）
※ PC接続時間 16：00～16：10 （2J7-44, 2J7-45, 2J7-46, 2J7-47,

2J7-48, 2J7-49）
2J7-44 グラジオビアニン Aと微小管の相互作用解析研究（筑波大院数

理物質・筑波大院生命環境・岡山大院自然）○塩田秀也・知念拓実・
臼井健郎・早川一郎・木越英夫

2J7-45 PKCリガンド結合評価法の高感度化の探索（東医歯大生材研）
大橋南美○東 鷹美・野村 渉・玉村啓和

2J7-46 プロテインキナーゼ C をモデルタンパク質に用いた FRET型リ
ガンド結合評価法の開発（東医歯大生材研）○大橋南美・野村 渉・
玉村啓和

2J7-47 植物毒素コロナチンの気孔開口誘導メカニズム解明を目指した
新規分子プローブの開発（東北大院理）○岩下利基・田下 諒・高岡
洋輔・鈴木健史・江越脩祐・樫本直樹・石丸泰寛・上田 実

2J7-48 植物就眠物質ジャスモン酸グルコシドにおける糖部位の重要性
（東北大院理）○糠塚祐希・楊 剛強・石丸泰寛・田村 理・真鍋良
幸・上田 実

2J7-49 抗癌活性サポニン OSW-1を基盤としたフォトアフィニティー
プローブの合成と活性評価（東農工大院工）○山田里佳・櫻井香里

3月28日午前

座長 山越 博幸（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3J7-01, 3J7-03, 3J7-04, 3J7-05,

3J7-06）
3J7-01* Protein-responsive nano probe (1): Mechanism of internalization and

intracellular protein imaging（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.）○YOSHII,

Tatsuyuki; MIZUSAWA, Keigo; TAKAOKA, Yousuke; HAMACHI, Itaru

3J7-03 蛋白質応答性ナノプローブ(2): 細胞内ヒートショック蛋白質
(HSP90)イメージング（京大工）○池田燎亮・吉井達之・高岡洋輔・浜
地 格

3J7-04 光親和性蛍光プローブを用いたアプリロニン Aの標的タンパク
質における結合位置解析（筑波大院数理物質）○土屋幸太・山岸航
大・平山裕一郎・瀬口由宇・北 将樹・木越英夫

3J7-05 遺伝学的手法を用いたアプリロニン Aのチューブリンにおける
結合位置に関する研究（筑波大院数理物質・筑波大院生命環境）○山
岸航大・土屋幸太・知念拓実・臼井健郎・北 将樹・木越英夫

3J7-06 アクロレインによる生体内での 8 員環化合物の生成とその酸化
ストレスマーカーへの変換（理研生体機能合成化学・阪大院理・カザ
ン大アレクサンドルブトレーロフ研究所・JSTさきがけ）○高松正
之・深瀬浩一・田中克典

座長 高岡 洋輔（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3J7-08, 3J7-09, 3J7-10, 3J7-11,

3J7-12, 3J7-13）
3J7-08 脂質代謝を制御する天然物 yoshinone A（神奈川大理）○川添嘉
徳・上村大輔・末永聖武・大野 修・岩崎有紘

3J7-09 くしゃみ反射を司る受容体探索のためのグラヤノトキシンプ
ローブの合成（慶大理工）○生形優典・伊藤 卓・秋吉佑磨・井上大
樹・中田雅也・犀川陽子

3J7-10 環状 KLVFFペプチドを利用したアミロイドβの凝集阻害研究
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（東大院薬）○城野柳人・新井唯正・相馬洋平・金井 求
3J7-11 6π-アザ電子環状反応による生細胞表面の汎用的なワンポット

蛍光ラベル化（理研田中生体機能合成化学研究室・カザン大アレクサ
ンドルブトレーロフ研究所・JSTさきがけ）○小椋章弘・田中克典

3J7-12 表面プラズモン共鳴法を用いたバンコマイシンダイマーと黄色
ブドウ球菌 PBP2との親和性評価（東北大院生命科学）○畠山あり
さ・一刀かおり・湯原香江・有本博一

3J7-13 STD-NMRによるバンコマイシンダイマーと黄色ブドウ球菌
PBP2との相互作用解析（東北大院生命科学）○一刀かおり・坂倉正
義・蒲生恵三・湯原香江・高橋栄夫・有本博一

座長 田中 克典（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3J7-15, 3J7-17, 3J7-19）
3J7-15* アルキンタグラマンイメージングを利用した低分子化合物の生
細胞観察（JST ERATO・理研・JST CREST・阪大院工）○山越博幸・
闐闐孝介・Palonpon Almar・安藤 潤・岡田昌也・河田 聡・藤田克
昌・袖岡幹子

3J7-17* 4,4’-メチレンビスアニリン類の高効率合成に基づく非対称 Si

ローダミン蛍光色素ライブラリーの開発（東大院薬・東大院医・東大
OCDD・JST CREST・JST研究加速課題）○鏡味 優・花岡健二郎・長

野哲雄・浦野泰照
3J7-19* 生体内フリーラジカルの検出を目的とした新規ホタルルシフェ
リンアナログの開発（慶大院理工）○井岡秀二・斉藤 毅・岩野
智・牧 昌次郎・丹羽治樹・西山 繁・井本正哉

J8 会場
薬学部-5 号館 542 教室

ケミカルバイオロジー

3月26日午前

座長 高橋 大介（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （1J8-08, 1J8-09, 1J8-10, 1J8-11,

1J8-13）
1J8-08 赤色発光を示すホスファフルオレセイン色素の開発と細胞イ
メージングへの応用（名大院理・名大WPI-ITbM）○須田真司・深澤

愛子・多喜正泰・佐藤良勝・東山哲也・山口茂弘
1J8-09 プテリン誘導体による新規プロテアーゼ活性検出蛍光プローブ
の開発（長浜バイオ大学大学院）○松本美奈子・河合 靖

1J8-10 三重共鳴 NMRを用いたがん低酸素モニタリング: 低酸素細胞
を標的とする安定同位元素ラベル化ホスホリルコリンプローブの合成
（京大院工・京大学際セ C-PiER）○鈴木祐貴・山田久嗣・木村
祐・田邉一仁・孫 安生・杤尾豪人・白川昌宏・年光昭夫・青山安
宏・近藤輝幸

1J8-11* Chemical Biology of Neuronal Synapses (1) Dynamics of the

ionotropic glutamate receptors endogenously expressed in neurons.（Grad.

Sch. Eng., Kyoto Univ.; CREST, JST）○KIYONAKA, Shigeki;

WAKAYAMA, Sho; KOMATSU, Kazuhiro; HAMACHI, Itaru

1J8-13 神経シナプスの化学生物学（2）代謝型グルタミン酸受容体の
サブタイプ特異的なケミカルラベル（京大院工・JST CREST）○奥野
恭兵・若山 翔・清中茂樹・浜地 格

座長 河合 靖（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （1J8-15, 1J8-16, 1J8-17, 1J8-18,

1J8-19, 1J8-20）
1J8-15 機能性分子プローブの開発(1) : ヒスタミンを可視化する蛍光セ
ンサー（九大院薬）○押川祐二・王子田彰夫

1J8-16 機能性分子プローブの開発(2):小分子の細胞内導入を促進する
Traceless Tag（九大院薬）○青山恵梨子・押川祐二・王子田彰夫

1J8-17 ノロウイルス関連タンパク VP1を光分解するアントラキノン‐
H抗原糖鎖ハイブリッドの創製（慶大理工）○志村拓海・大久保聡
太・上野晴菜・高橋大介・戸嶋一敦

1J8-18 アントラキノン‐ハルミンハイブリッドによるアルツハイマー
病関連タンパク DYRK1Aの選択的光分解（慶大理工）○奥山真衣・増
田奏衣・高橋大介・戸嶋一敦

1J8-19 刺激応答型 PEGylation法を用いたタンパク質の安定化（東大院
工・東大先端研）○塩田英史・山口哲志・岡本晃充

1J8-20 Construction of a facile and practical assay platform for developing

effective protein stabilizers（Grad. Sch. Sci., Osaka Univ.）○CHEN, Siyu;

MANABE, Yoshiyuki; MINAMOTO, Naoya; SAIKI, Naoka; FUKASE,

Koichi

3月26日午後

座長 平井 剛（13：30～14：30）
※ PC接続時間 13：20～13：30 （1J8-28, 1J8-29, 1J8-30, 1J8-31）
1J8-28 High-throughput screening of fucosyltransferase 8 inhibitors and study

for inhibitory mechanism of the hit compound（Grad. Sch. Sci., Osaka

Univ.）○YANG, Xiaoxiao; MANABE, Yoshiyuki; KASAHARA, Satomi;

TAKAMATSU, Shinji; MIYOSHI, Eiji; FUKASE, Koichi

1J8-29 細胞内でのタンパク質機能制御を実現する接着性光スイッチの
開発（東大院工）○茂垣里奈・大黒 耕・相田卓三

1J8-30 プロテオミクス解析を指向した酸化反応による翻訳後修飾ヒド
ロキシリシンの濃縮法の開発（東大工・東大先端研）○石橋真帆・林
剛介・岡本晃充

1J8-31 若い世代の特別講演会 自己集合性ケミカルナノプローブに
よる細胞内タンパク質ラベリングとセンシング（東北大院理）○高岡
洋輔

座長 五月女 宜裕（14：40～15：40）
※ PC接続時間 14：30～14：40 （1J8-35, 1J8-37, 1J8-39, 1J8-40）
1J8-35* Single molecule imaging of TERRA in living cells（Grad. Sch. Sci.,

The Univ. of Tokyo）○YAMADA, Toshimichi; YOSHIMURA, Hideaki;

HATTORI, Mitsuru; OZAWA, Takeaki

1J8-37* On-Cell Coordination Chemistry (1): Allosteric Regulation of Iono-

tropic Glutamate Receptors (iGluRs) mediated by Pd complexes（Grad. Sch.

Eng., Kyoto Univ.; CREST, JST）○KUBOTA, Ryou; KIYONAKA,

Shigeki; HAMACHI, Itaru

1J8-39 細胞表層配位化学(2)：iGluRのアロステリック制御における金
属錯体依存性（京大工学研究科・JST CREST）○野村 航・道友紀
子・窪田 亮・清中茂樹・浜地 格

1J8-40 細胞表層配位化学(3) : 代謝型グルタミン酸受容体(mGluR)の Pd

錯体による特異的活性化（京大院工・JST CREST）○道友紀子・窪
田 亮・HANPANICH ORAKAN・清中茂樹・浜地 格

座長 小澤 岳昌（15：50～16：50）
※ PC接続時間 15：40～15：50 （1J8-42, 1J8-44, 1J8-46, 1J8-47）
1J8-42* Diazirine Photocrosslinking Recruits Activated FTO Demethylase

Complexes for Specific N6-methyladenosine Recognition（RCAST, The Univ.

of Tokyo）○JEONG, Hyun Seok; OKAMOTO, Akimitsu

1J8-44* タンパク質ラベル化の化学（1）：タンパク質特異的ラベル化
法の電子顕微鏡イメージングへの応用（九大院薬）○田畑栄一・城戸
宗継・渕田大和・重本隆一・浜地 格・王子田彰夫

1J8-46 タンパク質ラベル化の化学（2）：分子内ジスルフィド形成型
His-tagの反応性評価（九大院薬）○冷 峭・高平育子・田畑栄一・浜
地 格・王子田彰夫

1J8-47 タンパク質ラベル化の化学 (3) : タンパク質不可逆阻害のための
反応性基の開発（九大院薬）○渕田大和・進藤直哉・田畑栄一・三浦
千鶴・岡本 恵・渡 公佑・小野眞弓・王子田彰夫

座長 高橋 大介（17：00～18：00）
※ PC接続時間 16：50～17：00 （1J8-49, 1J8-51, 1J8-52, 1J8-53,

1J8-54）
1J8-49* Novel organelle-selective proteomic method using a set of subcellular

localizable reactive small molecules（Grad. Sch. Eng., Kyoto Univ.; CREST,

JST; Nagaoka Univ. of Tech.; WPI-ITbM, Nagoya Univ.）○YASUEDA,

Yuki; TAMURA, Tomonori; KUWATA, Keiko; KIYONAKA, Shigeki;

TSUKIJI, Shinya; HAMACHI, Itaru

1J8-51 蛍光 OFF/ON比を向上させた長波長 PYPタグ標識プローブの
開発（阪大院工）○平山真也・堀 雄一郎・菊地和也

1J8-52 Redesign of PYP-tag probes for fluorogenic protein labeling（Grad.

Sch. Eng., Osaka Univ.）○BENEDEK, Zsolt; HORI, Yuichiro;

HIRAYAMA, Shinya; KIKUCHI, Kazuya

1J8-53 PYPタグと環境応答性発蛍光プローブを利用した蛋白質イメー
ジング（阪大院工）○山口こさと・堀 雄一郎・菊地和也

1J8-54 bisebromoamideのビオチン導入プローブの合成と標的生体分子
の解析（慶大理工）○藤倉俊介・大野 修・末永聖武

3月27日午後

座長 岩岡 道夫（12：40～13：40）
※ PC接続時間 12：30～12：40 （2J8-23, 2J8-24, 2J8-25, 2J8-26,

2J8-27, 2J8-28）
2J8-23 ピリジルピロールを骨格とする新規な蛍光プローブの合成（宇
都宮大院工）大庭 亨○小堺昂平・伊藤智志

2J8-24 細胞内局所的な酸素濃度変動の可視化に向けたりん光発光性ル
テニウム錯体の機能化（京大院工）○原 大貴・孫 安生・田邉一仁

2J8-25 ヒストンリジンデメチラーゼの活性を検出する新規蛍光プロー
ブの開発（阪大院工）○田尾知美・堀 雄一郎・馬場玲輔・菊地和也

2J8-26 単一細胞における 5-メチルシトシン検出のための FISH法の高
感度化（東大院工・東大先端研）○一宇杏里・林 剛介・岡本晃充

2J8-27 酵素活性検出を目的とした19F MRIナノプローブの開発（阪大
院工・阪大フロンティア研）○赤澤一樹・杉原文徳・中村竜也・吉岡
芳親・水上 進・菊地和也

2J8-28 複数タグ結合型ケージドドーパミンの設計と合成（東邦大理）
○筧 和之・鈴木商信・古田寿昭

座長 田中 克典（13：50～14：50）
※ PC接続時間 13：40～13：50 （2J8-30, 2J8-31, 2J8-32, 2J8-33,

2J8-34, 2J8-35）
2J8-30 化学反応で活性化するアルキンタグを用いた生体分子の可視化

（東大院工）○浦 愛美・山口哲志・岡本晃充
2J8-31 PEG 鎖を導入したキラルデンドリマートリアミン配位 Gd-MRI

造影剤の合成と機能評価（京大院工・京大学際セ・京大院情報・京大
化研）○三宅由花・木村 祐・松田哲也・今井宏彦・年光昭夫・近藤
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輝幸
2J8-32 RNAの高次構造に結合する蛍光性 DNAプローブの設計（東大
院工・東大先端研）○辻 小夜可・岡本晃充

2J8-33 In Vivo 光音響イメージングのための生体適合性ホスホリルコリ
ンポリマープローブの合成と機能評価（京大院工・京大学際セ C-

PiER）○松本夏季・山田久嗣・木村 祐・年光昭夫・青山安宏・近藤
輝幸

2J8-34 近赤外色素を結合したヒアルロン酸誘導体を用いる光音響腫瘍

イメージング（京大院工・キヤノン）○井上達広・三木康嗣・松岡秀
樹・山内文生・矢野哲哉・大江浩一

2J8-35 ターンオン型コレステロールプローブの脂質二分子膜上でのラ
マンイメージング（東大院工・東大先端研）○松下 卓・山口哲志・
徳永京也・小関泰之・岡本晃充

座長 一刀 かおり（15：00～16：00）
※ PC接続時間 14：50～15：00 （2J8-37, 2J8-38, 2J8-39, 2J8-40,

2J8-41, 2J8-42）
2J8-37 光活性化可能なラマンイメージングプローブの開発（東大院

工）○浦野 航・山口哲志・岡本晃充
2J8-38 細胞内局所のMg2+動態を可視化するための蛍光プローブの開

発（阪大院工）○松井勇輔・水上 進・船戸洋佑・三木裕明・菊地和

也
2J8-39 特定のタンパク質近傍の pH 環境を可視化する蛍光プローブの

開発（阪大工）○鈴木駿佑・山縣勇介・水上 進・菊地和也
2J8-40 機能性分子プローブの開発(3)：AMコンタクトによる硫化水素
の蛍光レシオイメージング（九大院薬）○川越亮介・高嶋一平・王子
田彰夫

2J8-41 機能性分子プローブの開発(4): AMコンタクトによる亜鉛イオ
ンの蛍光レシオ検出（九大院薬）○鐘ヶ江杏菜・髙嶋一平・王子田彰
夫

2J8-42 ニトロイミダゾール基を表面にもつ金ナノロッドによるがんの
光音響イメージング（京大工）○景山 季・孫 安生・田邊一仁

座長 田畑 栄一（16：10～17：10）
※ PC接続時間 16：00～16：10 （2J8-44, 2J8-45, 2J8-46, 2J8-47,

2J8-48, 2J8-49）
2J8-44 細胞内 RNAを検出する核酸プローブの局在制御（東大院工）

○梁瀬将史・林 剛介・武田勝也・王 丹・岡本晃充
2J8-45 生体内合成化学治療への戦略：酸化ストレス条件下での還元反
応の開発（理研生体機能合成化学・早大院先進理工・カザン大アレク
サンドルブトレーロフ研究所・JSTさきがけ）○坪倉一輝・中尾洋
一・田中克典

2J8-46 グルタチオンペルオキシダーゼ活性中心を模倣したセレノペプ
チドの分子設計（東海大理）○馬部菜月・鈴木智樹・岩岡道夫

2J8-47 グルタチオンペルキシダーゼ活性中心を模倣したセレノペプチ
ドの化学合成（東海大理）○下平伸吾・武居俊樹・北條裕信・岩岡道
夫

2J8-48 ナフタレンエンドパーオキサイドからの一重項酸素発生を活用
した化学発光システムの開発（京大院工）○梅原由衣・田邉一仁

2J8-49 エピゲノム修飾タンパク質の捕捉を指向した機能性ヒストン誘
導体の合成（東大先端研）○竹中芽衣・岡本晃充

座長 大庭 亨（17：20～18：10）
※ PC接続時間 17：10～17：20 （2J8-51, 2J8-52, 2J8-53, 2J8-54,

2J8-55）
2J8-51 エピジェネティクス研究を指向したヒストン H2Bの化学合成

（東大院工）○榊原大輔・林 剛介・岡本晃充
2J8-52 エピジェネティクス研究に向けたリンカーヒストン H1の化学

的合成（東大院工）○坂元亮介・林 剛介・岡本晃充
2J8-53 Synthesis of Sugar-Au composite nanoparticles on the basis of sugar

cluster effect (IV) ～Biological evalution of the nanoparticles on sugar cluster

effect～（Fac. Eng., Saitama Univ.）○SAKAMOTO, Takeru; KOYAMA,

Tetsuo; HATANO, Ken; MATSUOKA, Koji

2J8-54 人工プロモータによる人工細胞の制御法の開発（物材機構
MANA）○小松広和・路川理子・中西 淳・川上亘作・中西和嘉・ヒ
ル ジョナサン・有賀克彦

2J8-55 化学プローブを用いた 8-nitro-cGMPの標的タンパク質探索（東
北大院生命科学）○橋本龍太・高橋永利子・高橋大輝・斎藤洋平・伊
藤千秋・一刀かおり・有本博一

3月28日午前

座長 鬼塚 和光（9：00 ～10：00）
※ PC接続時間 8：50～9：00 （3J8-01, 3J8-03, 3J8-05, 3J8-06）
3J8-01* Far-red fluorescence detection of intracellular singlet oxygen during

photodynamic therapy（ISIR, Osaka Univ.）○KIM, Sooyeon;

TACHIKAWA, Takashi; FUJITSUKA, Mamoru; MAJIMA, Tetsuro

3J8-03* ホウ素薬剤分布解析のための蛍光型ホウ素センサーの開発（阪
府大 21世紀科学研究機構）○服部能英・石村美紀・大田洋一郎・竹中
宏誌・切畑光統

3J8-05 ヒストン H2A の化学的合成と生細胞イメージング（東大院
工）○末岡拓馬・林 剛介・岡本晃充

3J8-06 ポリ ADPリボースの化学合成（東大院工・東大先端研）○林
恭平・岡本晃充

座長 野中 洋（10：10～11：10）
※ PC接続時間 10：00～10：10 （3J8-08, 3J8-10, 3J8-12）
3J8-08* 生細胞蛍光イメージングのための新規細胞質特異的プローブ

（北大院理）○鎌田瑠泉・田野 史・大澤 歩・工藤風樹・中馬吉

郎・難波康祐・谷野圭持・坂口和靖
3J8-10* 1000-2000nmの近赤外光を用いたバイオイメージングとそのプ
ローブ合成（理研 QBiC）○小松崎章仁・神 隆

3J8-12* リン光寿命を利用した共焦点顕微鏡下での細胞内酸素濃度イ
メージング（東工大院生命理工）○黒川宏美・伊藤栄紘・矢野重信・
井上正宏・蒲池利章

座長 川添 嘉徳（11：20～12：20）
※ PC接続時間 11：10～11：20 （3J8-15, 3J8-17, 3J8-19）
3J8-15* ポリアミン由来環化化合物によるアミロイド-β-ペプチドの線
維化抑制効果（理研田中生体機能合成化学研究室）○筒井 歩・座古
保・Bu Tong・山口芳樹・前田瑞夫・田中克典

3J8-17* 講演中止
3J8-19* 海洋産マクロリドMycalolide 類の作用機序に関する研究（筑波
大院数理物質）○米田耕三・北 将樹・木越英夫

P 会場
理工スポーツホール

3月26日午前

（10：00～11：30）

化学教育・化学史
1PA-001 JACI 理科教育支援「色に関するプログラム」（東邦大理）

○今井 泉・高橋雅人・富永健一
1PA-002 アルミ缶リサイクルから GSCの概念を小・中学生に育成する
学習プログラムの開発（東邦大理）○山内李恵・今井 泉

1PA-003 小・中学生を対象にした色に関する化学実験の開発（東邦大
理）○北野憂樹・今井 泉

1PA-004 紫カイワレ大根を用いた化学教育教材の研究（愛媛大教育）
○吉金みのり・大橋淳史

1PA-005 ヒドロキサム酸鉄(Ⅲ)法によるエステルの構造異性体の識別
（東理大院科学教育）○野神沙織・井上正之

1PA-006 アセチルサリチル酸をアセチル化剤として用いるエステルの
合成（東理大院科学教育）○藤原博之・井上正之

1PA-007 食品タンパク質の二次構造解析を含む学生実験課題の開発

（電通大実験実習支援センター）○菅 虎雄
1PA-008 電子実験書の開発に向けて －酢酸とエタノールのエステル
化－（学芸大教育）○生尾 光・吉永裕介・小川治雄

1PA-009 アルデヒドの酸化と香り教材としての可能性（茨城大教育）
山崎千穂○松川 覚

1PA-010 トルエンの段階的酸化反応を学習できる実験教材の開発（東
理大院科学教育）○島村茉莉・井上正之

1PA-011 N-クロロスクシンイミドを用いた迅速なヨウ素価測定実験
（東理大院科学教育）○小林里美・井上正之

1PA-012 大学 1年生化学実験における先端科学の紹介 IV（電通大情報
理工）○大橋一隆

1PA-013 高専における化学実験とタブレット端末を併用した授業の開

発（神戸高専）○佐藤洋俊・福本晃造・大塩愛子・服部雄一・片山
修

1PA-014 愛媛県高等学校における化学教育の現状（愛媛大教育）○神
森貴文・熊谷隆至

1PA-015 燃焼に関する子供たちの理解度（山口大教育学部）○野澤聖
也・和泉研二

1PA-016 身近なものを用いた化学反応を題材とした実験教室等の実施
（産総研）○藤田賢一・堀池悦子

1PA-017 メチルオレンジ-アルブミン複合体の色調変化機構（大阪医大
医学部）○伊東重徳

1PA-018 モンゴル国の化学教育のための教材開発（学芸大教育）
Gendensuren Tamir○鎌田正裕

1PA-019 自動滴定装置の開発・改良を通じた化学分野におけるものづ
くり教育（徳島大ソシオテクノサイエンス）○上田昭子・外輪健一郎

1PA-020 プラスチックシリンジと三方コックを活用した簡便な気体同

定実験教材：シリンジへの気体注入法の影響（北教大札幌）○田口
哲・大滝優実・渕上 哲・仲鉢大地・柚木朋也

1PA-021 生物発酵と腐敗に関する教材化研究（愛媛大教育）○東 茉
緒・林 秀則・大橋淳史

1PA-022 3D分子モデル表示アプリを利用したタブレット用分子データ
集の公開（新潟県大国際地域・新潟県大）○本間善夫

1PA-023 衣服に付いた染料の落とし方に関する研究指導（学校法人市
川学園理科）○冨永蔵人

1PA-024 ガラス細工で作る分子模型化学教材（北里大一般教育）○大
極光太・能登 香

1PA-025 卓上 NMR測定装置「picoSpin 80」を使った化学教育と研究
（津山高専一般科目（化学））○廣木一亮・澤田寛己・山下直也
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1PA-026 放射線教育用教材として利用可能なラドン温泉の所在マップ
の作成（鳥取大技術部）○中村麻利子

1PA-027 機能性化学繊維アラミドに関する実験教材に向けた検討 2-ア
ラミドの合成の検討-（弘前大教育）長南幸安○新屋亮太

有機化学－反応と合成 F．有機光化学
1PA-029 高効率なカスケード型エネルギー移動を実現する三色素光捕

集系の開発（静岡大院工・静岡大工）高橋雅樹・宇井迪樹○浅羽恭
平・仙石哲也・依田秀実

1PA-030 アントラセン/ルテニウム錯体混合コロイド系のアップコン
バージョン特性（静岡大院工）高橋雅樹・森 俊裕○竹下 光・仙石
哲也・依田秀実

1PA-031 両親媒性スチリルアントラセンデンドリマーの光化学的特性
（筑波大院数理物質）○野口仁志・新井達郎

1PA-032 光照射をトリガーとした DNA 切断活性分子の合成と機能
（徳島大ソシオテクノサイエンス）○上田昭子・西野 聖・八木下史
敏・西内優騎・河村保彦

1PA-033 亜鉛クロロフィル誘導体と水溶性のコポリマーとの複合体形
成（龍谷大理工）宮武智弘○小田智哉・隠岐寿人

1PA-034 アンチモンポルフィリンのリポソーム固定化による光増感一
重項酸素発生の高効率化（宮崎大工）○宮脇徹志・松本 仁・白上
努・保田昌秀

1PA-035 糖類を犠牲剤とする白金担持酸化チタン光触媒水素発生にお
ける速度論的解析（宮崎大工）○黒木 涼・白上 努・保田昌秀

1PA-036 可視光ヨウ化カルシウム触媒による酸化的ラジカル環化反応
の開発（岐阜薬大）○大須賀麻衣・山口英士・多田教浩・伊藤彰近

1PA-037 フロー法によるMallory光環化反応の効率化と置換ピセンの
合成への展開（岡山大自然科学研究科）○髙根貴光・岡本秀毅

1PA-038 対称および非対称ビス(ベンゾイミダゾール-2-イル)ピラジン
類の合成と蛍光特性（東邦大理学部化学科・東邦大複合物性研究セ）
齋藤良太○柳場 匠・一松久美子・佐々木 要

1PA-039 芳香族エンジイン誘導体の蛍光発光とエネルギー移動（筑波
大院数理物質）○市野里奈・新井達郎

1PA-040 イミダゾピラジノン化学発光系の高性能化の検討（電通大情
報理工）○須貝 希・福島栄一・平野 誉・牧 昌次郎

1PA-041 アミノ置換基効果を用いたホタル生物発光機構の解明（電通
大情報理工）○垣内美知雄・後藤史也・牧 昌次郎・平野 誉

1PA-042 非対称置換[4]ラジアレンの生成と光反応による固体発光性環

状化合物への変換（徳島大ソシオテクノサイエンス）橋爪裕一・上田
昭子・八木下史敏○西内優騎・河村保彦

1PA-043 ドナー・アクセプター構造を有するホタル蛍光色素の合成と
分光学的性質（電通大情報理工）○藤川知也・鈴木良尚・牧 昌次
郎・平野 誉

1PA-044 Synthesis and Characterization of Thiophene Derivatives Having

Electron Donating and Withdrawing Substituents（The Univ. of Tokushima

Institute of Technology and Science; National Taiwan University of Science

and Technology Materials Science and Engineering）YU, Chin-yang; CIOU,

Pei-jia; YAGISHITA, Fumitoshi; KATO, Toshimasa; ○KAWAMURA,

Yasuhiko

1PA-045 光誘起電子移動による窒素架橋型テトラメチレンエタン中間

体の発生（阪府大工・阪府大院工・阪府大分子エレクトロニックデバ
イス研）○相澤健友・堀 智博・榊 将太朗・狩野佑介・松井康哲・
太田英輔・池田 浩

1PA-046 光誘起電子移動型ケージド化合物の光分解反応効率に対する
溶媒および犠牲還元剤の効果（筑波大院数理物質）○森田里穂・百武
篤也・新井達郎

1PA-047 クロモン誘導体の分子内光環化付加反応による C2対称な大環

状ポリエーテルの合成（千葉大院工）坂本昌巳○平良 亮・帷子
哲・吉田 渉・八木下史敏・三野 孝

1PA-048 スチリルチアゾール類の[2+2]光二量化反応（お茶大大学院人
間文化創成科学研究科）山上 薫○大阿久紗希・山田眞二

1PA-049 光励起ケトンによるラジカル付加反応における脱離基の調査
（広島大院理）○田村孝明・高木隆吉・安倍 学

1PA-050 アミノ基修飾スピロチオピランによる金ナノ粒子の凝集制御
（阪大太陽エネ研セ・阪大院基礎工）○田中悠幹・白石康浩・平井隆
之

有機化学－反応と合成 G．有機電子移動化学
1PA-053 ドナー・アクセプター部位を有するチオフェン誘導体の合成

（近畿大理工）松本浩一○山田佑樹・柏村成史・大久保貴志・山口仁
宏

有機化学－反応と合成 H．ハイスループット合成
1PA-055 メタノフラーレン誘導体 PCBMの光照射下におけるフロー合

成（阪市工研・龍谷大理工）○岩井利之・村田隼樹・岩澤哲郎・松元
深・森脇和之・高尾優子・伊藤貴敏・水野卓巳・大野敏信

1PA-056 イオン液体中における薗頭カップリング及び Heck反応を用
いた反応集積化によるデンドリマーの合成（三重大工・三重大院工）
○榎本孔仁・吉川世里奈・中川奈々・岡崎隆男・北川敏一

1PA-057 固体酸触媒／マイクロ波を用いたメトキシまたはエトキシシ
ラン類とカルボン酸無水物の反応によるアシロキシシラン類の合成
（産総研触媒化学融合研究センター）○山下 浩・羽鳥真紀子・吉永

充代・島田 茂・佐藤一彦

3月26日午前

（12：30～14：00）

無機化学

溶液化学

1PB-001 定量 NMRによるアルミニウムイオンの加水分解平衡解析
（神戸大院工）○坂田元気・牧 秀志・水畑 穣

ポリオキソメタレート

1PB-002 α-Dawson 型ポリオキソメタレートの選択的合成法の確立
（広島大院理）○加藤智佐都・西原禎文・Maryunina Kseniya・綱島
亮・帯刀陽子・井上克也

1PB-003 シランカップリング剤を用いた open-Dawson 型ポリオキソメ
タレートへの有機官能基の導入（神奈川大理）○原 大地・野宮健
司・松永 諭・井上雄介

1PB-004 インジウム(III)10核クラスターを含有する open-Dawson 型ポ
リオキソメタレート二量体の合成と分子構造（神奈川大理）○井上雄
介・大滝卓也・松永 諭・野宮健司

1PB-005 [(VO)3(SbW9O33)2]
12-を触媒とするシクロオクテンのエポキシ

化反応（中部大工）石川英里○木原大輔
1PB-006 ポリオキソアニオンで安定化されたホスファン金(I)カチオン

種を触媒としたジフェニルアセチレンの水和反応（神奈川大院理）
○新井秀和・畑山亮史・吉田拓也・野宮健司

固体化学

1PB-007 3-ピリジルニトロニルニトロキシドおよびその誘導体と銅

（Ⅱ）イオンにおける磁気交換相互作用（広島大理）○山口航洋・井
上克也・西原禎文・マリュニナ クセニヤ

無機化合物の構造・物性

1PB-008 ベタインを配位子とした金属錯体M(betaine) 2X2 (M=Cu, Ni;

X=Cl, Br)の結晶構造と物性（信州大理）○清水章史・稲葉広記・大木
寛・石川 厚・竹内あかり

1PB-009 フタロシアニン積層型 Dy(III)錯体の f-f 相互作用と磁気特性
（東北大院理）○堀井洋司・加藤恵一・ブリードラブ ブライアン
K・山下正廣

層状化合物・ナノシート・無機薄膜

1PB-010 アミン類水溶液中での層状ペロブスカイト酸化物板状結晶の
巨大水和膨潤現象（物材機構 MANA）○SONG Yeji・井伊伸夫・星
出龍理・海老名保男・小澤忠司・Ma Renzhi・山内悠輔・宮元展義・
佐々木高義

1PB-011 ニオブ酸系層状ペロブスカイトの膨潤性能劣化とその要因
（物材機構ソフト化学グループ）○井伊伸夫・SONG Yeji・佐々木高
義

1PB-012 層状結晶 Rb1-xTi1-xNb1+xO5(0≤x≤0.20)の合成と水素イオン交換

生成物（徳山高専）○大橋正夫
1PB-013 Tiおよび Nb 系酸化物ナノシートの光触媒効果による酸化グ
ラフェンの還元（物材機構 MANA）○船津麻美・CAI Xingke・海老
名保男・馬 仁志・佐々木高義

1PB-014 ベンジルアミン誘導体をインターカレートしたリン酸ジルコ
ニウムの熱潜在性触媒としての応用（阪工大工）下村 修○西迫孝
俊・山口俊郎・市原潤子・大高 敦・野村良紀

無機化合物の合成・反応

1PB-015 Na 型テニオライト系マイカ(NaxMg3-xLixSi4O10F2)の低温合成
と層間挿入（信州大工）○齊藤幸治・山口朋浩・樽田誠一

層状化合物・ナノシート・無機薄膜

1PB-016 スポンジ状に成形したナトリウム型合成雲母によるセシウム
の回収（昭和薬大薬品分析化学研究室）○鈴木憲子・草柳友貴・知久
馬敏幸

1PB-017 層状シロキサン-イミダゾリン複合体の合成と評価（物材機構
先端材料プロセスユニット）○藤井和子・橋爪秀夫・下村周一・安藤
寿浩

1PB-018 Mg/Al比の異なる炭酸型層状複水酸化物によるカルボン酸の
インターカレーション反応（神戸薬大）○林 亜紀・小山真裕佳・石
塚佳緒里・三橋知里・中山尋量

無機化合物の合成・反応

1PB-019 メチル基修飾イモゴライト状ナノチューブの合成と評価（北
九州高専物質化学工学科）○山本和弥・杉下 幹・山田憲二
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固体化学

1PB-020 AEP reaction (Alkali-metal ion extraction using PTFE as an active

reagent)（MANA, NIMS）○OZAWA, Tadashi C.; SASAKI, Takayoshi

無機化合物の合成・反応

1PB-021 高濃度塩化物塩水溶液からのヘテロ元素含有ルチル型酸化チ
タンの合成（群馬大院理工）○岩本伸司・田村拓也・中村翔平

無機化合物の構造・物性

1PB-022 多核水酸化アルミニウムイオンを用いた多孔性イオン結晶の
合成および酸触媒機能（東大院総合文化）○村 拓人・内田さやか

1PB-023 合成モンテゾマイト型アルミノシリケートの結晶化機構（産
総研コンパクト化学）○長瀬多加子・池田卓司・阿部千枝・日吉範人

固体化学

1PB-024 ナトリウムイオン伝導性リン酸スズナトリウムの水熱合成と
形態制御（高知大理）○佐藤寛基・黒坂尭永・島内理恵

1PB-025 不定比組成を持つモリブデン酸アルミニウムの合成と結晶構
造（高知大理）末永裕樹・鍋嶋僚太・上山亜友美・中村祐子○島内理

恵

無機化合物の構造・物性

1PB-026 メカニカルミリング法による (NH4)3H(SO4)2x (SeO4) 2 - 2 x
(0≦x≦1)固溶体の合成とプロトン伝導相転移（日大生産工）○山根庸
平・石田慶太・山田康治

多孔性化合物

1PB-027 水道水中に含まれる無機物によるシリカ汚れの多孔質構造
（TOTO総研）○石川綾子・中目万理・松本 勘・光橋義陽

分析化学
1PB-029 サリチルヒドラゾン型蛍光アニオンセンサーの開発（阪教
大）○久保埜公二・武田吉平・谷 敬太・横井邦彦

1PB-030 キノリノール型イオンセンサーの蛍光特性とプロトン効果
（阪教大）○門 貴美子・久保埜公二・横井邦彦

1PB-031 昇温-リアルタイム直接質量分析（TR-DART-MS）による微
量異物分析（株式会社バイオクロマト・株式会社資生堂・山梨大）
○竹井千香子・木下一真・西口隆夫・島田治男・前野克行・志田保夫

1PB-032 リアルタイム直接質量分析（DART-MS）に Kendrick Mass

Defect 解析を組み合わせたポリマー成分の視覚的分析（（株）資生
堂）○前野克行・島田治男・木下一真・志田保夫

1PB-033 表面増強ラマン散乱(SERS)のための銀ナノ粒子担持ガラス
フィルター（関西大化学生命工）○栗田匡拓・荒川隆一・川﨑英也

1PB-034 ラマン分光法を用いた簡易定量分析法の開発（日大工）○沼
田 靖・進藤嵩史・田中裕之

1PB-035 天然及び出土砥石の成分分析（神奈川大理）○青柳佑希・髙
岡真美・西本右子

1PB-036 偏光光学系蛍光 X線分析装置を用いるコマツナ中微量元素の
高感度定量および産地判別への応用（東電大工）○大根田祐人・保倉
明子

1PB-037 放射光 X線分析による重金属蓄積植物モエジマシダにおける
水銀蓄積機構の解明（東電大院工）○高橋拓人・保倉明子

1PB-038 MoO2ナノシート積層化電極を用いたリチウムイオン電池の
充放電メカニズムの解明（京大 ICC）○森田将史・菅谷英生・福田勝
利・村山美乃・尾原幸治・内本喜晴・小久見善八

1PB-039 同時状態分析を目指した 2価鉄用ならびに 3価鉄用ナノ薄膜
試験紙の開発（長岡技科大工）○牛木万里・高橋由紀子

1PB-040 CdSナノ粒子の蛍光増幅によるグルタチオンセンシング（和

歌山高専物質工）○林 純二郎・和田口直弥
1PB-041 安定ラジカルを用いたレドックス活性分子の光検出（東大生

研）○山崎順也・石井和之
1PB-042 基板上脂質膜を利用した膜内在性タンパク質の電気泳動分
離・分析（阪大院基礎工）○辻本悠亮・岡本行広・菅 恵嗣・馬越

大
1PB-043 塩化ストロンチウムのレーザー蒸発法により生成した Sr原子
と共鳴イオン化による質量分析（産総研計測フロンティア）○永井秀
和

1PB-044 アトムプローブにおける電界蒸発トリガー方法（金沢工大バ
イオ・化学部 応用化学科）○谷口昌宏・西川 治

1PB-045 硬質核の表面に多孔質層を形成したイオン交換樹脂を用いた
単糖類の溶離挙動（第 14 報)（女子栄養大栄養科学研究所・城西大薬
学部）○三友俊一・根岸由紀子・伊藤久昭

1PB-046 ビフェニルコアシェルカラムを用いた HPLC-UV による食品

中のサルファ剤 7 種の定量（東海大理）○石原良美・杉田大峰・髙野
二郎・北見秀明

1PB-047 近赤外分光法を用いた新規 DNA電気泳動分析法の開発（関

西学院大理工・東京工科大応用生物）○安田 充・秋元卓央・尾崎幸

洋
1PB-048 単一細胞レベルでの遺伝子発現解析マイクロデバイスの開発

（名大工）○伊藤詩織・安井隆雄・加地範匡・馬場嘉信
1PB-049 球状金ナノ粒子の曇点抽出による単分散状態と直線配列

（1D）の境界（福島大共生システム理工）○チャン ティ フェ・高
貝慶隆

1PB-050 光誘起電子移動の制御を利用した蛍光センサーによるミセル
表面付近のナトリウムイオン濃度測定（東大院薬・クイーンズ大学化
学科）○深津英子・内山聖一・McClean D Gareth・de Si lva

Prasanna A.

1PB-051 バソクプロインを担持した多孔性高分子樹脂による Cu＋の選
択的分離（明星大院理工）○粕谷勇人・杉浦美由樹・赤間美文

1PB-052 往復動式抽出塔を用いた希土類元素の抽出（愛媛大院理工）
○宮崎貴史・山下 浩

1PB-053 強酸性水溶液におけるモノリス型シリカへのスズ，ニオブ，
タンタルの吸着特性と評価（福島大共生システム理工）○松尾晴児・
橋本淳一・佐藤 睦・高貝慶隆

1PB-054 バイオマスを原料とする活性炭の VOC 吸脱着特性（神奈川
大理）○白石拓人・猪股尚也・岡部敏弘・津越敬寿・西本右子

1PB-055 Simultaneous Measurement Method for Gaseous Ammonia and

Particulate Ammonium in Ambient Air（Grad. Sch. Eng., Osaka Pref.

Univ.）○DUONG, Huy Huu; TAKENAKA, Norimichi

1PB-056 塩素化芳香族類の生体蓄積性（名城大）○鈴木里奈・大浦
健

1PB-057 新規セシウムイメージングプローブの開発と植物イメージン
グへの応用（東理大理工学部工業化学科・物質・材料研究機構
MANA）○松田篤征・小松広和・赤松允顕・アダムス英里・シン
リョン・中西和嘉・ヒル ジョナサン・酒井秀樹・有賀克彦

1PB-058 間葉系幹細胞及び肝がん細胞由来エクソソーム分離と機能比
較検証（名大工）○横山亜紗実・湯川 博・小野島大介・林 由美・
石川哲也・馬場嘉信

1PB-059 量子・磁気ナノハイブリッド粒子による幹細胞マルチモーダ
ルイメージング（名大工）○成瀬麗奈・湯川 博・小野島大介・林
由美・石川哲也・馬場嘉信

1PB-060 マイクロウェル内 1細胞単離解析に向けたマイクロ流体界面
移動デバイスの開発（名大工）○服部有哉・小野島大介・湯川 博・
石川健治・堀 勝・馬場嘉信

1PB-061 プラズマ処理を用いて孔内流体移動を制御した 1細胞単離解
析ガラスデバイスの開発（名大工）○米勢明弘・小野島大介・湯川
博・石川健治・堀 勝・馬場嘉信

1PB-062 NIR-II 近赤外蛍光ナノ粒子による幹細胞イメージング手法の
構築（名大工）○嶋田泰佑・湯川 博・小野島大介・新岡宏彦・亀山
達矢・林 由美・鳥本 司・石川哲也・馬場嘉信

1PB-063 Biosensing based on catalytic formation of luminous metal

complexes on DNA（Grad. Sch. Sci. Technol., Kumamoto Univ.; CREST,

JST）OZAKI, Rie; AZUMA, Yukina; ○KITAMURA, Yusuke; IHARA,

Toshihiro

1PB-064 ピラジンーシアニン色素コンジュゲートによる microRNA 検
出（東北大院理）○青木大亮・佐藤雄介・寺前紀夫・西澤精一

1PB-065 プテリジン誘導体による核酸塩基ラマンレシオ検出（東北大
院理）○淺見昂宏・佐藤雄介・盛田伸一・西澤精一

1PB-066 原子間力顕微鏡による未修飾二重鎖・一重鎖 DNA の識別
（名大院工）○稲垣成剛・安井隆雄・加地範匡・馬場嘉信

1PB-067 次亜塩素酸のアミノ酸への作用に対する共存塩の影響（神奈
川大理）○久野輝昭・岩澤篤郎・西本右子

1PB-068 メチルセルロースヒドロゲルの水の状態-塩及びポリエチレン
グリコール添加の影響（神奈川大理）○江口浩晃・宮越しずく・西本
右子

1PB-069 農作物の種子の品種判別（神奈川工科大工）○小林健太・松
下雄太・齋藤 貴

1PB-070 法科学領域における油脂分析前処理法の検討（福岡県警科捜

研）○毛利公幸・辻田 明・長坂麻美・松本光史
1PB-071 米の揮発性成分のガスクロマトグラフィー質量分析とその貯

蔵特性の解明（食総研）○都築和香子・濱松潮香・八戸真弓・山田純
代・堀金 彰

1PB-072 Fe(III)-チアカリックス[4]アレーンテトラスルホン酸錯体担持

シリカキャピラリーの作製とその分析化学的応用（福井大院工・福井
大工・東北大院環境）○高橋 透・米満明由香・福田重光・東海林慎
也・壹岐伸彦

エネルギーとその関連化学, 地球・宇宙化学
1PB-075 トリフルオロメチルアクリル酸アクセプターを有する色素の

合成とその幾何異性体の色素増感太陽電池特性への影響（成蹊大理

工）○岩田 理・畠山未都来・田中 潔

1PB-076 Organic synthesis of dye-sensitizers for dye-sensitized solar cell.

（Grad. Sch. Sci., Osaka Pref. Univ.; Grad. Sch. Sci., Osaka Pref. Univ.）
○HARLÉ, Jean-Baptiste; FUJIWARA, Hideki; MAEDA, Takeshi;

NAKAZUMI, Hiroyuki

1PB-077 8-ヒドロキシキノリンを吸着部位として用いた色素増感太陽
電池用色素の開発（阪府大理学系研究科・阪府大工学研究科）○宮崎
徹・水野晃太郎・Harlé Jean-Baptiste・藤原秀紀・前田壮志・中澄博行

1PB-078 シクロメタル化ルテニウム錯体色素とコバルト錯体電解質を
用いた色素増感太陽電池（産総研エネルギー技術）○舩木 敬・佐山
和弘
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1PB-079 過酸化水素添加による陽極酸化 TiO2ナノチューブの構造制御
と色素増感太陽電池への応用（都市大院工）○上原隆広・高橋政志

1PB-080 水溶液法を用いて合成した銅-インジウム系硫化物コロイドを
光増感剤に用いた色素増感太陽電池（阪工大工）○東本慎也・中瀬拓
人

1PB-081 電解開始重合法により固定化されたポルフィリン亜鉛錯体モ
ノマーの色素増感太陽電池へのイオン導入効果（高知工科大院工）
○市橋祐紀・玉村志織・東 真広・角 克宏

1PB-082 PbS 量子ドット太陽電池の特性評価~PbSの表面処理とデバイ
ス特性の相関~（関西学院大理工）○辻井直哉・増尾貞弘

1PB-083 銀規則構造体上のポルフィリン分子の光電流増強の機構解
明：プラズモン光電場の影響の明確化（日大理工）○内田浩樹・須川
晃資・大月 穣・秋山 毅・山田 淳

1PB-084 ペリレン誘導体／コバルトフタロシアニン系 p-n 型有機フィ
ルムを適用した光触媒水素発生システム（弘前大院理工・東工大資源
研）○奥村優人・菊地裕子・長井圭治・阿部敏之

1PB-085 酸化チタンナノシートと還元型酸化グラフェンのへテロ構造
薄膜の構築と光誘起超親水化特性の評価（物材機構 MANA）○鎌仲
渓・坂井伸行・船津麻美・藤本憲次郎・佐々木高義

1PB-086 カルボニックアンヒドラーゼ活性阻害部位を導入した種々の
トリスビピリジン型ルテニウム(II)錯体の光誘起電子移動反応（奈良女
大理）○諏訪美生子・高島 弘

1PB-087 MALDI-TOF MSによる n型有機半導体 PCBMの光酸化反応
解析（産総研環境化学技術）○山根祥吾・水門潤治・鈴木康正・桜井
美穂・陳 亮・須田洋幸

1PB-088 イミド化合物を触媒とする二酸化炭素の電気化学的還元（名

城大）○川津脩平・永田 央
1PB-089 電気二重層キャパシタにおける各種炭素電極の細孔構造が
レート特性に及ぼす影響（関西大環境都市工・KU-HRC）○程 再
冉・中川清晴・小田廣和

1PB-090 高容量リチウムイオン二次電池のための負極活物質としての
14族元素およびその酸化物の系統的な研究（三重県工業研究所）○村
山正樹・藤原基芳・山本佳嗣

1PB-091 アルコール CVD法による金属-炭素水素貯蔵用複合材料の作
製と水素収着放出挙動に及ぼす摩砕の効果（日大理工）○金子剛大・
渡貫泰寛・遠山岳史・小嶋芳行・西宮伸幸

1PB-092 SiCの液相レーザーアブレーション（徳島大先端技術科学教
育部）○浅田悠佑・橋本修一

1PB-093 低温固相における氷表面上での N2O5の化学反応過程（横国大
院工）○後藤嘉孝・關 金一

3月26日午後

（15：00～16：30）

エネルギー
1PC-001 InGaN-Siタンデム光電極による光化学 CO2変換（パナソニッ
ク）○関本健之・品川修一・植竹勇介・野田慶一・出口正洋・四橋聡
史・大川和宏

1PC-002 窒化物半導体光電極における酸化コバルト助触媒担持効果
（パナソニック）○野田慶一・羽柴 寛・出口正洋・四橋聡史

1PC-003 静電式インクジェット法を用いた楕円体 TiO2光電極の作製
（東海大工）○関 彩希江・下山夕貴・菊地貴寛・小川真史・梅津信
二郎・冨田恒之・功刀義人

1PC-004 高信頼性炭化水素系電解質膜の研究開発（東レ先端材料研）
○梅田浩明・足立眞哉・出原大輔

1PC-005 均一系水素発生触媒の高性能化設計指針（産総研エネルギー
技術・JST CREST）○眞中雄一・徐 紹安・砂 有紀・尾西尚弥・
MUCKERMAN James T.・藤田恵津子・川波 肇・姫田雄一郎

1PC-006 イオン半導体を基盤とする環境負荷低減技術の応用（（有）
イオン化学・都立産技高専ものづくり工学科）苅野 仁○田村健治

1PC-007 開殻型有機分子を用いたテーラーメイド二次電池：トリオキ
ソトリアンギュレンの分子修飾による高容量化（阪大院工・（株）カ
ネカ・JST CREST・愛工大）○信国浩文・朝倉典昭・慶島美和・辻
良太郎・森田 靖

1PC-008 ギ酸からの CO-free 高圧水素製造（産総研コンパクト研セ・
JST CREST）○井口昌幸・眞中雄一・姫田雄一郎・川波 肇

1PC-009 機能性配位子を有するイリジウム錯体触媒を用いたメタノー
ル水溶液からの効率的水素製造（京大人間・環境学研究科）○相川卓
哉・川原諒子・藤田健一・山口良平

1PC-010 酸化還元活性なカチオンを層間にもつMnO2の電気化学的合

成とキャパシタ挙動（宇部工業高等専門学校物質工学専攻）○坂本
遼・国光真弥・松岡優佳・市村脩平・佐伯雅弘・友野和哲

1PC-011 D-π-A 型有機色素と階層構造的酸化チタン薄膜を用いた色素
増感太陽電池（城西大理）○田中伸英・齊藤亜加音・高橋克弥・井筒
大樹・若山美穂・見附孝一郎・橋本雅司

1PC-012 Salty-gel電解質：分子結晶の融解を利用した新しい固体電解
質の開発（静岡大院理・JSTさきがけ・名大エコトピア研）○守谷
誠・鍋野昇平・塙 勇太郎・坂本 渉・余語利信

1PC-013 鉄と炭酸水による水素生成反応の微粒子添加効果と反応機構
（都市大院工）○山口貴弘・江場宏美

1PC-014 イリジウム触媒による高効率水素貯蔵・発生システムの開発

（産総研エネルギー技術）○尾西尚弥・眞中雄一・徐 紹安・藤田恵
津子・MUCKERMAN James T.・姫田雄一郎

1PC-015 一重項分裂を示す非縮合多環系分子の合成と有機薄膜太陽電
池への応用（山形大院理工・JSTさきがけ・東工大応セラ研）○河田
総・夫 勇進・斉藤彩華・古館準樹・木村拓也・羽田真毅・笹部久
宏・城戸淳二

1PC-016 色素増感太陽光電池の高効率化に向けた新規アンカリングユ
ニット開発（城西大理）○橋本雅司・関口翔也・若山美穂・田中伸
英・見附孝一郎

1PC-017 サブナノ貴金属クラスターの原子数制御合成と特異的触媒機
能（東工大資源研・国際基督教大）○北澤啓和・今岡享稔・アルブレ
ヒト 建・田 旺帝・幸福 卓・山元公寿

1PC-018 A mechanism of phase change and irreversible reaction in NaCoO2

by insertion and extraction of sodium（Central Research Institute of Electric

Power Industry）○KOBAYASHI, Takeshi; OHNO, Yasutaka; YOSHIDA,

Hiroyuki; SHONO, Kumi; YAMAMOTO, Tohru; KOBAYASHI, Yo;

MIYASHIRO, Hajime

資源・環境・GSC(Green Sustainable Chemistry)
1PC-019 超好熱古細菌由来β-グルコシダーゼのTrichoderma reeseiによ
る組換え生産とバイオマス糖化への適用（東レ先端融合研究所・産総
研バイオマス・長岡技科大工）○平松紳吾・長尾 慧・栗原宏征・山
田勝成・石川一彦・志田洋介・小笠原 渉

1PC-020 Zymobacter palmaeを用いた高効率 2,3-ブタンジオール発酵生
産（東レ先端融合研究所・国立大学法人鳥取大学大学院工学研究科）
○磯部匡平・澤井健司・守田いずみ・山田勝成・簗瀬英司

1PC-021 バイオマス由来 2,3-ブタンジオールの触媒的脱水によるブタ
ジエンの製造（東レ先端融合研究所）○塚本大治郎・坂見 敏・伊藤
正照・山田勝成・米原 徹

1PC-022 マイクロ波アシスト酵素反応による有用物質生産（九工大情
報工）内廣啓太・岩橋伸幸・白石 新○大内将吉

1PC-023 マイクロ波加熱抽出および蒸留による精油の分離とその特異
性効果（九工大生命体工）○岩橋伸幸・渡邊 瑛・原口峻一・阿部真
樹子・大内将吉

1PC-024 銅錯体を担持したシリカゲルによるハロゲン化物イオン吸着
（株式会社東芝研究開発センター）○井手智仁・関口裕実子・今田敏
弘

1PC-025 竹炭微細粉末の磁気特性（九工大生命体工）○藤雄啓史・西
田治男

1PC-026 超高速 DSCを用いた高分子材料の高次構造解析（株式会社
東レリサーチセンター）○古島圭智・石切山一彦

1PC-027 温和な条件で CO2を吸収するジカチオン型イミダゾリウム系
イオン液体の合成（トヨタ紡織株式会社基礎研究所）○石原（栗田）
真以・李 致漢

1PC-028 亜鉛-Grignard反応剤を用いる光学活性α-アミノ酸誘導体の
実用的合成（名大院工・JST CREST）○水野麻依・山下賢二・波多野
学・石原一彰

1PC-029 ボロン酸－求核塩基協奏型触媒を用いるカルボン酸とアミン
の脱水縮合反応（名大院工・JST CREST）○魯 彦会・石原一彰

1PC-030 分子シミュレーションによる高分子膜の分離性能予測（東レ
先端材料研）川上智教・北畑雅弘○茂本 勇

1PC-031 Advanced Technologies on Seawater Desalination RO membrane

（Toray Industries, Inc.）○SATO, Kazuki; NISHIDA, Makoto; SASAKI,

Takao; KIMURA, Masahiro

1PC-032 金属元素を含まないメチル炭酸テトラアルキルアンモニウム
触媒を用いるエステル交換反応（名大院工）○吉田有梨花・小倉義
浩・神谷 渉・波多野 学・石原一彰

1PC-033 次亜塩素酸ナトリウム五水和物を用いるフェノール類の実践

的脱芳香族型酸化反応（名大院工）○笹倉新葉・UYAN I K

Muhammet・石原一彰・桑畑光良・江島靖和

1PC-034 Facile synthesis of ZnO rhombic sheets composed of well-crystallized

particles and their composite with Ag2O for efficient photocatalysis

（University of Jinan, China School of Material Science and Engineering）
○CHEN, Ling; YANG, Ping; DONG, Xiaobin

1PC-035 Facile synthesis of antase TiO2 hollow microspheres and their

enhanced photocatalysis（University of Jinan, China School of Material

Science and Engineering）○YANG, Ping; JIA, Changchao; CHEN, Ling

1PC-036 新規水溶性 NHCイリジウム錯体触媒を用いたアルコールと
アンモニア水からの高原子効率的第一級アミン合成（京大人間・環境
学研究科）○古川翔一・藤田健一・山口良平

1PC-037 酸化剤を用いない Cp*イリジウム触媒によるアルコールの脱
水素的酸化反応（関東化学株式会社）○大澤康子・渡辺正人・堤 邦
彦・藤田健一・山口良平

1PC-038 ROMP 用工業錯体触媒におけるルテニウム中心への NHC 配
位子の導入方法（岡山大院自然・RIMTEC(株)）○鎌田 満・押木俊之

1PC-039 KFと固体酸のカチオン交換反応に基づく HF-塩基錯体の環

境調和型合成（芝浦工大）○山田真秀・北島庸貴・田嶋稔樹
1PC-040 Adhesion Behavior of Marine Mussel (Mytulis edulis) and Effects of

Poly (lactic-acid)（Grad. Sch. Life Sci. Sys. Eng., KIT）○FURUKAWA,

Taichi; NISHIDA, Haruo

1PC-041 茶殻抽出物を利用した多孔質ハイブリッドの合成と機能性
（都市大院工）小林理沙・篠 征宏○箱崎泰己・岩村 武

1PC-042 放射光を用いたガラス中ヒ素・アンチモンの価数分析（株式
会社 東芝）○盛本さやか・沖 充浩・竹中みゆき

1PC-043 自生草本類の循環型炭素資源価値評価と応用（県立広島大生
命環境）○青栁 充・前薗憲人・盛川 馨・渡邉信弘
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1PC-044 自己組織化ナノ材料を用いた随伴水処理技術の開発（産総研
ナノシステム）○小木曽真樹・青栁 将

1PC-045 抗菌・抗かび性を有する環境調和型混合金属多機能ハイブ
リッド材料の開発（2）（高知大院総合人間自然科学）○米村俊昭

1PC-046 アセチルセルロースとアルコキシシランを用いた有機-無機ポ
リマーハイブリッドの合成（都市大院工）秋山研三・箱崎泰己○篠
征宏・岩村 武

1PC-047 マイクロ波照射を利用した脂肪酸エステル類の加水分解反応
（都市大院工）横山喬之○元木駿作・岩村 武

1PC-048 製造時 CO2評価に向けた電気自動車バッテリーの分解手法と
構成素材分析（仙台高専）○秋元裕太・小鹿健一郎・新国哲也・醍醐
市朗・葛原俊介

1PC-049 ビピリジン PMO：金属錯体触媒の革新的固定担体（豊田中
研稲垣特別研究室）○前川佳史・後藤康友・稲垣伸二

1PC-050 DPBP-Ru錯体を用いたエステル類の触媒的水素化反応の開発

（東工大院理工）○遊佐雪徳・相川光介・三上幸一
1PC-051 マルチメタリックサブナノクラスターの酸化反応における触

媒機能（東工大資源研）○高橋正樹・小泉宙夢・今岡享稔・山元公寿
1PC-052 放射光蛍光 X 線分析による重金属蓄積植物ヘビノネゴザ

（Athyrium yokoscense）における Au 蓄積機構の解明（東電大院工）
○爲澤文孝・保倉明子・寺田靖子・熊谷和博

1PC-053 加圧マイクロ波を用いるバイオディーゼル燃料の新規合成法
（崇城大工）○池永和敏・井上貴博・濱田彩加

1PC-054 酸化チタン電極を利用したメタノール溶媒中の炭酸ガスの光
電気化学的還元（三重大工）○水谷彼方・勝又英之・鈴木 透・金子
聡

新素材
1PC-055 N-ヘキシルピリジニウムテトラフルオロボレートを開始剤に

用いたラジカル重合における溶媒効果（東北生活文化大ポリマーケミ
ストリーラボ）○菅野修一

1PC-056 酸化により発光増強を示すジイミンホウ素錯体含有共役系高
分子の合成（京大院工）○廣瀬 周・吉井良介・田中一生・中條善樹

1PC-057 エン-チオール光架橋反応を用いたシルセスキオキサン含有有
機無機ハイブリッド自己修復性薄膜の作製と特性評価（阪市工研）
○浦野郁人・御田村紘志・渡瀬星児・古賀智之・東 信行・松川公洋

1PC-058 粒子混合型磁性エラストマーの磁気粘弾性効果と制振特性
（新潟大工）○長島和史・金内駿太・川合巳佳・三俣 哲

1PC-059 コロイド結晶の分子間力を光化学反応で制御する研究（群馬
大院理工）○天野友紀子・堀内宏明・奥津哲夫

1PC-060 High thermal conductive sheet using needle shaped fillers（Toray

Industries, Inc.）○SHIMBA, Yoichi

1PC-061 Enhanced photocatalytic performance of TiO2 nanobelts based

nanopaper（University of Jinan, P. R. China School of Chemistry and

Chemical Engineering）ZHANG, Yan; ○YU, Jinghua

1PC-062 Catalytic Applications of Pt@CeO2 Multicore@Shell Nanomater-

ials（Shandong University of Finance and Economics, China School of

Applied English Studies）○XUAN, Cheng

1PC-063 ポリドーパミン黒色粒子を素材とする単色構造色材料（千葉
大院工）○桑折道済・南日優里・浦所加奈子・河村彩香・谷口竜王・
岸川圭希

1PC-064 可逆的付加開裂連鎖移動(RAFT)重合の工業化に向けた、トリ
チオ炭酸ジスルフィド(BisRAFT)を用いたラジカル重合のリビング性の
確認（東北大多元研・大内新興化学工業(株)開発研究所）○大崎 佑・
大川恭嗣・有田稔彦

1PC-065 射出成形のための新規炭素繊維強化熱可塑性プラスチックの
開発（東レ複合材料研）○今井直吉・土谷敦岐・本間雅登

1PC-066 HABIを有するポリアミドゲルの架橋-解架橋挙動（都市大院
工）○高崎雅登・岩村 武

1PC-067 階層的メソ多孔構造を有する耐摩耗性反射防止膜（豊田中
研）○溝下倫大・石井昌彦・加藤直彦・田中洋充

1PC-068 ：内部鋳型によるガラスおよび樹脂製 3次元流路チップの作
製（富山衛研化学部）○山下智富・安川和志・健名智子・堀井裕子・
中山恵理子・村元達也・松井秀樹

1PC-069 易成型に優れた金属フリー・金属光沢調フィルム（東レ）
○宇都孝行・合田 亘・坂本 純

1PC-070 アラインの重合によるポリオルトアリーレン類の直接的合成
法の開発（東大院薬・理研内山元素化学研究室）○巳上幸一郎・水越

祥英・内山真伸
1PC-071 シリカ-セルロースハイブリッド樹脂と超薄板ガラスを用いた
フレキシブルエレクトロニクス用基板の開発と軸配位子導入可溶化 Co

フタロシアニン錯体を用いた簡易カラーフィルタ作製法（芝浦工大大
学院応用化学専攻）○川田京慧・大石知司

1PC-072 Plastic/Bamboo/Graphite 複合材料の電磁波シールド効果（九
工大生命体工）○前田理行・西田治男

通信・エレクトロニクス
1PC-073 非対称クリセンを活性層に用いた有機単結晶トランジスタの

特性評価（東海大工・ウシオケミックス(株)研究所）○小野塚智也・前
田采美・大槻裕之・岡本一男・功刀義人

1PC-074 アルキルシリルアミン類を用いた SiO2絶縁層の表面修飾と有
機トランジスタ特性（東海大工）○佐々木拓也・谷口馨一・荒瀬秀
和・大下浄治・功刀義人

1PC-075 可視光を用いたポリシラン/ジフェニルフルオレン誘導体ブレ
ンド光硬化膜の作製とその性質（阪府大院工・大阪ガスケミカル）
○岡村晴之・山下峰宣・三ノ上渓子・宮内信輔・松本章一

1PC-076 紫外線照射による表面濡れ性の制御が可能なポリイミド（久
留米高専生物応用化学科）○津田祐輔

1PC-077 レーザー照射とα-ケト酸銅錯体を用いた大気下銅微細配線形
成法（芝浦工大大学院応用化学専攻）○木村龍太郎・大石知司

1PC-078 グリーン・テクノロジー法を用いた銀ナノ粒子の合成と評価
（株式会社 環境レジリエンス・横国大院環境情報）○長澤 浩・後
藤晟穂・清家隆太・雨宮 隆・伊藤公紀

1PC-079 耐イオンマイグレーション性と耐酸化性を両立する Ag-Cu複
合ナノ粒子ペースト（阪市工研）○山本真理・垣内宏之・柏木行康・
斉藤大志・高橋雅也・青柳伸宜・吉田幸雄・大野敏信・中許昌美

1PC-080 シルセスキオキサンにより増感された希土類錯体の発光と電
流注入発光（阪市工研電子材料研究部）○山下 毅・渡瀬星児・御田
村紘志・古賀智之・東 信行・松川公洋

1PC-081 High Definition 3D Microfabrication Technology Using Photosen-

sitive Organic-Inorganic Hybrid Materials.（Toray Industries, Inc.）
○TANINO, Takahiro; KOBAYASHI, Yasuhiro; YAMAMOTO, Youhei;

HAMANO, Tsubasa; IGUCHI, Yuichiro

1PC-082 有機トランジスタ用材料が液晶物質であるべき 12の理由（東
工大像情報研）○飯野裕明・半那純一

1PC-083 電子ドナー/アクセプター性共役高分子の相分離膜で創る高効
率プラスチック太陽電池（京大院工・JSTさきがけ）○辨天宏明・森
大輔・岡田いずみ・大北英生・伊藤紳三郎

1PC-084 実用を指向した屈曲型有機半導体材料の創成（東大院新領
域・JSTさきがけ）○岡本敏宏・三津井親彦・橋爪大輔・佐藤寛泰・
山野昭人・竹谷純一

医療・ヘルスケア・バイオテクノロジー
1PC-085 分子鋳型ポリマーを利用した慢性ストレス関連ホルモンのそ
の場検査チップの開発（株式会社日立製作所横浜研究所・神戸大学大
学院工学研究科）○谷口伸一・村瀬敦郎・竹内俊文

1PC-086 バイオミメティック・ケミストリーによる単一細胞からの
RNA抽出法の創成（阪大院基礎工・名大革新ナノバイオ研セ・名大院
工・北大院工）○岡本行広・大川智生・小野島大介・湯川 博・渡慶
次 学・馬場嘉信

1PC-087 光架橋性核酸を DNAチップに応用した高感度遺伝子検出技
術（東レ・北陸先端大マテリアル）平野泰亮○澤田慎二郎・中村史
夫・上田洋二・藤本健造・日笠雅史

1PC-088 鯨油の臭気成分特定と化粧品への応用（山口県産技セ・株式
会社吉田総合テクノ）○岩田在博・小川友樹・細谷夏樹・田中淳也・
藤永篤史・吉田幸治・吉田治重

1PC-089 新規親水性ポリマーを用いた抗血栓性人工腎臓用中空糸膜の
開発（東レ）○上野良之

1PC-090 高感度核酸検査に向けた等温指数増幅反応系の構築（東工大
院総理工・アボットジャパン株式会社総合研究所）○小宮 健・小森
誠・原田えりみ・根本 崇・山村雅幸・吉村 徹

1PC-091 材料表面形状とタンパク質吸着特性について（東レ）○高橋
博・上野良之

1PC-092 STD-NMRを用いたα-シクロデキストリンと水分子の相互作
用解析（株式会社東レリサーチセンター品質保証部・株式会社東レリ
サーチセンター生物科学研究部）○川口 謙・児玉尚士・中野隆行・
木村一雄

1PC-093 生体触媒反応用小型 LED 照明装置の開発とそれを用いた藍
藻によるケトンの不斉還元（日大理工）○伊藤賢一・青山 忠・柿本
剛志・村上雅彦・滝戸俊夫・中村 薫

1PC-094 電極表面におけるタンパク質分子の動的挙動をリアルタイム
で観察できる電気化学高速 AFM 装置の開発（東農工大院工）○武田
康太・内橋貴之・渡辺大輝・石田卓也・五十嵐圭日子・中村暢文・大
野弘幸

1PC-095 2-Naphthylmethoxymethyl (NAPOM) Group -A New Member of

the BOM Protecting Group Family-（Kyushu Univ. Department of

Chemistry, Faculty of Sciences）SATO, Takuya; OISHI, Tohru;

○TORIKAI, Kohei

1PC-096 A facile photoluminescence immunosensor based on SiO2 coated

CdTe QDs（University of Jinan, China School of Chemistry and Chemical

Engineering）○YAN, Mei

1PC-097 2成分 SAM 膜電極上におけるイムノリポソーム/電解発光法
によるインフルエンザウィルスの検出（県立広島大生命環境）○片山
裕美・三苫好治・一二三恵美・江頭直義

1PC-098 機能性磁性微粒子の計数を基盤とした高精度生体分子測定技
術の開発（東工大院生命理工・株式会社 JVCケンウッド・慶大医学
部・東医大ナノ粒子先端医学応用講座）○坂本 聡・長谷川祐一・辻
田公二・小野雅之・加部泰明・糸長 誠・半田 宏

1PC-099 感熱応答性高分子のゾルーゲル転移を利用した三次元組織の
構築（信州大繊維・阪大院工）○吉田裕安材・明石 満

1PC-100 Duallozyme: 二つのコファクターに応答するアロステリックリ
ボザイムの創製（東大院理）○栗山光博・沼崎拓海・根東義則・加藤
義雄・田中好幸

1PC-101 汎用ランチペプチド生合成酵素 ProcMを用いた多環ペプチド
の合成（東大院理）○橋本淳志・後藤佑樹・菅 裕明

1PC-102 主鎖ヘテロ環骨格含有ペプチドの合成にむけた新規翻訳後修
飾反応の開発（東大院理・JSTさきがけ）○加藤保治・後藤佑樹・菅
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裕明
1PC-103 アルコール脱水素酵素活性を有する短鎖ペプチドの探索（東
大院理）○横須賀亮太・後藤佑樹・菅 裕明

1PC-104 畳に生育するカビに対する脂肪酸塩の抑制効果（シャボン玉

石けん）○完山陽秀・川原貴佳・恵良真理子・森田 洋
1PC-105 界面活性物質の特性を表す新規指標の構築（千葉科学大薬）

○山下裕司・陳 冠淳・坂本一民
1PC-106 リボソームによるチオエステル結合形成（東大院理）○高辻
諒・加藤敬行・菅 裕明

1PC-107 細胞を用いた膜タンパク質 IL28RAを標的とするアゴニスト
ペプチドの探索（東大院理）○石田 啓・平田雄一・加藤敬行・小原
道法・菅 裕明

3月27日午前

（10：00～11：30）

錯体化学・有機金属化学

Si

2PA-001 ペンタメチルジシラニル置換ビス（ビチエニル）ベンゾチア
ジアゾールの合成と性質（倉敷芸科大）○藤島聖士・仲 章伸

2PA-002 Pd 触媒を用いた Si-Si 結合の活性化を伴う環状有機ケイ素化
合物の合成（九大院総理工）○投野竣亮・田原淳士・灰毛遼平・砂田
祐輔・永島英夫

Ca

2PA-003 軽金属オルトフェニレンジアミン錯体が示す光水素発生反応
（中央大院理工）○石井惇紀・脇坂聖憲・松本 剛・張 浩徹

V

2PA-004 アルコールに対する中性八核バナジウムオキソクラスター錯

体の反応性（中央大理工）○小玉晋太朗・田谷信人・石井洋一
2PA-005 Bis(hydroxyetyl)pyridine 骨格を有する ONO 型三座配位子を用
いた VHPOモデル錯体の合成とその反応（愛工大）○荒河大輝・梶田
裕二

2PA-006 かさ高い単座アリールオキシド配位子を有する 5族遷移金属
錯体の合成と構造（近畿大理工）○金澤渉也・松尾 司

Cr

2PA-007 ポリオキソメタレートを内包したMOFの構造及び反応活性
に関する研究（筑波大院数理物質）○佐伯 亮・Newton Graham

Neil・大塩寛紀
2PA-008 Redox-Induced Selective Uptake of Cs+ by Porous Ionic Crystals

based on Polyoxometalates（Grad. Sch. Arts and Sci., The Univ. of Tokyo）
○SEINO, Saori; KAWAHARA, Ryosuke; UCHIDA, Sayaka

Mn

2PA-009 Mnジイミン錯体による CO2還元光触媒反応における置換基
効果（東工大院理工・CREST/JST）○加美山紘子・竹田浩之・岡本耕
平・石谷 治

2PA-010 L-ヒスチジンから誘導したシッフ塩基を含む金属錯体の合成
と性質（岡山大院自然）○小川理渚・鈴木孝義・砂月幸成

Fe

2PA-011 水素結合ネットワークを形成した遷移金属錯体の構造と磁性
（九大院総理工）○中西 匠・佐藤 治

2PA-012 1’,1’’’-ビフェロセンジボロン酸を用いた 1次元水素結合

鎖の配列制御（奈良先端大物質）○藪本しおみ・田原圭志朗・秋田哲

宏・菊池純一
2PA-013 1,2,3-トリアゾール基を含む三座配位子骨格を基盤とする単核

鉄(II)錯体と二重らせん二核鉄(II)錯体の合成、構造およびスピン転移
挙動（岐阜大教育・岐阜大院教育）田中智子・岡田翔平・箕浦
涼○萩原宏明

2PA-014 かさ高いカルボキシラート配位子の開発と錯形成能（近畿大
理工）○西井真実子・羽村将宏・合田 舜・松尾 司

2PA-015 レドックス活性トリアミン配位子を有する非貴金属錯体の合

成とその性質（中央大理工）○張 嶺碩・脇坂聖憲・松本 剛・張
浩徹

2PA-016 4 重ロタキサン型分子組織を用いた酸素架橋鉄ポルフィリン
－鉄フタロシアニン二核錯体の合成（名大院理・九大先導研）○三原
のぞみ・山田泰之・井川和宣・柏木 健・友岡克彦・田中健太郎

2PA-017 meso位置換鉄ポルフィリン錯体の合成と光還元反応（分子
研・総研大・JSTACT-C）○岡部佑紀・深津亜里紗・近藤美欧・正岡重
行

2PA-018 Synthesis of Dithiolato-Bridged (CO)x/(CN)yFe-Ni Complexes as

Structural Models for the Active Site of [NiFe] Hydrogenase（RCMS, Nagoya

Univ.）○LI, Zilong; MATSUMOTO, Tsuyoshi; OHKI, Yasuhiro;

TATSUMI, Kazuyuki

2PA-019 Synthesis of iron porphyrin dimer catalysts bearing local proton

mediators for efficient electrocatalytic CO2 reduction（Inst. Sci. Tech. Res.,

Chubu Univ.）○NAGARAJU, Perumandla; ZAHRAN, Zaki; MOHAMED,

Eman; NARUTA, Yoshinori

2PA-020 電子構造制御を指向した新規鉄錯体配位子の合成（九大先導
研）○西野 聡・姜 舜徹・金川慎治・佐藤 治

2PA-021 クロリンおよびバクテリオクロリンの金属錯体の合成と性質
（島根大院総理工）○池上崇久・村井菜味・桑原孝光・山田祐也・池
崎 章・中村幹夫・半田 真

2PA-022 新規鉄(III)ジチオカルバメート錯体の構造とそのスピンクロ
スオーバー挙動の相関に関する研究（東北大理）○山林 奨・影澤幸
一・Breedlove Brian K.・山下正廣

2PA-023 三座 Schiff 塩基配位子を用いた鉄(III)錯体における構造と
SCO 特性（近畿大理工）○山尾典史・大久保貴志・前川雅彦・黒田孝
義

2PA-024 ビフェロセニウム 1次元鎖における電気信号の伝達速度と強
度に関する理論的研究（工学院大基礎・教養教育部門）○徳永 健・
山口涼太・松田貴裕

2PA-025 メチル化シクロデキストリン空洞内で生成した鉄(IV)オキソ
ポルフィリンの分子内酸素移動反応（同志社大院理工）○黒澤 俊・
北岸宏亮・加納航治

2PA-026 ジシラメタラサイクル鉄錯体の合成とアルケンの触媒的水素
化への応用（九大院総理工）○澤野美菜・砂田祐輔・野田大輔・永島
英夫

2PA-027 チオフェン誘導体を用いた N,C,S-三座配位子を持つ二核鉄錯

体の合成（阪市大院理）○松永拓海・廣津昌和・木下 勇
2PA-028 かさ高い Rind基を有する有機鉄二価錯体の還元反応（近畿大

理工・近畿大理工）○合田 舜・岡澤 厚・小島憲道・橋爪大輔・小
林義男・田中一義・笛野博之・松尾 司

Co

2PA-029 ジハロベンゼンジチオラート配位子を持つコバルトジチオレ
ン錯体の合成（東理大理工）○近藤正鷹・塚田 学・阿部芳首・郡司
天博

2PA-030 コバルト錯体による窒素分子の触媒的変換反応機構に関する
理論的研究（九大工）○松尾裕樹・田中宏昌・今吉隆治・中島一成・
西林仁昭・吉澤一成

2PA-031 キラルなダブルピラー型 MOFを充填した HPLCカラムによ
る光学異性体分離（関西大化学生命工）○寺内知也・田中耕一

2PA-032 Synthesis and Physical Properties of a Cyanide Bridged Fe-Co Chain

Complex（Grad. Sch. Pure Appl. Sci., Univ. of Tsukuba）○WEI, Rong-jia;

IIJIMA, Fumichika; SHIGA, Takuya; NEWTON, Graham; OSHIO, Hiroki

Ni

2PA-033 軸配位子に依存する Ni(salen)錯体の二電子酸化体の電子状態
（茨城大院理工）○川合 穂・島崎優一

2PA-034 トリス(オキサゾリニル)ボレートを配位子とするニッケルお
よびコバルト錯体の合成と酸化触媒特性（神奈川大工）○中澤 順・
大原萌瑛・吉野 豪・西 真奈美・引地史郎

2PA-035 アルキル側鎖に官能基を含む Ni(Ⅱ)サルフェン型錯体の熱的

挙動（東理大院総合化学）○高橋友隆・塩田 歩・市村脩平・佐伯雅
弘・田巻義規・宮村一夫

2PA-036 ビスベンゼンジチオラート錯体を含むレドックス活性液晶の
構造と性質（中央大院理工）○村田淳之介・脇坂聖憲・松本 剛・張
浩徹

2PA-037 ジチオカルボン酸ニッケル錯体を用いた配位高分子の合成と
キャリア輸送特性（近畿大理工・JSTさきがけ）○谷嶋晃樹・中橋裕
貴・大地悠輔・河野由樹・大久保貴志・前川雅彦・黒田孝義

2PA-038 o-位にアルコキシ鎖をもつ Ni(II)salen誘導体の熱挙動分析
（東理大理）○谷口航平・吉田幸史・田巻義規・宮村一夫

2PA-039 アルファ位に置換基のあるアミノ酸骨格をもつジチオカーバ
マート錯体の分子間相互作用（阪工大工）野村良紀○ブイタン ティ
エン・箕作仁志・萬 祐輔・川本和貴・大高 敦・下村 修

2PA-040 新規なクラウンエーテル型環状二核ニッケル(II)メタロホスト
の合成と性質（金沢大院自然）○小林聖弥・酒田陽子・秋根茂久

2PA-041 オリゴペプチド配位子を有するニッケル(II)ピリジンチオラト
錯体の合成と水素生成触媒機能（九大院理・九大カーボンニュートラ
ルエネルギー・国際研究所・九大分子システム科学センター）○宮﨑
浩輔・北本享司・山内幸正・酒井 健

2PA-042 嵩高い NHC配位子（IPr, IMes）を有するNi（I）錯体の開発

と触媒反応（福岡大理）○田﨑冴子・松原公紀・古賀裕二
2PA-043 P2S2型四座配位子を有する NiIIRhIおよび NiIIIrI二核錯体の合

成と構造及び反応性（奈良女大理）○渡邉夏妃・佐野三記江・久禮文
章・中島隆行・棚瀬知明

Cu

2PA-044 Construct of photoactive framework with open metal sites（Sch.

Physical Sci., SOKENDAI; IMS; JST ACT-C）○CHINAPANG,

Pondchanok; ITOH, Takahiro; KONDO, Mio; MASAOKA, Shigeyuki

2PA-045 四座ホスフィンを用いた多核銅(I)ヒドリド錯体の合成と反応
性（奈良女大理）○八軒可奈恵・牧野純子・久禮文章・中島隆行・棚
瀬知明
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2PA-046 1,1′-ビナフチル骨格を有するオクタカルボキシレート配位子
を用いた新規ホモキラル MOF の合成（関西大化学生命工）○阿南
卓・田中耕一

2PA-047 ピラジンジオール誘導体を配位子とする金属錯体をビルディ
ングブロックとした金属錯体集積体の構造制御（福岡大理）○小川真
央・石川立太・川田 知

2PA-048 膜チャネルの機能化を目指した Amphotericin B 金属錯体の合

成（九大理）○川原皐紀・都合達男
2PA-049 新規 1,10-フェナントロリン誘導体配位子を有する銅(Ⅱ)錯体

とラッカーゼ複合系による酸素還元反応（東理大院総合化学）○黒沢
悠・秋津貴城

2PA-050 エーテル側鎖を有するソルバトクロミック銅錯体の合成と物
性（神戸大院理）○蘭 雪・細川 仁・持田智行

2PA-051 オクタメチレンジチオカルバミン酸銅配位高分子微粒子の合

成と有機薄膜太陽電池への応用（近畿大院総理工・JSTさきがけ）
○中谷研二・大久保貴志・前川雅彦・黒田孝義

2PA-052 発光性ピリジンチオラト銅(I)および銀(I)六核錯体の高圧粉末
X線構造解析（兵庫県大院物質理）○久保雅裕・西山愛美・小澤芳
樹・赤浜裕一・鳥海幸四郎

2PA-053 HATNA誘導体を配位子とする d-π複合体を用いた薄膜太陽
電池の開発（近畿大理工・JSTさきがけ）○河野由樹・藤野宏樹・坂
田稜磨・樋元健人・中谷研二・大久保貴志・前川雅彦・黒田孝義

2PA-054 トリケトナト配位子を有する銅(II)二核錯体の合成と水素生成
触媒機能（九大院理・九大カーボンニュートラルエネルギー・国際研
究所・九大分子システム科学センター）○中島信太郎・山内幸正・酒
井 健

2PA-055 ナフチル基を導入したビスホスフィン配位子を有した銅一価
錯体の合成と性質（城西大院理・理研）○菊池あゆみ・大澤正久・橋
本雅司

2PA-056 ラセミ体及びホモキラル MOF 結晶を用いる CO2ガス吸着
（関西大化学生命工）○守岡貴彦・田中耕一

2PA-057 ヨード架橋複核銅（I）ユニットとビス（ピリジル）型架橋配
位子からなる配位子混合型配位高分子の合成と発光性（富山大理・富
山大院理工）○杉本賢志・小川直純・山下翔馬・大津英揮・野崎浩
一・柘植清志

2PA-058 (R)-N-(2-ピリジルメチル)ピぺコリン酸金属錯体を用いたラセ
ミアミノ酸の光学分割（関西大化学生命工）○福島健雄・矢島辰雄・
白岩 正

2PA-059 有機配位子を含まない銅-オクタシアノモリブデン錯体の結晶
構造（東大院理）○梅田喜一・中林耕二・所 裕子・大越慎一

2PA-060 三脚型トリヘテロアリール配位子を用いた配位高分子形成過
程における多核銅錯体種の置換基効果（阪市大院理）○角高海理・西
川慶祐・森本善樹・舘 祥光

2PA-061 アミノ酸誘導体キラルシッフ塩基 Cu(Ⅱ)錯体の TD-DFTによ
る電子スペクトル計算における関数依存性（東理大理）高倉一也○秋
津貴城

2PA-062 ビス(6-メチルピリジン-2-イル)メタンを配位子に有する銅錯体

の合成と物性（城西大院理）○毛利秀史・田中伸英・見附孝一郎・橋
本雅司

2PA-063 三座メソイオン性カルベン配位子を持つ銅錯体の合成と構造
（福岡大理）○手嶋裕太・岩崎春香

2PA-064 2,6-ビス（3-フェニル-1,3-プロパンジオン）ナフタレン金属錯

体（Ⅱ）の合成と物性の検討（学芸大教育）吉原伸敏○林田龍之介・
珠蘭其木格

2PA-065 ビス(3-フェニル-1,3-プロパンジオン)ベンゼン及び金属錯体の
合成（学芸大教育）吉原伸敏○珠蘭其木格

Zn

2PA-066 配位高分子結晶内部における有機カチオン輸送機能の制御
（京大院工）○荻原直希・堀毛悟史・北川 進

2PA-067 アミノアルコール骨格をもつジチオカーバマート錯体の分子
間相互作用（阪工大工）野村良紀○ブイタン ティエン・川本和貴・
萬 祐輔・大高 敦・下村 修

2PA-068 キラルなカルボン酸イオンの配位を利用したらせん型四核錯

体の動的ヘリシティー制御（金沢大院自然・筑波大院数理物質）○高
槻百合・酒田陽子・鍋島達弥・秋根茂久

2PA-069 アンモニウム塩で修飾した IRMOF-3 触媒による CO2の固定
化（関西大化学生命工）○大塚慎也・田中耕一

2PA-070 環状亜鉛ポルフィリン三量体とピリジン誘導体との相互作用
（東理大理）○村岡兼通・大古田耀平・佐竹彰治

Zr

2PA-071 ギ酸架橋ジルコニウム及びハフニウム配位高分子錯体の合成
と選択的ガス吸着（島根大院総理工）○藤田涼平・片岡祐介・村田秀
信・厳 寅男・田中秀和・川本達也・半田 真

2PA-072 4族金属とエンインの反応による安定な五員環アレン錯体の
合成と構造（上智大理工）○栗田理華子・増山芳郎・鈴木教之

2PA-073 イオウ原子と 4族金属を含む安定な五員環アレン錯体の合成
（上智大理工）○河村亜希子・浅田拓海・増山芳郎・鈴木教之

Mo

2PA-074 P-P-Si-P-P 骨格からなる 5座配位子を有するモリブデンヒドリ

ド錯体と末端アルキンの反応（横国大院工）○湊 盟・渡辺恭祐
2PA-075 シリルモリブテン錯体を用いた有機ジシランのクロスカップ
リング反応の開発（横国大院工）○浅枝嵩浩・湊 盟

Ru

2PA-076 二窒素架橋ルテニウム三核錯体二量体の非対称構造（早大先
進理工）○山口 正・梅本亜起・岩崎元気

2PA-077 新規ピラジン架橋環状四核ルテニウム錯体の合成（首都大都
市環境）○青嶋健仁・佐藤 潔・山口素夫

2PA-078 アジドあるいはイミンが配位したルテニウム錯体の構造と酸
化還元挙動（上智大理工）○住毋家友香・松谷一弘・長尾宏隆・南部
伸孝

2PA-079 ルテニウム(II)saloph錯体の軸配位を利用した集合型メタロホ
ストの合成とカチオン認識（金沢大院自然）○中村優理・酒田陽子・
秋根茂久

2PA-080 安定ラジカル置換基を有する新規ルテニウム(II)ポリピリジン
錯体の合成と光化学物性（阪市大理）○小林のぞみ・伊藤亮孝・手木
芳男

2PA-081 色素増感太陽電池のためのフェニルビピリジン配位子を用い
た新規ルテニウム錯体色素の合成と物理化学特性（日大理工・物材機
構太陽光発電材料ユニット）○金子竜二・大月 穣・高森悠也・須川
晃資・ISLAM ASHRAFUL

2PA-082 自己集合による新規な環状ルテニウム錯体の合成（首都大都
市環境）○柴田翔太・森山良太・佐藤 潔・山口素夫

2PA-083 多核クラスターユニットの事前修飾による 機能性高分子錯体

の合成（九大院工）○清水遥加・阿部正明・小野利和・嶌越 恒・久
枝良雄

2PA-084 新規白金-ルテニウム多核錯体の合成と性質（岐阜大工）○齋
藤尚紀・植村一広・上杉尚之・松山暁菜・海老原昌弘

2PA-085 ルテニウム錯体に配位したビス（2-ピリジルカルボニル）ア
ミナト部位のプロトン解離挙動（上智大院理工）○志村直人・長尾宏
隆

2PA-086 両親媒性 Ru 錯体を触媒としたベシクル中での水の光化学的

酸化反応（東大院総合文化）○佐藤洋一・滝沢進也・村田 滋
2PA-087 アセチルアセトナトと tri-2-pyridylamineを持つヘテロレプ
ティック Ru(II)錯体の光アネーション反応（明大理工）○藤井 剛・
外山真理・長尾憲治

2PA-088 2-ピリジンカルボン酸を配位子として有する Ru(II)光増感錯

体を用いた高効率 CO2還元（東工大院理工）○徳田一真・上田裕太
郎・竹田浩之・石谷 治

2PA-089 (SRu,RC)-[CpRu(Prophos)PPh3]PF6の配位子交換反応（日大院生
産工）○伊藤星恵良・津野 孝・ブルナー ヘンリー

2PA-090 色素増感太陽電池の増感色素 N3の TiO2吸着条件下での加熱
および光照射による IRスペクトル変化（産総研ナノシステム）○椎名

祥己・井上杏子・宮沢 哲・下位幸弘・川西祐司
2PA-091 含ピリジン化合物を有するニトロシルルテニウム錯体とアク
リロニトリルの反応（上智大理工）○大野春菜・長尾宏隆

2PA-092 N-methyl-(di-2-pyridyl)amineと 2,2’-bipyridineを持つビス-ヘテ
ロテプティック Ru(II)錯体の結晶構造と反応（明大理工）○笠井直

人・外山真理・長尾憲治
2PA-093 非対称ビス-二座配位子を一つ持つ単核 Ru(II)-dmso 錯体の異

性化反応（明大理工）○竹内太一・牧瀬貴士・外山真理・長尾憲治
2PA-094 Mono(ddppd)Ru(III)錯体(ddppd = N,N’-dimethyl-N,N’ -di-(2-

pyridyl)pyridine-2,6-diamine)を原料としたビス-ヘテロレプティック Ru

(II)錯体の合成と構造（明大理工）○村中 悠・奥田純弥・外山真理・
長尾憲治

2PA-095 1H-イミダゾール-4-カルバルデヒド-2-ピリジルヒドラゾン誘
導体を含むルテニウム(II)錯体の合成と構造および性質（岡山大院自
然）○中谷友一・鈴木孝義・砂月幸成・森 麻美・秋山紗恵子

2PA-096 柔軟な支持配位子を含むルテニウム錯体における反応性と配
位様式との関係（福島大共生システム理工・福島大環境放射能研）常
世田里恵・阿部良祐・高橋香澄・高瀬つぎ子○大山 大

2PA-097 非配位ターピリジンを有する単核ルテニウム-ビス（ターピリ
ジル）アントラセン錯体の合成と酸化還元挙動（立教大理）○三島か
なえ・和田 亨

2PA-098 オキシド配位子が架橋したルテニウム二核錯体の合成と水の
酸化反応（上智大理工）○鈴木 裕・長尾宏隆

2PA-099 イソシアニド配位子を持つジシラルテナサイクル錯体による
多置換アルケンの高効率的水素化の開発（九大院総理工）○山本泰
士・大串 元・砂田祐輔・永島英夫

2PA-100 三核ルテノセンの合成と酸化状態に関する研究 Ⅱ（広島大
理）○古賀和樹・安原大樹・中島 覚

2PA-101 ジシラメタラサイクル骨格を有する Ru 錯体上での水素原子
の流動性に関する計算化学的考察（九大院総理工）○宮本香花・田原
淳士・田中宏昌・砂田祐輔・永島英夫・吉澤一成

2PA-102 ジシラメタラサイクル骨格を持つルテニウムジカルボニル触
媒によるカルボニル化合物の高効率的還元の開発（九大院総理工）
○竹下卓志・井上諒子・砂田祐輔・永島英夫

2PA-103 アルキルカーボネートルテニウム錯体合成におけるピンサー
型配位子の効果（長崎大院工）○瀬戸悠大・中村卓生・有川康弘・馬
越啓介
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Rh

2PA-104 ベンズアミジナート架橋ロジウム二核錯体の合成と電子状態
（島根大総理工）○三上沙紀・片岡祐介・川本達也・池上崇久・半田
真

2PA-105 Anchor 型ロジウム二核錯体による高効率な水の光還元反応
（島根大総理工）○矢野なつみ・片岡祐介・川本達也・半田 真

2PA-106 電子吸引・供与基を導入したパドロホイール型ロジウム二核
錯体による水の光還元反応（島根大院総理工）○片岡祐介・矢野なつ
み・川本達也・半田 真

2PA-107 軸配位子にエチニル基を有するロジウム(III)ポルフィリン錯

体の合成と性質（北里大理）○水谷健人・弓削秀隆
2PA-108 Rh(I)-Containing Porous Metal Complexes as Heterogenous Cata-

lysts for the Polymerization of Phenylacetylene（Grad. Sch. Eng., Kyoto

Univ.）○HOSHIKAWA-HALBERT, Jason; KOBAYASHI, Yuichiro;

UEMURA, Takashi; KITAGAWA, Susumu

2PA-109 アルキル炭素からアリール炭素への Rh(III) 中心の 1,4-転位
（中央大理工）福田絵女・髙野紘一・池田洋輔・小玉晋太朗○石井洋
一

Pd

2PA-110 糖ユニットを持つ C-C-NピンサーPd 錯体の水中における C-C

カップリング反応に対する触媒活性（阪市大院理）○今仲庸介・橋本
秀樹・木下 勇・西岡孝訓

Ag

2PA-111 様々な官能基導入によるチオフェノラト架橋銀(I)錯体の発光
性クロミズム挙動（山梨大教育人間科学）○佃 俊明・小林水輝

2PA-112 電子吸引基の導入またはキレート効果によって安定化された
カルボジホスホラン錯体の合成（広島大院理）○杉山昂史・萩森公
一・久保和幸・水田 勉

Sn

2PA-113 7 員環キレートを有する N-ヘテロサイクリックスタンニレン
の合成とカルボニル化合物との反応（宮崎大教育文化・群馬大学大学
院理工学研究科・学習院大理）○有井秀和・中林健一・川島隆幸・持

田邦夫

Ln

2PA-114 水溶性ランタニド錯体の発光特性に対する水分子の影響（神
奈川大院工）○橋本征奈・岡本宏輝・藪下篤史・織作恵子・岩倉いず
み

Eu

2PA-115 金属イオンとの結合部位を有するキラルユーロピウム錯体の
合成とその円偏光発光（奈良先端大物質）○中川貴文・湯浅順平・河
合 壯

2PA-116 繊維状粘土に取り込まれた光増感配位子を含むランタニド錯

体からなる無機有機複合体の発光特性（函館高専）山口将希・海崎純
男○城谷 大

2PA-117 五配位座 Pybox誘導体を含む Eu(III) / Tb(III)錯体におけるア
ニオン依存の発光応答性（奈良女大理）○野上実沙・中村香穂・友塚
育美・原井麻希・片岡悠美子・梶原孝志

2PA-118 フェニルターピリジンを配位子とした Eu 錯体の置換基効果
（青山学院大理工）○小谷宗平・Mastalir Matthias・黒田航平・石井
あゆみ・Linert Wolfgang・長谷川美貴

Dy

2PA-119 Counter ions effect on crystal structure of cucurbituril coordination

chain.（Grad. Sch. Sci., Tohoku Univ.）○COSQUER, Goulven; KIMOON,

Kim; YAMASHITA, Masahiro

Ce

2PA-120 チオフェン含有ダブルデッカー錯体の合成と特性（日大院理

工）○水村祐太・大月 穣・須川晃資・木田裕貴・篠崎喜脩

Tb

2PA-121 Tb 錯体を導入した緑色発光を示す真珠層のスペクトル解釈
（青山学院大理工）○近藤崇弘・山田智咲・石井あゆみ・長谷川美貴

2PA-122 遅い磁化緩和挙動を示すテルビウム(III)-縮環フタロシアニン
積層型錯体の合成（東北大院理・JST CREST）○守田峻海・加藤恵
一・高石慎也・Breedlove Brian K.・山下正廣

2PA-123 アルキル基を導入したテルビウムフタロシアニン積層型二核
錯体の構造と磁気特性（東北大理）○相澤 憂・加藤恵一・Breedlove

Brian K.・高石慎也・山下正廣
2PA-124 スピントロニクスを志向したポルフィリン Tb二核錯体の合

成と物性評価（阪大院理）○坂田直弥・田中大輔・炭谷宣登・猪瀬朋
子・田中啓文・小川琢治

2PA-125 長鎖アルキルポルフィリンダブルデッカー型単分子磁石の合

成と磁気、電気化学的特性評価（阪大理）○沖村由貴子・田中大輔・
猪瀬朋子・小川琢治

Yb

2PA-126 近赤外発光を示すランタニドを用いた鎖状錯体（青山学院大
理工）○越村将臣・尾形周平・石井あゆみ・長谷川美貴

Lu

2PA-127 オクタブトキシ置換およびオクタメチル置換フタロシアニン
を含むヘテロレプティック三層サンドイッチ型二核 Lu(III)錯体の合成
と性質（4）（九大院理）○高橋和宏・末永正彦

Re

2PA-128 トリカルボニルジイミン遷移金属錯体の CO2光還元反応にお
ける CO2捕捉過程に関する理論的研究（富山大大学院理工学研究部）
○前馬純一・岩村宗高・野崎浩一

Ir

2PA-129 2-フェニルピリジン誘導体を配位子とするアニオン性イリジ
ウム錯体の光化学的挙動（東大院総合文化）○加納涼斗・滝沢進也・
村田 滋

2PA-130 ピリジルベンゾチオフェン配位子を有するイリジウム錯体を
増感剤とする光水素発生における最適条件の検討（東大院総合文化）
○曽 凡洋・滝沢進也・村田 滋

2PA-131 ベシクル中におけるカチオン性イリジウム錯体の光物性（東
大院総合文化）○鴻丸翔平・生田直也・滝沢進也・村田 滋

2PA-132 陽イオン交換膜 Nafionに担持されたシクロメタレート型イリ
ジウム(III)錯体の pHに依存した発光特性（東大院総合文化）藤村有
生○亀渕 萌・岡澤 厚・小島憲道

2PA-133 緑色発光性ヘテロレプティックイリジウム(III)錯体の合成と
性質（産総研触媒化学融合研究セ・フルヤ金属）今野英雄○竹下智
博・井戸洋平・小池和英・杉田吉朗・伊藤 賢

2PA-134 複素環を C,N 型配位子とした新規 Ir(III)錯体の合成（神戸高
専）○大淵真一・吉田有吾・奈良隆大

2PA-135 リン上に不斉点を有する Ind-P*配位子を利用したイリジウ
ムⅢ価πアリル錯体の合成（奈良女大理）○篠 知美・浦 康之・片
岡靖隆

Pt

2PA-136 錯体触媒を内包した水溶性分子カプセルの合成と性質（九大
院理・九大カーボンニュートラルエネルギー・国際研究所・九大分子
システム科学センター）○田中将太・中薗孝志・山内幸正・酒井 健

2PA-137 2-フェニルピリジンおよびその誘導体を配位子とする混合金
属錯体の合成と性質（長崎大院工）○上田美沙・西原一樹・杉安理

沙・有川康弘・馬越啓介
2PA-138 酒石酸架橋二核金属錯体の合成と構造およびその性質（埼大
院理工・埼大科学分析支援セ・阪大院理）○田沼穂波・山口翔平・大
野桂史・永澤 明・海崎純男・藤原隆司

2PA-139 サリチルアルジミナト配位子を有する非対称型白金(II)錯体の
構造と発光特性（阪大院基礎工）○山根達徳・小宮成義・直田 健

2PA-140 Crystal structure and photophysical properties of fused salen

dinuclear complexes of platinum group metal（IIS, The Univ. of Tokyo）
○ACHIRA, Hiroto; HOGA, Yuki; YOSHIKAWA, Isao; MATSUMURA,

Kazunari; HOUJOU, Hirohiko

2PA-141 光学活性 Pt(O-N)2錯体とそのメソ，ラセミ体の立体化学（日
大院生産工）○古川 聖・津野 孝・ブルナー ヘンリー

2PA-142 白金(II)二核錯体の水素生成触媒反応に関する機構的研究（九
大院理・九大カーボンニュートラルエネルギー・国際研究所・九大分
子システム科学センター）○脇山史彬・山内幸正・酒井 健

2PA-143 ビスジイミン誘導体を配位子とする二核白金錯体の合成と性
質（長崎大院工）○田口響己・深谷昇平・川手崇裕・有川康弘・馬越

啓介

Au

2PA-144 Novel structurally defined gold cluster protected by redox-active

ligands（Grad. Sch. Env. Sci., Hokkaido Univ.）○ORDONEZ, Carlos;

SHICHIBU, Yukatsu; KONISHI, Katsuaki

天然物化学

脂肪酸関連化合物、ポリフェノール

2PA-147 4-（ヒドロキシフェニル）-2-ブタノール類の簡便合成と生理

活性（近畿大工）○岡田芳治・中本雅斗・漆原梨帆・大石千晶・岡村
麻由・角南初音・中坊大輔・中村謙介・野村正人

2PA-148 不斉シクロプロパン化および不斉転写環拡大を鍵とするトリ
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ロバチン類の合成研究（信州大繊維）○石田夏希・村松優太・西井良
典

2PA-149 新規海洋産ポリケチド yoshinone Aの合成研究（慶大理工）
○四宮誠一・岩崎有紘・大野 修・末永聖武

2PA-150 ガロイル基 C-C三量体，ノナヒドロキシトリフェノイル基の
合成（関西学院大理工）○大原憲也・廣兼 司・山田英俊

2PA-151 アルデヒド-アルドース誘導体の［3＋2］環化反応を用いる
5,5-スピロアセタール環の立体選択的な形成反応（青山学院大理工）
○西山辰英・吉津彰夫・杉村秀幸

2PA-152 フラボノイド配糖体のイオンモビリティー質量スペクトル解
析に関する理論的研究 I. ケンペロール-3-O-グルコシド、ケンペロール-

3-O-ルチノシド、ケルセチン-3-O-グルコシド、ケルセチン-3-O-ルチノ
シド（奈良女大院人間文化・サントリー生命科学財団生物有機科学
研・奈良女大理）○小野紗矢香・渡辺健宏・山垣 亮・竹内孝江

2PA-153 ハクレイタケ由来酸性糖脂質の構造解析（日大理工）○吉永
和矢・Mathew Anila・鈴木佑典・櫛 泰典

テルペン・ステロイトド

2PA-154 新規転位型アレンゼルンボンの効率的合成（近畿大院農）
○巽 大明・亀尾昌樹・北山 隆

2PA-155 ゼルンボン誘導体の基礎反応解析(2)（近畿大院農）○西川敦
也・山本智恵子・都築輝孝・北山 隆

2PA-156 ゼルンボン臭化物の多様な反応性（近畿大農）○宇高芳美・
福島美幸・河合 靖・北山 隆

2PA-157 酸素官能基化されたビサボラン化合物の合成と NMRスペク
トルによる立体構造の区別（立教大院理・理研）○平井美咲・高木広
和・廣田 洋・黒田智明

2PA-158 ブラジル産薬用植物Bowdichia virgilioidesの種子に含まれる新規
成分（日大院総合基）○笠原 拓・遠藤裕太・夏目志帆里・秋末剛
吉・原田研一・久保美和・福山愛保・平野智也・影近弘之・大崎愛弓

2PA-159 ナス科植物のステロイドアルカロイドおよびステロイドサポ
ニン生合成過程におけるコレステロールの 16位水素の挙動（東工大院
理工）○森田早百合・大川晶子・森内裕香・大山 清・藤本善徳

2PA-160 Ugi反応を用いた海洋天然物の合成研究（高知大）○三村利
香・齋藤健太・中野啓二・市川善康

2PA-161 エクジソンの改良合成法（東工大院理工）○石坂 朗・藤本
善徳

アルカロイド

2PA-162 Quassia amara由来の蛍光成分（日大日本大学大学院総合基礎
科学研究科）○日向尚輝・平野智也・影近弘之・大﨑愛弓

2PA-163 アルデヒド-アルドース誘導体の［3＋2］環化反応を用いるア
コルタタリン Aのスピロ環骨格の立体選択的な構築（青山学院大理

工）○高橋佳奈子・杉村秀幸

糖

2PA-164 Gg3担持金微粒子の合成研究（岡山理大理）山田晴夫○岡本
祥吾

2PA-165 嵩高いケイ素置換基を保護基として用いたオリゴ糖合成（埼
大工）○松本拓磨・伊藤 諒・神瀬龍平・小山哲夫・松岡浩司・幡野
健

2PA-166 1,3-双極子付加環化反応を用いるラクトース担持金微粒子の合

成研究（岡山理大理）山田晴夫○西嶋賢真

アミノ酸、ペプチド

2PA-167 基質ペプチドを有する水溶性シクロファンの合成と性質（福
岡大理）○松木宏太郎・林田 修・安東勢津子

その他

2PA-168 愛媛県産海綿動物由来の生物活性物質探索（愛媛大 INCS・
愛媛大院理工）○坂本 求・倉本 誠・黒川嘉彦・森 重樹・宇野秀
満

高分子
2PA-171 ラジカル重合開始剤としてボラン-ルイス塩基錯体を用いた重

合におけるリビング的重合挙動（東北生活文化大ポリマーケミスト
リーラボ）○菅野修一

2PA-172 コウジ酸存在下での酢酸ビニルの環境低負荷型ラジカル重合

における分子量制御（鹿児島大院理工）○田中和也・山元和哉・門川
淳一

2PA-173 X線吸収微細構造解析測定に基づくヘキシルチオフェンの酸
化重合機構の解析（九大先導研）○平井智康・佐藤雅尚・城戸信人・
寺岡靖剛・西堀麻衣子・杉山武晴・神谷和孝・花田賢志・Kevin

White・檜垣勇次・小椎尾 謙・杉本隆一・西郷和彦・高原 淳
2PA-174 Novel Cu-Based Metallo-Supramolecular Polymers with Two Kinds

of Ligands Introduced Alternately（NIMS）○HOSSAIN, Md. Delwar;

HIGUCHI, Masayoshi

2PA-175 チタノセンジクロリドを用いたイソプレンの乳化重合（関東
学院大理工）○山岸優哉・香西博明

2PA-176 ジヒドロキシナフタレン誘導体を用いた酸化カップリング共
重合による新規 PPOの合成（中部大工）○伊藤僚亮・宇佐見俊亮・幅
上茂樹

2PA-177 2-(アミノメチル)フェノール誘導体の酸化カップリング共重合

（中部大工）○岩井繁幸・黒田智樹・村木康宏・幅上茂樹・筒井康弘
2PA-178 カゴ型シルセスキオキサン含有ポリアミドの精密重合とその

物性評価（九大工）○永江勇介・大石智之・城戸信人・佐藤雅尚・小
椎尾 謙・平井智康・高原 淳

2PA-179 Synthesis of conjugated polymers having fused imidazole unit

（Grad Sch. Eng., Nagoya Inst. of Tech.）○KURODA, Tomoharu;

TAKAGI, Koji; SAKAIDA, Masanori

2PA-180 RAFT分散重合による自己組織化フィルムの合成（福井大院
工）○菊川雄丸・杉原伸治・井田翔太・前田 寧

2PA-181 含フッ素フェナントレン骨格を有するπ共役高分子の合成
（茨城大工）○福元博基・安藤正敏・塩田知美・泉谷宏一・久保田俊
夫

2PA-182 ガンマ線照射したポリテトラフルオロエチレンの熱化学発光
機構の解明（1） マルチチャンネルフーリエ変換型微弱発光分光分析
装置による研究（東農工大院 BASE・ダイキン工業・日本アプライド
テクノロジ・コーガアイソトープ）○山田恵美・野口 剛・赤井伸
行・石井 浩・佐藤親弘・廣庭隆行・中田宗隆

2PA-183 湿気硬化ポリウレタンの生成におけるイソシアネートと水と
の反応の解析（愛工大）○木塚一憲・石垣友三・浅井清次・井上眞一

2PA-184 非線形最小二乗法による気相表面共重合におけるモノマー反
応性比の決定（九工大生命体工）○岩切 峻・西田治男

2PA-185 Fabrication and Evaluation of Nafion Ultra-thin Film by Inkjet

Printing（Japan Advanced Institute of Science and Technology）○GUO,

Yanglu; NAGAO, Yuki

2PA-186 ステレオブロック PNIPAMの相分離ダイナミクス‐2連子配
列の効果の検討‐（阪市大院理）○多田貴則・喜多村 曻・東海林竜
也・坪井泰之

2PA-187 Physical Properties of Polypropylene / End-functionalized Polypro-

pylene Blend（Grad. Sch. Sci. Tech., Nihon Univ.）○YELIN, Cai;

TAKASHI, Sawaguchi

2PA-188 液晶高分子複合体の熱的性質と配向挙動（大分大工）○林
俊行・那谷雅則・氏家誠司

2PA-189 ポリウレタン金属錯体液晶の配向挙動（大分大工）○嶋田源
一郎・那谷雅則・氏家誠司

2PA-190 ジベンゾアンチリジンを主鎖に含む交互共重合体の発光挙動
（東工大資源研）○小川裕史・小泉武昭

2PA-191 両親媒性トリブロックコポリマーの合成とそれを用いた多孔
膜の作製（立命館大院生命科学・(株)松風）○前田伊織・渕上清実・金
子光佑・花崎知則

2PA-192 A study on phase separation in mixed polysaccharide gels by

diffusion measurments using gradient NMR（Grad. Sch. Marine Sci. and

Technol., Tokyo Univ. of Marine Sci. and Technol.）LU, Yang; HU, Bingjie;

○MATSUKAWA, Shingo

2PA-193 主鎖にフェノチアジン部位を有する共役系高分子の合成と性
質（関東学院大理工）○今本翔也・香西博明

2PA-194 紫外線照射による硬化性樹脂の開発（関東学院大理工）○内
田 希・香西博明

2PA-195 側鎖に光機能性部位を有する置換ポリアセチレン類の合成と
蛍光特性（関東学院大理工）○菅野 翔・香西博明

2PA-196 ポリケイ皮酸デンドリマー希薄溶液の光反応挙動における溶
媒効果（東理大院総合化学）○鏡原孝平・長坂達樹・市村國宏・青木
健一

2PA-197 高い光重合活性を示すジアセチレン有機ゲル膜中へのポリジ
アセチレンパターンの作製（東理大理）○高橋大樹・楢崎健太・玉置
信之・青木健一

2PA-198 電気化学重合によるホール注入層成膜法の開発（津山高専電
気電子工学科）○松島立樹・香取重尊・廣木一亮

2PA-199 折り畳まれたポリ（アントリレンエチニレン）のダイマーモ
デルの合成と性質（新潟大院自然）○須賀史哉・寺口昌宏・青木俊
樹・金子隆司

2PA-200 2,6位にフェノール残基を有するポリ(9,10-アントリレンエチ
ニレン)の合成とそのポリラジカルの磁気的性質（新潟大院自然）○岡
田果純・寺口昌宏・青木俊樹・金子隆司

2PA-201 折り畳みπスタック高分子の光電変換素子への応用（神奈川
大工）○内藤佑輔・浅野直樹・舟生重昭・岡本専太郎

2PA-202 がん治療用 X線増感剤への応用を目的とした Eu 含有星型ポ
リマーの合成と in vitro評価（奈良先端大物質）○大湯なつ美・安藤
剛・寺田佳世・小林未明・谷原正夫

2PA-203 側鎖にオキシエチレン基を有する置換ポリアセチレン膜の高
選択的 CO2分離（室蘭工大）○吉田嘉晃・馬渡康輝・田畑昌祥

2PA-204 フタル酸エステル類に対するホスト分子含有高分子膜の吸着
能及び選択性（八戸高専物質工学・長岡技科大工材料開発工学課程）
○高畑裕紀・菊地康昭・小林高臣

2PA-205 中性子回折法によるハイドロゲル中に形成する氷の構造評価
（原子力機構量子ビーム）○関根由莉奈・東島 優・深澤倫子・深澤

裕
2PA-206 ホスト-ゲスト相互作用と鈴木・宮浦クロスカップリング反応
を利用した材料の接着（阪大院理）○大西裕介・高島義徳・原田 明

2PA-207 [c2]ロタキサン構造を有する超分子材料の作製と分岐構造に応
じた物性の検討（阪大院理）○澤 友樹・岩曽一恭・高島義徳・原田
明
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2PA-208 ビオロゲン構造を有する新しいゲルの合成とそれらの応用
（山形大工）○佐藤のぞみ・小司孝太郎・佐藤力哉

2PA-209 導電性高強度ゲルの合成とフレキシブルデバイスに向けた界
面修飾（産総研ナノシステム・神奈川工科大院工）○池永皓祐・三浦
俊明・堀内 伸・奥崎秀典・岸 良一・岡部 勝・長田義仁

2PA-210 ジシロキサンセグメントを有する熱可塑性ポリイミドの合成
と特性（日大理工）○石井勇介・古宮有紗・佐々木大輔・星 徹・萩
原俊紀・澤口孝志・横田力男

2PA-211 蛍光発色団を導入した尿素基を有するポリシルセスキオキサ
ンの温度応答性の制御（防衛大）○北本祐士・玉島大和・山本進一・
守谷 治

2PA-212 多分岐ポリグリシドールを用いた新しい機能性材料の開発

（山形大工）○菅原なつみ・松本佳恵・橋本隆寛・佐藤力哉

2PA-213 キラル環状構造を基盤とする新規光学活性高分子の合成（東
電大工）○諸伏駿人・宮坂 誠

2PA-214 複数の活性エステル部位を有するビナフチル誘導体の合成と
その光学特性（東電大工）○山本良祐・宮坂 誠

2PA-215 高い酵素触媒電流を示す高分子メディエータ固定化電極（株
式会社アイシン・コスモス研究所研究開発部）○中嶋泰夫・溝下倫
大・田中洋充

2PA-216 糖鎖固定化金微粒子を用いた酵素の熱変性阻害機能に関する
調査（富山高専）○野口夢乃・福田知博

ケミカルバイオロジー
2PA-219 GGTをターゲットとする activatable光増感剤の開発による癌

選択的 PDTの実現（東大医学系研究科）○千葉真由美・市川裕樹・神
谷真子・ノーベルト ランゲ・浦野泰照

2PA-220 新規ビスインドール化合物がもつ分泌阻害活性の特徴付け
（岡山大院自然）○佐藤あやの・鈴木秀幸・本庶仁子・仁科勇太

2PA-221 抗がん活性フシコクシン誘導体の作用機序解明に向けた標的

探索（京大化研・阪大産研）○渡邉はるひ・パルバトカー プラカッ
シュ・楠本純士・王 辰宇・加藤修雄・佐藤慎一・上杉志成・大神田
淳子

2PA-222 スフィンゴシン-1-リン酸輸送活性体の新規排出定量法の開発

（阪大理）○福岡宇紘・加藤修雄・新田 孟・樋口雄介・西 毅
2PA-223 ジアジリンを含む糖鎖プローブを用いた 2 種プローブフォト
アフィニティーラベリング（東農工大工）○山口珠代・櫻井香里

2PA-224 金粒子を基盤とした糖鎖フォトアフィニティープローブの開

発（東農工大院工）○畑井祐貴・岡田あゆみ・櫻井香里
2PA-225 GFP発色団誘導体を有する脂質膜挿入型蛍光プローブの合成

（宇都宮大院工）大庭 亨○青木拓也・伊藤智志
2PA-226 レゾルフィン骨格をもつ新規蛍光色素の合成（宇都宮大院

工）大庭 亨○坂口 諒・伊藤智志
2PA-227 TTTA 配位子を有する Gd-MRI造影剤の合成と物性（阪歯
大）○牧田佳真・井上将史・片山夏輝・李 信翰・藤原眞一・小川昭
弥

2PA-228 生細胞における酸性小胞の pH測定が可能な蛍光寿命イメー
ジングプローブの開発（東大院医）○國府田絹子・神谷真子・浅沼大
祐・浦野泰照

2PA-229 1’-acetoxychavicol acetate (ACA) 代謝産物の光線力学療法にお
ける促進効果（阪市大院工）○東 秀紀・小西貴弘・萩原麻未・小島
明子・長崎 健

2PA-230 フェニレンエチニレンを用いてπ共役系を拡張させた新規な
クロロフィル誘導体の合成（宇都宮大院工）大庭 亨○安藤 愛・伊
藤智志

2PA-231 新規ケージドジアシルグリセロールの設計と合成（東邦大
理）○池谷柚季・森 有里紗・鈴木商信・古田寿昭

2PA-232 細胞種選択的に光活性化されるケージド cAMPの設計と合成
（東邦大理・東京都医学総合研究所運動・感覚システム研究分野）
○坂野太一・鈴木商信・上野太郎・齊藤 実・古田寿昭

3月27日午前

（12：30～14：00）

生体機能関連化学・バイオテクノロジー
2PB-001 水溶性ポルフィリン誘導体への可視光照射による活性酸素生
成に対するアミノ糖の促進効果（岡山理大理）古角麻衣子・井上弘
治・菅 浩之・眞鍋沙央里・白石泰也・吉村哲志・青木宏之・猪口雅
彦○尾堂順一

2PB-002 クロロフィル誘導体の高分子ミセル化（宇都宮大院工）大庭
亨○宮田航太・伊藤智志

2PB-003 光分解基を有するビオチン修飾ビーズによるタンパク質の捕

捉と光溶出（東邦大理・東邦大複合物性研究セ）○浅面里美・深澤

愛・岸本利彦・渡邊総一郎
2PB-004 ビオチンを有するシクロファンの合成とアビジンとの複合体

形成（福岡大理）○小島実和・林田 修

2PB-005 超高感度クロロフィル計測システムの開発と緑色光合成細菌
の単一細胞測定への応用（立命館大院生命科学）○溝口 正・伊佐治
恵・安居嘉秀・正津大介・軍司昌秀・原田二朗・塚谷祐介・民秋 均

2PB-006 複数のアルギニンを側鎖に持つポルフィリンの細胞内移行
（同志社大院理工）○町野文菜・北岸宏亮・加納航治

2PB-007 中心金属を置換したクロロフィル誘導体の分光特性と合成段

階での金属挿入過程の解析（近畿大理工・JSTさきがけ）○佐賀佳
央・甘利健太・俵谷広幸

2PB-008 色素修飾シクロデキストリンを利用した超分子型サーモクロ
ミズム（山梨大院医工）山上えり・竹内徳秀○桑原哲夫

2PB-009 クラウンエーテル連結ビオロゲンの超分子型フォトクロミズ
ム（山梨大院医工・埼大院理工）佐竹良太・過 皓晟○黒川秀樹・桑
原哲夫

2PB-010 活性酸素種に応答する新規マンガンポルフィリン抗酸化剤の
合成と性質（東医大化学教室・日大生産工）○坂本 旭・増井 大・
中釜達朗・荒井貞夫・普神敬悟

2PB-011 キラリティーを持った膜貫通型分子の開発（東北大多元研・
JSTさきがけ）○菅原直之・村岡貴博・金原 数

2PB-012 5 フルオロならびに 5 ヨードウラシルを含む光活性化型オリ
ゴヌクレオチドプロドラッグの開発（北陸先端大マテリアル）○古澤

美麗・武末侑希・滋野敦夫・坂本 隆・藤本健造
2PB-013 光応答性マラカイトグリーンコポリマーがもたらす DNase 耐

性（奈良高専物質工）○松井誉始・宇田亮子
2PB-014 鋳型非依存性 DNA ポリメラーゼによる金属配位子型人工

DNAの長鎖合成（東大院理）○小林輝樹・竹澤悠典・塩谷光彦
2PB-015 タンデム型グアニン四重鎖形成による RNA 構造安定化（弘
前大院理工）萩原正規○三津谷佳大

2PB-016 Investigations of bis-fluorophore conjugates for the binding to

cytosine bulge DNA（ISIR, Osaka Univ.）○VERMA, Rajiv Kumar;

NAKATANI, Kazuhiko

2PB-017 天然 DNA鎖を鋳型として用いた金属配位子型人工 DNAの酵
素的ライゲーション反応（東大院理）○佐々木大介・小林輝樹・竹澤

悠典・塩谷光彦
2PB-018 グアニン四重鎖による転写制御機構の解明（静岡大学大学院

理学研究科）○鈴木裕弥・小林拓哉・田中阿沙美・大吉崇文
2PB-019 核酸高次構造の疎水空間における選択的化学修飾法の検討

（東北大多元研）○佐藤憲大・佐々木欣宏・辻 厳一郎・山田 研・
鬼塚和光・永次 史

2PB-020 5-[3-(2-アミノピリミジン-4-イル)アミノプロピン-1-イル]-2

´-デオキシウリジン誘導体の合成と性質（東工大院生命理工）○伊藤
優・山田健司・正木慶昭・金森功吏・清尾康志・関根光雄

2PB-021 デオキシグアノシンの 2位アミノ基のヘテロ環修飾体の合成
検討（東工大生命理工）伊藤 優○牧尾直明・正木慶昭・金森功吏・
清尾康志・関根光雄

2PB-022 DNA-色素会合体による光電変換システム（兵庫県大院工）
○除村あゆみ・津門貢司・中村光伸・高田忠雄・山名一成

2PB-023 ブランチマイグレーションを利用した配列選択的 DNA光開

裂反応の開発（北陸先端大マテリアル）○川端勇人・中村重孝・藤本
健造

2PB-024 可逆的光架橋反応を用いたシトシンの脱アミノ化反応におけ
る相補塩基の効果（北陸先端大マテリアル）○大江美成子・坂本
隆・藤本健造

2PB-025 7-(ベンゾフラン-2-イル)-7-デアザデオキシグアノシンを有す
る人工核酸の合成と蛍光特性（東工大生命理工）徳川宗史○チャンガ
ディブラタ ヤン・金森功吏・正木慶昭・関根光雄・清尾康志

2PB-026 19F NMRを用いた核酸構造イメージング法の開発（北陸先端
大マテリアル）○平田千紘・中村重孝・藤本健造

2PB-027 RISC機能の制御を目指した遺伝子発現制御素子の開発 (III)

microRNAに対する機能阻害剤としてのペプチドコンジュゲート核酸
の開発（京工繊大院工芸）山吉麻子○栄森奈緒・有吉純平・小堀哲

生・村上 章
2PB-028 RISC 機能の制御を目指した遺伝子発現制御素子の開発(Ⅱ)

RISCからの microRNA解離効果にアンチセンス核酸の化学構造が及ぼ
す影響（京工繊大院工芸）○有吉純平・栄森奈緒・中村裕未・小堀哲

生・村上 章・山吉麻子
2PB-029 二分子型スプラシング・リボザイムを基盤としたシグナル増
幅 RNAデバイス（富山大理）○清岡隆司・井川善也

2PB-030 キメラ二量化リボザイムによるクロス・スプライシング・シ
ステムの構築（富山大理）○平田悠介・井川善也

2PB-031 非天然ヌクレオシドの VCD 立体構造解析（北大院生命科
学）○中野貴恵・谷口 透・門出健次

2PB-032 Synthesis of circular mismatch binding ligands and their binding

properties to DNA and RNA（ISIR, Osaka Univ.）○MUKHERJEE,

Sanjukta; NATSUHARA, Nozomi; MORI, Yuki; MURATA, Asako;

NAKATANI, Kazuhiko

2PB-033 RNAのミスマッチ構造選択的アルキル化を目指したビニルト
リアジン誘導体の合成（東北大多元研）○小林倫仁・鬼塚和光・永次
史

2PB-034 細胞内環境応答性ペプチドリボ核酸(PRNA)を利用したハイポ
キシア特異的核酸医薬の創成 - PRNA-ペプチド核酸(PNA)-フェニルボ
ロン酸ユニットの最適化 -（東北大多元研）○浅井光夫・上松亮平・荒
木保幸・坂本清志・樫田 啓・浅沼浩之・和田健彦

2PB-035 架橋形成した天然疑似二本鎖 RNAの合成（東北大多元研）
○鬼塚和光・Hazemi Madoka Eurika・永次 史

2PB-036 架橋型ヌクレオチドからなるキセノ核酸の酵素的合成（群馬
大院理工）○笠井達郎・片岡由佳・藤田博仁・本田直渡・笠原勇矢・
小比賀 聡・桑原正靖

2PB-037 自己組織化単分子膜を介した無機表面へのオリゴヌクレオチ
ドの固定化（原子力機構先端研）○成田あゆみ・藤井健太郎・横谷明
徳・馬場祐治・下山 巌

2PB-038 細胞内環境応答性ペプチドリボ核酸(PRNA)を利用したハイポ
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キシア特異的核酸医薬の創成 －DNA-3’-N-PRNAキメラ人工核酸の
新規合成 －（東北大多元研）○稲垣雅仁・上松亮平・荒木保幸・坂本
清志・石橋 哲・横田隆徳・和田健彦

2PB-039 RNAを標的にしたインターロック構造形成法の開発（東北大
多元研）○雨宮拓哉・鬼塚和光・永次 史

2PB-040 シトシン塩基とウラシル塩基を含むアミド結合型 RNAの固
相合成（帝京科学大バイオサイエンス専攻;生命環境学部）○岩瀬礼
子・落久保辰弥・大窪佑介・矢島宏樹

2PB-041 光分解性保護基を有するデオキシシュードウリジンの合成と
性質（東工大生命理工）飯島良紘○竹下玲央・大野健太郎・金森功
吏・正木慶昭・関根光雄・清尾康志

2PB-042 AFM による細胞表層提示タンパク質の特異的検出および
マッピング（神戸大院工）○竹中武藏・小林拓也・荻野千秋・近藤昭
彦

2PB-043 AFM力学計測による分子マッッピングを用いた糖脂質含有
脂質膜の糖鎖伸長反応の観察（東工大生命理工）○岡 裕也・小林真
也・森 俊明

2PB-044 高速 AFMを用いた 1本鎖多糖の固定化及び酵素反応の観察
（東工大院生命理工）○村上智哉・大塚雅徳・杉浦信夫・木全弘治・
森 俊明

2PB-045 ヒト由来ペプチド C末端アミド化酵素の結晶構造解析を目指

して（久留米大医）○下川千寿・城田（原田）沙織・RUDZKA

Katarzyna・杉島正一・佐藤秀明・東元祐一郎・AMZEL L. Mario・野
口正人

2PB-046 高接着性タンパク質 AtaAのパッセンジャードメイン C末端
領域の機能・構造解析（名大院工）○平野春香・吉本将悟・小祝孝太
郎・NORSHARIFFUDIN Nur ‘izzah・三木章弘・LUPAS Andrei・
LINKE Dirk・HARTMANN Marcus・鈴木淳巨・堀 克敏

2PB-047 色素エオシン Y、エリスロシン Bおよびオレンジ Gのヒト血
清アルブミンとの相互作用における薬剤の影響の誘起円二色性による
研究（電通大院情報理工）○山田聖子・安井正憲

2PB-048 二重スピンラベルタンパクにおけるスピン間相互作用と EPR

線幅解析（東北大多元研）○大庭裕範・板橋徹哉・阿部 淳・新井宗
仁・中村敏和・高橋 聡・山内清語

2PB-049 pMMOの銅二核活性点の構造に関する理論的考察（九大先導
研）○糸山修平・土井富一城・塩田淑仁・吉澤一成

2PB-050 キモトリプシンのトリペプチド阻害剤の分子設計における計
算化学的手法の導入（九大院理・九大基幹教育院）○袈裟丸仁志・巣
山慶太郎・野瀬 健

2PB-051 ヒト型抗体軽鎖（kappa 型）の定常領域の発現と諸性質（大
分大全学研究推進機構）○糸永省吾・宇田泰三・一二三恵美

2PB-052 芳香族カルボン酸エステラーゼ EstACのキャラクタリゼー
ションとホモロジーモデリングによる三次元構造予測（滋賀県大工）
○竹原宗範・村島 惇・中村 元・井上吉教・北村千寿

2PB-053 部位特異的変異導入による芳香族カルボン酸エステラーゼ
EstACの活性部位の解析および触媒機構の提案（滋賀県大工）○西村
昌敏・村島 惇・井上茂樹・竹原宗範・井上吉教・北村千寿

2PB-054 脂質膜を反応場とするホスホリパーゼ A2による加水分解反
応の界面挙動解析（東工大院生命理工）○田中利奈・森 俊明

2PB-055 新規ポルホビリノーゲン誘導体のヒドロキシメチルビランシ
ンターゼに対する阻害剤としての効果（久留米大医・九大院工・横浜
薬大薬・宮崎大テニュアトラック推進機構・帝京大福岡医療技術学
部）○佐藤秀明・塚口 舞・杉島正一・増子隆博・小俣義明・和田
啓・久枝良雄・野口正人・山本 健

2PB-056 アルキニル基を導入した新規膜蛋白質可溶化試薬を用いた、
膜タンパク質 PSⅠ表面でのin situ ヒュスゲン付加環化反応（名工大
工）○谷口明希・小枝周平・柴田将英・野路智康・川上恵典・出羽毅
久・神谷信夫・水野稔久

2PB-057 Coprinopsis cinerea 由来多糖モノオキシゲナーゼのクローニン
グ及び活性測定（東理大院理工）○清野佳緒里・岩端一樹・金井良
博・類家竜司・関 泰隆・酒井健一・酒井秀樹・坂口謙吾・阿部正彦

2PB-058 Synthesis of silole-peptide derivative for the irreversible binding of

norovirus 3C proteases（Grad. Sch. Sci., Eng., Saitama Univ.）
○SADANALA, Bhavya Deepthi; FURUKAWA, Takeshi; KOYAMA,

Tetsuo; MATSUOKA, Koji; HATANO, Ken

2PB-059 Supramolecular Asymmetric Photochirogenesis Mediated by Syn-

thetic Antibody-1 - Preparation of 2-Anthracenecarboxylate Dimer Recognized

Single Chain Antibody（IMRAM, Tohoku Univ.; Grad. Sch. Eng., Osaka

Univ.; Osaka Univ. UIC & Dept. Appl. Chem.）○YOSPANYA, Wijak;

SAKAMOTO, Seiji; ARAKI, Yasuyuki; NISHIJIMA, Masaki; INOUE,

Yoshihisa; WADA, Takehiko

2PB-060 生体高分子足場として活用した新規超分子不斉光反応系の構
築-9 - PEG修飾ウシ血清アルブミンを用いた新規超分子不斉光反応の
検討-（東北大多元研）○佐々木晴彦・奥木 暢・西嶋政樹・荒木保
幸・坂本清志・池田 豊・長崎幸夫・井上佳久・和田健彦

2PB-061 ニードル状形態を有するペプチドナノ会合体と細胞との相互
作用（京工繊大工芸）○和久友則・笠井彩音・功刀 滋・田中直毅

2PB-062 蛍光標識部位を含むペプチド集合体の細胞送達（龍谷大理

工）○岸岡紘平・今井崇人・臼井健二・富崎欣也
2PB-063 シャペロン様活性を有するペプチドナノファイバーの脳内移

行性評価（京工繊大工芸）○植村卓哉・小林裕佳子・和久友則・奥田
充顕・杉本八郎・田中直毅

2PB-064 マンノースを修飾したペプチドナノファイバーによる抗原デ
リバリーシステムの開発（京工繊大工芸）○渋谷忠杜・和久友則・杉
村友里・功刀 滋・田中直毅

2PB-065 蛍光色素を利用した FABPリガンド選択性のハイスループッ
トスクリーニング（甲南大 FIRST）○谷野裕一・中野修一・平山英
伸・長門石 曉・杉本直己

2PB-066 PEG導入型人工タンパク質の構築（東北大多元研）○丸山翔
太・金原 数

2PB-067 ペプチド修飾セルロース性細胞外マトリックスの開発（龍谷
大理工）○富崎欣也・石田智裕・田原大輔

2PB-068 光応答性タンパク質の特性を利用した機能性材料の創製（東
北大多元研）○前島辰哉・宇井美穂子・荒木保幸・和田健彦・金原
数

2PB-069 インフルエンザヘマグルチニン結合性ペプチドを担持したカ
ルボシランデンドリマーの効果的な合成（埼大工）○佐藤大和・村松
洋亮・小山哲夫・松岡浩司・松原輝彦・佐藤智典・幡野 健

2PB-070 オリゴ糖修飾トリスビピリジン鉄錯体による糖鎖間相互作用
メカニズムの解析（東洋大生命）○野中祐紀・宇留野龍平・長谷川輝
明

2PB-071 黄色ブドウ球菌の検出を指向したアセチルラクトサミンを担
持する蛍光増感型シロールデンドリマーの合成（埼大工）○松村
俊・中村公亮・古川 剛・小山哲夫・松岡浩司・幡野 健

2PB-072 深海および浅海性二枚貝 3 種の脂質（石川県大生物資源環境
学部）○齋藤洋昭

2PB-073 Construction of giant vesicles encapsulating catalytic system

（Okazaki Institute for Integrative Bioscience）○SHENG, Li;

KURIHARA, Kensuke

2PB-074 アレルギー反応における細胞膜の物理化学的特性の解析（阪
大基礎工）○幸田桃子・岡本行広・菅 恵嗣・馬越 大

2PB-075 アスパラギン酸残基をもつアニオン性セラソームの作製と膜
物性（奈良先端大物質）○山崎 拓・杉本 学・田原圭志朗・菊池純
一

2PB-076 イオン液体構造ユニットをもつセラソームの作製と膜物性
（奈良先端大物質・遼寧大化学院）○堀内佳之・張 謙・宋 溪明・
田原圭志朗・菊池純一

2PB-077 ビタミン B12活性をもつハイブリッドセラソームの作製と分
子通信（奈良先端大物質・九大院工・遼寧大化学院）○森井卓哉・山
崎 拓・田原圭志朗・張 謙・宋 渓明・久枝良雄・菊池純一

2PB-078 膜透過性を持つカチオン性ポリマーと蛍光性リポソームを利
用したキナーゼ類の簡便な活性評価（龍谷大理工）宮武智弘○竹村仁
志・礒谷侑司・MATILE Stefan

2PB-079 重水素標識スフィンゴ糖脂質の合成と固体 NMRを用いたコ
レステロールとの分子間相互作用の解析（阪大院理）○南角拓実・池
田竜二・土川博史・花島慎弥・村田道雄

2PB-080 界面活性剤による刺激性と膜ダイナミクスの関連性（北陸先
端大マテリアル）○竹村征樹・下川直史

2PB-081 緑色イオウ光合成細菌Chlorobaculum limnaeum RK-j-1株の変異
体から単離精製した色素の異なるクロロソームの比較評価（久留米大
医・立命館大院生命科学・東北大院理）○原田二朗・柴田 穣・溝口
正・漁野 岬・寺村美里・山本 健・民秋 均

2PB-082 酵素反応を用いるグリシンとアスパラギンの選択的計測のた
めの条件検討（広島市大社連セ）○釘宮章光・深田理恵・天野頌子

2PB-083 決定論的横置換法を用いた粒子分離効率の検討（東工大院総
理工）○鳥取直友・朴 鍾淏・栁田保子・初澤 毅

2PB-084 一分子 DNAの伸長固定のためのマイクロナノデバイスの製
作（東工大院総理工）○竹山 輝・朴 鍾淏・栁田保子・初澤 毅

2PB-085 水生植物を用いたケトンの不斉還元（阪府大院理）大久保史
都・宇治川数馬○小島秀夫

2PB-086 固定化タンナーゼを用いた没食子酸エステルの不斉加水分解
（阪府大院理）森実仁晃○西田耕太朗・小島秀夫

2PB-087 リパーゼを用いたα-ヒドロキシエステル類の動的速度論的光
学分割（阪府大院理）○杉本真規・佐藤正明・小島秀夫

2PB-088 安定同位体を有したヌクレオシドの酵素合成（芝浦工大シス
テム理工）○寺戸那奈恵・藤井映美・福田健治・幡野明彦

2PB-089 講演中止
2PB-090 Wntシグナル伝達経路を標的とする新規大腸がん治療薬の開

発（岩手大院工）河野富一○渡辺 杏・小川 智
2PB-091 D-アミノ酸酸化酵素の蛍光ダイナミクス：機能阻害効果の検
討（公益財団法人レーザー技術総合研究所レーザーバイオ化学研究
チーム・阪市大工）○谷口誠治・CHOSROWJAN Haik・北村昌也・
中西 猛・田中文夫

資源利用化学
2PB-093 MDEA系 CO2吸収液における高圧条件下での CO2吸収形態の

解析（RITE化学 G）○山本 信

2PB-094 固体酸触媒を用いた高温水中でのキシロース変換反応（産総
研コンパクト化学・岩手大工）○佐藤 修・山口有朋・三村直樹・日
吉範人・加藤恵莉・清住嘉道・花岡隆昌・白井誠之

2PB-095 天然リグニン誘導体の調製法が光化学挙動に与える影響（県
立広島大生命環境）○青栁 充

2PB-096 エステルカルボン酸誘導体を硬化剤とするリグニン系エポキ
シ樹脂硬化物の合成と熱的性質（福井工大工）○増田真洋・廣瀬重雄

2PB-097 地域資源シチトウイの再生可能資源の利用のための科学的調
査（大分大工）○岩見裕子・氏家誠司

2PB-098 羊毛由来水溶性タンパク質の加水分解における陽イオン交換

樹脂の触媒効果（日大理工）○杉元耕平・岡 真菜美・角田雄亮・平
野勝巳
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2PB-099 単糖のアルカリ湿式酸化によるギ酸・酢酸生成挙動（高知大
理附属水熱化学実験所）○奥田和秀

2PB-100 廃シリコンを出発物質とする 3次元幾何学シリコン膜の電気
化学的作製（宇部工業高等専門学校物質工学科・東理大院理）○友野
和哲・松岡優佳・坂本 遼・国光真弥・市村脩平・佐伯雅弘

2PB-101 ホタテ貝殻の湿式粉砕による針状炭酸カルシウム微粉末の調
製（北見工大工）新谷 朗○伊藤英信

2PB-102 Innovation of Silicone Wastes Recycling for Polishing and Cleaning

Product Industries（Chulalongkorn Uiversity Technopreneurship and

Innovation Management; Chulalongkorn University Chemistry）
○PORNSAMUTSIN, Nuttawut; UNOB, Fuangfa; CHANDRACHAI,

Achara

2PB-103 トリメチロールプロパンを用いた PETの解重合とアクリレー
ト樹脂合成への応用（神奈川工科大工・太陽インキ製造(株)）○井上元
貴・三枝康男・福田晋一朗

2PB-104 グリセリンを用いた PETのケミカルリサイクル（神奈川工科
大工・太陽インキ製造(株)）○八木澤 琢・三枝康男・福田晋一朗

2PB-105 亜鉛担持ゼオライト触媒を用いたプラスチックの接触分解に
よる化学原料化ケミカルリサイクル（室蘭工大）○山田恭平・大石亮
太・野口 知・神田康晴・上道芳夫

2PB-106 フラン官能基を有する植物油誘導体の合成と可逆反応部位を
持つネットワークポリマーの作製（産技研繊維・高分子科）○井上陽
太郎・舘 秀樹

有機結晶
2PB-109 アリール置換または縮環によりπ共役系を拡張したジフロア
ントラキノン誘導体の構造と性質（富山大大学院理工学研究部）○岡
本直樹・中嶋 陽・林 直人・吉野惇郎・樋口弘行

2PB-110 長いπ共役系骨格を有するジスルホン酸とトリフェニルメチ
ルアミンによる多孔質有機塩(POS)の構築（阪大工）○岡田直樹・宮野
哲也・久木一朗・宮田幹二・藤内謙光

2PB-111 ガルビノール部位をパラ三置換したトリフェニルアミンの結
晶構造と固体化学（城西大院理・リガク）榎本 優・吉澤憲宏・秋田
素子○小林啓二・佐藤寛泰

2PB-112 イトラコナゾール共結晶における構造モチーフ（東工大理）
○橋本理沙・関根あき子・植草秀裕

2PB-113 メフェナム酸カリウム水和物結晶の疑似多形転移（東工大
理）○江上晶子・関根あき子・植草秀裕

2PB-114 ピロリジノン誘導体の動的結晶化を伴う不斉の発現と増幅
（千葉大院工）坂本昌巳○白附 洸・道家未央・石川紘輝・三野 孝

2PB-115 β-カルボリン類における不斉結晶化と結晶多形の制御（千葉
大共用機器センター・日大院生産工）○北澤 大・桝 飛雄真・中釜
達朗

2PB-116 動的優先晶出を経るアキラルな 3,4-ジフェニルマレイミドか
らの 3,4-ジフェニルスクシンイミドの不斉合成（千葉大）○國土由
衣・八木下史敏・蜂屋祥子・笠嶋義夫・三野 孝・坂本昌巳

2PB-117 ジ(4-フルオロフェニル)グリオキシムを平面配位子とするアル
キルコバロキシム錯体の固相気相酸素挿入反応（新潟薬大応用生命科
学）○新井祥生・高橋麻実・川本美咲・阿部優斗・大胡惠明

2PB-118 水分散性サブミクロン粒子から調製した芳香族炭化水素固体
の発光挙動（東大院理・JST CREST）○庄山和隆・劉 超・原野幸
治・中村栄一

2PB-119 光学活性ビナフチル発光体のマトリックス中における円偏光
発光（近畿大理工）○高野祐樹・中林和輝・若林卓志・藤木道也・今
井喜胤

2PB-120 エキシプレックス発光を示すジアロイルメタナートボロンジ
フロリドの共結晶（阪府大工・阪府大院工・阪府大分子エレクトロ
ニックデバイス研）○西田翔大・酒井敦史・松井康哲・太田英輔・池
田 浩

2PB-121 チエノ[2,3-b]チオフェン骨格を鍵とする折れ曲がり型アセン
の合成と構造および FET特性（山形大院理工）○瀧口瑛里香・小川雄
太・儘田正史・時任静士・片桐洋史

2PB-122 分離積層構造を有するコロネン陽イオンラジカル塩（名城
大）○吉田幸大・磯村和秀・岸田英夫・坂田雅文・藤井雄佑・加賀山
朋子・前里光彦・齋藤軍治

2PB-123 アミノ酸由来のアミノアルコールを用いたα-ハロカルボン酸
の結晶化誘起動的分割（千葉大院工）赤染元浩○江島弘樹・松本祥治

2PB-124 N-トリチルアミノ酸のキラルアミン塩の包接能と結晶構造
（千葉大院工）赤染元浩○小林哲丈・池ヶ谷誠斗・松本祥治

2PB-125 ヒドロキシカルボン酸類の光学分割におけるキラリティース
イッチング現象（埼大院理工）○小玉康一・黒住暢宏・設楽浩明・廣
瀬卓司

2PB-126 ウレア部位を有する天然アミノ酸とアミンの塩を用いたスル
ホキシド類の光学分割（埼大工）○森田里菜・小玉康一・廣瀬卓司

3月27日午後

（15：00～16：30）

コロイド・界面化学
2PC-001 ZnO微粒子の合成と顕微分光（阪工大ナノ材料マイクロデバ
イス研究センター）○原田義之・棚橋一郎

2PC-002 TiO2被覆 Al 箔に担持した Agナノ粒子の表面増強ラマン特性

（阪工大工）棚橋一郎・原田義之○中道卓也
2PC-003 パラジウムナノロッドの表面プラズモン共鳴のアスペクト比
と連結による制御（東理大理）○清水宏樹・本橋亜美・瀧 直輝・渡
辺量朗

2PC-004 Pd@HKUST-1の水素吸蔵に関する理論解析（九大稲盛フロ
ンティア研）○堤 竜輝・石元孝佳・古山通久

2PC-005 シクロデキストリンポリマーで保護した貴金属/ジルコニア複
合ナノ粒子分散系液晶の電気光学特性（山口東理大工）神崎天心・浅
野 比○白石幸英・戸嶋直樹

2PC-006 Theoretical Study of Core-Shell Alloy of Pd and Pt Interacting with

Hydrogen（Grad. Sch. Eng., Kyushu Univ.）○NOR DIANA, Binti Zulkifli;

ISHIMOTO, Takayoshi; KOYAMA, Michihisa

2PC-007 水素吸蔵特性を示す Ag-Rh 系合金ナノ粒子の組成と電子構造
の関係：密度汎関数法による検討（お茶大理）○宮崎かすみ・松田
彩・森 寛敏

2PC-008 二元金属 Pt/Rhおよび Pt/Pdナノ粒子の形成過程の時間分解
in-situ Quick XAFS解析（奈良女大生活環境）○池上梨沙・原田雅史

2PC-009 Controlled assembly of gold nanorods induced by site-specific DNA

modification（ASI, RIKEN）○WANG, Guoqing; AKIYAMA, Yoshitsugu;

SHIRAISHI, Shota; TAKARADA, Tohru; MAEDA, Mizuo

2PC-010 ナノ粒子反応場としてのイオン液体中の水の蛍光プローブに
よる物性の検討（和歌山高専物質工）○和田口直弥・林 純二郎

2PC-011 CdTeナノ粒子の表面修飾に基づく分散特性と機能化（奈良先
端大物質）○安江 健・中嶋琢也・河合 壯

2PC-012 低温分解性を有するアミン系保護銅ナノ粒子の高濃度合成と
熱焼成銅膜の電気抵抗値評価（関西大院理工）○杉山知徳・穂北祐
樹・川﨑英也・荒川隆一

2PC-013 水／イオン液体界面を利用したタンパク質ナノ粒子の開発と
DNAの内包特性（九大院工）○吉田莉捺・森川全章・君塚信夫

2PC-014 照射励起反応場を用いたナノカーボンと金属ナノ粒子の複合

化（阪府大工）○東海旭宏・興津健二・水越克彰・堀 達朗・堀 史
説・岩瀬彰宏

2PC-015 新規 FeSn 合金ナノ粒子の作製（九大理・九大 I2CNER）○古
賀由佳理・渡邉亮太・貞清正彰・山内美穂

2PC-016 ギ酸還元法によるグルタチオン保護銀クラスターのサイズ選
択的合成（関西大化学生命工）○長谷川裕美・山下和子・荒川隆一・
川﨑英也

2PC-017 ローリングサークル増幅法を利用した DNA修飾金ナノ粒子
の一次元アレイ化（理研前田バイオ工学研究室・東理大理）○白石翔
大・秋山好嗣・王 国慶・宝田 徹・宮村一夫・前田瑞夫

2PC-018 ペリレンナノ結晶水分散液の蛍光特性：温度依存性（愛媛大
工）○藤村真司・佐々木志乃・朝日 剛

2PC-019 立方体 Ag粒子を用いる中空 Auナノ構造体の作製と光エネル
ギー変換システムへの応用（名大院工）○宇佐美智浩・杉岡大輔・亀
山達矢・鳥本 司

2PC-020 強磁性相-反強磁性相からなる相分離ナノ粒子の調製と両相間

相互作用（東北大多元研・東北大）○多川友哉・西田 怜・村松淳
司・中谷昌史

2PC-021 重合性ジェミニ/モノメリック型界面活性剤混合系におけるベ
シクルの重合挙動（東理大院理工）○古林典之・輿石祐輔・高松雄一
朗・岡部祐二・遠藤健司・酒井健一・酒井秀樹・阿部正彦・鳥越幹二
郎

2PC-022 クラウンエーテル界面活性剤の溶液物性に対する添加塩効果
（東海大理）○鈴木麻希・藤尾克彦

2PC-023 アゾベンゼン結合脂質が形成する有機ナノチューブの光応答
性形態可変機能とその機構解明（産総研ナノシステム）○亀田直弘・
増田光俊・清水敏美

2PC-024 熱変性タンパク質に対する有機ナノチューブのシャペロン機
能（産総研ナノシステム）○亀田直弘・南川博之・増田光俊・清水敏
美

2PC-025 DNA を鋳型とした双頭型ヌクレオチド脂質の超分子ナノ
ファイバー形成を利用した分子配列制御（食総研）金井良和○岩浦里
愛・亀山眞由美

2PC-026 β-ジカルボニル部位を有する水溶性色素分子の自己集合（名

城大）○坂 優太・今泉智二朗・藤田典史
2PC-027 三重ラダーポリマーへ向けた三脚型トリプチセンの創製と重

合反応の検討（東工大資源研）○谷口英駿・庄子良晃・福島孝典
2PC-028 交換反応法を用いたフラーレン含有ナノゲルの合成（広島大

工）○杉川幸太・久保厚喜・池田篤志
2PC-029 周縁部にイオン部位を有する扇形分子の液晶性とイオン伝導

性（東大院工・東農工大工）○佐久田淳司・吉尾正史・大野弘幸・加
藤隆史

2PC-030 蛍光性金ナノロッド集合体を利用したアミノ酸の選択的検出
（山梨大院医工・山梨大院医工）○望月ちひろ・新森英之

2PC-031 時限性ペプチドゲルの精密設計:アミノ酸配列の影響（同志社
大院理工）○元野雄太・松山裕亮・宮沢 豪・古賀智之・東 信行

2PC-032 モノマー認識部位を導入した Ru 錯体の開発とその開環メタ
セシス重合特性の評価（阪大院理）○小柳昂平・高島義徳・山口浩
靖・原田 明

2PC-033 紫外線応答型二重ベシクル（神奈川大理）○町田巧太郎・伊
藤愼弥・中島拓磨・鈴木健太郎・山口和夫・菅原 正

2PC-034 DNA 添加によるカチオン性ベシクル表面状態の変化（神奈
川大理）亀田恵介・廣石達也○鈴木健太郎・菅原 正

2PC-035 ベシクル型人工細胞における DNA-触媒分子複合体の膜局在
化に及ぼす膜成分の効果（東大院総合文化）○松尾宗征・栗原顕輔・
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豊田太郎・菅原 正
2PC-036 12-ヒドロキシステアリン酸の高濃度溶液から生成させたオル
ガノゲルの硬度挙動（東京工科大応用生物）○大湊葉月・柴田雅史

2PC-037 水添ホホバ油とショ糖脂肪酸エステルの併用によるオイルゲ
ルの物性制御（東京工科大応用生物）○田辺貴也・柴田雅史

2PC-038 カラギーナンヒドロゲル中での緑色蛍光タンパク質の回転緩
和（阪市大院工）○山崎真代・米谷紀嗣

2PC-039 超撥水表面形成におけるゲル化と結晶化の重要性（名市工
研）○中野万敬・山中基資

2PC-040 Benzenammonium Liquid Crystals for the Thermal Switching of the

Ionic Conductivities（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○KUO, Daniel;

SOBERATS REUS, Bartolome; YOSHIO, Masafumi; ICHIKAWA,

Takahiro; OHNO, Hiroyuki; KATO, Takashi

2PC-041 4-ペルフルオロアルキルブトキシベンゼン誘導体の合成とゲ
ル化能（山口大院理工）○曹 伴鵬・松江祐哉・森田由紀・岡本浩明

2PC-042 1,4-および 1,3-ビス(4-アルコキシフェニルアゾ)ベンゼンの 合

成と液晶性（創価大工）○内田 望・山下洋平・伊藤眞人
2PC-043 臭化 1-アルキル-3-オクチルイミダゾリウムの合成と液晶性

（創価大工）○四之宮輝夫・阿部数馬・齋藤 実・堂前英夫・伊藤眞
人

2PC-044 クマリン骨格をもつ安息香酸エステル誘導体の液晶性低分子
量ゲル化剤の合成と物性（山口大工・山口大院理工）○金重裕太・布
寺弘幸・森田由紀・岡本浩明

2PC-045 加水分解性乳化剤含有水性顔料塗料の塗膜形成（信州大院
工・信州大繊維）○松﨑亮弥・小山 都・伊藤恵啓

2PC-046 ベタインエステル基含有アルカリ加水分解性両性界面活性剤
の合成と重合乳化剤への応用（信州大繊維・信州大院工）○伊藤恵
啓・原山 大・松﨑亮弥

2PC-047 ニトロキシドラジカルを内包するメタルフリー有機磁性ナノ
粒子の調製と磁気的性質（京大院人環）○名倉康太・武元佑紗・内田
幸明・下野智史・加藤立久・山内 淳・田村 類

2PC-048 タンパク質で安定化した O/Wエマルションのクリーミング
挙動（香川大農）○深田和宏・小林恵美

2PC-049 液体マイクロカプセル中の物質の固定化（阪大基礎工）○神
埜 寛・西山憲和・内田幸明・岩井陽典

2PC-050 天然乳化剤として乳酸菌発酵米を用いたエマルションの安定
性に及ぼす高級アルコールの影響（奈良女大理・(株)テクノーブル）
○長野真季・吉村倫一・矢田詩歩・羽田容介・澤木茂豊

2PC-051 三相乳化法によるシリコーン汚染された大型乳化機の洗浄：
高粘度ジメチル型シリコーン油について（神奈川大院工・神奈川大三
相乳化プロジェクト・みづほ工業(株)）○榎本康孝・高木和行・今井洋
子・田嶋和夫

2PC-052 三相乳化法によるシリコーン汚染された大型乳化機の洗浄：
各種変性シリコーン油について（神奈川大院工・神奈川大三相乳化プ
ロジェクト・みづほ工業(株)）○榎本康孝・高木和行・今井洋子・田嶋
和夫

2PC-053 ステアリン酸をモデル汚れとした単一鎖長ポリオキシプロピ
レンポリオキシエチレン系非イオン性界面活性剤の QCM法による洗
浄力評価（奈良女大院人間文化・埼大教育学部）○矢田詩歩・吉村倫
一・永井 悠・後藤景子・松岡圭介

2PC-054 酸化チタンナノシート薄膜上におけるペロブスカイトの形成
（防衛大応化）梅村泰史・大石雄大○平原将也

2PC-055 脂質展開単分子膜に対するビタミン Aの吸着特性（宇都宮大
工）○川原美菜・飯村兼一・三宅深雪

2PC-056 石英ガラス上に調製した光分解性デンドロン自己組織化単分
子膜の世代と密度による分解速度への影響（神奈川大理）○上田優一
郎・藤田 悟・松下和輝・力石紀子・山口和夫

2PC-057 長鎖アルキルアミン/長鎖パーフルオロアルコール混合 LB 膜
を鋳型に用いた TiO2薄膜の作製と構造評価（都市大工）○碓井彰俊・
高橋政志

2PC-058 三脚形トリチオール-有機ラジカル連結分子の単分子膜の作製
と電気化学的制御（三重大工・三重大院工）○丹羽洋平・百瀬亮介・
北川敏一

2PC-059 チオール修飾金電極を用いた生体分子の 電極反応（防衛大機
能材料）○小澤真一郎・阿部 洋

2PC-060 安定リン脂質によるテザード脂質膜の形成とそのI-V特性（産
総研幹細胞工学研究セ・堀場製作所開発本部分析センター）○馬場照
彦・高木俊之・金森敏幸・和才容子

2PC-061 フェロセン-デアザプリン連結型チオールの自己組織化単分子
膜の金属イオン存在下における電気化学的挙動（三重大院工）○戸野
綾香・川野貴史・花井也実・北川敏一

2PC-062 (9-アントリル)(フェニル)ジアゾメタン-三脚形トリチオール連
結化合物の単分子膜上での光照射によるカルベンの発生と捕捉（三重
大工・三重大社会連携研究センター・三重大院工）○上田和典・平井
克幸・北川敏一

2PC-063 パーフルオロボレイトを用いたウェットプロセスによる自立
薄膜作製（米子高専物質工学科）Muhammad Fadhlil・小田原妙
子○田中 晋

2PC-064 リン脂質のラメラ-逆ヘキサゴナル相転移に対する添加スチル
ベンの構造異性化の効果（筑波大院数理物質）○中澤 暦・菱田真
史・長友重紀・山村泰久・齋藤一弥

2PC-065 リン脂質二重膜の相転移挙動に対する液晶分子の添加効果
（筑波大理工）○臼田初穂・菱田真史・山村泰久・長友重紀・齋藤一
弥

2PC-066 脂質修飾金ナノ粒子を用いた SERS 活性脂質膜のデザインと

特性解析（阪大院基礎工）○吉田智洋・菅 恵嗣・石井治之・岡本行
広・馬越 大

2PC-067 過渡吸収分光法による超微細酸素気泡の消失過程の研究（筑
波大数理物質系）○西村賢宣・新井達郎

2PC-068 N-アシル-L-ホモセリンラクトン誘導体と細胞膜モデル脂質分
子膜との相互作用（宇都宮大工）○太田将大・奈須野恵里・加藤紀
弘・飯村兼一

2PC-069 ホローカソードプラズマによる a-C半導体ナノ粒子のサイズ
及び光学ギャップ制御（山口大理）本多謙介・永田祥弥○小林龍太朗

2PC-070 Cu-ZSM-5 による酸素分子およびメタン活性化における水分
子の影響（京工繊大院工芸・岡山大院自然）○廣瀬裕樹・湯村尚史・
黒田泰重・若杉 隆・小林久芳

2PC-071 ZSM-5ゼオライト内部で生成する銀クラスターの特性に関す
る密度汎関数法計算（京工繊大工芸・岡山大院自然）○公文代充弘・
湯村尚史・若杉 隆・黒田泰重・小林久芳

2PC-072 界面の水分子が接着に与える影響に関する理論的研究（九大
先導研）○村田裕幸・瀬本貴之・吉澤一成

2PC-073 グリコール酸を分散剤とした酸化タングステン/メチルセル
ロース複合膜のフォトクロミック特性（山口大理）○清水 大・安達
健太・山﨑鈴子

2PC-074 外部電場により疎水性から両親媒性にスイッチング可能なナ
ノ構造材料の創製（山口大理）○花村 遼・正入木佑輔・兼安志朗・
本多謙介

2PC-075 基板に組織化した金ナノ粒子の加熱による集合状態の変化
（徳島大ソシオテクノサイエンス）○堀内加奈・橋本修一

2PC-076 有機アジドを用いたグラフェンの化学修飾に関する研究（阪
大院基礎工）○羽田晃輔・田原一邦・戸部義人

2PC-077 酸化グラフェンの安定配置に関する密度汎関数法計算（京工
繊大工芸）○西村直人・湯村尚史・若杉 隆

2PC-078 多孔性配位高分子 ZIF-8の蒸気吸着速度とその温度依存性
（阪大理・阪大博物館）○山谷達也・中井雅子・上田貴洋

2PC-079 深紫外光による表面改質と接着強度の改善（日立製作所横浜
研）○岡村昌幸・古市浩朗

2PC-080 温度応答性ゲルレジストを用いたナノファイバーの光パター
ニング技術の開発（富山工技セ）○横山義之

2PC-081 プラズマ CVD法による長波長応答型 n 型 a-C半導体の創製
（山口大理）○長谷川翔平・本多謙介・永田祥也・山田昌央

2PC-082 Si 基板上で起こる特異な形状の金ナノ結晶成長（近畿大理

工）○副島哲朗・片山幸弘・藤井草平

材料化学

無機材料

2PC-085 アンモニアボラン加水分解用球状中空シリカ-アルミナの活性
に及ぼす Si/Alモル比の影響（日大院理工）○外山直樹・梅垣哲士・小
嶋芳行

2PC-086 アンモニアボラン加水分解用ケイモリブデン酸固定化球状中
空シリカに対する pHの影響（日大理工）○梅垣哲士・国分諒輔・渡
貫泰寛・小嶋芳行

2PC-087 尿素均一沈殿法による Tb3+含有 HfO2蛍光粉末粒子の作製と
評価（立命館大生命科学）○眞田智衛・平田哲也・和田憲幸・小島一
男

2PC-088 リン酸処理した石膏のプロトン伝導性と伝導機構（日大院生
産工）○木村昂史・山田康治・山根庸平

有機材料

2PC-089 有機太陽電池材料を指向したN,N’-架橋ポルフィリン誘導体の
合成と物性（阪市工研・神戸大院理）○高尾優子・松元 深・森脇和

之・水野卓巳・大野敏信・瀬恒潤一郎
2PC-090 水・エタノール・グリセリン混合溶媒でのルテオリニジン色
素のフォトクロミック特性（東京工科大応用生物・静岡大工）○八木
下優貴・林 怡宏・手島綾乃・河野芳海・柴田雅史

2PC-091 スメクチック A 液晶中の電解重合およびポリマーフィルムの
表面構造に関する研究（筑波大院数理物質）○董 九超・後藤博正

2PC-092 トリアリールアミンを有するメタノフラーレンの創製と有薄
膜太陽電池デバイスへの応用（阪市工研・龍谷大理工）○森脇和之・
岩本和樹・岩澤哲郎・松元 深・岩井利之・高尾優子・伊藤貴敏・水
野卓巳・大野敏信

2PC-093 可溶性ヘプタジン誘導体の創製（香川大工）○小川修平・舟
橋正浩・上村 忍

2PC-094 核酸塩基を含む超分子化合物の合成とその相転移挙動（立命

館大院生命科学）○吉戒冴香・金子光佑・花崎知則
2PC-095 液晶性金ナノ粒子の合成とその低分子液晶分散系における

ER効果（立命館大院生命科学）○飯塚祐太・金子光佑・花崎知則
2PC-096 黄色ブドウ球菌を検出するシロールデンドリマーを用いた蛍
光消光型検出薬の合成（埼大工）○中村公亮・松村 俊・小山哲夫・
松岡浩司・幡野 健

2PC-097 1分子中に複数のグアニジウム塩を持つ相間移動触媒の合成
および触媒能（東電大工）○田中里美

2PC-098 ポリウレタン電解質のイオン伝導性とガス透過性（東洋大院
工）○河島達也・上原 綾・田口遼子・田島正弘・松永勝治



— 123 —

複合材料

2PC-099 Clay-P(NIPAAm)複合材料による In3+の吸脱着挙動の研究
（東電大院工）○屋代 優・石丸臣一

2PC-100 天然繊維と導電性高分子との複合材料の作製（千歳科技大院
光）宮浦一樹○Karthaus Olaf

2PC-101 メソポーラスシリカとの複合化におけるアントシアニン色素
溶液の濃度効果（東京工科大応用生物・静岡大工）○村上穂高・榎本
未央子・河野芳海・柴田雅史

2PC-102 ギ酸を用いたゾル・ゲル法によるポリシロキサンの合成（東
理大理工）○加藤 剛・塚田 学・阿部芳首・郡司天博

2PC-103 ポリアクリル酸と水ガラスを用いた有機-無機ポリマーハイブ
リッドの合成（都市大院工）○篠 征宏・岩村 武

2PC-104 ジエトキシ（ジメチル）シラン／テトラメトキシシラン共重
合体の合成と性質（東理大理工）○郡司天博・中島宏明・塚田 学・
阿部芳首

炭素材料

2PC-105 電気二重層キャパシタ用電極としてのデンプン由来炭素材料
に対するメソポーラスシリカ及びリン酸グアニジンの添加効果（九工
大工）○塘永 翔・坪田敏樹・上村 直・横野照尚

2PC-106 アーク放電法によるダイヤモンド微粒子の合成（八戸高専）
○齊藤貴之・小笠原大介

2PC-107 表面修飾カーボン材料と水溶性タンパク質との相互作用メカ
ニズム（千歳科技大総合光）○高田知哉・阿部薫明・鈴木翔太・鈴木
陽介

2PC-108 Synthesis and Characterization of Carbon Nanotube-Single Mole-

cule Magnet Hybrids（Fac. Sci., Toho Univ.）○YATOO, Mudasir Ahmad;

NAKANISHI, Ryo; KATOH, Keiichi; YAMASHITA, Masahiro

2PC-109 酸化ダイヤモンド担持 SnO2ナノ粒子触媒上によるメタンの低
温酸化反応（関西大環境都市工・KU-HRC）○神山研太・中川清晴・
小田廣和

2PC-110 抗がん作用を目的とする化学修飾された膨張化炭素繊維の開

発（大分大工）○森川邑美・信岡かおる・北岡 賢・豊田昌宏・石川
雄一

2PC-111 遺伝子輸送材料を指向した PEG化ナノグラフェンの機能性解
析（日大理工）○高橋大輝・須川晃資・大月 穣・山本晴子

ガラス・アモルファス材料

2PC-112 粉砕により合成された非晶質材料構造に関する研究（神戸大
院工）梶並昭彦○田口智也・成相裕之

低次元材料

2PC-113 Preparation of crystalline BaTiO3 ultra thin films by polymerized

complex route（NIMS X-ray physics group）GINTER, Daniel;

○SAKURAI, Kenji

2PC-114 水溶性ヘテロポリ酸担持ナノ微粒子の調製とその性質（産技
研）○林 寛一・中島陽一・木本正樹

2PC-115 生物模倣潤滑油注入多孔質表面上における光学特性と医療・
エネルギー分野への応用（慶大院理工）○真部研吾・白鳥世明

2PC-116 脂環式ポリイミド上に形成したポリシラザン塗布膜への光照
射による高ガスバリア膜形成（芝浦工大理工学研究科）○柳田和也・
大石知司

2PC-117 光照射を用いたゾルゲル法によるWO3薄膜の低温形成と水素
感応性（芝浦工大院理工）○久保慧輔・大石知司

2PC-118 湿式法による Pd-WO3系ガスクロミック調光膜の新規作製法
（産総研サステナブルマテリアル）○西澤かおり・山田保誠・田嶌一
樹・吉村和記

2PC-119 電子顕微鏡および光散乱法による金ナノワイヤ成長過程の構
造分析（阪市工研）○斉藤大志

2PC-120 ミスト堆積法による表面テキスチャを有した薄膜の形成（東
北大多元研）○渡辺 明・蔡 金光・秦 剛

2PC-121 ポリイオンコンプレックス法による半導体性配位高分子の水
溶化と塗布薄膜の物性（奈良先端大物質）○佐藤 大・野々口斐之・
河合 壯

材料の機能
2PC-123 表面凹凸構造を利用した配向コラーゲンフィルムの作製（東

工大資源研）○徳地彩稀・小熊崇大・赤松範久・佐々木健夫・宍戸
厚

2PC-124 絹タンパク質-ポリラクチド複合体の合成（鶴岡高専専攻科）
○早坂聡一郎・飯島政雄

2PC-125 ステレオコンプレックス形成を利用したポリ乳酸スキャホー
ルドへの細胞接着性ペプチドの固定化（国循生体医工・関西大化学生
命工）○飯田啓太・柿木佐知朗・大矢裕一・山岡哲二

2PC-126 アミノ酸キラリティと経皮吸収に関する研究（明星大理工 生
命科学・化学・日本医科大学 多摩永山病院皮膚科・鈴木形成外科皮膚
科）○渡邉幸夫・東 直行・上田豊甫・塩谷和音・松本 恵・鈴木晴
恵

2PC-127 銀ナノ粒子に被覆されたジアリールエテンポリマーの光開環

反応の照射波長依存性（阪市大院工）○濱田裕之・小畠誠也
2PC-128 ベンゾチオフェン環を有する硫黄酸化ジアリールエテンの熱
退色反応（阪市大院工）○田中 智・小畠誠也

2PC-129 ジアリールエテン光開環反応量子収率の波長および温度依存
性（阪市大院工）○鈴木雅貴・山城洋祐・今川裕之・小畠誠也

2PC-130 ビスチエニルエテンの可視域の吸収波長の光制御（横国大院
工）○楠本紗良・栗村嘉彦・中川哲也・横山 泰

2PC-131 フェノール基をもつスピロオキサジン・スピロピランのフォ
トクロミズム（横国大）○田子博睦・中川哲也・横山 泰

2PC-132 蛍光スイッチングジアリールエテン誘導体を用いた超解像蛍
光スポット形成（阪大基礎工・立教大院理）○池上雄大・伊都将司・
宮坂 博・宇野何岸・高木祐太・森本正和・入江正浩

2PC-133 蛍光性ジアリールエテン誘導体の高分子薄膜中における単一
分子追跡（阪大院基礎工）○新井悠平・竹井 敏・伊都将司・宮坂
博・宇野何岸・高木祐太・森本正和・入江正浩

2PC-134 ジアリールエテン誘導体の環開閉反応に対する励起波長依存
性：フェムト秒ダイナミクスと反応量子収率との相関（阪大基礎工）
○宇根佳奈子・奥井千秋・片山哲郎・宮坂 博・小畠誠也・入江正浩

2PC-135 イオン液体の構造を持つ新規ジアリールエテン誘導体の合成
とその光応答（龍谷大理工・立教大理・MCHC R&Dシナジーセン
ター・東薬大薬・理研 RINC）○高瀬一希・辰巳優斗・森本正和・小
島優子・横島 智・中村振一郎・内田欣吾

2PC-136 水素結合をもつジアリールエテン結晶の屈曲メカニズム（龍
谷大院理工・東工大院理工・JASRI・MCHC R&Dシナジーセンター・
東薬大薬・理研 RINC・トゥエント大学・フローニンゲン大学）内田
欣吾○藤永典子・宇山彩香・関根あき子・安田伸広・小島優子・横島
智・中村振一郎・KATSONIS NATALIE・FERINGA BEN

2PC-137 シクロヘキサジエノン環とイミダゾリル基が複数置換された
新規フェノキシ-イミダゾリルラジカル共役体の合成と光応答性（青山
学院大理工）○三嶋泰弘・山根拓也・山下裕明・小林洋一・阿部二朗

2PC-138 ピレン骨格を導入したペンタアリールビイミダゾール誘導体
の合成と光化学特性（青山学院大理工）○大関 太・山下裕明・小林
洋一・阿部二朗

2PC-139 ジアリールエテン誘導体の分子構造と配向性の関係（龍谷大
院理工・立教大理・MCHC R&Dシナジーセンター・阪教大・東大院
理・東薬大薬・理研 RINC）○南 健介・西村直人・森本正和・小島
優子・辻岡 強・山添誠司・横島 智・中村振一郎・内田欣吾

2PC-140 低分子ゲル化剤-環状アルカン溶媒系におけるオルガノゲルの
構造と光物性（島根大院教育・東農工大院工・分子研・島根大教育）
○木下 勝・嘉治寿彦・平本昌宏・鶴永陽子・西山 桂

2PC-141 粘土面における光エネルギー集約をめざしたイリジウム錯体

の発光挙動（東邦大理・物材機構・愛媛大院理工）○山岸晧彦・田村
堅志・北澤孝史・佐藤久子

2PC-142 可溶性 Niジチオール錯体の合成とそれを含有する有機無機
ハイブリッド膜のレーザー照射による近赤外吸収機能膜の作製（芝浦
工大理工学研究科）○宇野 輝・大石知司

2PC-143 カルボキシル基を有するリン光性発光材料の合成（府大高
専）○名取圭紀・辻元英孝

2PC-144 酸化チタン-有機シリカ複合粒子の光触媒活性（信州大工）
○牧 裕介・岡田友彦・井出裕介

2PC-145 W/Oエマルションを用いた鉄化合物内包シリカ系中空微粒子
の合成（信州大工）○小出崇史・牧 裕介・岡田友彦・三島彰司

2PC-146 無機磁性基板上フタロシアニン薄膜の磁気光学効果（東大生
研）○唐澤正信・石井和之

2PC-147 金ナノ粒子修飾二酸化チタンナノチューブ電極の作製と色素
増感型太陽電池への応用検討（府大高専）○東條彩音・秋山 毅・野
田達夫・東田 卓

2PC-148 光の有効利用を目指した貴金属ナノ粒子担持基板の開発（府
大高専・滋賀県大工）○滝下貴雄・秋山 毅・野田達夫・東田 卓

2PC-149 新規 n型有機半導体を目指したフラーレン高分子体の開発 及
び有機薄膜太陽電池の作製と評価（府大高専）○高橋和史・秋山
毅・野田達夫・東田 卓

2PC-150 フルオレン誘導体の発光特性と溶媒効果（阪市大院工）○中
濱龍源・小畠誠也

2PC-151 蛍光性フルオレン誘導体を末端に有するポリマーの蛍光特性
（阪市大院工）○小林大祐・小畠誠也

2PC-152 光架橋性高分子液晶フィルムの膜内部および膜表面での光配
向評価（兵庫県大院工）○谷口雄亮・稲田陽之助・近藤瑞穂・川月喜
弘

2PC-153 光配向フィルムのその場作製と配向パターン制御（兵庫県大
工）○三宅一世・川月喜弘・近藤瑞穂

2PC-154 水素結合性の高分子液晶と低分子化合物の水素結合複合体

フィルムの光配向（兵庫県大院工・日産化学材料研）○南 悟志・近
藤瑞穂・川月喜弘

2PC-155 N-ベンジリデンアニリンポリマーフィルムでの二光束干渉露
光による非対称表面レリーフ形成（兵庫県大院工）○細田理沙・近藤
瑞穂・川月喜弘

2PC-156 高い平面性を持つ新規 D‐π‐A 型増感色素の合成と物性
（城西大理）○高橋克弥・井筒大樹・田中伸英・若山美穂・見附孝一
郎・橋本雅司

2PC-157 側鎖末端にシクロテトラシロキサン部位とイオン性部位を持

つ液晶性ペリレン誘導体の合成と物性評価（香川大工）○武嶋龍也・
舟橋正浩

2PC-158 高分子基材を混入した有機半導体フィルムの放射線検知特性
（富山高専）○中島将裕・峰本康正・高田英治
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2PC-159 3,4-エチレンジオキシチオフェン部位を有する液晶性半導体
の合成（香川大工）○保杉崇博・舟橋正浩

2PC-160 環状テトラシロキサン部位を有する液晶性オリゴ[3,4-エチレ
ンジオキシチオフェン]誘導体の合成と物性評価（香川大院工）○清家
都宏・舟橋正浩

2PC-161 円偏光発光特性を有するダイマー型キラルネマティック液晶
性半導体（香川大院工）○濱本汰一・舟橋正浩

2PC-162 2,7-ジアリールトロポン誘導体の合成と液晶性（城西大理・
大分大工）○志摩優太・橋本雅司・氏家誠司

2PC-163 天然高分子の化学修飾によるコレステリック液晶の発現（東
理大理）○上沼駿太郎・石﨑拓郎・古海誓一

2PC-164 高分子安定化色素ドープ液晶の光誘起配向変化挙動（東工大
資源研）○片山絵梨香・王 静・宍戸 厚

2PC-165 多孔質ケイ酸化合物と機能性分子集合体を用いた貴金属吸着
材料開発に関する研究（長野県工技セ材料技術）○小林 聡

2PC-166 希薄水溶液中での電気二重層の形成に対する活性炭電極のマ
イクロ孔およびメソ孔の影響（関西大環境都市工・KU-HRC）○中嶋
直矢・中川清晴・小田廣和

2PC-167 アルカリ金属複合酸化物の二酸化炭素吸着特性（山口東理大
工）板井崇晃・籾井優耶・酒井宗寿○池上啓太

2PC-168 Gas adsorption properties based on hybrid polymers consisting of

modified cyclodextrins and amorphous silica（Fac. Eng. Resource Sci., Akita

Univ.）○KONDO, Yoshihiko; TAKAGI, Shino; MATSUDA, Chisa;

HAMADA, Fumio

2PC-169 粘土鉱物によるセシウム吸着挙動とその機構（都市大工）矢
挽喬資○江場宏美・桜井健次

材料の応用
2PC-171 フルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシシランオリゴ
マー／天然ゴムナノコンポジットの調製と応用（弘前大院理工・タマ
サート大学理工学部化学専攻・藤倉ゴム工業研究開発部）ラッチャ
アリサラ○齋藤禎也・コンパラグン スワディー・高橋里香・須藤良
隆・沢田英夫

2PC-172 フルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシシランオリゴ
マー／シリカ／酸化マグネシウムナノコンポジット類の調製と表面改
質剤への応用（弘前大院理工）○及川祐梨・齋藤禎也・沢田英夫

2PC-173 フルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシシランオリゴ
マー／ポリカーボネートナノコンポジット類の調製（弘前大院理工・
日本化学工業研究開発部）○及川祐梨・齋藤禎也・水口洋平・杉矢
正・沢田英夫

2PC-174 フルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシシランオリゴ
マー／熱膨張性マイクロカプセルコンポジットの調製と表面改質への
応用（弘前大院理工）○青海雄太・沢田英夫

2PC-175 フルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシシランオリゴ
マー／ポリ（テトラフルオロエチレン）ナノコンポジット類の水／油
分離膜への応用（弘前大院理工）○竹ヶ原祐太郎・及川祐梨・兜森雅
和・沢田英夫

2PC-176 フルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシシランオリゴ
マー／ジイソシアネートナノコンポジット類の調製と表面改質剤への
応用（弘前大理工・弘前大院理工）○笹原松平・青海雄太・沢田英夫

2PC-177 フルオロアルキル基含有フェノール誘導体／シリカナノコン
ポジット類の調製とその応用（弘前大院理工・山口大院理工・島根大
医）○續石大気・吉田知弘・岡本浩明・吉田正人・沢田英夫

2PC-178 種々の官能基が末端に導入されたオリゴマー／シリカナノコ
ンポジット類の調製と耐熱性（弘前大院理工・産総研中部センター）
○兜森雅和・西田雅一・深谷治彦・早川由夫・沢田英夫

2PC-179 種々のフルオロアルキル基含有オリゴマー／ホウ酸ナノコン
ポジットの調製と熱安定性（弘前大院理工）○嶋村拓人・續石大気・
沢田英夫

2PC-180 ヒドロシランを用いた種々の基材の効率的な有機官能基化
（奈良高専物質工）○市位 駿・岩井田晃次・金森主祥・亀井稔之・
中西和樹・嶋田豊司

2PC-181 種々の有機官能基を有するヒドロシラン誘導体の合成および
各種基材表面への効率的有機官能基化（奈良高専物質工・京大院理）
○岩井田晃次・市位 駿・桝井 悠・金森主祥・亀井稔之・中西和

樹・嶋田豊司
2PC-182 ポリマー電着法による p 型シリコンウエハへのカラーマイク
ロレンズアレイの作製（産技研）○田中 剛・佐藤和郎・畠山冴子・
村上修一・榎本博行・櫻井芳昭

2PC-183 パーオキシナイトライトを可視化するための発光プローブの
開発（芝浦工大）○呉 賢明・中村朝夫

2PC-184 ラテント化ジケトピロロピロール類縁体のマイクロウェーブ
(MW)照射高効率合成法の開発と蛍光特性に及ぼす置換基効果（芝浦工
大理工学研究科）○中野将貴・大石知司・渡邉雅之・青柳 登

2PC-185 目視による放射線検出のためのボロン酸ピナコールエステル
部位をもつカラーフォーマー（埼大工・東京都立産業技術研究セン
ター開発本部）○山増 僚・関口正之・中川清子・太刀川達也

2PC-186 目視による放射線検出のためのフェノキサジン系酸化還元カ
ラーフォーマー（埼大工・東京都立産業技術研究センター開発本部）
○対尾直樹・関口正之・中川清子・太刀川達也

2PC-187 光酸発生剤を用いたゾルゲル法によるラテント顔料含有有機
無機ハイブリッド膜簡易パターニング法の開発と多色化技術（芝浦工
大院理工）○川口紗緒里・大石知司

2PC-188 ロイコ色素と発光材料を用いた RGB三原色の着色/発光制御

可能な感熱型デュアルモード表示媒体（千葉大院融合）○小笠原光
貴・中村一希・小林範久

2PC-189 塩化ルテニウム存在下における高分子ゲルの接着（阪大院
理）○後藤亜希・中村貴志・高島義徳・山口浩靖・原田 明

2PC-190 銀ナノ粒子担持繊維の合成と抗菌性能の評価（阪大院工）
○清野智史・射本康夫・甲坂朋也・中川 貴・山本孝夫

2PC-191 可視光照射により抗腫瘍活性を発現する機能性金ナノキュー
ブの探索（山梨大院医工）菊地亮喜○新森英之

3月27日午前

（9：30 ～12：00）

人工光合成研究の最前線：挑戦する若手研究者-JSTさ
きがけ「光エネルギーと物質変換」領域研究成果報告会-
2PD-01 Development of Large Photofunctional Multi-chromophoric Systems

（NAIST）○ARATANI, Naoki

2PD-02 Development of a molecular catalyst for water oxidation toward a

hydrogen-producing solar cell（Niigata Univ.）○YAGI, Masayuki

2PD-03 Crystal Structure of Photosystem I from Synechocystis sp. PCC6803

at 5.1 Å Resolution（IPR, Osaka Univ.）○KURISU, Genji

2PD-04 Precise design of 3d metal complexes: Attempt to develop non-

precious metal catalysts（AIST）○NAKAJIMA, Yumiko

2PD-05 Influence of the Ca2+ ion on the Mn4Ca conformation in

Photosystem II （The Univ. of Tokyo）○ISHIKITA, Hiroshi

2PD-06 Efficiencies of charge separation of light-harvesting/reaction center

complexes reconstituted into lipid membranes （Nagoya Inst. of Tech.）
○DEWA, Takehisa

2PD-07 Development of visible-light-driven catalytic transformation system of

organic molecules（Tokyo Metropolitan Univ.）○INAGAKI, Akiko

2PD-08 Development of highly-active oxygen evolving catalysts toward

visible-light-induced water splitting（IMS ）○MASAOKA, Shigeyuki

2PD-09 Localization and function of the membrane-extrinsic subunits of

photosystem II in higher plants（Kyoto Univ. ）○IFUKU, Kentarou

2PD-10 Multimodal spectral microscope for understanding chloroplast

activity and overall cellular physiology in oil-producing algae（Kyoto

Univ.）○KUMAZAKI, Shigeichi

2PD-11 Development of highly efficient water oxidation catalysts using

polyoxometalates（Hiroshima Univ.）○SADAKAE, Masahiro

2PD-12 Elucidation of molecular mechanisms of highly efficient energy

conversion and water oxidation by photosynthesis （Ehime Univ. ）
○SUGIURA, Miwa

2PD-13 Optical Trapping and Photochemical Reactions/Energy Conversion at

a Plasmonic Nano-Antenna（Osaka City Univ.）○TUBOI, Yasuyuki

2PD-14 Identification of electron donor proteins to reduce photochemical

reaction centers in purple bacteria（Kanagawa Univ.; JST）
○NAGASHIMA, Kenji

2PD-15 In situ characterization of photoenergy conversion processes at solid/

liquid interfaces（NIMS）○NOGUCHI, Hidenori

2PD-16 Synthetic Studies of Metal Complexes with a Cage Type Ligand and

Evaluation of the Effect on the Active Metal Centers（Osaka Univ.）
○FUNAHASHI, Yasuhiro

2PD-17 Super-resolution fluorescence microscopy of biomineralization in

diatoms and application of diatom shells（Yamagata Univ.）○HOTTA,

Jun-ichi; HORIUCHI, Yuki; SATO, Mizuki

2PD-18 Creation of highly efficient water-splitting photocatalysts through the

control of surface band structure（Tokyo Inst.Tech.）○MAEDA, Kazuhiko

2PD-19 Metal Binding by Organic Dyes under Chemical and Photochemical

Control（IMS ）○MURAHASHI, Tetsuro

2PD-20 Activating solar energy fuctions in perovskite-type metal oxides

（IFRC, Kyushu Univ.）○YAMAZAKI, Yoshihiro

3月28日午前

（10：00～11：30）

物理化学－構造
3PA-001 DFTおよび ab initio法による亜硝酸アルキル-酸分子錯体の構
造と性質（岩手大工）○鈴木映一・平 丁徳・八代 仁

3PA-002 in-situ 14.3 MHz ODNP-NMR分光計による分子集合体を取り
囲む水の NMR測定（北大院理）○景山義之・近藤僚太・武田 定

3PA-003 有色のフェノールフタレインイオン種 H3PP+および PP2-に
対する量子化学計算による分子構造と UVスペクトルの予測（早稲田
中・高等学校）○齋藤俊和

3PA-004 ストップトフロー共鳴ラマン分光法によるミオグロビンヘム
近傍構造変化の追跡（兵庫県大院生命理）○柳澤幸子・デシュパンデ
メガ スブハシュ・廣田 俊・中川達央・小倉尚志

3PA-005 時間分解共鳴ラマン分光法によるチトクロム c 酸化酵素の反
応ダイナミクスの研究（兵庫県大院生命理）○中川善之・新澤-伊藤恭
子・吉川信也・中島 聡・小倉尚志

3PA-006 ポリマーハイドロゲルにおける水の構造のポリマー種依存性
（明大理工）○東島 優・関根由莉奈・深澤倫子

3PA-007 フェムト秒ラマン誘起カー効果分光による 6 員環分子液体の
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超高速分子ダイナミクスにおける芳香族性の影響についての検討（千
葉大院融合）○柿沼翔平・城田秀明

3PA-008 固体 NMR及び量子化学計算によるリング状ポリ酸の分子及
び電子スピンの構造解析（山形大基盤教育・MOデバイス・自然科学
研究機構分子科学研究所）○飯島隆広・山瀬利博・西村勝之

3PA-009 単層グラフェンアイランドのラマン分光測定（関西学院大理

工）○上村奨平・田中嘉人・久津間保徳・Sanpon Vantasin・金子忠
昭・尾崎幸洋

3PA-010 顕微赤外分光法を用いたクモ糸の横糸の糸蛋白質と粘球の分
子構造（名市大院システム自然科学）○矢部寛延・片山詔久・宮澤光
博

3PA-011 メチルピリジンイミン類のハロゲン化水素塩ならびにその異
性体における光化学反応（東電大工）○岩﨑直也・鈴木隆之

3PA-012 カルバゾール誘導体及びジベンゾチオフェン誘導体と TCNB

との新規錯体の構造（和歌山大院システム工）○林 佑企・山門英雄
3PA-013 単結晶 ESR法を用いたプロトン-電子同期移動を示すレニウ
ム二核錯体の電気的・磁気的性質の解明（阪市大院理）○山根健史・
中川朋樹・巽 俊輔・佐藤和信・杉崎研司・神崎祐貴・豊田和男・塩
見大輔・吉澤 真・田所 誠・工位武治

3PA-014 固体インジウム NMRと量子化学計算による In-doped ZnOの
局所構造解析（金沢大院自然）○大橋竜太郎・井田朋智・水野元博・
佐藤 渉・丹所正孝・清水 禎

3PA-015 固体 2次元交換 NMRを用いた 3スピン系での炭素間距離の
解析法の開発（金沢大院自然）○瀧澤直樹・大橋竜太郎・井田朋智・
水野元博

3PA-016 7CB/n-heptane二成分系におけるネマチック相とスマクチック
A 相でのn-heptaneの配向性（金沢大院自然）○熊谷翼秀・大橋竜太
郎・井田朋智・水野元博

物理化学－物性
3PA-019 X線回折法による高分子ハイドロゲル中の水の構造解析（明
大理工）○猶原 諒・成田健太郎・岡野佑司・関根由莉奈・深澤倫子

3PA-020 NMRケミカルシフトから見たイオン液体-水混合溶液の物性
（防衛大応用化学科）才原浩司○吉村幸浩・清水昭夫

3PA-021 様々な水溶液中におけるリゾチームの溶菌活性に及ぼす冷却
効果（防衛大応化）○竹清貴浩・吉村幸浩

3PA-022 イオン液体(C8mim)BF4の液晶相転移 -誘電率測定による研
究ー（福岡大理）○高松卓矢・渡辺啓介・祢宜田啓史

3PA-023 イオン液体の物性におけるカチオンの芳香環の影響（千葉大
理・千葉大院融合・ブルックヘブン国立研究所化学科）○松崎裕憲・
城田秀明・Ramati Sharon・Wishart James

3PA-024 オレイン酸液体の 2次元 NMRと分子動力学シミュレーショ
ンによる研究（福岡大理）○村田義夫・山本ゆりか・水本早希・鈴木
正夫

3PA-025 液晶相における熱力学的スケーリング; 静的性質と動的性質
との関連性について（阪産大教養部）○佐藤克彦

3PA-026 分岐型アルキル鎖を有するシアノビフェニル誘導体添加 5CB

液晶の合成と電気光学特性（山口東理大工）○原 宏海・善明あか
り・舟浴佑典・井口 眞

3PA-027 柔粘性結晶相( x = 1-6)と液晶相( x = 8-18)を持つn-CxH(2x

+1)NEt3BEt3Meの研究（横市大国際総合科学）山田雄大・樫本恵里
那・平川 悟○本多 尚

3PA-028 分子性結晶の固-液相転移シミュレーション：糖アルコールの
融点、融解潜熱の理論的予測（産総研ナノシステム）○稲垣泰一・石
田豊和

3PA-029 二相境界面におけるテトラヒドロフランハイドレートの成長

過程（明大院理工）○高橋宏明・後藤弘旭・長島和茂
3PA-030 霜柱状に成長する THFハイドレート結晶へのゲスト分子拡散
の影響（明大院理工）○伏屋 孟・米山将基・長島和茂

3PA-031 グラフェンナノリボンの化学的機能化の研究（阪大理）○石
村郁人・福森 稔・田中啓文・小川琢治

3PA-032 ホスト高分子薄膜中ゲスト蛍光分子の三次元単分子追跡（阪
大基礎工）○平塚研吾・多賀悠平・竹井 敏・北川大地・小畠誠也・
伊都将司・宮坂 博

3PA-033 MCBJ法によるポリオキソメタレートの単分子電気特性の測
定（阪大理）○宮本文也・高畑大樹・堤 治・小川琢治

3PA-034 中性ラジカル分子：リチウムフタロシアニン薄膜の狭いエネ
ルギーギャップと界面エネルギー準位接続（京大化研）○新宅直人・
マーディー リチャード・吉田弘幸・佐藤直樹

3PA-035 α-セキシチオフェン薄膜の光吸収・光伝導スペクトルとエネ
ルギーギャップの関連（京大化研）○中尾一登・Murdey Richard・吉

田弘幸・佐藤直樹
3PA-036 カルボン酸基を有するポルフィリン誘導体を用いた有機薄膜
の作製および物性評価（東邦大理）○舩來由理絵・植村周平・朴 鐘
震・森山広思

3PA-037 ホスホン酸エステル含有フラーレン誘導体の合成および有機
薄膜太陽電池における性能評価（東邦大理・東邦大複合物性研究セ）
河合佑亮・Lee Haeseong・Lee Jae S.・Lee Seung J.・Jang Jin・朴
鐘震○森山広思

3PA-038 共焦点光学顕微鏡とカソードルミネッセンス顕微鏡を用いた
酸化亜鉛ナノ構造体の光学特性に関する研究（早大先進理工）○香村
惟夫・井村考平

3PA-039 カルボン酸エステル含有フラーレン誘導体の合成と有機薄膜
太陽電池特性（東邦大理）○井川望月・阿部 海・Lee Haeseong・

Lee Jae S.・Lee Seung J.・Jang Jin・朴 鐘震・森山広思
3PA-040 ホスホン酸基含有ポルフィリン薄膜の作製と物性評価（東邦
大理）○澤野彩香・植村周平・朴 鐘震・森山広思

3PA-041 有機薄膜太陽電池におけるアルキルスぺーサー導入フラーレ
ン誘導体の合成とその物性評価（東邦大理）○九田優樹・阿部 海・
Lee Haeseong・Lee Jae S.・Lee Seung J.・Jang Jin・朴 鐘震・森山
広思

3PA-042 有機薄膜太陽電池における新規シアノ基およびメトキシ基含

有フラーレン誘導体の置換基効果（東邦大理）○松本華奈・Lee

Haeseong・Lee Jae S.・Lee Seung J.・Jang Jin・Pac Chyongjin・森
山広思

3PA-043 紫外線照射によるタンパク質包接金量子ドット調製の迅速化
の試み（城西大院理）○竹中義貴・橋本章汰・宇和田貴之・石川 満

3PA-044 タンパク質包接金量子ドットのタンパク質構造と発光量子収
率の関係（城西大院理）○菊池壽洋・小林早織・山崎未怜・宇和田貴
之・石川 満

3PA-045 セバシン酸イミダゾリウム結晶における分子運動とプロトン
伝導性（金沢大院自然）○山岸 諒・大橋竜太郎・井田朋智・水野元
博

3PA-046 ビス(メチルチオ)基を有するキラルドナーを用いた分子性導
体の構造と物性（兵庫県大院物質理・阪大院理）○稲垣翔太・星住誠
人・圷 広樹・中辻慎一・山田順一

3PA-047 ラセミ体とキラル体の DMDHDA-TTPを用いた分子性導体の
構造と物性（兵庫県大院物質理・阪大院理）○坂本省吾・上月尚治・
圷 広樹・中辻慎一・山田順一

3PA-048 新しい光機能性物質の開発を目指した各種ジアセチレン誘導
体の合成、構造と物性（阪府大院理）○谷口翔平・藤原秀紀

3PA-049 新規ドナーMTDT-TTPのラジカル塩の構造と物性（首都大院
理工）○土田 譲・磯 大介・薄井研二・高橋翔アドナース・尾形知
也・兒玉 健・藤田 渉・菊地耕一

3PA-050 単一成分導体 Au(bdt)2の一軸圧下における物性変化（首都大
院理工・名市大院システム自然科学）○薄井研二・兒玉 健・藤田
渉・菊地耕一

3PA-051 PDIと TTFを用いたドナー-アクセプター連結系の合成と物
性（茨城大院理工）○佐藤 愛・西川浩之

3PA-052 非対称一次元プロトンチャンネルを有する配位高分子錯体の
MeNH3

+ 塩と Na+塩のプロトン輸送と輸送メカニズムの研究（北大院
総合化学・北大院理）○太田悠基・丸田悟朗・景山義之・武田 定

3PA-053 局在スピン源としてエチニルフェロセンを導入した テトラチ
アフルバレン誘導体の合成と性質（富山大院理工）○佐久間 章・山
口明恵・隈元友樹・宮崎 章

3PA-054 四角酸二置換テトラチアフルバレン誘導体の合成と性質（富
山大院理工）○吉岡 亮・藤井頌介・小野聡之・宮崎 章

3PA-055 二次元三角格子ならびにダイヤモンド鎖構造を有する塩基性
銅塩の結晶育成と構造解析（名市大院システム自然科学）○藤田 渉

3PA-056 6,13-ジアザペンタセン結晶の光跳躍メカニズムの検討（和歌
山大院システム工）○福山尚紀・山門英雄

3PA-057 CdSeナノプレートレットの光化学電子ドーピングによる荷電
励起子の研究（関西学院大理工）○柿本直樹・奥畑智貴・臼井裕貴・
玉井尚登

3PA-058 ベンゾフェノン、ナフタレンを導入したスチルベンデンドリ
マーの光化学的挙動（筑波大院数理物質）○大間正博・津多成輔・新
井達郎

3PA-059 CdTe量子ドットの光化学電子ドーピングによる荷電励起子の
研究（関西学院大理工）○吉岡大貴・奥畑智貴・臼井裕貴・玉井尚登

3PA-060 カチオン性スピロピランを内包したナフィオン膜の光・圧力
応答クロミック特性（山口東理大工）○舟浴佑典・高木章広・井口
眞・持田智行

3PA-061 カチオン性スピロピランの粘土層間化合物に対する応力効果
（山口東理大工）○高木章広・舟浴佑典・井口 眞

3PA-062 長鎖スピロピラン類を用いた凝集膜に対する応力効果（山口
東理大工）○唐津亮太・舟浴佑典・井口 眞

物理化学－反応
3PA-065 芳香族チオカルボニル化合物の光化学反応（埼大理）○熊谷

澪・矢後友暁・若狭雅信
3PA-066 多レーザー光照射による水溶液中ジアリールエテンマレイン

酸無水物のフォトクロミズム光制御（福井工大工）○竹下達哉・原
道寛

3PA-067 ビス(6-ヒドロキシ-2-ナフチル)ジスルフィドの二段階励起光反
応（埼大理）○江頭友衣・矢後友暁・若狭雅信

3PA-068 基底状態におけるジアリールエテン類のコンフォメーション
変化の研究（埼大院理工）○村田龍太郎・矢後友暁・若狭雅信

3PA-069 シアノビアントリル／イオン液体系の光誘起電荷分離ダイナ
ミクスとメカニズム（阪大院基礎工）竹内英介・米田勇祐・長澤

裕○宮坂 博
3PA-070 ニトロピリジン誘導体およびそのルテニウム錯体の還元に伴
う CO2の COへの電気化学的変換（筑波大院数理物質）○日下心平・
NEWTON Graham・倉持達司・白石 凌・大塩寛紀

3PA-071 ヒドロキノン類のラジカル消去活性および酸化電位に対する
ルイス酸の影響（放医研重粒子医科学センター）○和氣 司・大久保
敬・松本謙一郎・福住俊一・小澤俊彦・鎌田 正・中西郁夫

3PA-072 サマリウムアセトンクラスター正イオンの飛行時間質量スペ
クトルによる構造安 定性の研究（電通大院情報理工）○齋藤広大・山
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北佳宏
3PA-073 剛直な二座配位子で架橋された Au11クラスターダイマーの調

製（茨城大院理工）泉岡 明○綿引遼介
3PA-074 光学パルスによる塩化リチウム分子の同位体選択的振動励起

の理論研究（原子力機構量子ビーム）○市原 晃・横山啓一
3PA-075 リン酸化ペプチドのプロトン付加分子の On-Resonance励起衝

突解離機構の量子化学的研究 VI.単分子分解反応速度の計算（奈良女大
院人間文化）○山下明日香・竹内孝江

3PA-076 4,7位に置換基を持つビスフェナントロリン銅(I)錯体の励起状
態における構造変化ダイナミクス（富山大大学院理工学研究部）○小
林史明・岩村宗高・野崎浩一

3PA-077 レーザ時間分解ルミノール発光分析による光触媒反応解析
（長岡高専）○村上能規・山崎達哉

触媒
3PA-079 Pd修飾シリカ担持 Cu 触媒によるアルコールの選択脱水素と
キャラクタリゼーション（山口大院理工）○酒多喜久・下田貴登・水
田朝暁・今村速夫

3PA-080 CO選択酸化用 Ru/α-Al2O3の NH3共存下における劣化機構と
Ptによる抑制効果のin-situ XAFSを用いた検討（京大 ESICB・大分大
工・京大院工）○佐藤勝俊・財津修平・寺村謙太郎・田中庸裕・永岡
勝俊

3PA-081 多孔性配位高分子をシェルに有するコア‐シェル型複合体触
媒の開発（大分大院工・京大触媒・電池元素戦略研究拠点）○影浦尚
幸・武石優磨・伊東矢顕・佐藤勝俊・永岡勝俊

3PA-082 イリジウム触媒による脱水素型ベンゾイミダゾール合成反応
における担体の効果（香川大工・香川大医）○柳 岡川・馮 旗・和

田健司
3PA-083 モンモリロナイトへの後周期遷移金属の担持とその触媒作用

（九大理）○毛利隆宏・石田玉青・濱崎昭行・徳永 信

3PA-084 ニッケル/パラジウム二元金属ナノ粒子の合成と、クラウン
ジュエル触媒への応用の検討。（山口東理大山口東理大）○野添裕
央・永徳宗汰・浅野 比・白石幸英・戸嶋直樹

3PA-085 Controlled synthesis of ultrafine surfactant-free NiPt nanocatalysts

towards efficient and complete hydrogen generation from hydrazine borane at

room temperature（UBIQEN, AIST）○ZHU, Qi-long; XU, Qiang

3PA-086 Carbon Nanodot-Immobilized Metal Nanoparticles as Highly Active

Catalysts for Hydrogen Generation from Hydrazine in Aqueous Solution

（UBIQEN, AIST）○SUN, Jianke; XU, Qiang

3PA-087 イリジウム-酸化グラフェン複合体の調製法の開発と選択的水
素化反応への応用（岡山大 RCIS）○西村謙吾・仁科勇太

3PA-088 ゼオライト担持 Pt 触媒を用いた温和な条件下でのフェノール
類の水素化脱酸素反応によるシクロヘキサン類の合成（愛媛大院理

工）太田英俊○山本健太郎・林 実・渡辺 裕
3PA-089 パルス法を用いた担持ニッケル触媒のメタンと二酸化炭素の

解離活性に関する研究（富山大院理工）○大澤 力・阿形遼平
3PA-090 アンモニア分解による水素製造反応でのハイドロタルサイト
を前駆体とした CeO2添加 Ni 系触媒の反応特性の検討（大分大工・京
大触媒・電池元素戦略研究拠点・JST CREST）○安部成彦・川越貴
史・田崎 凌・佐藤勝俊・永岡勝俊

3PA-091 酸性ゼオライトを用いたラクトン合成の IRによる考察（山
形大院理工）○太田理恵・栗山恭直・野村淳子・山崎弘史

3PA-092 ギ酸を還元剤とし Pd-Sn、Pd-In触媒を用いた硝酸イオン還元
反応における気相中生成物の定量（東海大理）○佐藤由紀・三上一行

3PA-093 金属ナノ粒子触媒によるギ酸の脱水素化反応（富山高専一般
教養科）○津森展子・YADAV Mahendra・ZHU Qi-Long・徐 強

3PA-094 ポリ酸と多核水酸化アルミニウムイオンからなる不均一系触
媒の合成（東大院総合文化）○水野広介・内田さやか

3PA-095 遷移金属担持触媒を用いたグリセロールおよびエポキシドの
カルボニル化反応（九大院理）○南 優人・石田玉青・濱崎昭行・徳
永 信

3PA-096 水を電子源とした CO2還元反応に活性な新規金属酸化物光触
媒の開発（東理大理）○須賀陽介・佐藤 航・高山大鑑・岩瀬顕秀・
工藤昭彦

3PA-097 カルコパイライト構造を有する金属硫化物光カソードを用い
た可視光照射下における CO2還元反応（東理大理）○髙山大鑑・岩瀬
顕秀・工藤昭彦

3PA-098 還元型酸化グラフェンを用いた金属硫化物および TiO2からな
る Zスキーム型光触媒による CO2還元反応（東理大理）○佐藤 航・
髙山大鑑・岩品克哉・岩瀬顕秀・工藤昭彦

3PA-099 ソーラー水素製造のための新規金属硫化物光触媒の開発（東
理大院総合化学）○山本智貴・加賀洋史・岩瀬顕秀・工藤昭彦

3PA-100 一段階で調製した可視光応答性 IrOx/SnNb2O6光触媒の高機能
化（東理大院総合化学）○堀江啓貴・岩瀬顕秀・工藤昭彦

3PA-101 種々の光アノードを用いた可視光照射下におけるアンモニア
水溶液の分解反応（東理大院総合化学）○松本大佑・岩瀬顕秀・工藤
昭彦

3PA-102 自然酸化させたプラズモニック銅ナノ構造体の特異な光触媒

活性（日大理工）○恒成夏弥・須川晃資・大月 譲
3PA-103 表面酸化されたプラズモニック銅ナノ構造体の光触媒特性

（日大理工）○藤原咲記・須川晃資・大月 穣
3PA-104 スズ含有パイロクロア型複合酸化物の合成と光触媒活性（群

馬高専物質工）○平 靖之・深津佑平
3PA-105 有機-無機半導体ハイブリッド型水の光分解システム（弘前大

院理工・東工大資源研・東北大多元研）○福井健馬・長井圭治・加藤
英樹・阿部敏之

3PA-106 CO2還元光触媒 Ru錯体ポリマー修飾 p型 InP光電極の反応初
期過程（豊田中研・JST ACT-C・豊田理研）○山中健一・佐藤俊介・
中村新男・梶野 勉・森川健志

3PA-107 Ir(III)錯体-TiO2複合体における光電子移動の制御（東工大院
理工）○鈴木綾子・佐原 豪・前田和彦・石谷 治

3PA-108 白金ナノ粒子担持タンタル酸化物による高効率可視光酸素酸
化（阪大太陽エネ研セ）○尾原禎幸・坂本浩捷・白石康浩・平井隆之

3PA-109 種々の助触媒を担持した Ag1-xLixNbO3光触媒を用いた水分解
反応（東理大理）○倉持佳明・岩瀬顕秀・工藤昭彦

3PA-110 ZnO-(GaN：ZnO)コア-シェル型ナノロッド光陽極に対する
様々な表面修飾法とその光触媒的水分解反応への影響（東大院工）
○渡部 理・嶺岸 耕・久富隆史・ZHONG MIAO・LI YANBO・
片山正士・久保田 純・JEAN-JACS DELAUNEY・堂免一成

3PA-111 Si 粒子表面に形成した鉄シリサイドの光触媒効果による水素
生成（神奈川産技セ化学技術部）○秋山賢輔・高橋 亮・舟窪 浩・
入江 寛・松本佳久

3PA-112 銀複合化グラファイト状窒化炭素(Ag/g-C3N4)による可視光照
射下でのメチルメルカプタン除去反応（産総研環境管理技術）○佐野
泰三・寺本慶之・平川 力・根岸信彰・堀 智子

3PA-113 Rh-TiO2光触媒薄膜の作製と評価（立命館大生命科学）○眞田
智衛・岩本啓太・小島一男

3PA-114 Photocatalytic activity of LaMg1/3Ta2/3O2N combined with second

photocatalysts in overall water splitting（Grad. Sch. Eng., The Univ. of

Tokyo）○PAN, Zhenhua; HISATOMI, Takashi; PAN, Chengsi; TAKATA,

Tsuyoshi; DOMEN, Kazunari

3PA-115 アークプラズマ蒸着法を用いた金属窒化物電極の調製とその
光電気化学特性（京大工）○森本直樹・東 正信・阿部 竜

3PA-116 NiO電極上に固定した金属錯体を用いた光電気化学的 CO2還
元反応（東工大院理工）○佐原 豪・阿部 竜・森川健志・坂野
充・梶野 勉・前田和彦・石谷 治

3PA-117 可視光照射下における酸化タングステン（VI）光触媒を用い
たスルフィドからスルホキシドへの選択酸化反応（近畿大院総理工）
○西野ゆり・田中淳皓・橋本圭司・古南 博

3PA-118 コロイド電着法による各種金担持金属酸化物の合成と評価
（近畿大理工）○福井 誠・田中淳皓・橋本圭司・古南 博

3PA-119 金属ナノ粒子担持 TiO2光触媒を用いたグリセリン水溶液の改
質による水素製造（阪府大工・東北大金研）○仲西穂高・水越克彰・
興津健二・堀 史説・岩瀬彰宏・正橋直哉

3PA-120 さまざまな形状をもつチタン酸塩光触媒による二酸化炭素還
元反応（京大院人環）○福尾奈央斗・佐藤万純・森川健志・梶野
勉・坂野 充・松本伸一・平田裕人・吉田寿雄

3PA-121 光触媒型イミン合成における P25二酸化チタンの高活性発現

メカニズム（阪大太陽エネ研セ・阪大院基礎工・北大触セ）○片山弥
優・平川裕章・白石康浩・大谷文章・平井隆之

3PA-122 遠紫外分光法による紫外光照射中の酸化チタンによる有機物
分解過程の研究（関西学院大理工）○藏脇悠司・田邉一郎・尾崎幸洋

3PA-123 二酸化チタン光触媒反応を用いたベンジル位化合物の部分酸
化による芳香族ケトンの合成（府大高専）○宮川和也・東田 卓・松
村道雄

3PA-124 二酸化チタン光触媒を用いたtrans-スチルベンの酸化開裂に関

する研究（府大高専）○三宅輝幸・東田 卓・松村道雄
3PA-125 Fe3+イオンの還元を伴う水の酸化反応における TiO2光触媒に
対する Au助触媒担持効果（東理大院理工・産総研エネルギー技術）
○寺島直宏・三石雄悟・福 康二郎・郡司天博・佐山和弘

3PA-126 Photoelectrochemical Properties of SrTiO3 Electrodes Prepared by

Particle Transfer Method（Grad. Sch. Eng., The Univ. of Tokyo）○HAM,

Yeilin; MINEGISHI, Tsutomu; HISATOMI, Takashi; KUBOTA, Jun;

DOMEN, Kazunari

3PA-127 酸化チタン光触媒による炭素-炭素不飽和結合の水素化反応
（近畿大理工）○野嶋豪任・比嘉 恵・伊藤智彦・大久保裕貴・今村
和也・橋本圭司・古南 博

3PA-128 酸化チタン(IV)光触媒を用いたフリル基を有する化合物の物
質変換反応（近畿大院総理工）○勢戸那央子・橋本圭司・古南 博

環境・グリーンケミストリー
3PA-131 凍結下におけるアミン類のニトロソ化の反応促進の可能性

（阪府大院工）○北田耕大・竹中規訓
3PA-132 模擬海水に対する HFC-32(CH2F2)の溶解度の測定（独立行政
法人産業技術総合研究所環境管理技術研究部門）○忽那周三

3PA-133 AIST-SHANELを用いた水田農薬の簡易な環境中濃度予測手
法の検討（道総研）○仮屋 遼・田原るり子

3PA-134 札幌で採取した PM2.5に含まれる有機成分（道総研）○芥川
智子・大塚英幸・秋山雅行

3PA-135 重金属不溶化剤を用いるアスベストの常温分解（佐賀大院
工）○田端正明・庄野章文

3PA-136 ポリフェノールオキシダーゼとキトサンによる分岐状アルキ
ルフェノール類の除去（日大生産工）○川端慧浩・柏田 歩・山田和

典
3PA-137 河川水中の銅イオンの形態分析（神奈川工科大工）○高村岳

樹・徳武 学
3PA-138 ベトナムホーチミンにおけるガス状汚染物質および PM2.5濃

度の測定(2)（阪府大院工）○竹中規訓・吉田 新・小出哲也・田中萌
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子・田中里依・西野温志・To Thi Hien・Le To Thanh

3PA-139 Electrokinetic process を用いた土壌地下水中セシウムイオンの
除去についての研究（北大院環境）○宮村良輔・明本靖広・田中俊逸

3PA-140 フェントン法と水熱酸化法の複合プロセスによる難分解性有
機汚染水の高度処理（阪市大院工）○竹内柊平・米谷紀嗣

3PA-141 難分解性有機塩素化合物の水熱酸化反応を促進するフェント
ン型触媒の開発（阪市大院工）○南谷直貴・米谷紀嗣

3PA-142 耐塩性植物の細胞培養とプロトプラスト化（神奈川工科大
工）○松下雄太・小林健太・齋藤 貴

3PA-143 超音波を併用したマイクロバブル充満時の洗浄における洗浄
効果の基礎的検討（都立産技高専ものづくり工学科）池田 宏○勝木
周・池田郁巳・栗田勝実・青木 繁・平井聖児

3PA-144 高いトルエン動的吸着 / 脱着特性を示すスーパーミクロポー
ラスシリカの合成（産技研）○道志 智・鳥屋尾 隆・堀内 悠・松
岡雅也

3PA-145 ハロゲン化アニリン類の枯草菌に対する毒性と物理的性質お
よび化学的性質との関係についての研究（東海大理）○中川祥子・佐
久間 翔・石原良美・髙野二郎

3PA-146 鉄(III)フタロシアニン触媒による酸化反応で生じたテトラハ
ロビスフェノール A-腐植酸カップリング化合物の加水分解挙動（北大
院工）○小玉 立・宮本貴文・朱 倩倩・五十嵐真美・福嶋正巳

3PA-147 非ヘム触媒による 2,4,6-トリブロモフェノールの酸化分解（北
大工）○五十嵐真美・朱 倩倩・宮本貴文・小玉 立・福嶋正巳

3PA-148 Influence of humic substances on the photodegradation of bromo-

phenols catalyzed by metalloporphyrins（Grad. Sch. Eng., Hokkaido Univ.）
○ZHU, Qianqian; MIYAMOTO, Takafumi; IGARASHI, Mami;

KODAMA, Ritsu; FUKUSHIMA, Masami

3PA-149 ゾルゲル法と光照射によるセルロース-シリカハイブリッド膜
の合成とラテント顔料含有低環境負荷リサイクル瓶用着色膜の開発

（芝浦工大大学院応用化学専攻）○白澤友樹・大石知司
3PA-150 Benzene functionalisation using ethers over metal loaded titanium

oxide photocatalysts.（Grad. Sch. Human and Environ. Stud., Kyoto Univ.）
○TYAGI, Akanksha; YOSHIDA, Hisao; MATSUMOTO, Tomoya

3PA-151 水中におけるスルホフェニルカルボン酸塩(SPCs)の毒性と物
理化学的性質との関係（横国大院環境情報）○下平洋輔・孫 振峰・
大矢 勝・大谷裕之

理論化学・情報化学・計算化学

電子状態

3PA-153 イオン液体中の分子間相互作用の記述精度；古典力場、量子
化学計算、有効フラグメントポテンシャル法の比較（お茶大院人間文

化）○黒木菜保子・森 寛敏
3PA-154 ハロゲン結合と水素結合の類似性と相違性： 高精度 ab initio

計算・有効フラグメントポテンシャル法とフーリエ変換マイクロ波分
光実験の比較（お茶大院人間文化）○川島愛咲・黒木菜保子・森 寛
敏

3PA-155 フルボキサミンの理論的構造と電子状態（湘北短大情報メ
ディア）○小田井 圭・伊藤悦朗

3PA-156 非調和性を考慮した三ハロゲン化ランタニドの基準振動に関

する理論的研究（お茶大院人間文化）○松田 彩・クロブコウスキー
マリウシュ・森 寛敏

3PA-157 熱活性型遅延蛍光の特性を有する分子系の励起状態計算（筑
波大院数理物質）○岩崎冬弥・守橋健二

3PA-158 鉄(III)ポルフィリン-チオレート錯体の構造と電子状態に関す
る研究（茨城大理・名市大院薬）○吉村誠慶・内田ひかる・落合

純・鈴木 潤・近藤圭佑・樋口恒彦・森 聖治
3PA-159 時間反転対称性を利用した新規相対論的開殻 Hartree-Fock法
の開発 : KROHF法（早大先進理工）○中村亮太・中野匡彦・清野淳
司・中井浩巳

3PA-160 拡張されたMCTDHF法における 1次元水素分子の実効的断

熱ポテンシャル（東大院理）○加藤 毅・井手善広・山内 薫
3PA-161 電子-陽電子消滅γ線スペクトルに関する理論的研究：環状化

合物への応用（早大先進理工）○岩撫 徹・五十幡康弘・中井浩巳

化学反応

3PA-162 メソポーラスシリカ白金触媒によるエチレンの酸化メカニズ
ムに関する理論的研究（北大触セ）○宮崎 玲・中谷直輝・長谷川淳
也・原 賢二・福岡 淳

バイオ

3PA-163 EcClC対向輸送体の E203から E148へのプロトン移動に関す
る密度汎関数計算（三重大院工）○三谷昌輝・塩見直人・吉岡泰規

3PA-164 OECの S4 → S0遷移で生成する酸素分子の前駆体に関する理

論的研究（三重大工）○市野智也・三谷昌輝・吉岡泰規
3PA-165 クラス A β-ラクタマーゼに対するβラクタム系抗生物質ベン
ジルペニシリンのアシル化反応における QM/MMモデル化（筑波大理

工）○駒井美保・守橋健二
3PA-166 分子動力学シミュレーションによる HIV-1中和抗体 PGTと糖
タンパク質 gp120 複合体のダイナミクス解析（北里大一般教育）○能
登 香

3PA-167 アミロイドβの構造探索（東薬大薬）○横島 智

3PA-168 D-アミノ酸酸化酵素の反応中間体が示す電荷移動吸収帯に関

する量子化学的研究（兵医化学）○福島和明・江嵜啓祥・錦見盛光
3PA-169 G 蛋白質共役受容体における膜貫通領域の相互作用解析（安

田女子大薬）○下堂靖代・柴田 瑩

材料

3PA-170 クリプタンド[1.1.1]のプロトン包接反応速度の分子軌道計算
（東海大理）○石川 滋

3PA-171 TTF-TCNQの分子相対配置の探索（和歌山大院システム工）
○勝野直也・山門英雄・大野公一

シミュレーション

3PA-172 酵素反応の鏡像体選択性の予測に関する生体分子計算（岡山
理大自然科学研究所）○矢城陽一朗・木村崇知・亀澤 誠・直島好伸

3PA-173 振動量子モンテカルロ法による低障壁水素結合クラスター
H3O2

-の振動状態解析（横市大国際総合科学）○中山涼太・北 幸海・
立川仁典

3PA-174 分子ドッキングと結合自由エネルギー評価による阻害剤スク
リーニング（金沢大理工）○齋藤大明・川口一朋・長尾秀実

3月28日午前

（12：30～14：00）

有機化学－物理有機化学 A．構造と物性
3PB-001 非環状π共役ヘキサピロールを用いたヘリケートの合成と構
造（神戸大院理）○Nguyen Thi Hien Thuy・瀬恒潤一郎

3PB-002 交互にN-アルキル化した芳香族アミドオリゴマーの合成と立
体構造解析（お茶大院人間文化創成）○漆原 紅・桝 飛雄真・東屋
功・棚谷 綾

3PB-003 水素結合形成により面性キラリティーを発現する環状分子の
設計と利用[4] 自己相補型水素結合部位を持つ鎖状分子の合成および溶
液中での 8の字形キラル構造形成の解析的考察（東理大工）○石井崇
裕・半田晋也・五藤秀俊・杉本 裕

3PB-004 コレステリック相における分子構造と動的粘弾性挙動との相

関（立命館大院生命科学）○佐俣雄吾・嶋田 理・波田野智大・金子
光佑・花崎知則

3PB-005 シーソー型分子天秤の合成と分子スイッチとしての利用（お
茶大院人間文化）○山本夏生・山田眞二

3PB-006 ケトラクタム穴あきフラーレンの Diels-Alder反応（神奈川大
院理）○田中輝彦・中村吉宏・野尻竜市・澤井遼平・加部義夫

3PB-007 アルコキシカルボニル基を導入したトリオキソトリアンギュ
レンの合成と物性（愛工大・阪大工・JST CREST）○鍵谷大輔・菅原
哲・森田 靖

3PB-008 トリアンギュレン骨格にジシアノメチレン基を導入した開殻
型電子アクセプターの設計と合成（愛工大工学部応用化学科・JST

CREST）○安藤沙也伽・西田辰介・森田 靖
3PB-009 ニトロニルニトロキシド金錯体を基盤とする開殻 pi電子系の

合成法の研究（阪市大理）○吉良沙也加・鈴木修一・小嵜正敏・岡田
惠次

3PB-010 堅固な構造を有する[3.3](3,9)カルバゾロファン誘導体の合成
とポリマー化（阪教大）○八嶋 徹・谷 敬太

3PB-011 [3.5](3,9)カルバゾロファン誘導体の合成とポリマー化（阪教
大）○浅井美穂・谷 敬太

3PB-012 フラーレン還元体とベンジルブロミド誘導体の反応（東学芸
大教）○秋田冴香・前田 優・山田道夫・鈴木光明

3PB-013 アルキル C60塩化物と求核試薬との反応による共有結合形成
と一電子移動の選択性（三重大院工）○三浦雄太・北川敏一

3PB-014 アルキル C60カチオンの求電子反応によるフラーレン誘導体
の合成（三重大工・三重大院工）○岡田知也・鬼頭和宏・北川敏一

3PB-015 シグマレンの合成（阪大理）○佐原慶亮・西内智彦・平尾泰
一・久保孝史

3PB-016 ナフト縮環 48π共役系シクロドデカチエニレンの分子構造，
電子構造および合成の検討（阪府大院工・阪府大分子エレクトロニッ
クデバイス研）○太田英輔・大和田琢磨・松井康哲・池田 浩

3PB-017 環状オリゴピロールの合成と物性（首都大都市教養学部）
○鈴木柊吾・高瀬雅祥・野村琴広・西長 亨

3PB-018 非平面π共役系の歪みエネルギーを利用した反芳香環の合成
（阪大理）○清水和人・西内智彦・平尾泰一・久保孝史

3PB-019 9,10-ジヒドロ-as-インダセノ[3,2-b:6,7-b’]ジチオフェン類の合

成と物性（阪大院基礎工）○名部玲乃・三好宏和・信末俊平・戸部義
人

3PB-020 ヘキサフィリン渡環拡張テトラチアフルバレン類縁体の合成
及び物性（九大工）○山角和久・石田真敏・古田弘幸

3PB-021 チオフェンピロール混合オリゴマーの酸化種の会合を利用す
る集積体の構築（首都大院理工・北里大理）西長 亨○赤羽根敬弘・
影山拓哉・高瀬雅祥・野村琴弘・真崎康博

3PB-022 2つのポルフィリンをエチニル基で架橋したぺリナフトチオ
インジゴ複合体の合成（山梨大院医工）○佐藤正樹・小川和也

3PB-023 スルフィド架橋の環状オリゴチオフェンの簡便合成（北里大
理）○本田佳樹・長谷川真士・井上亮太・真崎康博

3PB-024 二重 N-混乱ヘキサフィリン(1.1.0.1.1.0)の合成と物性（九大
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工）○下村恵人・小笠原光紀・久宗 穣・石田真敏・古田弘幸
3PB-025 アントラセン環をスペーサーとするポルフィリン－ルイス塩

基連結体の合成及びプロトン応答特性（富山大大学院理工学研究部）
山本純也・建部秀斗・吉野惇郎・林 直人○樋口弘行

3PB-026 アントラセン環をスペーサーとする酸応答型拡張パイ電子系
ポルフィリン誘導体の合成と性質（富山大院理工）○建部秀斗・山本
純也・吉野惇郎・林 直人・樋口弘行

3PB-027 アームチェア型カーボンナノリボン構築への有機合成化学的

アプローチ（弘前大院理工）○関口龍太・今井佳奈江・柴田菜緒・三
浦正義・川上 淳・伊東俊司

3PB-028 ジベンジリデンアセトンユニットを持つシクロファンと関連
共役化合物の合成と性質（兵庫県大工）○塩木瑠美・西田純一・川瀬
毅

3PB-029 大環状[9]シクロパラフェニレンアセチレン類の合成とその物
性（京大院工）三木康嗣○佐伯健造・松下 剛・大江浩一

3PB-030 ジブロモ[3.3]パラシクロファンの合成と構造（大分大教福）
○芝原雅彦・渡邊源規・五島健太・新名主輝男

3PB-031 電子求引性基を導入したスピロビアクリジン誘導体の合成と
分光学的性質（慶大理工）○細田拓見・多田励起・鈴木良太・吉岡直

樹・三浦洋平
3PB-032 分子内に二つのスピロピラン構造を組み込んだ新規フォトク
ロミック分子の合成と性質（北里大院理）○山岸美咲・長谷川真士・
真崎康博

3PB-033 複素環ユニットを有するナフトキノン系機能性色素の開発

（近畿大理工）○左古章浩・秋山弘毅・田島暢夫・黒田玲子・今井喜
胤

3PB-034 ベンゼンユニット連結型新規グアイアズレン誘導体の開発

（近畿大理工・物材機構理論計算科学ユニット・東理大総研機構）
○岡崎 守・大久保 凌・田島暢夫・黒田玲子・武隈真一・今井喜胤

3PB-035 長鎖アルキル基を置換したアズレン誘導体の集積に基づく新
規円盤状化合物の合成と物性（弘前大院理工）○中西大地・関口龍
太・川上 淳・伊東俊司

3PB-036 新規チエノキノイド誘導体の新規合成法の開発とその物性
（兵庫県大院工）○井上 希・川瀬 毅・西田純一

3PB-037 アゾベンゼンをリンカーとするピレン及びぺリレンジイミド
二量体の合成と分光特性（慶大理工）○稲谷隆太郎・酒井隼人・羽曾
部 卓

3PB-038 1- (1-イミダゾリル） カルバゾールの合成と光物性（阪教大）
堀 一繁○内田一樹・谷 敬太

3PB-039 ジシアノエテニルフェニル基をもつテトラベンゾフルオレン
誘導体の各種求核試薬と反応とイオンセンサーとしての応用（兵庫県
大工）○木村祐介・西田純一・川瀬 毅

3PB-040 2,2’-ビイミダゾール誘導体からの 2種類の発光への置換基に
よる影響（千葉大院工）松本祥治○松島佳紀・赤染元浩

3PB-041 ジアセナフト[1,2-b;1’,2’-d]チオフェン-3,4,9,10-ジテトラカ
ルボキシジイミドの合成、性質、反応性の検討（兵庫県大工）○河尻
育美・尾添弘章・西田純一・川瀬 毅

3PB-042 トリフルオロメチルフェニル基をもつフタルイミドを鋳型と
した分子集合体の合成と性質（兵庫県大工）○喜多泰之・西田純一・
大浦北斗・川瀬 毅・高田徳幸・佐藤寛泰・山下敬郎

3PB-043 ジアミノチアジアゾールを出発原料としたシッフ塩基金属錯

体の合成と性質（慶大理工）○西川大裕・中込 森・三浦洋平・吉岡
直樹

3PB-044 3-(p-ホルミルフェニル)ジフェナンスロフランの各種求核試薬
と反応とイオンセンサーとしての応用（兵庫県大院工）○森本喬之・
西田純一・川瀬 毅

3PB-045 イオン性官能基を有するドナー・アクセプター分子の会合に
よる赤色発光発現（久留米高専・長岡技科大工）○稲員惇士・築地真
也・石井 努

3PB-046 近赤外吸収および発光を指向したピロロピロール-アザ-BODI-

PY類縁体の合成（九大工）○唐﨑秀朗・清水宗冶・古田弘幸
3PB-047 近赤外領域に強い吸収を有するピロロピロールアザ BODIPY

類縁体の合成および物性評価（京大院工）三木康嗣○榎本 茜・清水
宗治・大江浩一

3PB-048 2位に置換基を有するジベンゾヘテロール及びジチエノヘテ
ロールの合成と性質（兵庫県大工）○伊藤孝晃・西田純一・川瀬
毅・長峯巧弥・山下敬郎

3PB-049 フタルイミドのポリハロゲン体を利用した新規フタルイミド
誘導体の合成（兵庫県大院工）○入江弘展・西田純一・川瀬 毅

3PB-050 デアザプリン骨格を有する新規配位子を用いた水素結合型電
荷移動錯体の合成（阪大理）○妹尾詩織・平尾泰一・西内智彦・久保
孝史

3PB-051 ニッケルサレン錯体誘導体を用いた色素増感型太陽電池の研
究（阪市大院理・静岡大院工）○植田勇希・鈴木修一・小嵜正敏・磯
和樹・昆野昭則・岡田惠次

3PB-052 1,3-ジチオール[5]デンドラレン誘導体の合成と電気化学的性質
（愛媛大院理工）○太田敦子・川崎雄司・上田将史・御崎洋二

3PB-053 嵩高い置換基を導入したジフェニルジヒドロアクリジン誘導
体の合成と酸化生成物の性質（慶大理工）○宮本桂佑・安達恒貴・鈴

木良太・三浦洋平・吉岡直樹
3PB-054 スピロ骨格を有したビラジカル化合物の合成（電通大院情報

理工）金友拓哉・石井憲雄○石田尚行
3PB-055 キラル反磁性オルガノゲル化剤を用いる棒状ラジカル液晶の
ゲル化と分子配向制御（京大院人環）○武元佑紗・内田幸明・鈴木克
明・下野智史・加藤立久・山内 淳・田村 類

3PB-056 モノブロモ置換トリオキソトリアンギュレン中性ラジカルの
結晶構造（愛工大工学部応用化学科・阪大院理・JST CREST）○鳥居
剛・山田千晶・村田剛志・森田 靖

3PB-057 ディスコチックビラジカル液晶性化合物の合成と磁性（京大
院人環）○田口晃治・鈴木克明・SINGH Devendra・DMITRY

Mazhukin・Igor Grigor’ev・田村 類
3PB-058 エチニル基を導入したトリフェニル 6-オキソフェルダジル誘
導体の合成と性質（慶大理工）○春木暁人・三浦洋平・吉岡直樹

3PB-059 エチニル基を導入したベンゾトリアジニルラジカルの合成と
性質（慶大理工）○静谷忠朗・高橋佑典・三浦洋平・吉岡直樹

3PB-060 アミン塩酸塩-Cu(Ⅱ)錯体の構造と磁性（城西大理学研究科）
○佐々木祥利・秋田素子

3PB-061 多孔性化合物に吸着されたニトロキシドラジカルの状態に関

する研究（日大院総合基・日大文理）○秋庭健人・小林広和・岩堀史
靖

3PB-062 複数の水素結合部位を持つ新規ニトロキシドラジカル類の合

成、構造と物性（日大院総合基）○酒井 剛・岩堀史靖
3PB-063 非対称置換型 BTBT 系有機半導体の構造-物性相関 1：アルキ
ル鎖置換による 2分子層構造形成（産総研 FLEC）○峯廻洋美・井上
悟・山田寿一・熊井玲児・田中睦生・長谷川達生

3PB-064 非対称置換型 BTBT 系有機半導体の構造-物性相関 2：アルキ
ル／フェニル置換と溶解度効果（産総研 FLEC）○井上 悟・峯廻洋
美・近松真之・堤 潤也・山田寿一・堀内佐智雄・田中睦生・熊井玲

児・長谷川達生
3PB-065 積層型有機薄膜太陽電池への応用を志向した塗布光変換型
ホール輸送材料の合成（奈良先端大物質）○仲内阿季・鈴木充朗・荒
谷直樹・山田容子

3PB-066 アントラセンのα-ジケトン型光前駆体を連結したフラーレン
誘導体の合成と性質（奈良先端大物質）○川ノ上貴裕・鈴木充朗・荒
谷直樹・山田容子

3PB-067 アルキルアミノ基を有する BODIPYの合成と AIE 特性評価
（甲南大 FIRST）○松本亜衣・河村浩司・村嶋貴之

3PB-068 会合誘起増強発光性分子のナノ粒子形成にともなう蛍光変化
と結晶生成過程の関係（信州大大学院教育学研究科）○藤森隼一・伊
都将司・宮坂 博・伊藤冬樹

3PB-069 多重 N-混乱カリックス[n]フィリンホウ素錯体の合成とその光
物性（九大工）○城野圭佑・広澤竜二・大曲繁裕・石田真敏・古田弘
幸

3PB-070 光照射時のみスピン状態が変化する光スイッチング分子の開

発（広島大理）○下川知恵・波多野さや佳・安倍 学
3PB-071 複数の置換基を導入したフェニルイミダゾピリジン誘導体の

固体 ESIPT 発光（東大生研）○加藤 拓・吉川 功・北條博彦・務台
俊樹

3PB-072 高感度時間分解円二色性(CD) 測定を活用したシクロデキスト
リン-芳香族化合物錯体の光励起状態の動的挙動解析（東北大多元研）
○黒沼 慎・荒木保幸・佐野 豊・坂本清志・和田健彦

3PB-073 大環状八配位型サイクレン-発光性ランタニド錯体を用いるア
ニオンのキラル識別とサイズ認識（阪市大院理）伊藤 宏○小堀秀
慈・三宅弘之・篠田哲史

3PB-074 1,8-ジアリールアントラセン骨格を有するジアミジンのカル
ボン酸認識（京工繊大院工芸）楠川隆博○梅田健広・荒元弘樹・原田
俊郎

3PB-075 ゲスト認識部位に芳香環を有するビス(1,3-ベンゾジチオール)

型酸化還元応答性ホストの合成と性質（信州大理）○平林陽子・太田
哲

3PB-076 トリフェニレン骨格を有する酸化還元応答性分子ピンセット
の合成と性質（信州大理）○原 慎一・太田 哲

3PB-077 カリックス[4]アレーンジホスホン酸類の結晶を用いた水中金
属イオンの捕集（東北大院工）○隅田佐保子・諸橋直弥・服部徹太郎

3PB-078 非対称ビアリール骨格を有する新規な人工レセプターの設計
（山形大院理工）○北原寛久・近藤慎一

3PB-079 2-アミノおよび 2-ヒドロキシトリプタンスリン誘導体の吸

収・発光特性（弘前大院理工）○川上 淳・高橋正寛・門脇拓真・築
城彰洋・木村光輝・橋本 凌・伊東俊司

3PB-080 アントラセン骨格を有するメチル置換ジアミジンのカルボン
酸認識（京工繊大院工芸）楠川隆博○和田智勝・原田俊郎

3PB-081 アントラセン骨格を有するジグアニジンの合成（京工繊大院
工芸）楠川隆博○太田垣安宏・原田俊郎

3PB-082 キノリン部位を有するアミン誘導体を用いた亜鉛イオン特異
的蛍光検出及びリン酸イオンの識別（奈良女大院人間文化）○大西理

佐・三方裕司
3PB-083 TQEN誘導体への立体障害導入による亜鉛錯体形成時の蛍光

挙動変化（奈良女大理）○野﨑香名・三方裕司
3PB-084 Molecular recognition directed supramolecular self-assembly result-

ing in signal amplification（IAS, Kyushu Univ.）○ROY, Bappaditya;

SHINKAI, Seiji

3PB-085 チオール類をケミカルセンシング可能な共役系化合物の合成
（東電大理工）○鈴木絵梨・関口和樹・足立直也

3PB-086 リン酸二水素アニオンに高い選択性を示す 8 点の認識部位を
有する蛍光レセプターの構築（山形大理）○松田結花・近藤慎一

3PB-087 α位に tBu 基をもつ 4,5-ジメトキシ-2-ニトロベンジルエステ
ル誘導体の光分解生成物の同定（神奈川大院理）○岡村直道・斉藤佑
典・庄田康介・菊地敏直・力石紀子・山口和夫

3PB-088 ジカチオン性ジピリヘキサフィリンの合成とアニオン捕捉

（神戸大院理）○張 珍珍・瀬恒潤一郎
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3PB-089 定温 GCにおける七および三塩素化ビフェニル異性体の等溶
出温度と同族列に関する研究（静岡県立大院食品栄養環境）○牧野正
和・佐藤吉彦・長島 慧・定塚和彦・山田建太

3PB-090 ジベンゾフラン骨格を有するキラルなC2対称ジアミン誘導体
の合成とその分子認識能（横国大院工）伊藤 傑○生田健悟・淺見真
年

3PB-091 核酸の変異塩基部位に結合するペリレンジイミド誘導体の開

発と蛍光センサーへの応用（兵庫県大院工）○高田忠雄・馬越 優・
中村光伸・山名一成

3PB-092 ポリシラノール誘導体のつくる分子カプセルとアニオン内包
（神奈川大院理）○佐藤昂之・布川真理奈・田中慶太・加部義夫

3PB-093 m-フェニレンスペーサーで架橋した環状 BODIPYオリゴマー
の合成と機能（筑波大院数理物質・筑波大 TIMS）○山口玄人・中村貴
志・鍋島達弥

3PB-094 水溶性 Twin Bowlの調製と分子認識挙動評価（甲南大大学院
自然科学研究科）○中川十志・檀上博史・片桐幸輔・宮澤敏文

3PB-095 NMRによるフラーレン誘導体-シクロデキストリン錯体の分
子内ー分子間交換の検討（広島大工）○前 智也・平尾岳大・灰野岳
晴・杉川幸太・池田篤志

3PB-096 非対称ポルフィリン配位子を用いたボウル型三量体亜鉛錯体

の合成（東大院理）○遠藤健一・宇部仁士・塩谷光彦
3PB-097 Synthesis and structure of a new type of γ-cyclodextrin complexed

[60] fullerene derivative（Sendai Nat. Coll. of Tech. Advanced Engineering

Course; RACGM, Tohoku Univ.）○ENDO, Tomoaki; KWON, Eunsang

3PB-098 5 配位ヒドロシランを用いたエンドキャッピング法によるア
ミド-クラウンエーテル型[2]ロタキサンの合成研究（東工大院理工）
○山下航平・佐瀬祥平・後藤 敬

3PB-099 ロタキサンユニットを活用したキャビティ型シクロファンの
合成研究（東工大院理工）○日比野有希・佐瀬祥平・後藤 敬

3PB-100 大環状ホスファシクロファンの合成と構造（甲南大理工）片
桐幸輔○田中雄大・香川右匡・檀上博史・宮澤敏文

3PB-101 M6L4かご型錯体の修飾（東大院工）○鈴木亮人・藤田大士・
藤田 誠

3PB-102 テトラピリジニウム型カチオンナノサイクルの調製（甲南大
大学院自然科学研究科）○木谷和弘・檀上博史・片桐幸輔・宮澤敏

文・川幡正俊・山口健太郎
3PB-103 マクロサイクル内部のアミノ基を触媒部位として利用する新
奇ロタキサン構築法の開発（東理大理）○武藤 瞳・河合英敏

3PB-104 異なるスペーサーで連結したシクロファン 2 量体の合成とゲ
スト捕捉能（福岡大院理）○松下幸司・大野達矢・林田 修

3PB-105 芳香族ゲスト分子の認識を目指した新規な三回対称かご型テ
ルピリジン白金(II)錯体の合成（筑波大院数理物質・筑波大 TIMS）
○鈴木小百合・中村貴志・鍋島達弥

3PB-106 レスベラトロール側鎖を有するカリックス[4]レゾルシンア
レーンの合成（静岡大院理）○廣田詩織・大橋俊文・小林健二

3PB-107 十二核 Pt(II)環状錯体の自己集合過程の研究（東大院総合文

化）○馬場絢子・小島達央・平岡秀一
3PB-108 Development of calix[4]arene extractants for platinum group metals

separation（Fac. Eng. Resource Sci., Akita Univ.）○YAMADA, Manabu;

KO, Noten; RAJIV GANDHI, Muniyappan; KONDO, Yoshihiko;

SHIBAYAMA, Atsushi; HAMADA, Fumio

3PB-109 RAFT 重合を用いたシクロファン型ポリマーの合成とホスト
機能（福岡大理）○中村和宏・林田 修

3PB-110 フェロインを触媒としたソフトマテリアルの自律振動挙動
（産総研ナノシステム）○都 貞喜・向井 理・有村隆志

3PB-111 溶媒熱合成法による 金属ポルフィリン超分子の合成と磁性
（城西大院理）○馬場翔太・秋田素子

3PB-112 3位にアミノメチル基をもつ亜鉛クロリン二量体分子の合成
と自己会合（龍谷大理工・立命館大院生命科学）宮武智弘○山本悠
介・増田洋平・民秋 均

3PB-113 アズレン骨格を配位子にもつロジウム二核錯体の合成と性質
（北里大理・北大電子研）○川野怜也・土屋敬広・野呂真一郎・真崎
康博

3PB-114 メカノクロミズムを示すピリジン含有配位子/銀錯体（千葉工
大工学教育セ・東邦大複合物性研究セ・東邦大理・慶尚大学校化学
科）○池田茉莉・岡野実来・桑原俊介・李 心星・幅田揚一

3PB-115 ビフェニルで連結した銀食い分子の合成と銀錯体の構造（東
邦大複合物性研究セ・東邦大理・千葉工大工学教育セ）○幅田揚一・
金子奈々恵・池田茉莉・桑原俊介

3PB-116 D-アミノ酸を利用したペプチドの特異配座の創出（東大院
工）○足立精宏・澤田知久・藤田 誠

3PB-117 チアクラウンエーテルと 2級アンモニウムを構成要素とする
ロタキサンの末端封止法による合成（東工大資源研）○長井啓之・須
崎裕司・小坂田耕太郎

3PB-118 アロステリック会合とイミン結合形成を利用した 3成分系超

分子コポリマーの構築（東理大理）○内藤百子・秋本啓太・鈴木
綾・河合英敏

3PB-119 ロタキサン型分子機械の軸成分の構造がシャトリング運動性
に及ぼす効果（阪大院基礎工）廣瀬敬治○加納椋平・YOUNG

PHILIP G・戸部義人
3PB-120 オルソゴナルな相互作用が可能な 1,9,10-アンチリジン誘導体
の合成と会合挙動（東工大資源研）○針生智大・小泉武昭

3PB-121 架橋元素により異なる曲面構造をもつリン含有凹面ホスト分
子の合成（筑波大院数理物質）○長谷川 徹・山村正樹・鍋島達弥

3PB-122 レドックス活性部位を導入した新規ピリジルウレア誘導体の

合成と物性評価（奈良先端大物質）○大喜多拓己・田原圭志朗・菊池
純一

3PB-123 アゾベンゼンで連結されたペリレンビスイミドダイアドの光
異性化と自己集合（千葉大院工）○鈴木朋哉・矢貝史樹・唐津 孝・
北村彰英

3PB-124 主鎖長の異なる共役オリゴマーの合成とピラーアレンによる
自己組織化制御（東電大理工）○岡田麻里・菅野将史・足立直也

3PB-125 グルタミン酸骨格を基盤としたπ系ゲル化剤の合成とその特
性有する化合物のゲル 化挙動（九工大院工）○笹川知里・森口哲次・
荒木孝司・柘植顕彦

3PB-126 動的共有結合を有する 2級アンモニウム塩/クラウンエーテル
系[3]ロタキサンの脱プロトン化挙動（山梨大院医工）○篠原 英・新
森英之

3PB-127 アニオン性ポリマーおよび粘土中における縮合多環アゾニア
芳香族化合物の蛍光発光（首都大都市環境）○木村幸雄・池田雄介・
山口素夫・佐藤 潔

3PB-128 4-(ジエチルボリル)ピリジンの結晶構造と安定性（鈴鹿医療科
学大）○若林成知・米田誠治・大木靖弘・巽 和行・堀内美咲・伊藤
敬人

3PB-129 コレステリル 4-(ベンゾイルアミノ）ベンゾエート誘導体の結
晶構造と性質（北海学園大工・九大院総理工・九大先導研・大分大
工）○久保勘二・辻 和輝・松本泰昌・氏家誠司・森 章

3PB-130 機械的回転による流体運動を用いた超分子キラリティーの誘
起（東大生研）○南部翔平・石井和之

3PB-131 オリゴエーテル部位が配置された二次元空孔の構築とそのゲ
スト認識能（阪大院基礎工）○池田元城・入谷康平・田原一邦・戸部
義人

3PB-132 光酸化した単層カーボンナノチューブの評価（学芸大教育）
○曽根絵理香・前田 優・山田道夫・鈴木光明

3PB-133 フェニルビオローゲン部位に基づく酸化還元特性を示す分子
ワイヤーの合成（神奈川大院理）○小林侑生・鈴木健太郎・菅原 正

3PB-134 ランタン型ロジウム二核錯体を利用した分子歯車の動的挙動
に及ぼす軸配位子の効果（東大院理）○真田千馬・宇部仁士・塩谷光
彦

3PB-135 メトキシカルボニル置換 2,5-ジ(1,3-ジチオール-2-イリデン)-

1,3-ジチオラン-4-チオンの粉末反射スペクトルに及ぼすアルキルチオ基
の効果（静岡大院工）○植田一正・草薙弘樹・森 寛顕

有機化学－物理有機化学 B．反応機構
3PB-137 平面環状骨格によるストレッチ効果を利用したジラジカルの

長寿命化（広島大院理）○大西啓太・安倍 学

有機化学－反応と合成 C．複素環化合物
3PB-139 マレイミド誘導体への触媒的アミドアリル化反応を利用した
新規スピロ型不飽和ラクトン骨格の構築（静岡大創造科学技術大学
院・静岡大院工）村田優介○麻生悠和・仙石哲也・高橋雅樹・依田秀
実

3PB-140 イミノイサチンに対する触媒的不斉アミドアリル化反応の開

発（静岡大院工・静岡大工・静岡大創造科学技術大学院）高橋雅
樹○小松由季・川上 愛・村田優介・仙石哲也・依田秀実

3PB-141 鎖状 α-イミノカルボニル化合物に対する触媒的不斉アミド
アリル化反応の開発（静岡大院工・静岡大工・静岡大創造科学技術大
学院）高橋雅樹・石田真啓○小久保佳奈・村田優介・仙石哲也・依田
秀実

3PB-142 NHC触媒反応を用いた termicalcicolanone Aの合成研究（上智
大理工・静岡県立大薬学部）○伊藤早紀・北村太樹・眞鍋 敬・鈴木
由美子

3PB-143 NHC触媒反応を用いた citreamicin δ, εの合成研究（上智大
理工）○竹内アイリーン・杉村里紗・鈴木由美子

3PB-144 電子不足トリケトンビルディングブロックを用いたスピロフ
ロ[2,3-d][1,3]ジオキソール類の合成と電子不足テトラケトンビルディン
グブロックの合成と反応（熊本大理学部理学科）○川端 駿・西野
宏

3PB-145 Mn(III)-触媒空気酸化反応におけるテトラケトン類の転位反応
（熊本大理学部理学科）○村上裕規・西野 宏

3PB-146 テトラケトン類のMn(III)酸化によるスピロ化合物の合成（熊
本大理学部理学科）○横手鈴香・西野 宏

3PB-147 マンガン(III)に基づくインドール類の酸化的クロスカップリ
ング反応（熊本大理学部理学科）○井上 健・西野 宏

3PB-148 ピロリジン縮環キラルイミダゾールの改良合成法（千葉大院
理）○長谷川 桃・吉田和弘・柳澤 章

3PB-149 エテントリカルボン酸-フラン誘導体の分子内反応（奈教大）
山崎祥子・上田幸太・新名麻美子○杉浦弘隆

3PB-150 C-H Silylation of Heteroaromatics by an Earth-Abundant Metal

Catalyst（Caltech化学・化学工学）○小田一磨・TOUTOV Anton・Liu

Wen-bo・Betz Kerry・Fedorov Alexey・Stoltz M Brian・Grubbs

Robert

3PB-151 酸性イオン液体を活用したテトラピリジルポルフィリンの 簡
便合成（近畿大工）○北岡 賢・山根 亮・大西哲平・信岡かおる・
石川雄一

3PB-152 2,6-difluorophenyl 基を有する新規不斉一級アミン触媒を用い
た 3-オキシインドール骨格の合成（防衛大応化）○石丸香緒里・谷村
祐哉
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3PB-153 トリフルオロアセチル化ブタジエン類とヒドラジン類との環

化反応に関する計算化学的検討（神戸大院工）○神鳥安啓・川西俊
輔・二谷賢輔・太田規央・岡田悦治

3PB-154 含窒素複素環カルベンを触媒とした 5-アルキリデン-2-オキサ
ゾリジノンの互変異性化（産総研・茨城大院理工）藤田賢一○佐藤潤

一・安田弘之
3PB-155 ヒドラゾン-パラジウム触媒による 1-アリロキシ-2-エチニルベ
ンゼンを用いたベンゾフラン誘導体の合成（千葉大院工）三野
孝○池松達哉・渡邉康平・吉澤恵理・坂本昌巳

3PB-156 1-アリール-4-トリフルオロアセチル-1,3-ブタジエン類をビル
ディングブロックとして用いる新規含フッ素 ピラゾリン類およびイソ
オキサゾリジン類の簡便合成（神戸大院工）○金田伊織・西口英佑・
太田規央・岡田悦治

3PB-157 4-アルキルアミノ-2-ジメチルアミノ-3-トリフルオロアセチル
キノリン類のアミン塩基触媒によるアシル転位反応（神戸大院工）
○畠 諒英・畠中瑞生・岡田悦治

3PB-158 N-フェニルヒドロキサム酸-ホウ素錯体の酸化的光環化による
アザ[4]ヘリセン合成（山形大理）○須藤 亨・村瀬隆史

3PB-159 Asymmetric Cyclization-Carbonylation of 1,1-Diethynyl Acetate

Mediated by Pd(II)-catalysts.（Fac. Pharm. Sci., Toho Univ.）○DHAGE,

Yogesh Daulat; KUSAKABE, Taichi; TAKAHASHI, Keisuke; KATO,

Keisuke

3PB-160 2-アザノルボルナン型有機分子触媒を用いるイサチン誘導体
の不斉アルドール反応（室蘭工大）○小笠原歩未・小針良仁・関 千
草・上井幸司・中野博人

3PB-161 逐次合成法による face-to-faceポルフィリンアレイの合成（阪
大理）○長谷川翔平・玉木 孝・小川琢治

3PB-162 アミノアミド有機分子触媒を用いるイサチン類の不斉 Aldol

反応（室蘭工大）○木村 丈・小針良仁・関 千草・上井幸司・權
垠相・奥山祐子・竹下充弘・常盤峻士・中野博人

3PB-163 アミノアルコール有機分子触媒を用いるアントロン誘導体の
不斉 Diels-Alder 反応（室蘭工大）○熊谷 淳・小針良仁・関 千草・
上井幸司・奥山祐子・竹下光弘・常磐峻士・中野博人

3PB-164 スーパーシロキシアミノアルコール有機分子触媒を用いるニ
トロン類の不斉 1,3-双極子環化付加反応（室蘭工大）○大槻哲平・小
針良仁・関 千草・上井幸司・權 垠相・奥山祐子・竹下充弘・常盤

峻士・中野博人
3PB-165 2-(2,2-ジブロモビニル)フェニルイソシアニドから発生させた

2-ブロモ-3-リチオキノリンを用いる 3-置換 2-ブロモキノリンの合成
（鳥取大院工）○野澤逸平・小林和裕

3PB-166 o-[アリール(メトキシ)メチル]フェニルリチウムとイソチオシ
アナートとの反応を用いた 3-アリールベンゾ[c]チオフェン-1(3H)-イミ
ン誘導体の合成（鳥取大院工）○重村雄歩・江崎光佑・小林和裕

3PB-167 パラジウム触媒を用いた分子内環化によるα-(O-アリルオキ
シイミノ)カルボニル化合物からの 2-ビニルオキサゾール合成（九大院
理）○駒川ひろみ・濱崎昭行・石田玉青・徳永 信

3PB-168 o-リチオベンジルアジドの環化による 1-アシル-1,4-ジヒドロ-

1,2,3-ベンゾトリアジンの合成（鳥取大院工）○近澤優輝・小林和裕
3PB-169 効率的なN,N’-二置換ナフタレン-2,3:6,7-ビス(ジカルボキシイ
ミド)の合成（信州大理・富山大院理工）○下笹春輝・小田晃規・宮武
滝太

3PB-170 4-ブトキシ-2-ジメチルアミノ-3-トリフルオロアセチルキノリ
ン類とアミン類との O-N交換反応-4-アミノ-2-ジメチルアミノ-3-トリフ
ルオロアセチルキノリン類の簡便合成（神戸大院工）西尾 将○川口
元輝・岡田悦治

3PB-171 9-ジメチルアミノ-8-トリフルオロアセチルオキサジノベンズ
アクリジン類とアミン類とのアミン-アミン交換反応-新規含フッ素オキ
サジノベンズアクリジン-9-アミン類の合成（神戸大院工）安達泰
司○山本一貴・岡田悦治

3PB-172 2-(アジドメチル)ベンゾエート誘導体の脱窒素-環化による 3-

アルコキシイソインドリノンの合成（鳥取大院工）○井ノ内宏樹・近
澤優輝・江崎光佑・小林和裕

3PB-173 1,3,5-置換イミダゾ[1,5-a]ピリジンの合成と物性（岐阜大工）
○酒井佑輔・青木達哉・芝原文利・村井利昭

3PB-174 長鎖アルキル基をもつチアゾール・チオフェン縮環化合物の
合成と物性評価（岐阜大工）○加賀重祥・河合泰弘・芝原文利・村井
利昭

3PB-175 N-アリール-α-メトキシ-β-トリフルオロアセチルエナミン類
とアミン類との O-N交換反応（神戸大院工）畠中瑞生・倉谷昌幸○三
原孝太・神鳥安啓・岡田悦治

3PB-176 2-(o-アルキニルフェニル)イミダゾール類とヨウ素によるイソ
キノリン塩形成反応（千葉大院工）松本祥治○菊地 脩・高田大貴・
赤染元浩

3PB-177 オルトキノンメチドとアルキニルシランとの分子間環化付加
反応（横国大院環境情報）○田中健太・重松洋輔・星野雄二郎・本田
清

3PB-178 3-アルコキシカルボニル-2-オキソプロピルスルホニム塩の分
子内環化反応を利用した 3(2H)-フラノン類の合成（岩手医大）○稲垣
祥・宇角美香・高橋芙美・千葉 慧・河野富一

3PB-179 多様な不斉反応への応用を志向した新規プロリン型キラルイ
オン液体の開発（大分大工）○小幡俊介・信岡かおる・平野和也・北
岡 賢・石川雄一

3PB-180 エチレンオキシ基を導入したジアリールオキサジアゾロピリ
ジニウムスクシンイミジルエステルの合成、水溶性、および蛍光スペ
クトル（九産大院工）○山口貴大・矢住 京・松岡洋平・栗山恵輔・

山崎俊輝・西 健太郎・柏 裕樹・礒部信一郎
3PB-181 6,8-ジクロロ-1H-シクロヘプタ［2,1-b：3,4-b’］ジインドール
の合成と反応（信州大理）○熊井秀充・小田晃規・宮武滝太

3PB-182 キラルテトラミン酸を利用した多置換ピリジンの合成研究
（静岡大院工・静岡大工）仙石哲也・鈴木千尋○中村祐貴・高橋雅
樹・依田秀実

3PB-183 ニッケル塩を用いた環状オキシムのベックマン転位（山口大
院理工）山本豪紀○石川杏弥・古田貴陽・隅本倫徳・堀 憲次

3PB-184 光照射を利用したヘキサアリールビスイミダゾール誘導体の
組み換え反応（都市大院工）○橋本周大・岩田和真・岩村 武

3PB-185 新規 4-ヒドロキシ-5-オキソ-2,5-ジヒドロ-1H-ピロール類を配
位子とした亜鉛錯体の合成とインスリン様活性評価（東邦大理）○川
埜紗椰・田村 萌・吉川 豊・安井裕之・佐々木 要・齋藤良太

3PB-186 N,N’-二置換 6,11-メタノベンゾ[10]アヌレン-2,3:8,9-ビス(ジカ
ルボキシイミド) の合成と発光挙動（信州大理・富山大院理工）小田晃
規○小林直生・宮武滝太・黒田重靖

3PB-187 キラル塩基触媒を用いる芳香族エンイン系の不斉ドミノ環化
異性化反応における置換基効果（熊本大理学部・熊本大院自然・山口
大院理工・九大先導研）入江 亮○別府翔太・有田光佑・隅本倫徳・
藤本 斉・井川和宣・友岡克彦

3PB-188 ビス（N,N‐ジ（アリールアルキル）カルバモイル）ジカル
コゲニド類の Friedel‐Crafts 型環化によるイソキノリン‐1‐オン類の
短段階合成（岩手大院工）嶋田和明○今野開星・是永敏伸

3PB-189 含窒素複素環化合物の効率的な合成ルートの確立（東大院
薬）○白井孝宏・金子敬一・松永茂樹・金井 求

3PB-190 1-置換イサチン類の合成と光化学反応（愛工大）○立木次
郎・市川ともみ・奥田成哉・河田高寛・高橋拓哉・深谷晋策

3PB-191 二重 N-混乱ポルフィリンを基体とするスイッチング素子の開

発（九大院工）○楊 雨峰・晏 佳エイ・石田真敏・古田弘幸
3PB-192 ビス[8-ベンジル-1,9-ビス (4-メトキシフェニル) ジピリン-2-イ
ル]-p-キシリレンの合成（信州大理・富山大院理工）小田晃規○有保耕
祐・藤原由理絵・宮武滝太

3PB-193 キラルN-アリールイミダゾール/酸複合触媒を用いたアルコー
ルの速度論的光学分割（東理大工）○鈴木滉樹・廣瀬敦司・清田祐
基・入江 亮・八巻玲太・高畠廣紀・今堀龍志

3PB-194 多重光閉環反応による新規な縮合多環アゾニア芳香族化合物
の合成（首都大院都市環境）○池田雄介・山口素夫・佐藤 潔

3PB-195 光 Scholl反応を活用した含フッ素フェナントロリン誘導体の
高効率合成（茨城大院理工・茨城大工）○泉谷宏一・福元博基・久保
田俊夫

3月28日午後

（15：00～16：30）

有機化学－反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物
3PC-001 加水分解酵素リパーゼを利用した香気化合物の不斉合成（富
山県大工）○川崎正志・清水もも・黒柳早希・豊岡尚樹

3PC-002 エチレンジアミン骨格を有するキラルトリアミンの合成（奈
良先端大物質創成）○関口 裕・松尾貴史・廣田 俊

3PC-003 無溶媒条件下アルコール類およびβ-ジケトン類を用いたマイ
クロ波照射による C-C結合形成反応（日大理工）○鈴木眞平・早川麻
美子・青山 忠・滝戸俊夫・小泊満生

3PC-004 Recent Progress of Highly Efficient and Practical Selective Mono-

hydrolysis of Symmetric Diesters（MURORAN INST. OF TECH.）
○NIWAYAMA, Satomi

3PC-005 脱水素化触媒を用いたクマリン誘導体の合成（和歌山工技
セ）○森 めぐみ・森 一・三宅靖仁

3PC-006 シクロファンを担持したポリアクリル酸の合成と性質（福岡
大理）○繁冨 駿・林田 修・安東勢津子

3PC-007 キラルピペラジン骨格を有するアミノホスフィン合成と不斉
アシル化触媒への応用（信州大繊維）○鷲澤大輔・藤田瑞樹・山口康
之・門野秀哉・山本 巖・藤本哲也

3PC-008 o-キノジメタンの触媒的不斉 Diels-Alder反応（群馬大院理

工）○平鍋浩範・白川瑛規・佐野 寛
3PC-009 有機触媒をプロモーターとするo-キノジメタンの発生とその
不斉 Diels-Alder反応（群馬大院理工）鹿又大蔵○佐野 寛

3PC-010 アミノシリルエノールエーテルから調製したイミニウム塩に
対する求核付加反応（三重大院工）古川雄樹○内水章太・清水 真

3PC-011 2-オキソ-1,4-ベンゾオキサジン-3-カルボキシラート誘導体に
対する極性転換反応（三重大院工）宮丸 智○田中孝典・清水 真

3PC-012 シクロプロピル基を有するα -イミノチオエステルへの
Grignard反応剤を用いた極性転換反応（三重大院工）森本貴好○柳
雄介・溝田 功・清水 真

3PC-013 N-シリルα-イミノエステルに対する極性転換反応（三重大院
工）溝田 功○只野佑理恵・清水 真

3PC-014 α-アルジミノチオエステルへのジアステレオ選択的タンデム
N-アルキル化/求核付加反応（三重大院工）中島雄司○東野麻子・溝田
功・清水 真

3PC-015 α-イミノアミドに対する様々な求核剤による極性転換反応
（三重大工）深谷俊和○水越七海・溝田 功・清水 真

3PC-016 α-イミノチオエステルに対する種々の有機金属反応剤を用い
たタンデムN-アルキル化 /Michael 付加反応（三重大院工）尹 大
成○辻本雄介・溝田 功・清水 真
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3PC-017 カルボン酸からN-アルキルイミドへのワンポット変換法の開

発（千葉大院理）○仲井優太・森山克彦・東郷秀雄
3PC-018 光学活性イミダゾリン-プロリン-銅錯体を用いるα-イミノエ
ステルとニトロアルケンとの触媒的不斉[3+2]環化付加反応（千葉大院
理）○徳光千尋・荒井孝義

3PC-019 DMSO/MgSO4を用いるテトラヒドロベンゾ[b]ピラン誘導体の
新規多成分連結合成法の開発（茨城大理）○平塚 凌・磯部俊宏・折
山 剛

3PC-020 フラン型キノジメタンの環化付加反応（群馬大院理工）○今
泉勇紀・伊藤聡史・佐野 寛

3PC-021 酵素法によるチオアミドを経由した光学活性γ-ラクトン類の
合成（明大院理工・北見工大バイオ環境）○小山内武史・霜鳥慈岳・
宮腰哲雄

3PC-022 ジアステレオマー法による光学活性δ-ラクトン類の合成と生
物活性評価（明大理工・北見工大バイオ環境・聖医大）○池田佳隆・
宮腰哲雄・霜鳥慈岳・金本大成・中島秀喜

3PC-023 触媒的不斉アシル化によるβ-アリールオキシアルコールの速
度論的光学分割（茨城大理）○加藤淳輝・折山 剛

3PC-024 アミノインダノールホスフィニト触媒によるラセミ形アル
コールの不斉ベンソイル化（信州大繊維）○原 菜々美・藤沢 秀・
藤田瑞樹・山本 巖・藤本哲也

3PC-025 光学分割法による光学活性チオアミド類の合成と抗菌活性評
価（北見工大バイオ環境化学科・明大理工・聖医大）○霜鳥慈岳・石
川 暁・松田考平・星 雅之・池田佳隆・宮腰哲雄・金本大成・中島
秀喜

3PC-026 ヨードホルム反応型 C-N結合形成を介するエチルアレーン類
の第一級アミドへのワンポット変換反応（千葉大院理）川越勇介・森
山克彦○東郷秀雄

3PC-027 両親媒性チオエステルとアミンとの水中反応における疎水基
中のカルボニル位置の影響（立教大院理）○大友郁美・黒田智明

3PC-028 光学活性 Valerenic acidおよびその類縁体の合成研究（近畿大
院農）○伊豆友香子・白井貴士・妻形博紀・北山 隆

3PC-029 水中での臭化水素酸ピリジニウムぺルブロミドによる芳香族
オキサゾリンのシアノメチルエステルへの変換反応（福島医大医）
○佐山信成

3PC-030 有機酸とキラル受容体を組合わせたキラル超分子型複合体を
用いる触媒的不斉 Pictet-Spengler反応（東理大工）半田晋也・山下航
平○杉本 裕

3PC-031 N-ヘテロ環状カルベンによる極性転換を駆使した酢酸エステ
ル等価体を用いる触媒的不斉マンニッヒ反応（東理大工）○半田晋
也・高橋明李・杉本 裕

3PC-032 ビンドンと置換ベンズアルデヒドによる 3分子ドミノ反応
（城西大院理）○市川雄基・加藤由佳・秋田素子・小林啓二

3PC-033 自己組織化による光学活性ポリ亜鉛-アミノイミノビナフトキ
シド錯体の調製と不斉ヨードラクトン化への応用（千葉大院理）○小
島孝裕・杉山典幸・加納博文・伊藤努武・荒井孝義

3PC-034 光学活性ビスイミダゾリジンピリジン-銅錯体を用いた不斉衣
笠反応（千葉大院理）○佐藤勝哉・荒井孝義

3PC-035 スフィンゴシン合成のためのセリン／プロリン誘導体とアル
ケニルジルコノセン類とのクロスカップリング反応（産総研バイオメ
ディカル）○村上悌一・田中睦生

3PC-036 新規イミド複合型超原子価ヨウ素(Ⅲ)を利用したインドール
類の位置選択的ハロアミノ化反応（千葉大院理）○石田一馬・森山克
彦・東郷秀雄

3PC-037 マイクロバブル・ナノバブル有機合成手法による効率的多相

系反応の開発（静岡大院工）○坪井拓矢・鳴海哲夫・渡辺修治・間瀬
暢之

3PC-038 マイクロバブル・ナノバブル有機合成手法による環境調和型
効率的光反応の開発（静岡大院工）○仁科裕樹・鳴海哲夫・渡辺修
治・間瀬暢之

3PC-039 高分子量ポリ乳酸合成を指向した有機分子触媒の開発（静岡
大院工）○中谷吉孝・鳴海哲夫・渡辺修治・間瀬暢之

3PC-040 Mannich反応における蛍光スクリーニング法による有機分子
触媒の探索（静岡大院工）○佐々木愛子・鳴海哲夫・渡辺修治・間瀬
暢之

3PC-041 Diels-Alder反応における蛍光スクリーニング法による有機分
子触媒の探索（静岡大院工）○増田嗣也・鳴海哲夫・渡辺修治・間瀬
暢之

3PC-042 トリフルオロメチル基導入による比放射能向上を指向した
PETプローブ開発（静岡大院工・浜松医大）○岡村拓磨・小川美香
子・間賀田泰寛・鳴海哲夫・渡辺修治・間瀬暢之

3PC-043 新規フェニルピロリジン-尿素型有機触媒を用いるニトロオレ
フィンに対するチオールの不斉マイケル付加反応（茨城大理）○吉田
一葵・川添聡一郎・折山 剛

3PC-044 第二級アミンを有するキラルな有機触媒を用いたマロノニト
リルのイミンへの不斉マンニッヒ型反応（千葉大院理）○井上貴博・
荒井孝義

3PC-045 TBDおよび PS-TBDを用いた酸無水物による N-トシルアジ
リジンの開環反応（茨城大）松川 覚・毛利康孝○斉木彩加

3PC-046 アニリン樹脂塩を用いる効率の良いアセタール化反応（日歯
大新潟）○種村 潔・鈴木常夫

3PC-047 スルホンイミド基が隣接したキラルブレンステッド酸の酸性
度とその反応性（広島大理）○市来隼哉・高木隆吉

3PC-048 3-トリメチルシリルシクロヘキサ-1,4-ジエンと B(C6F5)3の反
応に関する量子化学的研究（星薬大）○坂田 健

3PC-049 キラルなルイス酸共存下での 2-ベンゾイルプロピオン酸エチ
ルの不斉臭素化（山口大院理工・東ソー有機化学株式会社研究開発

室）山本豪紀○山本壮汰・細光希未・隅本倫徳・堀 憲次・松本康
敬・曽我真一

3PC-050 亜鉛ビスアミジナート触媒を用いた a-ケトエステルの不斉ヒ
ドロホスホニル化反応における触媒活性種の探索（立教大院理）○市
之瀬 篤・山中正浩

3PC-051 キラル Ag(I)-ビスアミジン触媒を用いたインドールとα-置換-

β-ニトロアクリレートの不斉 Friedel-Craftsアルキル化反応の開発（立
教大理）○野本拓実・山中正浩

3PC-052 二点水素結合を介した立体・会合制御を基盤とする超分子型
不斉触媒の開発（立教大院理）○宍戸健人・山中正浩

3PC-053 多置換型環状ケトンの Baeyer-Villiger 酸化（近畿大農）○芦田
久美子・二木美紅・菅 彩香・山本智恵子・北山 隆

3PC-054 アルキニルイミンへの共役付加反応を用いる含窒素化合物の
合成（三重大院工）八谷 巌○中村謙太・清水 真

3PC-055 イミド構造を有する不斉反応場の開発（神奈川大理）○小堀
彩夏・木原伸浩

3PC-056 Effect of Alkyl Chain Length on Migration of Alkylamine between

Amphiphiles（Suzuka Nat. Coll. of Tech. Department of Chemistry and

Biochemistry）○TAKAKURA, Katsuto; SAITOH, Momoka; NISHIZAKI,

Nanaho

3PC-057 ジハロシクロプロピルシリルエーテルの環開裂フッ素化反応
（静岡理工科大理工・群馬大学大学院研究理工学府分子科学部門）
○岸田真理・北川紗央合・村松由香利・鈴木千春・網井秀樹・桐原正
之

3PC-058 テトラアルキルアンモニウム塩を用いる芳香族ケトン類の立
体選択的 Norrish-Yang反応（お茶大大学院人間文化創成科学研究科・
産総研ナノシステム）○大島有貴・山田眞二・都築誠二

3PC-059 テトラアルキルアンモニウム塩を用いるトリシクロ化合物の
骨格変換反応（お茶大大学院人間文化創成科学研究科）○宮本千代・
山田眞二

有機化学－反応と合成 B．芳香族化合物
3PC-061 桂皮酸類の二量化によるフェニルインダン類の生成に及ぼす

置換基効果（和歌山高専物質工）○野田拓海・野村英作
3PC-062 マイクロ波による糖から HMFの連続フロー合成（和歌山高
専物質工）○山下こずえ・野村英作

3PC-063 マイクロ波支援による N,N-ジメチルアニリンの Vilsmeier反
応（日歯大新潟）○鈴木常夫・種村 潔

3PC-064 ジハロゲン化インドロキノキサリン化合物の合成と重合（名

市工研有機材料研究室・東工大資源研）○林 英樹・小泉武昭
3PC-065 遷移金属や金属シアン化物を用いない、芳香環から芳香族ニ
トリルのワンポット変換法の開発（千葉大院理）○田村駿幸・森山克
彦・東郷秀雄

3PC-066 光環化反応を用いた[7]ヘリセン合成を制御する溶媒環境（山
形大理）○早川佳吾・村瀬隆史

3PC-067 π拡張ペリレン、ピレン、ゼトレン誘導体の合成（関西大化
学生命工）○清水祐児・宮田真寿・早川真人・梅田 塁・西山 豊

3PC-068 ベンゼンおよびナフタレンをコアに持つアザシクロファンの
合成（岡山大自然科学研究科）○山本昌典・岡本秀毅

3PC-069 ブレンステッド酸触媒による脱水型芳香環増環反応：多環式
芳香族炭化水素の簡便合成（筑波大院数理物質）○王 晶晨・高橋一
光・藤田健志・市川淳士

3PC-070 両末端にフルオロアルキル基を有するスチレンダイマーの選
択的合成（島根大医・弘前大院理工）○飯塚真理・佐田 泰・沢田英
夫・吉田正人

3PC-071 ロタキサン合成への応用を指向したペリレンジイミドを有す
る環状化合物の合成検討（群馬大院理工）○渡邉 識・加藤真一郎・
中村洋介

3PC-072 オキサトリフィリンの合成と物性（奈良先端大物質）○河津
信介・葛原大軌・林 宏暢・荒谷直樹・山田容子

3PC-073 アセン伸長反応：反応条件の最適化および基質適用範囲の検
証（名大理）○柏木章宏・齋藤尚平・山口茂弘

3PC-074 亜鉛サレン錯体を用いるアルデヒド類の高選択的不斉フェニ
ル化（福岡教育大化学教室）植津英謙○大岡邦晃・伊藤克治

3PC-075 縮合多環フェノール誘導体の酸化的カップリング反応による
ケト型二量体の合成（宇都宮大院工）○野中康史・木村隆夫・刈込道
徳

3PC-076 触媒的脱水素型ドミノ環化によるカルバゾールを基盤とする
キラルなアザヘテロヘリセンの新規合成法（熊本大院自然・熊本大理

学部・九大先導研・山口大院理工）入江 亮○上田大樹・重田優輔・
濱本信次・隅本倫徳・藤本 斉・井川和宣・友岡克彦

3PC-077 アズレンを有するイノンへのアミンの共役付加反応（神奈川
工科大工）山口淳一○杉山さゆり

3PC-078 非対称置換 1,3,5-トリアシルベンゼン類の高温高圧水中にお
ける合成（日大院生産工）○稲葉崚一郎・佐藤敏幸・岡田昌樹・日秋
俊彦・岩村 秀

3PC-079 ジベンゾイルメタナト金属錯体を反応場とした Friedel-Crafts

アシル化反応（学芸大教育）吉原伸敏○菓子田惇輝・珠蘭其木格
3PC-080 シリカゲル担持硫酸水素ナトリウム存在下 2 種のアルコール
を用いたインダン類の合成（日大理工）○山村隼平・早川麻美子・青
山 忠・滝戸俊夫・小泊満生

3PC-081 [2n](2,7)ナフタレノファン(n=2-4)の合成と構造（阪大院基礎
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工）○大塚健太・日比大治郎・戸部義人
3PC-082 ベンゾポルフィリン La 錯体の合成と物性評価（愛媛大理）

○小林朋広・森 重樹・奥島鉄雄・宇野英満
3PC-083 パーフルオロシクロペンテン誘導体によるグリニャール試薬
のホモカップリング（岩手大工）是永敏伸○似鳥 馨・嶋田和明

3PC-084 ベンゼン-ビス(ジアゾニウム)塩を用いた 1,4-ビス(4-置換フェ
ニルアゾ)ベンゼン類の合成（創価大工）○宮下清史・内田 望・細川
雄二・伊藤眞人

有機化学－反応と合成 D．ヘテロ原子化合物
3PC-087 高極性溶媒系を利用するハロアレーンの官能基に優しいシリ
ル化反応（佐賀大院工）○権藤圭祐・北村二雄・小山田重蔵

3PC-088 メタルフリーでヨードシルアレーンにより促進されるカルボ
ニル化合物のフッ素化反応（佐賀大院工）○牟田健祐・北村二雄・小
山田重蔵

3PC-089 2位に様々な置換基を有する 5-アミノチアゾールの合成と物
性の解明（岐阜大工）○中島直登・山口きらら・長谷川早紀・村井利
昭

3PC-090 o-ヒドロキシフェニル基を組込んだイミダゾ[1,5-a]ピリジンの
合成と錯体合成（岐阜大工）○宗宮伸弥・宮原啓太郎・村井利昭

3PC-091 アルデヒド類への触媒的トランスオキシム化反応の開発（龍
谷大理工）○大石尚輝・北川早希・山﨑勝之・兵藤憲吾・内田欣吾

3PC-092 ポリスルホニウム塩を経由するポリ(p-フェニレンスルフィ
ド)の新規合成法の開発（岩手大院工）小川 智○小野太一・村岡宏樹

3PC-093 チオ尿素を持つジセレニドの合成と過酸化水素 Baeyer-Villiger

酸化への応用（日大生産工）○宮仕直佳・市川隼人・清水正一
3PC-094 分子内にドナー及びアクセプター基を有する分岐型オリゴチ
オフェン誘導体の合成及び物性（岩手大院工）村岡宏樹○谷口佳寛・
小川 智

3PC-095 かさ高い Rind 基を有するジホスフェンの酸化反応（近畿大
理工）○辻本祥太・橋爪大輔・松尾 司

3PC-096 スルホニウム部位を有する含硫黄環状化合物の合成（首都大
院理工）○菅野七海・平林一徳・清水敏夫

3PC-097 パラ置換ベンゼン環を含むチアクラウンエーテルの合成と物
性（首都大院理工）○田中暁史・平林一徳・清水敏夫

3PC-098 ビナフチル基を有するホスホン酸エステルの加水分解による
ホスホン酸モノエステルの合成と利用（岐阜大工）○桑原一真・前川
侑輝・平井祐輝・村井利昭

3PC-099 巨大分子キャビティを活用したセレノシステイン由来ヨウ化
セレネニルの合成（東工大院理工）○唐崎貴史・佐瀬祥平・後藤 敬

3PC-100 ヨウ化セレネニルによる求電子的活性化を活用した新規な環

化反応の開発（東工大院理工）○星野由紀子・佐瀬祥平・後藤 敬

3PC-101 アルキニル置換シロールの合成（国際基督教大）○栗原晃
平・小林潤司

3PC-102 クロスカップリング反応を利用した 2-アリールナフト[2,3-b]

ホスホール誘導体の合成（新潟大理・同志社大理工）○茂木祐太・俣
野善博・木村佳文

3PC-103 シンコナアルカロイド由来の四級アンモニウム塩の合成と不
斉エステル加水分解への応用（九大理）○古舘裕歩・樋谷祐貴・濱崎
昭行・石田玉青・徳永 信

3PC-104 ジスルフィドを有するアミノトロポンイミン、2-アミノトロ
ポンおよびトロポロン誘導体の合成と性質（埼大院理工）○土屋
絢・泉 洸介・佐藤 大

3PC-105 二酸化炭素とグリセロールからのグリセロールジカーボネー
ト類およびトリカーボネート類の選択的合成（阪市工研・龍谷大理

工）○三原正稔・諸賀 要・岩澤哲郎・中井猛夫・岩井利之・伊藤貴
敏・大野敏信・水野卓巳

3PC-106 オリゴチオフェンをスペーサーとする環状フェロセントリ
マーの合成、構造及び酸化還元特性（岩手大院工）小川 智○山下浩
平・小沢紘平・村岡宏樹

3PC-107 水素結合ドナーを有する不斉四級ホスホニウム塩の合成（九
大院理）○樋谷祐貴・石田玉青・濱崎昭行・徳永 信

3PC-108 Friedel-Crafts 型リン原子導入反応による二官能性リン化合物
の合成（阪市工研）○伊藤貴敏・三原正稔・中井猛夫・岩井利之・水
野卓巳・大野敏信

3PC-109 巨大分子キャビティ型分子骨格を有する含セレン一級アルキ
ル置換高反応性化学種の合成（東工大院理工）○木村龍太郎・佐瀬祥
平・後藤 敬

3PC-110 チタナサイクル中間体を経由するゲルモール誘導体の合成
（東工大院総理工）○タン シア アー・西山寛樹・稲木信介・冨田
育義

3PC-111 新規 PS3型三脚型四座配位子を有するルテニウム錯体の合成
とその酸化反応触媒への応用（群馬大院理工）○武田亘弘・三丸
涼・植草奈津子・海野雅史

3PC-112 セレン原子の関与する拡張超原子価結合にジアセチレンを介
在させた多原子直線状結合系の構築（和歌山大システム工）○松尾
力・林 聡子・中西和郎

3PC-113 薬剤内包量の向上を目指したπ-π相互作用の持つ新規 DDS

キャリアの合成（埼大院理工）○石渡駿太・岸上史弥・小山哲夫・松
岡浩司・幡野 健

3PC-114 アジ基を活用してパイ共役系を拡張したトリアリールボラン
の性質に及ぼす置換基効果（富山大院理工）○小西翔太・吉野惇郎・
林 直人・樋口弘行

3PC-115 N-シリルエチニルカルバゾールの光物性（国際基督教大教

養）○小林潤司・大西彩加
3PC-116 ペンタフルオロスルファニルフェニルアジド類の開発と生理

活性物質の合成（名工大院工）○徳永恵津子・楊 宇東・松崎浩平・
大楠 賢・柴田哲男

有機化学－反応と合成 E．有機金属化合物
3PC-119 銅触媒による Z選択的アルキル置換反応を利用する精密な三

置換オレフィン合成（山口大工）○井上勇気・中村公昭・石川慎吾・
西形孝司

3PC-120 銅触媒によるカルボアミド化反応とオレフィン化反応の切り
替えにおけるアミン効果（山口大工）○山口昇大・糸永幸平・石川慎
吾・西形孝司

3PC-121 銅触媒によるアリル位炭素-炭素結合の開裂を伴う三級アルキ
ルカップリング反応開発（山口大工）○和田 勝・野田祐史・石川慎
吾・西形孝司

3PC-122 Grignard試薬より効率のよい金属ストロンチウムを用いた 嵩
高いカルボニル化合物に対するアルキル化反応の開発（徳島大院総合

科学教育）○北方 咲・山口祐佳・宮崎泰彰・大村 聡・三好徳和

3PC-123 金属ストロンチウムによるエステルのジアルキル化を用いる
アセチレン骨格の簡便な合成法（徳島大総合科学）○高橋春香・立田
彩和・山口祐佳・宮崎泰彰・大村 聡・三好徳和

3PC-124 キラルホスフィン・銀アルコキシド触媒によるカルボニル化
合物及びイミン類の不斉アリル化反応（千葉大院理）○楊 楠・柳澤

章
3PC-125 キラルホスフィン・銀アルコキシド触媒による不斉ニトロソ
アルドール反応（千葉大理学部・大学院理学研究科）○竹石明広・林
欲欽・柳澤 章

3PC-126 自己集積型キラル Al-salen 錯体を用いたα,β‐不飽和イミド
の不斉共役シアノ化反応（東理大工）○杉山大峻・林 勇介・入江
亮・栗原清二・桑原 穣・今堀龍志

3PC-127 Ph3PAuCl/SnCl2触媒を用いるフェノール類のオルト位プロパ
ルギル化反応、続いて環化異性化反応（上智大院理工）○鈴木 萌・
鈴木教之・増山芳郎

3PC-128 ピリジンを軸配位子に有する N-混乱ポルフィリン金属錯体の
合成と物性（九大工）○出口裕也・石田真敏・古田弘幸

3PC-129 連結型ビス(Co(Ⅲ)-サレン)錯体の自己集積性機能発現機構の
解明（東理大工）○渡邊真樹・林 勇介・土井雅人・入江 亮・栗原
清二・桑原 穰・今堀龍志

3PC-130 Cu触媒 1,4-付加反応における反応試薬の仕込み手順の違いに
よる立体選択性の逆転（関西大化学生命工）○松本桂太郎・坂口 聡

3PC-131 銅触媒を用いた活性化アルキンのジボリル化反応（静岡大院
理）○根津悠馬・塚田直史

3PC-132 銅触媒を用いたビナフトールの酸化的環化反応：PXX誘導体
の効率的合成（奈良高専物質工）亀井稔之○瓜生瑞穂・嶋田豊司

3PC-133 鉄触媒によるアルキニルオキセタンの分子内カルボメタル化
反応（神奈川大工）清水めぐ○杉山雄樹・田村和大・松野千加士・岡
本専太郎

3PC-134 インジウム触媒を用いたアルキン、アミン、トリメチルシリ
ルシアニドからの三成分連結反応によるα-アミノニトリル合成（東理

大理工）○濵地勇太・荻原陽平・坂井教郎
3PC-135 キラルな NHC-Ir 錯体触媒を用いるジアリールケトンのエナ
ンチオ選択的ヒドロシリル化反応（関西大化学生命工）○眞鍋芳樹・
坂口 聡

3PC-136 低原子価ニオブによるジインを用いた二環式化合物の合成
（関西大化学生命工）○渡辺啓介・佐藤 靖・亀井基史・大洞康嗣

3PC-137 ニオブ触媒によるオレフィンメタセシス反応（関西大化学生
命工）○千綿仁大郎・尾崎 誠・大洞康嗣

3PC-138 ニオブ触媒を用いたエンインとアルキンの環化付加反応（関

西大化学生命工）○古川博久・佐藤 靖・大洞康嗣
3PC-139 三座型β-アミノケトナトニッケル錯体を用いたビアリールク
ロスカップリング反応（横国大院工）○浅野瑛里香・栗栖伸隆・畑山
雄基・山口佳隆

3PC-140 Ni(0)触媒によるギ酸フェニルを CO源として用いたイミンと
アルキンまたはノルボルネンの[2+2+1] 環化付加反応（阪大院工）前
田恭吾○笹岡由圭里・星本陽一・大橋理人・生越専介

3PC-141 オスミウム触媒による末端アルキンの Z選択的ヒドロホウ素
化（北見工大工）○杉沢啓介・浪越 毅・渡邉眞次・村田美樹

3PC-142 Pd 触媒 P-Cクロスカップリング反応を用いる光学活性P-キラ
ルホスフィンの合成と応用（愛媛大院理工）○中島祥希・伊藤優希・
渡辺 裕・太田英俊・林 実

3PC-143 DMF保護金属ナノ粒子触媒によるビニルエーテル合成（関

西大化学生命工）○伊藤 聡・及川 慧・大洞康嗣
3PC-144 DMF保護 Pdナノ粒子触媒による炭素-ケイ素結合形成反応

（関西大化学生命工）○石元慎也・岡 秀雄・大洞康嗣
3PC-145 シリルアセチレンの共役アルキンへの交差付加反応における
位置選択性（静岡大理）○吉田潤平・山本卓哉・塚田直史

3PC-146 トリフルオロメタンスルホン酸存在下 N,N’-ジヨード-5,5-ジメ
チルヒダントインを用いる芳香環への新規直接的トリフラート化（奈
良高専物質工）○柴地功基・亀井稔之・嶋田豊司

3PC-147 アリルシランをシラノール前駆体として用いた檜山-畠中クロ
スカップリング反応の開発（奈良高専物質工）亀井稔之○木村汐里・
松浦有沙・嶋田豊司

3PC-148 オンサイト還元によって調製したヒドリドシリカ Pdナノ粒
子触媒を用いるアリールハライドのホスフィニル化（奈良高専物質
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工・京大院理）○吉田 透・金森主祥・亀井稔之・中西和樹・嶋田豊
司

3PC-149 N置換ブロモ化イミダゾールの炭素-水素選択的アリール化と
その応用（岐阜大工）○早野哲平・山内貴之・芝原文利・村井利昭

3PC-150 キラル二環性 NHC／ホスフィン配位子の合成と Pd 触媒不斉
アリル位アルキル化反応への応用（千葉大院理）○加藤瑞樹・桑原弘
嗣・吉田和弘・柳澤 章

3PC-151 レニウム触媒存在下、アルコールとビニルアセテートの反応
を用いた α -アルキルカルボニル化合物合成（関西大化学生命工・関

西大化学生命工）○山本貴明・高橋侑己・梅田 塁・西山 豊
3PC-152 レニウム触媒を用いたo-エチニル安息香酸誘導体からのイソ
クマリン合成（関西大化学生命工）○山下耕司・吉川駿矢・梅田
塁・西山 豊

3PC-153 ロジウム触媒を用いたα,ω-ジインと環状エノールエーテル
の[2+2+2]付加環化反応（東農工大院工・東工大院理工・JSTACT-C）
○通山紫乃・木村雄貴・田中 健

3PC-154 ロジウム錯体触媒を用いた非対称内部アルキンとシリルアセ
チレンの[2+2+2]付加環化反応（東農工大院工・東工大院理工・JST

ACT-C）○部家有紗・原 淳・田中 健
3PC-155 機能性ビピリドナート配位子を有するルテニウム錯体触媒を

用いたアルコールならびにジオール類の脱水素化反応（京大人間・環

境学研究科）○豊村一期・佐野隼人・山口良平・藤田健一
3PC-156 ピンサー型三座配位子を有する遷移金属錯体と N2Oとの反応

（東工大院理工）○池原由里子・佐瀬祥平・後藤 敬

3PC-157 ルテニウム(II)-η6-ヘテロヘリセン錯体の合成とその特性（熊
本大院自然）入江 亮○平野遼大・諸熊 透・井川和宣・友岡克彦

3PC-158 トリスペンタフルオロフェニルボラン触媒を用いた二トリル
からアルデヒドへの効率的変換反応（奈良高専物質工）○平田俊介・
亀井稔之・嶋田豊司

3PC-159 キラルスズ触媒を用いたアルケニルトリフルオロアセテート
類の不斉αートリフルオロメチル化反応（千葉大理）○堀口萌恵・井
田一貴・柳澤 章

3PC-160 低原子価チタンによる Allocの脱保護法（神奈川大工）○田
邊雄己・高木啓允・松野千加士・岡本専太郎

3PC-161 キラルな新規ビナフトール配位子の合成とその亜鉛錯体によ
るアルコールの速度論的光学分割（奈良高専物質工）○桝井 悠・亀
井稔之・嶋田豊司

3PC-162 亜鉛触媒を用いた 3-アルケニルインドールとニトリルの酸化
的環形成反応（明大理工）○宮崎浩徳・土本晃久

3PC-163 亜鉛触媒によるヒドロシランを用いたインデン類の脱水素シ
リル化反応（明大理工）○柴田大輔・土本晃久


